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写真l Albizia falcataria の樹幹上の成虫 
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Xystrocera globosa 

写真2 ベンゲットマツの松くい虫 
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1）集団枯損 

写真 I A′bizia fa′cataria の樹幹上の成虫
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写真3 タイ国の松くい虫 
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2）山火事跡地でのlps 被害 3) Ips calligraphus 成虫 

（体長3.8~5 .9mm) 
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1) Ips sexdentatus 
（体長6.5--'8 .2mm) 

2) Ips acuminatus 
（体長2.2--.'3 ,5mm) 

写真 3 タイ国の松くい虫
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2) 山火事跡地での -ps被害 3)′ps ca〃igraphus 成虫
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写真4 アンブロシアキクイムシ 
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1) Xyleborus perforans 成虫（体長2 .O' 2 .5mm) 
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2) Xyleborus perforans穿孔中のラワン材 

写真 4 アンプロシアキクイムシ
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1)Xyleborus perforans 成 虫 (体 長 2.0~2.5mm)
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2)Xy-eborus perforans 穿孔中のラワン材
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3) Platypus sp の食痕 
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4） 穿孔虫、Shot borers (Webia sp ) 
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3)P1atypus sp. の食痕
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4) 穿孔虫、 Shot borers(Webiasp.)



写真5 ビーホール ボーラー （Xyleutes ceramica) 

1) 1齢幼虫（約10mm) 
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3）チーク材内の孔道 
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写 真 5 ビー ホ ー ル ポ ー ラ ー (Xy-eutes ceramica)
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2) 穿孔部位
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3) チーク材内の孔道
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写真6 マホガニー・シュートボーラー（Hypsipyla robusta) 
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1） 左：雌成虫、右：雄成虫（開張26 -42mm) 
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2） 新梢内の幼虫（体長約30mm) 3） 枝の分岐したマホガニー被害木 
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1) 左 :雌成虫、右 :雄成虫 (開張26~42mm)
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2) 新梢内の幼虫 (体長約30mm) 3) 枝の分岐したマホガニー被害木
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4）被害新梢中の繭 
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写真1 シロアリの塚 
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は じ め に 

昆虫は節足動物の昆虫綱に属し、現在地球上に繁栄した動物のーつで、 

種類数が多く、約100万種ぐらいが認められ、全動物の7 , 8 割りを占 

めている。実在する種類数は、研究の遅れた昆虫群や熱帯地域の昆虫数 

の推定の違いによって異論かあるが、250-4,000万種に達するとされて 

いる。森林生態系は複雑であリ、そこに生息する昆虫類は多様にわたっ 

ていて、森林生態系に対しなんらかの役割をはたしている。その内、昆 

虫網の約9 目か森林に被害を与えている。 

熱帯の森林生態系ははなはた複雑で、そこに生息する昆虫類も種類‘ 

個体数共に多彩かつ豊富であるにもかかわらす、現地には活動的な森林 

昆虫学若がはとんど皆無であること、また研究歴史の浅いこともあって 

害虫でありなから種名の同定できない種類や、その生態あるいは防除対 

策について解明されていないものが多い。また先進国の森林昆虫学に比 

較して研究の第一歩であるはずの分類が非常に遅れているため害虫の同 

定が困難な状況にあり、その後の研究への大きな支障となっている。 

現在熱帯地域では先進国各国から技術者や研究者が技術協力し、精力 

的に植林され、立地や気象条件に適合した樹種では立派に成林している。 

しかし、多くの造林地は害虫の発生しやすい単純林で構成されており、 

今後の虫害の発生か危恨される。このような事情から以前からマニュア 

ルの作成が望まれていた。筆者（」熱帯での海外経験が短期滞在の数回し 

かなく文献て調へたことがEとなったか、森林害虫のマニュアルとして取 

りまとめ参考に供することとした。 
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1 ，害虫の概要 

虫害に接し防除対策を立てるためには、ます、その原因になっている 

害虫の名前を調へる必要がある。そしてその害虫の名前から生態の概要 

を知リ、最6適切かつ実行可能な防除対策を講することになる。ここて 

対象とする樹木は種類が多く、そのためこれらの害虫は多様で、シロア 

リ目、カメムシ目、アザミウマ目、コウチュウ目、ハエ目、チョウ目な 

との広範囲な目の種類に及んている。 

昆虫の種類の同定はー般に外部形態によるが、種類が多く加うるに形 

態学的あるいは分類学的な高度の知識を必要とし、不慣れな人には容易 

なことではない。加うるに熱帯地域の昆虫類は美麗大形昆虫類を除き十 

分知られていないのが実情である。しかし、われわれの対象にする害虫 

の同定には加害様式あるいは被害形態と加害樹種が使える。加害様式か 

ら樹木害虫は食葉性害虫、穿孔性害虫、吸収GI )性害虫、虫こぶ（虫え 

い）形成’J】虫、秤f ・］水果舌虫、食根」ll舌虫、‘尉村1」j；虫（白蟻）にクル 

ープ分りされる。これらは食性・習性・被害を反映した分類法であり、 

防除刈策を立てる上に共通性があって利用価値が高い。本テキストでは 

このグループ分けに従って解説する。 

1）食葉性害虫 

葉を加害する害虫で、コウチュウ目、ハエ目、チョウ目、ハチ目が主 

なもので、チョウ目に種類が多い。被害は着葉量の減少として現れる。 

被害程度は樹種や害虫によって違いがあるが、おおよそ50--flU％程度失 

葉すると成長に影響がてる。しかし、よほどの激しい被害や連年繰り返 

し被害を受けない限り枯死することはない。被害の兆候は虫体の発見の 

ほか菜量の減少、葉に残された食痕、絹糸でつくられた巣、樹冠下の地 

面に落ちた虫糞や死体、食害音、飛米鳥、クモの巣などにより探知する 

害虫の概要

虫害に接 し1防除対策を立てるためには、まず、その原因になっている

害虫の名前を調へる必要がある。そしてその害虫の名前から生態の概要

を知り、最 も適切かつ実行可能な防除対策を諾することになる。ここて

対象とする樹木は種類が多く、そのためこれらの害虫は多様で、シロア

リ目、 カメムシ目、アザ ミウマ 日、 コウチュウ日、ハエ 目、チ ョウ目な

との広範囲な目の種類に及んている。

昆虫の種類の同定は一般に外部形態によるが、種類が多く加うるに形

態学的あるいは分類学的な高度の知識を必要とし、不慣れな人には容易

なことではない。加うるに熱帯地域の昆虫類は美麗大形昆虫類を除き十

分知られていないのが実情である。 しかし、われわれの対象にする害虫

の同定には加害株式あるいは被害形態と加害樹種が使える。加害様式か

ら樹木害虫は食葉性害虫、穿孔性害虫、吸収 GI)1生害虫、虫こぶ (虫え

い ) 形 i反古虫、種 「・幼く“{′,1:虫、食根′‘′!‘,F,虫、 {!iも““」,1;虫 (1
′
1蛾 ) にクル

ープ分けされる。これらは食性 ・習性 ・被害を反映した分類法であり、

防除対策を立てる-Lに共通性があって利用価値が高い。本テキストでは

このグループ分けに従って解説する。

1) 食葉性害虫

葉を加害す る害虫で、 コウチ ュウ目、ハエ 目、チ ョウ目、ハチ 目が主

なもので、チョウ目に種類が多い。被害は者葉量の減少として現れる。

被害程度は樹種や害虫によって違いがあるが、おおよそ50~60% 程度失

業すると成長に影響がてる。しかし、よほどの激しい被害や連年繰り返

し被害を受けない限り枯死することはない。被害の兆候は虫体の発見の

ほか菓量の減少、葉に残された食浪、絹糸でつくられた巣、樹冠下の地

面に落ちた虫歯や死体、食害音、飛来鳥、クモの巣などにより探知する
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ことができる。 

チョウ目はチョウ、ガで、幼虫が樹木を加害する。その主なものは一 

般にケムシ類、イモムシ類、アオムシ類、イラムシ類、シャクトリムシ 

類、ミノムシ類などと呼はれ、幼虫が単独で露出して生活するもの、絹 

糸でつくったテント内に群棲するもの、葉を巻いたり綴り合せて生活す 

るもの、ミノの中で生活するものなどがいる。また潜葉性のハモグリガ 

類のように葉の組織内に潜り込み、葉肉を食害し、表皮にミミズばれ状 

の食痕を残す害虫もいるが、美観を損ねる程度で被害としては問題にな 

らない。 

コウチュウ目のコガネムシ類は幼虫が根切虫であるが、成虫は主とし 

て夜問に葉を食害する。タマムシのチビタマムシ類は幼虫が潜葉性であ 

る。ハムシ類は幼虫、成虫ともに葉を食害するものが多く、重要な害虫 

を含んでいる。ゾウムシ類には成虫が葉を網目状に食う種類があり、一 

部に潜葉性の種類がいる。ゾウムシに近縁のオトシブミ類は成虫が菓を 

巻きその中に産卵するが、被害としては問題にならない。 

ハチ目でけ、原始的なハチの伸間のハバチ類の幼虫が葉を食害し、樹 

木害虫として重要なものを含んでいる。成血は、普通ク〉ノ、チでは腹の基 

部でくびれるが、ハパチ類やキバチ類ではくびれない。幼虫はチョウ目 

の幼虫に似るが、胴部の環節は小環節により細かく分かれ、擬脚（腹 

脚）は腹部第2環節にもあリ、普通尾端の脚を含め8対で、擬脚の裏に 

鈎爪がない。一方チョウ目ては小環節はなく、擬脚は第2 環節にはなく、 

普通尾脚を含め全部で5 対てあることで区別できる。しかし、ヒラタハ 

ハチ類では擬脚を欠き、シャクガ類やヤガ類の一部では擬脚の多くを欠 

くという例外かある。 

ハエ目にはハモグリバェ類のような潜葉性の種類がいるが、葉面の美 

観を損ねても実害はほとどないといえる。 
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の食痕を残す害虫もいるが、美観を損ねる程度で被害としては問題にな
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て夜間に葉を食害する。タマムシのチビタマムシ類は幼虫が潜葉性であ

る。ハムシ類は幼虫、成虫ともに葉を食害するものが多く、重要な害虫

を含んでいる。ゾウムシ類には成虫が葉を網目状に食う種類があり、一
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2 ）穿孔性害虫 

樹木の樹幹、枝、新精に穿孔する害虫で、主なものはコウチュウ目、 

ハエ目、チョウ月、ハチ目に属する。生立木に穿孔すると、樹幹の歪・ 

屈曲・分岐・折損させたり、その内部の材質を劣化させ、枯死に結びつ 

くことも多い。被害樹は枯死以外に被害部の奇形、屈曲、膨隆や穿入部 

からの虫糞一木層の掛滑などで知ることができる。被害の兆候は葉の変 

色、穿入孔や脱出孔、あるいはそこから排i世される虫糞、木屑、ヤニな 

どによって探知できる。 

チョウ目の穿孔虫は健全木にも穿入加害できる。コウモリガ類は針葉 

樹、広葉樹の小・中経木を、ポクトウガ類は広菓樹の幹・枝に穿孔する。 

ビーホールボラーはこれで、東南アジアのチークの有名な害虫である。 

、しんくいむしク はハマキガ科とメイガ科に属する害虫で新柑の髄部に 

穿孔食害し、加害部より上部を枯らす。マホガニーにつくマダラメイガ 

類は世界的な熱帯の造林阻害害虫となっている。メルクシマツの新柑に 

マダラメイガ類の被害が多く、新植造林地の若・幼齢木に被害が目立つ。 

これらの中には幹あるいは球果に穿孔する種類もいる。 

コウチュウ目の穿孔虫の主なものはカミキリムシ類、ゾウムシ類、キ 

クイムシ類、ナガキクイムシ類、タマムシ類である。カミキリムシ類、 

ゾウムシ類、タマムシ類は成虫か樹皮の上から産卵するが、キクイムシ 

類や、ナガキクイムシ類は成虫が樹皮下や材部に穿孔して巣をつくり産 

卵する。普通これらは哀弱木、老齢過熱木、被圧木や気象害・雪害,火 

傷・虫害・病害・その他の生物害を受け哀弱した樹木に穿孔繁殖する。 

したがって、樹木を適所に植栽して健全に育成管理することが、これら 

穿孔虫被害の予防につながる。広葉樹につくカミキリムシの一・部の種類 

やチビタマムシ類は健全木に産卯・穿孔し、加害か毎年繰り返されると 

枯死することもある。被害木は材部の傷から風折しやすく、穿入孔から 

腐朽菌が侵入して極度に衰弱させたり、材質を劣化させるので、被害初 

2 )穿孔性害虫
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くことも多い。被害樹は枯死以外に被害部の奇形、屈曲、"彰隆や穿入部

からの虫糞・木屑の打開lrなどで知ることができる。被害の兆候は葉の変

色、穿入札や脱出孔、あるいはそこから排i世される虫糞、木屑、ヤニな

どによって探知できる。

チョウ目の穿孔虫は健全木にも穿入加害できる。コウモリガ搬は針葉

樹、広葉樹の小 ・中経木を、ボクトウガ類は'ム葉樹の幹・枝に穿孔する。

ビーホールポラーはこれで、東南アジアのチークの有名な害虫である。

・しんくいむし" はハマキガ科とメイガ科に属する害虫で新梢の織部に

穿孔食害し、加害部より上部を枯らす。マホガニーにつくマダラメイガ

類は世界的な熱帯の造林阻害害虫となっている。メルクシマッの新柏に

マダラメイガ類の被害が多く、新植造林地の若・幼齢木に被害が目立つ。

これらの中には幹あるいは球果に穿孔する種類もいる。

コウチュウ目の穿孔虫の主なものはカミキリムシ類、ゾウムシ類、キ

クイムシ類、ナガキクイムシ類、タマムシ類である。カミキリムシ類、

ゾウムシ類、タマムシ類は成虫が樹皮の上から産卵するが、キクイムシ

類や、ナガキクイムシ類は成虫が樹皮下や材部に穿孔して巣をつくり産

卵する。普通これらは哀弱木、老齢過熱木、被江木や気象害・雪害 ・火

傷 ・虫害・病害 ・その他の生物害を受け哀弱した樹木に穿孔繁殖する。

したがって、樹木を適所に植栽して健全に育成管理することが、これら

穿孔虫被害の予防につながる。広葉樹につくカミキリムシの一部の種類

やチビタマムシ額は健全木に産卵・穿孔し、加害か毎年繰り返されると

枯死することもある。被蕃木は材部の傷から風折しやすく、穿人孔から

腐朽菌が侵人して極度に衰弱させたり、材質を劣化させるので、被害初
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期の“除対策が必要である。身孔仕害虫の中にはマツノマダラカミキリ 

のように病害性の強いマツノザイセンチュウと共生関係を結び生立木を 

枯らす種類もいる。釧菓樹のー部のキクイムシ頬でl」、台風や山火亭に 

より大議に発生した風倒木や火偽木、伐り捨て除・簡伐木をia床として 

繁殖し生息数を高めた血が生立木に穿孔し枯死させることがある． 

ハチ目のキパチ頬は産卵管を幹に挿L込み産卯する．幼虫は材IIIに孔 

道を掘って生活する。この虫の産卯を防ぐには被害木の除去ならぴに川 

木を衰弱させないようにすることである。 

ハエI.lてはII木の九州でスキサイノタマハエかスキの川皮トに穿孔し、 

州皮をホロホロにし、制斑をつけるが、熱帯地城てはこのような舌虫は 

また発見されていな‘、 

3 )吸収（汁）性害虫 

普通粗幹、技、薬に寄生し液汁を吸収する．主をものはカメムシ目 

（ハゴロモ組、アプラムシ類、カイガラムシ類など）、アザミウマ日で、 

いすれもI1尋はセミのnのような引状となって吸Hに迫応している．吸 

H された被害木の菓は退色し、堵点などができ．樹木‘」樹*を吸収され 

るため哀弱する。これらはすす病やこうやく病を併発させることが多く 

美観を損う．この虫の発生は火気け染と関係があリ、環境指標として便 

われる種預しいる。被害は群がる血体による‘Jか、葉色の退色、樹幹部 

での共生者のアリの活動、寄生蜂の飛米、すす病やこうやく病によって 

も探知できる。また、コクタンの天狗巣病のようか病原Thを媒介するョ 

コハイ類かいる。 

カメムシ目のカメムシ類は樹木につき吸汁するが、樹木への被害は少 

ない．サシガメ類のような捕食性の天敵もいる。 グンバイムシ類の名前 

は体形が箪配に似ていることに山来している。幼虫は暗色で刺がある． 

葉襲に群をなして吸Uし、被害集に脱皮殻と黒色の血糞をつけ、いつれ 
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期の駆除対策が必要である。穿孔‘;]:害虫の中にはマツノマダラガ ミキリ

のように病害性の強いマツノザイセンテュウと共生関係を結び生立水を

枯らす種類もいる。針葉樹の一部のキクイムシ類では、台風や山火事に

より大量に発生した風倒木や火傷水、伐り捨て除・間伐木を温床として

繁殖し生息数を高めた虫が生立木に穿孔し枯死させることがある。

ハチ目のキバチ類は産卵管を弓今に挿し込み産卵する。幼虫は材中に孔

道を掘って生活する。この虫の産卵を防ぐには被害木の除去ならびに倒

木を衰弱させないようにすることである。

ハエ r‐1ては = 不の九州 でスキサイノタマハエかスキの潮皮 トに穿孔 し、

樹皮をホロホロにし、↑ィ斑をつけるが、熱帯地域てはこのような害虫は

また発兄されていない。

3) 吸収 (汁)性害虫

普通観幹、枝、葉に寄生 し液汁を吸収する。主なものはカメムシ目

(ハ ゴロモ頚、アブ ラム シ類、 カイガ ラム シ類など)、アザ ミウマ 目で、

いすれも日器はセミの n のような参じ;大となって吸 H に適応している。職

“された被害木の菜は退色し、斑点などができ、樹木は樹液を吸収され

るため衰弱する。これらはすす病やこうやく腕を併発させることが多く

美観を損う。この虫の発生は大気汚染と関係があり、環境指標として使

われる種類もいる。被害は群がる虫体によるほか、栗色の退色、樹幹部

での女生者のアリの活動、寄生蜂の飛来、すす病やこうやく病によって

も探知できる。また、コクタンの天狗巣病のような病原菌を媒介するヨ

コハ イ類がいる。

カメムシ目のカメムシ類は樹木につき吸汁するが、樹木への被害鮒少

ない。サシガメ類の」、うな捕食性の天敵もいる。グンバイムシ類の名前

は体形が軍配に似ていることに出来している。幼虫{」--菖色で刺がある。

葉裏に群をなして吸ilし、被害業に脱皮殻と黒色の虫糞をつけ、いっれ
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白斑ができて退色するか、この時には虫が少なくなっている。アワフキ 

ムシ類は枝や葉に定着し、尾端から泡を出し、その巾て吸汁する。被害 

はほとんど問題にならない。ハゴロモ類の幼虫は白色の分泌物の中に生 

息するので、吸汁被害とともに美観を著しく損ねる。間伐枝打ちなどに 

より風通しを良くすると被害は軽減できる。アザミウマ目は1 ~ 2 niniの 

小型の昆虫で、姐の周縁には長毛の房をもっている。植物の花や葉につ 

いて吸汁し、被害葉は変色する。アブラムシ類（」単性生植するが、秋に 

なると推虫と雌虫が現われ、有性生植により生じた卵で越冬する。春か 

ら初夏にかけて孵化した幹田は無超胎生雌虫で、 しばらく胎生世代か繰 

リ返される。胎生雌虫には有趨と無翅があり、次第に有規胎生雌虫の出 

現率が高まり、分散するようになる。 1 世代は短く、単性生植するので 

急速に生息密度を高めることができる。被害を受けた葉は縮れたり、枝 

が変形することか多い。力イガラムシ類は雌雄異型で雄の介殻が小さく、 

雌より個体数が少ない。雌成虫は寄主に固着した介殻または卵轟の巾に 

産りI］し死亡するが、雄成虫には翅かあり飛翔分散する。普通介殻または 

卵嚢中て越冬し、春から初夏に卿化した幼虫は自由に歩き回って適当な 

ところに定着吸汁し樹勢を弱らせるが、高密度に寄生すると枯らすこと 

もある。また、すす病を机発させて美観を損ねる。 

4 ）虫えい（こぶ）形成害虫 

植物が昆虫やタニに寄生され、それを囲む細胞が刺激を受けて異常増 

殖あるいは異常肥大して奇形になったものを虫えい（虫こぷ、ゴール） 

と呼ぶ。虫えいをつくるものはカメムシ目、コウチュウ目、ハエ目、チ 

ョウ目、ハチ目などである。主なものはキジラミ類、アブラムシ類、タ 

マハチ煩、タマハェ類なとである。虫えい内にり息するため薬剤での駆 

除効果は落ちる。 
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白斑ができて退色するか、この時には虫が少なくなっている。アワフキ

ムシ類は技や葉に定着し、尼端から泡を出し、その中て吸汁する。被害

はほとんど問題にならない。ハゴロモ類の幼虫は白色の分泌物の中に生

息するので、吸汁被害とともに美観を著しく損ねる。間伐枝打ちなどに

より風通しを良くすると被害は-軽減できる。アザミウマ日は 1~ 2mmの

小型の昆虫で、地の周縁には長毛の房をもっている。植物の花や葉につ

いて吸汁し、被害葉は変色する。アブラムシ類は単性生植するが、秋に

なるとろ佳虫と雌虫が現われ、有性:生植により生じた卵で越冬する。春か

ら初夏にかけて群化した幹母は無遡胎生雌虫で、しばら01台生世代が繰

り返される。胎生雌虫には有期と無想があり、次第に有遡胎生雌虫の出

現率が高まり、分散するようになる。 1世代は短く、単性生植するので

急速に生息密度を高めることができる。被害を受けた葉は縮れたり、枝

が変形することか多い。カイガラムシ類は雌雄異型で雄の介殻が小さく、

雌より個体数が少ない。爵雄成虫は寄主に固着した介殻または卵裏の中に

産卵し死亡するが、雄成虫には細かあり飛捌分散する。普通介殻または

卵嚢中て越冬し、春から初夏に楯化した幼虫は自由に歩き回って適当な

ところに定着吸汁し樹勢を弱らせるが、高密度に寄生すると枯らすこと

もある。また、すす病を併発させて美観を損ねる。

4) 虫えい (こぶ) 形成害虫

植物が昆虫やタニに寄生され、それを囲む細胞が刺激を受けて異常増

殖あるいは異常肥大して奇形になったものを虫えい (虫こぶ、ゴール)

と呼ぶ。 虫えいをつ くるものはカメムシ日、 コウチュウ目、ハエ 目、チ

ョウ目、ハチ目などである。主なものはキジラミ類、アブラムシ類、タ

マハチ類、タマハエ類なとである。虫えい内にノr息するため薬剤での駆

除効果は落ちる。
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5）種子・球果害虫 

種子や球果に穿孔加害したり、球果を吸H する。チョウ目、コウチュ 

ウ目、ハチ目、ハエ目に属する害虫である。種子害虫はオナガコバチ科 

のタネパチ類で各種の針葉樹の種子を加害する。球果を加害するものは 

マツ類では阜しんくいむし中と呼ばれるガ類の幼虫である。 

6 ）食根性害虫 

主に苗畑で育苗中に被害が見られる。 コガネムシの幼虫が土中で生息 

し根を加二ilする。苗木のポソト植えては幼虫の移動を阻」トてきるため、か 

なり被害が回避されている。カブラヤガは雑食性で木本植物だけでなく、 

草本植物の根元から切断加害する。 

1 ）湿材性害虫（シロアリ類） 

口木では乾材、枯死木、あるいは枯死部分につき、熱帯でも多くの種 

類はそのようである。しかし、シロアりは熱帯地域を発祥地として非常 

に種類数が多く、その中には少数であるが生立木の弱った部分を加害す 

る種類も知られている。 
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5) 種子り球製害虫

種子や球果に穿孔加害したり、球果をi城門する。チョウ目、コウチュ

ウ日、ハチ目、ハエ目に属する害虫である。種子害虫はオナガコバチ科

のタネバチ類で各種の針葉樹の種子を加害する。球梁を加害するものは

マツ類では しんくいむし" と-1平ばれるガ類の幼虫である。

6)倉根性害虫

主に苗畑で育苗中に被害が見られる。コガネムシの幼虫が土中で生息

し根をカーr,i,〆する。 -?涌くのポット植えては幼虫の移動を阻止-てきるため、か

なり被害が回避されている。カブラヤガは雑食性で木本植物だけでなく、

r草本植物の根元から切断加害する。

7) 湿材性害虫 (シロアリ類)

ロホでは乾材、枯死木、あるいは枯死部分につき、熱帯でも多くの種

類はそのようである。しかし、シロアリは熱帯地域を発祥地として非常

に種類数が多く、その中には少数ごあるが生立木の弱った部分を加害す

る種類も知られている。
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2 ，食葉性害虫 

1） トビムシ目（粘管目〕Collembola 

Springtails, Snowileas と呼ばれる。徴小昆虫で細長いものからほ 

とんど球形のものまでいる。口器は頭の内部に引き込まれ岨嚼または吸 

収に適する。脚の腫節と附節は－・般に癒合する。腹部は6 節からなり、 

第I腹板に腹管、第3腹板には保器あるいは絢器と第4 腹板または第5 

腹板に叉状躍器をそなえる。叉状躍器は静止の際には腹面前方に曲り、 

これを伸すことにより跳躍する。 

(1〕マルトピムシ科S mi nthur i dae 

体はほぽ球形、胸部と腹部の前4節が癒合する。頭部は普通垂直に位 

置し、口器は下方にある。跳躍器は腹部第5節にあり、活発に跳躍する 

ことができる。多くの種類は新鮮な植物質を好み、森林では稚樹、苗木 

の若い組織を加害する。 葉では不規則な穴をあけ、ハムシ煩、コガネム 

シ類など食葉性甲虫の食いあとを加害することもある。土中で生活する 

ものは茎の地表下の部分を食い切ったり、細根や毛根を加害する0 体が 

小さいので被害は普通少ない。 

2 ）パッタ目（直姐目）0rthoptera 

パッタ、イナゴ、キリギリス、コオロギ、クラなどを含む。小形から 

大形のものがあり、前翅は革質ないし羊皮紙質で綱日状の趨脈をそなえ 

るo 後翅は膜質で静止の時には縦に畳まれ覆翅（前翅）で覆われる。短 

翅や無翅のこともある。口器は姐部下方に位置し、“山町型。後脚Ll一般 

一8 

公 食藁性害虫

リ トビムシ目 (粘管目)Co-‘embofa

Sprillgtails,Snowfleas と呼ばれ る。微小昆虫で細 長 い ものか らほ

とんど球形のものまでいる。u器は頭の内部に引き込まれ肌唖または吸

収に適する。脚の廟節と鮒節は一般に癒合する。腹部は 6節からなり、

第 1腹板に腹管、第 3腹板には保器あるいは釣り器と第 4腹板または第 5

1度板に叉状凝器をそなえる。叉状躍器は静止の際には腹面育i一方に曲り、

これを伸すことにより跳躍する。

{1)マル トビムシ科 Sm・nthuridae

体はほぼ球形、胸部と腹部の前 4節が癒合する。頭部は普通垂直に位

置し、口器は下方にある。跳躍器は腹部第 5節にあり、活発に跳躍する

ことができる。多くの種類は新鮮な植物質を好み、森林では稚槻、苗木

の若い痴靴を加害する。葉では不規則な穴をあげ、ハムシ類、 i ガネム

シ類など食葉性甲虫の食いあとを加害することもある。土中で生活する

ものは茎の地表下の部分を食い切ったり、細根や毛根を加害する。体が

小さいので被害は普通少ない。

2) バッタ目 (直縄目)orthoptera

バ ッタ、イナ ゴ、キ リギ リス、コオロギ、クラな どを含む。小形か ら

大形のものがあり、前期は革質ないし羊皮紙質で網目状の遡脈をそなえ

る。後期は]膜質で静止の時には縦に畳まれ覆翻 (前期) で覆われる。短

期や無想のこともある。ロ器は頭部-ド方に位置し、岨-糟型。後脚は一般
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に跳躍のためによく発達している。極地を除く全世界に分布し、多くは 

地上棲であるが、樹上、地中で生活する種類もいる。普通食殖性て、群 

飛するトピバソタ類の被害は有名である。 

(1）キリギリス科Tettigoniidae 

樹上棲のものは緑色で、上翅に葉状の模様をそなえる種類が多いか、 

地上棲のものは鈍色のものが多く、無翅か縮小した如をそなえる。触角 

は非常に長く細い。附節は4 節からなる。産卵管は剣状か鎌状で長く良 

く発達する。日中活動性でタ暮と早朝に覆翅にある発音器を擦り合わせ 

て鳴く。聴器の鼓膜は前脚脛節の基部外方にある。ほとんどの種類は葉、 

月、幼拍なとを摂食する。りHは」巾、菓や住の組織中に可卵される。枝へ 

の産卯痕が被害として問題になることがある。雨季に多い。全世界から 

約80属375種が知られている。 

(2〕コオロギ科Grylhdae 

触角は長い糸状。産卵管は釧状で外部に突出する。尾毛は特に長く無 

節。尾突起は一般に短い。左右の覆超にある発音器を擦り合わせて夜間 

中鳴く。産卯は上中に、一部の樹上種では小枝の材部に産卵する。一般 

に雑食性であるが、食植性のものが苗木に被害をあたえる。全世界から 

約100属800種が知られている。 

東南アシアに分布するタイワンオオコロギ（Bruc加b,esporten加sits 

Li chtenst ei n) は夜間－L中の巣から現れ、若い苗木や新梢を食ったり、 

巣に連んだリする。インドでは3 -9 月に被害が激しい。Ca.s uanna の 

造林木では樹高0.611lのものが被害を受け、1 5mのものは被害を免れた 

という。 

■
 

麟
 

加
 

観
馴
 

図-1 タイワンオオコオロギ（体長約5 er,,) (Beesori より） 
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に跳躍のためによく発達している。極地を除 く全世界に分布し、多くは

地上楼であるが、樹上、地中で生活する種類 もいる。普通食槌性て、まずド

ラ炎するトビバッタ類の被害は有名である。

{1)キ リキ リスキニITettigonlldae

樹上棲のものは緑色で、上地に菜状の模様をそなえる種類が多いか、

地上棲のものは鈍色のものが多く、無趣か縮小した畑をそなえる。触角

は非常に長く細い。鞘節は 4節からなる。産卵管は剣状か鎌状で長く良

く発達する。日中渡弱r性で夕暮と早朝に覆細にある発音器を擦り合わせ

て鳴く。嘘器の鼓膜は前脚胆節の基部外方にある。ほとんどの種類は葉、

“、幻自省なとを“1食する。卵は i11」、巣や技の組織中にiir卵される。枝へ

の産卵i嫁が被害として問題になることがある。雨季に多い。全世界から

約80属375種が知られている。

(Z)コオロギ料 Gryu・dae

触角は長い糸状。産卵管は針状で外部に突出する。尾毛は特に長く無

節。尾突起は一般に短い。左右の覆超にある発音器を擦り合わせて夜間

中鳴く。産卵は上中に、一部の棚上種では小枝の材部に産卵する, 一般

に雑食性であるが、食植性のものが苗木に被害をあたえる。全世界から

約100属 BOO種が知られている。

東南ア シアに分布す るタイワンオオ コロギ (β煎じ毎云'粥 S PDγ加須osz′s

L1chtensteln)は夜間土中の巣から現れ、若い苗木や新棺を食ったり、

巣に逮んだ りす る。 イン ドでは 3 ~9 月に被害が激 しい。 Cq細〃““" の

造林木では潮高0.6nlのものが被害を受け、1 5m のものは被害を免れた

という。

図一 1 タイワンオオコオロギ (体長約 5cm)(Beeson より)
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(3）ケラ科Gr川otalpidae 

褐色ないし黒色。前脚は掘削に適し、騨節が大く掌状。附節は3 節。 

発音器と聴器は痕跡的。産卵管は突出しない。地中に穿孔する。全世界 

から約325属2,300種が知られている。 

ケラ（Gryllo危ゆa 功1cana Palisot de Beauvois）は日木、東南アジ 

ア、アフリカ、オーストラリアなどに広く分布し、苗木の根だけでなく、 

茎を環状にかじったり菓を食いちぎる。餌を土中の巣に持込むこともあ 

る。 

(4）パッタ科Acrididae 

触角は短く糸状、根棒状、鋸歯状。後脚の腿節は跳躍のため発達し太 

い。脛節には2列の刺を持ち、覆翅の径脈と摩擦して発音する。聴器は 

腹部の基方両側にある。緋は普通地中に産卵する。食植性。樹木では葉 

柄や葉の緑をかじリ落葉させる。苗木に被害が多い。全世界から約 

Lloo属7,000種が知られている。 

, 
ー、 

ひ 
I 

図―2 トノサマバッタ（体長約6 cm) 

上群棲型中 移住型下単独型（Kaishoven より） 
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(3}ケラ科 Gryllotalpldae

褐色ないし黒色。前脚は掘削に適し、豚節が大く掌状。楚付節は 3節。

発音器と聴器は痕跡的。産卵管は突出しない。地中に穿孔する。全世界

から約325届 2,300種が知られている。

ケラ (G“′お腹めα琴γ鑑のm Palisot de Beauvols) は 日本、東南アジ

ア、アフリカ、オーストラリアなどに広く分布 し、苗木の根だけでなく、

茎を環状にかじったり葉を食いちぎる。餌を土中の巣に持込むこともあ

る 。

(4)バ ッタ科 Acrididae

触角は短く糸状、視棒状、鋸歯状。後脳1の腿節は跳躍のため発達し太

い。豚節には 2列の刺を持ち、覆遡の径脈と摩擦 して発音する。聴器は

腹部の基方両側にある。鮒は普通地中に産卵する。食植性。樹木では葉

柄や菜の緑をかじり落葉させる。苗木に被害が多い。全世界から約

1,100風 7,000種が知 られている。

図 - 2 トノサマバ ッタ (体長約 6cm)

上 群棲型 中 移住型 下 単独型 alshovenより)

ー lo-



トノサマパソタ移仕型(Locus加rn哲ratoria Ltzmaeus) , Desert lo 

cust （品h島tocera gregaria Forskal) ,Bombay locust K Crytan 

thacrzs succznc危Linnaeus) , Morocan locust (Doe冨staur,摺 

ntoroccanus Tbunberg) ,Italian locust (Ca/tip加m」パitalicus Lin 

naeus) , Brown locust (Lot its/a/ia /xirda/niu Walker), Red In 

cost (No,nadacrzs septemfasciata Seivillり は時に群飛移住し、進路に 

あたる草木をほとんど食い尽くす。北アフリカで1'Iii'i nateits /iazst III 

BoI がユーカリ類を、インドではAularches nulitaris Linnaeus が食 

葉虫の被害後の回復したチークの葉を加害した記録がある。またインド 

でJizeroglyplius banian Fabricius が竹林の害虫とされている。 

Zonocerus mriegatus Lirrnaeus はガーナの農作物とアグロフォレスト 

リーの重要害虫である。I甘「は20-90卵か らなる卵莢を1~4 個産む。仔 

i:li J昼問集合して摂食し、夜間は灌木内のねぐらに入る。成虫はゆっく 

リ歩いて移動し、あまり集合せず加害も少ない。造林木ではチークに被 

書が発生する。 

3 ）ナナフシ目 PhasmatIda 

成虫は中形ないし大形、細長く棒状の円筒形で枝に似たナナフシ類と 

幅広く菓状扇平なコノハムシ類とがある。色彩は緑色で周囲の小枝や葉 

によく似ていて擬態を示す。頭部は小さく自由で水平に位置し、咀嚼型 

口器をもつ。前胸け小さく、ナナフシ類では中胸が非常に長い。無翅か 

有超で、有翅虫の前翅は革質化して短くなり、小椿円形である。後翅は 

判リ形て幕質の肝部か畔やかな色彩を持つことか多く、静止時には扇状に 

畳まれる。脚は歩行脚でいずれも同様な構造で細長い。尾毛は小さく無 

節。全世界から約360属2,500種が知られている。樹上に生息し、静止時 

には擾態の姿勢をとり、食菓性で夜間摂食する。若仔虫は葉脈を残し食 

害するが、成長すると菓柄まて食うことがある。群生して摂食すると、 
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トノサ マ バ ソ タ移 住 型 (乙oc‘‘s‘" 加増ク謬 oγ迄 Lmnaeus),Desert lo

cust (北たなめcem gだgロメα Forskal),Bombay locust (C リヂヂ"“-

坊僻 77$ s?fccz“‘超 Linnaeus),Morocan locust (Doc2ssrα"γ“s

“zoγ餌節れ似s ThunbeTg),ltalian locust(C"" め如 m 娼 能 履 "s L1・}

naous),Brown locust (LPc′′砿〃川 加 化を/“′"Walker), Red lo-

cusヒ {No 加αd鑑〃ss 物溺れ宍硲c如加 Se・villo)は時に群飛移住 し、進路に

あた る草 木をほ とん ど食い尽 くす。北 アフ リカで 犀川 'mfp′儒ん〃る‘/〃

Bo- がユ ーカ リ類 を、 イ ン ドでは Aid の物 es mdi 加“sLim ・aeus が食

菜虫の被害後の回復 したチークの葉を加害した記録がある。またインド

で 圧解かg少の膚zs bmzm れ Fabriclus が 竹 林 の 害 虫 と さ れ て い る。

Zoれocems りの肥座 "侍 L1nuaeus はガーナの農作物 とアグロフ ォレス ト

リーの重要害虫である。鮒は20~90 卵からなる卵黄を 1~4 個産む。仔

虫ば昼間集合して損食し、夜間は薄木内のねぐらに入る。成虫はゆっく

り歩いて移動し、あまり集合せず加害も少ない。造林木ではチークに被

害が発生する。

3) ナ ナフシ目 Phasmatlda

成虫は中形ないし大形、細長く棒状の円筒形で枝に似たナナフシ類と

-幅広く業状扉平なコノハムシ類とがある。色彩は緑色で周囲の小枝や葉

にふく似ていて擬態を示す。頭部は小さく自由で水平に位置し、li且帽型

ロ器をもつ。前胸は小さく、ナナフシ類ではィ1胸が非常に長い。無麹か

有地で、有籾虫の納期は革質化して短くなり、小楕円形である。後遡は

、門川-ラて恭賀の川部か鮒やかな色彩を持つことか多く、静止時には扇 輝こ

畳まれる。脚は歩行脚でいずれも同様な構造で細長い。尾毛は小さく無

節。全世界から約360風 2,500種が知られている。樹上に生息し、静止時

には擬態の姿勢をとり、食菓性で夜間根食する。若仔虫は葉脈を残し食

害するが、成長すると栗林蔵 て食うことがある。群生して摂食すると、



そのかじリ音はかなり大きい。カカオ、ココヤシ、ユーカJ類などの害 

虫がいる。 

4 ）コウチュウ目（甲虫目、鞘超目）Co厄optera (beetles) 

微小ないし大形、革質または角質の皮膚をもつ。完全変態。頭部は自 

由。口器は咀IJ 型q 大あごは強い。触角は各種の形態となる。前胸は明 

確で通常自由。前翅は上翅または翅鞘とも呼ばれ、翅脈はなく革質ない 

し角質、普通体背面に左右一直線に合せて畳まれて後翅を保護し、時に 

短小あるいは癒合することもある。この目は現在昆虫綱中最大の目で、 

いたる所の生植物上、枯死植物内、地表、地中、水中などに生息する。 

植物や動物など全ての餌で生活可能であり、食植件、捕食性、肉食性、 

食腐性、内部寄生性などあらゆる習性のものがいる。食葉性害虫として 

問題になる甲虫はコガネムシ幼虫、ハムシ類、オトシブミ類、ゾウムシ 

類である0 

(1)コ ft ネ A シ 5U Scarabaeidae (chafeis, scarabs, June beetles, 

may beetles) 

小形から超大形種までいる。昼行性と夜行性とがあり、後者では灯火 

に飛来するものが多い。成虫の多くは長卯形でやや円筒形。皮膚はー般 

に堅く平滑で光沢がある。頭部は下口式。触角は膝状、末端の数節は総 

状となる。幼虫はシムシ型、肉質でC字形に湾曲する。大あごは強い。 

脚はやや長く、腹部の後端は大形になる。この利の昆虫は食糞群と食葉 

群に分けられる。前者の多くは動物の糞を食物とする掃除屋で、後者の 

成虫は葉、花粉、樹液などを食物にし、幼虫は土中や朽木中に住む。土 

中生活者には苗畑などで被害をあたえる根切虫かいる。木科の森朴に対 

する被害は成虫による失集被害と苗畑などにおりる根切虫破害である。 

全世界から約2,000属25, 000種が知られている。 
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そのか じり宮はかな り大 きい。カカオ、 ココヤシ、ユーカ リガーな どの害

虫力ゞ い る。

4) コウヂュウ目 (甲虫目、鞘超 目)Co ‘eoptera(beetles)

微小ないし大形、革質または角質の皮膚をもつ。完全変態。頭部は自

由。ロ器は岨-噌型。大あごは強い。触角は各種の形態となる。前胸は明

確で通常自由。前期は上遡または則鞘とも呼ばれ、姐脈はなく革質ない

し角質、普通体背面に左右一直線に合せて畳まれて後期を保護し、鴎に

短小あるいは癒合することもある。この目は現在昆虫網中最大の目で、

いたる所の生植物上、枯死植物内、地表、地中、水「11などに生息する。

植物や動物など全ての餌で生活可能であり、食槌件、捕食性、肉食性、

食腐性、内部寄生性などあらゆる習性のものがいる。食菜性害虫として

問題になる甲虫はコガネムシ幼虫、ハムシ類、オトシブミ類、ゾウムシ

蹟である。

(1) コ ガ ネ ム シ 矛斗 Scarabaeidae (chafe1s,scarabs,June beetles,

may beetle

小形から超大形稲までいる。昼行性と夜行′性とがあり、後者では灯火

に飛来するものが多い。成虫の多くは長卵形でやや円筒形。皮膚は一般

に堅く平滑で光沢がある。頭部は下ロ式。触角は膝状、末端の数節は鯉

状となる。幼虫はジムシ型、肉質でC 字形に湾曲する。大あごは強い。

脚はやや長く、腹部の後端は大形になる。この科の昆虫は食糞キー¥と食葉

蒸すに分けられる。前者の多くは動物の糞を食物とする掃除屋で、後者の

成虫は葉、花粉、樹液などを食物にし、幼虫は土中や朽木中に住む。土

中生活者には苗畑などで被害をあたえる根切虫がいる。木材の森林に対

する被害は成虫による失業被害と苗畑などにおける根切虫被害である。

全世界から約2,000属 25,000種が知られている。
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Ado yetu,s va/Ru/us flai old はアフリカ、マタガスカル、イント、西 

パキスタン、南アジア、フィシーなどて幼虫・成虫ともに庭木や果樹の 

散発的な害虫であるが、イントとモーリシャス島では幼虫が根を加害す 

る苗畑害虫にされている。成虫は日中土中に潜み夜問に大群で飛翔し、 

葉脈を残し食葉する。インドでは成虫がSan/a/ion a/bion と Zisyphus 

?nauntiana の葉を加害する。A birnarginatiバOliaus はインドとパキ 

スタンに広く分布する。成虫は6 月と7 月の夜問に活動し、Boin bus 

inalabancum, Cassia 爪tula やその他の双子菓樹木の葉の葉脈問に穴 

を開け、レース網状に食害する。幼虫は上中に住み草の根を摂食する。 

本属の他の害虫はインドとパキスタンにいて A cultgmosits Burmois 

ter が Cassia fis/ula, Dalbergia sissoo, Shorea robusta などの双子葉 

ミ 
, 

(u 

I ?I- 3 Adoretus caliginosus 

上幼虫下左蛹下右成虫（体長約53mm)(Beesonよ り） 

樹木を、A 血vaitceli Blanchard がβoni has inalabaricuni, Gassia 

slP ,LageiS/roefli2o s PP などを、A lasiopygns Burmeister が Bombax 

mala加ncuni , Gas sza 戸shI危，Alangifera in請ca なとをいすれも成虫 

が食葉する。A latirostris Ohaus と A n効hriticus Ohaus の成虫は 

-13 

Ado だれ‘ゞ 〃〃ノs雄乙‘s H alold は ア フ リカ、 マ タ ガ ス カ ル 、 イ ン ト、 西

パキスタン、南アジア、フィシーなどて幼虫・成虫ともに庭木や果樹の

散発的な害虫であるが、イントとモーリシャス島では幼虫が根を加害す

る苗畑害虫にされている。成虫は "-↑-土「11に潜み夜間に大群で夷を翻し、

葉脈を残 し食菜する。インドでは成虫が Sα"′"‘"'“諺膚〃〃と 為2め卿 s

mq“rzz超“αの葉 を加害 す る。 A わり〃"増ぞ〃α“は ohaus はイ ン ドとパ キ

スタンに広 く分布する。成虫は 6月と 7月の夜間に活動 し、βomb 解

侃"/"粥“伽加,CQssm 月影〆" やその他の双子葉樹木の菜の葉脈間に穴

を開け、レース網状に食害する。幼虫は上中に住み草の根を摂食する。

本属の他の害 虫はイ ン ドとパキスタンにいて A cの増加 os婚 Burmcls

ter が Cq雅雄 万難‘ね D可もe増 zα sぼSOD,S 卿 焔α roら?侍ね な どの双子葉

図 - 3Adoretus cabg ‘nosus

上 幼虫 下左 ,鮪 下右 成虫(体長約53mm)(Beeson より)

樹 木 を、 A 忽 那 那 須 B1ancha1d が βo〃20解 姻〃幽晦 rねず7'z,C αssZ"

s1)p,乙"# のs′'の錆似 "spp な ど を、 A ‘偽 zoの g"s Burmeister が βの彫るα尤

'〃"‘のαれc卿な Cの "" 方露血 , 個の聡吻 m m 感餌 な どを いす れ も成 虫

が食葉 する。 A ‘叫zro彩れふohaus と 4‐〃少わブ‘2α岱 ohaus の成 虫 は
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San talum alhwn などの葉を網目状に食害する。A nornala 属は 

Ruteline chafel と呼ばれ、成虫は夜行性の食葉性で、卯を土壌中に産 

む。幼虫は土中にあって植物の根や腐朽植物質を食う。蛹化は土中でし、 

蛹は最終齢幼虫の脱皮殻に包まれている。通常年1世代。一部の種類は 

苗畑の根切虫になる。A ルKniginea Fabncius の幼虫は根切虫である 

が、造林地や苗畑での実被害はない。成虫は多食性の食葉虫でBrnnbwc 

malabaricum,RCl問spp '&m 加加n album への被害が知られている。 

A . granurn Burrneister は中央・北インド、パキスタン、 ミャンマーに 

分布し、卵は土中に産みつけられ、幼虫は各種植物の根を食う曲型的な 

根切虫であるが、苗畑での実害はない。成虫は夜行性で、チークなどの 

若い葉の外縁をギザキザにかじる。A. nitidula Thomson はナイジェ 

リアの湿度の高い高所森林帯のチークの葉をしばしば加害する0 幼虫は 

土中で生活するが、林木への加害記録はない。Cephaloserica t/20fliSofli 

Brenske はインドに分布し、成虫の寿命は2 か月で、 Cassia 声tu乞の 

他多くの双子葉植物の葉を加害する。幼虫は土中にいて草本類の根を摂 

食する。Holotrwhza longゆcnn/s Blanchard の成虫は北インドとバキ 

スタンでQucrcus incana の葉を食い、幼虫は根切虫てある（食根性 

図- 4 Hototricliia 

prob/ematica （体長約22mm) 

(Beeson より） 

害虫の項参照177頁）。 1-I problernauca Brenske はインドと東パ寿スタ 

ンに分布し、成虫は6 月の夜間早い時間に群飛し、Cassia fisti‘危， 

Shonsa roblおta, Terminalia bdllenca などと他の双子菓樹木の葉を食 

う。幼虫は土中に住む根切虫で、Shorea robusta の造林地に普通であ 

る。El serrata Fabricius はインドに分布し、幼虫は根切虫であるが、 

一14一 

Sα似αね‘伽 似るz"“ な ど の 菓 を 網 目状 に 食 害 す る。 Aれo?“〆" 属 は

Ruteline chafe1 と呼ばれ、成虫は夜行性の食葉性で、卵を1 壌中に産

む。幼虫は土中にあって植物の根や腐朽植物質を食う。蝿化は土中でし、

輔は最終齢幼虫の脱皮殻に包まれている。通常年 1世代。一部の種類は

苗畑 の根 切虫 にな る。 A た“?‘gz“卿 Fabrlc【us の幼虫は根切 虫である

が、造林地や苗畑での実被害はない。成虫は多食性の食菜虫でβのめ媒

m 好めαγた"欄 ,Fzcz‘s spp,, 紘 “kz‘“'“ のあの ; へ の 被 害 が 知 られ て い る。

A.gm れ錫m Burme1ster は 中央 ・北 イ ン ド、パ キス タ ン、 ミャ ンマ ー に

分布し、卵は土中に産みつけられ、幼虫は各種植物の根を食う曲型的な

根切虫であるが、苗畑での実害はない。成虫は夜行性で、チークなどの

若 い葉の外縁 をギザ キザ にか じる。 A, “遊ばz‘如 Thcmson はナ イジェ

リアの湿度の高い高所森林帯のチークの葉をしばしばカー「対する。幼虫は

土 中で生活す るが、林木への加害記録はない。 Cゆ卿‘oseγたα′′20“2som

Brenske はイン ドに分布 し、成虫の寿命は 2 か月で、 C婚s賜 月影"如 の

他多くの双子葉植物の葉をカー「害する。幼虫は土中にいて草本類の根を擬

食す る, 息o卿γ2c′〃" わ“gzpe“れ鳶 B1anchard の成 虫は北 イン ドとパ キ

スタンで Q"e'℃"も乙〃cα〃" の葉を食い、幼虫は根切虫てある (食根性

図 一 4 Ho とotrlc‘--a

prob′emat′ca( 体長約 2無 En)

(Beeson より)

害 虫の項参照 177頁 )。甘 Pm もZe粥切にα Brenske はイン ドと東パキスタ

ン に分 布 し、 成 虫 は 6 月の 夜間早 い時 間 に群 飛 し、 Cq$′" 元もむ‘超,

S卿だα知友侍郷,7 1er“““α棚 彰 "のにαな ど と他の双子葉樹木の葉 を食

う, 幼虫はi 中に住む根切虫で、秘めだαγo脚s如の造林地に普通であ

る, 甘 s“用ご"Fabriclus はイン ドに分布 し、幼虫は根切虫であるが、
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成虫は4 月に出現し7 月まで各種の双子葉樹木の葉を食う。木種による 

adea mono功cnn“と ＆h/c記hera okOsa の激しい失菓被害が記録さ 

れている。Ueonyc/ia cm/so Arrow はインドとパキスタンの落菜混交 

林に生息し、幼虫は根切虫であるが、林木には被害が出ない。成虫は 

Cassia 戸slit/a とその他各種の双子樹木の菓を食う。Leuc"h ohs pin 

gl‘おBurnieister はインドやスリランカなどの造林地の害虫で、成虫は 

各種双子葉樹木の菓を加害し、幼虫は根切虫である。この属には弛に 

L nummicuc/ens Newman, L , rondo Webei'L 一Iris (is Bi enske が 

マラヤでコムノキを加害する。Minim ル如鹿mUtt/a Blanchai ed は北 

インドとパキスタンの山地に分布し、成虫が Queiciパmeana の菜を 

食害する。幼虫は根切虫であるが、林業苗畑での加害記録はない。 

&Jiizonycho i-ujico/Im F'ahr ions はインドに分布する。成山は各種の 

双子葉樹木の菓を加害し、Cassisjis/u/a を食害した記録がある。 

Kyloinゆes gideon Linnaeus は東洋区に広く分布し、雄は頭部と前胸 

背に曲った角をそなえる力ブトムシである。成虫は各種植物の苗木の若 

い樹皮や新梢あるいは小枝などをかじり、パプア‘ニューギニアでは 

Cocos の、 マラヤては砂糖キビの害虫として知られている。林木では 

Atacia mmmm ，ゴムノキ，Toona ius/ra加の重要害虫である。マラ 

ヤでけ若いコムノキに突発的に激しい被害をあたえ、幼虫は獣糞や朽木 

などを食い、産卯はその中にする。 8 か月半ないし11か月で成虫になる。 

(2)ハ Aシf I- Chrysonles dae (leaf beetles) 

成虫は小形ないし「11形。体形は変化が多い。斑紋を持ったリ、金属光 

沢をそなえる秘類が多い。頭部は普通前胸より狭い。触角は糸状、数珠 

状、根朴状で、通常体長の2/3より短い。複眼は頭部の腹面に苦しく拡 

張しない。前基i釈」球形あるいは横位。尾節椒は多くの場合士趨に覆わ 

れ露出しない。後脚の腿節が太くなり跳躍に適した種類がいる。幼虫‘ 

成虫ともに食菓日－の種数が多く、－一部の幼虫は土中で根を摂食する。全 
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成虫は 4月キニ.i現 し7月まで各種の双子葉樹木の柴を食う。小種による

βzdeq iizのzoゆけ }芦隙 と S戊加えたem oをosαの激 しい失業被害 が記録 さ

れている。扇 zのけじんα etc鳶口 Arrow はイ ン 1 とパ キスタンの落葉混交

林に生息し、幼虫は根切虫であるが、林水には被害が出ない。成虫は

Cα即αた班血 とその他 各種 の双 子樹 木の葉 を食 う。乙釧 copノzo‘zs p??r

g“rs BurnleisLcr はイ ン ドやス リランカなどの造林地の害虫で、成虫は

各種双子葉樹木の葉を加害し、幼虫は根り〕虫である。この属には他に

乙 “"削粥 z 2‘dの郡 NCWma ー], L. γ○γz‘海
‐
W/ebpl ,L, 方!豆デs B1enskc 力ゞ

マラヤで ゴムノキを加害す る。屑な〃〆αルセ2dz勿ZZQZα B1anchai ed は北

イン ドとパ キス タンの 山地 に分布 し、成 虫が Q"e だ?β "?鯛“αの菜 を

食害する。幼虫は根切虫であるが、林業苗畑での加害記録はない。

洗脳2の2ydm γ"奔‘〆ね 1 ab・icms はイ ン ドに分布す る。成 虫は各種の

双」ぎ漣樹木の葉 参加害 し、Cqsszs方叫ばαを食害 した記録がある。

苦〆α'・のFも郡ほどのz L1t11・aeus は東洋 区に広 く分布 Lへ 雄 は頭部 と前胸

背に曲った角をそなえるカブトムシである。成虫は各種植物の苗木の若

い樹皮やi屑riあるいは小枝などをかじり、パプア oニューギニアでは

Cocos の、 マワヤては砂糖キビの害虫として知られている。林木では

九‘解き"mm 朔ふ額 ゴム ノキ ,7
‐
boi′""z ばか"庭 の 重要 害 虫 で あ る。 マ ラ

ヤでは若いゴムノキに突発的に激しい被害をあたえ、幼虫は獣蔓や朽木

などを食い、産卵}はその「回こする。 8か月半ないし11か月で成虫になる。

(2)ハムシネトChrys()1・・印綬ae (1eaf beetles)

成虫は小形ないし中形。体形は変化が多い。斑紋を持ったり、金属光

沢をそなえる種類が多い。頭部は普通前胸より狭い。触角は糸状、数珠

状、籾棒状で、通常体長の2/3 より短い。複眼は頭部の腹面に苦しく拡

張しない。前基節LD未形あるいは横位。尾節板は多くの場f上畑に覆わ

れ浮輪.ト,しない。後脚の腿節が太くなり跳躍に適 した種類がいる。幼虫 o

成虫ともに食柴回-の種鮒が多く、一部の幼虫は土中で根を摂食する。全
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[ft界から約2,500属35,000種が知られている。 

Attica corusca Eeichson はフィ ジーぐ、Best加ルノavalilcil の苗木 

に激害があった。被害菓は筋のように細穴か空けられる。高木でも激害 

を受けると生産量が減少する。A,cyanea Wehet は東洋区に分布し、成 

虫‘幼虫ともに多食性の食東虫であり、スリランカては稲の害虫とされ 

ているか、インドでは Tennenalia mynocaゆa の尚ネと造林地の幼齢 

木に食葉被害の発生があった。A，叩加加chlorゆIera Thomson と A 

see Icα加Allard はナイジェリアの高地森林‘出でMan sofia altissinea の 

葉を食害する。A ulacophora pveicollis Lucas はアジアとアフリカに 

広〈分布するウリ類の害虫である。多食性でインドとバキスタンでは成 

虫が林木の葉、花、果実を加害し、苗畑のDa乃erifia 525500,mc /en括 

chumpa m ，チークの葉を加害する。雌の蔵卵数は数●粒で、湿った上 

巾に産卯する。幼虫は根、茎、果実、落葉を摂食する。蛹化は土中です 

る。インドでの世代長目32 - 55日で、年5 ~ 8 世代を繰リ返す。しかし、 

イスラエルでは年2 回である。Cabp助Ia leayarea LaLce川e は北イン 

図一5 Ca!ope!a Ieayana 

伯eason より） 

ドと東パキスタンからミャンマーに分布し、メリナ遺林地の重要害虫で 

ある。成虫は樹皮の割れ目、叢、落菓層中ぐ、年に8 か月間夏眠および 

冬眠し、新葉の伸びるころ活動し、菓を大きく切ったり、円形の穴を明 

けたり、蓄や発育中の新梢をかじる。卵は黄色の格円形で、菜のド面や 

新梢に卯塊として産下される。若幼虫は主に葉裏で摂食し、被害菓は骸 

省状になる。蛹化は葉上でする。アッサムては樹木の生長期問に2 世代 

を繰リ返す。被害木は矮形化し、-1-ill死することらある。東北インドのメ 

リナー単一造林地で1年に2,000エー力ー以上の若造朴地が被害を受け、 
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世界から約2,500属 35,000種が知られている。

ノ班 化α のγ雛鯛 E・ichson は フ ィ ジ ー“ご、 βバグ船方" ノ"粥 川 " の 苗 木

に激害があった。被害巣は綿のように細穴か空けられる。高木でもキ没書

を受 けると生産量が減少す る。ハ.の′"′‘ααWel)et 銭東洋区に分布 し、成

虫。幼虫ともに多食性の食葉虫であり、スリランカては稲の害虫とされ

てい るか、イ ン ドでは ZB“れ肋α卿 粥γi70mm αの古ーネ と造林地の幼齢

木 に食葉被害の発生があった。 APO かけ棚 ぬわrop′em Thomsol1 と A.

“加血 AI1ard はナイジェ リアの高地森林′鼎で 朋αmom α "/‘縞おz"の

葉を食害する。A7卿の鱗 om 舟ひ“の"お Lucas はアジアとアフリカに

広く分布するウリ類の害虫である。多食性でインドとパキスタンでは成

虫が林木 の葉、花、果実 を加害 し、苗畑の Dd‘be壇 ms?ssoo, 瀬に粥無

効α粥Pqm, チー クの葉 を加害す る。雌 の蔵卵 数は数百粒 で、湿 った上

-11に産卵する。幼虫は根、茎、果実、落葉を摂食する。師化は土中です

る。イン ドでの 世代長は 32~55F- で、年 5 ~ 8 世代 を繰 り返す。 しか し、

イス ラエルで は年 2 回で あ る。 C〃わかゆ卿 毎のα〃α LaLrぐme は北 イ ン

圏 ー 5 Ca お膳 ia ieayand

(Beeson より)

ドと東パ キスタンからミャンマーに分布 し、メ リナ )五林地の重要′,写りrで

ある。成虫は樹皮の割れ目、叢、落葉層中ぐ、年に 8か月開票1眼および

冬=民し、新葉の伸びるころ活動し、巣を大きく切 フたり、円形のンを明

けたり、奮や発育[11の新村iをかじる。卵は黄色の楕円形で、余のト面や

新梢に卵塊として崖下される。者幼虫は主に葉裏で摂食し、被害葉は骸

骨状になる。師化は葉上でする。アッサムては樹木の生長期間に 2 世代

を繰り返す。被害木は緩形化 し、枯死することもある。東北インドのメ

リナー単一造林地で 1年 に2,000 エーカー以上 の者造林地が被害 を受け、
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放棄された林分がある。C/irysvmeなchionna Man] ik はインドとパキ 

スタンのヒマラヤ地域に生息する。成虫は光沢のある緑色のハムシで、 

A んus nゆakns冨の菜を加舌」る。成虫はほとんとの組織を摂食し、幼 

虫は葉を骸骨化する。C lieniac Bryant はケニヤでPopulus a/ba の菓 

を加害する。幼虫は葉を骸帽化し、成虫は主脈を残し全組織を食う。 

C /i/ca pzc加Ba]y はインドに分布し、成虫は黒色と褐色のぶち色、体 

長は約5 tIm~ !leg/e nianuelos の葉に沢山の小さい穴を明ける。卵は 

『
輸
忙
n
か〕 

図―S Ciitea picta（体長約40mm) (Beesonよ り） 

葉、新梢、時に若い果実に産み千」けられる。幼虫は鈍褐色あるいはオレ 

ンジ色て、大きく暗色の肌門板をそなえ、主脈に幼虫孔を掘り食害する。 

被害は6 月から7 月に出現する。蛹化は菓内か土中でする。 

Coelaenoinenodew e/aezdis Mau]iic はガーナで油郡子の潜葉虫で被害 

は激しい。Coなsposoma asperatuni Lefevet , C . downesi Baly, C ml 

losurn Lefeyre 目イントとその近隣地でチークの葉を加害する。C in-

、tahi/e Harold はマラウィで「1/lddnngton ia iv加tei の幼齢林に被害 

をあたS た記録がある。C sernlcos ta/urn Jacoby は広くインドに分布 

し、成虫は（一assia fistuta, Pinlおroxburgluiとチークを含む多くの樹 

種の葉を加害する。Ciyptocゆ hatlィ'Sルustulus Suifnan はインドで 

Tamanx ga/twa の集を、C hec/wus Fabricius はマラヤでマホガニー 

の葉を加害する。C sehestedli Fabncius はインドで （】asuanna eqai 

set加ha の苗木に被害をあたえた記録がある。北インドとパキスタンで 

C . Inant和tans Hope が Quercusm危加Ia, Sake spp ，その他の広菓 
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放棄 された林分 がある。 Cあっ仰朋可α r′血 潮乙α Maullk はイ ン ドとパ キ

スタンのヒマラヤ地域に生息する。成虫は光沢のある緑色のハムシで、

A加服 “ゆの8れsrsの葉を加害する。成虫はほとんとのまf拝礼をf芸食し、幼

虫は葉 を骸骨化する。 C たの27"g Bryant はケニヤで Pop湯郷 〆無 の葉

を加害する。幼虫は葉を骸骨化し、成虫は主脈を残し全組織を食う。

CZZfeqPzααBaly はインドに分布 し、成虫は黒色と褐色のぶち色、体

長は約 11m。 ノ g/F“m“〃β/os の葉 に沢山の小 さい ) を明ける。卵 は

図 一 G C!′tea p′cLa( 体長約 40mm)(Beeson よ り)

集、新柏、時に若い果実に産み付けられる。幼虫は鈍褐色あるいはオレ

ンジ色て、大きく暗色の」孔門板をそなえ、主脈に幼虫孔を掘り食害する。

被害は 6 月から 7 月に出現する。姉化は菓内か土中でする。

Cog毎β〃の〃eれoばem β超αばれs Maulik はガーナで油 "ず"子の潜葉 虫で被害

は激 しい。 Cdq ゆ osDim αsP釧なすz‘フフヱ Lefcvel,C. ダozの2偽2 Baly,C ジメー

Zosz′擢 Lefevre 日イン トとその近隣地でチークの葉 を加害する。 C〆“.

~/〃ムムダ Harold はマ ラウ ィで Wzdメフ翻馨の"α 2りわ陀 zの幼齢林 に被害

をあたズた記録が ある。 C 艶加 zco如加“z jacoby は広 くイン ドに分布

し、成虫は Cqsszα方豆ぞず如 月 m 岱γo膚ー‘7g/ほぼとチークを含む多 くの樹

種 の 葉 を 加 害 す る。 Ci物おじ砂 破々婚 履 "s!“!"s sulfr1an は イ ン ドで

7わ 'm “ェ g可 Zz似 の 条 を、 C /zedmfsFabriclus はマ ラヤ で マ ホガ ニ ー

の葉 を加害 す る。 C se/′eyed" Fabllcius はイ ン ドで Cqszfの z“"eq7 ‘

seがりなαの苗木に被害をあたえた記録がある。北インドとパキスタンで

C. 初 の 2g7‘ねれs Hope が Q′‘eだ J侍 の超如如 ,S α麻 spp , そ の 他 の 広 葉
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樹の葉を加害する。Dl‘功romoゆha balleata Lacordaire はインドで 

/luycia Ili/OIICO と Cassia szamelの葉を加害し、Di助10)1Wゆha 加I 

lens Olivier はBombax nia1abar1c1m2 の葉を、Dturetca Fabi icius 

は A cac危catechu の葉を加害した記録がある。Diorhabda lusca 

Maulik はインドで成虫・幼虫ともに5 -6 月に Cal/is aits/ralis の菓 

を食害し、幼虫は集を骸骨化する。Es伽mena chinensis I-lope はイン 

督図一7 Estigrnena chinensis 
期 

ドとパキスタンなど東アシアに分布する。成虫は細長くりll縁は平行し、 

体長は10-16mm 色彩は変化があり淡褐色から黒色、明瞭な暗色の陰を 

つける～Bam加sa arun曲nacea,Dendrocalinlパ s/richおなどの若竹に 

つく重要害虫である。南東モンスーンの前に越冬幼虫が活動し、竹の節 

間に小卵塊を産み、菓をかみ砕いた破片で覆う。若幼虫は桿表面と鞘の 

間にいて軟らかい組織を摂食するか、後に節間に潜り上方とート方に穿孔 

する。 9 月ごろ孔道内で蛹化する。Galerutida rutilans Hope は北イ 

ンドとバキスタンにいて、成虫はRnit_s roxhurghiz の針集を食害する。 

Mesopla加cincta 0! はガーナのSesban itt grandiflora の幼齢林でし 

ばしば発生する。Miniagh'a cyanura Hope はイントとパキスタンに広 

く分布し、成虫は広菓樹の葉を加害する多食性の害虫で、A curia 

catechu, Ce//is ausfrahs, Dalbergia sお500,アーモンド、』如ms a/ba 

などか加害樹として記録されている。Mono lap危 khttszensi' j\T0j30 は 

インドでZizypli us maui//ianα の菓を加害し、M longitarsis jacoby 

は Anacardium occidentaんの害虫とされ、M01/C)?mus ルCo如（J“マ 

ンゴの花を加害する。Ooca_ssula cittentui Fabricius と 0 pud功unda 

Bohern an はイ ン ドにいるカメノコハムシで成虫・幼虫ともに 

Zizyphiss maui diana の葉を摂食する。Cplinda h/usa/a Slebbiiig はイ 
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樹 の 葉 を加 害 す る。 DzαProi'2のが zα卿‘′8ばα Lacordaire は イ ン ドで

月報 " 〃ノ7′/〃/′α′ と Cqssz α szのれβ〃 の 葉 を 加 害 し、上方夢 中′〃の汐加 カメ -

′g“s olivier は βの粉無 w “m ねるα“cm れ の 葉 を、 D f7"czcα Fablicius

は A 餌〆α c餌にね2‘の 葉 を 加 害 し た 記 録 が あ る。刀海r加わαα′閉じα

Maulーk はイン ドで成 虫 ・幼 虫 ともに 5 ~ 6 月に C郷熔 解郎′m 猿 の葉

を食害 し、幼 虫は桑 を骸骨化 す る。 Es総〃28'?"c桜牌〃SISHope はイン

図 一 7 Estigmena chrnens ′s

(体長約 iarnm)(Beeson よ り)

ドとパキスタンなど東アシアに分布する。成虫は細長くf!モリ緑は平行し、

体長は10~16mm 。色彩は変化があり淡褐色から黒色、明=祭を暗色の陰を

つ け る。 βα侃る"班 α“僧α?“鑑 m,D 例 αrひ鯛 /mz《ゞ 5Zγ′焔 侍 な どの 者 竹 に

つく重要害虫である。南東モンス…ンの前に越冬幼虫が活動 し、竹の節

間に小卵塊を産み、葉をかみ砕いた破片で覆う。若幼虫は梓表面と靴の

間にいて軟 らかい組織を根食するか、後に節間に潜 り上方と“ト方に穿孔

す る。 9 月 ごろ孔道 内で踊化す る。 Gq 友γ雄司α留錫α催 Hope は北 イ

ン ドとパ キスタンにいて、成 虫は 凸“鵜 川尤加増毎zの針集 を食害 する。

屑 es‘)〆"か α粥 如 01 はガーナの Sesbαm‘z gm “‘/〆 o〆〃の幼齢林 で し

ば しば発生す る。朋 mm 覚知 砂の以m Hope はイン トとパ キスタンに広

く分布 し、成虫は広葉糊の葉 を加害す る多食性の害虫で、月conα

c鰭沈ん?‘,C α加 須慰 留毎 ,Ddbp 増脇 szssoo, ア ー モ ン ド、 屑 oms α/脳

な どか加害樹 として記録 されてい る。屑 o7zo/ePた7 ん々α“の2sバ Weise は

イ ン ドで 霧2卿ん"s ?mm “"〃“" の葉 を加 害 し、掴 ‘o'7girq六郎 Jacoby

は 4‐れ翁鯖 山粥 ?7 0cc?叱 れ如を の 害 虫 と さ れ 、 財 のを〃′"魔 ′αCooγ は マ

ン ゴの花 を加害す る。 ooc(mzdq c'膨れ如 Fabricius と ()β〃みろ〃報わ

Boheman は イ ン ドに い る カ メ ノ コハ ム シで成 虫 ・幼 虫 と もに

Zz巧め/zぬ 粥""“ねα“" の葉を摂食す る。 0鰯川南 屑な"′"SLebbmg はイ
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ンドに分布する。成虫は黄色で褐色斑のある体長約12mmの ノミハムシで 

Boswellrn serrata の葉を摂食する。P1a4ypria andrewesi Weise はイン 

ドとパキスタンに分布し、成虫は体長約5 llhI1I 黄色ないし赤褐色、体表 

には多くの扇平な黒色の刺を持ち ZizjゅんIs rnauritl2na の葉を摂食す 

る0 幼虫は扇平で貰白色、体節の側面は短く後方に曲った鈎状に突出し 

ていて、葉を摂食する。Podonlia qnatuordeeiinpinc1a加Linnaeus は 

図ー8 Podontia 

quatuordecirnpunctata 

（体長約18mm) (Beeson より） 

プ 

インド、ミャンマー、マラヤに分布する。成虫は体長12 -15m、黒色の 

斑紋のあるピンク色のノミハムシである。り田」葉に産みつけられ、幼虫 

は各種広菓樹の葉を加害する。体は虫糞に覆われ主脈を残した全ての組 

織を食う。師化は土中てする。インドでは8 -9 月にDna banga son 

nercthoidCS, Acu.c elaslita を加害し、マラヤては助ondzas eduhs の 

害虫として知られている。Pnoptera punctzpennおWegener はイント 

とミャンマーに分布するり成虫は褐色、黒色斑のあるカメノコハムシ、 

Il、」、は約10jnrn。 CW0pゆLu /euI',nlu の市愛舌虫て、メリナの食菜虫てもあ 

る。卵は葉上に産みつけられ、年数世代を繰り返す。最終世代の幼虫は 

ii月に蛹化し、芥成虫け樹皮割れ目や落葉層巾で越冬する。 

(3）オトシフfミ科Atte急bidae 

成虫は小形ないし中形。色彩は変化がある。咽喉板は退化し、咽喉縫 

合線は1本。小』界鬚は4 節。触角は梶棒状で、膝状でない。上翅側縁は 

狭く側力て縁取られる。ii叫』基節は円錐状に強く突出する。食Iii 'I/Iで、巣 

をいわゆるオトシフミ（落とし文）のようにFf卯加－I する種類かいる。全 

世界から約325属2,300神が知られている。 

ンドに分布する。成虫は黄色で褐色塊のある体長約12nunのノミハムシで

Bo覚りe‘′′"se “"畝 の菜 を摂食する。 P如かぬ“"" “〆γewe駆 Wcise はイン

ドとパキスタンに分布 し、成虫は体長約 5mn1、黄色ないし赤褐色、体表

には多くの扇平な黒色の*りを持ち 為収め如‘sテれ"?‘“加 'm の葉を擬食す

る。幼虫は扇平で黄白色、体節の側面は短く後方に曲った鈎状に突出し

てい て、葉 を摂食 す る。 Po加川わ な2似彰(〕mBc2'"〆‘'2メロ畝 Lmnaeus は

図 - 8Podont ′a

quatu 。rdec 字mpunctata

(体長約i8mm)(Beeson より)

イン ド、 ミ r ンマー、マ ラヤ に分布す る。成虫は体長 12~15mm 、黒色の

斑紋のあるピンク色のノミハムシである。卵は葉に産みつけられ、幼虫

は各種広葉樹の菜食加害する。体は虫糞に覆われ主脈を残した全ての組

織 を食 う。師化 はゴー中 てす る。 イン ドでは 8 ~ 9 月に D 加如 i増α so彫

"の"′20?〆es,F に瓜 g/"鉱 餌 を 加 害 し、 マ ラ ヤ て は 秘 伽 d2鷹 ed7‘/7s の

害虫 と して知 られている。 P“(功卿 "P"?zc‘?Pe““2s Wegener はイ ン ト

と ミ r ンマ‐一 ,:‐分 布 す る。 成 虫 は褐 色 、 黒 色 斑、の あ るカ メ ノ コハ ム シ、

体」Jj 約 1ーmm 。 (}′/ripドルを ためγ′〃〃の 市要き,リLf(、 メリナの IE栄一Lて もあ

る。卵は粟上に産みつけられ、年数世代を繰り返す。最終世代の幼虫は

11月に姉化し、砦成虫は樹皮割れ目や落葉層中で越冬する。

{3}オ トシブミ料 Atrelab1dae

成虫は小形ないし中形。色彩は変化がある。咽-喉板は退化し、咽喉縫

合線は 1水。小il襟期もと4節。触角は梶棒状で、膝状でない。上超側緑は

狭くflldjノて縁取られる。前脚基節は円錐状に強く突出する。食癒す′'で、巣

をいわゆるオトシフ ミ(洛とし女)のように畔現川IJする種類かいる。 、

世界から約325属 Z,300赫が知られている。
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A加dents bestno/atus Faust はインドとパキスタンに分布し、揃は 

ルglans regza, Quercus 或危tale, Q incana の葉を巻いた中に産卵し、 

幼虫は巻き葉を食う。A. sissu Marshall 北インドとバキスタンに生息 

し、Dalbergia szssao の葉を加害する。造林地の新葉の若芽が祖害を受 

け、旧葉では少ない。西パキスタンの苗畑で激しい被害がある。雌は葉 

縁から基部にかけて切り、主脈に沿って縦に巻き込む。卵は主脈を噛ん 

でつくった小孔に産みつける。幼虫はこの巻き葉内で内層を摂食する。 

被害葉は落下するか、 しばらく木にぶら下がっている。蛹化は巻き葉内 

でする。北インドでは年8世代、成虫は春に多く、南西モンスーンの間 

に出現する。A fran quebaricus Fabricius はスリラン力とイントに分 

布する多食性のオトシブミでAnacardiurn occidentale，マンゴ，Size rca 

IO bits/a,Ta mi / nalia amj a na,T catap加,Ttoinenlos“ なとの巣 

を巻く。Dl)orazパinargina/us Pascoe はスリランカとインドに分布す 

な )
／
乙
／
 

図一9 Depora is marginatus 

によるマンゴの被害葉（Seesonよ り） 
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AP0denfs ozsf“o如数s Faus ヒは イ ン ドとパ キス タンに分布 し、鮒 は

元増加“s だgm,Qz ‘emfs 霞奴解ね,Q zれcα“" の葉 を巻 い た中に産 卵 し、

幼 虫は巻 き集 を食 う。 A.szss“ Marshall 北 イン ドとパ キスタ ンに生息

し、Dほめg7g7α麗尉の の葉を加害する。造林地の新薬の若芽が被害を受

け、1日葉では少ない。西パキスタンの苗畑で激 しい被害がある。雌は菜

緑から基部にかけて切 り、主脈に沿って既に巻き込む。卵は主脈を噛ん

でつくった小孔に産みつける。幼虫はこの巻き業内で内層を摂食する。

被害葉は落下するか、しばらく木にぶら下がっている。踊化は巻き葉内

でする。北インドでは年 8世代、成虫は春に多く、南西モンスーンの間

に日現 す る。 A "復れ堺‘g加γzc"s Fabrlcius はス リランカ とイ ン ドに分

布する多食性のオ トシブ ミで A れα欄糊彰 ?舵 oα zdのば"‘e, マ ンゴ,S 卿γ粥

川 b"sf‘z,Temz ′」2〃/?"‘z′7z" 旧 , 丁 mmPP α,T か〃?ei?′os〃 な との葉

を巻 く。 Dゆ o粥 2婚 'れα増加郷婚 Pascoe はス リランカ とイ ン ドに分布す

図 一 9 Deporalis margmatus

によるマンゴの被害葉 (Beeson より)
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る。成虫は双子葉樹木の多食性の食葉虫で、マンゴと βjiteamo加 

S加rm“の害虫て、葉の表皮を摂食し、被害箇所は褐変し、被害菓は最 

後にクシャクシャになる。雌は主脈に卯を産み、基部近くあるいは葉柄 

まで切断し落葉させる。幼虫は落葉の組撤内に潜入し、土巾に入って蛹 

化する。卵から成虫までの発育期間は約25日であるが、成虫の寿命は約 

3 か月～ D marginellus Faust はインドに生息し、成虫は体長約6 mm 

褐色と黒色のオトシブミで細長い口吻を持ち、マンゴの葉の表皮を摂食 

し、雌は菓を切り組織内に産卵する。幼虫は落葉組織内に潜り、士中で 

蛹化する。Hen icolabl侍 discolor Fahraeus はインドに分布し、赤色と 

黄色のオトシブミで体長は約7一5nim。雌はAnogeissus lot如h“と 

Terntinalia spp の菜を基部近くで切って巻き先端近くに産卯する。 

R 加nchites contristatus Voss はインドに分布する小さいゾウムシで 

Xyluz xylo‘・arpa を含む広葉樹の新梢を加害する。雌は新梢をかじり、 

その末端に卵を産む。幼虫は粘死した新棺や土中に穿孔する。発育に3 

~7 か月を要し、成血は1 -2 月を除き出現する。 

(4）ソ。ウムシ科 Curculionidae (weevils, snout beetles) 

成虫は小形ないし大形。頭部は前方に伸びた象鼻状突起をそなえる。 

卯形から長形、円筒形から太いものまでいる。頭部は前口式。触角は膝 

状か直線状で，数珠状か梶棒状。幼虫は太く、 C 字形に腹側へ湾曲し、 

よく発辻した可は～をそなえるが、脚を欠く。木グ）「トIや暗所に’I 息する神類 

ては体色は白色から淡色であるか、外部てり活するものでは汚隅色や禄色 

である。成虫・幼虫ともに食植性で植物の各部を摂食する。これらには 

穿孔性害虫、食菓性害虫、虫えい害虫、食根性害虫、種子・果実害虫が 

いる。卯は一般に口吻で植物組織内に産みつけられる。全世界から約 

4,000属50,000種が知られている。 

A niblyrhinus 加rico1論SchOnherr はイントとパキスタンに分布し、 

成虫は多食性で広集樹の集を食う。Aegle niannetos, Albizia (ebbeck, 

-21一 

る。成 虫は双子葉樹 木 の 多食性 の食葉 虫で、マ ンゴと 抜けe〃 i'その70‐

sP"jim の害虫て、葉の表皮を根食し、被害箇所は掲変し、被曹葉は最

後にクシャクシャになる。雌は土脈に卵を産み、恭部近くあるいは葉柄

まで切断し落葉させる。幼虫は落葉の組織内に潜入し、土中に入って姉

化する。卵から成虫までの発育期間は約25FTであるが、成虫の寿命は約

3 か月。 D “?"増 z“8!と-お Faust はイン ドに生息 し、成 虫は体 長約 6mm 、

褐色と黒色のオ トシブミで細長いロー吻を持ち、マンゴの葉の表皮を摂食

し、難は菜を切り組織内に産卵する。幼虫は落葉組織内に潜り、土中で

輔化 す る。品e“zの紅卿 s d娘のめγFahraeus はイ ン ドに分布 し、赤色 と

黄 色 の オ トシ ブ ミで体 長 は約 7.5alm。 雌 は A“ogezssz侍 卿 施 卿 と

花畑山如卿 spp の葉を基部近 くで切って巻き先端近 くに産卵する。

産んγれ乾物 s c{〕"わな加数s Voss は イ ン ドに分布 す る小 さい ゾウム シで

xyZzα勧めcαゆαを含む広葉樹の新柏を加害する。雄は新梢をかじり、

その末端に卵を産む。幼虫は枯死した新棺や土中に穿孔する。発育に3

~7 か月を要 し、成虫は 1~ 2月を除き出現する,

(4)ゾウムシ料 Curcmionidae (weevlls,snout beeties)

成虫は小形ないL大形。頭部は前方に伸びた象鼻状突起をそなえる。

卵形から艮形、円筒形から太いものまでいる。頭部は前口式。触角は膝

状か直線状で、数珠状か梶棒状。幼虫は太く、 C 字形に腹側へ湾曲し、

よく発達した頭部;をそなえるが、脚を欠く。木の中や=斬新に4息する杯類

てはf本色は [1色から淡色であるか、外部てご白存ずるものではき}褐色や禄色

である。成虫・幼虫ともに食植性で植物の各部を摂食する。これらには

穿孔性害虫、食薬性害虫、虫えい害虫、食根性害虫、種子・果実害虫が

いる。卵は一般にロー勿で植物組織内に産みつけられる。全世界から約

4,000属 50,000 種が知 られている。

A 捕るか海粥侍ゑの zc〆魔 Scrldnherr はイン トとパキスタンに分布 し、

成 虫は多食性 で広葉樹 の葉 を食 う。 A8郡e ?"研それdos,A ‘6;zm‘物庇隙 ,
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Anacarthum aeciden (ale, Dal加lgVI SISVJO，マンゴ，San laluin album, 

T 'ainaridus indira, Termtnalia cata/p",乃a功ha', tnau 'iIんn a の菓を 

加害する。またマンゴの花も食う。幼虫と蛹は」中にいて （(IS//it )'? I/a 

equisel加ha の苗木の細根を摂食する。/3. (me fonyc ii usp eregrinu.s 

01ivier はインド、パキスタン、 ミャンマーにいて果樹や庭園木の重要 

害虫である。 またマンゴの菓の主脈を残して加害し、zロypん(S 

niauntiana にもつく。a,litre; ////iS 加iniostr Marshall はインドに 

分布し、成虫（よ4 -7 月にチークの菓の緑を擦り切れたように加害する。 

幼虫は土中で根を食う。C iecionae fvla'sha]lはインドでチークの生育 

期初期に旧菓を食う。幼虫は士中に生活するが被害は問題でない。 

Dereodus 加Ilinosus Redtenbache/は北イントとバキスタンに分布し、 

Quercus incana, Rohinia pseudoacacia, Sliotea n功usia, Zizyplias 

nianni記na などの広葉樹の菓を食う多食性の害虫で、苗木から大径木 

まで加害する。インドでは Z , ,naunttana に激しい被害を発生させる 

こ とがある。D一 5加rsus Boheinan (L San (ahini album と Zizyp bus 

maunliana の葉を加害す る多食性のゾウムシでインドにいる。 

節esomus lacerki Fain icius は中部と南イ ン ドに分布し、/kacuz 

cyanophylla とチークを含む広巣樹の菓にかなリの彼害をあたえる。冊 

は寿命が長く、1 ,000卯以とを産み、粘着』莫で覆う。野化幼虫は葉を巻 

いて摂食したあと落下して土中に入って各相種の細根を食っり 

助Wmaces sq‘・eamasus Fabncjusはイントやマラヤなど東洋区に分布す 

図-1 0 Hyporneces sguamosus 

（体長約13mm)(Kalshoven より） 
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A れαcαγば?溺れ occm の′‘"/e,D 郷加増 7" も為切り,マ ン ゴ,S"77 粥‘′‘;}7郷友“偽

71のねαγ翻然 zれd化α,7 1gr′'2z“α‘m m 超/〕Pα,Zzz ゆれ"~ '}に2km 〆の7α の 葉 を

加害す る。 またマ ンゴの花 も食 う。幼 虫 と輔は」 -liにいて L“~〃"〆〃〃′

eqα途郷勃 α々の 苗 木 の 細 根 を f琵食 す る。 /1‘'“efo〃」}‘棚 s 郷γeぎ7777解

0livier はイン ド、パ キスタン、 ミャンマーにいて果樹や庭 園永の重要

害 虫 で あ る。 またマ ンゴの葉の主脈 を残 して加害 し、ゑzy熱孫~

柳α"“‘24“α に もつ く。 C卿 虚像′′〃′《sル粥川 os偽 Marshall は イ ン ドに

分布 し、成虫は 4~7 月にチークの柴の緑を擦 り切れたように加害する。

幼 虫は土中で根 を食 う。 C fecあれ"g Ma1shd]1 はイン ドでチークの生育

期初期にIH葉を食う。幼虫は土中に生活するが被害は問題でない。

Pergo〆硲 Pα′z'?os"s RedLmbachm 葛北 イ ン トとパ キスタンに分布 し、

Q 雄γczfs乙“ご"“& たり加川 "Psg 救わαm 〆",S たの eα 知友′s顔 Zzz跡白鷹

“ての‘ればα77αなどの広葉樹の菜を食う多舎日生の害虫で、苗木から大径木

まで加害する。インドでは Z,テ'mm" α7m に激しい被害を発生させる

こ と が あ る。 D 一如〆秘s Boileman は 隷mm ム〃〃須山‘7“ と Z izyp膚ぞs

'“""川名“" の葉 を加害す る多食性 の ゾウム シでイン ドにいる。

産め′sの“"s‘〃ce“α Fab1icius は 中 部 と 南 イ ン ドに 分 布 {ハ パの ""

cyα77ゆ毎"αとチークを含む広楽観の菜にかなりの被害をあたえる。雌

は寿命が長く、i,000卵以上を産み、粘着膜で覆う。楯化幼虫は葉を巻

いて摂食 したあ と落下 して土 中に入って各位!種の細根を食っ。

劫 少の解醗ゞ鮒と′〃'′ぞ〃、ws Fabn 肌ヱ詰まイン トやマ ラヤなど東洋区に分布す

図 燭…iO Hypomeces もguamOSUS

(体 長的 13mm)(Ka15r・oven より)
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る。成血は体k約14mm、光沢ある繰色粉壮の鱗毛に履われた矩吻のゾウ 

ムシである．幼虫は上中で草や漏木の根を食し、そのまま姉化する。 と 

きに陸稲、トウモロコシ、サトウキピ、タパコなどの農作物を加害する． 

成虫はときに大発生し、多食性で広葉樹の若集を外方から内方に食い、 

I日葉では勲鳳間の軌らかい組織だけを食う。激しい被斗菓は糞などで汚 

される。成虫の加害樹（」A eacia auncu/aefonnis,A 比,.aS zo加'a. AI 

んzk ル!ca加γ加，Aleunte montana, Arlocaゆ1's ,nftgro, Bonthax 

,ua(aharicu,n, Cassso 爪into, Casuanno eqn;selifolw, Ceida 加”・ 

m "din, Ji'uca加/us torell,ana, I汝”dersza bmy/e;wna ，ゴ ム ノ キ， 

女gen1romasptrio文7，マンコ，Pbなq“加m gu/ta, /セ,om,pus mdZC?45, 

チークなどである．この種類はマラヤに極めて普通で、しはしは尚畑で被 

害をあたえる。んdo;nws crelaceus Faust はインドで桑川植I勿の 

Ranu“孝a の重要食葉性害虫で各種広菓樹につさ、林木ではBoinbat 

,nala加,kurn, Moflis Spp ，チークが記録されている．成血ml吻で集 

に穴をあl’て“l撤を摂食十る。被害菓は萎れたリ毒葉する．Lゆ,・0p1(s 

au,ovittatus IJeller は市インドに生息し、成虫は体長12 -14”で細長く、 

Mu●に淡緑色の細い稿をそなえている．成虫'S各種の広集樹の菓を摂食 

し、Sa,gtaIw,, a/hun,とチークの葉を加省することがある．L . ciめ雄ah 

lorusWI司cinanu は東インド、東ノf寺スタン、ミャンマー、マラヤに分 

布する。成虫は各種の広菓樹の葉を機食する．コーヒーと茶の魯虫で、 

Sanwnetz sama”とゴムノキも加官する。L /ateraln Fabricius は北イ 

ンドて、ミvンマー、タイに分布する．成虫‘」細jr<く縁色で側力に談色の 

帯をそなえる．各I●の広菓相につき、茶やA/cnn/es fore/u. A uton. 

mm . Il切”bat inc/a加, icuin，チークをどを加害樹とする．Mv/lot e;ii.s 

ant/ge,,;ゆusl,ek,/us Faust はインドに広く分布する。成虫は体長4 -

6．皿．知吻型で、色彩は灰Ll色から光沢のある灰色がかったピンク色て、 

上甥にIi恐亀がある。成虫は多くの広葉樹の集を食う．ときにI加I加γ 

gtO S・$500 を激し く加害する．a75U4rIHa eqRise妖,Ito，マンコ， 
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る。成虫は体長約 14mm、光沢ある緑色粉状の鱗毛に覆われた短-吻のゾウ

ムシである。幼虫‘よ上中で草や潅木の根を食 し、そのき、ま獅化する。と

きに陸稲、 トウモロコシ、サ トウキビ、タバコなどの農作物を加害する。

成虫はときに大発生し、多食像で広葉樹の若葉を外方から内方に食い、

旧菜では葉脈間の軟らかい組織だけを食う。激しい被告業は翼などで汚

され る。 成 虫 の 加 害樹 は A‐rqczα α"/"" 超釧ひ榊 zzs, 月 c毎姫 2ゆ 〆",/1/

加2j‘z超 に"彰“",A 卿 似 顔 〆mm 〃“",A “om 中郷 マメ理 解 , βの?の鋼

“乙似"卿 “αのれ,C 口ssm 短 ridα,Cos 捌 '酬 fz eQmse 姉鰯班 ,C 蹴れ カeか

超J僻 地 , 激 化α△の殻s′のせZ/?僻粥 , だれ“森 鴬賜 るたけ/gi惚“仏 ゴ ム ノ キ ,

Lα郡 邪‘加川粥 中件のsα, マ ン コ ,Rzz 加(7z“"'“ gz′"", 理 のりじのめ"s ?7可 に法~

チークなどである。この種類はマラヤに極めて普通で、しばしば菌畑で被

害 を あ た え る。おz‘Zoi彬αs c'ば解憐ば Faust は イ ン ドで 薬 用 植 物 の

尺""wo 於" の重要食葉一生害虫で各種広葉樹につき、林木では βo′稀 L々

'11‘z命むの無 {m,Moms spl), チークが記録 されている。成虫は口吻で粟

に穴をあげて組織を摂食 する。被害葉は萎れたり落葉する。乙じかけ戊△

僻 m 坊“αお郎 Heller は 1方イン ドに生息 し、成 虫は体長 12~14 ー1で細 長 く、

黒地に淡緑色の細い縞をそなえている。成虫は各種の広葉樹の葉を僕食

し、S〃〃′〃//′ii"才偽′〃〃 とチークの菓 を加害することがある。乙,じか〕馳功

わr′‘5 W1edcmann は東 イ ン ド、 東パ キス タ ン、 ミャ ンマ ー、マ ラヤ に分

布する。成虫は各種の広葉樹の葉を一笑食する。コーヒ と茶の害虫で、

S似れ"7乙班 sの""“ とゴムノキ も加害す る。乙 如加川′2sFal)r]cms u 北 イ

ンドて、ミrンマ一、タイに分布する。成虫は細長く緑色でイ貝リブパこ淡〔もの

帯 をそな え る。 各種の広葉糊 につ き、茶や 4 卿α"ゐ ルメメ??,/1 7〃〃“

′"'?α,Zヲのめ‘ば “mAzb の照りね, チ ー ク な ど を加 害樹 とす る。ハイ''/‘oce“△

′‘“‘Jぼけ'中総力‘≧"′に~ Fausl は イン ドに広 く分布 す る。成 虫は体‐長 4 ~

6mm、宝田吻型で、色彩は灰白色から光沢のある灰色がかったピンク色て、

」-畑には黒斑がある。成虫は多くの広葉樹の葉を食う。ときに D〃あげ

夢α s7ssoo を 激 し く 加 害 す る。 C"w" “〃" だ偶 浴綿脆 卿 ,マ ン ユ

ー-23-



乃z,ゃhis's nauriiwna か被告木としC-記傑さit,j か綿、果Ill1 民作物 

のw虫としても知られている．功虫日土中にいて苗木の細恨を食う．威 

虫は4 月に出現し、」中に産卵する．I●：代長は妬～60 Hで、年5 世代以 

上を繰り退す．北インドでは幼血で鶴冬する～ Pettofratheks a‘加S 

Pazcoe と R かI加s Faust はインドに生息し、威'Itはプークの某を加 

害する。Phyloscaphws inangidan, Olivier 仕市アシγに広く分布し、 

成血は灰色あるいU淡掲色、上姐には2個の自色血敏かあり、その間に 

暗色の帯がある。草や此ネを合む各種の植物につく。インドでは 

zlay/unパ,nato',!mm を、ジャワではCe.加加”血”dm，ゴムノキ，サ 

ト ウキピに最も 多い食葉虫である．1lInymecus circiondalus 

Wiedemaun の成虫かイントて乃2ゆJiltS 1111111) PIFUIWIの県を TI , i s加('a 

Maishallの成虫か I●II＆リgin slcsoo．乃2‘ゆhIかlila,,, 1/lalulの葉をそれそ 

れ加二‘十る。 1）功/2SOflC?llt gii'bosns Ma,sh;,JJ は北イントに牛息し、成 

血l士灰柵色で黒川かあリ、J'i)lifs I tnhuighii の菓を食い，幼血は十叶に 

根を加にI，する。 

S）チョウ目（鱗耕月）Lepudopしon (lAoしlus, butterifes) 

完全変態。成lii'はいわゆるチョウやガ魚である。小形ないし大形.体、 

題など全体に密なM毛と毛●そなえる．口昇は花血、樹鹿や嶋した果汁 

などの吸汁に適した長い管状で、丸く巻き込土れる．梅眼は大形、単眼 

は2個かまたは欠く．触角は変化に富み川l捧状、鋸歯状、絢状、球押状 

あるいは羽毛状。姐は普通よく苑達するか．まれに退化し娘跡的になっ 

たリ、財では欠く種類らいる。前・後堪は験質でそれそれl対。紺脈は 

分岐した紺服と小数の横脈を持ち、種々な色彩の鱗Ilと毛に覆われる． 

前脚は退化することがある．幼血は側釧I’式で．軌部と胸部の3 環節と 

腹部のIou 節からなリ、普Mu S対の胸脚と21り対の腹脚をそなえるが、 

まれに脚を欠く秘類もいる。休表向は平滑なhのからモを密生したり較 
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為為のん"s “m〃“‘2"川z か被告本 とし「記録 され、 また綿、黒崩、農作物

の害虫としても知られている。幼虫は土中 !こいて′貯水の細根を食う。成

虫は 4月に出現し、-i中に産卵する。世代表銭36~60H で、年 5 世代以

上 を繰 り返 す。北 イ ン ドで は幼 虫 で熱 冬 する。おg′f(府催′ze魚“嚇そ‘s

Pazcoe と P.燃そ彰s limーst はイン ドに生 息 し、′山腹はチ …クの菜を加

害す る。 P′zyfosc呼んz‘s Z“"'想〆αm mMer は南ア シアに広 く分析 し、

成虫は灰色あるいは炎褐色、一二錫には 2欄の白色斑紋かあり、その間に

暗色の帯がある。草や {ぞi二木 を含む各種の植物につ く。インドでは

Z72y!'"婚 姻"に"幽閉α を、 ジ ャワでは Ce効(zp例 解〃の獣 ゴム ノキ , サ

ト ウ キ ビ に 最 も 多 い 食 業 虫 で あ る。 役粥yme 鑓 s はγcmればの縄s

W1eden ・mm の 成 虫か イ ン トて Zだめルハ′izr′""′ノ〃〃〃の 巣 を γ /′静か"/〃

Mm …,1・allの成 虫か D〃/友ノ#m m・仮),Zだ~のんず“mm ′ノmm の ~にをそれそ

れ〃-g1,する。 方ノ/′発′mm" ダルノ/mm Mdishail は北 イントにノr息 し、成

虫は灰褐色で黒斑かあ り、ルノノ小 用山川g/′〃の 1長を食い、幼虫は rib て

根を加呈する。

5) チ ョウ 日 (鰯糊 目) 」epー幻 IH cra(mOL ぞ-~ butte バーes)

完全変態。成虫はいわゆるチョウやガ類である。小形ない L大形。体、

親など全体に密な鱗毛と王寺そなえる。 --1暑ヰはイセギミ、樹液や然した果汁

などの吸汁に適した良い管状で、丸く巻き込まれる。複眼は大形、単眼

は 2個かまたは欠く。触角は変化に富みキー~棒状、常歯状、釣状、喋々甲状

あるいは羽毛状。超は普通よく発達す るか、まれに退化し痕跡的にもっ

たり、雌では欠く種類もいる。前 o後燭は}朕額でそれそれ i封。蝦脈は

分岐した鞘脈と小数の横脈を持ち、種々な色彩の鱗片と稼ご覆われる。

前脚は退化することがある。幼虫は"堪気1にi式で、頭部と胸部の 3環節と

腹部の10端節からなり、普通 3対の胸膜1も 2 ~ ひ封の腹脚をそなえるが、

まれに!脚を欠く種類 もいる。体表 Tデー′は平沼をものから‐左を密生したり敷
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をそなえるものまている。いわゆるクムシ、イモムシ、アオムシである。 

口器は噴咽型で強山な人あごをそなえる．陸佳で食植性のものが多い。 

幼虫の多くは植物の菓と新輸を好み摂食するが、中には茎や樹幹あるい 

は地下部に穿孔するガや敷物や衣預さらに貯毅穀物につく小ガ頬もいる． 

またアプラムシや力イガラムンなどを捕食する天敵やセミヤドリガのよ 

うに寄生性のものもわずかであるが知られている． 

(1)ハマキ /Ij' Torti ic;dae (lea frofleis) 

成虫は聞弘30mm以~のこともあるか、ほとんとは小聖。細かい鱗I'.1に徴 

われ、淡暗色あるいは陰色で黄褐色、褐色、灰色の靭紋や帯紋をそなえ 

る．触角は前趨より良く乙い．普通単脱と毛隆をそなえる。口吻は発達 

するが鱗毛はない。1竹搬は通常知く、前方に仲びる．前翅の中室は閉 

じ、第2川脈は「ト史室の最後の'/4前から山ている，幼虫は小さく、白、 

黄、紅色なと色彩に変化が多い．黴毛や剛毛のある種預では、それらの 

基部に疣や淡着色部をそなえる。全II'界に広く分布し、熱帯、亜熱帯に 

多く（」約500kiW,000仲以~か知られている。成虫の多くはタ暮と夜I川に話動 

し、静ii:時には刻を釣鉢Aに骨むものか多い．卯は球形徴小で寄生植物 

の葉上や果実の」に此下される．幼血は活発て主に菓や果実やナ，ツな 

どを食害する。集を巻いた中、鵬介中、樹皮下や割れ日などで繭をつく 

り、軸化する。幼虫が粘菓を食い落集層の分解を助ける種頬もいる。 

Adoxophye', privutana Walket は東アシアの温帯から熱帯地域に広 

く分布する。 とイロン、インド、バキスタン、マラャ、パプアから記録 

I 図ー Ii Adoxophyes privatana 

古よI)幼虫、蛹、雄成虫、敵成虫 

(Kaishovonよ り） 

話
軸
，
”
，
一
《
《
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・
 

をそなえるもの まている。 いわゆ るケムシ、イモムシ、アオムシである。

L端綱割勘附型で強閏な人あごをそなえる。陸棲で食箱性のものが多い。

幼虫の多くは植物の葉とれテ梢を好み拝ま食するが、中には茎やキ苗斡あるい

は地下部に穿すむするガや敷物や衣類さらに貰十穀穀物につくノj・ガ類もいる。

またアブラムシやカイガラムンなどを捕食する天敵やセミヤドリガのよ

うに寄生性のものもわずかであるが知られている。

(1)ハ マキガ科 Tom ・cmを・e(lealrollels)

成虫は=絹匁、鋤nlmi;員 のこともあるか、ぼとんとは小型。細かい鱗片に後

われ、淡暗色あるいは陰色で黄褐色、褐色、灰色の斑紋や帯紋をそなえ

る。触角は荊遡ふり長くない。箸通単眼と毛隆をそなえる。ロ吻は発達

するが鱗毛はない。-ト唇髪は通常短 く、前方に伸びる。前矧の-キー室は閉

じ、第 2川脈は中央室の最後の1/4 醜から出ている。幼虫は小さく、白、

黄、紅色など色彩に変化が多い。徴毛や剛毛のある種類では、それらの

基部に沈や淡肴 ( 部をそなえる。全 111界に広く分布し、熱帯、亜熱帯に

多くは約500ルー鴇 000中手UJ か′駆られている。成虫の多くは夕暮と夜間に--極力

し、静止!特には難を釣鐘仏に皆むものか多い。卵は球形微小で寄生植物

の業上や果実のJも、:# 下される。幼虫は活発て主に葉や果実やナ ソツな

どを食塾さする。柴を巻いた中、塵介中、樹皮下や割れ日などで繭をつく

り、婦ー化する。幼虫が砧葉を食い落葉層の分解を助ける種類もいる。

Adoio がり勝 れγ{ノ‘′′"“"Walk ぐーは束 ア シアの温帯か ら熱帯地域 に広

く分布する。 ヒイロン、イン ド、パ キスタン、マ ラヤ、パプアか ら記録

図 一 1I Adoxophyes privatana

左より 幼虫、蝿、雄成虫、雌成虫

(Kalshovon より)
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され、シャワでは標高1, 200 rn以Iiの高地に生息し、幼虫は多食性で各 

種の双子菓樹木の集のはか花、果実、新梢も食害する。またマラヤでは 

苗畑や造林地のコムノキ幼木の新芽や伸長したはかリの菓に絹糸を張り 

食害するため、新柑の歪みの原因となっている。インドではZiz ,hus 

mauntiana, Glycosnus 加n/ap如lla, Lan lana acuteala を加害する。 

Archゅs micaceani&s Walker はイントからシャワ、ポルネオまでの東 

洋区に分布する。変異が多く数亜種に分けられている。幼虫は菓を綴り、 

その内側で表皮と葉肉を食害する。多食性で林木ではI1eacia arabica, 

A /biz危procera, Aster, Bombay tnalabaricurn, Ba読危”dia ,"ulnea, 

Cassia ps/u瓦 セドレラ（Ce die危/004の，Claysanthemum, Da/ber 

gin sissoo, Dillenia mdica, Eugenia jombo危”α， メ リ ナ，Lan/ann 

"mたα概 Micheha champaca, Ma /to/us phiti"nensis ，マンゴ，』心I 

let/rn auricula慨 Monis Cl加,M indica, Sahx ap ,Sanalurn album, 

8n 'giuin Citnilnh?，チーク， Tiimina/ia lomenlosa, Toona cilia/a の 

集を食害し、相橘、大豆、ストローベリーなどの農作物の葉も食害する。 

Ce die瓦I九ibergia, Dillenia, Lantana -C は花や果実も食害する。 

An /ups occidental智Walsmgbarn は熱帯アフリカに広く分布し、広葉 

樹、針葉樹を食害する。広集樹では葉を巻いて摂食し、針葉相では針葉 

にテントをつくって葉を加害したリ、柔らかい新梢に穿孔する。新梢へ 

の加害は樹体の歪形のもとになる。ナイシェリアでは高所の森林帯で、 

ケニアではサバンナ森林地域に生息し、ユーカリ類の苗木、幼木を加害 

する。ウガンタでは木種の加害樹として Clilorophora exce/sa, Cup?でS 

sits lusi加inca,MLies叩515 erniE/i,乃JUtS 加liim が報告されぐいる。 

Jioniona coffecina P'hetnel は口木のチャハマキに類似した種類で、セ 

イロン、インド、パキスタン、マラヤ、ニューキニアなど東アジアに広 

く分布する。多食性で各種双子菓樹木の菓を加害」る。セイロンとアッ 

サムでけ茶樹の、インドとニコーギニアではコーヒーの、マラヤてはイ 

ンジゴのi "II c 害虫てある。Acatia nieariisii，クスノキ，Eucaりり功凸 

され、シャワでは標高1,200m 以 仁の高地に生息し、幼虫は多食料で各

種の双子葉樹木の菜のほか化、果実、新治も食害する。またマラヤでは

歯畑や造林地のゴムノキ幼木の新芽や伸長したはかりの葉に絹糸を張 r)

食害するため、新梢の歪みの原因となっている。インドでは 為2珍加s

m α"“〆2の ?α,G 毎cos'72zsか雛 郷〆夢"",L" “超?2α 解 〃‘鑓 如 を 加 害 す る。

Aγc粥ps "粥αご如“2‘s Walker はイ ン トか らシャワ、ボル ネオまでの東

洋区に分布する。変異が多く数亜種に分けられている。幼虫姑葉を綴り、

その内側で表皮と柴肉を食害する。多食性で林木では 八頭"αの惚免じα,

A/ わ22ブα Pγoc釧α,Asrer, βのi2無エ “zα彰加 " α ?児, β7!c賜 "〃dm Poかみ2m,

Cαss協 力s‘z‘卿 , セ ドレ ラ (Ce の p超′の“"),C ん沙 sml≠/?錆れ"'“,D 餌庇 r

gm szssoo, り z/解消α ?“〆化",E “#emqi のれ加 /"〃", メ リ ナ , 乙ほれ畝 ?'α

αcz‘′""ね , 脳 zcん〆娘 c/雁粥刀"ご〃, 肋『"〃房雄 〆〆 ?PP2'?破況も, マ ン コ , ルダz‘-

′8/Zz"" 班化 "/"化?, 朋 oγ離 郷る〃, ルブ zれぬ餌 ,S"/ ‘嵩 sp ,Smz α′"?“ "Z6““z.

幼弱ぎ海 m czf“粥伽 , チ ー ク ,r “〃2“?"/z"′o'牌 “′os〃,7bo'2 ‘z c毅αZα の

粂 を食害 し、柑橘、大 豆、ス 1・ローペ リーなどの農作物の葉 も食害す る。

Cedre ね Dα妙の郡α, 動 物 '"", 乙の"のzαで は礼 や果 実 も食害 す る。

Aiて/"無 Dα′d鰯な7無 Walsmgham 猪熱帯アフ リカに広 く分析 し、広葉

樹、針葉樹を食害する。広葉樹では菜を巻いて摂食し、針葉欄では針葉

にテントをつくって業を加害したり、柔らかい新梢に穿孔する。新ヰFデヘ

の加害は樹体の歪形のもとになる。ナイシェリアーぐは高所の森林帯で、

ケニアではサバンナ森林地域に生息し、ユー力 -月額の苗-本、勾万本を加害

す る。 ウガ ンダでは水煙の加害樹 として Cん/Dropたoγ" 桝乙引照 ,C 物γes‐

s"s /"sZ銀′zたα, 屑 (把即応′~ “??7〃", 凡 牌侍 成功 r魔 が 報 告 さ れ こい る。

層o!“"m c切先の7‘! N-etne' は ロネのチ rハマ キに類似 した種 類で、セ

イロン、イン ド、パ キスタン、マ ラヤ、ニューキニアなど東アジアに広

く分布する。多食性で各種双子葉樹木の葉を力甘言する。セイロンとアッ

サムでは糸横の、イン ドとニュー…ギニアではコ一ヒーの、マ ラヤてはイ

ン ジ ゴ の i 裏 害 虫 て あ る。 A‐α Lkzテ艦‘!mm, ク ス ノ キ ,E? ′の かPねぬ
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niuUiflora, Grevillea. robuski, Sainanea sainan,易り'giuni cionin瓦 

乙2抄hz零”minbana を加告する。Aclem 0/3?庇srna Lower はセイIコ 

ン、インド、東パキスタン、オーストラリアなどに分布し、インドでは 

幼虫がP0り'alt/na long加tIC?の若い柔らかい葉を巻き食害する。蛹化は 

巻集内で薄い白色の繭をつくり行う。オースリラリアの助zion ota 

macropetana Meyrick は各種のユーカ)類の菓や花序を綴リ普通に見 

られる。ニューシーランドに侵人定着し、幼齢の造林地で激しい被害を 

発生させ、採種園の重要害虫とされている。S/reps/crates holotephras 

Meyric k は東洋区と太洋州に広く分布し、卯は葉に塊状に産下されるd 

幼虫はユーカJ 類の葉を絹糸で巻いたり綴り合せて加害する。S 

rhothia Meyrick はガーナで苗畑のユーカリ類の重要害虫でMansonia 

alizssizna にもつく。とくにEucalyptus たreticornzs を好み、日覆をし 

た床に被害か多い。卯は菜裏に卯塊で産みつける。老熟幼虫は体長4 -

5 rnaiになり、淡黄色。頭部は黒色で体背面には黒色の鯨と斑紋をそなえ 

る。落菓層中で蛹化する。蝋は裸の淡黄色で黒紋をそなえる。 

(2)ホソハマキガ科Cochylidac 

ハマキガ利に酷似するが、前趨の第2用脈は中央室のより外方から出 

ている。噴部の毛は粗い。単眼と毛隆が存在する。雄の触角には顕著な 

親毛がある。小』思鬚は退化的である。下唇鬚は長く前方に伸びる。小さ 

な利で北半球に分布し、旧世界の熱帯にも生息する。約30属500種が知 

られている。 

Ilyalos-pila leuconeurella Ragonot はインドでlinaca屈turn occiclen 

In々 の若い果実につく。 

⑧ミノカ1斗Psychidae 

成虫は小型ないし中型、暗色。雄は超かあり飛捌できるが、断は普通幼 

虫型で無翅かあるい目痕跡的な趨をそなえ、巣筒のミノから脱出しない。 

一27 --

?“"〃班 om,G だ 〃z′‘m γの 那 加 ,S のれの zm sq 加α72, 幼′の狸 "'“ α‘擁 z?zzz,

ZzzyPんz侍 榊m!川棚“αを加害 す る。 Ade71s βP摺餌欄α Lower はセイロ

ン、イン ド、束パ キスタン、オース トラ リアな どに分布 し、イン ドでは

幼虫が Poかα傷み2" あれg宛 g7αの若い柔らかい薬を巻き食害する。師化は

巻菓内で薄い 色の菌をつ くり行 う。オース リラリアの 彫りzわ"oね

加〃cmPet口“"Meyrlck は各種 のユーカ リ類 の葉 や花序 を綴 り普通に見

られる。ニューシーランドに侵人定者 し、幼齢の造林地で激しい被害を

発生させ、採種園の重要害虫とされている。S′γゆ櫛“昭es卿わ′ゆんなzs

Meynck は東洋区と大洋州に広く分布 し、卵は葉に塊状に産‐Fされる

幼虫はユーカ リ類の葉を絹糸で巻いたり綴 り合せて加害する。S

γ/zofね7α Meyrick はガーナで苗畑のユーカ リ類の重要害虫で 掴α“sのzm

濯ご?ss≠'′2αに もつ く。 と くに Ezにα夢弱2‘s feだすzcoγ川s を好み、 日覆 を し

た床に被害か多い。卵は柴裏に卵塊で産みつける。老熟幼虫は体長 4~

5"mになり、淡黄色。頭部は黒色で体背面には黒色の敷と斑紋をそなえ

る。落髪府中で鰯化する。堀は裸の淡黄色で黒紋をそなえる。

(幻ホソハマキガ本土CochyIK1ae

ハマキガネミーに酷似するが、前期の第 2月寸脈は中央室のより外方から出

ている。隙部の毛は粗い。単眼と毛隆が存在する。雄の触角には顕著な

繊毛がある。小′偲頚は退化白ケrある。下唇髪は長く前方に仲びる。小さ

な科で北半球に分布し、旧世界の熱帯にも生息する。約30属500種が知

られている。

自知 わゆ "α 卿′の “額γ〆/" Ragonot は イ ン ドで A “鑑好め ?mz occzde 〃-

如毎 の若い果実につ く。

(3)ミノガネ・÷Psychidae

成虫は小型ないし中型、暗色。雄は趨かあり飛則できるが、雌は普通幼

虫なりで無嬢かあるいは痕湖,白くJな燭をそなえ、巣筒のミノから脱出しない。
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頭部の毛は粗い。推の触角は櫛歯状。ロ吻、小腮髪、下唇鬚は痕跡的か 

欠く。卯は薄く鱗状で休毛とともに産下される。幼虫は剛毛を疎生する。 

植物の葉や小枝あるいは土や塵芥などを表面に付着させたミノ内に生息す 

る。雄のミノは雌のものより小さい。幼虫（」ミ／の前方開口部から頭部と 

胸部を出して移動しながら、葉、花、樹皮を摂食し、後部開口部から脱 

糞する。老熟するとミノを植物に固定させて蛹化する。雄はミノの下部か 

ら羽化脱出する。雌はミノ内で飛米してきた雄と交尾し、内部に産卵する。 

全世界に広く分布し、約100属6,000種が知られている。熱帯地域では苗 

畑害虫として恒常被害か発生しているようである。 

Acanthopsyc/18 reinien Gaede は熱帯アフリカにいる多食性のミノム 

シで各種双子菓樹木の葉を加害し、ケニヤでD'don翫regia に激害があ 

った。またナイジェリアではCasuarim eqw2se1ゆha 苗木と冴齢木に被 

害が発生した記録がある。Crypto/Izelea ルnodi Heylaerts は」ナノ、ラ砂漠 

図-12 小枝を食い切り食菓するCryptothelea 

junodi、 老熟幼虫の体長は約27mm 

(F3eeson より） 
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頭部の毛は粗い。雄の触角は櫛歯状。口吻、小膿疑、下唇婚は痕跡的か

欠く。卵は薄く鱗状で体毛とともに陛下される。幼虫は剛毛を疎生する。

植物の葉や小枝あるいは土や塵芥などを表面に付着させたミノ内に生息す

る。雄のミノは雌のものより小さい。幼虫はミノの前方開口部から頭部と

胸部を出して移動 しながら、葉、花、樹皮を摂食し、後部開ロ部から脱

糞する。老熟するとミノを植物に固定させて師化する。雄はミノの下部か

ら羽化脱出する。雌はミノ内で飛来してきた雄と交尾し、内部に産卵する。

全世界に広く分布し、約 100届 6,000種が知られている。熱帯地域では苗

畑害虫として恒常被害か発生しているふうである。

Acαれf卿 Psyc彰 だ;欄の Gaede は熱帯アフ リカにいる多食性の ミノム

シで各種双子葉樹木の葉を加害し、ケニヤで DBわ"なフ〃g‘" に激害があ

った。 またナイジ ェリアでは Cαs棚“72α eqr‘2sBMo‘m 苗木 と壮齢木 に被

害が発生 した記録がある。 C7y影o"ze彰αル“odz Heylaerts はサハ ラ砂 漠

1IL′・..・..・'.・・1.L‐111

図… 12 小枝 を食 い切 り食禁ずる Cryptothelea

Junodi、老熟幼虫の体 長は約 27mm

(Beeson より)
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以南のア7リ力のサバンナ森林でAcacia mearnu, A dealbala の葉を 

加害し、Waittle bagwoirn と呼ばれる。これは多食性てアカシアのほ 

かにaゅressu.s lusdan ice や各種のユーカリ類も加害する。若齢幼虫 

は柔らかい葉を食害し、ナイシェリアでは高地乾燥地域の若いユーカリ 

造林地にしばしば大発生する。ウガンダで目 Acasia delbata と各種の 

ユーカJ 造林地で局所的であるが大発生する。両地域の重要害虫であり、 

多角体ウイルスによる生物防除が試みられたことがある。C cervina 

Di uce は熱帯アフリカに広く分布し、多食性であるが、ギアナのサバ 

ンナ地域のEucalyplus carnalditleinsa, やウガ ンダの a ゅressus 

lusilan ice と C semervirens に多い。C rougeoti Bourgogne はウガ 

ンダやケニヤの Acacia mearns航 ユーカリ類，C ゆressus lasl危mica 

の造林地の害虫で、街路樹のSc/anus molle にも普通にみられる。 1 

齢幼虫目風で分散する。C cram en Westwood は東洋区西部のセイEl 

ン、インド、パキスタンに生息する。大型のミノムシである。幼虫は多 

食性でAuicia arabica, A (,alechu, AIhism spp ,Alseoda/ihne seine-

C?))p加lie,Antigonon lepl叩us, A ルniisIa v匠gans, Bisdiofia 

javanica, Bombas nia加bancuni ，ク スノ え-え, Cassia, モクマオウ， 

Eugenia, Lageistroerma in請ca, Li/sea pa加I/ia, San Ia lunia/hurn, 

Shore?! , ohus Ia, 7りl)I0)7 )IdItS md / (/ a, チ5,ノ キ， 7しIll//Iah" 

どhebula の葉と柔らかい樹皮を摂食し、イントてl」重要害虫にされている。 

C Ca)??習ala Sneiien は東洋区に広く分布する大型のミノムシで、ミノの 

一
 

賞：多 

Ei1 - 13 Cryptothe!ea variegata 

雄成虫（開張約40mm)(Kalshovenよ り） 
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以南のア フリカのサバ ンナ森林で 4ご"cm フルβ〃 '?zz,A ‘を煽ご'"‘" の葉を

加害 し、 W′alme bagwolm と呼ばれる。これは多食 1斗-てアカシアのほ

かに CifPress"も飯"奴"ぜ釦 や 各種の ユー カ リ類 も加害す る。若齢幼 虫

は柔らかい葉を食害し、ナイシェリアでは高地乾燥地域の若いユーカリ

造林地にしばしば大発生する。ウガンダでは Acqszα庇妙α他 と各種の

ユ・ーカリ造林地で局所的であるが大発生する。両地域の重要害虫であり、

多角体ウイルスによる生物防除が試みられたことがある。 C c夢ひmo

Dmce は熱帯アフリカに広 く分布 し、多食性であるが、ギアナのサバ

ン ナ 地 域 の 劫‘cd沖ご婚 姻靴α‘"‘虚無ね や ウ ガ ン ダ の C2rprα5szfs

!rw 如れに" と C S制御好む!γ例 s に 多 い。 C のれ瞭 ofz Bourgogne は ウ ガ

ン ダ や ケ ニ ヤ の A 餌αα 加 eαγ′?s7z, ユ ーカ リ類 ,C とのγess鮮 魚 s"の“αz

の造林 地の害 虫で、街路樹の 毎“7‘s 7'zo舵 に も普通にみ られ る。 1

船幼虫は風で分散する。 C ααmeね Westwood は東洋区西部のセイロ

ン、イン ド、パ キスタンに生息す る。大型1の ミノムシである。幼 虫は多

食 性 で A‘鑑 海 α雁脱c〃,A cの沈々2‘,A 妙 /zm spp ,AZS βodゆれれe sem 『

mm 赤 虚α,A 鰯増の?の2‘ePZOかば,Ar 厄 〃乙srq z〃姿α“$ β7sc/ぞ〆郷

煎り"摺餌 ,Bo? 児盤ば 留口おるαrmmi, ク ス / キ ,Cqssm, モ ク マ オ ウ ,

麟堰のz解 , 乙α8ei おり87γ如 け綬にα, な お如 か〃か"′!′",S 解け"/?‘7izば加 川 ,

秘ノひだ " ノリか rふ化!,
′
方〃〃"′閉 山 は 朝 山 L′, チ ャ ノ キ , rp “〃′′′"/′"

吻ぬ"毎の葉と柔らかい樹皮を楼食し、イントては屯要害虫にされている。

C m “鍵可〃Snel1en は東洋医に広く分布する大型のミノムシで、ミノの

図 一 13Cryptothe ′ea var′egata

雄成虫(開帳約40mm)(Kdlshoven より)
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大きさは4 - 7 Cm 。イントではモクマオウ，クスノキ，Shorea robusiji を、 

マラヤてはCel加加ntandra とコムノキを、インドネシアては街路樹の 

AIbizia を、スマトラではメルクシマツを加害する。スマトラでは3 か月 

半ないし5 か月で成熟する。Kopiwne snelleni Heylaerls は東洋区に分 

布する小さいミノムシで、ジャワでは茶の害虫として知られ、マラヤでは 

ゴムノキの冉生樹皮を加害し、幼虫が樹液採取板に多数群がることがある。 

雌は羽がなく、ミノは6 - 7 nmniになる。K（功hene mooret Heylaerts は 

インドで Lagetき：troernia の食葉虫である。Mcmii加aetluops Harnpson 

は東部と西部アフリカに広く分布し、普通アカシアに多いが、ラジアタマ 

ツやCゆressus lusilamm にもつく。局所的に発生するようで、ケニアの 

マツ幼齢林に大発生があった。この時アカシアはあまり被害を受けず、西 

アフリカ地域まで被害が波及しなかった。0読etzcrndes sierricola White 

は西ナイジェリアでユーカJ 類の幼樹に被害を発生させることがある。ウ 

ガンタではMaesopsis enunil につくが大発生の記録はない。Ptero ma 

,lagu功hieps Hampson はインドで Tarmarindus indica のミノムシと 

こフ 

図一14 Pteroma p!agioph!ops 上被害葉、下枝から垂下する 

老熟幼虫と蛹のミノ（長さ16mm)(Kalshovenよ り） 
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大 きさは 4 ~ 7cm。イントではモクマオウ, クスノキ,S たoreαγobz‘s如 を、

マラヤては Cgz飯 加川α72の僚 とゴムノキを、インドネシアては街路樹の

A 妙高海 を、スマ トラではメルクシマツを加害する。スマトラでは 3か月

半ないし5か月で成熟する。Kop膨れe s"彰解離 Heylaer縞 は東洋区に分

布する小さいミノムシで、ジャワでは茶の害虫として知られ、マラヤでは

ゴムノキの再生樹皮を加害し、幼虫が樹液採取板に多数群がることがある。

雌は羽がな く、 ミノは 6 ~ 7mm になる。 Kop 海“E2moor の Heylaerts は

イン ドで 乙"gerszm のmq の食菓 虫である。脳αれ昭卿 解 f/zmps Hampson

は東部と西部アフリカに広く分布し、普通アカシアに多いが、ラジアタマ

ツや C"Press"s f"sifq“た" にもつ く。局所的に発生するようで、ケニアの

マツ幼齢林に大発生があった。この時アカシアはあまり被害を受けず、西

アフリカ地域 まで被害が波及 しなかった。α復すzco"Z8s sとげれco彰 White

は西ナイジェリアでユーカリ類の幼樹に被害を発生させることがある。ウ

ガ ンダで は 財αesop豆s e〃““z7をこっ くが大 発生の記録はない。理解o“?"

〆"〆 op粥ゆ s Hampson はイ ン ドで 71α““αrmd?‘s i'24zm の ミノムシと

図一 T4 Pteroma ag′oph′eps 上 被害葉、 下 枝から垂下する

老熟幼虫と顛のミノ(長さ16mm)(Kalshovenより)
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して知られ、ジャワ、スマトラではAl6ma などの豆科植物の集を加害す 

る。ミノは16．ぐらいの円館形で集片をモザイク状につ‘’る．蝋化が近づ 

くと格円形に変り、枝の下方に糸でぶら下がる． 

"）ハモグリガ*4 Lyonetndae (rubbed-case, beau els) 

ツマオレカ11とらいう。成虫は徹小なガで、しばしば光沢のある色彩 

をそをえる．唄部は粗い鱗片と剛毛をそなえる．単眼を欠く。触角は基 

部に眼州を形成し、n吻は徹小か欠く。小腮製は非常に短い。ート樽財は 

tciい．後脚の那節は背緑にk刺tをそなえる，前翅は却I長く槍状で、先 

増が後方に曲る種類かいる。後超は線lkで長い操毛をそなえる。幼血は 

尉平ないし円簡状、多くの種類は葉の中に潜リ葉肉を食害するため、美 

観を損ねるか実官は少ない。全世界から約12属300極か知られている． 

Bucculizirax caierucnw Meyi, ckはイントでBo,nbar ,nalabaneu;nの 

葉を食宮する．幼虫は線色で体長6 rumに達し．管齢期は潜葉性であるが、 

成長すると葉の表山から食官する，成熟十ると葉や小枝に縦隆起線をもっ 

た舟彩の曲をつくりその巾で蟻化する．B.,nendax Meyt ickはDoルe,gw 

sI●smのハモグリカでインドから知られている．Leitco/,Ieta sphcnojjrapla 

、． ’ 

需 
岡
覇
斜
畿
器
曹
・
 

図-15 Leucoptera sphenograpta 

左被害葉中幼虫（体長4 Smn）右成虫（開張1") 

(Seeson より） 

して知られ、ジャワ、スマトラでは A肋zm などの豆科植物の巣を加害す

る。ミノは16mmぐらいのrq錐形で柴片をモザイク状につける。頬化が近づ

くと楕円形に変り、枝の下方に糸でぶら下がる。

(4)ハ モ グ リ ガ科 Ly{)net・ldae(r1bbed ‐case,bealels)

ツマオレ々荊ともいう。成虫は微小なガで、しばしば光沢のある色彩

をそなえる。頭部は粗い鱗片と=刷毛をそなえる。単眼を欠く。触角は基

部に眼幅を形成し、 n吻は微小か欠く。小i偲据は非常に短い。-ト唇据は

短い。後規JIの鵬頃宵は骨縁るこ長卿毛をそなえる。前畑は細長く槍状で、先

端が後方に-由る種類かいる。後燭は線状で長い緑毛をそなえる。幼虫は

扇平ないし円筒状、多くの種類は葉の中に潜り菓肉を食害するため、美

観を損ねるか実害は少ない。全世界から約 12属 300棟か知られている。

β"cc〆あわα cmZe'?} “""Meyllck は イ ン トで βのノあの '〃〆"加 “"“〃の

葉を食害する。幼虫は緑色で体長 6mm に達し、若齢期葛渚葉性であるが、

成長すると葉の表面から食害する。成熟すると巣や小枝に縦隆起線をもっ

た舟形の曲 をつ くりその rliで蝿化 する。β.“昭司αふ Meyuck は Dmbe7gm

秘ムmo のハモグ リカでインドから知 られている。 Lezfco斜め琵勢力のめ8招かず〃

図 一 博 」eucopterd phenograp d

左 被害喪 中 幼虫(体長4 5mm)右 成虫(開張 7mm)

(Beeもonより)
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Meyrick は インド、パキスタンに生息し、成虫の題は光沢ある白色で黄色 

と暗色の斑紋をそなえる。幼虫は淡緑色で頭部は談褐色～ J)a/加rgw sts 

500の重要なハモグリガで、卯は菓の裏面に産みつけられ、解化幼虫は葉 

内に潜り込み、全長約2 cmクH山がりくねったシミ状の食痕を残す。老熟 

幼虫は葉の上表面に出てきて、光沢ある絹糸で覆いをつくり蛹化する。被 

害葉は曲り落葉する。イントのTischena p/ann jea Meyrick U Zrzyplncs 

maurit危naの葉の上面表皮に小さな楕円形のシこをつくる。蛹化は葉内 

でする。T. compta Hubner はインドのTennrno/ia chain！危 のハ干グリ 

ガである。 

(5〕ホソガ科Gi actllariidae (leafblotch miners) 

成虫は微小ないし小型で綱長い。灰色ないし掲色、あるいは銀、銅、黄 

金色など金属色の模様をそなえる。静止時には体の前方を高めている。頭 

部は通常滑らか。単眼はない。触角は細長く糸状、前姐とはは同じ長さで 

あるカ'C 基部には眼帽を欠く。口吻は良く発達する。小』il鬚は細く前方に 

図-16 静止中のホソカ成虫 

(cslRoより） 

伸びるか上向する。前通は細く、先端はときに長く尖かり縁紋を欠く。後 

翅は前翅よりさらに細く長い縁毛をそなえる。幼虫は幼齢と老齢で形態を 

異にし、はじめ頭部は扇平で、腹脚は痕跡的かあるいはないが、成長する 

と円筒形になり、頭部U 正常で腹脚はよく発達」る。全世界から約65属 

1,000種が記載されている。若幼―I:‘の多くは葉、樹皮、果実に潜り、肩平 

な大あごを刺し吸汁するが、成長するとそのままか、菓から出て葉をがじ 

るようになる。 
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Meyrick はインド、パキスタンに生息」 成虫の姫は光沢ある白色で黄色

と暗色の斑紋をそなえる。幼虫は淡緑色で頭部は淡褐色。D礎加増!αszs

sooの重要なハモグリガで、卵は葉の裏面に産みつけられ、堀化幼虫は葉

内に潜 り込み、全長約 2cm の曲がりくねったシミ状の食痕を残す。老熟

幼虫は葉の上表面に出てきて、光沢ある絹糸で願いをつくり蝿化する。被

害菜は曲 り落葉す る。イン ドの 71sc/zeγ7"〆〃“"rq Meyrlck は Z7ぇ沙ん婚

触媒窺わ72αの葉の上面表皮に小さな楕円形のシミをつくる。姉化は葉内

です る。 T. 仰創P如 Hubner はイン ドの 7をrmz'm‘zα cため 2そ如 のハキグリ

ガである。

(5)ホソガ科 G1aclllariidae(leafblotcl ・mincrs)

成虫は微小ないし小型で細長い。灰色ないし褐色、あるいは銀、銅、黄

金色など金属色の模様をそなえる。齢山崎・には体の前方を高めている。頚

部は通常滑らか。単眼はない。触角は細長く糸状、前超とほぼ同じ長さで

あるが、基部には眼帽を欠く。口吻は良く発達する。小股髪は細く前方に

図一16 静止中のホソカ成虫

(C5ーRO より)

‐{,‐

伸びるか上申iする。前超は細く、先端はときに長く尖かり緑紋を欠く。依

拠は前期よりさらに細く長い緑毛をそなえる。幼虫は幼歯と老齢で形態を

異にし、はじめ頭部は席 iFTで、腹一郎は痕勘イー(坊1あるいはないが、成長する

と円筒形になり、頭部は正常で腹脚はよく発達する。全世界から約65届

1,000種が記載されている。若幼咳の多くは葉、樹皮、果実に潜り、扇平

な大あごを刺し吸キドするが、成長するとそのままか、業から出て葉をがじ

るようになる。
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Acrocercopc latiniella Meyriekはユーカリ類のハモグリガでオースト 

ラリアに分布する。成虫は小さく、前翅は褐色で白色、金色の縦帯をそな 

える。孵化幼虫は潜葉するが、老映すると脱出して落菓層中に繭をつく I) 

輔化する。I 世代は6 ~8 週間て、 1年に数世代を繰り返す。樹齢に関 

係なく加害し、激害木の樹冠は褐変する。A. /euintnalzae Staintonはイ 

ンドのTenninaha ca lappa,Tmyi zocarpaのハモグリガで、卵は葉の表 

面に産下される。甥化幼虫（よ葉肉内に潜り込み、食害部の外皮は離札水 

膨れ状になる。踊化は加害樹の各部で完全な白い繭内でする。Cabphim 

teiratypa Meyrickはインドに生息し、幼虫はDalbergia sissooと＆zJit urn 

nab施aimの菓を糸で巻き、その表面を食害し、被害葉は萎れる。幼虫は 

驚くと糸で垂下して落ドする。CL如mophanes Meyricicはイントに生息 

し、若齢幼虫はLannea coroinandelicaの 集 中に潜り、生育すると葉上に 

現われ、葉を糸で綴リ食害する。インドではLitlioco/letes eta/na Meync!c, 

L vu-gala/a MeyncicとL. e叩Icanes MeyrickはSahx le/rasperma の、 

L zoch乃isis IVLeynckはZiiyphus maurl/eanaのハモグリガとされている。 

インドではMet harmostis as劬hac‘危Meyricicがモ クマオウの葉状茎に潜 

り、時に苗畑で激しい被害をあたえ、Phyl/ocn es/is curdl/a Staintonは柑 

橘類、Aegle, Cinnamomuenな どに、P. celronynipha MeyrickはLannea 

coromandc抗α につく。 

』l 

舞 

図一17 E3utaa ti ondosa葉上につくられたLithocofletis 

virgu/ataの潜葉痕 （日seson より） 
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Ac 殉じeγのか ねはれ?〆/"Meyr1d 〈はユ ー カ リ類 の ハ モ グ リガ で オ … ス ト

ラリアに分布する。成虫は小さく、前期は褐色で白色、金色の縦帯をそな

える。鰯化幼虫は潜菓するが、老熟すると脱出して落葉層中に繭をつくり

蟻化する。 1 世代は 6 ~ 8週間て、 1年に数 L旦代を繰り返す。樹齢に関

係 な く加害 し、激省木の樹 冠は掲変す る。 A.〆8“賜 ""Zzqe stamton はイ

ン ドの 7を“紛れα/zα m′"妙 Q,T ガリ7mm のαのハモグ リガで、卵 は葉の表

面に産下される。鰯化幼虫は葉肉内に潜り込み、食害部の外皮は離れ水

膨れ状になる。師化は加害樹の各部で完全な白い繭内でする。C郷o髭"迄

海‘m かPα Meyri ぐ膿まイン ドに生 息 し、幼 虫は Dq 始めぢ7α szssooと鰍か"粥

seb宛〃““の葉を糸で巻き、その表面を食害し、被害葉は萎れる。幼虫は

驚 くと糸で垂下して洛ドする。C 物鰯ヱop加欄s Meyrlcl〈はイントに生息

し、若齢幼 虫は Zαれ欄α coγ鯛 2"“吻勿 "の票‘11に潜 り、生育すると葉上 に

現われ、葉を糸で綴 り食害 する。インドでは Lば/mco/′郷ぉ zzei“"Meyr1ck,

L ひ"皆"殻 r"Meyrlck と乙 .BDP/超れes Meyrick は Sα麻 嫁 沼ゆ eγ粥αの、

L zoc′2け s!s Meyr1ck は れ zy力ね"s 用α′‘γ汝の '研 )ハ モグ リガ とされ てい る。

イン ドでは脳“ル鯖“?僻総 αsqp/iQぞ‘ね Meyrick がモクマオウの葉状茎 に潜

り、時に苗灯ーーで激しい被害をあたえ、P毎"oc形山s d/だ′如 S1amton は柑

橘 類 、 Aeg ね C 痴れαm の〃miz な どに、 P. α身の汐〃2P′雄 Meyrlck は乙の ?“〃"

のγの“"" 〆α産卵 につ く。

図 一打 Butea fーondosa 薬 上 につ くられ た Lーthocoi′etーs

vげgu!ataの潜葉痕 (Beeson より)
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(6LXガt-F Yponomeulidac (ermine moth) 

成虫は微小ないし小型、翅の開張は12-30mmで美麗な色彩をもった 

種類がいる0 頭部は滑らかで毛隆をそなえる。単眼は小さいか欠く。触 

角は基部にしばしば櫛状の毛をそなえる。小聡鬚は退化するか欠く、下 

唇鬚は細く滑らか。翅は幅広く、前趨は縁紋をそなえ外縁が丸い。後翅 

は短縁毛をそなえるか、槍状のものでは縁毛を欠く。幼虫は裸休で微毛 

が牛え、単独か巣内に群生して食葉する。全世界から約40属1,000種が 

知られている。 

懸
 

図118 静止中のスカ成虫 

(C引P0より） 鵬
 

2 0 mm 
望、 

A /twa 血bitt ic/la Swederus は 南インドに普通で、ポルネオにもいる。 

インドではAtlant/uis etcclsaを最も好み、Boswcllea serrataやSan Iti It??)? 

albumにもつく。卯は寄生樹の菓裏に1ないし数個ずつ産下される。幼 

虫は体長約20mmに達し、緑灰色で談色の帯をそなえ、疎な白色の小脅 

から生えた知毛がある。菓や新梢を綴った巣中にI詳生して食害し、蛹化 

は巣の中で透明な,り形の繭内で行う。 ］年約9 世代でA dan/u,造林地に 

激しい被害をあたえ、幼木を枯死させることがある。冬期間に寄生性コ 

パチの1種(Bmc如in aria nゆ加nlidis Gahan）の寄生率か高くなる。 

Apl儒tidal/a Fabriciusはトリニタードで＆niaruba amat',lの菓を食害す 

る。Elhmia sys/ema/ca Meyrickは双子葉樹木の菓を加害する多食性 

の種類で、成虫は淡灰色に黒斑のある趨をもっている。イントではチー 

クやAtacia /auc"l,oleaの害血で、幼虫は被害葉の主脈に葉縁を引き込 

んで巣をつくリ、その巾に群生する。驚くと巣の向端の開口部から地而 

に重下する。繭は巣内につくる。 
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(6)ス ガキート Ypono1neuLidac(ermine moth)

成虫は微小ないし小型、燭の開張は12~30mm で美麗な色彩をもった

種類がいる。頭部は滑らかで毛隆をそなえる。単眼は小さいか欠く。触

角は基部にしばしば櫛状の毛をそなえる。小=患蛋は退化するか欠く、下

唇霜は細く滑らか。棚は幅広く、前期は緑紋をそなえ外縁が丸い。後期

は短縁毛をそなえるか、槍状のものでは緑毛を欠く。幼虫は裸休で徴毛

がノ「え、単独か巣内に渚生して食葉する。全世界から約40層 1,000種が

知 られている。

園 -18 静止中のスカ成虫

(CS-RO より)

月"g〃αたり"Lze/超 Swederus は南イン ドに普通で、 ボルネオに もいる。

イ ン ドで は Az/ の"/z?△ etce為αを最 も好 み 、 丑ひgw α′zαふαメメロたzや & “""/zf'〃

"Zゎ潜れにもつく。卵は寄生樹の栗実に 1ないし数個ずつ産下される。幼

虫は体長約20mm に達し、緑灰色で淡色の帯をそなえ、疎な白色の小続

から生えた勉毛がある。葉や新梢を綴った集中に群生して食害し、姉化

は巣の中で透明な秀一形の繭内で行う。 ]年約 9世代でAz勿77ムハ造林地に

激 しい被害をあたえ、幼木を枯死させることがある。冬期間に寄生竹コ

バチの 1種 (& “c/ゅ〃2Bγノα“ゆ卿“′zd7s Gahan) の寄生率が高 くなる。

A か照沼〆/"Fabrlcius は トリニ ダー ドでS熔解れ心αα用僻むの葉 を食害す

る。蕩々'}2m 艶々''?mm Meyrlck は双子葉樹 木 の葉 を加害 す る多食性

の種類で、成虫は淡灰色に累犯のある燭をもっている。インドでロチ一

クやA乙"cm /g7ずの〆′o迄αの害虫で、幼虫は被害葉の主用Kに柴緑を引き込

んで巣をつくり、その中に群生する。驚 くと巣の百M端の開 LI部から地而

に重‐下する。繭 は梨内につ くる。
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(7）マイコガ科Heliodinidae (sun moib) 

小型。成虫は陰色で光沢ある玖「紋をそなえた種類かいる。頭部IJ滑ら 

かで毛隆はない。単眼をそなえ、触角の基節には櫛状の毛を欠く。日吻 

は長い。小聡鬚は短く、下唇鬚は上向し、未端節は尖がる。後脚の輪生 

刺は長い。前・後翅ともに細く槍形。静止の時には中脚または後脚を上 

げるか側方にひろげる。幼虫は食葉性か肉食性である。全世界から約70 

属350種が知られている。 

Yzeroinant番 laりis危Meyrickの幼 虫は9 mm に成長し、品lileic/zera 

/ iijugaの葉を巻き込み摂食する。蝋化は葉上で透明な繭内でする。イン 

ドぐはラック生産木の害虫である。 

(8）ノ、マキモドキガ科Glyphipterigidae 

小型。頭部I」滑らか。まれに毛隆をそなえる。単眼はある。小腮鬚は 

小さく不明瞭。翅は幅広い。下唇髪は鱗片かあり上向する。成虫のほと 

んどは昼間活動する。分布（J広く約40属400種が知られている。とくに 

オーストラリア、ニュージーラントに多い。 

An//o15h而aegy/)Iea(a Zellerはインドとパキスタンで各種のPicasの 

葉を食害するが、Sizorea iv bus/aにもつく。幼虫は若菓上に絹糸で巣を 

つくリ加害する。Fztus hengalenszsで け新しい気根を食害するという。 

Bram加にはFmsやCon/iaを加害する食菓虫がいる。Phycodes iadzata 

Ochsellhermer はセイロン、 イ ンド、バキスタンに分布し、j 'zcus 

gtome ia/aやその他のFt CUSの若い集を巻き、表皮を食う。幼虫は体長25 

I-OLDに連し、黄白色、体側には不連統な幅広い黒帯をそなえる。桶は絹 

糸で被覆する。 

(9）ヒロバキバガ引 Xyloryclidte 

成虫は小型ないし中型で、キハガ利に似ている。頭部は滑らかで、毛 

降かある。甲眼はない。触角の基部には櫛状の1」を欠く。小腮髪は3 '-' 
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(7)マイコガネ;トHel1odulldae(sun moもh)

小型。成虫は陰色で光沢ある斑紋をそなえた種類かいる。頭部は滑ら

かで毛隆はない。単眼をそなえ、触角の基節には櫛状の毛を欠く。 LI吻

は長い。小 i総括は短く、下唇祭は上向し、末端節は尖がる。後脚の輪生

=ミリは長い。前 d後報ともに細く槍形。静止の時にはlit脚または後脚を上

げるか側方にひろげる。幼虫は食葉性か肉食性である。全世界から約70

属350種が知られている。

"z桝 o柳のzお わり」s卿 Meyrlck の幼 虫 は 9 mm に成 長 し、 Sc/‘/雑物の惚

かけ2懲αの葉を巻き込み損食する。姉化は葉上で透明な繭内でする。イン

ドではラック生産木の害虫である。

(8)ハマキモ ドキガ科 G1yIJhlpterlgldae

小型。頭部は滑らか。まれに毛隆をそなえる。単眼はある。小〆1懇緊は

小さく不明瞭。綴は幅広い。下唇繋は鱗片かあり上向する。成虫のほと

んどは昼間活動する。分布は広く約40尾 400種が知られている。とくに

オ ー ス トラ リア 、 ニ ュー ジー ラ ン トに多 い。

ハテ2/たゆんぞ/〃 "暖め"似α Zellcrはイン ドとパ キスタ ンで各種のおれ fsび)

葉を食害するが、S卿γm mも似s館にもつく。幼虫は若葉上に絹糸で巣を

つ くりカーi省する。 FZL“s 彰〃gq超然 2sでは新 t い気機 を食害す るとい う。

β削ご/?如 こは霧 rm汽 Cの雑魚を加害す る食菜虫がいる。弾けcodes md?" 如

ochsenhc1mer は セ イ ロ ン、 イ ン ド、 パ キ ス タ ン に 分 布 し、 凡 α侍

郡のれe難解やその他の騒ごzβの若い巣を巻き、表皮を食う。幼虫は体長25

mm に達し、黄白色、体側には不連続な幅広い黒帯をそなえる。師は絹

糸で被覆する。

{トリヒロバキバガ斜 Xyloryctidde

成虫は小型ないし中型で、キバガ利に似ている。頭部は溜らかて、毛

隆かある。甲山暮まない。触角の基都には櫛状のコ」を欠く。小標語は 3 ~
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4節で、口吻基部に折リ曲りられる。 ド唇鬚は曲らず3節。後脚の腫節 

には長毛がある。趨は比較的臨広く、前翅は尖がらず、第5径脈は外縁 

に終わる。第1と第2』寸脈は広く離れている。後趣はしばしば前姐よリ 

幅広い。幼虫は苔や菓を綴り食害するが、樹皮や樹幹の樹皮下に孔道を 

つくる種類もいる。主にインド、オーストラリア、太平洋地域に分布し、 

約40属数100種か記録されている。 

Acria emargenetla Donovan は北インドとパキスタンに分布し、幼虫 

は各種の双子菓樹木の葉を食う多食性の害虫である。多くの加害樹種の 

内にチークとMOriis aibαが含まれるが、被害は問題にならない。 

Aeol-anthes sa穿Ilata Meynck はイ ン ドとバキスタンに分布し、 

（九gezvw 山the rgioides，幼請let raspernia,チー ク、Toona t?lU7tf1 な 

どの双子菓樹木の葉を絹糸で綴り食葉する。多食性の害虫である。世代 

長は季節によって異かるが年間を通じて食害する。 

⑩マルノ、キバガ利Oecophoridae 

成虫は小型。頭部は滑らか。まれに単眼をそなえる。毛隆はある。触 

角は単純、基部にはしばしば櫛状の毛をそなえる。小腮髪は3 ~4 節で 

I'吻基部上に~11リ曲げられる。下唇鬚は長い。後脚の脛節目長い鱗毛を 

もつ。翅は比較的幅広く、先端は一般に丸い。前趨の第1瞥脈は良く発 

達し、後翅の第1中脈は中室から出ている。幼虫は植物の菜を食うか、 

種子、果実や茎に穿孔する種類らいる。全“I界から約400属4,000種か知 

られ、特にオーストラリアに種類か多い。 

mp 'sofia属 の種類はオーストラリアではユーカリ類の菓に潜リ食吉す 

るが、後にこれを被覆物として利川して近くの葉の組織を加害する。 

H )加iii oJ)んIの幼虫はユーカリ類の菓裏に絹糸と虫糞で筒状の被覆物を 

つくリ、菓の周緑を加告」る。 
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4節で、 L--吻基部に折 り曲けられる。下唇票は曲らず 3節。後脚の=堅節

には長毛がある。紐は比較的幅広く、前燐は尖がらず、第 5桃脈は外縁

に終わる。第 1 と第 2」村川夫は広く離れている。後嬢はしばしば前超より

幅広い。幼虫は苔や葉を綴り食害するが、樹皮やキ方枠?の樹皮下に孔道を

つ くる種類 もいる。主にインド、オース トラ リア、太 平洋地域 に分布 し、

約40属数 100粒か記録されている。

Ac “α g''?"増加β""Donovan は北イン ドとパ キスタンに分布 し、幼虫

は各種の双 -菓樹木の葉を食う多食性の害虫である。多くのカー「春樹種の

内 に チ ー ク と財のγ‘s q 卿 が含 まれ るが、 被 害 は 問題 にな らな い。

A8o 迄'?豹βs sqg〃/"ね Meyr1cl{ は イ ン ド と パ キ ス タ ン に 分 布 し、

0〃君ez72?" 〆"‘わe埋 zo7ばes,S"#r 彰粥 zspgr刑α, チ 一 ク、 To の?"" ‘z‘z粥 な

どの双子葉樹木の葉を絹糸で綴り食葉する。多食ィfLの寄り士である。世代

長は季節によって異なるが年間を通じて食害する。

(1のマノー/ハキバガキョ oecophor1dae

成虫は小型i。頭部は溜らか。まれに単眼をそなえる。毛隆はある。触

角は単純、基部にはしばしば櫛状の工をそなえる。小賜り髪は 3~4 節で

日吻基郡上に折り曲げられる。下唇頚は長い。後脚の膜i命日長い繊毛を

もつ。矧は比較的幅広 く、先端は一般に丸い。前週の第 1轡脈は良く発

達し、後蝿の第 1中脈は中車から出ている。幼虫は植物の葉を食うか、

種子、果実や茎に穿ヂしする種類もいる。全 tEL界から約 400属 4,000種か知

られ、特 にオース トラ リアに種類か多い。

ど?字解/z〃属の種類はオーストラリアではユーカリ類の葉に潜 り食害す

るが、後にこれを被覆物 として利用 して近 くの葉の組織を加害する。

HJ′かけ力〃〆〃′の幼虫はユーカリ類の業裏に絹糸と虫奥で筒状の被覆物を

つくり、菜の間緑を加害する。
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⑩キハガ科Ge!echiidae 

以前バクガ科といわれていた。成虫は微小ないし小型。唄部は滑らか 

であるが毛隆はある。単眼はしばしば存在する。触角は単純で、基部に 

は榊状の毛を欠く。口吻は巾庸の長さで、基部には鱗片をそなえる。小 

腮髪は痕跡的かまたは欠く。下唇鬚は3節で細長く、先端は尖かり上に 

曲る。後脚の輝節は長毛や鱗毛をそなえ、下面には毛房か粗い鱗毛をそ 

なえることがある。翅は普通第1臀脈を欠く。前翅は一般に後翅より狭 

い。後翅は通常はは梯形で、翅縁はしばしば陥入し、先端は尖がる。幼 

虫は円筒形、裸体で淡色か帯紫色、腹脚を欠くものもいる。ほとんどの 

種類は食草性で巣を紡んだり、茎や葉に潜り食害する。種子害虫もいる。 

全世界から900属4 ,000種以上が知られている。蛹化は葉上の巣内や地上 

の小石の間につくった繭内でする。 

Anarsia l山叩lila Meyl icicはインドに分布する小型のガ。幼虫は灰 

黄色で体長7 mm ~ Cassia 廊tWaの葉を綴り食害する。/1 u /C/C nap/ac/a 

Meyrick はインドに分布し、幼虫はマンゴの花序を加害したり、芽や新 

梢に穿孔する。蛹化は孔迫の先端で脱出孔をもった絹糸の被覆物の中で 

する0 接木新植地の重要害虫にされることがある。Afri曾lypku 

Meyxicic はインドでA car/a calechi‘の葉を紡ぎ食害する。A sag//ta v/a 

Meyri c Ic はイ ン ドでZuzyphus maim tiana の新精に穿孔する。 

Dichonierts endanlis Meyrlしkはインドとパキスタンに広く分布し、 

J 篇 

~~ 

I3J-19 0icliomeris erjdantcs 

上幼虫（体長約l6mm) 

下左蛹 

下右成虫（開張約19mm) 

（日eesonよ り） 
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(11)キハガ科 Gelechlldae

以前パクガ料といわれていた。成虫は微小ないし小型。頭部は滑らか

であるが毛隆はある。単眼はしばしば存在する。触角は単純で、基部に

は櫛状の毛を欠く。ロー吻はけ1庸の長さで、基部には鱗片をそなえる。小

肥髪は痕跡的かまたは欠く。下唇援は 3節で細長く、先端は尖がり上に

ぬる。後脚の願節は長毛や鱗毛をそなえ、下面には毛房か粗い鱗毛をそ

なえることがある。親は普通第 1轡脈を欠く。前糊は一般に後期より狭

い。後期は通常ほぼ梯形で、細緑はしばしば陥入し、先端は尖がる。幼

虫は円筒形、裸体で淡色か→者紫色、'腹脚を欠 くものもいる。ほとんどの

種類は食卓性で巣を紡んだり、茎や葉に潜り食害する。種子害虫もいる。

全世界から900届 4,000種以上が知られている。蝿化は菜上の巣内や地上

の小石の間につくった繭内でする。

A'm 娼勿 ばzopfz友 Meylick はイ ン ドに分布 する小型のガ。幼 虫は灰

黄 色で体長 7mm 。 C褐 szα /Zs粥幽の葉 を綴 り食害す る。!1 〃7ごねimp/ば南

Meyrlck はインドに分布し、幼虫はマンゴの花序を加害したり、芽や新

梢に穿孔する。蛸化は孔通の先端で脱出孔をもった絹糸の被覆物の中で

す る。 接木 新植地の重要害虫に され ることがある,A Dを収めkz

Meyllck は イン ドで Ac口αα cαze物 "の葉 を紡 ぎ食害す る。 A sαgZf如“α

Meyrlcl( は イ ン ド で Zzz父の初鰯 '〃""“ねα“" の 新 橋 に 穿 孔 す る。

D〆c左の“e〃s endα瑠 zs MeynLk はイン ドとパキスタンに広 く分布 し、

　　　　　　　　　　　. へ

図 -19 0′chomer ′s endant ′s

上 幼虫(体長約IBM)

下左 ,輔

下右 ,成虫(開張約19M)

(Beeson より)
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Shisham leaf-rollerと呼ばれ、Dalbergia sissooG')菓を巻いて食害する。 

成血は小さく灰色ぐ、細長い翅をもち、開張は16 iii m ～老熟幼虫は体長 

25mm、少し扇‘Ilで、緑黄色か暗灰色で薄い線をもっている。頭部と胸 

部は黒色。蛹化は二枚の葉の間か地上でする。年7 世代。成虫は昼間ート‘ 

層植生に隠れ、夜間活動する。卵は1個あるいは小卵塊で寄生樹の葉の 

裏側に産みつりられる。幼虫は2枚以上の菓を紡き、その葉の内側をか 

じったり穴をあける。新葉も旧葉も加害する。時々大発生し、 7 -8 月 

に被害が激しい。趣加jima spathola Meyrick はウルシ科植物につき、 

初め若い軟らかい菓を袋状に糸で綴り合せて加害」 る。ムhmm凸 

erauopa Meyi irkはインドでButea monospermaの葉裏を加害し、葉に 

付着した紡錘形の曲内で蛹化する。Stegasta variana Meynckはインド 

やマラヤなどの東洋区に分布し、マメ利植物の葉を2枚綴リ合わせ、そ 

の中で食葉する。&issza fight/aや同属の相木に普通に見られ、マラヤで 

はグランドナッツを加害することがある。オーストラリア固有の 

Iケ0切k'h‘α 属の幼虫（おth ユーカリの葉を巻き、 稽葉問に繭をつくり婿 

化する。Teゆbase n助rovida Meyrickはイントに分布する小さなガて、 

幼虫はLannea coioniande/ica の菓を綴リ食害する。 この中で扇平な繭 

をつくり蝋化する。7' pfatyP/zrw fri Meyrirkも同じ樹種につきイントと 

パキスタンにいる。T myricariella Freyはインドとパキスタンにいて 

Tantanx ゆ加//a の菓を巻く。蛹化は他の昆虫の虫えい内でするという。 

⑩ササベリガ利 Epei ineniidae 

成虫は微小。頭毛は滑らかで、毛隆と単眼を欠く。触角は単純で櫛状 

の毛をそなえる。l1吻け鱗毛で覆われない、小』思鬚は3節、ート唇髪は3 

節で上向する。後脚艦節には全体に長い毛がある。趨け槍状。前癒は後 

縁に1～数個の突出した歯状鱗をそかえ、径分脈は外縁か、まれに趨頂 

まで伸び、中室には第4 +5 径脈の基部か存在し、中脈はない。全世界 

から6属約70種が知られている。 
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Shlsham leaf」ro1lerと呼ばれ、 D" あの宮m s岱SODの粂 を巻 いて食害す る。

成虫はノJ・さく灰色 で、細長い細をもち、開張は16mm 。老熟幼虫は体民

25mm 、少 し扇・平で、緑黄色か暗灰色で薄い線をもっている。頭部と胸

部は黒色。蛸化は二枚の葉の間か地上でする。年 7世代。成虫は昼撰rト

層植生に隠れ、夜Rih舌動する。卵は1個あるいは小り眼舟で寄生桂一の葉の

裏側に産みつけられる。幼虫は 2枚以」二の葉を紡き、その葉の内側をか

じったり穴をあげる。新菜も旧柴も加害する。時々大発生し、 ?~8 月

に被害が激 しい。 らの"‘Z7m sp獲物粥 Meyrick はウル シ料植物 につ き、

初 め若 い軟 らかい葉を袋状 に糸で綴 り合せて加害す る。人ね′mm

のロ“卸PQ Meyllck はイン ドで及ばe〃 ''20izospeだ朔αの葉裏を加害 し、葉に

付着 した紡錘形の曲内で蛸イヒする。Sfegq綿α第“α“"Meyrick はインド

やマラヤなどの東洋区に分布し、マメ料植物の巣を 2枚綴 り合わせ、そ

の中で食葉する。 Cば経m 方szm訳 )同属の樹木に普通に見られ、マラヤで

はグラン ドナ ッツを加害 する とがある。オース トラーjア固有の

Pmfo を戊為 勝の幼虫は通常ュ一力iiの集を巻き、落葉間に薦をつくり姉

化 す る。 !e少んz侍α z“zpm〃?〆"Meyrick はイ ン トに分布す る小 さなガ て、

幼 虫は Lα““〃〃の′o“"〃?熊粥α の粟を綴り食害する。 この中で周平な繭

をつ くり轍化する。 T 〆復飾 /zrmごαMeyrick も同じ樹種につきイントと

パ キス タ ンにい る。 r 加y77c〃γzg‘A7 Frey はイ ン ドとパ キスタ ンにいて

要αjimγ2ェゅ毎/超の栄を巻く。蝋化は他の昆虫の整えい内でするという。

(12)ササベーノガオョ Epe}menudae

成虫は微小。頭毛は滑らかで、毛隆と単眼を欠く。触角は単純で櫛状

の毛をそなえる。補助蛸葬毛で縫われない、イー偲頚は 3節、下唇蛋碁 3

節で上申-する。後脳切望節には全体に長い毛がある。超‘ゴー倉状。前蝿は後

緑に 1~ 数個の突出した商状鱗をそなえ、径分mには外縁か、まれに班暁

までイーilび、中茎には第 4 + 5化脈の基部か存在 し、中脈はない。全世界

から 6厄~約70種が知らォじている。
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Epnnai p/isphiloconwe Meyricicはインドに分布し、幼虫は赤褐色で 

Butca monospennaやXy/ia xylocarpaの菓を加害する。通常菓の表面で 

絹糸と糞の覆いの下で食害する。この殺いは集裏にもつくられ、小さな 

穴により裏表が連絡されている。蛹化は二枚の葉の間や葉の表而に乳白 

色で紡錘形の繭内でする。 

園マダラガ科 Zygaen旧ae (leaf siceletonizer) 

成虫は小型ないし巾型のガ。毛降は良く発達する。単眼はある。口吻 

は発達し鱗毛を欠く。触角は雌では未端に広がリ、雄では櫛歯状。小腮 

鬚は1~2 節。下唇髪は短く上向する。後脚の腫節は平滑。超は細いか、 

または幅広い。第I腎脈をそなえ、後翅の亜前縁脈と径脈とは平行に走 

り、横脈で結合する。幼血は前胸に圧蓋状の突起をそなえる。幼虫は菓 

を巻くか、裸体で菓を食べる。繭は強く細長い。成虫は昼間活動する種 

類が多い。今世界から約50属220種が知られ、熱帯に種類か多い。 

Phwida /7atnnians ATaIlccrはインドに生息し、幼虫はナメクジ状、 

鳥の糞に似た色影の毛虫で、成長すると体長12mmになり、FIn鶴 

glornerataの葉を食う。年2 世代を繰り返し、項丈な褐色の融内の前蝋 

で越冬する。7b,anのhora senzz毎alina Kol iarはインドとパキスタン 

LiJ --20 Trypanophora sernihyalina 

雄（開張約30mm）日eoson より） 

に分布し、黒色のカで、超には多くの透明紋をそなえる。幼虫はナメク 

シ様 CS /ia rcam加s/u, 7初nvnaha cilia/i加, T fomentosa, Born加ュ 

maんbanc urn LaRers/roelnea sjieczosa, Zizyp/ins rnaiiritzaiia などの各 

種双子巣樹木の菓を加害する。 

- 39-

Epzm のめ′なめ飼わcの〃α Meyrlck はイ ン ドに分布 し、幼 虫は赤褐色で

β"解α伽oブ70speγタm や Xj′/?"湖わcなめαの楽を・加害す る。通常業の表面で

銀糸と糞の覆いの下で食害する。この覆いは禁裏にもつくられ、小さな

穴により裏表が連絡されている。姉化は二枚の葉の間や葉の表面に乳白

色で紡錘形の繭内でする。

回マ ダラガチョ Zygaenidae(leaf 詠 c]etonizer)

成虫は小型ないし中型のガ。毛隣は良く発達する。単眼はある。口吻

は発達し麟毛を欠く。触角は靴では永端に広がり、雄では櫛歯状。小一際

顎は 1~2 節。下唇脹は短く上尚する。後脚の雁節は平滑。趨は細いか、

または幅広い。第 1腎脈をそなえ、後難の跡前緑脈と才量脈とは平行に走

り、横脈で結合する。幼虫は前胸に圧謙状の突起をそなえる。幼虫は葉

を巻くか、裸体で葉を食べる。菌は強く細長い。成虫は昼間活動する種

類が多い。今世界から約50届220種が知られ、熱帯に種類が多い。

P肋 "〆" 月々′附加欄 Walkcr はイ ン ドに生 息し、幼 虫はナメ ク ジ状、

鳥の糞 に似た色彩の毛虫で、成長する 体長 12mm にな り、凪ms

g/o7“の裸加の葉を食う。IF2 世代を繰り返 し、頑丈な褐色の曲内の前蝿

で越冬す る。 7力めのぞop物〆"se “7z旬'α′z'2α KO1 疑rはイン ドとパ キスタン

図 一 20 丁rypanopho 「a sermhya 鵜沼

雄 (開張約総 nm)(穣ecsonより)

に分布し、黒色の力で、溺には多くの透明紋をそなえる。幼虫はナメク

シ 様 で S卿〆@" γひろ′rふたz,7 を溺伽 2郷 zα 似顔 J卿 ,T /の7?F“′◇泌 , βの吻αュ

欄α‘の "γ似ィ“?,Lq 懲 's穿僻 m‘‘z speczo 似 ,Zz 却め/〃‘s “zqノ摺 れば“" を・ど の 各

種双子葉樹木の栗を加害する。
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0りイラガ科Limacodidae (oreulal moths, slug c:aterpillar moths) 

成虫は中型。体は太短く、密毛に覆われる。毛隆と半眼を欠く。日吻 

と小』界髪は小さいか、または欠く。下唇鬚は短く、 2 - 3 節。姐は短く 

幅広い。第2中脈は中央よりかなり後から生する。前超は2 木の腎脈を 

そなえ、第2 臀脈は基部で叉状となる。後翅の臀脈は3木で、中室の基 

部に結びついている。幼虫は知く、肉質でナメクシ様、頂部に小さく、 

前胸に引き込むことができる。触角は長い。脚（ま小さいか痕跡的で腹脚 

はなく、皮膚は厚く顆粒や刺毛をそなえる。各種の樹木の葉を食害し、 

毒練をもつ種類が多い。蛹は楕円形か球形の堅い表面の滑らかな繭のり1 

にいる。全世界から約200属800種以上が知られていて熱帯に種類が多い。 

Al/lw nivea Walkerはインドからスマトラ、ジャワまての東洋区に 

分布し、多食性で各種の双子葉樹木の葉を食害し、インドでは＆m功ax 

maルbaricum, Pobロmia long加ha'Shorea rob us/a, Tei minutia 

,型hOCm加，Tloinentosaが加害樹種として知られている。シャワぐは 

標高1,700mの茶園で時に大発生する。Cheromellia ajilCata Moore (= 

Be lip加laleana Moore）はインドで各種の双子菓樹木の葉を加害し、カ 

カオ、コ～ヒー、茶の害虫として知られている。造林木てはA lean/es 

fort/li, Butea monoゆerma,戸碧伽is regea, 3ch1e1c11e7a /4)昭a, 

Toona cilia/aを加害する。体は太短く、照き脚はヒから隠され、I骨走 

するように移動する。蛹化は硬い繭の中で行う。Mルcliz ne/alma J<ol 

」
」
」
 

…m
鷺
 」

 

りり‘I－」響” 甲、“1'1ミ、 

E ]--21 Natada velutina 

左幼虫（体長約34mm）右成虫（開張64mm) 

伯ceson より） 

一40 -

{!4)イ ラガ料 Limacodidae(onen{ai motl・s, 可ug cRLcri〕dlar ‘・10日・

成虫は中型。体は太短 く、密毛に覆われる。毛隆と単眼を欠く。「i吻

と小膿髪は小さいか、または欠 く。下唇髪は短 く、 2 ~ 3節。蝦は短 く

幅広い。第 2中脈は中央よりかなり後から生する。前組は 2水の轡脈を

そなえ、第 2腎脈は基部て叉状となる。後身説の轡厭葛 3木で、中卒の基

部に結びついている。幼虫は短 く、肉質でナメクシ様、頭部は小さく、

前胸に引き込むことができる。触角は長い。脚は小さいか痕跡的で腹膜1

はなく、皮膚は厚く類粒や刺毛をそなえる。各種の樹木の葉を食害し、

青蚊をもつ種類が多い。輔は始円形か球形の1堅い表面の滑らかな歯のり1

にいる。全世界から約200嵐800種以上が知られていて熱帯に種類が多い。

A"ん雛“即卿 Walker はイ ン ドか らスマ トラ、 ジャワゴ、ての東洋区に

分布 し、多食性で各種の双子葉樹木の葉を食害し、インドではβ鰯ゆ鍵

m α如加γz鰍 粥 ,Po 券α偽 2α わ“g 丞油α、 S卿γm m 窮鼠α, 劣の〃z‘′m/zα

myγ′ocのめα,T ‘の粥川 osαが加害 *劃種 として知 られている。 シャワ ぐは

標高 1,700m の茶園で =おこ大発生す る。 C卿 mme 肋な李に〃/"Moorp(=

ββ妙Pα超をα“"Moor はイン 1で各種の双子葉樹木の袋を加害し、カ

カオ、 コ ヒー、茶の害虫 と して知 られてい る。造林木 てはA/禦が s

ルフ南 7, 抜け節 粥 o"ospe “"",./2‘g毎′s 〆egm, /2/ezc白け " ′町〃#",

の77α cぬ燭αを加害する。体は太短 く、敗 肺は 1二から隠され、;賛意

するように移動する。蛎化は硬い繭の中で行う。 ~〃′〃ゐz〃磯山'ノ!!}〈o1

図 一打 Natada veluLma

左 幼虫(体長約34mm) 右 成虫(闇張G4mm)

(Beeson よ り)
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Ia「はイ ン ドに生息し、 多食性でBombax ma危baricum, Lannea 

coromanた！ma' マンゴ、Terminaha spp の他各種の双子葉樹木の葉 

を加害するり年1回の発生で成虫はモンスーンの初期に出現する。幼虫 

の体には分岐した毒突起をそなえるQ 蝋化はやや大きな繭の中で行う。 

Parosa lepida Cramer はセイロン、インド、パキスタン、マラヤなど 

の東洋区に生息する。多食性で各種の双子葉樹木やヤシの葉を加害する。 

7 

図-22 Panasa !epida 

左‘幼虫（体長約24 mid）右成虫（開張約3 8mm) 

(Beeson より） 

茶、 コーヒー、ココナッ、 ニッパヤシの害虫で、Acer mmpbe"ii, 

Aleaガ/es montana,Anacardijon occiden加k,Amca ゆus hirsum, 

aetea niono功erma,Flclおgんmerata,マン ゴ、Pterocarpus in読ms, 

Terminalia catappaなどの加害樹種が知られている。インドでは年3 

世代で、 1 世代長は15 -17週間である。ジャワでは海抜1,500m以上の 

ところに生息し、 1世代長は10-il週間である。卵は葉上に約6m粒を 

鱗の様な卵塊として産下される。幼虫は緑色で毒毛をそなえ、初め群棲 

して表皮を食うが、その内に穴を開けるようになる。しばしば行列して 

木から木に移動する。電話線に伝わってlOOm以上移動した記録がある。 

蛹化は樹皮上に群をなした堅い粗い繭の中でする。高木の被害は少なく、 

苗木や幼木に発生する。P. ananii Kurselの幼虫はナメクジ様で東部ナ 

イジェリアでときどきEucalyptus camaidwiensisの 幼木の葉を加害する。 

P herb勇ra Walkerはインド、マラヤなどの東洋区に分布し、幼虫は 

ナメクジ様、緑色で頭部後方と尾節に毛束が規則的に並んだ4 列と黒紋 

をそなえる。マラヤではAルurites mon加naを、インドではTとrminaha 
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larは イ ン ド に 生 息 し、 多 食 性 で Bo伽る解 燦α如卿奮%" 伽 , 乙α72728α

com 削α72de力m, マ ンゴ、 7TermZ“〃卿 spp の他 各種 の双子葉横木 の葉

を加害する。年 1回の発生で成虫はモンスーンの初期に出現する。幼虫

の体には分岐した毒突起をそなえる。蝋化はやや大きな繭の中で行う。

Rzz打凝α迄メメzz Cramer はセ イロン、 イ ン ド、パ キスタン、マ ラヤな ど

の東洋区に生息、する。多食性で各種の双子葉樹木やヤシの葉を加害する。

図 一 22 Panasa ′epida

左 :幼虫(体長約24mm) 右 成虫(開張約38mm)

(Beeson より)

茶 、 コ ー ヒ ー 、 コ コナ ツ、 ニ ッパ ヤ シ の 害 虫 で 、 Ace γ cm 物 彰′産す,

A′ez‘“#『榔 粥ひ"≧"“",A ‐72解αγ〆〃〃〃 occZde 可αを ,A 打ocαゆ〃s 卿 n 粥仏

β"彰α “2072ospeγ刑α,Fzcz ‘s g力榊 em 如 , マ ン ゴ、 Pie〆o餌 7P"s ばれdzc縦 ,

Terminalia catappaなどの加害樹種が知られている。インドでは年 3

世代で、 1世代長は15~17 週間である。ジャワでは海抜1,500m 以上の

ところに生息、し、 1世代長は10~11 週間である。卵は葉上に約600粒を

鱗の様な卵塊として産下される。幼虫は緑色で毒毛をそなえ、初め群棲

して表皮を食うが、その内に穴を開けるようになる。しばしば行列して

木から木に移動する。電話線に伝わってloom以上移動した記録がある。

姉化は樹皮上に群をなした堅い粗い繭の中でする。高木の被害は少なく、

苗木や幼木に発生する。Pβ加川z Kurselの幼虫はナメクジ様で東部ナ

イジェリアでときどきEmq 収め『俗 解7加′〆“誇れs〆sの幼木の葉を加害する。

P 棚効兎 m Walker はインド、マラヤなどの東洋区に分布 し、幼虫は

ナメクジ様、緑色で頭部後方と尾節に毛束が規則的に並んだ 4列と黒紋

をそな え る。マ ラヤではA/禦がfes ?加 川の24を、 イン ドでは 71勿削ぎ""‘粥
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inynota功a を加害した記録がある。幼虫は群棲して菓を食い、 しばし 

ば行列して移動する。蛹化は葉上の丸い繭内でする。P加rinap幼on 

Karsch はウガンダでBnrttdavya nyasicαとコーヒーの葉を加害する。 

Thosea cana Walkerはセイロン、イントに生息する。セイロンでは茶 

の食集性害虫で1世代2 -3 カ月である。Cassia auncula瓦C‘声tula, 

Dalbe壕「in sissoo, Tenninalia tonientosaなどの樹木につく。T sinensi-s 

Walkerは南部、 東部アジアに分布し、多食」」で草や他の下層植生に多 

く、樹木の集も加害する。Akjirjtes ルrdu,Amon 加na ゴムノキ、 

マンゴなどが記録されている。ジャワとフィ リピンで大発生したことが 

ある。幼虫は体長25mmになり、灰緑色で変化のある色の線と毒毛をそ 

なえる。ジャワでは卵から成虫になるまで10-14週問かかる。蛹化は落 

菓層中でする。T Ii'功artita Mooreは インドでShorea rohustaの葉を加 

害した記録がある。 

（旧マドガ科Thyridtdae 

成虫は小型。麹は白色か黄色味を帯びた透明紋をそなえる。単眼は退 

化するが、口吻は良く発達する。翅刺をそなえる。腹部には鼓膜器官を 

欠く。後脚基節は2 刈の距刺をそなえる。幼虫は5対の腹脚をそなえる。 

全世界から約600種が知られ、熱帯とくにアフリ力に多い。 

Addaea trirneronalis Walkerはインドに生息し、7'ennznalta toinen 

tosa, Mallotus philt かnensisを 含む各種の双子菓樹木の集を加害する。 

幼虫は寒い時期を通して食害する。Rhodoneuia inyrsusalis Walkerは 

熱帯各地に分布する。Acliras zapota,MadJmm lat加Im, 7lmmmlm 

tomentosaな どの菓を巻いて加害する。I? inyrtaea Druryは東洋区に広 

く分布し、西イント諸島にも生息する。アカテツ利の葉を食害する。卵 

は通常食樹の菓面に産みつけられる。幼虫ははしめ赤色であるが後に黒 

斑をもった青色に変リ、体長は35mmになる。葉の先端を巻き込み、そ 

の中に与，自、する。蝋化は巻き葉内、上中、落菓層巾で蛹化する。ジャワ 
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“zy71αq物" を加害 した記録がある。幼虫は群棲 して葉を食い、しばし

ば行列 して移動する。輔化は葉上の丸い繭内でする。P卿““"めepo“

Karsch は ウガ ンダでβ7""〆αのα“川 s化"とコー ヒーの葉 を加害 す る。

T肋 sm m""Walker はセイロン、イン トに生息す る。 セイロンでは茶

の食条′糾害虫で 1世代 2~3 ヵ月である。 Cαss?""z間難船勿,C. 斥sfzdα,

Dq あのg7α szss‘)o, 筈好 '粥 'zoZZQ Zのれ8焔わ卿な どの樹 木 につ く。 T s粥の乙szs

Walker は南部、東部アジアに分布 し、多食1ョで草や他の下層植生に多

く、樹 木 の集 も加害す る。角/粥川 es危′直す,A '〃oれ如“", ゴム ノキ、

マンゴなどが記録されている。ジャワとフィリピンで大発生 したことが

ある。幼虫は体長25mm になり、灰緑色で変化のある色の線 と毒毛をそ

なえる。ジャワでは卵から成虫になるまで10~14 週間かかる。姉化は落

葉層中です る。 r "ゆα“""Moore はイ ン ドで S卿外eα知友燈Zαの葉 を加

害した記録がある。

Q5)マ ドガ科 Thyrldldae

成虫は小型。遡は白色か黄色味を帯びた透明波をそなえる。単眼は退

化するが、口吻は良く発達する。翻刻をそなえる。腹部には鼓膜暑著目を

欠く。後i脚基節は 2対の逮回giをそなえる。幼虫は 5対の腹脚をそなえる。

全世界から約600種が知られ、熱帯とくにアフリカに多い。

Add α如 かず“惚知“餌‘s Walker はイン ドに生息 し、 7Tの粥β“〆賜 わme “

o班 ,脳〃/‘oZ郷 P初ゆPm 塊 zsを含む各種の双子葉樹木の葉を加害する。

幼虫は寒 い =鮮明を通 して食害す る。尺んo痴れβそのα粥yな郡α熊 帆/alk erは

熱 帯 各地 に分 布 す る。 Adims zqporα, 屑α〆/≧“c〃 /のめ 如 ,7 1の翻初雄α

′のれα'zzosαな どの葉 を巻 いて加害す る。尺“2y"解〃 Drury は東洋 区に広

く分布し、西インド諸島にも生息する。アカテツ料の葉を食害する。卵

は通常食樹の菓面に産みつけられる。幼虫ははしめ赤色であるが後に黒

班をもった青色に変り、体長は35mm になる。葉の先端を巻き込み、そ

の中にョラ豊する。鞘化は巻き菜内、上中、落葉層中で歩液化する。ジャワ
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では卵から成虫になるまで約30日かかる。Striglina scitaria Walkerは 

イントから太洋J・Il、オーストラリアに分有iする。A lbた2a pyocera, 

Anogeissu.s lid加ha, Dalbergia la 加lia，マ ン ゴ、Terminaha hal 

lerica,為I/ia xy(acm加など各極の双子葉樹木の葉を食う多食性の害虫 

である。卯は菜の上に産みつけられ、幼虫は絹糸の巣内にいる。インド 

では3 -4 週問でi世代を繰り返し、卯期は2 ~3 日、幼虫期は12-14 

日、蛹期は6 -8 日である。 

(IQメイ fll 'l- Fyi aliclae (webw'orms, leaftiers) 

成虫は小形ないし大形。娘部は大きく、単眼と毛隆はあるか、ない。 

複眼は裸で、II吻はあるか、ない。ある場合には鱗毛を欠くことが少な 

い。前脚の樫節は葉状片をそなえる。前・後翅とも中室は閉じる。鼓膜 

器は腹部にある。全世界から約1,500属2,000種が知られている。農林業 

の重要害虫が多くいる。 

Act ho lix flav?hasahs Giien'eは東洋区に分布し、各種の双子葉樹木の 

葉を加害する。イントで（」ドアバンガ、マンゴを、マラヤではルmbosa 

jam hasに被害があった。幼虫は暗褐色で、体長25mmになり、葉を巻い 

て摂食し、その中で蛹化する。Agro tare has玩a/ate Harnpsonは東南ア 

ジアに広く分布し、フトモモ科を主にミソハギ科のLag'mloam/aなどの 

巣を綴り摂食し、その中で蛹化する。インドではSiygiuni cunzznzi, 

Loge rst roemia 加TV加ha, L ゆeciosa, Zizygium cttniiniiからの記録が 

あり、年初めからモンスーン期にかけて食菜が見られる。北部では幼虫 

か蛹で越冬する。13os Ira zjibzcalis Laderer はインドのShorea robustaの 

幼木や苗木の菓を加害する。幼虫は平滑で黒色。日中は落葉層巾に潜み、 

夜間木に昇 り 食葉 中る。蛹期は 9 月で2 週問。C/rn/cal助Ic in 

strarninalis Guen己eけインド、パキスタンに分布し、Shorea , obustaな 

どのフタパガキ科や、Lagers/roemia speciosaなとの菓を食害する。年 

数世代を繰り返す。（コthic 1610/2/el (I 61"C )iSal2S Sneilcu はイン ドで 

-43. 

では卵か ら成虫にな るまで約 30日かか る。 Sとγ窓′?“"scz 超“"Walker は

イ ン ドか ら大 洋 州 、オ ー ス トラ リア に分 布 す る。 AZもぎ2彰 Pγoce泡 ,

4m 堰ezsszfs Azz狗‘2α,DQ 妙e増海 Z似先 α々, マ ン ゴ、 “沈ね2“の 2α る〆‐

‘eγ食α,X)-‘-α叉〆ocα物Qなど各種の双子葉樹木の葉を食う多食性の害虫

である。リ"は葉の上に産みつけられ、幼虫は絹糸の巣内にいる。インド

では 3~4 週間で 1世代を繰り返し、卵期は 2~3 日、幼虫期は12~14

日、師期 は 6~81j である。

(1のメ イガ料 Pylalldae 幅 'e vorllls,le≧lftlers)

成虫は小形ないし大形。頭部は大きく、単眼と毛隆はあるか、ない。

複眼は裸で、【ー吻はあるか、ない。ある場合には鱗毛を欠くことが少な

い。前脚の鰹節は葉状片をそなえる。前 o後組とも中室は閉じる。鼓膜

器は腹部にある。全世界から約 1,500属2,000種が知られている。農林業

の重要害虫が多くいる。

Aeごたり′獄月" の偽物 s Guenきeは東洋区に分布 し、各種の双子葉機木の

葉 を加害 する。 イン トでは ドアバ ンガ、マ ンゴを、マラヤでは.厄粥ろo卿

超朋ゎosに被害があった。幼虫は暗褐色で、体長25mm になり、葉を巻い

て摂食 し、 その中で師化する。 A‐gmzem 無櫛“◇如加 Hampson は東南ア

ジアに広 く分布 し、フトモモ料を主にミソハギ科のLαど桝sroe蹴彰などの

某 を綴 り根 食 し、 その中で踊化 す る。 イ ン ドでは S戦g"' 〃 "‘耀 m 〃,

LQg の霊ァ僻“2郡 無 靭航o/?",L Spedos α,Z 祷階 数桝 c"“2z煽ぎか らの 記 録 が

あり、年初めからモンスーン期にかけて食菓が見られる。北部では幼虫

か輔 で越冬する。βひ材摺 りiDぼαぬ Laderer はイ ン ドの Sたoだα rob那加の

幼木や繭木の葉を加害する。幼虫は平滑で黒色。 R中は落葉層中に潜み、

夜 間 才 に 昇 り食 葉 す る。 師 期 は 9 月で 2 週間。αzr′だ"/op′em

s虜の概ねα′zs Guenee はイン ド、パ キスタ ンに分布 し、 Sルoだα 'ob鷹畝な

どのフタバ ガキネ十や、上"どじな/焔のれzα spedosαな どの葉 を食害す る。年

数 阻 代 を・繰 り返 す。 C/′〃km 少 ′々ご′〃仰ごノ′s覆い Snellm は イ ン ドで
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A nogel認us Eat加ha, 7'ernuna加bet/rica Ttornentosaなどのシクン 

シ科の菓を食う。Pa加SW'i望CルIa Walkerは東洋区 に分布し、マメ科 

の菓を綴って加害する。インドではCassk, Jistulaの食菜性害虫として記 

録されている。C加hoc/es bicotor Swainsontt 日世界の熱帯から亜熟帯 

地域にかけて広く分布する。キョウチクトウ科の葉を食害し、インドで 

はOugeinia datbei曽lo ides を加害した記録がある。Glypliodespy勿α居 

Walker はインド、バキスタンに分布し、Morus atbαの重要害虫であり、 

葉を綴り主脈と大きな葉脈を残して食葉する。老熟幼虫は体長20-25mm 

になり、葉問で蛹化する。蛹で越冬する。C加坑odes stolatis Guen巨eは 

熱帯アフリカから太洋州まで分布し、nciaの食葉性害虫である。C 

りcina Tarns は熱帯アフリカに生息し、ウガンダではChiorophora cx-

celsaの 食菜性マイナー害虫である。この種はしばしばキジラミの 一種 

Pitytoケmaの虫えい房間にいて摂食し、この時たまたまキンラミを捕食 

したり死に至らしめる。Lamprosenia 危(ci i/ici加Harnpson はナイシェ 

麟麟篇麟隣縄 

り／で1曹、.4',え7二 

豊
 

図-23 Lamproserna lateriteahs 

上・中 幼虫（体長約2 0mm)下成虫（開張約2 2mm) 

(Wagne「 らより） 

144 

A720ge?ssz′s 如‘勿 如 ,7 セ削 z?77α如 6e偽 “餌 ,T わ“2靴 わs"な どの シ ク ン

シチナの葉 を食う。D卿α那覇eα"廓 Walker は東洋区に分布 し、マメネナ

の菜を綴って力=′者する。インドではC餌霊α五sね幽の食栗性害虫として記

録きれている。 Gもめんロメ硲 あの′“ Swainson は旧世界の熱帯から亜熱帯

地域にかけて広く分イーラする。キョウチクトウ料の葉を食害し、イン 1で

は 02‘g鱒れわ〆"‘be増 zozdesを加 害 した記 録 が あ る。 G収めたodps 好めα/7s

Walker はイン ド、パ キスタンに分布 し、間伊関 〆無の重要害虫 であ り、

葉を綴り主一脈と大きな葉脈を残して食葉する。老熟幼虫は体長20~25maI

にな り、菜間で輔化す る。姉 で越冬する。 G窃かzodes sf〆"′?s Guenee は

熱帯アフリカから大洋州まで分布 し、Fzc‘‘sの食事き性害虫である。 G

sj濁れ"Tams は熱 帯アフ リカに生唐、し、ウガンダでは C似Drop加地 81‐

cdsαの食莱性マイナー害虫である。この種はしばしばキジラミの -種

Pわめか“αの虫えい房間にいて摂食し、この時たまたまキシラミを捕食

した り死 に至 らしめる。乙α粥Pγosのれα超‘のzれ(z/7sHampson はナイ シェ

縁談諺鷺客軍事趣靴
　　　　　　　

図 -23 Lamprosema ′aとerr口 arfs

上 o中 幼虫(体長約20mm) 下 成虫(開張約22mm)

(Wagner らより)
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リア、ガーナの低地降雨林に広く分布し、Penocopsis e危Enの重要害虫 

である。成虫は開張18-21mm.黄褐色、翅は黄色て3 波状紋が走ってい 

る。30 -200粒からなる卵形の卯塊を菜面に産む。牌化幼虫は2枚の葉 

を組糸で綴り合わせ群棲して摂食する。被害葉は骸骨状になり褐変する。 

4 -5 齢幼虫は体長11-- 16mmになり、葉を綴り袋状の巣をつくって群棲 

し激しい被害をあたえ、この中で蛹化する。卵から成虫まで34 -45日で、 

年a -9 世代を繰り返す。 1卵塊で苗畑の6 -?か月生の苗木数木を完 

全に失菜させる。この虫の防除に天敵微生物のBacillus thuringi4525を 

用いてよい結果がえられている。Macal/a carbon加ra Meynek (= 

Lam ida carbon勇助はイントで双子葉樹木の食葉性害虫でAnogeisslバ 

ml加ha, Lagershioemia Palo加ha，マンゴ、Ternunalia behlenca,T 

torn en/osaな どにつく。幼虫は葉を綴り、その中で不規則にあるいは葉 

脈たけを残して食害し、絹糸の被覆物下で蛹化する。Massゆ加ab-

solutal?s Walkerはイン ドとパキスタンに分布し、Dendrocalanilお 

s/rictusの 食葉性害虫で、年1 世代以上を繰り返し、幼虫で越冬する。 

A1ゆJiopleryx ritodoluおa加}-lampson はインドに生息し、Ca-ssia 声tuba 

の葉や他の軟らかい部分を加害する。 2枚あるいは数葉を綴って巣をつ 

くり、その中で主脈を残し食害する。新莢に穿孔することもある。 1 年 

に数世代を繰り返す。Noo ida ノessahis Swinhoeはインドとパキスタン 

に分布し、Anogeissus tatゆhaとShorea roiwslaの他各種の双子葉樹木 

の葉を加害する。幼虫はインドでは6 ---7 月に活動し、樹皮の割れ目で 

蛹化する。0 it/zagaは東洋区の属のガで、双子葉樹木の葉を綴り、その 

中で食害する。インドでは0 mang加rae Harnpsonの他数種がマンゴ 

の葉を摂食する。また0 rhodop ti/a Meyrteldi Chukrasia tabulansの葉 

を綴リ加害する。Paゆi/a lahcosta加Gueri6eは 太 洋州 から東洋区に広く 

分布する。多食性で各種の双子葉樹木の葉を加害するが、H0/aγ所cue 

antidysenたHCaに被害が多い。成虫は白色て前翅は賞色に縁取られる。 

幼虫は体長35mmに達し、褐色で側面に黒色の唐をそなえ、群居し、昼 
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リア、ガーナの低地降雨林に広 く分布し、Pe“oのかzs e々 血の重要害虫

である。成虫は間張18~21mm 、黄褐色、紐は黄色て 3波状紋が走ってい

る。30~200 粒からなる卵形の卵塊を菓面に産む。購化幼虫は 2枚の葉

を絹糸で綴り合わせ群棲して横食する。被害葉は骸骨状になり禍変する。

4 ~5 齢幼虫は体長11~16mm になり、葉を綴り袋状の巣をつ くって群棲

し激しい被害をあたえ、この中で姉化する。卵から成虫まで34~45 日で、

年 8 ~9 世代を繰り返す。 1卵塊で苗畑の 6 ~7 か月生の苗木数本を完

全に失菓 させ る。 この虫の防除に天敵微生物のβαc?′′2侍 偽z‘“'壌2e“szsを

用 い て よい結 果 か え られ て い る。肌αcの超 cのめ "新〃"Meyrlcl 〈 (=

Lの欄dαG鯖彰“晩期)はインドで双子葉樹木の食葉性害虫でAれogeissz婚

妙 味o虚β,L α座 7sZme 榊 2α力"彫琢〆遊 , マ ン ゴ、 718郡 2?“"" 海抜 “cα,T

foiize昭osαなどにつく。幼虫は葉を綴 り、その中で不規則にあるいは葉

脈たけを残 して食害 し、絹糸の被覆物下で姉化する。肌嫌 ゅ棚 の‐

の‘"燦々 s Walker は イ ン ドとパ キ ス タ ンに分 布 し、 DB“のり倣わ伽2‘s

s筋 czz‘もの食葉性害虫で、年 1 世代以上を繰 り返 し、幼虫で越冬する。

N ゆ卿少だりば〆/zodoo俗物 s Halllpson は イ ン ドに生 息 し、 C偏 sm 万鷲 7ばα

の葉や他の軟らかい部分を加害する。 2枚あるいは数葉を綴って巣をつ

くり、その中で主脈を残し食害する。新薬に穿孔することもある。 1年

に数世代を繰 り返す。No研げαたs盟友s swn・hoeはインドとパキスタン

に分布ー{ A加藤 ?撤婚姻あ卿 とSん“eα 'のり硲如の他各種の双子葉樹木

の葉を加害する。幼虫はインドでは 6~7 月に活動し、樹皮の割れ目で

顛化する。 omm ぎαは東洋区の届のガで、双子葉樹木の葉を綴 り、その

中で食 害 す る。 イン ドでは 0 2“〃“g乾焔β Hampson の他数種 がマ ンゴ

の葉 を摂食す る。 また 0 舵 odopご飯 Meynck は C捌 か佃 m ねるヱ‘卿・sの葉

を綴り加害する。Hzzの“αねれcosrα盤 Guenee は大洋州から東洋区に広 く

分布する。多食性で各種の双子葉樹木の葉を加害するが、品o′"γ戒め2α

α鰯zdyse煽げた"に被害が多い。成虫は白色て前紐は黄色に縁取られる。

幼虫は体長35mm に達し、褐色で側面に黒色の癌をそなえ、鯖居し、昼
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間は被害葉と虫糞を付けた絹糸網の被覆物中に潜み夜間そこから出てき 

て食葉する。移動時には頭を葉から反りかえし、ガタガタと音を立てる。 

年数世代を繰り返す。Pa伽加tnargzna加Rarnpson は東南アジアに広 

く分布し、マラヤではキナノキの‘‘はまきが’’として知られ、Bombax 

malabaricurnや Lannea coroniandelicaにもつく。Pンゆita vertunznahs 

Guen巨eはアンダマン諸島、ポルネオ、スラウエシー、インド、ニュー 

ギニア、北オーストラリアに分布し、チークやBombax makbmIctirnは 

じめ各種の双子菓樹木の食葉性害虫である。幼虫は生長すると32 in inに 

達し、暗緑色で多くの黒斑をそなえる。 2枚の菓の緑を綴り合わせ、そ 

の中で食害する。インドでは年2 世代、幼虫で越冬する～ Ptonea 

aureolatzs Lederer はアンダマン諸島、インド、パキスタン、 ミャンマ 

ーに分布し、メリナ、T加ninalia ch功idaなどにつく。P /hlり叫mbtie (a 

Mo ore はインドでDen droca切nus strictusの食菓刊害虫である。Jコhoc 

ions milvtnahis Swinhoeはインドとパキスタンに分布し、チークと 

羅 

勢
 

醸
 

j-24 Piiocrocis miiv!nalis 

左被害葉上幼虫（体長約2 7mm) 

中蛹（開張約28mm) 
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間は被害葉と虫糞を付けた絹糸網の被覆物中に潜み夜間そこから出てき

て食葉する。移動時には頭を葉から反 りかえし、ガタガタと音を立てる。

年 数世代 を繰 り返 す。 Pαめztα mtz増加 "超 Hampson は東南 ア ジア に広

く分布 し、マラヤではキナノキの ままき力ぞ として知られ、Bomb 倣

?〃"ね加 “c"?れや 乙α72“eα のγの〃の 2卿 Zmt こ もっ く。 Rzz肋 節 泥 中伽 "m ‘2s

Guen きeは ア ン ダ マ ン諸 島 、 ボ ル ネ オ、 ス ラ ウ エ シー 、 イ ン ド、 ニ ュ ー

ギニア、北オース トラリアに分布 し、チークやβのめ解 榊αおる僻 Zcm“は

じめ各種の双子葉樹木の食葉性害虫である。幼虫は生長すると32mm に

達し、暗緑色で多くの黒斑をそなえる。 2枚の巣の緑を綴 り合わせ、そ

の 中で食害す る。インドでは年 2世代、幼虫で越冬する。Pzoれgα

α鮒の‘煽る Lederer はア ンダマ ン諸島、イ ン ド、パキスタン、 ミャンマ

ーに分布 し、メ リナ、 Ze“"≠カメ?α物 e卿 函などにつ く。P" 卿 咳翻る?〆"郷

Moore はイ ン ドで D卿αmc 〆"伽郷 szrzcz硲の食業 1害 虫で ある。弾めc

γoczs 欄"““"ムs swlnhoe は イ ン ドとパ キス タンに分布 し、 チー ク と

　　　　　　　　　　＼ ＼

繊
麗臓
圏
瀞

図 一 24 P"ocroc ′s miMna ′′s

左 被害葉 上 幼虫(体長約2 7mm)

中 鰯 (開張約28mm)
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a 'ssiit fishiなの葉を食害し、 1年数世代を繰り返す。乃rausta 加mー 

bucivora Mooreはインドとバキスタンに分布し、Ba,励Itsa vztなansと 

Dendroca/ainus s/rtc(usなどの竹類の葉を食う。パンシャブ地方で時に 

被害をあたえる。卵塊は寄生竹の薬に産下され、幼虫が葉を巻いて曲内 

で蛹化する。乃cans/a coc/esa/is Walkeiはイントとパキスタンに分布 

し、Bambusa vulgansとDen droca/ainus s/ic/usその他の竹類の葉を食 

う。インドネシアで目サトウキピにつくことが知られている。シャワで 

は寄生蜂がこの虫の生息密度を適当に制御しているという。P 

nwc/uoeralis Walkerは インド、バキスタンから東洋区オ・ーストラリア 

に分布するチークの害虫であり、チーク・スケルトナイザーと呼ばれる。 

成血の開張は］9~ 26mmて、前翅は黄色で変化のあるシグサグ紋をそな 

え、後趨は黄土色か赤色の線か帯をそなえる。幼虫は体長22 -25mmnに 

達し、緑色ないし褐色あるいは紫色かかり、褐色、黄色あるいは縁色の 

条紋を側縁にそなえ、 4 黒斑をもち、各体節は白色か黄色に縁取られる。 

クマツズラ科の葉を食害し、チークの重要害虫である。 1 世代は18 -H33 

日で、 1 年に10世代以上を繰り返す。成虫は夜間活動し、かなり飛翔す 

る。 1 断は数百卵を寄生樹の菜表や葉裏に産下する。幼虫は荒い網目状 

のテントの下で葉脈を残し加害する。蛹化はテントの中や下草あるいI」 

諸葉層「Ilで行う。被害樹は活力が低下し、生k量も低下する。クロスシ 

キンノメイガ（S加epic ha/tea/n Fabncios)はョーロッパ、アフリ 

力、アジアに広く分布し、幼虫は双了葉林木や濯木の菓を食う多食性の 

害虫である。 シャワては茶を、インドてはAnacai仇201? OcCIden加厄 

Lan nec corounan dc/icc, Sliorea rohus/a，ナイシェリアでLI Eucal)や[215 

cetnodora, E toret/zana,マラヤてI」Pa切utiuni gut/a, 日木ではQ(IC)' 

(US Sj)が加害柑として記録されている。産卵は葉に1粒ずつ産みつけ 

られ、幼虫は集を巻く。インドでは幼虫期は約24日、蝋期は約14日であ 

る。 ii、本神はチークのl ,&食巣性害」にある仏h/nec puem Ci ame1 

とチー ク・スケルトナイサー（乃ialista mnaIio"raius \valket ) を抽食す 
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C佃s迄乃豆“〃の葉を食害 し、 1年数世代を繰 り返す。Pym 婚姻 加フル

鰯飲めγα Moore はイン ドとパ キス タ ンに分布 し、 Bの逆 7′煎 り?‘忽"r総と

Deヵ御 oc〆"''?縦 srγ‘山畑な どの竹類の葉 を食 う。パ ンシャフ地 方で時 に

被害をあたえる。卵塊は寄生竹の葉に産下され、幼虫が葉を巻いて曲内

で姉化 す る。 Pym 婚姻 仰ご′g照応 Walkel はイン トとパ キスタ ンに分布

し、β〃伽卿細 り"忽の7sと Dc“〆節餌毎m 雄 s伊仙‘sその他の竹類 の粂 を食

う。インドネシアではサ トウキビにつくことが知られている。シャワで

は寄生蜂が この虫の生息密度 を適当に制御1しているという。P.

“?僻め e針α焔 Walkcr はイ ン ド、パ キス タ ンか ら東洋区オース トラ リア

に分布す るチークの害虫であ り、チーク ・スケル トナイザーと呼ばれ る。

成虫の=日張は]9~26mm て、前畑は黄色で変化のあるシグザグ紋をそな

え、後超は黄土色か赤色の線か帯をそなだろ。幼虫は体長22~25mm に

達し、緑色ないし褐色あるいは紫色かかり、褐色、黄色あるいは緑色の

条紋をず1ミリ緑にそなえ、 4黒班をもち、各体節は白色か黄色に縁取られる。

クマツズラ科の葉を食害し、チークの重要害虫である。 1世代は18~33

1jで、 1年に10世代以上を繰り返す。成虫は夜間活動し、かなりヲ掩潟小ず

る。 1鮒は数百卵を寄生樹の葉表や葉裏に産‐ドする。幼虫は荒い網目状

のテントの下で葉脈を残し加害する。輔化はテントの中や1 草あるいは

落葉層 rllで行う。被害樹は活力が低下し、生長量も低 1する。クーフスシ

キンノメイガ (S/y/ゆ南 Or′〃r"/〃 Fabll ぐlus) は ヨー ロ ッパ、アフ リ

カ、アジアに広く分布し、幼虫は双ァ葉林水や潅木の葉を食う多食1生の

害 虫で あ る。 シ ャツて は茶 を、 イ ン ドて は A77αc〃ぬ"'〃 occ辺の2粥/β,

Lα粥解α α'γの〃αi?〆だ/rm,S/ ′oフでαγり無 郷 , ナ イ シ ェ リア ー はβ〃倣 収野 "s

c′′“o加〆〃,E ‘or〆超 "", マ ラヤ て は Rα超卿 z〃〃2 g〃z畝 1:1くで は Q〃er

cz侍 sp が加害樹 として記録されている。産卵は葉に 1粒ずつ産みつけ

られ、幼虫は集を巻く。インドでは幼虫期は約24Fー、蝋燭=↓的14日ずであ

る。 j7、不朽;はチークの i没食某至上害虫てある /か弱〃招 か′em Cmme1

とチ ク ・スケル トナイサー (′ヤ 棚 sr"りm〈卿淑覆そ Walked を一雨fです
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図-29 Hybiaea puera 

左被害葉右上幼虫（休長約32mり 

右下成虫（開張約3日m) 

(Beesoilよ り） 

』算磐xく苫］ミで奪ミ、 

fl 肩舞 

図-26 Stylepta derogata 

左被害葉右上幼虫（体長約24mm)成虫（聞張約3 1am) 

(Kaishoven) 

るイI右ト虫てもある。Sly!epla dci ogata Fahriciiis は東‘「i4、 6')熱弗と'1ト熱 

帯地域、アフリカから東南アシア、ニューギニア、けモア、フf シー ま 

で広く分布する。成虫は開張30mm.談黄色で網口状の曜色線をそなえ 

る。幼虫目縁色で綱長く、綿の害血として知られているか、アオイ利の 

ほとんどの種類とその近縁の科の葉を食害する。Cat加pen tan di'a, 

均d」a‘・alycina, Oclironia (ago加'Sなども加害樹として記録されている。 

卯は談黄色で寄生樹の集の両面に産下される。若幼Il-kは葉を巻いた被覆 
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図 一 25 日威′aea puerd

左 被害蕪 右上 幼虫(体長約32mm)

右下 成虫(1粥票約38EM)

(Beeson よ り)

図 一 26 Stylepta de「ogata

左 被害薬 右上 幼虫(体長的郷′溜り 成虫 (開張約37#}"?)

(Kaー5hoven)

る有益リて もある。S/〆⑦ /"化〃¥;〃云〃Fahrlclus は束、r斗の熱唱;と神熱

帯地域、アフ リカか ら東南アシア、ニ ューギニア、 サモア、フ 「シーま

で広 く分布する。成虫は開張30mm 、淡黄官ーぐ細ロ.法の暗色線をそなえ

る。幼虫は緑色で細長く、綿の害虫として知られているか、アオイキーの

ほ とん どの種類 とその近緑の科の葉を食害する。 Cez棚 加川α77の“,

′極 m m かメタ2仏 oc/′知ヵm ′αgop縦な ども加害樹 として記録 されている。

卵は淡黄色で寄生樹の葉の両面に産-1ぐされも。苛☆小宴は柴を巻いた被覆
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物の中に群集する。生長すると分散し個々の幼虫か集を巻く。蛹化I」巻 

き葉内か土中でする。インドでは年3 - 5世代繰リ返す。卵、幼虫、蛹 

の期間はそれぞれ2 -6 , 15 -35, 6 -12日で、マラヤでは3 , 15, 7 

日である。S 玩na/is Guen己eはインドとパキスタンに分布し、成虫は開 

張約25mm,灰色て前翅の縁近くに淡色の条がある。幼虫は体長20mm 

に達し、白毛からなる房をそなえる。双子葉樹木の葉を食う多食性の毛 

虫てあるか、ブトウフ) ',I,虫てらあリ、Que;CKS (llc(lJlaにし・つく。幼虫の 

活動期は6 月から10月で寄生樹の集の上に集合して食害する。 

Trac加lejndza fruct2cassiel/a Ragonotは東半球の熱帯でCassw 戸5/U臨な 

どの莢に潜る。イント、パキスタン、ウガンダではかなりの被害がある。 

(I?)トリバガ科PLerophoridae (plume noths) 

成虫は小形り前翅は2本に、後翅は3本に裂ける。和名は鳥羽蛾の意 

である。口吻は良く発達し、小腮髪は微小で1節。下唇鬚は細長く上向 

する。睡節の刺は長い。幼血は比校的滑らかか刺がある。花、葉を摂食 

するが、茎や種子内て生活するものもいる。世界から約500種が知られ 

ている。 

PdbりpI'hapusd1/idh‘り必は スリランカ、イント、 ミャンマー、香港、 

ハワイ、酉イ ンド諸島、南アフリカに分布する。英名はLa niana 

plume mothと呼ばれている。 

(18)セセリチョウ科Hesperndae (slippeis) 

成虫は小型ないし中型、太短い。毛と鱗毛を密にそなえ、黒色、灰色、 

褐色あるいはrs色。頭部は大形。触角は梶棒状、先端が鉤状で尖がる。 

ド唇鬚は3 節で直線か上向する。前難の翅脈は全部が分離し、普通姐棟 

はない。阿却は良く発達する。昼間敏捷に飛翔する。幼虫は裸体で扇平 

かやや円筒形。頭部は大きく、しばしば前方に幅広くなり、対をなした 

突起をそなえる。腹脚は5 対。多くけ夜行性で各種の植物を加害する。 
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物の中に群集する。生長すると分散し個々の幼虫か菜を巻く。筋化は巻

き菓内か土中でする。インドでは年 3 ~ 5世代繰 り返す。卵、幼虫、蛸

の期間はそれぞれ 2 ~ 6 、 15~35 、 6 ~12 ロで、マ ラヤでは 3、 15、 7

日である。 S,‘“7z"‘ZS Guen きeはイン ドとパキスタンに分布 し、成虫は開

帳約25mm 、灰色て前組の緑近くに淡色の条がある。幼虫は体長20mm

に達し、白毛からなる房をそなえる。双子葉樹木の葉を食う多食性の毛

虫てあるか、ブ トウクァ1 虫て もあ り、Q鵜川ハリーα1'mに もつ く。幼 虫の

活動期は 6 月から10月で寄生樹の菜の上に集合 して食害する。

rm ぼけZepzdzα万mm 僻駐郷超 Ragonot は東半球 の熱帯で C備 sm 月山「わな

どの英 に潜 る。 イン ド、パ キスタン、ウガ ンダではかな りの被害がある。

(1のトリバガ科 PLcrophorldae(plume llotlls)

成虫は小形。前殻は 2木に、後遡は3木に裂ける。和名は鳥羽鰍の意

である。口吻は良く発達し、小豚嬬は微小で 1節。下唇援は細長く上向

する。歴節の刺は長い。幼虫は比較的滑らかか刺がある。花、葉を贋食

するが、基や種子内 r〔生テ吉するものもいる。世界から約500種が知られ

てい る。

P奴籾かねど紹 P"覇"娘αの南はス リランカ、 イン ト、 ミャンマー、香港、

ハ ワ イ‐ 西 イ ン ド諸 島、 南 ア フ リカ に分布 す る。英 名は LanLana

plume moth と呼ばれてい る。

◎セセ リチ ョウ利 Hesper1idae(slippels)

成虫は小型ないし中型、大短い。毛と鱗毛を密にそなえ、黒色、灰色、

褐色あるいは榊色。頭部は大形。触角は梶棒状、北端が釣状で尖がる。

下唇婚は 3節で直線か上向する。前期の期脈は全部が分団Lし、普通班疎

はない。前脚は良く発達する。昼間敏捷に飛擁する。幼虫は裸体で扇平

かやや円筒形。頭部は大きく、しばしば前方に幅広 くなり、対をなした

突起をそなえる。腹脚は5対。多くば夜行性で各種の植物を加害する。
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殺作物、禾木科草類、ヤシ類、豆科植物を食うものか多い。全世界に約 

500属3,000種が知られている。 

Badwnza exclarnahonis Fabitciusはインド、パキスタンから中国、 

オーストラリアに分布し、インドではAmフgeissus acuntinala, T とγ 

nnnaha belle iimはじめ多くの樹木の葉を食害するが、マイナー害虫で 

ある。Malapa ana Mooreはインドに生息し、幼虫はDendrocalanzus 

glnllIsな どの竹類の葉を巻いて食害する。 

囲アゲハチョウ利 Papilionidae (swallowteils) 

成虫は大型ないし中型。美胆な光輝色の蝶で、大部分のものは虹彩あ 

る黒色、暗藍色または青色で、鮮明な黄色、赤色、藍色などの斑紋をそ 

なえる。触角は顕著な球杵状。脚は全部発達する。麹は大形で、後翅は 

第1臀脈を欠き、しばしば尾状突起をそなえる。色彩は雌雄または季節 

によって変ることがある。幼虫は大形、肉質で滑らか、背面と側面に肉 

質の突起をそなえることがある。胸部はしばしば大形となり、背上に臭 

角をそなえるものが多い。 

C /ulase Cbha Lianaeusはスリランカ、インド、マラヤなど東洋区に 

『、－' 

I/ 
、、一／一 

図-27 Graphium agarneninon 

左蛹右一幼虫（体長約40mm)(Kalshovenよ り） 
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穀作物、禾木科草頚、ヤシ類、豆矛;ト植物を食うものが多い。全世界に約

500届 3,000種が知られている。

βα〆の欄α 錆 c如?棚′2om も Fab ・lclus は イ ン ド、 パ キ ス タ ンか ら中 国 、

オ ー ス ト ラ リ ア に 分 布 し、 イ ン ドで は A れogezsszfs 解 2"?zi“"≠", 8r

′“〃m 幽 晦物“似はじめ多くの樹木の葉を食害するが、マイナー害虫で

あ る。財のαPQ の徽 Moore は イ ン ドに生 息 し、幼 虫は De“のα〆α伽榔

勝泊ぶなどの竹類の葉を巻いて食害する。

(糊アゲハチ ョウ不一 Pap・lionidae(swallowtcils)

成虫は大型ないし中型。美麗な光輝色の蝶で、大部分のものは虹彩あ

る黒色、暗藍色または青色で、鮮明な黄色、赤色、藍色などの斑紋をそ

なえる。触角は顕著な球梓状。脚ば全部発達する。組は大形で、後細は

第 1腎脈を欠き、しばしば尾状突起をそなえる。色彩は雌雄または季節

によって変ることがある。幼虫は大形、肉質で滑らか、背面と側面に肉

質の突起をそなえることがある。胸部はしばしば大形となり、背上に臭

角をそなえるものが多い。

C/‘?‘ぬαじか‘7α Lmnaeus はス リランカ、イ ン ド、マ ラヤな ど東洋区に

　
　
　
　

だ
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図 一 27 Graphium agamemnon

左 蟻 右 .幼虫(体長約40mm)(Kalshoven より)
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生息し、成虫は趨に黒の縞と斑点があり、色彩の変化により数亜種がい 

る。クスノキ、Cinnainomuin zevianicuniなどの菓を日巾摂食する。幼 

虫は輝いた色彩で休に多くの棟をそなえる。蛹はぶら下がり枯枝に似る。 

Gnゆhium agameinnon Linnaeusは東洋区からオーストラリアの主に 

高温高湿度の地域に分布する。幼虫は主にAnnonaceaeの 集を加害する 

が、インド、マフヤでMit lie!w chain加mを食葉した記録がある。南イ 

ンドでは4 -5 週問で1世代、産卵は葉の裏面にする。蝋は菓柄と枝に 

固定されている。アオスシアゲハ（Ci妙lnuin saipedon Liunaeus)は 

東洋区に分布し、成虫は輝いた黒と緑のチョウで、幼虫は緑色でクスノ 

キやCinnarnonum say/an icurnなどのクスノキ科やMichelea c加rnjliaca 

の淡緑色の新柏に産卵する。幼血は夜間に活動し、はじめ新柏の外細織 

を、のらに集を食害する。輸化は葉の下面で」る。インドでは蛹期間が 

寒期に3 /)月。成虫は3 月に出現する。P（ゆi/ia dernoieus Lmnaeusは 

アフリカから東I剃×を通って太洋州才で分布する。飛翔力が強く、太陽 

光線の強い時にしばしば群飛する。幼虫は体長4 mm になり、緑色ある 

いは麦わら色で褐色や白色斑紋をそなえる。多食性で各種の双子菓樹木 

の菓を食べる。相橘類の害虫として知られているが、AagIa marine/os, 

Chん,1フ円3)んxi su,ietenia, 乙司ゆhus man元/lanaにもつく。卯は1個か小 

群で寄生樹の菓に産みつりられる。若齢幼虫は暗褐色で白斑が入り鳥の 

糞に似る。輔は葉や小枝につく。 1 世代は20 -100口、インドでは年5 

-6 世代を繰り返す。卯、幼虫、輔の期間はそれぞれ3 - 6 、 15 -29. 

7 --2411である。 

(20)シロチ iiウ41 Pieridae (white -and salter butterflies) 

成虫は巾形、多くは白色て橙色や黄色の種類もあり、暗色や黒色の斑 

紋をそなえる。触角は顕著か球智状をなす。下唇髪は頭部より短いかま 

たは長い。脚は完全に発達する。後翅は臀脈をそなえる。幼虫は帯青色 

か帯黄色で、暗色の小預粒か線をぐなえるものがいる。体はやや細く冷 
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生息し、成虫は鰯に黒の鯖と斑点があり、色彩の変化により数亜種がい

る。 クス ノキ、α〃“"′'20'm‘'?zzeγ/"欄 c"'“などの葉 を n 中すま1食す る。幼

虫は輝いた色彩で体に多くの敷をそなえる。輔はぶら下がり枯枝に似る。

Gmp 廓 "?“ "#α“溺れフ7の‘Limaeus は東洋区か らオ一ス トラ リアの主 に

高温高湿度の地域に分布する。幼虫は主にAnnonaceae の菜を加害する

が、イ ン ド、マ ラヤで脳に/ze′?Q c郷フれP解αを食菓 した記録がある。南イ

ンドでは 4 ~5 週間で 1世代、産卵は葉の裏面にする。緬は菓柄と枝に

固定 されてい る。アオスシアゲハ (CmP ′"“粥 sのかeぬ れ Linnaeu も) は

東洋区に分布し、成虫は輝いた黒と緑のチョウで、幼虫は緑色でクスノ

キや Cz〃""“20“〆〃z zぞ〆の"cm 〃な どの クスノキ料や 脳北海 !2α c卿 mpαcα

の淡緑色の新婚に産卵する。幼虫は夜間に活動し、はじめ新梢の外編機

を、のちに葉を食害する。緬化は柴の下面でする。インドでは蛸期間が

寒 IUIに 3 ヵ月。成 虫は 3 月に出現す る。 Pqp7′zo demo′gr4sLil・naeus は

アフリカから東洋区を通って大洋弁1ぎで分布する。飛朔力が強く、太陽

光線の強いil占にしばしばir編輯する。幼虫は体長 41nm になり、緑色ある

いは麦わら色で褐色や白色斑紋をそなえる。多食性で各種の双子葉樹木

の葉 を食べ る。相橘類の害虫 として知 られてい るが、 A 昭を“z"テ“2e/os,

Cなお鞘樽ノわ“ 姻〆""",Z 脚力厳格 '“""“≧市72"に もつ く。 卵 は 1個 か小

津洋で寄生樹の葉に産みつけられる。若齢幼虫は暗褐色で白斑が入り鳥の

糞に似る。師は薬や小枝につく。 1世‐代は20~100 日、インドでは年 5

~6 世ず を繰 り返す。卵、幼 虫、姉の期間はそれぞれ 3 ~ 6、 15~29 、

7~24R である。

(20)シロチ ョウ科 P1er1dae (wh1te and sulfer butterfiles)

成虫は「同ク、多くは白色て澄色や黄色の種類もあり、暗色や黒色の斑

紋をそなえる。触角は顕著ウョ詩ミネギ状をなす。下唇髪は頭部より短いかま

たは長い。脚は完全に発達する。後矧は轡脈をそなえる。幼虫は帯青色

か帯黄色で、暗色の小願粒か線をそなえるものがいる。体はやや細く情
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らかか頼粒あるいは毛をそなえる。胴部の環節は二次的環節をそなえ、 

腹脚の鈎爪は2 またけ3列からなる。 

Cal oj)sllRa (locale Ci anieiI」東洋区とオーストラリア区に広く分』」し、 

図―29 Catopsiiia crocale 

成虫（開張約60mm)(E3eeson より） 

Cassia属 の葉を加害し、イントではButea monoゆer/naの菓も加害する。 

成虫は硫黄色、開張はS -7. Scot 昼間飛翔し、水たまリに集る。イン 

トでは1世代は］か月。卵は葉に1粒すつ産みつけられる。幼虫は体長 

4LI ruin,輝いた緑色から青緑色、暗色の背線と幅広い白色の側帯かあり、 

背仰と側面に黒ないし緑色の小瘤をそなえる。蛹は葉や小枝にふらドか 

る。激害木は粘れたり歪型となることがある。C florelta Fabiiciusは 

アフリカに広く分布し、インドには亜種がいる。成虫は移動性かある。 

幼虫はCassia の 菓を食へる。ウガンタでは苗畑のCassia jammm に激し 

い被害をあたえる。マラウィでは綿の害虫として知られているが被害は 

軽く局所的である。C 加niona babricius日イント、バキスタン、セイ 

ロン、 マラヤ、香港、オーストラリア、フィシーなどに広く分布し、 

Cassiaの 集を加害し、苗畑で激しい被害のてることがあるか、通常被害 

は少ない。蛹化は葉の裏面でする。C "ran the 1-I ei bstはオーストラリ 

ア区、東洋区に分布する。成虫は集合して移動する。卵は集に1粒すつ 

産卵する。輸は集や細枝にぶら下がる。幼虫は細長く緑色て Cassia の 
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らかか順粒あるいは毛をそなえる。胴部の環節は二次的環節をそなえ、

腹脚の釣爪は 2 または 3効からなる。

C"/opszZ2" ばα "′〃 C}an1eI は東洋区 とオース トラ リア区に広 く分布 し、

図 醐 28 Catopsi ′′a crocafe

成虫(間張約60mm)(Beeson より)

C婚s鯉属 の葉 を加害 し、イン トではβ"をα '“oれos加川 ?αの集 も加害す る。

成虫は硫黄色、開張は 5 ~7.5cm 。昼間勇せ擁し、水た誹りに集る イン

トでは 11な[f は 1か月。卵は葉に 1粒ずつ産みつけられる。幼虫は体長

40mm 、輝いた緑色から青緑色、暗色の背線と幅広い白色の側帯かあり、

背面と側面に黒ないし緑色の小溜をそなえる。師は葉や小枝にふら下か

る。 f教害木 は枯れた り歪型 とな るこ とがあ る。 C 月ore葛"Fab1 1uus は

アフリカに広く分布し、インドには亜種がいる。成虫は移劉r挫かある。

幼虫は C zssmの葉 を食へ る。 ウガ ンダでは苗女川の CdsM α 7α粥徹餌に激 し

い被害をあたえる。マラウィでは綿の害虫として知られているが被害は

軽 くh 所的である。 C Dのれo〃α 1 abriclusと」イ ン 1・、パ キスタ ン、セイ

ロン、 マラヤ、香港、オース トラ リア、 フ イシーなどに広 く分布 し、

C‘裕smの巣を加害 し、苗畑で激 しい被害のてることがあるか、通常ネ安斉

は少ない。踊 化は葉の裏面です る。 C 加川〃≧′2e Helbst はオース トラ リ

ア区、東洋-ズに分布する。成虫は集合 して移動する。卵は条に 1粒すっ

産卵する。師は葉や細枝にぶら下がる。幼虫は細長く緑色て Cαss2αの
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葉を加害する。タイワンキチョウ（Eurema b危nc/a Boisduval）はス 

リラン力、インド、アンダマン諸島、 ミャンマーに分布する。成虫は開 

張35-50mm ,黄色であるが、翅は黒色に縁取られる。豆科植物の葉を 

食う。造林木ではAcrocaゆus frax玩如hus,AIbizia Chinensis,A ルl 

ca/aria, A lebbeck, A o山ra！誘hna, Cassia Jist“危，C.noc/osa, Xylia 

xyloca功αなどが加害樹として記録されている。インドでは年数世代を 

繰り返し、 1 世代長は低地では約1か月、海抜高1,500m以上の所では 

50日あるいはそれ以上である。成虫は時に大群で群飛する。卵は低所の 

葉裏に産みつけられる。幼虫は体長25mmになる。緑色で頭部は黒く側 

面に淡色帯を持ち、集合して主脈を残して食害する。加害樹あるいはそ 

の他の木で蛹化する。蛹は黒色、多少扇平で、尾端でぶら下がる。集合 

性がありしばしば塊状になる。この種類は苗畑、幼齢造林地、街路樹で 

激しい被害を与えることがある。キチョウ（Fm'enia mthe Liii 

naeus) はアフリカから南アシア、オーストラリア、太洋州までの熱帯 

地域に分布する。幼虫は体長約25mmに達し、緑色で頭部は暗色である。 

一般に豆科植物と各種の農作物の食葉性害虫であるが、林木ではAI一 

bizia ルIcataria, Aprocera, Cassia 声U,加，C sunnea, Pithecellohiurn 

血Iceなどの豆科樹木のほかチークにもつく。成虫は道路の水たまりに 

よく群がる。蝋は小枝や葉脈から頭を下にぶら下がる。フィジーでは 

Cassia siameaの菓を激しく食い、マラヤに生息するキチョウの一亜種 

のEh, conlubernabs Mooreは乾期に造林地のAlbizia 血Icat ariaと苗畑 

と幼齢造林地のチークに被害をあたえたことがある。 

ロ］）シシミチa ウ利 Lycaenidae (blues, coppel亀 haji streak司 

成虫は小形。姐の上面の地色は普通金属的藍色、青色、青銅色。触角 

は祝棒状で、各環節は白鱗粉で輪環状に色ずけられる。雄の前脚は短い。 

幼虫は短く扇平でナメクジを縮めた形状をして、体表は平滑かあるいは 

癌がある。頭部は伸縮自山で、脚は短く隠れる。 
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葉 を加害す る。 タイワ ンキチ ョウ (E卿鋤僻 みおれ吻 Bolsduval) はス

リランカ、イ ン ド、ア ンダマ ン諸島、 ミャンマーに分布す る。成虫は開

張35~50mm 、黄色であるが、週は黒色に縁取られる。豆矛}←植物の葉を

食 う。 造 林 木 で は A‐cm 僻 め 2佑 声伽 粥 的′z婚 ,A 妙粥 α c粥彫の?szs,A 危 /.

c似α?7α,A /e肋沈々,A odo 棚幼s郡'“",Cqs “" “態“ね ,C, “odom,Xy 鳶α

卸ご鑑の汐αなどが加害樹 として記録されている。インドでは年数世代を

繰り返 し、 1 世代長は低地では約 1か月、海抜高1,5001n以上の所では

50ロあるいはそれ以上である。成虫は時に大群で群飛する。卵は低所の

葉裏に産みつけられる。幼虫は体長25mm になる。緑色で頭部は黒く側

面に淡色帯を持ち、集合して主脈を残して食害する。加害樹あるいはそ

の他の木で姉化する。師は黒色、多少扇平で、尾端でぶら下がる。集合

性がありしばしば塊状になる。この種類は苗畑、幼齢造林地、街路樹で

激 しい 被 害 を与 え る こ とが あ る。 キ チ ョウ {&" の“αん沈め e LII}

naeus) はアフリカから南アシア、オーストラリア、大洋州までの熱帯

地域に分布する。幼虫は体長約25mm に達し、緑色で頭部は暗色である。

一般に豆科植物 と各種の農作物の食葉性害虫であるが、林木ではA‘‐

biziq 忽 たQ忽77口,A, メガ◇ce〆Q,CQSS7 α弄s‘"′",C S海?郷α,P 海28α拘 われ““

汝化どなどの豆科樹木のほかチークにもつく。成虫は道路の水たまりに

よく群がる。蝋は小枝や葉脈から頭を下にぶら下がる。フィジーでは

C"sszq szの“〃"の菜 を激 しく食 い、マ ラヤ に生息す るキチ ョウの一亜種

の房 あの 'z粥彰γ“〃‘zs Moore は乾期 に造林地の A 偽後彰 た奴破けiqと苗畑

と幼齢造林地のヲ‐一クに被害をあたえたことがある。

鯛)シ シ ミチ フ科 Lycaenidae(blues,coppe ・s,ha1l streak

成虫は小形。籾の上面の地色は普通金属的藍色、青色、青銅色。触角

は祝棒状で、各環餅ーは白鱗粉で輪環状に色ずけられる。雄の前脚は短い。

幼虫は短く周平でナメクジを縮めた形状をして、体表は平滑かあるいは

斑がある。頭部はずIH続自由で、脚は短く隠れる。
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Arhopala amantes Hewitsonは各種の 双子菜肘木の集を食うが、造 

林木からはShorea robus危，Terniznaha lontentosa, Xyha xylocai加が 

知られている。iU Itopula atiax Hewitson IJインドとマラヤに生息し、 

幼虫はShorea robustaの葉を食うが、被害は問題にならない。Euch 

rvsops pandava Hrn afieldは東洋区に分布し、幼虫は豆科植物の葉、花、 

莢などを食い、インドではaitea )nonoゆenna, Ougeinia dalhergioides, 

均IW 13山m,伽zを加害する。マラヤでは下層の作物に普通の害虫である。 

ウラナ ミ シジミ （Lam/ndes boeticus Linnaeus） はlongtailed blue 

butterfly ともbean butterflyとも呼ばれる。成虫は移動竹があり、分布 

は非常に広くョーロッパ、アフリ力、アシアから太洋州で日本にもいる。 

成虫は開張28- 30mm、幼虫は頑丈な虫で、深緑色ないし赤褐色で背面 

に暗色の縦条をそなえ、各節側面に斜の淡色条をそなえる。インドでは 

2 , 3 月にヒマラヤから北の方に移動し、 I ~3 月にかるとイントから 

南あるいは束南方のスリランカやマラヤへと移動する。幼虫は豆科植物 

の花、種子、若菜を食う。ェンドウマメ、大豆などの豆、アルファルフ 

ァなどの作物の害虫として知られている。イントではB“たα,m"OS 

pcrow,xyIi'l5)而(ar/)aの集、花序、若い果実を加害した報告がある。 

卵は加害樹の各所に産卵され、蜘化は樹上か落 層中でする。発育IJ気 

温によって違い、ヲーロノパてけ多く目年1 世代、暖日lては2世代のこ 

とがある。シャワでは卵から成虫まで5 ---?週間ぐある。Vnncliok 

isocrates Fahi iciusはインドとバキスタンに分布し、幼虫は果実に穿孔 

し種子を加害する。蝋化前に被害果実の軸を糸で束ねるため、被害果実 

は落下しない。サクロの害虫であるか、Achras zゆOtaやlkwiai indus 

md''m－なども加害する。 

囲タテハチョウ利 Nymphalidae (hi ushloot ed butterflies) 

中ないし大形U 多くのものは鮮明色であるか、－－部には鈍色の種類も 

いる。触角は梶棒状、髪は大形で悦体状。超は大形、まれに亜前室が存 
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A “?噂α如 α物αγzfes Hewltson は各種 の双子葉樹木の条 を食 うが、造

林 木 か ら は S′mγm mb 婚姻 ,Ter ノ′2z""ねα わ粥 eれゎ班 ,X コメ‘?" 湖ごom ゆαが

知 られてい る。 /1中りp〃/〃〃′′‘乙r 1 ewitson はイ ン ドとマ ラヤ に生 息 し、

幼 虫 は Sた“鋤 /ob〃s如の 葉 を食 うが、被害 は問題 にな らない。 Ezに′み

7関り s pαれぬりα Ho・silcldは東洋区に分布 し、幼 虫は豆料植物の巣、花、

英などを食 い、インドでは及ばeα ''2o“o功の“即,0 〃ge′,zたz d謬るe増加 露も

又〆如卿あて"“"を加害する。マラヤでは下層の作物に普通の害虫である。

ウ ラ ナ ミシ ジ ミ (乙α雛Pzdes b鱒粥〃s Lm・laeu は longuided biuc

butLerflyともbean butterflyとも11科よれ る。成 虫は移動丹生があ り、分布

は非常に広 くヨーロッパ、アフ リカ、アシアか ら大洋州で FI本 に もいる。

成虫は開張28~30mm 、幼虫は頑丈な虫で、深緑色ないし赤褐色で背面

に=音色の縦条をそなえ、各節側面に斜の淡色条をそなえる。インドでは

2、 3月にヒマラヤから北の方に移動し、 1~ 3月になるとイントから

南あるいは東南方のスリランカやマラヤヘと移動する。幼虫は豆キト植物

の花、種子、若菜 を食 う。エ ン ドウマメ、大豆などの豆、アルファル フ

ァな どの作物 の害 虫 と L て知 られ てい る。 イ ン トではβ"だα“m“o

perm α,Xy ‘海 x〕ばαの労αの栗、花序、若 い果実 を加害 L た報告がある。

卵は加害机の各所に産卵され、鯛化は機上か落梨層中でする。発育は気

温もこよって違い、 ゴーロソパてば多 03 年 1 世代、暖ーせては 2世代の こ

とが あ る。 シ ャワで は卵 か ら成 虫 まで 5 ~ 7 週間 ぐある。 VDてに/の如

zsoc輝きes Fabnclus はイ ン ドとパ キスタ ンに分布 し、幼 虫は果実に穿孔

し種子を加害する。頗化前に被害果実の軸を糸で束ねるため、被害果実

は落下 L な い。ザ クロの害 虫で あ るが、 A‐ごねγ偽 z叩く#〃や 7ね“ノ"mzd 〃s

堀霞粥なども加害する。

傷めタテハチ ョウ荊 N y1npbahdae(bmsbfooied buL『erflles)

中ないし大形。多くのものは鮮明色であるか、‐‐部には鈍色の種類も

いる。数角は梶村≦状、婚ば大形で梶村ま状。雌は大形、まれに1]ず覗け室が作

-一54 ‐



在し、中央宰は聞口または1小脈にて閉ざされている。前脚は者しく退 

化する。卯は植物上に単独か小群状に産ドされる。幼虫は裸体かまたは 

有棘で双子葉植物の樹木と草木の菓を摂食する。蝋は尾端でぶら下がる。 

Charaxes ルbins Fabncius は イ ン ド でDalbergia stssoo と Xyha 

xyloca功αの葉を摂食する。C po加cmi Fabi iciusはDa1hergia lat加liaa) 

菓を食う。またウガンダではC achaenzones Fe!dei一が天然林でMacs叩 

sis emznzzの小径木の葉を食う。En加ea athamas Druryはインドとパ 

キスタンに分布し、AcaciaやAlbiz記などの豆科植物の菓を食害する。 

Lethe drjゅetis Hewitsonはイ ン ドでBamblパa arundinaceaを食う。 

N ,tisノumbah Mooreはインドに生息し、双子葉樹木の多食性の食集 

性害虫で、加害樹の中に助In加X mam加ncurn, Dal加,gin sp,, Pon-

gain apnina加，PlerocaゅUS inasrsゆ加m,xylia zyルccゅa,乙zyp has 

mauntianaな どが含まれる。 

ロりシャクガ科Geornetridac (looper) 

成虫は小形ないし巾形。頭部の毛隆は発達する。小』思は小さく1-2 

節。口吻は鱗毛に覆われない。下唇鬚は3節、単眼はしばしば欠如する。 

鼓膜器けある。第b径脈は第4 径脈から遠くなく、多くの場合この脈と 

有栢となるか、あるいは小室から出る。前順節にけ葉状片がある。雌て 

は翅が退化したり完全に無翅のものもいる。幼虫は腹部の後方に2対ま 

たは3タ」の腹脚をそなえ、尾脚I」特に良く発達し、いわゆるシャクトリ 

ムシ（looper) である。体表は普通滑らかである。静止の際には腹脚で 

小枝に止まリIlII枝に擬態するものがいる。植物の菓を主に摂食するが、 

膏や花を食うものもいる。農林業害虫の種類が多い。全世界から約 

1,500属20,000種か知られている。 

Antetrygodesは熟帯の属て、A can in/inca WalkeiはインドでAd/na 

cordびb/ia とAnthoceplwlns cadambαの菓を食う。A scolzs celeilarm 

Denis at Schiffeiratillelは旧世界の熱帯と亜熱’帯に広く分布する。成 
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在し、中央率は閉口または 1小脈にて閉ざされている。前脚は著 しく進

イヒする。卵は植物上に単独か小群状に産ドされる。幼虫は裸体かまたは

有疎で双子葉植物の樹木と草木の袋を摂食する。蛾は尾端でぶら下がる。

C彰焔斑 s加鰯‘s Fabr1clus は イ ン ド で D可能′郡α s乙ssoo と Xy′m

×γ′ocq物αの葉 を摂食する。 Cpo ら堀“α Fabllcms は D‘z劫e7gzα 加味磯 "の

葉 を食 う。 またウガ ンダでは C α物解“20“8S Felder が天然林 で朋僻 mか

szs emi72zzの 小 径 くの 葉 を食 う。 丑“加 数 ‘'豹の ?・口s Drury は イ ン ドとパ

キスタンに分布 し、Acαcmや A′わな海などの豆料植物の柴を食害する。

Le肋e ばか膨れs Hewitson は イ ン ドでβαγ“友婚αα溜れαz“""" を食 う。

貼りZ2sノ“mbαんMoore はインドに生息し、双子葉樹木の多食性の食粂

性 害 虫 で 、 加 害 欄 の 中 に βom る伽 加αねるα?・c"?“,D α加増 2α sp,,Po 枠

gzzm 竜 ぬ靴“餌α,Pf8 γo僻め婚 “徴雛溜めず7‘伽 ,Xy ‘?〃ヱ〆班αゆα, 為収めぬ2‘s

フ卿 z‘“"α77αな どが含 まれ る。

(2めシャクガ科 Geon・etridae(looper)

成虫は小形ないし中形。頭部の毛隆は発達する。小一!悪は小さく1~ 2

節。ロー吻は鱗毛に覆われない。下唇髪は 3節、単眼はしばしば欠如する。

鼓膜器はある。第 b径脈は第 4祥脈から遠くなく、多くの場合この脈と

有柄となるか、あるいは小室から出る。前一睡節には境善次irがある。雌て

は遡が選化したり完全に無理のものもいる。幼虫は腹部の後方に 2対ま

たは 3刃の腹脚をそなえ、尼脚は特に良く発達し、いわゆるシャクトリ

ムシ (looper) である。体表は普通滑らかである。静止の際には腹脚で

小枝に止まり枯枝に4婦“撰するものがいる。植物の葉を主に摂食するが、

奄や花を食うものもいる。農林業害虫の種類が多い。全世界から約

1,500属 20,000 種か知 られている。

A" 擬理卯 desは熱杵;の属 て、 A c?‘“eiわ惚α W′alke1はイ ン ドで月dz“fz

mrd 宛 "αと A れがzocep初なfs m 吻 加卿 の 葉 を 食 う。 A のゞま2sゞ e超“〃′"

Dems et srhlffellmlllclは旧世界の熱帯 と卵 熱常 に広 く分布す る。成
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虫は倣体変異が多く、聞張‘よ約励 iflfll,幼・kは広某旧と針菓樹の菓を食 

い時に大発生する。静I口IAに‘J腹脚で食糾硫物につかまり体を硬直させ、 

告枝に楓態する。蜂‘」裸姉で」中で行う．この神の原ilit fitはイントとパ 

キスタンに分布し、Melee, a.wc/arach, Moras ciん1,Syzygnem tunern:: 

などの集を食害する。インド、パキスタソにいる血種のA sele;u' na 

,m加”lmWalke「はA linac ,rocna. Ceisuarina‘・lwsei加iuz, L)albel・ 

,"sissoo. 』ィelm azedaracli, 品”mhan aルum,&h 加c/zero oleosa. 

Shocea robusル，チーク，7'oona ct/talc‘など多故の双了葉樹木の集を加 

害する。インドて‘」年5世代を繰りi'’。パキスタンてはDc/b世書Iロ 

sissoi,の 大害虫で、パンシャブの温概川孟林他のMelsa azedh,mhに激し 

い失集被害かでたことがあり、p‘に．S!wrea to加ciaの若集に被害が現れ 

る．アフリカのサワラ砂換以i“に分布する亜I，の』 selenaria , eci-

procuria Walkciは柑価知の省dにあるが、ナイジェリア西部でチーク 

を、 ガー’ で‘2 Ce,加加”如ldril を、 ウガンダでCi A e;vcoj'piお 

jI,mmルjuts, Cl,んi Ophfffiw ('U ('lYe. Cゆ 巽16 iuulamuL Ezeca妙'us 

ioreU,anaのマイナーaにされている。lisoura suppi'eccana Guen配 

LI 東アジγに分れiし、広葉梅の集乏食へろ多fし性の仲類し、ノLazcm 

m (ethic. /1 moelesia. AkIIrZieS tflofliafl(i,（えs論l wm i'/a/a, C /es・ 

lie/a. I加/herguz 555300などか加害樹｝し（記鉢きIItいる。 中山rは茶 

にもつき、A向mie、のff' 告'kとさtにいる．少なくトもイントでは年 

3W 代ぐ、寄生相の樹皮上に卯塊て産卯する．若幼虫は這りたリ風で飛 

ばされて分散す4. Clnysocraか/a u/emma GU(・ui4e(J イントl 生息‘" 

る加長いシャクトリムシて、みzjwsiznm cu,nsnao)集を’II 'itし、助畑や 

若齢血林地で時に激しい議害か見られる．成！以」夜lHl（約100卵‘寄 

4 川の葉上にI個あるい'ci卯塊で雌ドする．蜘は市ノ~樹トで組糸の当て 

物てくっつく。ImI七は夏乍にはa剃叫で冬fCi &カ月てあリ、個休に 

は発(I I'--長短があリ、世代は車複する。 Cli・0ルacacuirm fbi電l'lv川は 

イントに分‘，する多食杵のシャクトリムシである．林ネぐCIAl 

・ “-

虫は4図体変異が多く、1銅鉱は約50“2′;ふり戸川』広葉樹と針葉樹の楽を食

い時に大発をr.する。デー争1自治には=観閲}で食餌植物につかまり体を硬直させ＼

昔枝に擬態する。軸はネ糠雨で」中で行う。この種の原亜布暖』イントとパ

キ ス タ ン に分 布 し、 掴 e/m "弾ぜr′フロメz, 贈りγ‘《ゞ ′汀無 ,$ 鶴野〃“′像 柳 z'77?

な どの葉 を食害 す る。 イ ン ド、パ キス タ ンをrい る亜種 の月 ~e卿 2〃“〃

けれP口躍如 Wmke 日 よ /" ゐ閉 〃 かのcF氾 ,C 餌〃"“'′rz 鱒 mseだ承 )!?",0 【妨 げ‐

gm szssoo, 九物ねα‘zze化けα謬ろ sのけ須川フ? "妙"m,sc/ メビzc′≧em o/Gps〃,

Sんmm 知友‘豆化 チーク ,7
‐
bo〃〃“/?"≧"な ど多数の双 了葉樹木の葉色加

害する。インドては f「5世代 を繰 り返す。パキスタンては [お砂ぞ裟にz

s′ssooの六雷 虫で、パ ンシャブの港織用〕乾杯他の脱 e/zααzed仔mc 霧こ激 L

い失業被害かでたことがあ り、 = に、切り〆α"′の婚姻の若葉に被害が現れ

る。 ア フ リカク}サワ ラ砂漠 以 南 に分布 す る亜種 の 月 影迄れα“α招L多

Proc〃γをz Wdu(c1 は科目高額の害虫であ るが、ナイジェ リア西部でチーク

を、 ガ ー ン で ‘」 Ce の‘z p“?如'?〆'復 を、 ウ ガ ン ダ で {‘} /lcrひm 秒館

か mm 勇治 "s,C/ ノ廓 〃ね/′“m Fm ノ/口, 〇の /認継 ~ 盤 M 加川 L食 お2‘cr′′ゆれfs

わγ可 ?"“"の マ イ ナぃ- 害 衷 に さ れ て い る。 彦僻′f離 礁PP おど"" “"Gucnee

は東アジアに分布 し、広葉潮の菓を食へろ多食性の師類 〔、Amcz 〃

′・αfec!??‘,j 4 modes/ 〃,A 卿 〃腐 り m “加“", じ " ・′" 〃“ 掴 //鰭 ",( ノ カs

!′‘/〃,D α恥g7ぎ′" 秘"肌などか加害樹 4 錆すぎ下されている。 -rill‐l r、は茶

に もつ き、 A/〃′““〃~の市費′害虫とされている。少な くき′もイこ ・ては年

3 世代で、寄生樹の樹皮上に卵塊て座り廿する。老幼腹は這ったり風で飛

ば さィで (分散 す る。αとかの 留めp血 〆emm Gu 叩 座 {jイン トと′L棲、す

る細 長い シャク トリムシ で、幼町燈郷“ノα m ′z‘2の葉 を加害 し、 i¥dinや

若齢造林地で時に敬 Lへ・被害か見られる。成虫ご‘~夜行1′Lて約 100卵を寄

生1材の築上‐0こ"繕1あるいは卵塊て産卜する。館-銭奇′{樹 rで絹糸の当て

物てくっつく。 11ー代は夏季には 3煽情!で冬季は 5 カ月てあり、個体に

は発 育む長短があ り、 世 f は雨樋す る。α m〆〃 "mc′"“〃 BO1qduva 目ま

イン E・」分 布す る多食料〃)シ ャク トリムシである“ *ネネ ごとJ A/



scot/cゆline semetttゆ加tea, Cass危ノ?stula,マンゴ、Shorea rohustaなど 

が寄生樹として記録されている。Cusiala raptaria Walkerはインドと 

パキスタンに分布し、加害樹はA cac音inc/lea, A Ibezea procera, Gussia 

戸sic山,Dalbergw siscoo, Lannea coroncan庇tica, Schleichera oteosa, 

助mmn 功us/a，みzygium cumin“などである。土壌中の蛹で越冬する。 

成虫は4 月に出現し、幼虫は6 月以降に現れ、葉を食害する。Ectropis 

bhurm,tra Walkerは南ョーロッバとアジアに広く分布する。双子葉樹 

木の多食性の食集虫で、 インドではAleuntes montana, Bone hex 

''mk加neum, Dathergi“んt加ha,G ,wil/cam鼻おM, Schleichera 

oleosa, Shorea robusta, Syzygium cuminu, Taxodium 山stechuin，チ 

ーク、Yennenatw んmen losaなどが加害樹種として知られている。また 

カカオ、ガンピア、茶、その他の作物のマイナー害虫としても知られて 

いるり幼虫はやや開ljた森林に多く、生長すると体長30mmに達する。 

色彩は変化があるが、普通灰緑色で掲色の斑紋と線条をそなえる。幼虫 

は若菓をほとんど食いつくし、旧葉では葉脈を食い残し骸骨状にする。 

また葉を食いつくすと若枝の樹皮を噛むことがある。土中で蛹化する。 

インドでは年数世代を繰り返す。E 鹿odarae Proutは北西インドとパ 

「
 /
 

図129 Ectropis deodarae 

上幼虫（体長約24mm）下左雄成虫（開張3 8mm) 

下右雌成虫（Beesori より） 
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seo如かん ze sem 叱の沙赤 α々,Cqss 如 月緊"‘", マ ン ゴ、 Sなoだα mb 俗云αな ど

が寄生樹 として記録されている。 Czβ幻如〆α〆の海 Walker はインドと

パ キ ス タ ンに分 布 し、 加 害 樹 は Amc なす?ば Z旗 ,A ‐′bzz筋 Pγoce〆",Cqssz α

元s"‘超 D" の e増 m szsゞ oo,LQ “'zm のチリ粥の 2de欲 α,Sc 粥〆物 ""o ‘βo班 ,

S′70γβαγo鰯 s′", 紗 z招 ?z〃ね α‘““mi な どであ る。土壌 中の師 で越冬する。

成虫は 4月に出現し、幼虫は 6月以降に現れ、葉を食害する。Ecかゆzs

oね"粥“云加 Walker は南 ヨー ロッパ とア ジアに広 く分布す る, 双子葉樹

木 の 多 食 件 の 食 巣 虫 で、 イ ン ドで は A を"“Zes '“oれAz72α, おomる偶

　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り/eo棚 ,S 卿 7m γo無 s超 ,Sy2 埋 粥粥 c““2z"zz,7 T解 od 瑠朔 dz潮解彰の2, チ

ーク、雷g“腐れα卿 わ粥細めsαなどが加害樹種 として知 られている。 また

カカオ、ガンビア、茶、その他の作物のマイナー害虫としても知られて

いる。幼虫はやや開けた森林に多く、生長すると体長30mm に達する。

色彩は変化があるが、普通灰緑色で褐色の斑紋と線条をそなえる。幼虫

は若葉をほとんど食いつくし、旧葉では葉脈を食い残し骸骨状にする。

また葉を食いつくすと若枝の樹皮を噛むことがある。土中で姉化する。

インドでは年数世代を繰 り返す。E,α8odの口e Proutは北西インドとパ

図 -29 Ect 「oprs deodarae

上 幼虫(体長約24mm) 下左 雄成虫(開張38mm)

下右 雌成虫 (Beeson より)
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キスタンに生息し、ヒマラヤ周辺地域でCednバdeodara の 食菓性害虫 

であリ、A bier pindrowも加害樹種として知られている。雌成虫は翅が 

退化しているが、雄は幅広い白色で黒のぶちのある翅を持ち、開張は35 

~40mm ~ 1 年］世代で3月に羽化する。交尾した掛「は樹冠に這い上が 

り針葉に産卵する。幼虫は緑色で白い毛をそなえ、生長すると体長25 

mm に達する。 6 月まで葉上で食葉する。成熟すると絹糸で地上に降り 

落葉層内で裸で蛹化する。大発生の間隔は10年ぐらいで、 2 - 3 年は統 

き、繰り返し被害を受けた木は枯損する。ある森林では枯損率が30％に 

なったことがある。Gelasma goniarea Felderはインド、パキスタンに 

分布し、双子葉樹木の葉上で葉を食う多食性のシャクトリムシである。 

加害相種はAnogeissus La切hi概 Shorea robusta, Syzygiurn cuminu, 

i 'ernnnaha arjuna, T . myreocaゆa, Ttome niosa が知られている。 

Gonodon (is c/ella Cramerはインドに生息し、多食性で各種の双子集樹 

木の葉を食べる。寄生樹としてAdina cordIoha, メリナ、マホガーー、 

チークが記録されている。1-1cm/thea coslipunc ia/a Moore はインドやマ 

ラヤなどの東洋区に分布している。成虫の開張は約20mm.翅はコバル 

ト・グリーンで3木の銀白色の波状線をそなえる。幼虫は緑色、体長は 

約25mmに連する。インドでは森林に被害をあたえたことはないが、マ 

ラヤではゴムノ吉とマンゴの花序を加害する。卵は花や花序に普通1粒 

すつか、まれに短い列状に産下する。幼虫は花を、後に菓も食う。日中 

は静」I二し、体を硬直させて花茎や葉柄に擬態する。蛹は尾部末端を寄主 

につljぶら下がる。マラヤでの卯、幼虫、蛹の期間はそれぞれ2 ~4 , 

17 -25, 8 -11日、 1 世代は4 ~6 週間である。Hlp加ICんis 危vilon 

(a)伽Gueneeは 北インドで時にQuercus di危ia/aに発生する。成虫は4 

月から6 月初句まての間に出現する。Pingasa c/dora Stom才インドで 

Xylia xylocaゆ“の食菓性害虫である。P ruginana Guen6eは東南アジ 

アとウガンダにいてTenninalia toenentosaとxylia tylocal)aの葉を食う。 

Pseudalc為inゆinana Walkerはイントてユーカリ類とチークの食葉性 
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キスタンに生息し、ヒマラヤ周辺地域で Ce卿れs dのdαm の食業性害虫

であり、Abzes pz“の鰍ノも加害樹種として知られている。丑餅成虫は紐が

退化 しているが、雄は幅広い白色で黒のぶちのある翻を持ち、開張は35

~40mm 。 1年 1 旭代で 3月に羽化する。交尾した雌は樹冠に遠い上が

り針葉に産卵する。幼虫は緑色で白い毛をそなえ、生長すると体長25

mm に達する。 6月まで葉上で食菓する。成熟すると絹糸で地上に降り

落葉層内で裸で踊化する。大発生の間隔は10年ぐらいで、 2 ~ 3年は続

き、繰り返し被害を受けた木は枯損する。ある森林では枯損率が30%に

な ったこ とがあ る。 GB‘簾“煽 ぎ醐 zの粥 Felder はイ ン ド、パ キスタンに

分布 し、双子楽樹木の葉上で葉を食う多食性のシャクトリムシである。

加 害 糊 種 は A “oge?稀婚 姻断〆幻 Sた〃βα mb 俗云", 沙矧ぎm'〃‘"伽 2mz,

7を“′“"αと2αα“mm,T. 粥 ynom ゆα,T fo“28“!o鍵 が 知 ら れ て い る。

Go“odomzs c海産α Cramer はイン 料こ生息 し、多食性 で各種の双子葉樹

木の葉 を食べ る。寄生樹 として Adz“α cのば頻o卿 , メ リナ、マホガー -

チ‐ークが記録 されている。彊e雛立た節 cD繊鋭‘タzc海粥 Moore はイン ドやマ

ラヤなどの東洋区に分布している。成虫の開張は約20mm 、週はコバル

ト・グリーーンで 3小の銀白色の波状線をそなえる。幼虫は緑色、体長は

約25mm に達する。インドでは森林に被害をあたえたことはないが、マ

ラヤではゴムノキとマンゴの花序を加害する。卵は花や花序に普通」粒

すつか、 iLれに短い列状に産下する。幼虫は花を、後に業も食う。日中

は静止し、体を硬直させて花茎や葉桶に擬態する。輔は尾部末端を寄主

につ けぶ ら下が る。マ ラヤでの卵、幼 虫、姉の期間はそれぞれ 2 ~ 4、

17~25 、 8 ~]IF1 、 1 世代 は 4 ~ 6 週 間 で あ る。 " 凄め〃 cルヱ‘s 月αひ歩′o〃-

畝“"Guenee は北イ ン ドで時 に Qz‘erc郡 山忽如/〆こうた生す る。成 虫は 4

月から 6月初旬まての間に出現する。PZ“gosq cね/oαStollはインドで

Xツムロリ-/o僻め"の食菓丹 害 虫で あ る。 P mgと7難“α Guenee は東南 ア ジ

ア とウガ ンダにいて のっm れ"ねα rome'z紗那とxy/?α“わcm沙αの葉 を食 う。

凡 e′′〆"‘‘特′“spz“〃77α Walker はイ ン トてユーカ リ類 とチー クの食柴性
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マイナー害虫にされている。Plo CI?ゆ如Ic toga/a Fabricitisはインドて― 

Syzygium cumini,の食菓性害虫である。Semio/h,sa emersaria Walker 

はスリランカ、インド、マラヤなど東洋区に分布し、各種の双子集樹木 

の葉を食い、マラヤではAIbたIa falcatana，インドではA procera, Ca.s 

sic 声tula, Term加αha Iomentosa が記録されている。S 血Ioniata 

Guen6eは インドでAcacia ca/cc/u‘に大発生す る。年数世代を繰リ返し、 

土壌中で蛹化する。Spルvia/a Fabriciusはインドとパキスタンに分布 

し、豆科植物の集を加害する。卵は光沢ある緑色で莢や若葉に1個ある 

いは卯」児て,;iトされる。幼虫はIi、 L25rnrnにノI .1<.し、灰色あるいは緑色て 

黄色の横帯をそなえる。蝋化は土中でする。世代長は6 -7 週間である。 

S. sfreniataria Walkerはイントとパキスタンに分布し、Acacea induca 

幼齢林の食東刊IIl虫として時に人発りする。またlh1)10)パク）東ら食う。 

24 カ k ハft4I Laswcarnpidae (tent caterpiller) 

中形ないし人形。七と鱗毛に覆われる。成虫はカイコに近いガで、夜 

行性と畳有性の6のがいる。触角は雌推ともに双櫛状、複眼は有毛で単 

眼は退化するかしない。 ド唇髪は日吻状で直線。脚は多毛。建は正常か 

大形で翅軸けない。前超の第2 中脈日中央室末端縁の中央後力から生し、 

1 本の完金な磐脈をそなえる。卯は市らかて卯形か球形。幼虫は大形で 

P］筒形、種々の色彩をト＼ち時に光抑のある極類もある。擬脚は尾脚を含 

め5対で鈎爪は2列式か多細入。テント状の巣をつくる種類もいる。全 

世界から約150属L500種か知られている。 

Beialade sunulus \1,Talkerはイ ントとパキスタンに分布し、幼虫はA 

cacia caterl'uuの葉を南酉干ンスーンのころに加害し、 S 月に蛹化する。 

成虫は0 -10月に出現する。Leheda nobu its Walkerは東中史アジア、 

インド東部、バキスタンに分布する。成虫は大きく、開張は約10cm, 

色彩は褐色、幼虫は体- 10cm になリ、立った毛束をそなえる。多食性 

て各種の広集樹と劃東樹の巣を食い、ケシアマツやQlie) CUSs Pl の害 
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マ イナー害 虫にされ てい る。 P′〃後 oplzyを′Dg‘‘粥 Fabncnts はイ ン ドで

Sy矧ぎ粥閉 じ"欄朔 zfの 食 業 性 害 虫で あ る。 秘フ川口"z7s〃 ei′7cな〃′"Walker

はスリランカ、インド、マラヤなど東洋区に分布 し、各種の双子条樹木

の葉 を食い、マラヤでは A 肋幼αた女"ね“α,イン ドでは A,Pmcem,Cqs ‐

s加点鵜Z"‘",7 1併用おz粥超‘の“のけo~〃が 記 録 さ れ て い る。 S 方血“超如

Guenee はインドでAc傭わ c似edm に大発生する。年数世代を繰 り返 し、

土壌中で輔化する。SP 摺りm如 Fabnclus はインドとパキスタンに分布

し、豆料植物の菓を加害する。卵は光沢ある緑色で爽や苦菜に 1個ある

いは卵塊 むけ トされる。幼 虫は "・」＼25mm に′l k し、灰 色あるいは緑 色て

黄色の横帯をそなえる。-製m化は土中でする。世代長は 6~ 7週間である。

S,稀だれ彰如“" 帆′all〈erはイ ン トとパキス タンに分布 し、 Ac"""" 〆‘"

匁月給林のf朝L判浅虫として---とこjJEI する。また 7Zmm" てク)耳Lも食う。

姥4)カレハガイー Lab・ocamp1dae(tent Caterp・1ler)

中形ないし人形。毛と鱗毛に覆われる。成虫はカイコに近いガで、夜

行性と昼キ日生のものがいる。触角は雌雄ともに双櫛状、複眼は右毛で単

眼は退イヒするかしない。 Eぐ唇蛋‘Jrl吻状で直線。脚は峯毛。燭は正常か

大形で畑膝はない。前報の第 211魂R‘」中央室木端緑の中央後方から生し、

1本の完全も智脈をそなえる。卵は滑らかてリi111多力、球形。幼虫は大形で

円筒形、種々の色彩をiきち=寸に光輝1び)ある種類もある。縦脚は比i卸を含

め 5剤で釣爪は 2ルー一式か多細入。テン 1・状の巣をつくる種微 もいる。全

世界から約150嵐」,500種か知られている。

βg7α忽de sz''?2′れ~ Walker はイ ン トとノぐキスタンに分布 し、幼 虫は A ‐

cαcm Gα招じ′徽の業 を南西モ ンスー ンのころに加害 し、 8月に師イヒする。

成虫は 9 ~10 月に出“ する。 Le毎 "‘2 'm62/?5 Walker は束 11」リア ジア、

イン ド東部、パ キスタンに分布す る。成 虫は大 きく、開帳 は約 1()ぐnl、

色彩葛褐色ハ 幼虫は体‐k locm になり、立った毛束をそなえる。多食↑ゴー

て各種の広葉樹 と針東横の葉を食い、ケシアマツや @ 矧ご"s spp の害
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l l-3G Lebeda nobslis 

成虫（開張94..) (Beesonより） ' 

血として知ら九ている。イントでは2化性で、成虫は8 j:;と10-11月に 

出現する．北部では1化注となる。卵越冬する．激しい被害は市西モン 

スーンに大径木の樹短に発生し、その後若木、曲木に及ぶ。繭はド草や 

巻いた葉の巾につくり、蝋期は2 -3 週間である．‘勿lacosoma in承‘a 

walkerUlndian tent c1Uet・pilla「 と呼ばれ、北イントとパキスタンに 

分布し、リンゴとQ'nerni-, thiatciaの有名な害血であるが、各種の双子 

葉樹木にもつく。、1世代であるが、成虫は5 -6 月に出現する。卵は 

小枝へ帯状に数百粒まとめて産みつけられ、そのまま越冬する．幼虫は 

●春3月に解化し、日中は数木の小枝を謝糸で紡んたテント内にいて、 

夜間に葉や花を食う。幼虫期p:uuio-io ri、噺期問は2 -3 週岡で、噛 

は樹上や落葉層中につくる。Philudora toe加Walker は イントてDo!. 

加なmlalリroftaとDs心α,の菓を食う。輔化は小枝に沿ったり、草の茎 

上でする．年3 世代を繰り返す．Sirebloic dons論Walker‘よ スリラン 

カに生息し、幼虫は多食性で双子葉樹木の林木や激木の葉を食う。Ii陰 

川に値我されたノIfb,z,“とEjTfbi-nut の名虫として知られている。 カカ 

オや茶のマイナー育虫でもある。ほかにButea monoゆersm，コムノキ、 

Zzz)軸us tnan; zI,anaな どにもつく．卯け枝に卯塊壮に産みつけられる。 

蘭は小枝につくられる。世代長は8 -9 週周で、幼血期間は5 -6 週間 

である．S s:mi L.efevt el」インドとパキスタンに分布し、成収は戻褐色 

と黄白色て、聞張は約7 cm。幼虫は成熱す6と休長約75iiimにケり、秋掲 

色で液スミレ色の斑教と長い毛東をそなえる。胸部に黒色、青色、白色 

毛からなる短い帯をそなえることがある。双子業“I木の多食性の食集血 
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図 一 30 Lebeda no 畑ー~

成虫 (間張 94mm)(Bee もonより) 愁棚 -グ ザ

虫 として知 られている。イン トでは 2化麹-で、成 虫は 8月 と10~11 月に

出現する。北部では ]化性となる。卵越冬する。激 しい被害は南西モン

スーンに大径木の樹冠に発生し、その後若木、苗木に及ぶ。廟は下草や

巻 いた葉の中につ くり、姉期は 2 ~ 3週間であ る。掴αれcoso粥α z“〆にα

Wan(er は lndlan tent GILerpillarと呼ばれ、北 イ ン ドとパ キスタ ンに

分布 し、 リンゴ とQz‘"cm メガ‘zf""の有名な害 虫 であ るが、各種の双子

葉樹木にもつく。年-1 阻代であるが、成虫は 5 一6月に出現する。卵は

小枝へ帯状に数百粒まとめて産みつけられ、そのまま越冬する。幼虫は

翌春 3月に膳化し、 R中は数本の小枝を船糸で勅んだテント内にいて、

夜間に葉や花を食う。幼虫期間は40~7{)1:1、箱期間姑 2 ＼3週間で、繭

は樹上や落葉層中につ くる。P初無加川 忽だ超 Walker はイントてリメー

加増?"/研究ね"とD s声sooの葉 を食 う。蛸化 は小枝 {,こ沿 った り、草 の茎

上でする。まだ3 世代を繰 i)返す。Szrめおとe do六郷禽 Walker はスリラン

カに生息し、幼虫は多食生で双子葉樹木の林木や滋木の葉を食う。 =陰

用に白目基 された /i/るだ′′′とだか伍“〃〃の 1'忍 ぼ二して知 られ ている。 力カ

オ や 茶 の マ イナ ー害 虫 で もあ る。 ほ か に及 ばβ〃 ?“o72の虎 “〃α, ゴム ノキ、

Zz為のん郷 “2"ぞ〃感傷?"な どに もつ く。 g1耳才枝 に卵塊状 に産 みつ け られ る。

繭は小枝につくられる。世へ長は 8~9 週間で、幼虫期間常 5 ~ 6週間

であ る。 S sz〃〃 Lefev・cはイン トとパ キスタンとr分布 し、成 1貝はず炎褐色

と黄 白色て、間朱は約 7cm 。幼虫は成規け ると体 長屑好 5I1--nト均 一)、灰褐

色で灸スミレ色の斑紋と長い毛束をそなえる。胸部に黒色、青色、白色

毛からなる短い情をそなえることがある。双子葉樹木の多食性:の食葉虫
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で、林木てはマホガニー、Am'lamんtwa，ル‘ten monosperma, Pblyal 

加a !ongzfolia, Tamonx gamm,Zizyph:バ,nauntza,zaの被告が記録さ 

れている。卯は細枝に卯塊状あいは列状に産みつけられる．曲は細長く紙 

状で細技につけられる。年2 世代を級り返す。Suana concoルr Walker 

、 

-
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図-31 $uana concolor上幼虫（体長約10 3n) 

下成虫（開張58mm) (13eeson よリ） 

は来洋区に分布し、成血は聞張6 - 10cm,碓は雌より小さい。色彩は赤 

掲色。幼血は生●すると体長が約IOcnlに連し、灰色で胸部に長い毛房と 

愚色の嘩毛をそなえる。双子集相木の集を食う多食性の毛虫で柑橘類の 

マイナー害虫として知られている。林木ではA品・na spp , 二75$白斥加亙 

Ccstanea sn/wa. Cez加加ntandra，クスノキ、ユーカリ類、Skorea 

ルん凸ル，町ljg"I, mIII,,,,,.チークなとの被害か記録されている．イント 

では年2 世代を級り返す。蔵卵数は約2,0加粒で、寄生樹の小枝に塊状に 

産卵する．幼虫'ci夜間に葉を摂食し、畳間は小枝に沿って静止する。妬 

化は樹皮の割れ月や技につくった白色の麟内でする．T,a加In vishnou 

Lelebvi eはインド、パキスタン、ミャンマーに分布し、トウコマに突発的 
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で、林 木 て はマ ホガニー、 Ac αcm ?粥 磯 鯛 , 及 ばeα i'mフ7{葛Pの jim,Po か"‘-

"〃"/o'zg 免 /海,7 砂 mn キ g似/zcq,為 2卿ね鵬 '“"zm′zqm の被害 が記録 さ

れている。卵は#-琳支に卵塊状あいは列状に産みつけられる。繭は細長く紙

状で細枝 につけられる。 4F2 世代 を繰 り返す。 S〃"〃" の“餌わγWalker

園 - 31 $Uana conco‘or 上 幼虫 (体長約 i0 3mm)

下 成虫(開張58mm)(Beeson より)

は東洋医に分布し、成虫は間張 6~1ocm 、雄は雌より小さい。色彩は赤

褐色。幼虫は生長すると体長が約 1om・に達し、灰色で胸部に長い毛房と

黒色の毒毛をそなえる。双子葉樹木の葉を食う多食性の毛虫で柑橘類の

マイナー′害虫 として知 られている。林木ではA/bzzzα spp ,C 僻 s魚 自繊‘/〃

Cαs超欄 q 班如ノ〃,Ce26 〃 P鑓 ね72α報 , ク ス ノ キ、 ユ ー カ リ類 、 S卿 だα

mo 〃*!,S}' りぎ〃〃〃 r′!〃〃〃〃, チー ク女 との 被 害 か 記 録 されて い る。 イ ン ト

では年 2世代を繰り返す。蔵卵数は約 2,000粒で、寄生樹の小枝に塊状に

産卵する。幼虫は夜間に葉を摂食し、昼間は小枝に沿って静止する。姉

化は樹皮の割れ目や枝につくった白色の藤内でする。れ"棚/"〃声/mozr

Letebv1e はインド、パ キスタン、ミャンマーに分布 し、 トウコマに突発的
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図-32 Trabaia vishnou 

上一幼虫（体長約5んm）下成虫（開張50mm) (Beesonよ り） 

に発生する害リに、林木ではBzsehofrn javwnca, Butea nzonoゆenna, L 

ーカ」類、Lagers/i'oenaa ゆeciosa,Quercus duo/a楓 Q .incana, Shorea 

robus厄マホガニー、5り'zygiurn C1(fllIfl1t, lerfliiflai1a sppなどを加害す 

る。Shorea to加s/aには激しい被害が発生する。年4 化性。卵は寄生樹に 

1 列あるいは2列に産卵され、幼虫は体長約6 cmになり、黒色とピンク 

色の剛毛束をそなえ、主に夜問摂食し、昼間は被覆物内に隠れる。繭は 

粘り強い紙様で幼虫の剛毛が織り込まれていて、小枝に沿ってつくられる。 

Tlanihaurni Bethune-Baket はナイジュリアてlernunaha woten5Nの 

若木に被害があり、幼虫には集合性がある。 

(25)オビガ科Eupterotidae 

小形ないし巾形。成虫の口吻は短いか欠く。前趨の径脈の支脈は第1 

中脈と右柄で、多くの場合第1径脈か痕跡的となる。第2中脈は中央室 

末端縁の中央または中央前から生ずる。後翅はよく発達した翅軌をそなえ 

る。臀脈は2 本ある。幼虫は長毛の生えた疣を持ち、巣の中に群生する種 

類が多い。全世界から約50属400種が知られている。 

EIゆ/eroie ルbia Ciamerはスリランカとイントに分右し、コーヒーと街 

路樹の害虫として知られているが、Micheha t加mpaLaを含む各種の双了 

一62 

図 一 32 Traba ′a v′shnou

上 .幼虫(体長約5mm) 下 成虫(開張50mm)(Beeson より)

に発 生 す る害 虫で、林 木 で は &s じれ 粥 賜りの′zcα,最‘‘班 ''zom 功βγ〃m, ユ

ー カ リ類 、 L 唯'枕繁γoB“zzα speczo 班 ,Qz ‘e7℃?‘s d""!" 超,Q" αれα,S 彰 rm

m ら""", マ ホガニー、 S夕刻砦7′〃〃 α‘粥卿鉦,7 18“れ躍 "/m spp, な どを加 害 す

る。S卿だα〆のzfsf"には激しい被害が発生する。年 4化性。卵は寄生樹に

1列あるいは 2列に産卵され、幼虫は体長約 6cm になり、黒色とピンク

色の1剛毛束をそなえ、主に夜間摂食し、昼間は被覆物内に隠れる。菌は

粘り強い紙様で幼虫の剛毛カ概歯り込まれていて、小枝に沿ってつくられる。

r ‘のi透"2" ればBethul1 Bakct は ナ イ ジ ェ リア て 7セデ“〃〃"化 "ノore“M~ の

皆木に被害があり、幼虫には集合性がある。

鰯オビガヰi←Eupterotidae

小形ないし中形。成虫の ID吻ば短いか欠く。前蝿の性脈の支源は第 i

リ脈と右柄で、多くの場合第 1径脈か痕跡的となる。第 2中脈は中央室

末端縁の中央または中央前から生ずる。後想はよく発達した遡軸をそなえ

る。轡脈は 2水ある。幼虫は長毛の生えた沈を持ち、巣の中に群生する種

類が多い。全担界から約50属 400種が知られている。

E′助けoね危るm C1amer はスリランカとイン トに分布 し、コーヒ←と街

路糊の害虫として知られているが、屑叫ば7"c卿“中低αを含む各種の親 r
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葉樹木の菜を食べる。 1 年1世代、成虫は南イントでは7 - 8 月に出現 

する。雌は約20 H 間に数百卵を産卯する。幼虫は黒味がかリ、長い灰色の 

毛と短い毒毛束をそなえ、夜問は寄生樹の菓に集まり摂食するか、登間は 

樹皮上に塊状に集って静止する。幼虫期は約6 カ月で、その後落菓層や 

土中で蛹化する。蛹期は4 -5 か月。E geminata Walkerの成虫は開張 

6 - 8cm,橙黄色で暗色の横帯をそなえる。幼虫は体長35- 40mmにな 

り、黄色の縦条紋と光沢ある赤黄色の尾紋をそなえ、白色ないし灰色で先 

端が黒色になった長毛束をそなえ、短く堅い剛毛の生えた漕かある。双了 

葉樹木の菜を食い、カカオ、綿、茶などの農作物害虫として右名てある。 

森林や苗畑ではBmlぬrnialabaricuin，メリナ、チークにつく。北インド 

やパキスタンでは1化性で6 -?月に出現するが、南部では通常2化性に 

なる。卵は加害樹の小枝に塊状に巻きつけ産下される。若齢幼虫は集合し、 

しばしば1列縦隊で移動し、脱皮時には房状に集合する。生長すると分散 

して摂食する。蛹化は土中でする。E. unda危Blanchat dは イントとパキ 

図-33 Euptercite undata 

成虫（開張約90mm) (Beeson より） 
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スタンに分布し、チーク林の重要害虫である。英名はCaidamom hany 

caterpillar と呼ばれる。成虫は大きく、開張は約10cm,黄色で暗色紋を 

そなえる。幼虫は体長60mrriに達し、黒味を帯び、背面には灰色紋を、イ則 

面には黒紋をそなえ、長い灰色毛と先端の赤い短毛と褐色の短毒毛をそ 

なえる。農作物の害虫であるが、林木ではBombax rnalabai icum，メリナ、 

S/icrm lo加s/a，チーク、Terminalia spp ,Toona n /icEaなどが記録さ 
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菜樹木の栄を食べる。 1年 1世代、成虫は南インドでは 7 ~8 日こ出現

する。雌は約20H 間に数百卵を産卵する。幼虫は黒味がか -)、長い灰色の

毛と短い毒毛束をそなえ、夜間は寄生樹の葉に集まり摂食するか、昼間は

樹皮上に塊状に焦って静止する。幼虫期は約 6 カ月で、その後7各柴層や

土中で頼化する。踊期は 4 ~ 5か月。お gB'i2272α"Walkcr の成 虫は間張

6~ 8cm 、椎黄色で暗色の横帯をそなえる。幼虫は体長35~40mm にな

り、黄色の靴条紋と光沢ある赤黄色の尾紋をそなえ、白色ないし灰色で先

端が黒色になった長毛束をそなえ、短く堅い剛毛の生えた糖かある。双了

菜樹木の葉を食い、カカオ、綿、茶などの農作物害虫として有名てある。

森林や苗畑では Bo粥 b鑓 “姻如卿“c"'“, メ リナ、チークにつ く。北イン ド

やパキスタンでは 1化性で 6~7 月に出現するが、南部では通常 2化性-に

なる。卵は加害樹の小枝に塊状に巻きつけ産下される。若齢幼虫は集合し、

しばしば 1列縦隊で移動し、脱皮時には房状に集合する。生長すると分散

して摂 食する。師化は土中です る。β,mm" 超 B1anchald はイン トとパ キ

,
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・
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図 一 33 Eupterote undata

成虫(開張約9omm)(Beeson より)
ヮ~/ ・メ ス.

スタンに分布 し、チークネネの重要害 虫である。英名はCaldan ・om halry

caterplliarと呼ばれる。成虫は大 きく、開張は約 1ocm 、黄 色で =音色紋 を

そなえる。幼虫は体長60mm に達し、常味を帯び、背面には灰色紋を、側

面には黒紋をそなえ、長い灰色毛と先端の赤い短毛と褐色の短毒毛をそ

なえる。農作物の省虫であるが、林木では日の'妙狐 m 〆妙の′L加 z, メ リナ、

S旬γβα のる""", チー ク、 好 ?m “"""spp , oo“" α′?殻αな どが記録 さ
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れている。北インドとパキスタンでは1化性で、成虫は6 -7 月に出現す 

るが、南部では2化性のものもいる。雌は黄色の卯を葉の裏而に大きな卵 

塊として産下する。幼虫は集合して主に夜問に太い菓脈を残して菓を食う。 

日巾は樹皮や葉裏に集合して静止する。北剖には11月に多くは上中で繭 

をつくる。蛹期は冬眠と夏眠をするので長期問となる。 

ロ日カイコガ利 Bomhycidae (silkworm moths) 

中形。口吻は消失する。前翅の第2 -5 径脈は共同の柄脈をそなえ、 

第2中脈は第1と第3との中央か第1に近く位置する。後翅の瞥脈は完 

全て2 本。趨棟は痕跡的。幼虫は裸休で尾端前背面に尾角をそなえてい 

る。全世界から約15属100種が知られている。 

Nonバzima ノavanica Mooreは東洋区に分布し、開張7 cmの灰褐色の 

ガで、Fctバelastzca造 林 地 の 食菜性害虫である。イントでは1化性で成 

虫は12月に出現し、幼虫は8 月から10月まて活動する。0cinara sig 

”勇ta Walke「はイ ントとパキスタンに分布し、FiCUS giomerataや同属の 

樹木の菓を食害する。卵は葉へ数列に産みつけられる。貰色の繭中で蛹化 

する。 1 世代長は好条件下ては3 週間である。0 vanans Walicerは東南 

アジアに広く分布し、スリランカ、インド、パキスタンでクワ科の害虫と 

されている。 

図-34 0cinai-a varians 

幼虫（体長約21mm) (Beesonよ り） 

伽ヤママユガ科Salurniidae (giant silkworm moths, wild silkworms) 

人形、鱗題日中の最人挿を含む。触角は短く基部たりに鯖毛をそな 

える。口吻はない。翅は幅広く、基部は密な長軟毛に覆われる。趨煉はな 
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れている。北インドとパキスタンでは 1化lrで、成虫は 6~7 月に出現す

るが、南部では 2化性のものもいる。雌は黄色の卵を葉の裏面に大きな卵

塊として産下する。幼虫は集合して主に夜間に太い葉脈を残して菜を食う。

ヒ1中は樹皮や巣裏に集合して静止する。北部では11月に多くは上中で繭

をつくる。師期は冬眠と夏眠をするので長期間となる。

圏カイコガ料 Bombycidae(s111(worm moths)

中形。 [1吻は消失する。前遡の第 2 ~5 省脈は共同の柄脈をそなえ、

第 2中脈は第 1と第 3との中央か第 1に近く位置する。後超の瞥脈は完

全て 2木。遡頼は痕跡的。幼虫は裸体で尾端前背面に尾角をそなえてい

る。全世界から約 15届 100種が知られている。

Non 岱れ擢αノ"?ノα"zm Moore は東洋 区に分布 し、間張 7cm の灰褐色の

ガで、凡αは〆臨海のを林地の食葉骨害虫である。イントでは 1化性で成

虫は12月に出現 し、幼虫は 8 月から10月まて活動する。oc′'mm =g

“狗′〃 Walker はインドとパキスタンに分布 し、 Fzczfs多加俸〆""べ)同属の

樹木の葉を食害する。卵は葉へ数列に産みつけられる。黄色の繭中で踊化

する。 1世代長は好条件下ては 3週間である。○〃"クマ伽 sWalker は東南

アジアに広く分布し、スリランカ、インド、パキスタンでクワネキの害虫と

されている。

図 -34 0crnara varfans

幼虫(体長約27mm)(Beeson より)

例 ヤ ママユ ガ不一SaLurn11dae (gianL sllkworm IT1oLhs,wlld sllkworms)

人形、F砕超 LI1liの最人種を含む。触角は短く基部たりに挿弁じをそろ

える。ロ吻はない。期は幅広く、基部は密な長軟毛に覆われる。縄蚊はな
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い。前翅の第I中脈は径脈と有柄ではない。後趨には1木の啓脈があり、 

尾突起をそなえる種類もいる。卵は球形か肩平。幼虫は大形で有軟突起 

をそなえる。しばしば緑色で光沢ある斑紋をそなえる。老熟すると大きな 

絹糸繭をつくる。この繭は相糸として使われることがある。 

Ac/las se/one 1-luboerはインドとパキスタンに分布する。大形のガで果 

実や仙の双子菓樹木の葉を食う。林木ではBeteila spp ,五iglans regia, 

Lagenstroezn,a spp - Lannea coronzandelzca, nrmzna/ia pan wa/ala 

が記録されている。ヒマラヤ地域で'S年1~2 世代を繰り返し、南イント 

ではそれより多くなる。幼虫は樹上で繭をつくり蝋化する。Ant/ia raea 

加1)hia LinnaeusはインFとパキスタンに生息し、瑚は幅広い翅を持ち、 

開張約12cm、光沢ある黄色で円形の透明な紋をそなえる。雄では体が小 

さく黒ずんでいる。卵は大きく、葉の上に塊状に産下される。幼虫は体長 

10cmになリ、強健、淡緑色ぐ両側に黄色の帯を持ち、金属紋と短刺群の 

生えた突起をそなえる。多食性で各種の双子薬樹木の菓を加害し、林木 

で は AnacamWit CCC?鹿ii加厄 Anoge?ssus 血I加ha,Da功01gW SI) , 

原m加his /eucoxylon，コ ム ノ キ、Lagerstroamta paro加ha, S/mica 

10加s/a, Termina/ta spp などが加害樹として記録されている。老熟する 

と菓を巻くか繭を絹組でふら下けその中で蛹化する。この種は森林害虫と 

して特に重要で目ないが、地域によっては、カイコの絹より品質は低いも 

のの絹糸生産に使われている。Anh/zeraea roy/az Mooteはインドとパキ 

スタンに生息する多食性の毛虫で、Beta/a sp., Quercus mean“に執害 

をあたえた記録があリ、果樹でも時に大発生する。Altacus at/as Liii 

naeusはAし】as mothと呼ばれ、東洋区に分布する。超大形のガて、開張 

は約25cm,翅に比べて体は小さい。趨の色彩は黄掲色から紫色味を帯ひ 

た褐色で変化があり、各姐に透明の紋がある。老熟幼虫は10cm以上て談 

緑色ないし青黄色で体表には後方に向った大きな青色の刺を持つ。 

A たun/es montana, ク ス ノ キ、Lagers/roemia sjwciosa，マ ン コ、 

Satnanea sanian,‘翫h/ezchera tnyuga,マホガニーなど各種の双子集相 
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い。前棚の第 1中脈は係脈と有柄ではない。後期には 1木の腎脈があり、

尾突起をそなえる種類もいる。卵は球形か周平。幼虫は大ヲ杉ぐ右嫌突起

をそなえる。しばしば緑色で光沢ある斑紋をそなえる。老熟すると大きな

絹糸繭をつくる。この繭は絹糸として使われることがある。

AGZ毎もsde“e Hubner はイン ドとパ キスタンに分布する。大形のガで果

実や他の双子葉樹木の葉を食 う。林木ではβg′/血 spp ,/で増忽那 だgzα,

乙"どの綿知の郷α spp , 上の2れeα cDγの,zmzd 錫zcα,Te γ川畑 "/如 かα招じ〆 "如

が記録されている。ヒマラヤ地域では年 1~2 世代を繰り返し、南イント

ではそれより多 くなる。幼虫は湖上で繭をつくり蛸化する。Aれ豹βmBα

PQP;2ずα Linnaeus はインドとパキスタンに生息 し、湖は幅広い朝 を持 ち、

間張約 12cm 、光沢ある黄色で円形の透明な紋をそなえる。雄では体が小

さく黒ずんでいる。卵は大きく、菜の上に塊状に産下される。幼虫は体長

1ocm になり、強健、淡緑色ぐ両側に黄色の帯を持ち、金属紋と頬刺群の

生えた突起をそなえる。多食性で各種の双子葉樹木の葉を力ずr表し、林木

で は A'zαcの "22〃〃ひば縦の臨海 ,A77oge 郷 婚 ‘蝕め 卿 ,DQ/ 加増 zα sp ,

裁 "〃収め『z侍 膚"の卸 わ〃, ゴ ム ノ キ、 L口座 符お粥 ''27α pαγ〃兎 /m,S ルor雄

γクゎz‘s如 ,Zer 間粥敏 "spp などが加害樹 として記録 されている。老熟する

と菓を巻くか繭を絹組でふら下げその中で姉化する。この種は森朴害虫と

して特に重要ではないが、地域によっては、カイコの絹より品質は低いも

のの絹糸生産 に使 われている。A れ〃泌mm γロメの Moo ・eはイン ドとパ キ

スタンに生 息す る多食付の毛 虫で、β敏似如 sp,,QzferLHS 観劇れ"に被害

をあたえた記 録があ り、果樹 で も--おこ大 発生す る。 A‐"αcm の超s LI1

naeus は Atlas moth と呼 ばれ、東洋 医に分布す る。超 大形のガて、間張

は約25cm 、麹に比べて体は小さい。遡の色彩は黄褐色から紫色味を帯ひ

た褐色で変化があり、各週に透明の紋がある。老熟幼虫は1ocm 以上て淡

緑色ないし青黄色で体表には後方に向った大きな青色の刺を持つ。

A′g?‘“ es 加 o鰯α〃α, ク ス ノ キ、乙α卵 な′γ肥加 7〃 sPpczosα, マ ン コ、

S"粥α“粥 蹴朔α72,& 加々納 em ′燭 "耳な, マ ホガニーなど各種の双子 葉横
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木の葉を加害する。卯は赤く菓上へ塊状に産みつけられる。幼虫は単独で 

主脈を残し暴食する。繭は汚白色ないし汚褐色て、小枝に絹糸で縛りつけ 

た葉の裏側につくる。産卯数は約200個である。世代長は気候によって異 

なるが、赤道直下のマラヤでは約61目で、卯期間は約7 日、幼虫期問は 

29日、蝋期間は25日であるが、インドネシアでは幼虫期問は30-S0日、蝋 

期間は変異かあり、 1 -10カ月である。幼虫1頭の摂食量は多いが、林木 

への被害は少ない。しかし、マラヤではAkurites mon加”αに激しい失菓 

被害がでたことがあり、ジャワではキナノキに、スマトラでは茶樹に大発 

生した記録もある。 

囲スズメガ科Spingidae (sphinx moths) 

はとんどの成虫は大形、美麗、体は太く、日中、薄暮、夜間に活発に強 

飛する。顕著な色彩模様で密着鱗片に覆われる。複眼は顕著で裸体。触 

角は通常先端に太く先端が絢状になる。雄ては緑毛を付けるかまたは櫛歯 

状。口吻は著しく長いものから退化したものまである。鬚は存在する0 翅 

は大形で細い。前翅は後翅より大形、陰色の場合には後翅は光輝がある。 

飾毛を欠き翅の透明な挿類もいる。翅蜂はよく発達し前緑脈と径脈とは 

中央室の中央か直前で1横脈で結びつき中央室の末端まで平行に走って 

いる。腹部は太く尾端に尖がるか紡錘形。幼虫は大形で太く円筒状、表 

面は滑らかか粗1』あるいは虎を持つ。腹脚は5 ’」。通常第8 腹節背面 

に尾角をそなえるが、痕跡的になったり疣となるものもいる。老熟すると 

上中で薄い繭をつくリ蛹化する。 

クロメンガタスズメ（Acheron/ta たthesis Fabricius）は束洋区から日 

木まで分布する。各種双子葉樹木の葉を摂食する。幼虫は緑色で黄色と 

青色の斜紋があり、スズメガ固有の尾突起をそなえる。インドとバキスタ 

ンではMel2a azedarach，めathodea campani‘た加，チークなどを加害す 

る。 1 唄の摂食量は多いが、小径木を除き被害はさIJど激しくない。北イ 

ンドでは3 化性、幼虫で越冬し、土中で蛹化する。メンガタスズメの原亜 
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木の葉を加害する。卵は赤く菓上へ塊状に産みつけられる。幼虫は単独で

主脈を残し暴食する。繭は霧白色ないし汚褐色て、小枝に絹糸で縛りつけ

た葉の裏側につくる。産卵数は約200個である。世代長は気候によって異

なるが、赤道直下のマラヤでは約6]ljで、卵期間は約 7 日、幼虫期間は

29日、蝋期間は25日であるが、インドネシアでは幼虫期間は30~50 日、輔

期間は変異があり、 1~10 ヵ月である。幼虫 1頭のず託食量は多いが、林木

への被害 は少 ない。 しかーヘ マラヤではA を"“彰s 伽oれ如72"に激 しい失葉

被害がでたことがあり、ジャワではキナノキに、スマ トラでは茶樹に大発

生した記録もある。

{28っスズメガ科 Spingidae(sphinx moth

ほとんどの成虫は大形、美麗、体は太く、日中、薄暮、夜間に活発に強

飛する。顕著な色彩模様′ぐ密着鱗片に覆われる。複眼は顕著で裸体。触

角は通常先端に太く先端が釣状になる。雄ては緑毛を付けるかまたは櫛曲

状。ロ吻は著しく長いものから退化 したものまである。髪は存在する。運

は大形で細い。前組は後期より大形、陰色の場合には後期は光輝がある。

鱗毛を欠き遡の透明な紳類もいる。殻敷はよく発達し前緑脈と径脈とは

中央室の中央か直前で 1横脈で結びつき中央室の末端まで平行に走って

いる。腹部は太く尾端に尖がるか紡錘形。幼虫は大形で太 く円筒状、表

面はd」if)かかり唄お′あるいけ止を持つ。}腹脚は 5対。山 i.話〉≦;'復飾背面

に尾角をそなえるが、痕跡的になったり洗となるものもいる。老熟すると

上中で鱒い繭をつくり蟻化する。

クロメンガタスズメ (Ac棚卸れ加 ‘α露 esis Fabncius) は東洋区から日

木まで分布する。各種双子葉樹木の葉を摂食する。幼虫は緑色で黄色と

青色の斜紋があり、スズメガ固有の尼突起をそなえる。インドとパキスタ

ンでは肌磯 ""2 可α“僻ん, 鋤の/zodeα m 粥卿 m ば欲α, チークな どを加害す

る。 1頭の摂食量は多いが、小径木を除き被害はさほど激しくない。北イ

ンドでは 3化性、幼虫で越冬し、土中で緬化する。メンガタスズメの原並
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図-35 Acherontia Iachesis 

上幼虫 下：(Kaishoven より） 

種（A,sりJx Westwood)は小アジアから東洋区に分布する。幼虫は体長 

図一36 Acherontia styx 

成虫（開張90mm) (Beeson より） 

8 cmに達し、明るい緑色で暗緑色の斜帯と曲がった尾突起をそなえる。 

インドとパキスタンでは助athodea canゆamula加，みzygiion cuminn, 

チークなどを加害するが、はかの双子葉樹木にもつく。幼虫の摂食量が多 

いので、小径木への被害は激しい。卵は緑色を帯びるが、次第に橙黄色に 

変る。土中で蛹化する。インドでは年数世代を繰り返し、蛹で越冬する。 

マラヤでは野菜への被害がかなり多く、 1 世代は約44日で、卵、幼虫、蛹 

期間はそれぞれ約S 、 21, 18日である。Cゆhonodes ky/us Lhrnaeusは旧 

ー印－ 

図 一 35 Acheron ねa′aches 馬

上 幼虫 下 :(Karshovenより)

種 (A.s惣寛Westwood) は小アジアから東洋区に分布する。幼虫は体長

図 一 36 Acherontfa styx

成虫(開張9omm)(Beeson より)

8cm に達し、明るい緑色で暗緑色の斜帯と曲がった尾突起をそなえる。

イ ン ドとパ キス タンでは SPαと如 d撚 如招Pα粥綿鰭仏 Syzyg"" “ c紛れ・れ",

チークなどを加害するが、ほかの双子葉樹木にもつく。幼虫の摂食量が多

いので、小径木への被害は激しい。卵は緑色を帯びるが、次第に構黄色に

変る。土中で蝋化する。インドでは年数世代を繰り返し、嬬で越冬する。

マラヤでは野菜への被害がかなり多く、 1世代は約44日で、卵、幼虫、姉

期間はそれぞれ約 5 、21、 18日である。 Cゆれoれodes ね〆qs Linnaeus は旧
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世界の熱帯から亜熱帯に広く分布し、アカネ科の集を摂食する。幼虫は均 

一な淡緑色で生育すると幅広い縦の黒帯をそなえる。終齢幼虫は橿赤色 

ないしチョコレーート色で背面に暗色の帯と背側面に黄白色の縞があり、気 

門は赤く縁取られる。ガーナ、タンザニア、マラヤではコーヒーのマイナ 

ー害虫とされている。A dine cordifolia,チーク、均'ha xy/ocaゆαを加害 

するが、ナイシュリアではNeecka didernch.ilについた記録があ る。イン 

ドでけ春期における幼虫と蛹期間はそれぞれ3 週間である。C, /1cus 

Cramer は 東洋区に分布し、アカネ科の業を食う。幼虫は体長6 - 7 cm 

に達し、主に緑色で青白色の縦背線をそなえる。インドネシアとマラヤで 

はコーヒーの害虫であるが、インドではA所na cord加lieの葉を食害する。 

成虫は夜間非常に早く飛翔する。幼虫は若葉を好むが、旧葉、果実の外 

皮や小枝の若い樹皮なども食う。蛹化は土中やまれに落葉層中てする。、フ 

ラヤ、スマトラ、シャワで大発生したことかある。Beg/cpIi油 nero Lin 

na ensはア フリ力、南アジアに分布する。イギりスに迷い込むこもがある。 

成虫の開張は9 -'11cm～幼虫は12-15cmになり、色彩は変化に富み、通 

常淡青緑色で黄緑色のはかしが入り、白色の縞と斑紋がある。短い曲った 

尾突起をそなえる。キョチクトウとRauwo mclの マイナー害虫として知ら 

れているが、多食性て各種の双子菓樹木の菜を加害する。ウガンダで（」 

Bgirt!九v,ya aヌ器i ca, Ah7rogyna Sゆ1而sa, 77gaveha pera vianaを加害し 

ている。年数世代を繰り返し、蛹で越冬する。卯は巣や葉柄に1粒すつ産 

下される。幼虫は若く柔らかい菓を好むが、次第に全組織を食い、また花 

も食う。刺激されると威嚇の姿勢をとる。老熟幼虫は地面で褐色の絹糸に 

より落葉や腐植を綴りつけた繭をつくる。苗畑で激しい被害が発生する。 

Pり加り'cluis属は熱帯アフリカとアジアに分布し、双子葉樹木の葉を摂食 

する。ウガンダではPpygarga KarschがMaesopsis amineの葉を加害し、 

インドではP. tn /m ae/its Mooreがムラサキ科の葉を加害する。 1 世代は 

約53日で、卯、幼虫、輔期間はそれぞれ約5 -, 30. 18日である。西ナイジ 

エリアでは、この属の未同定種がTriplochiton sclero支ylo”を加害している。 
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世界の熱帯から亜熱帯に広く分布し、アカネ科の葉を摂食する。幼虫は均

一な淡緑色で生育すると幅広い縦の黒帯をそなえる。終齢幼虫は様赤色

ないしチョコレート色で背面に-璃色の帯と背側面に黄白色の綿があり、気

門は赤 く縁取 られ る。ガーナ、タンザニア、マラヤではコー ヒーのマイナ

ー害虫 とされている。 Adz""co 縦坑鼓iQ, チーク、 Xyね" 夢 /om ゆαを加害

するが、ナイシェリアではN 伽 〆如 didげ“c卿 2についた記録がある。イン

ドでは春期における幼虫と師期間はそれぞれ 3週間である。C,Pzc節

Cramer は東洋区に分布し、アカネ科の業を食う。幼虫は体長 6~7cm

に達し、主に緑色で青白色の縦背線をそなえる。インドネシアとマラヤで

はコー ヒーの害虫であるが、インドではA 承れαのγば帆〆デ"の葉 を食害す る。

成虫は夜間非常に早くヌを粥する。幼虫は若葉を好むが、1日葉、果実の外

皮や小枝の若い樹皮なども食う。鰯化は土中やまれに落葉層中てする。マ

ラヤ、スマ トラ、シャワで大 発生 したことかある。 Dez′ゆ′班α 72好′2 L1n‐

naeusはアフリカ、南アジアに分布する。イギリスに迷い込むこもがある。

成 虫の開張は 9~1lcln 。幼虫は 12~15cm になり、色彩は変化に富み、通

常談青緑色で黄緑色のばかしが入り、白色の縞と斑紋がある。短い削った

尾突起をそなえる。キョチクトウと尺αz‘wo肪蘭)マイナー害虫として知ら

オ ごいるが、多食性て各種の双子葉樹木の葉を加害する。ウガンダでは

β?f“溺卿膨 れ鯛 szm, 肌立mgy 棚 s′ZP7‘/o細 ,T ね勿磯 " 妙の粥川 “"を力拝書 し

ている。年数世代を繰り返し、師で越冬する。卵は桑や薬柄に 1粒すっ産

下される。幼虫は若く柔らかい葉を好むが、次第に全組織を食い、また花

も食う。刺激されると威嚇の姿勢をとる。老熟幼虫は地面で褐色の絹糸に

より落葉や腐値を綴 1)つけた繭をつくる。苗畑で激しい被害が発生する。

Rひろめな認′縦属は熱指アフリカとアジアに分布し、双子葉樹木の葉をlit食

す る。ウガ ンダではPP 鬼の皆α Karsch が Mqgsopszs e侃 2mzの葉 を加害 し、

インドではP遊蕩デれg叫ばs Moore がムラサキ科の葉を加害する。 1世代は

約53日で、卵、幼虫、姉期間はそれぞれ約 5、30、18日である。西ナイジ

ェ リアでは、この属の未同定種が Trzpあげ?の れ sG趨か紗わ“を加害 している。
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Ailogramrnn men中bran Ciarnerはスリラン力、インド、パキスタンか 

らオーストラリアまで広く分布し、樹木や灘木の葉を食う多食性の害虫で 

Casuarina Spp ,メ リ ナ、Me/ia azedarach，幼at/iodea campanula慨 

チークなどの加害樹が記録されている。インドでは時にメリナとチークに 

多発する。年1 世代で、成虫の発生と蛹化は不規則である。Sa/aspesは東 

洋の属で双子葉樹木の葉を食う。S inferno/is WestwoodはAlhizia lob 

be読など、S sea/ti Jordan 11 Dalbergia sissooにつく。1五ore/ia nessus 

Dr ur yは東南ア ジアからオーストラリアで双子菓樹木の葉を食害し、イン 

ドではPo4gwnia pinnalaを加害し、落葉層巾で蛹化する。 

(29) シャチホコガ科Notodonlidae (pi ominents, puss moths) 

成虫は中形ないし大形。灰色あるは褐色。鱗毛と毛に覆われる。口吻は 

明瞭か退化する。触角は雄では櫛歯状。後脚の腿節は長毛を装う。前翅 

の後緑には背力に突出する毛房をそなえるtip預もいる。前超の』寸脈は3分 

岐する。後姐の亜前縁脈と径脈は分帥している。腹部は毛深く尾毛東を 

そなえることがある。卯は淡色で丸い。幼虫は円筒状で4 対の腹脚をそな 

え、尾脚は変形するか、あるいけこれを欠く。体表面は背癌、疣、触糸や 

棟をそなえ、鮮明な条紋がある。ある種では静止の際に体の前方と後方を 

Lける。この姿がシャチ鉾に似ていることから和名になっている。全世界 

から約650属2 .000種か知られている。 

A mpI/C CC)/O加Butiei はナイシェリア、ガーナ、力メルンに分布する。 

成虫は4 月に羽イヒlノ、乃ゅlot/li/OIl scleroxylo”の高木の葉に産卯する。 

幼虫は3 週間後に貯化して葉を摂食し、地上に降り周リの飛木や低木の 

菓表て不均一な形の淡褐色の堅い紙状の集合した繭をつくる。白然木の 

501ト生以上の高木に激しい被ブ；が発生するが、造林木ではまた被害はて 

ていない。Des;neocraera voile Janseは熱帯アフリ力に分布し、双子巣 

樹木の菓を食う。ウガンタてはクアハに普通であるが造林地で発生する 

ことむある。被J，は陳林に限定され広がらない。被害木（」衰弱し、二次 
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Pszfog 川洲粥αフルe"ゆ /“◇“ C1an ・er は ス リラ ンカ、 イ ン ド、パ キス タ ンか

らオーストラリアまで広く分布し、横木や濯木の葉を食う多食性グy害虫で

C調 ""γ粥α SD1 メ リ ナ、屑物 ααzedα打僻 ん,S め鑑なode α cα捌か"““ね如 ,

チークなどの加害樹が記録されている。インドでは時にメリナとチークに

多ぢきする。{F I世代で、成虫の発生と姉化は不規則である。S鰯偶め8ふむま東

洋の嵐で双子葉樹木の葉 を食 う。 S Z〃たγ7と〆婚 Weshvood は A 肋 zm Zの‐

彰 c々 な ど、 S scα fz Jordan ‘JD α妙e牌解 " 蚊 )oに つ 772好物 惣 〃Fs瀞鱒

Druryは東南アジアからオーストラリアで双子葉樹木の葉を食害し、イン

ドではPD 解α〃""P “加川αを加害 し、落葉層中で師化する。

(2の シャチ ホ コガネト Notodont1dae(p1oml-lents,puss morhs)

成虫は中形ないし大形。灰色あるは褐色。鱗毛と毛に覆われる。ロー吻は

明瞭か退化する。触角は雄では櫛歯状。後脚1の腿節は長毛を装う。前地

の後緑には背フJに突出する毛房をそなえる称頚もいる。前遡の肘脈は 3分

岐する。後畑の並前緑脈と秤脈は分削ぎしている。腹部(↓毛{築く尾毛束を

そをズることがある。卵は淡色で丸い。幼虫は円筒状で 4対の腹膜1をそな

え、尾脚は変形するか、あるいはこれを欠く。体表面は首精、疾、稗IE糸や

敷をそなえ、解明な条紋がある。ある種では静止の際に体の前方と後方を

[ける。この姿がシャチ鉾に似ていることから和名になっている。全世界

から約650届2,000種か知られている。

Aノ′〃/)/だれご〃‘ノm HuLra はブーイ シ ェ リア、 ガーナ、 カ メル ンに分 布 す る。

成虫は 4 月に羽化 し、 万 の‘o戊申)〃ゞc腐り刈ノ/o“の高木の集に産卵する。

幼虫は3週間後に跡化して葉を摂食し、地上に降り周りの灘木や低,木の

葉汝てイ・均一なiEラの次褐色の堅い紙状の集合した繭をつくる。自然木の

50年生以上の高木に激しい扱う;が発生するが、メき林木ではまたネ安寿はて

ていない。 Pep 卿併用β7“〃‘2rm Janse は熱帯アフ リカに分布 し、双子葉

樹木の東を食う ウガンタてはクアハに普通で )るが造林蓑皆で発9ョする

こともある。被古銭藤林に限定され広がらない。被害木は衰弱し、二次

-69-



性害虫に攻撃されるようになる。ウカンタてはnIcl山ゆtns tiegliゆh/のほ 

かユーカリ類やit cacia cyan”あ’llaを加害したことがある。Dum(SI? 

noheles \Valkerは東洋区に分布する。成虫は大きく開張7 5- 10cm,褐 

色で前翅に暗色の斜帯をそなえる。幼虫は10~ 11cmになり、突出した 

棟をそなえ、通常Schleechera t切“gaの旧葉を摂食する。繭をつくらす 

十中の穴で蛹化する。インドでは1化性で、成虫は6 U に出現し、幼虫 

期間は7 '-10月であるが、シャワでは世代か亜複し、幼虫は升中兄られ 

る。F7)2CCT/I1Y/ pulvenelefita HampsonはガーナでTei mJinutia 1 vorensis 

の巣を食う。老熟幼虫は休長25 - 30rnrn 淡褐色で背向に暗色帯かある。 

蛹化は地上てする。被害は5 , 6 月に多く、 8 , 9H にも兄られる。被 

害木は初め梢端が失菓し、次第に樹幹全休に及ひ、 3 -4 週問後には完 

全に失葉する。Neocemm.na feline Ia Walkerは東洋区に分布し、基木的 

にはイイギリ利の集を加害するか、イントではポプラやTとTin加(il/el 

tomnentosalこもつく。幼虫は胸部に鈍い刺と木端節に長い先細の刺状突 

起を持った右妙な形態をしている。老熟幼虫は小枝や樹冠に浅い卵形の 

穴を堀り、扁平な繭内で蝋化する。成虫は昼行性。シャワでは世代長か 

40-S0日て、イントでは7月に蛹期間が23日とされている。Neop/ceosma 

excum vata Hampsonは インドに生息する。幼虫は体長約30mmに辻し、 

ピンク色で長い曲った尾突起と胸部と腹部に若干の短い刺をそなえ、 

Anogemssus 1(11加leaの集を食害し、蛹化は士中の堅い繭内てする。 

/切alein i-uya Mooreはインドとミャンマーに分布し、双イ巣樹木の多 

食性の食葉性害虫で、Cassea fistiela, Oiegeenia 山the; gloides,QiCe/tI?,', 

SeTTataなどに被害かでる。Staenvpem etlte,フ71e5 \tVa]lcerは東洋区 に広く 

分布し、英名はlobstar caterpillarである。成虫は開弘4 - 6 cmて灰色 

のカである。幼虫は脚か艮く奇妙な形をし、驚くと威嚇姿勢をとる。ス 

リランカ、インド、ジャワでは茶の害虫とされ、双了葉相木につく多食 

性の省虫でAaicea Caたelm,A 鹿αルα加，Ai//can/se?, AIbezia chum 

enses, Cassea 恥te丸 C yavanica, Greyルi (Oh//S/u, マンコ、Ougeu 1116' 
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1生者虫に攻撃されるようになる。ウカンタてはE〃m/}の′〃ふ‘/曜/′少々′のほ

か ユ ー カ リ類 や Amq αり郡 ?0の/り′"" を加 デした こ とが あ る。 D′fぬrm

ノ2の′/為 Walker は東洋区に分布する。成虫は大きく間張7 5~1{)cm 、褐

色で前遡に--音色の金尋端‐をそなえる。幼虫は10~1loll になり、突出した

疎をそなえ、通常&/?‘e?c庇招 かり′唇"の旧葉を摂食する。繭をつくらす

土中の穴で轍化する。インドでは 1化性で、成虫は 6月に出現し、幼虫

期間は 7~10 月であるが、シャワでは世代か重複し、幼虫は4十中見られ

る。 EP 化e粥 川 ばひ8那 加 “"Hanll)son は ガ … ナ で 7を“〃〃?"/′α′粥ノゼ“s′s

の巣を食う。老熱幼虫は体長25~30mnl 、談褐色で音曲に=音色帯かある。

リ順化は地」二てする。被害は 5,6 月に多く、 8,9 月にも兄られる。被

害木は初め梢端が失業し、次第に樹幹全体に及び、 3~4 週間後には完

全に失菜す る。那加cの′〃"/ “〃'〃!α Walker は東洋区 に分イーiし、外イ・的

にはイイギリ不一の集を加害するか、インドではポプラや e捌けノ′"/"ぞ

′omemo 鉱にもつく。幼虫は胸部に鈍い刺と末端節に長い先細の康明人突

起を持った給妙な形態をしている。老熟幼虫は小枝や掛冠に浅い卵形の

穴を堀り、扇平な繭内で鮪化する。成虫は昼行性。シャワでは世代k か

40~50F- て、イン トでは 7月に蟻期間が 23日とされている。対の〆′のsm

・c′rim 超 Hampson はイン ドに生息す る。幼 虫は体辰約 30nlnlに達 し、

ピンク色で良い曲った尼突起と胸部と腹部に者 1二の短い“きりをそなえ、

ノレ70ge鵜 "ふ微小磯 "の巣を食害 し、師化は土中の堅い菌内てする。

!)脳 ね竹 7の収 Moore はイ ン ドとミャンマー に分布 し、双子 葉樹木の 多

食性 の食菓社告 虫で、 Cqss脇 方立川“, α省e〃〃" 〆〃あのぜひ′des,Q 〃“ "△

sgrim" な どに被害かで る。瀞伽 如かfも "/‘好〃裕 Wa1ker は東洋区 に広 く

分布 し、英名はlobstar oaterplllarである。成虫は間族 4 ~ 6 0111て灰色

のガである。幼虫は輝か長く奇妙な形をし、驚 くと威嚇姿勢をとる。ス

リランカ、インド、ジャワでは茶の害虫とされ、双ず菓樹木につく多食

性 の 古 虫 で Amcm cq海流 〃,A d微 妙婿〃,A 〃?e"〆′?s′7,A 飯 沼‘! c履か

eれs嵐 C‘mm 自助‘!α,C メ御 αほどcα,G だひげを(z r通 船 /", マ ン コ、 0′増どmm
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dalbergioldes, Pa/aquzum 伊‘t加,Syzj'giun ci,'iniflii, 7)vnza 

re nthis f/I (1/1hZ, 乃'ewla fl/Id/f/OW, X 'yhaxylotrn加なとの加舌樹秤か知ら 

れている。成虫は夜行性て、雌は不i舌発に飛翔し寄主の葉に産卯する。 

蛹化は組糸て綴った葉の中や小枝上でする。世代長は南インドやスリラ 

ンカでは6 -8 週間で、卵、幼虫、蛹期問はそれそれ約1, 4-5, 3週間 

である。スリランカで大発生したことがある。Stenadonta indmhS 

Gaede は インドで幼虫がDeiidi'oca/wnns s/i'imβの菓を食い、南西モン 

スーン期に活動する。蛹期間は6 -7 日である。 

琶 
図―31 Pha!era raya 

幼虫（体長約65mm)(Katshoven より） 

(30) Vクカ 'I Lymantriidae (tussock moths) 

成虫は中形。体は太く、触角は櫛歯状ないし鳥毛状。日吻は痕跡的か 

欠く。雄は有超であるが、雌では無翅の種類かいる。通常超棘をそなえ 

る。」廿Iク）腹部には尾毛東をそなえる。幼虫は円筒形で長毛をそなえ、毛 

房をそなえることかある。これらの毛は刺激性の毒毛であることが多い。 

世界から約200屈2,500種か知られている。 

Dasyclnra dalbergiae Mooreはインドとパキスタンに分布し、幼虫は 

Dizihergia hehto ha, D S/SSOO， マンゴ、Sliorea robu,s加 Syzygnim 

ti//li/n/i, Teniiina/ia niyriotai加などの双子菓樹木の葉を加害する。北 

インドや西パキスタンでは年3世代。成虫は2 -4 月、 4 -5 月、 9 -

一71-

dalt)ergioides,R 〃/〃似′粥川 gど雌鶏 Sツ切要粥川 czf′粥川′,7 1‘r“′"-

mm ′′′′′‘/ノ班 ,Trez りm m 頭呪 om,Xj ′/mxy ′錠 mp αな とのカー1′iた朝 種 か 知 ら

れている。成虫は夜行性て、雌は不信死に飛期 し寄ー1;の葉に産卵する。

蝋化は絹糸て綴った葉の中や小枝‐たでする。世代長は南インドやスリラ

ンカでは 6 ~ 8週間で、卵、幼虫、師期間はそれそれ約 1、 4~5 、 3週間

で あ る。 ス リラ ンカで大 発 生 した こ とが あ る。 Sfe'?"ダリizm 招請"′′s

Gacde はイ ン ドで幼虫が Dのzdmm/ ‘z';?〃s s′γ′け〃sの葉 を食い、南西モ ン

スーン期 に活動す る。鰯期間は 6~7 日である。

図 一 37 Phalera raya

幼虫(体長約65mm)(Kalshovenより)

燈の1 クカ料 Lymantriidae (tL・ssock moths)

成虫は中形。休は太く、触角は櫛歯状ないし鳥毛状。-」吻は痕跡的か

欠く。雄は有地であるが、駈けEでは91妻麹の種類がいる。通常超疎をそなえ

る。難の腹部には尾毛束をそなえる。幼虫は円筒形で長毛をそなえ、毛

房をそなえることかある。これらの毛は刺激性.の毒毛であることが多い。

世界から約200厨 2,500種か知られている。

D〃夢′cん用‘市あの忍液e Moore はイン ドとパキスタンに分布 し、幼虫は

功 !めど増 !" 中断 o/′",D s′sso‘', マ ン ゴ、 Sたの宮" 'の鰯 加, 鱒ノz鬼 m77

"〃〃〃"z,7 Te“〃mα加 “小れり餌物αなどの双子葉樹 くの葉 を加害す る。北

イン ドや西パキスタンでは年 3世代。成虫は 2 ~ 4月、 4~ 5 月、 9 ~
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11 Nに出現する。繭は体毛と絹糸てつくる。D gemgeunti Fawcettは熟 

'III-アフリカに広く分布する。幼虫は双了樹木の多食性の食菓虫で、ケニ・ 

ヤてAeec/a mew'nsee, A /ne/ano.%y/a”とコーカリ類を、ガーナではチ 

ークを加害した記録かある。1), gm /ce Mooreはイントとパキスタンの 

海抜2, 000mの平原に生息する。幼虫は体長3 ~ 5 ci-nになリ、談緑色な 

図一38 Dasychira grotei 

上幼虫（体長約38mm）下成虫（開張約44mm) 

（日cesori より） 

いし黄緑色、非常に長い白毛房をもち、円錐形の黄毛をそなえる。A 

cue/a dee/ba加 A oid,ca, Lagees/roemia 助Ct/OV/,Quel'6u5 I//CC/illQ 

serra概 S‘カ[etc/cern o/eosa, Sliorea robusta, チーク、1切71//I/a [a 

1fl )70C pa の菓を摂食する。年間を通じて加害し、通常4 世代を繰り 

返すロ 8 月から10月の被害か大きく、各樹齢のものが加害される。 

S/torea robi.tstaに激しい被害が兄られ、繰リ返し加害された被害樹は枯 

れることがある。1). /iorゾe/di Saundersは東洋区の西部に分布し、幼 

虫は各種林木の葉を食い、農作物や果樹も加害する。東パキスタンで 

S/mica roblお[aの亜要告虫にされている。D ;nendosa Hubnerは東南ア 

ジア、オーストラリアに広く分布し、成虫は前趨に褐色の不規則な斑紋 

をそなえ、後翅は淡色てある。幼虫は体長4 cmになリ、休は灰色ない 

し黄色で、赤色の斑紋と白色の毛房をそなえ、頭部は赤い。カストール、 

トウモロコシ、茶、コーヒーなどの葉を加害し、林木てはAcetic catec/lu, 

A /cure tes pide, A montana, Bc/ca monosperina, Cassia 戸sIII白,Cci加 

pen tune/ru, Cinnu,nomum zey/anzcwn, Da/bergea stssoo, Fecl鳶spp , 

Lagerstroemea 功eceosa, マンコ、Pi/aqeceune gut/a, San/u/eec a/he/n, 

Sc/tie/c/cemtrejiega, 5 /co rca robl鳶慨 チーク、Ternecewba be//erica T 

一721ー 

11月に出現 す る。繭 はイ4・毛 と絹糸てつ くる。 Dgeo 増加 ?‘′Fawcett は熱

帯アフリカに広 く分布する。幼虫は双「樹木の多食ィ生の食葉虫で、ケニ

ヤ て Ac αcm 〃?〃α川 洲 ,八 〃28/ののり'/"〃とユ ー カ リ類 を、 ガ … ナ で は チ

ー クを加害 した記録 か ある。 D,gr ααぞMoore はイ ン トとパ キスタンの

海抜2,0oom の平原に生息する。幼虫は体 k3~ 5cm になり、渉を緑色な

　　　
上 幼虫(体長約38mm) 下 .成虫(開張約44mm)

鋤

図ー総 Dasych1ragrote1

(Beeson よ り)

いし黄緑色、非常に長い日毛房をもち、円錐形の黄毛をそなえる。A ‐

m αα ぬ〆加たろ A “?〆?‘‘も L"ge 憾散形““" 功αの ~"Q"e た胎 ′izmi?" @

sermfq sc/疑似c/沼地 o誇りs仏 SZZOだ " 光)ムrsfq, チ ー ク、 7をr〃〃〃"/ノ"

'〃yr′ocロフカ〃の葉を摂食する。年間を通 じてカー]′,だし、通常 4 世代を繰 り

返す。 8 月から10月の被害か大 きく、各樹齢の ものが加害される。

Sたのセ"γの′′sfdに激 しい被害が兄られ、繰 り返 し加害された被書棚は枯

れ るこ とが あ る。 D. 廟γ所α/dz saunders は東洋 区の西部 に分ィliし、幼

虫は各種林木の葉を食い、農作物や果樹も加害する。束パキスタンで

S加川α rの """ の重要害虫に されている。 D 〃‘ei′"…"Hubner は東南ア

ジア、オース トラリアに広く分布し、成虫は前週に褐色の不規則な斑紋

をそなえ、後想は淡色てある。幼虫は体長 4cm になり、体は灰色ない

し黄色で、赤色の斑紋と白色の毛房をそなえ、頭部は赤い。力ス トール、

トウモロコシ、茶、コーヒーなどの葉を加害 し、十小木てはAc〃cm の fec霞も

A′8′fmes 劾 m な A ′柳 川口im,&! ′e‘ぞmom ゆどrim,Cqssm 方霊山 ,Ce 中α

Pe橋口ブ?〆?記 Cばれi74′;?の川柳 7 2砂′の ?mm?,Dq 形のgm 寂ssoq 強 姦婚 sPP,

L"gB'sf 劣鑑 “?′"sP 鑑 zps", マ ン コ 、 P 〃/〃q〃?z"i′ g" “",S の z′"/" 〃′ 〃助川 ?乙,

&/z 彰に/′β'"f γ〃〃罫も Shore α robぞ!豆α, チ ー ク、 7を“〃′77‘!‘?“ム可をrに伍 71
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，多ダ男ぎ）-’ ーリい、I'『 U' 

図一39 Dasychira mendosa 

上 4 齢幼虫 下 老熟幼虫（体長45mm) 

mI助I）α，Ttome川os ', ZizyplIFtS nianrittanaが加害樹種にされている。 

4H川を通して加害し、 5 - 6」」ト代を繰り返し、時に激しい被害をあたえ 

る。卯は黄色て卵塊状に産みつけられる。蛹化は絹糸と毛でつくった疎 

な繭内てわう。D strtgata Moore はインド、パキスタン、マラヤなどの 

東洋区に分布し、北インドてはQaercas i/lean aの 食葉虫である。Eup 

wcf,s bipanctapet Hampsonはインド、パキスタン、マラヤ、シンガポ 

ールなど東洋区に分布する。インドではSho ea )'Ob/ata, Syzygium 

Cit/Il/fl/i, Tei'niinutiu )ns'i ioca ,a,T 加mJ7en toga が加害樹種として記録 

されている。Ejasciata Walkerは熱帯ア フリカに広く分布し、ケニヤで 

は時に若いAmaucamiaや苗畑の Amua などに食菓被害が見られる。E 

加lerna Mow eはスリランカとインドに分泊iし、柑橘類の害虫であるか、 

林木ではAんit)? tes ル1(1/i,A montana, マンゴ、Ougeinta dalber 

gioictes, Slioi'eo yobusta, チーク、 Fem'ntnalia I uyrzocaゆa, T (omen 

tosa,T rewiti nitdif/ora,乃zyphus mnaitritiamnaの食葉舌虫として知られ 

ている。E, gattata Walker はイントに分布し、多食性て樹木では 

山10gt155/t5 acamninata，マン工 5ho rea mbiお/a,Tcnn /11(1ha niyrtoca 

pa T tomnentostlの食菓虫である。E latifascia Walker はカシミルから 

印度支那まで分布し、イントでは南西モンスーンのHl季に盾発に食害し、 

Shorea mobus加の幼木への被舌は激しく粘損させることもある。E 

pamdoxti Butlerはオーストラリアに生息する。幼虫は広菓樹と針葉樹のい 

すれの葉も食害する。ニューサウスワレスの海岸地方ではラシアータマツ 
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図 一 39 Dasychira mendosa

上 4齢幼虫 下 :老熟幼虫(体長45mm)

c〃mpp 仏 T fの'卿 "o 〃ゞ, 教為の/〃rs iiだz" 中傷 ?(zが 加 害樹 種 に され て い る。

年間を通して加害し、 5~ 6世代を繰 1)返 し、時に激しい被害をあたえ

る。ジーJは黄色て卵塊状に産みつけられる。蝿化は絹糸と毛でつくった疎

な繭内てヰ]う。 Dふか埋燭"Moore はイン ド、パ キスタン、マ ラヤな どの

束汗区 に分布 し、北 イ ン ドては Q!!8′℃′ずs z′2鯛ノ似の食菓虫である。 & ゆ

ioc"s 板P′“?ほめ 桝 1 anlpson は イ ン ド、ノぐキ ス タ ン、 マ ラヤ 、 シ ンガ ポ

ー ル な ど東 洋 区 に分 布 す る。 イ ン ドで は S/?のβα room ね,$ 部翌〃〃“

cz′mm ′ら erimm"m i〃-mom 中〃,7 T′伽 ?のけosαが 加 害 *豹種 と して記 録

されている。 E ん s乙′〃南 Walker は熱帯アフ リカに広 く分布 し、ケニヤで

は時:≧こ若 い Aノmば""" や i¥細 =の Acα"〃な どに食菓被害が兄 られる。お

方merノ郷 Moole はス リランカとインドに分布 し、柑橘類の害虫であるか、

林 木 で は !1/e′rr′′硲 危〆ぬら /l mo 〃Zmm, マ ン ゴ、 0′増段〃′" 〆"/ber

gのきdes Shore" γobi!sm, チ ー ク、 でe朔・i'm/姫 川yriocn 珍伍 丁 海胆 g“-

わふ",7 1 rezひばり ?〃〆〆 om, ゑ 2卿 粥 s ii?‘zf′rけどαi'm の食 菜害 虫 と して知 られ

て い る。 E,g ′艦橋" 駅「alker は イ ン トに分 布 し、 多食性 て樹 木 で は

Aタ70g 昭 紺 ふ f7c" “2〃惚 r‘z, マ ン ゴ、 S/′orm ro fs′",7 Ter〃?zi?"/脇 川 y“ oc"r

/)4 T fomemos 〃の食葉虫である。お /"′前zsc!"Walker はカシ ミルか ら

印度支郡まで分布し、イントでは南西モンスーンの雨季に活発に食害し、

S/とりだ〃 m 無敵!の幼木 へ の被 害 は激 し くふき,損 させ るこ ともあ る。 E,

加川加川 Butlerはオース 1・ラリアに生息する。幼虫は広葉樹と針葉樹のい

すれの集も食害する。ニューサウスワレスの海岸地方ではラシアータマツ
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の害虫にされている。F sc/n/i/fans Walkerは南アシアに分布する。幼 

虫は約3 cmになリ、黄色で暗色の毛房を持っている。双1巣相木の葉 

を食へ多食性であるか、林木ではAcacia inearnit,Ainc/ica,Akuntes 

montana, A nacartham occiden tale, &issea 戸stuル Castaicea sativa, 

IルIbe卿a SおS00, Accおgtomera勿 ,ゴムノキ、マンゴ、1うmccclんbmm 

読dcc, Qaercus incana, Shorea robusta, Tamann血s inc/tea, Thr 

nunalia bellerica,Tcatap )aの記録かある。卯は通常加害樹の菜に塊 

状に産みつけられ、雌の体毛で覆われる。幼虫は葉、花、若い果実に群 

かり摂食する。菓上に薄い繭をつくり蛹化する。マラヤでは年間を通し 

て発育する。 1 世代は6 -7 週間である。F saひliurescens Mooreはイ 

ンドとパキスタンに分布する。幼虫は多食性で広葉樹と激木の菓と花を 

摂食する。加害樹としてDal加,gw575500, Monおaib化Shorea robusta 

が記録されている。南西モンスーンでの世代長は52-57日で、卯は9 

月に産ドされ、功虫は11月まで摂食し、蛹で越年する。E /enennahc 

Walkerは 南アフリ力に生息する。アカシアの菓か木来の餌てあるか、 

乃nus leiop加l瓦P 加tula,Rlaedaなどマツ類の重要害虫てある。年 

1 世代。成虫は1 -2 月に出現する。雌は約100-200卯を通常寄生樹の 

小枝のト側に長い卵塊で産む。若齢幼虫は小枝を絹糸て綴リ秋から冬ま 

で集合して葉を摂食する。 8 -9 月に出現する終齢幼虫の被’iが激しい。 

蛹化は上中て行い、蛹期問は4 -6 週間である。この種の分布は年巾量 

725mm以 トの地域に限られる。大発生には5 -8 年の周期がある。F 

inrguncafa raffcerは東洋区に分布する。双子葉樹木の葉と草を食へる 

多食性の食葉虫で、インドではI九Ibergia sLsooの害虫にされている。 

Ladm カ'acm Schausは熱帯アフリカに分布し、ケニヤで若い乃mな 

palula の葉を加害するが、重要害虫ではない。Leucomo ode,'ゆCs 

Moore はイント、パキスタン、マラヤ、シンガポールに分布し、 

Saptuin sebルnetnを含む広集樹の多食性の食葉性害虫で南酉イントて 

は1年2世代である。第1世代の幼虫は南西モンスーンにi舌発て9 -10 

-'74ー 

の害虫に されている。 E s """ 加川 Walker は南アシアに・分布する。幼

虫は約 3cm になり、黄色で暗色の毛房を持っている。双了楽観木の葉

を食べ多食性であるか、林木では Acαc′"〃?弧γ粥ら A md?c 〃,A/ez′r′fes

“zm 鯖α77α.A “4mm 粥“z occノダe“超ね C"ssm 方針"!"C"sf" 〃m s"卿 ",

D"/ 彰増加 s?ssoo,Fzc"s g′の7犯フ“超 , ゴム ノ キ、 マ ン ゴ、 /)′"だ犯 //o m'?

〆z′′ce,Q 肥フで"s "に僻徽 S′?のせαノリ鰯 "", 劣伽 ?αr"?〆"s 閉山じ仏 7セr

712′“"/′αる〆誇れcα,T c解"妙αの記録 かあ る。卵 は通常加害樹の葉 に塊

状に産みつけられ、雌の体毛で覆われる。幼虫は葉、花、若い果実に群

か 1月共食する。葉上に荷い繭をつくり姉化する。マラヤでは年間を通し

て発育す る。 1 世代は 6~ 7週間である。 E 組め/77rrescemMoore はイ

ンドとパキスタンに分布する。幼虫は多食壮で広葉樹と瀧本の葉と花を

摂食す る。加害樹 として Dαあの狸‘rs?ssoo,ハイ卵俗 解虚ろ S"mm 形も〃sm

が記録 され てい る。南西 モンスー ンでの 世代長は 52~571:1 で、卵 は 9

月に産下され、幼虫は11月まで摂食し、堀で越年する。β 卿“〃〃メバ

Walker は南アフリカに生息する。アカシアの業か木来のゑlfてあるか、

P′〃?′ふを′op/り′/毎.P,P α′〃′", 如edq な どマ ツ類の重要害虫てある。 IE

I世代。成虫は 1~2 月に出現する。雌は約 100~200 卵を通常寄生樹の

小枝の 側に長い卵塊で産む。若齢幼虫は小枝を絹糸て綴り秋から冬ま

で集合して葉を摂食する。 8~ 9月に出現する終齢幼虫の被告が激しい。

師化は上中て行い、輔期間は 4~6 週間である。この種の分布は年中量

725mm 以 ドの地域に限られる。大発生には 6 ~ 8年の周期がある。E

m 夢"に"超 Walker は東洋区に分布する。双子葉樹木の葉と学:を食べる

多食性 の食菜 虫で、 イ ン ドでは Dα妙g7習′o s′ssooの害虫にされている。

L‘肥加 方て!c′α Schaus は熱 菩アフ リカ に分布 し、 ケニヤ で若 い Pmm

P"Z〃!〃の 葉 を 加 害 す る が、 重 要 舎 虫 で は な い。 Le確り〃?"oc/ 増加 s

Moore は イ ン ド、 パ キ ス タ ン、 マ ラヤ、 シ ンガ ポール にタナイーjし、

S砂“〃〃seク兎“〃〃を含む広葉樹の多食′凶-の食菜?生害虫で南西イントて

は 1年 2世代である。第 1世代の幼虫は南西モンスーンに話発て 9~10
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)1に葉Lで蝋化する。成虫は10 - 11月に羽化する。卵は葉に1列に産ド 

される。第2 世代の幼虫は寒期に食害し、発育は遅く5 月まで蛹化しな 

い。赤道地域では世代が重複し、継統して被害が発生する。勾inanirta 

"”ゆLa Walker はマイマイガイと同属でイント、スリランカ、ミャンマ 

ーに分布する。推は開張3 cmで斑のある褐色、雌は未発連の翅を持っ 

ている。双子菓樹木の林木、農作物、庭園木の葉を食う多食性の害虫て 

ある。Lagerstroeinた ん川幻1105(1, Sbm'mrebus仙チーク、7'erntina/za 

caf“りw,T pan ten/a妃Trewea nadWora が加害樹に含まU -Cいる。卯 

は体毛に覆われた卯塊として加害樹に産みつけられる。幼虫はほとんど 

褐色で長毛束をそなえ、体長は成熟すると35-50mrnに達する。敵をつ 

くらす蛹化する。インドでは1-世代6 -10週間で、年4 世代を繰リ返し、 

成虫は1, 4 , 6 , 10月に出現する。L bivittata Moore は北束イント 

とパキスタンに生息し、Qne ret鳶serrate, S/wrenmhiバ概 Term inn加 

alyrtoca)加 などの菓を加害する多食性の告虫である。勾m dl功in 

mat/tarn Mooreはイントとパキスタンに分布する。珊は開張10cm、白 

とピンク色で黒色の斑紋をそなえる。雄は小さく主に褐色と黄色て黒色 

の斑紋をそなえる。幼虫は灰色で胸部に黄色の横帯と長い毛房をそなえ 

る。多食性て双f樹木の菓と花を摂食する。An thocep/ta/us cadamn加, 

マンコ、Qlien/is /)lCafla, Q serrra妃 Sliorea rohasta,めzygiam 

cunititti, Term lila//Ct utijiina, z mnyr,ocaゆaか加害樹として記録され 

ていてる。 I 年2世代て幼虫は4 月、夏季と雨季の初期に活動する。 2 

"I代Ilの卯は10)］に産みつけられ越冬する。卯塊は通常加害樹の樹幹や 

大枝に産みつけられる。幼虫は群をなしがちで葉と花あるいは若い新梢 

の樹皮を食害する。蛹化は枝か落菜層中でする。北イントと東パキスタ 

ンではS/wren rob,バmに大発生する。L o如Is‘・‘1111 Walkel は西北イン 

ドとバキスタンの山地に生息し、果樹園とSnhr造林地の害虫として知 

られている。林地における重要な加害樹種はPOpu/us spp ,Qitem-ens 

許(eta慨Se/tx a/ha, S babylonica, S 加gusである。年1 世代て成虫 
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月に葉 1二で蝿化する。成虫は10~11 月に羽化する。卵は葉に 1列に産下

される。第 2 世代の幼虫は大畑に食′害し、発育は遅く5月まで蛸化しな

い。赤道地域では世‐代が重複 し、継続 して被害が発生す る。 Lyii2α照れ"

‘〃77〆α Walker はマイマ イガイ と同属 でイン ト、ス リランカ、 ミャンマ

ーに分布する。雄は開張 3cm で斑のある褐色、雌は未発達の紐を持っ

ている。双子葉棚木の林木、農作物、庭園木の葉を食う多食性の害虫て

あ る。 乙"ge7s′′り釧 7/"fo'?′e'?′o5",S 卿γm 知るz!s′", チ ー ク、 7セγ〃功 2"/粥

m云ゆか〃,T P"'"躍′燭々,“例ジm 7md 扉 om が加害樹 に含 まれている。卵

は体毛に覆われた卵塊として加害樹に産みつけられる。幼虫はほとんど

褐色で長毛来をそなえ、体長は成熟すると35~50mm に達する。菌をつ

くらす師化する。インドでは 1世代 6~10 週間で、年 4 世代を繰り返し、

成 虫は 1, 4, 6,10 月に出現す る。 L OZのご函超 Moore は北東イン ト

とパ キ ス タ ン に 生 息 し、 Q′ずerc′!ss"m 海 ,S/‘oだ " 川棚 si偽 grim “〃ね"

〃′y“ocmp 〃な どの 葉 を 加 害 す る多 食性 の 害 虫 で あ る。勿珊α72′""

〃2"′/〃〃てz Moore はイン トとパ キスタンに分布す る。雌 は間張 1ocm 、 E1

とピンク色で黒色の斑紋をそなえる。雄は小さく主に褐色と黄色て黒色

の斑紋をそなえる。幼虫は灰色で胸部に黄色の横帯と長い毛扇をそなえ

る。 多食性 て双 F樹木 の葉 と花 を才葵食す る。 A‐77f卿 cep化 霧s Lα‘/"ii7能

マ ン コ、 Q"g 鶏那 加錆溜 z,Q sαr刀閉口,S 加 7m 〆o棚 "" 姥埋 〃“"

α“〃"zば,ze γ〃“〃"/′"" り"77α 71 mi'ゞ ′oc"ノカ" か 加 害 樹 と して記 録 され

ていてる 1年 2世代て幼虫は 4月、夏季と雨季の初期に活動する。 2

111-代員の卵は10月に産みつけられ越冬する。卵塊は通常加害樹の横幹や

大枝に産みつけられる。幼虫は群をなしがちで葉と花あるいは若い新楠

の樹皮を食害する。蟻化は技か溶菜層中でする。北インドと東パキスタ

ンでは S/′orβ‘z roo′rs′"に大発生す る。 L D琴 fs鋸南 Walkel は西北 イ ン

ドとパキスタンのーk地に生息し、果樹園とS疑獄造林地の害虫として知

られ て い る。 林 地 にお け る重 要 な加害樹種 は POP〃‘′‘s spp,Qzr の似rs

‘/飯南南,S‘‘/′× "′脳 ,S 蹴るコノ/リブ"‘",S カロ郡/符である。年 1 世代て成虫
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は6月ド旬と7 月に出現する。」廿「は姐か退化し、蛹化場所近くに黄色の 

体毛に覆われた卯塊を産みつける。卵越冬し、春に羽化した幼虫は樹冠 

に移動し、集合して食巣する。夜11性で昼間は加害樹の被覆物ドや下層 

植生中あるいは地上で集合する。蛹化は7月初旬に1[II着性のある絹糸の 

網の下てする。0rgyta basalis Walkerは熱帯アフリカに広く分布し、 

幼虫は多食性で広葉樹と針葉樹の葉を食害する。ガーナてはカカオの害 

虫であリ、林木ではEucaりゆlas camaicluf ens瓦 Efarrell危flu,月11115 

j2atula,ラシアータマツ、チーク、Term/na ha superhaなとの苗木や各 

樹齢の樹木の菓を食害する。ローデシアで大発生したことがある。Or 

gy/a in tx/a Snellen は熱帯アフリ力に広く分布し、広葉樹と針葉樹の両 

方の菜を摂食する。ガーナでカカオを、マラウィでは各種の農作物を加 

害している。加害林木はAcac危mearitshI A ルtIi-tIes SPP ,a ゅルsi;t菖 

lusilaneca, Eucab,II八p1/flたulata,ラジアータマツ、Sc,'nnus inolleであ 

る。マラウィではAleuritesの重要害虫とされている。ケニヤては極め 

て普通で苗畑や危林地では小規模の大発生か見られるか、ほとんどの場 

合天敵によって終息する。Orgyta posfica Walkerはインド、パキスタ 

ン、スリランカ、マラヤ、シンガポール、香港などに分布する。雌は謁 

色で黒斑かある。雌は翅が退化する。幼虫は頭部が赤色で黄色あるいは 

褐色の毛房をそなえる。キナノキ、相橘、コーヒー、茶などの多年性作 

物の食集性の害虫である。林木ではAル/2 ta たbbeck, Anogeissus んl加f/Il, 

Casnanna spp , Emlめり51,菖leu easyんル E 一 inultitlora, コムノキ、 

Lagers/roemm m 請αi, L ゆeciosa ,マンゴ、Ocん-onm lagop,偶Etero 

CII )j/パinai'sapiuin - San taluni album, Shorea ; obus加，チーク、Ter 

nunalia belfereca, Tl云な,tia CU]痴m xylia xj山taゆa, Z /zy,bhuc 

inauritiana などの葉を食害する。イントでは年5 -7 世代を繰リ返す。 

ジャワでは卯から成虫まで3 -5 週問である。雌は通常繭の上に卵塊状 

に産卯する。若幼虫は群棲して若い菓を食うが後に分散する。老熟幼虫 

は葉の間か小枝に繭をつくって蛹化する。0rgy/a It,功ala Butler はマラ 
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は 6月ド句と 7 iJtqt」,魂する。雌は畑か退化し、姉化場所近くに黄色の

f不毛に覆われた卵塊を産みつける。卵越冬し、春に羽化した幼虫は掛冠

に移動し、集合して食柴する。夜行性で昼間は加害欄の被覆物ドや下層

植生中あるいは地上で集合する。幅化は 7月初旬に粘着性のある網糸の

網の下てする。の割けαゐ餌〃お Walker は熱帯アフリカに広 く分布 し、

幼虫は多食性で広葉樹と針葉樹の葉を食害する。ガ ナてはカカオの害

虫 で あ り、林 木 で はβ〃α収か衡 "〃7徽勧庵〃s′s,E forγ詔′mm 丹 ims

pαればα, ラ シア ー タマ ツ、 チ ー ク、 718γ〃7初の z"s ゆ erbαな との苗 木 や 各

樹齢の樹木の葉を食害する。ローデシアで大発生したことがある。 or

め′′"“?度数 Snellenは熱帯アフリカに広 く分布 し、広葉樹 と針葉樹の両

方の粟を摂食する。ガーナでカカオを、マラウィでは各種の農作物を加

害 して い る。 加害林 木 は Amc 中 “?粥川 sれ A 卿′mes spp,Cz 少′硲洲 s

数s〃"mm E7rcαもめ′〃s 刀"" 化"ねZ", ラ ジア タマ ツ、 Sぬ′'?′ぞs〃20撫 で あ

る。マ ラウ ィでは A/8′rmes の重要害虫 とされている。ケニヤては極 め

て普通で7?燐=や造林地では小規模の大発生が見られるが、ほとんどの場

合天敵 に よって終 息す る。の樽増 加煎じ"Walker はイ ン ド、パ キス タ

ン、ス リランカ、マラヤ、シンガポール、香港な どに分布する。雌 は褐

色で果肉-がある。雌は想が退化する。幼虫は頭部が赤色で黄色あるいは

褐色の毛房をそなえる。キナノキ、柑橘、コーヒー、茶などの多年性作

物の食菓性の害虫である。 *本木では AZO′zzα′8肋 ecな,A770ge′ss〃s′‘z′所o/≧〃,

C〃s〃"川 70 spp,E? ′僻むのれrs ′8〃co卸 /o“,E. 〃粥〃鯛の竹 , ゴ ム ノ キ、

L"ge ′s"oe 〃“‘! 閉山 cα,L sPeqosq, マ ン ゴ、 oc/?mm α 超歓 ,山裾,P 迄ノリ.

c"′“′fs 班の似ゆ躍増 Sαノ?南島"〃 〃′ら′r′だ,S 脳γe〃 'o ずsm, チ ー ク、 雷er

フル加須 m be‘/の常々 “′観 "“!" cの脆′′fd,Xy/m x yわLのめα,Z Z2卿 殻パ

フ〃α冴けmm などの葉を食害する。イントでは年 5 ~ 7 世代を繰 り返す。

ジャワでは卵から成虫まで 3~5 週間である。雌は通常菌の上に卵塊」大

に産卵する。若幼虫は群棲して若い葉を食うが後に分散する。老熟幼虫

は葉 の聞か小枝 に繭 をつ くって蟻化す る。 0ノ邪 '"′〃“'‘z′〃Butler はマ ラ
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図一40 0rgyja postica 

上幼虫下繭（Kaishoven より） 

ヤ、 ミャンマーに分4iする。雄は体長25mmて姑褐色。蝉は題か痕跡的 

になる。幼虫は黒色で長く分岐した毛をそなえる。若齢幼虫は木質的に 

はMimosapIi血」・Ilのような下層の呈f」植物の葉を摂食するか、発青する 

と寄主選択性か低くなリ他植物に移動して食害する。マラヤではコム生 

産地のト木の豆利作物の害虫として良く知られているか、コムノキの槃 

やゴム採取部位の癒合樹皮を加害することがある。 1 世代は約1か1」で 

ある。"Utは蛹化場所からほとんど移動せす数百粒の卵塊を産み、去向を 

黄色の体毛で覆う。繭を菓の下面につく り蛹化する。ル万//(/ 1/U山 

Fahi icius はイント、パキスタン、マラヤ、シンカポールに分布し、幼 

虫は主としてAmUnpus と Ficusの菓を加害し、マンゴにもつく。 

P肋lig pe;i;ia/uルFabriciusはケニヤ、ウカンタ、イント、マラヤに分 

布する。幼虫は普通稲や砂糖キヒにつくが、Shorea I ohusta,チークの 

菓も加二liする。脚は非常に多くの卵を産み、寄主上で」！面化する。シャワ 

には普通で、卵から成虫になるまて7 週間かかるロ 

Gりヒトリガ利A rctii山e (liger moths) 

中形ないし大形で体は太い。白色、灰色、禍色、緑色、桍黄色あるい 

は赤色の派丁な色彩て煤色や黒色の斑紋や線条をそなえている。下唇鬚 

は短く直線か上方に曲かる。触角は縁毛を持つか櫛歯状。甲眼をそなえ 

る。翅はよく発達する。後題には2 本の瞥脈をそなえ、翅軌かある。腫 

節の距棘はよく発辻する。幼虫は刺激されると丸まる。全旦~界から約 

600種10 ,000種か知られている。 

Amsocta Iact,,iea Cramerは南・東アシアに分布する。成虫は白く、 
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図 一 40 0rgy ′apostica

上・幼虫 下 繭 (Kalshoven より)

ヤ、ミャンマーに分布する。雄は{小長25mm て輪禍色。湖は趨かチ良跡的

になる。幼虫は黒色で長く分-岐した毛をそなえる。若齢幼虫はィ・質的に

は屑′〃m撒 か′‘/ば〃のような下層の立科植物の巣をlit食するか、発育する

と寄主選択性か低くなり他植物に移動して食害する。マラヤではゴム生

産地のト木の豆料作物の害虫として良く知られているか、ゴムノキの栄

やゴム採取部位の癒合樹皮を加害することがある。 1世代は約 1か月で

ある。雌はリ順化場所か )ほとんど移動せす数百粒の卵塊を産み、表面を

黄色の体毛で覆 う。曲 を葉の下面につ くり蟻化する。′℃“〃" 〃〃〆〃

Fab11c1uもはイ ン ト、パ キスタン、マラヤ、 シンカポールに分布 し、幼

虫 は主 と して Arf('cmかぼと Fた′岱の葉 を加害 し、 マ ンゴに もつ く。

Ps〃/′ 刀e〃〃"′′′/"Fabrlclus は ケ ニ ヤ 、 ウ ガ ン ダ、 イ ン ト、 マ ラヤ に 分

布す る。幼 虫は普通稲や砂糖 キヒにつ くが、 S/?ひだ"m 棚 sf口,チー クの

巣も加映 する。雌は非常に多くの卵を産み、寄主↓で蛸化する。シャワ

には普通で、卵から成虫になるまて 7週間かかる。

(31)ヒ トリガネ一 Aノ′cm〆"e( “ge'′〃′所廓 )

「1'11ラないし大形で体は太い。白色、秋色、褐色、緑色、情黄色あるい

は赤色の派丁な色彩て煤色や黒色の斑紋や線条をそなえている。下唇霜

は短く直線か上方に強かる。触角は緑毛を持つか梅山状。単眼をそなえ

る。想はよく発達する。後燭には 2本の轡脈をそなえ、地獄かある。暦

節の珪周東はよく発辻する。幼虫は刺激されると丸まる。全山界から約

600種 10,000種が知られている。

A〃?班 c′"!‘!cm?〃〃Cran・erは南 .東ア シアに分布す る。成虫は白 く、
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前趨の前縁に沿って赤い条をそなえる。幼虫は士としてド層の双子葉樹 

木の菓を摂食する。マラヤではコム栽」音地の地表作物に普通の告虫であ 

るか、コムノキの害虫にもなる。インドとパキスタンてはチークと他の 

クマツズラ利の菓を加害する。モンスーン期に1 世氏は約8 週問て、蛹 

期は約20F1である。卯は黄色で葉の下面に数百粒からなる扉平な卵塊と 

して産みつけられる。若幼虫は灰黄色、ビロート状黒功から生えた黒色 

剛毛をそなえ、群をなして葉を骸骨状に加害する。老熟幼虫は体長約35 

mm になリ、やや長い褐色毛に覆われ、側方に赤い毛房をそなえ、分散 

して葉の全組1哉を摂食する。若幼虫はチークの菓を食うが、成熟すると 

他植物に移動して摂取する。蛹化は土中で幼虫の毛に覆われた繭内です 

るロインドネシアでは茶や各種の果樹を加害する。Crea/ono/as ban 

siens Walke「は東南アジアに分布し、成虫は頭部と胸部がii色、前翅 

は暗色紋のある淡褐色。幼虫は褐色て、背面には淡色条と灰色の毛をそ 

なえる。多食性で双了葉相木の菜を摂食し、インドではToona ci/icita 

の害虫にされ、マラヤては各種作物の突発害虫である。雌は1,500粒以 

Lの卵塊を産む。土中の灰色繭内て蛹化する。イントでは南西モンスー 

ン期にln［代か約45-50日、ジャワでは40-50日である。Diac rzsw oh 

/iqua Walkerはインドとパキスタンに分布する。成虫は開張約40-50 

flhlTi,深紅色で黒斑のある体を持っている。幼虫は老熟すると体長25-

35mmになり、両端が暗色で腹部にはオレンジ色の幅広い横帯をそなえ、 

暗色と黄色の良毛を装う。多食性の食菜虫でジュートを含む多くの農作 

物や庭園の害虫として知られている。林木ではButea iiioiioゆei'iiia, 

mc /Ic/rn c/ianゆacm M01115 a/ba,チーク、TOona c//iamの食葉性害虫 

として知られている。南インドでの世代長は5 -10週て季節により変わ 

る。年7 -8 世代を繰り返し、蛹で越冬する。北部では年3 世代が普通 

である。卵は寄生樹の集上に約百粒産みつけられる。幼虫は切め集合し 

て骸骨状に菜を食い残すが、後に分散して全葉を食う。絹糸と体毛とで 

つくった十中の繭中で蛹化する。 
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前超の前縁に沿って赤い条をそなえる。幼虫は1;としてド層の双子葉樹

木の集を摂食する。マラヤではゴム栽i斉地の地表作物に普通の害虫であ

るか、ゴムノキの害虫にもなる。インドとパキスタンてはチークと他の

クマツズラ科の葉を加害する。モンスーン期に 1世代は約 8週間て、蛸

期は約20トーである。卵は黄色で葉の下面に数百粒か )なる扉半な卵塊と

して産みつけられる。若幼虫は灰黄色、ピロートコ大黒斑から生えた黒色

!卸i毛をそなえ、群をなして葉を骸骨状に加害する。老熟幼虫は体長約35

mm にな 1)、やや長い褐色毛に覆われ、“剛方に赤い毛房をそなえ、分散

して葉の全組織を摂食する。若幼虫はチークの葉を食うが、成熟すると

他植物に移動して摂取する。蟻化は土中で幼虫の毛に覆われた曲内です

る。イン 1ネシアでは茶や各種の果樹を加害する。 Cγmmmm もfm7?

Me7?s Wall(erは東南アジアに分布 し、成虫は頭部と胸部が h 色、前想

は=音色紋のある淡褐色。幼虫は褐色て、背面には淡色条と灰色の毛をそ

なえる。多食性で双 f葉横木の葉を摂食し、インドでは 71oom c′/′"!"

の箸虫にされ、マラヤては各種作物の突発害虫である。雌は1,500粒以

1二の卵塊を産む。土中の灰色繭内て蛸化する。イントでは南西モンスー

ン期 に 1ltL代か約 45~50 ロ、 ジャワでは40~50 日である。 Dノ化γ揺moo ‐

/′q′′α1valkerはインドとパキスタンに分布する。成虫はけ=張約40~50

mm 、深紅色で黒斑のある体を持っている。幼虫は老熟すると体長25~

35mm になり、両端が1暗色で腹部にはオレンジ色の幅広い横帯をそなえ、

暗色と黄色の長毛を装う。多食そ生の食菜虫でジュートを含む多くの農作

物 や 庭 園 の害 虫 と して知 られ てい る。林木 で は βmm 〃′‘Ji70ふPeri'm,

財叫ば 7α c/mm β"餌 , 個 oms q/る仏 チー ク、 oo77α〆/?雄〃の食事≦性 害虫

として知られている。南インドでの 1旦代長は 5~]0 週て季節により変わ

る。年 7~8 世f を繰り返 し、蟻で越冬する。北部では年 3世代が普通

である。卵は寄生樹の業履こ約百粒産みつけられる。幼虫は初め集合し

て骸骨状に菜を食い残すが、後に分散して全葉を食う。絹糸と体毛とで

つくった土111の繭中で蟻化する。
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爨嬖爨 

、菱懲 
図-41 D 'acrista obflqua 

上幼虫（体長約411mm）下成虫（開張約36mm) 

／ 湖 (Seeson より） 

(32tfl4I Noctujdae (owlet moths and under wings) 

中形ないし大形。成虫は陰色のものが多い。体は太短く、頭部は小さ 

く、複眼は大形。日吻は通常よく発連する。下唇髪は普通長く、直線か 

L向きに突出する。触角は長く、鋸歯状、雄ては櫛歯状になることがあ 

る。胸部背面は厨状になった鱗片をそなえる。前姐には脊脈生かあリ、 

ill'前縁脈は基部で自由、第2 中脈は退化する。後翅は前翅よリ普通幅広 

く淡色てあるか、種類によっては鮮明色となる。幼虫は…般に円筒形で 

裸体であるか、一部には右毛の種類もいる。普通鈍色て種々な斑紋や線 

条をそなえ、頭部は人形。前胸気門の前癌は2 刺毛を、巾胸の算7瘤は 

I 刺毛を牛する。胸脚はよく発達し、擬脚は普通5刈ある。鈎爪は2列。 

幼虫は普通夜盗虫や根切虫で夜間に行動摂食することか多い。世界から 

約4,000属25,000種が知られている。 

Acliaea Itejiani, Boisduval はアフリカに広く分布し、成虫は果実の 

I吸Hl七，虫で、ガーナではマンゴの果実の汁を吸う。幼虫は腹脚が少な 

くシャクトリムシ様でアカシヤなとの菓を食害する。南部アフリカとナ 

イシェリアでA‘・mm mm "I'S'jの害虫とされ、カーナでは1ンrmm"iii 

SfleI'bL?のマイナー告虫である。Anomis flava Fabnciusはエチオピア 

区、東洋区、ポリネシア亜区を含むオーストラリア区などに広く分布す 

る。成虫はいわゆる小カで開張は約30mm,前趨は褐色、後翅は白色で 

ある。幼虫はシャクトリムシ様で生育すると体長約5 cmになる。綿の 

害虫と してよ く 知られているか、Bomba,t i iala加I'?( ill/I 角JIia 
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灘灘鱗艶' '

図 一 41D1acrista ob′iqua

上 幼虫(体長約40mm)下 成虫(開張約38mm)
(Beeson より)

麹戸 ,ガイ一 Noctuidae (owlet1notlls and under ＼vings)

rl111ラないし大形。成虫は陰色のものが多い。体は大短く、頭部は小さ

く、複眼は大形。…」吻は通常よく発達する。下唇猪は普通長く、-嬢~きか

ヒ向 きに突出する。触角は長く、鋸歯状、雄ては櫛歯状になることがあ

る。胸部背面は扇状になった鱗片をそなえる。前廻には径"匿室かあり、

ilーリiみ緑脈は基部で自由、第 }明麗お基化する。後趨は前超より普通幅広

く淡色てあるか、種類によっては鮮明色となる。幼虫は一般に円筒形で

裸体であるか、一部には市毛の種類 もいる。i酢遊鈍色て種々な斑紋や線

条をそなえ、頭部は人形。前…向気門の前癌は 2“詞毛を、中胸の第 7癌は

1刺毛を身する。胸脚はよく発達し、縦脚は普通 5刃ある。奉句爪は 2列。

幼虫は普通夜盗虫や根切虫で夜間に行動榎食することか多い。 =ト界から

約 4,000属 25,000 種が知 られている。

Ac/mm /′g〃α可′Boisduva 目まアフ リカに広 く分布 し、成虫は果実の

吸iH生害虫で、ガーナではマンゴの果実の汁を吸う。幼虫は“切り}が少な

くシャクトリムシィ於でアカシヤなどの葉を食害する。南部アフリカとナ

イ シ ェ リア で Ac‘zcz" 〃だ〃ノば“の 害 虫 と され 、 カ ー ナ で は 7セmm7"/ ′〃

MpgrO" のマ イナー暑 虫てある。 A 〃o〃鷹 月々 〃"Fabrlclus はエチオ ピア

区、東洋区、ポリネシア並医を含むオース トラリア区などに広く分布す

る。成虫はいわゆる小力でtin張は約30mm 、前想は褐色、後遡は白色で

ある。幼虫はシャクトリムシ様で′E育すると体」ミ約 5cnlになる。綿の

害 虫 と し て よ く知 られ て い る が、 &)i77戊鶴 川〆α加 mm ′?,′寺 dm
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m ろ,C//Ia,その他の林木や酔木の菓を加害する。中川では蛹で越冬する 

か、熱帯地域では年間を通とて発青する。イントてのl jil'代は約5 週間 

で卵、幼虫、輔期間はそれそれ約4 - 5 II、 18-20日、 8 '-9 日てある。 

マラウィの低地ては1 III,代25 - 35日、幼虫期間は12-16 II 蛹期間は6 

~Ill-Iであるが、高所ては蛹期間が15-' 21 Hに伸びる。マラヤでは蛹期 

間は約7 日てある。雌は寄主の葉の1に1個すつ1腹で約700卯を産む。 

幼虫はE脈を残し食告するが、蓄や柔らかい新梢もしばしば食へる。輔 

化はゆるい繭の内か士壌「~1あるいは巻葉内てする。Alto//I/s Ito//U 

Sch a us はアフリ力に分布する。成虫はガーナでマンコの吸汁忙‘J；虫と 

して知られ、幼虫は各種の双了葉樹木の菓を摂食する。カーナとナイシ 

エ リアではCci加 加”加/1(11W, Nest雪onion/a pacioer勇17/, S /cnn加 

I'//il/oJ) etaな,乃ゆんeliiton ,stlero.j'んaを力岬i樹としている。カーナては 

被害はあまリ問題にならないか、ナイシュリアの高所の森林帯では苗木 

もと林木にかなりの被害がある。A I/o/fl/S sabulifera Gueneeは旧世界の 

熱帯と亜熟帯地域に広く分布する。成虫の聞張は32-38u'im,趨は鈍褐 

色て暗色の斑紋をそなえる。幼虫は体長約40mmに達し、緑色のシャク 

トリムシ型で暗色の毛の生えた突起をそなえ、シュートの害虫てあるか 

各歯種の菓を食害し、イントではDa/bergia 5/SSO0 0）食菜性舌虫とされ 

ている。蛹は~川-iか尾部の鈎を絹糸で菜に結ひつけて垂下し蛹化する。 

1 世代は夏季に25flて、越冬は蛹でする。A;uia 力ゆliatitoides \\TaIker 

はインドとバキスタン分布し、引菓樹と広菜樹の集を摂食する多食‘且 

の害虫である。林木ではP/n//s tosba;gbit, S /to;でa iobitsta, Syzygutin 

m "mm の記録かあるが、 重要告虫てはない。Autoba a;;giil施Ia 

Moore はイントに生息し、マンコの花を加害する。卯は1個すつ小花 

柄に産みつけられる。l，了化幼虫は数日間曽片を食い、その後巣をつくっ 

て蓄と花を食い、最後に円錐花庁を加害し、花の基部て繭をつくり蛹化 

する。Aidoba silictela Swmhoeはイントに生息し、 Bit/ca 1/10//Uゆer/na 

とマンコなと各種の双子菜樹木の者、葉、花、果実を食う凸BU/li 
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m かmm, その他の林本や薄木の葉を加害する。中国では蝿で越冬する

か、熱帯地域では年輩"を通じて発育する。イントての月iHヒは約 5週間

で卵、幼虫、蛸期間はそれそれ約 4 ~ 5 日、 18~20 日、 8 ~ q llてある。

マラウィの低地ては 1綴代25~35 日、幼虫期間は12~16= 、蛸;期間は 6

~1IH であるが、高所ては踊期間が15~21H に伸びる。マラヤでは銅期

間は約 7「1てある。雌はZEI の葉の-Lに 1個すっ 1腹で約moりほを産む。

幼虫は同派を残し食害するが、奮や柔らかい新柄もしばしば食へる。蛸

化 は ゆ るい繭 の 内 か 1-壌「11あ るいは巻 菓内 てす る。 Amm ′ /mm

Schaus はアフリカに分布する。成虫はガーナでマンコの吸汁十臣 ;虫と

して知られ、幼虫は各種の双了菜樹木の巣を榎食する。ガーナとナイシ

ェ リ ア で は Ce′b‘z 加 川の ?あれ,Nes 切りγdo77m pの 仰 げ虎 m,S ′g光昭′"

船中 opFた!/",“ゆ /僻ん′′oinde' り那加 ?を加害樹 と している。カーナては

被害はあまり問題にならないか、ナイシェリアの為所の森林帯では苗木

や造林木 にかな りの被害がある。 Amii 〃s救助!/≠em Guenee は IHHI界の

熱帯と亜熱帯地域に広く分布する。成虫の開張は32~38mm 、濁は鈍褐

色て=音色の斑紋をそなえる。幼虫はf本長約40mm に達し、緑色のシャク

トリムシ型で1暗色の毛の生えた突起をそなえ、シュートの害虫てあるか

各越す種の葉 を食害 し、 イ ン トでは D"" だ′ぎ媛 M spひの食条 1′1′,ii虫 とされ

ている。輪は土中か尾部の釣を絹糸で菜に結びつけて垂下し輔化する。

1世代は夏季に2511て、越冬は堀でする。Amm か少ん解〃房森ふWalker

はインドとパキスタン分布し、針葉樹と広梨樹の巣を摂食する多食性

の 害 虫 で あ る。 林 木 で は 自 用は めェ鰯 増加ぞ,S ルリメβ〃 m わ〃s′‘!,$ 町 g′その?

mm 〃〃?の 記 録 か あ る が、 市 要 害 虫 て は な い。 Amob" ‘′〃#〆吻 m

Moore はイントに生息し、マンコの花を加害する。卵は 1個すつ小花

柄に産みつけられる。鞘化幼虫は数 F1n"43jrを食い、その後巣をつくっ

て譜と花を食い、妓後にFT」雛花庁を加害し、花の基剤~て曲をつくり帰化

す る。 Azrfの 〃 "′′c′!/‘ぞS yinhoe は イ ン トに生 息 し、 故 !′e‘"'70 〃〃~Per〃?"

とマ ン コな と各種 の 双 子 葉細 木 の 諸・、 葉、花、果 実 を食 う。βのが
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ho/el,“ノocosati IX (;uellee はオーストラリア区と東洋区に分布する。成 

虫は開張約3(}rnnitある。幼虫は緑色で、側面に暗色の線と紫色の現紋を 

そなえる。マンコの食集‘r「害虫てあるか、7'enn,na/ia hel/eritaなとの 

双イ葉樹木の若い葉を摂食する。成虫は夜行性で加量i樹の静i梢に小さな 

卵を産みつける。土リに蛹化する。C'area angie/ala F'abi iciusはイント 

とパキスタンから大スンタ列島までの東洋区西部に広く分布する。成虫 

は開張約40nini,褐色と白色。幼虫はSv2Jg??uh? CU/I??),??に多く、 イント 

ではRon功(LV 加I iC/I))? を、ジャワてはaIcalゆ/its (I/i加(/0)1?を加’Jf 

する食葉性害虫である。幼虫は休長約]8-30mniに達し、奇妙な形をして 

いる。色彩は淡褐色て胸部は緑色で膨らむ。虫えいや烏の糞と間違えや 

すい。若齢幼虫は菓の表皮を点々と食い白JA]を残すが、その後菓を穴た 

らけにする。蛹化は葉の下面につくった灰色の薄い繭内でする。イント 

での世代長は星に約24 -3D F!である。越冬は幼虫か」i'llてする。Cyea 

ciiloios/ignict llainpson はイントとバキスタンに牛息し、成虫は開張約 

28 - 36niiri, Syzygiuin cuuhlllllや他の双1-菓樹木の葉を加敏する。Ejiis 

加1/5 /01 icosdis MooreはイントのヘンガルてC/iitkrasea lahiclans と 

Mic/ic/ia chanipacoの菓を加告した記録かある。Fodnia s/via Guen6e 

はイントとパキスタンに分布する。成虫は開張約35- 45nini、前趨は光 

沢ある赤褐色、後通はオレンシ色と黒色である。幼虫は体長4 1) nunに辻し、 

ピロード状の黒色と黄色の横帯かあリ、頭部と腹部末端節は黄褐色てあ 

る。A lloIgeissus 白I加Imや（ソ15・gla戸s/am などの双了葉樹木の集を食い、 

土中て蛹化する。Giama scep/ica Swrnhoeはイントとノぐキスタンにり 

息し、幼虫は淡緑色で休長は約15mmになる。双子葉樹木の集と花を食 

う多食性の害虫で、パキスタンでBa/ca monoゆer)naの葉を激しく加害 

することがある。絹糸の巣をつくって菜を摂食し、葉Lあるいは上中の 

繭内で蛹化する。Grananoc/es geo)ne/r?ca Fabriciusはョーロソパ、ア 

フリ力、由アシア、オーストラリアに分布し、幼虫はシャクトリムシ様、 

各種の双子葉樹木の葉を食害する。パキスタンではZizyphies )naur?i?aflaか 
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卿仙川ノocoゞ "′′な Guenee はオース トラ リア区 と東マ予区に分布する。成

虫は間張約3〔mmである。幼虫は緑色で、側面にー暗色の線と紫色の斑紋を

そなえる。マ ンコの食栄村害 虫てあるか、 7を“?〃ノ′mm る訓ぜr′嫌 なとの

双子集樹木の若い葉を打1食する。成虫は夜行・性で加害樹の新科目こ小さな

卵 を産みつける。土中で蟻化 す る。 Cdだ"〃77g川幅"lral)1lcms はイン ト

とパキスタンから大スンタ列島までの東洋区画部に広く分イーIする。成り

はげ日張約 40mm、褐 色 と白色。幼 虫は 昂燭宏〃〃〃 c′r〃"〃掃 こ多く、 イン ト

では βのめ餅 “沼南痴〃ご用i?を、 ジャワては 粉に"もの霜s m ′市加川 を加 害

する食葉ず生害虫である。幼虫はず小長約18~30mm に達し、奇妙な形をして

いる。色彩は淡褐色て胸部は緑色で膨らむ。虫えいやぶシの黄と間違えや

すい。若齢幼虫は葉の表皮を点々と食い白斑を残すが、その後葉を穴た

ら{ナにする。師化は葉の下面につくった灰色の薄い繭内でする。イント

での li』f 長は夏に約24~30H である。越冬は幼虫か蝉てする。 C"F 〃

〆"{ノrの′ぽ′“"Halllpson はイン トとパキスタンにごr息 し、成虫は翻りに約

28~36mm 、 Syzygmnl culllull1や他の双 f菓横木の葉 を加害す る。亙 }冬

P〃〃s /rir′′の鞭 /′も Moore は イ ン トの ヘ ンガ ル て C/〃揺り“s′" なめ〆 "“s と

M′破戒‘‘ 加川顔 cαの東 を加害 した記録 かあ る。 Fo‘′“m s毎々 ′Guenee

はイ ン トとパ キスタ ンに分布す る。成 虫は間張約 35~45111nー、 前超 は光

沢ある赤褐色、後廻はオレンシ色と黒色である。幼虫は体長唄)nIIIに 適し、

ビロード;1大の黒色と黄色の横着rかあり、頭部と腹部末端節は黄褐色てあ

る。 A 〃増β′ss?!s′"′求o//‘バ )C"s 挑 !みs′′rZ"な どの双 f柴憧1木の葉を食い、

土中て姉化す る。 Cm" 7 sreP′′mswmhoe はイン トとパ キスタンに′ト

息し、幼虫は淡緑色でf小長は約15nlnlになる。双子菜園木の葉と化を食

う多食件 の害-虫で、パ キスタ ンで盈虚〃 mo 〃のPemm の楽 を激 しく加害

することがある。絹糸の巣をつくっで菜を機食し、葉 Lあるいは-L中の

繭 内 で 蛸 化 す る。 Cm ノmm グゼsg どの〃eかた‘! Fabrlcms は ヨー ロ ッパ 、 ア

フ リカ、南アシア、オース トラ リアに分布 し、幼虫はシャク トリムシ様、

各種の双子葉樹木の葉を食害する。パキスタンではZデz蹄霜州ノ77mm/mm か
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加害樹種として記録されている。Cranunodes s(oIi(/a Fabnciusはイン 

ドとパキスタンに分布し、幼虫はシャクトリムシ様で、双了菓樹木や漕 

木の葉を摂食する多食性の害虫て、パキスタンてはZizy,blius 
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ij 

」言 

議 舞ー嚇 
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薪
 

図-42 Giaura sceptica 

上幼虫（体長約lime）下左‘繭下右成虫（開張約2 1mm) 

(Beeson より） 

Il/OhI) itia,uzか加害木として記録されている。卵は加害樹の新梢に1個 

すつ産みつけられ、 2 -4 日て孵化する。幼虫は15--22H間菜を摂食す 

る。蛹化は菓上の繭内で、または上英内ですることもある。蛹期間は普 

通10 -12日で、休眠する廿I代ては130日てある。 

Heliothis armigera Hubnerはョーロッパ、アフリカ、南アシア、オー 

ストラリアに分布する。成虫は聞張約4 em 前翅は暗黄色ないし隅色て 

暗色の斑紋をそなえ、後翅は淡色に縁取られる。幼虫は柑橘、タハコ、 

その他作物の重要告虫として知られている。イントてはA Ibina 

pmcem Dll仂ergia 5加00,P ル如I/IS 01/CUなb5,Php/I/IL CIゆbratica, 

Se/tx tetraspenfla, Sc/z/eiclzera oleo&lを、 タスマニアではEec-a加tits 

toi','el痴imを、ニューシーラントではラシアータマツ、L(IrIX 鹿C/dill, 

カラマツ、Psen山tsuga IUC/ZICS?lを、ザンビアではケシアマツを加‘iiIし 

た記録かある。卯は菓の－十面に1個すつ産みつけられる。幼虫は葉と他 
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加害横種 として記録 されてい る。 Gm"2'izo‘/偽 ~′り〃‘/‘′Fabrlclus はイン

ドとパキスタンに分布し、幼虫はシャクトリムシ株で、双「‐菓樹本や薄

木 の 葉 をヰ髪食 す る多食性 の害 虫て、パ キスタンては Zだ陣痛 s

滋闘鑓一義園霊園園園鍵圏瞳麟藤

図 一 42Giau 「a sceptlca

上 幼虫(体長約 17mm) 下左 .繭 下右 成虫(開張約21mm)

(Beeson より)

“′々 "′′Zz"“"か加害木として記録されている。卵は加害樹の新柄に l f′M

すっ産みつけられ、 2~4 日てリ醇化する。幼虫は15~22 日間粟をJ芸食す

る。師化は葉上の繭内で、または上藁内ですることもある。蛸期間は普

通10~12R で、休眠する世代ては130日てある。

Helloth ・s armlgera Htibner は ヨー ロ ッパ 、 ア フ リカ、 南 ア シア、 オ ー

ストラリアに分布する。成虫は開張約 4cm、前超は晴黄色ないし褐色て

暗色の斑紋をそなえ、後矧は淡色に縁取られる。幼虫は柑橘、タハコ、

その他作物の重要害虫 として知 られてい る。 イン トては A/ゎ迄?"

PrDcem,D αめの翌′" zsmo,P ′"‘の7"s( “?の7′〆 7s Po 「/"s 隣の/〃可′て・仏

飯 履 修f′謬助 け〃?〃,&/z/ezc/ ′em oZeosd を、 タ ス マ ニ ア て は arc α△新 婚

′〆 だ /万mm を、 ニ ュー シー ラ ン トで は ラ シア ー タマ ツ、 L"r′×〆どじ′山川 ,

カラマツ、 Pseぞrd('組増z7〃彩ノ′考鱒〃を、ザ ンビアてはケシアマ ツをカーr書し

た記録かある。卵は葉の上面に i個すつ産みつけられる。幼虫は巣と他
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1-43 Heliothis armigera 

曹を加害中の幼虫（K&shoven より） 

の柔らかい部分を食い、奮に潜ったり果実に穴をあける。共食いするこ 

ともある。通常土中の上莢内で蛹化する。年2世代以上。幼虫期は2 -

5 週問てある。ニューシーランドでは苗畑や若齢造林地に普通に見られ 

る。IIyJ)enu fmem Gramerは熱帯アフリカから東洋区、オーストラリ 

ア区に広く分布する。成虫は開張約4 cm、前翅は変化ある褐色て暗色の 

帯をそなえる。暗褐色で曲がったオレンジ色か排色の縁帯あるいは途切 

れた斑紋をそなえる。幼虫は若齢では緑色で頭部は黒色で、成熟すると 

変化ある条紋あるいは斑紋を持った暗色になる。T(mmml たchebulaを 

含む各種の双イ菓樹木を食うかチークの最重要食葉性害虫である。成虫 

は昼間物影に潜み、夜間かなリの距離を飛翔する。雌は加害樹の葉面に 

1 個すつ、 1 腹て平均500-600粒産卵する。幼虫は絹糸で葉を巻いた巣 

を成育期間中に多くつくる。驚くと絹糸て垂れ下がる。太い菜脈を残し 

全葉が加害される。蛹化は某柄や紡んだ菓の間でするが、大発生し葉の 

なくなった時には下層植生や落葉問で蛹化する。世代長はインド南部で 

15日から北部で47日で、ジャワでは約20日である。インドとスリランカ 

ではモンスーン雨季直前に20 -30年生造林地に被害が多い。東パキスタ 

ンては毎年の年生長量の約13％のロスがある。パプアニューギニアでは 
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図 一 43 Heljothis arm-gera

祷を加害中の幼虫 (Kalshovenより)

の柔らかい部分を食い、議に潜ったり果実に穴をあげる。共食いするこ

ともある。通常土中の上英内で輔化する。年 2世代以上。幼虫期は 2~

5週間てある。ニューシーランドでは苗畑や若齢造林地に普通に見られ

る。 /ろの87だ‘ ′8川 Gramer は熱帯アフ リカか ら東洋区、オー ス トラ リ

ア区に広く分布する。成虫は開張約 4cm、前趨ば変化ある褐色で暗色の

帯をそなえる。暗褐色で曲がったオレンジ色か緋色の細く帯あるいは途切

れた斑紋をそなえる。幼虫は若齢では緑色で頭部は黒色で、成熟すると

変化 ある条紋 あるいは斑紋 を持 った暗色 にな る。 71g′i77‘ノ7"′〆αc/?助川‘ぞを

含む各種の双子葉樹木を食うかチークの最重要食葉性害虫である。成虫

は全日鍋物影に絡み、夜間]かなりの距離を飛於製する。雌は加害樹の葉面に

1イー司すっ、 朝夏て平均500~600 粒産卵する。幼虫は絹糸で葉を巻いた巣

を成育期間中に多くつくる。驚くと絹糸て垂れ下がる。太い葉脈を残し

全英が加害される。踊化は菓柄や紡んだ葉の間でするが、大発生し葉の

なくなった時には下層植生や落葉間で姉化する。世代長はインド南部で

15-:1から北部で47Liで、ジャワでは約20R である。インドとスリランカ

ではモンスーン雨季直前に20~30 年生造林地に被害が多い。東パキスタ

ンては毎年の年生長皐の約 13% のロスがある。パプアニューギニアでは
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Ii畑で被告か多いか、造林地では少ない。H icon ice/is Walkciは東洋 

区に分布し、豆科植物の葉を食うが、イントではAルり胃と’/.55ノバルカ10lki, 

Be/ca nionosperma, Daidergia sissoo にもつく。Hゆoca/a rosti'aia 

Fabricusはイントとパキスタンに分布し、成虫は古紫色の人った灰色 

て、開張は3 ~ 5 cmn。前翅は暗色斑紋があり、後題はオレンシ色て前緑 

は暗褐色。幼虫はDioSyros属の葉を食うか、他の属や利の植物にもつ 

く。Odontodes aleuca Guenee はイントはパキスタンてSliorea robusia 

の食巣性害虫とされている。Puectes Salkゆicalis VaIkerはイントとパ 

キスタンに分布し、成虫の開張は約18mm。前翅は青紫かかった褐色、 

後翅は淡色で暗色に縁取られる。Shorea robas加のやや重要な食菓‘日'-I 

虫で、チークにもつく。年数世代を繰リ返す。幼虫は25mmになり、ピ 

ンク色を帯ひた麦色。普通若い葉を摂食する。繭は虫糞で被われる。し 

ばしば大発牛し、激しい失菜被害をあたえる。Pandesma qaenavadi 

Guen己eはインドでAcacia calecha, A ルzia iebbemんXy/ia り’iocarp“の 

食菓虫として知られている。Plecoptera fl?f1exa Guen6eはイントとパキ 

スタンに分布し、成虫は灰色。開張は30~35mm。幼虫は体長25mmに達し、 

縁色で白の背線を持ったシャクトリムシ様で、成熟するとピンク色にな 

る。Do/hel即α 5/5800の食葉性告虫として知られているが、D 危l加ha 

とPie 10(0)pitS )flll)51ゆlit)))にもつく。成虫は薄暮と夜問に飛翔する。卯 

は普通1枚の葉に1粒すつ産む。購化幼虫は若い集の表皮を食うか、後 

に各組織を食うようになる。とくに菓押Iや緑色の新梢をよく食う。菓を 

食いつくすと絹糸て埀下し新しい餌を求めて移動する。落菓層や土巾の 

繭内て蛹化する。 1 世代は17~ 30日て、年11世代くらい繰リ返し、蛹て 

越冬する。食葉被害は4 月から8 月に激しい。この種類はパンシャフ七 

西パキスタンの灌概造林地の重要害虫で、若木か被害を受けるとしばし 

l ー-44 Plecoptera reflexa 

成虫（開張約33mm)（日eeSOfl より） 

一84一 

ー骨畑で被告か 多いか、造林地 では少ない。 H momc 〃/′ Wan(c1 は東洋

区に分布 し、豆オー植物の栄を食うが、イントでは八"増ごはきノ娼勿′流山仏

β可 e"'; の izosperm α, D‘山海′潔 "s 駆りo に も つ く。 "ypoc 〃/" 用材川魚

Fabrlcus はイントとパキスタンに分布 し、成虫は青紫色の入った灰色

て、間張は 3~5cIn 。前超は暗色斑紋があり、後超はオレンシ色て前緑

は暗褐色。幼虫は Dおsp切り属の葉を食うか、他の届や科の植物にもつ

く。 0ぬ '?rodes "′ezfm Guenae はイ ン トはパ キスタ ンて s/′α m mわとべ′〃

の食栄作害虫 とされている。 R口pcfe s贈物′c"′?s tyalker はイ ン トとパ

キスタンに分布 し、成虫のPH張は約18mm 。前週は青紫かかった褐色、

後遡は淡色で=音色に縁取られる。S卿 rm γの〃“"のやや重要な食亥gゴー},

虫で、チークにもつく。年数世代を繰 り返す。幼虫は25mnl になり、ピ

ンク色を帯びた麦色。普通若い巣を損食する。繭は虫糞で扱われる。し

ば しば六 発牛 し、激 しい失菜被害 をあたえ る。比zizdesi""α修〃"〃"〆′

Guenee はイン ドで Ac の′α c霧ec/′馬 A/も?zz"/pboe(為 Xy/′" 山 ocのかぞの

食集虫 として知 られ ている。理死の′〃氾ノゼメgmGuen きeはイン トとパキ

スタンに分布 し、成虫は灰色。 =胴長は30~35mm 。幼虫は体長 25mm に達 し、

緑色で目の背線を持ったシャクトリムシ様で、成熟するとピンク色にな

る。 D〃あのgm Mssm の食菜性舎 虫 と して知 られてい るが、 D /頒施 /ー"

と丹切りcのか′s“mm α)〃〃〃に もつ く。成虫は鮪暮 と夜間に飛期 する。卵

は普通 1枚の葉に 1粒すっ産む。“醇化幼虫は若い菜の表皮を食うか、後

に各組織を食うようになる。とくに葉おけや緑色の新村与をよく食う。葉を

食いつくすと絹糸て垂下し新しい餌を求めて移動する。落葉層や土中の

繭内て蝿化する。 1世代は17~30FI て、IFill“-代くらい繰 り返 し、蟻て

越冬する。食柴被害は 4月から 8月に激 しい。この種類はパンシャブと

西パキスタンの港盤造林地の重要害虫で、若木か被告を受けるとしばし

図 ~44 P1ecopte 「a reflexa

成虫(開張約33mm)(Beeson より)
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ば枯損する。P/usia c/ia/cites Esperは東半球の温帯と熱弗に広く分布す 

る。幼虫は緑色のシャクトリムシ様で生長すると体長約25mmになる。旦、 

カカオ、 トウモロコシ、 トマト、イモ、タバコなどの農作物と濯木の食 

菓性‘占虫であるか、イントてはKydua taかifl(iの、ウカンダでは』如us 

属の告虫にされている。成虫は薄暮時に行動する。幼虫はしばしば主 

脈を残して全菓を食い、樹上て繭をつくリ蛹化する。世代長は気象条件 

によって異なるが、早、川研本ては約9週問である。1 m ,功1ルlm Guen6eは 

ョーロノパとアフリカに分布する。幼虫はシャクトリムシ様て、木質的 

には下層植生の葉を食うが、ウガンダの苗畑ではEucaム少tin sa/ugn“と 

ラシアータマツのマイナー告虫にされている。卵は葉の下面に1個すつ 

産みつりられ、葉lで繭をつくリ蛹化する。P one/ia/tea Fabi iciusは 

ョーロッパ、アフリカ、アジアに広く分布する。幼虫は緑色て細い白色 

線をそなえる。生長すると35-40miii:連する。多食性でアマ、タハコ、 

ハニラの食菓性害虫である。林木ではa(It'll /flOflOゆC)7fla,a ゅ1e5511's 

/usutaizuca, Daめeug詔sissoo, Eiitandrophragma angolense, Syzygiu,n 

C/i//lu//ui か加告樹として記録されている。若木の藥を食うか、通常寄り 

虫や鳥などによリ防除され人発生にはいたらない。ケニヤでの世代長は 

12週問てある。P litton Fabnewsはオーストラリア、東汗区、太洋州、 

アフリカ、ョーロッパに広く分布する。成虫は灰色と白色、開張約35mm, 

幼虫は牛長すると体長が約45mmになり、褐色を帯びた緑色で側方に淡色、 

背面に褐色の横帯をそなえ、外形はシャクトリムシ様。多食性の食菓虫 

である。タハコと各種の野菜の害虫として知られ、林木ではA,初mIp'us 

outegra, C,asaanna eqaiset施/za, コムノキ、マンゴ、Monts a/ba,ポ 

プラ、チーク、Tarm (na/な 切men/osa,TIl町a One/I加h5,乃'isたnua con 

fei Iaの集を加害する。食害は継続し世代は市複する。 1 世代長は4 ~ 

6 週間で、南インドでは年約5世代である。マラヤては卵、幼虫、蛹の 

期間はそれそれ約4 日、 3 週間、 7 日である。 1 雌は寄主の葉Lに500 

村以上の卯塊を産み、表面を体毛で覆う。名幼虫は初め群棲して摂食す 

-85--

ばふき,損する。理′′s?‘! r桜!たけβs Espcrは東半球の温帯と熱帯に広く分布す

る。幼虫は緑色のシャクトリムシ様で生長すると体長約25mmになる。豆、

カカオ、 1、ウモロコシ、 トマ ト、イモ、 タバ コなどの農作物 と瀧本の食

菜 1生 {‐虫 であ るか、 イン トては′○'‘/′‘z c‘'リノ/〃"の、 ウカ ンダでは脳の〃s

属の害虫にされている。成虫は薄暮"料こ行動する。幼虫はしばしば土

脈を残して今栗を食い、樹上て繭をつくり輔化する。世代長は気象条件

によって異なるが、‐1flい個体ては約 9週間である。 P /初め〃β〃"Guenee は

ヨーロソパとアフリカに分布する。幼虫はシャクトリムシ様て、木質的

には 下層植生の巣を食うが、ウガンダの青砂州ではarm ら肌〃~ふ〆増“〃と

ラシアータマツのマイナー害虫にされている。卵は葉の下面に 1個すっ

産みつけ られ、葉 r.で菌 をつ くり踊化す る。 P oγに/m/""Fabl lcms は

ヨー ロッパ、アフ リカ、ア ジアに広 く分布する。幼虫は緑 色て細い白色

線 をそなえる。生長す ると35~40mm に達する。多食性でアマ、タバ コ、

ハ ニ ラの食葉 1と1早そ虫であ る。朴木 では 最 "m “20i?Dsp好〃m,C 〃 偽釧s

殻M 如 ば α,D" 肋e?gぞα 鶏 boo,E"r"; 保存○かけ"g;" α m?go/e7ise,$} 為琶粥川

cmi〃′扱か力--告樹 として記録されている。者木の葉を食うか、通享著奇′1:

虫や鳥などにより防除きれ人き′仁にはいたらない。ケニヤでの世代長は

i2週間てある。 PJ ノmm Fabrlcius はオース トラ リア、東洋区、大洋州、

アフ リカ、 ヨーロッパ に広 く分布する。成虫は灰色 と白色、開張約 35mm。

幼虫は′「長すると体長が約45mmになり、褐色を帯びた緑色です-班方に淡色、

背面に褐色の横帯をそなえ、外形はシャクトリムシ様。多食性の食菓虫

である。タバコと各種の野菜の害虫として知られ、林木では Ar中鯛ノかfs

〃′′昭 '復 ,C の′r"““" 幻′fzsefあ /′だ, ゴム ノ キ、 マ ン ゴ、 肌 o惚ふ頭卿 , ポ

プ ラ、 チー ク、 Zermm"/ 超すの'‘e7JZOSα,T れ"組 oれβノ7郷お ,Trz#" “?" の i7‐

た′たぞの葉を加害する。食害は継続 し世代は市復する。 1世代長は 4 ~

6週間で、南インドでは年約 5世代である。マラヤては卵、幼虫、蛸の

期間はそれそれ約 4 u、 3週間、 7 Hである。 1轟け乍は奇土の条 いこ500

粒以上の卵塊を産み、表面を体毛で覆う。老幼虫は初め群棲して摂食す
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るか後に分散する。彼らはほとんどすへての組織を食う。食へ物か少な 

くなると共食いする。老熟幼虫は絹糸で垂れ下かり」中で営繭し蛹化す 

る。Pseudeb'c/na n（ノof/aou Walkerはイントに分布し、Terininafia 

spp の葉を食害する。繭は密に編まれ、一端が細まる。Rhesa/a tin-

pa/V/a Walker はイントに生息し、A lb/a/aの菜を食へる。アンダマン 

諸島ク万と林地に時に被害が発生する。Risoha obctructa Moot-c はインド 

に分布し、Lagers/roetnia ゆeciosa, Tcnn/na/iap(ill/Citル如 T 加))iCfl 

lose,為,I加I二）而mゆaの食葉虫である。繭は細長く紡錘形で小枝に沿っ 

てつくられる。Ricsicada 戸i/vie/a Guen己eは東洋区に広く分布し、角’mα 

calycinaを含むアオイ科の葉を食う。インドでは1 世代が3 ~5 週問て 

ある。Se/epa ce/tn Mooreはインド、パキスタンから東洋区を通ってオ 

ーストラリアに分布する。成虫は灰色、開張約20m。幼虫は生長すると 

約16mmになり、黄色で黒斑と疎な長い淡色の毛をそなえる。双1葉相木 

の葉を加害し、 多食性。林木ではAあに后SPI), I加所叩αノit vail/ca, 

DHabaiiga son nerati aides,FiC/IS g/omera厄 メ リナ、Lage is加CII? 1(1 

seciosa, Lan nea coromande/ica,マンゴ、＆/i/eic/tera /功uga, S /mica 

robasta, Syzygh'm C/Ill/i屈， Term加a/ia be//er/ca, T catappa, T 

c/iebttm を加害する。普通菓の主脈を残しほとんどの組織をむさぽリ食 

う。虫糞で覆われた繭内で蛹化する。北・中央イントでは年5 - 6 III 代 

を繰リ返し、蛹で越冬する。Westerniannia coe/istgna I-Iarnpsonはイ 

ンドてTerm inah" 加//erzcaを加害し、上「jlで薄い繭をつくり蛹化する。 

Xan//iodes transverse Guen6eはインドから東洋区、オーストラリアに 

図-45 Selepa celtis 

成虫（開張27mm) (Beeson より） 
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るか後に分散する。彼らはほとんどすへての組織を食う。食へ物か少な

くなると共食いする。老熟幼虫は絹糸で垂れ下かリーr中で営萌し姉化す

る。 凡 e〃〆均衡 m rzあ狩仰α Walker は イ ン トに分 布 し、 7卿〃?〃?"/市

spp の葉 を食 害す る。繭 は密 に締 まれ、一端 が細 まる。尺/2ぬ"/"′彫

β〃川南 Wall(er は イ ン トに生息 し、 A/蕨“"の菜 を食へ る。 ア ンダマ ン

諸島の造林地 に時 に被害が発生する。凡 sob‘zoもげ〃!""Moore はイン ド

に分 布 し、 乙‘増の わりemm 幼βdos 口,7 1gγ〃?/'?"/?"秘ぞ〃にmm",T ′o′肥 #

′osα,又y/Z"卸わcのめ"の食菓虫である。繭は細長く紡錘]-ラで小枝に沿っ

てつ くられ る。尺〃 z鯛血 万向粥〃Guen るeは東洋区に広 く分ィ1Iし、 Ky‘/m

mらdim を含むアオイ科の葉を食う。インドでは 1世代が 3~5 週間て

あ る。 Se/ePα復仇 Moore はインド、パ キスタンか ら東洋区を通 ってオ

ス トラリアに分布する。成虫は灰色、開張約20-11n1。幼虫は生長すると

約16111mになり、黄色で黒斑と疎な長い淡色の毛をそなえる。双子葉樹木

の 葉 を卿 汚 し、 多食性。林 木 では A 妙儒をr s1}p,& 〆ゞ!欲′〃ノ"〃"〃′‘〃,

D 〃"ど)o7?gz7 s()′?"の宿 り′〆es,F ‘釧 s g/o′72em 超 , メ リナ 、 L"g‐g7s′r肥 ii〃"

沙 ec7os〃, 乙の 7“〃"cp"om α72庇 成 仏 マ ン ゴ、 Sc煽げc/その口 おり′増酷 S/≧‘)rm

知友′s超 , 載 り皆mm αri粥川ぜ, 8助け"〆‘〃 乾物γにα,T c鰭ごゆめ",7 1

物の〃/"を加害する。普通菜の主脈を残しほとんどの組織をむさぼり食

う。虫糞で覆われた繭内で鰯化する。北 ・中央インドでは年 5 ~ 611月に

を繰 り返 し、蝋 で越 冬す る。 洲esreγ′imiz'?m のα脳想""Hampson はイ

ン ドて たγii7′i?mm 粥〃のzm を加害 し、上中で薄い繭 をつ くり蟻化す る。

ヱα〃〃′o霞もf′mzw のsα Guenee はイン ドか ら東洋区、オース 1・ラ リアに

繍
図-5Se- ′tis

成虫(開張27mm){Beeson より)
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広く分布する。アオイ科の葉を加害し、イントてはKytha ui加iiia 2)'JI 

虫である。幼虫は体長38miに達し、若齢期には緑色てあるか、後に暗紫 

色になる0 上中で繭をつくり蛹化する。 

6 ）ハチ目（膜翅目）Hymenoptera (ants, bees, sawflies, wasps) 

微小ないし中形。完今変態。I-1器は噛み、舐め、吸うに通した構追を 

している。単眼は普通ある。触角は12節、雌ては13節。右趨または無翅、 

2対の超は膜質で比較的細長い。前翅は後翅よリ大形、緑紋は有れする。 

腹部は一般に6 -7 節で有柄の種類が多く、基節は胸部と癒合している。 

産卵管は鋸・錐・針状。幼虫の頭部は有頭または無頭で良く発達したも 

のとそうでないものかある。脚はないものとあるものかある。蛹は裸蛹、 

絹糸や羊皮紙様の繭に人ったものがある。食植性か寄生性あるいは補食 

性。アリのように高度の利会生活をする種類がいる。 

(1）ノ、ノくチ11 Tenthredinidac' (sowfhes) 

成虫は小形ないし中形で太い。頭部は幅広く、その構造は変化に富ん 

でいる。触角は鞭状で3 -6節あるいは8 -11節からなる。徐節は5 節。 

翅は大形、原始的な翅脈をそなえ、径室は分割はれたリ、されないもの 

がいる。腹部は8 節で幅広く肩平になる、胸部との着生部は広くくひれ 

ない。卯は扁平で普通植物組織内に産下される。幼虫はチョウ月幼虫に 

類似しP］筒形、各節に擬環節をそなえる。胸脚は多くはよく発辻する。 

腹脚は6 -8 対で先端腹面に鉤爪輪を欠く。全て食草性で外部から葉を 

食ったリ、葉肉内に潜藥したり、虫えいを形成する。幼虫は十分成熟す 

ると地上に落下し、落葉層や上中で薄い繭をつくリ蛹化する。 

Cibdela jantizinaはRubl侍elliptecusとR la.swcarj'usの食葉虫で、卵 

は主脈あるいは太い支脈の隙間に一列に産みつけられ、 6 -7 日で孵イヒ 

した幼虫は12-24頭が葉上で群をなして全葉を食いつくす。老熟幼虫は 
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広 く分布す る。 アオイ科の葉を加害 し、 イン トては Xy‘/"" 〃彰〃m の′,i,

虫である。幼虫は体長38mmに達し、若齢!もぎもこは緑色てあるか、後に暗紫

色になる。工中で繭をつくり蛸化する。

6) ハ チ 目 (膜 縄 目 )Hymenoptera(ants,bees,sawflres,wasp

微小ないし中形。完全変態。 LJ器ごま-強み、孤め、-扱うに適した構造を

している。単眼は普通ある。触角は12節、雌モては13節。 fl越または無遡、

2対の超は;撲質で比較的細長い。前矧は後超より大形、緑紋は右在する。

腹部は一般に 6~7 節で有柄の種類が多く、基節は胸部と総合している。

産卵管は鋸・鋭・針状。幼虫の頭部は有頭または無頭で良く発達したも

のとそうでないものかある。脚はないものとあるものかある。姉は裸幅、

絹糸や羊皮紙様の菌に人ったものがある。食値性か寄4寸Lあるいは捕食

性。アリのように高度の社会生活をする種類がいる。

(1)ハバチ科 Tenthredlnidae(sowflies)

成虫は小形ないし中形で太い。頭部は幅広く、その構造は変化に富ん

でいる。触角は鞭状で 3~6 節あるいは 8~11 節からなる。徐節は 5節。

地は大形、原始的な迎mKをそなえ、径室は分割されたり、されないもの

がいる。腹部は 8節で幅広く周平になる、胸部との着生部は広くくひれ

ない。卵は扇平で普通植物組織内に産下される。幼虫はチョウ日幼虫に

類似し円筒形、各節に燭環節をそなえる。胸脚は多くはよく発達する。

腹脚は 6~8 対で先端腹面に釣爪輪を欠く。全て食卓性で外部から薬を

食った 1)、葉肉内に潜染したり、虫えいを形成する。幼虫は十分成熟す

ると地上に落下し、落葉層や上中で薄い繭をつくり帰化する。

α 0de毎 簸フパム′〃‘“ま凡疲 rs 物 fm′sと尺 友もmm ゆれsの食葉 虫で、卵

は主脈あるいは太い支脈の隙間に一列に産みつけられ、 6~ 7 日で膳化

した幼虫は12~24 頭が築上で群をなして全葉を食いつくす。老熟幼虫は
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淡緑色で、紫がかった黒色の斑紋をそなえ、体長は22 m inでS対の腹脚を 

そなえる。腹部は通常胸を越え、U字形あるいはS宇形に保つ。 3 週間 

の幼虫期の後、13X 8inniの2 重の繭を房状に紡ぐ。 1 世代はイントのモ 

ンスーン期に6 週間であるが、蛹期は変化かあリ20 -24か月のこともあ 

る。 

(2)7リ44 Forrntcidae (ant) 

微小ないし中形、体長は0 5-25.0mrn～杜会生活をする多型昆虫で、 

町は『両性以外に働蟻と兵蟻がいる。体は滑らかで有毛。色彩は黒色、褐 

色、赤色あるいはそれらの混合色。頭部は普通大きく幅広く、可動て自 

由。触角は雌と働蟻では膝状であるが、雄では簡単、 4 -13節からなり、 

柄部は1節からなる。口器は一般によく発連する。大あごは非常に変化 

に富む。翅は有性型の多くでは2対、無性型では常にない。翅脈は簡単。 

腹部は明瞭にくひれ有柄。卵は小さく0 5ninl内外て、白色か淡黄色。幼 

虫は無朋ゆ馴恨の蛎虫型で円筒状か、前方に狭まっている。巣は多くは」 

中につくリ、孔道と室からなる。蟻塚を形成する種類もいる。また巣は 

丸人中、切株「~1、空洞の枝中、樹幹中、種子中、葉柚中などや、紙様物 

質によリ形成され、樹木、岩石、その他に付着したリ、垂ドしたりする 

ことがある。食性は非常に多様で、肉食性の種類では昆虫類や蜘」味類、 

その他の無脊椎動物や動物の死体を食する。食草性では種了一、菌類、果 

物、その他の植物生産物を食う。またアブラムシその他昆虫の出す密腺 

を孤める種類もいる。 

Occop抑/la属のアリは旧世界の熱帯地域に広く分布し、樹上棲て、巣 

は絹糸で葉を扇状に綴りつくられる。成虫の体色は赤あるいは緑色。被 

害菓や新梢は枯死する。一般に被害は少ないが、a sinaragclnia Fab 

rictus (oi iental red tree ant）ではマンゴに被害が発生し、この種類 

は陽光を好み、普通二次林や孤立木に多く、晴天日に餌を求め行動する。 

一方これは捕食虫でもあリ、中国やジャワでは柑橘なとの果樹害虫の生 
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淡緑色で、紫がかった黒色の斑紋をそなえ、体長は22mEIIで 5利の腹膜=を

そなえる。腹部は通常胸を越え、U字形あるいはS字形に保つ。 3週間

の幼虫期の後、13× 8m阻の 2重の曲を房状に紡ぐ。 1世代はイントのモ

ンスーン期に 6週間であるが、輔期は変化かあり20~24 か月のこともあ

る o

(2)ア リ科 Form1c ・dae(ant)

微小ないし中形、体長は0 5~25.omm 。社会生活をする多聖昆虫で、

鵜川f両性以外に働蟻と兵蟻がいる。体は滑らかで有毛。色彩は黒色、褐

色、赤色あるいはそれらの混合色。頭部は普通大きく幅広 く、 -1強力て目

時t。触角は雌と働蟻では膝状であるが、雄では簡単、 4~13 節からな 1)、

f西部は 1節からなる。口器は一般によく発達する。大あごは非常に変化

に富む。迎は有性型の多くでは 2刃、叡普i生型では常にない。遡脈は楯〕単。

腹部は明瞭にくびれ右柄。卵は小さく0 5mnl内外て、白色か淡黄色。幼

虫は叡脚無眼のり拓虫型で円筒状か、前方に狭まっている。巣は多くは上

申につくり、札道と空からなる。蟻隊を形成する種類もいる。また巣は

メメ＼LI1、切株中、空洞の枝中、f封幹中、種子中、藁科ーLrTなどや、紙様物

質によ 1)形成され、樹木、岩石、その他に付着したり、垂 ドしたりする

ことがある。食性は非常に多様で、肉食性の種類では昆虫類や蜘敷類、

その他の無脊椎動物や動物の死体を食する。食草件では種「≠、菌類、果

物、その他の植物生産物を食う。またアブラムシその他昆虫の出す密腺

を猫める種類もいる。

0ぼりかけ〃α嵐のアリは1日世界の熱帯地域に広く分布し、棚上核て、巣

は絹糸で葉を扇状に綴りつくられる。成虫のf本色は赤あるいは緑色。被

害葉や新柄 は枯死 す る。一般 に被害 は少ないが、 0,s''?"′て増山7m Fab ‐

nclus (ollental red tree allt) ではマ ンゴに被害が発生 し、 この種類

は陽光を好み、習う勇二次林や孤立木に多く、晴天 Rに餌を求め行動する。

一方これは捕食虫でもあり、中国やジャワでは柑橘なとの果樹害虫の生
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物的防除に川いられたことかある。またインドではAnaco而wn oc 

cu/en加んやマンコのカイガラムシを保護し分散を助（’る。Soたfl"S/S 

gem inateはイントで土中に巣をつくリ、苗木の菜や苦を加害する。ま 

た人体への刺傷害もひどい。このアリはアブラムシ、カイガラムシ、ナ 

ンギンムシやその他幼血の重要天敵である。 

(3）ハキリバチ利 Megachilidae 

成虫は巾形ないし人形。ミツバチに類似する。暗色、普通黒色、金属 

的晴藍色、紫色あるいは緑色で、白色、黄色、褐色あるいは帯赤色の毛 

をそなえる。頭部は大形て胸部と等幅。触角は膝状て短く、H器はよく 

発達する。前翅は2肘室をそなえる。巣は腐朽木の中や樹木の空洞、樹 

幹r]に 漆喰や上中につくる。 

AJegac1aIe fron/abs Fabriciusはニューギニアに生息し、巣は各所各 

物につくり、孔道は一列に並んだ幼虫室を持っている。各室には巣Ii,の 

塊かあり、町は1卵をその士に産んだ後部屋を閉じる。幼虫は菓片塊を 

Y
に『
 

v
 

図-46 Solenopsis geivinata 

左中一働アリ 右’有廻虫（体長約8 rum) 

駅aishoven より） 
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物的防除に用いられたことかある。またインドではAim αぞ司mm oG

α‘/〃′“"/eや マ ン コのカイガ ラム シを保護 し分散 を助 け る。 So/e'?()のMs

geii7′7mm はイントでゴリトに巣をつくり、苗木の葉や藷を加害する。ま

た人錘・への刺傷害もひどい。このアリはアブラムシ、カイガラムシ、ナ

ンキンムシやその他幼虫の重要天敵である。

(3)ハ キ リバチオヱIMegad ・1lidae

成虫は中形ないし人形。ミツバチに類似する。暗色、普通黒色、金属

的キー賃藍色、紫色あるいは緑色で、白色、黄色、褐色あるいは帯赤色の毛

をそなえる。頭部は大形て胸部と等幅。触角は膝状て短く、u器はよく

発達する。前遡は刀村室をそなえる。巣は腐朽木の中や樹木の空洞、f劃

幹rh、漆喰や上申につくる。

財増αc/′zノe 方′oi7!"/′も Fabnclus は ニ ュ ー ギ ニ ア に生 息 し、 巣 は 各所 各

物につくり、孔道は一列に並んだ幼虫室を持っている。各室には巣片の

塊かあり、雌は 1卵をその上に産んだ後部屋を閉じる。幼虫は葉片塊を

図 一 46 So′enops ーs geminata

左中 .働アリ 右 :有廻虫(体長約 8眠m)

(Kalshoven よ り)
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食い空洞になった部屋て輔化する。成虫はカカオ、コーヒー、グアバな 

どの農作物やEitt?めゅ'ItsdtgIlゆ m の葉を切リ取る。M antluacinaはイ 

ンドての最も，『通秤で、巣は腐Iり材， ~巾あるいは竹や空洞の細枝につ 

くる。‘廿「は人あごで樹木の菓を卵形あるいは~リ形に切リ取リ、幼虫室建 

追に便う。 

-90 

食い牛津I1になった部屋て蛸化す る。成虫はカカオ、 コー ヒー、 グアバを

どの農作物や E"c‘み力むfs化雑 ?少々 zの 巣を切 1)取 る。屑 の7′/加に′〃〃はイ

ンドての最も普通秤で、巣は腐朽チム LI1「あるいは竹や半券iの細枝につ

くる。跡は人あごで倒木の葉を卵形あるいは円形に切り取り、幼虫室建

造に使う。
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3 穿孔性害虫 

1 )コウチュウ目（甲虫目、鞘趨目）CoIeoptera （概要は食葉性害虫 

の項参照12貞） 

(1）ツツシンクイムシ利 Lyrnexylonidac 

成虫は細長く円筒形て軟体。触角は比較的短く鋸曲状。前・中脚の基 

節は大形で突出して円錐状。 L姐は短い。徐節は5 節からなる。幼虫は 

木利穿孔性、ill」胸は大形になリ、尾部に突起をそなえている。全世界か 

ら約7属50種か知られている。 

A Irac/ocerus e;na卿HaIIパ は東洋区の西部に広く分布する。A,勿cc,plパ 

nobiles, Buchanania latifoha, Diperoca,pus lurb1natus, D zej’たfliCl?S, 

Shorcamblパルの木部に穿孔する。成虫は帯褐黄色。体長は非常に変 

化かある。ネ知恨は左イi相接する。翅は方形で短小、腹部は長形で背板が 

露出する。幼虫は細長い円筒形で、成熟すると体長45Dm]に連する。脚は 

良く発達する。腹部第9 節はIリ筒形で先端は斜に抜断される。幼虫は辺 

羽から内部に6 -8 インチの曲った孔道をつくる。穿孔の際に生じた木 

屑は」升出される。孔道壁には餌になる黒色の力ピか生える。インドでは 

年1世代、成虫は3 -5 月に出現する。 

(2）クシヒケムシ利 Rhipiceridae 

成虫は細長い円筒形。触角は雄では櫛歯状でときに鰓状。前・中脚の 

基節は円1旧り筒状。徐節は5 節からなる。 上翅は比較的大きく、腹部を 

完全に覆う。幼虫は長いIリ筒状で後端は切断される。脚は短い。…般に 

朽木に生息する。全世界から5属約50種か知られているp 
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3 穿孔性害虫

1) コウチュウ目 (甲虫目、鞘縄目)Coleoptera( 概要は食葉す空,辱虫

の項参照12頁)

(1)ツツシンクイムシ科 Lymexylon1dae

成虫は細長く円筒形て軟体。触角は比較的短く銀歯状。前・中脚の基

節は大形で突出してrリ錐状。 i.遡は短い。徐節は 5節からなる。幼虫は

小材穿孔1′ー:、前胸は大形になり、尾部に突起をそなえている。全世界か

ら約 7届 50種か知られている。

Armdoc βms e′i2のぎ〃′"′zfsは東洋区の西部に広く分布する。 A “oc"′》‘!s

iz必 中 s, 及 ぼ′mm ノ“"/" ′舵 なα,D めのりcのかずs rのるz77αrzfs,Dz 琴 Z伽 に鵡

Sんのせα〆のぞ感" の木部に穿孔する。成虫は 菩禍黄色。体長は非常に変

化かある。複眼は左右相接する。恕は方形で短小、腹部は長形で背板が

露語する。幼虫は細長い円筒形で、成熟すると体長45mmに達する。服1ーは

良く発達する。腹部第9節は円筒形で先端は斜に裁断される。幼虫は辺

材から内部に 6~8 インチの削った孔迫をつくる。穿孔の際に生じた木

屑は排出される。孔道畔には餌になる黒色のカビか生える。インドでは

fiil m 代、成虫は 3~5 月に出現す る。

(2)クシヒケムシ科 Rhipicerldae

成虫は細長い円筒形。触角は雄では櫛歯状でときに肥状。前 ・LP膜1の

基節は円錐円筒状。徐節は5節からなる。上組は比較的大きく、腹部を

完全に覆う。幼虫は長い円筒状で後端は切断される。脚は短い。一般に

朽木に生息する。全世界から 5属約50種か知られている。
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(3)タマムシk Buprestidae (flatheaded borers, metallic wood borers, 

jewel beetles) 

小形ないし大形、堅く、霜平。金属的色彩のある美麗種が多い。頭部 

は複眼まで前胸に覆われている。触角は短く、11節て鋸歯状。前胸は大 

きく不可動。前脚の基節は球状、後脚の基節は幅広く腿節の一部を覆い、 

猷節は5節。幼虫は日と脚がなく、明瞭な環節からなリ、やや扇平な細 

長い円筒形。頭部は小さい。前胸は非常に大きく扇平。多くは樹幹や枝 

や根に穿孔し、一部のものは潜菓性あるいは虫えいを形成する。全m 界 

から約400属15,000種が知られている0 

Acniaeodera aunfera. Laporte et Goryはインドとバキスタンに分布 

する。Acacia ca/edit‘とA in扉caの穿孔虫て、成虫は7 -8 月に畠現し、 

枝と根の樹皮に産卵する。幼虫は樹皮下に穿孔し、曲りくねった孔道を 

掘リ、細粉を密につめる。蛹化は孔道の先端てlIう。 1 世代は1年か時 

に2年である。A sttchpen n/s Laporte et Goryはイントとパキスタン 

に広く分布し、青黒色でート翅に赤色または黄色の斑紋をもった小さなタ 

マムシてある。Sh01・ea robustaに普通でA cac jamfec/ult, Adina cor 

c/i/o/ia, Cassia 声/ac, C . staineaか らも記録されている。成虫は4 月から 

8 月に出現し、1-li死木、伐倒木、衰弱木の樹皮に産卯する。幼虫は不規 

則に曲がリくねった細粉を詰めた孔道を掘リ、孔通の先端て蛹化する。 

Agri/as "I鹿川as Keiiamansはパプアニューキニアでルm加Ins (leg 

Itゆ危の造林木の樹皮に穿孔し、シグサクの食痕を残し木を哀弱させ枯 

死させることかある。木種の木来の食樹はSyzyginnu 5PI であり、近く 

にこれらの相種のある造林地に被害が多いという。11?fllullialw spp に 

は同様の被害をあたえるA. viridissuinas Cobosがいる。ciゆnodis 

nit/tans Kiugはインドとパキスタンに分布する。成虫は体長3 ~ 4 CIII\ 

黒色で白色粉木をつける。広葉樹と引葉樹の多くの樹木の樹皮と木部に 

つく。ポプラの重要害虫である。木種の加害に対して丑u/a加S alIJて7,P 

Clipカmカm,Pmgm は感受性て、P 鹿Ito,dCsは拭抗件がある。Ab!‘」’，5 
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(3)タマ ムシ刊 Buprest1dae(flatheaded borers,metallic wood borers,

Jewe ヱbeetヱes)

小形ないし大形、堅く、扇平。金属的色彩のある美麗種が多い。頭部

は複眼まで前胸に覆われている。触角は短 く、11節て鋸歯;1人。前駆りは大

きく不可動。前脚の基節は球状、後脚の基節は幅広 く1遇節の一部を凌い、

徐節は5節。幼虫はロと脚がなく、明瞭な環節からな 1)、やや扇平な細

長い円筒形。頭部は小さい。前胸は非常に大きく周平。多くはf封幹や枝

や根に穿孔 し、一部のものは潜柴件あるいは虫えいを形成する。全 m 界

から約400届 15,000種が知られでいる。

Ac〃?αgod87僚α好虎 m,Laporte et Gory はイン ドとパ キスタンに分布

す る。 Ac"c 迄 鎖船〆?"とA mdzm の穿孔 虫で、成虫は 7 ~ 8 月に出現 し、

枝と根の樹皮に産卵する。幼虫はホ訂及下に穿孔し、胆li)くねった孔道を

欄 1)、網粉を密につめる。姉化は孔道の先端て行う。 1世f は 1年か時

に 2 年であ る。 A‐sf?磯 Pe;?〃′s Laporte etGory はイ ン トとパ キスタン

に広く分布し、青黒色で上麹に赤色または黄色の斑紋をもった小さなタ

マ ム シ て あ る。 S/mm ′り卿 sm に 普 通 で Ar α""cm βc′?〃,A 山 7m c(が

命力み",Q!$!" 方輸 血 ,C.s?"mm か らも記録 きれている。成 虫は 4 月か ら

8月に出現し、枯死本、伐倒木、衰弱木の枝1皮に産卵Jする。幼虫は不規

則に曲がりくねった細粉を詰めた孔道を掘り、孔通の先端て堀化する。

Agr ノ/騰 の "をrzms Kel ・amans はパ プ ア ニ ュー キニ ア で E〃‘‘の愛′fs‘を翌

/と中海の造林木の樹皮に穿孔し、シグサクの食痕を残し水を衰弱させ枯

死させることかある。木種の本来の食{毒1はめノ為翌‘〃〃? sー)p であり、近 く

にこれ らの朝種 のある造林地 に被告が多い という。 7Zグ〃?〃?" "spp に

は 同 様 の 被 害 を あ た え る A. 〃zr′‘ノ7ss′i〃〃s Cobos が い る。 C"P'm 魚も

〃〃☆〃鳶 K1ug は イ ン ドとパ キスタ ンに分布 す る。成 虫は体長 3~ 4cm 、

黒色で白色粉末をつける。広葉樹と針葉樹の多くの樹木の樹皮と木部に

つ く。 ポプ ラの重要害虫である。 く種 の加害 に対 して Po/〃/′′s 蔵脳 ,P

g珍か可 礁 ,P “② “は 感 受性 て、 P dどめ扇BSは抵 抗チリ-が あ る。月友F
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pmdmlU , 乃‘mis gera 功COla,Pia/a;?,おoriefi/aits にも害をあたえる。ノI 

立本への食人は通常哀弱乾燥状態にあるもので、この虫による粘損は少 

ないロChrysobolhris gardneri TheryはインドでAcacia indi'caの根の穿 

孔虫で、成虫は5 月から6 月に出現する。Chrysochroa bicolor Fab 

riciusはインド、東パキスタン、マラヤなどの東洋区に分布する。幼虫 

は生立木の樹幹に穿孔する。大形のタマムシで、幼虫は成熟すると約 

15cmになリ、大きな孔道を掘リ、この幅はしばしば8 cmにもなる。円穴 

からフラスと樹液を捌池する。成虫になるのに数年かかる。ジャワでは 

カカオク弄i虫で、バキスタンではS/mica robastaの電要害虫である。他 

にCeiba pe;imdra, Xyi,a －、yんca;加などが寄什樹種として記録されてい 

る。Coraebus dorsalムKei reniansは北イントとパキスタンに分布し、 

若いQlie) C/IS i/flea/aの相幹に穿孔し、被害部は虫えい状に膨降する。 

激しい被害では完全に枯死する。ニューシーランドで、この種類をブラ 

ックベリーの防除に導人されたが、成虫が果樹の菓を食害するため中ii 

されたことかある。Psi/op/era ciゆreosple”由｝is Saundersはイントとス 

リランカにいる金属光沢のある銅緑色のタマムシて、体長は約25mm,各 

種広葉樹の新梢の樹皮を食害する。Acacia ,nd,ca, S/mica robes/a, 

Zizyphas inmmたmwに被害をあたえる。Pーノastuosa Fabriciusはイント、 

議
 

舜） 

糾寡“ 

1 1-4J Psiloptera fastuosa 

（体長約25mm) (Beeson より） 
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力川のり乙〃,Piims gの"'“′mm,P 膚超ノ7"s o“樹液ぼる に も害 を あ た え る。 fl:

立本への食人は通常衰弱乾燥状態にあるもので、この虫による熱狂iは少

ない。 Cお関りoo〃“′sg"′#'?" ′Thery はイン ドで Amc を′?;疑え〃の根の穿

孔 虫で、成 虫は 5 月か ら 6 H に出現 す る。 C初婚 oc初の〃あの /の Fal)-

nciusはインド、東パキスタン、マラヤなどの東洋医に分布する。幼虫

は生立木のf轟韓?に穿孔する。大形のタマムシで、幼虫は成熟すると約

15cmになり、大きな孔道を掘 り、この幅はしばしば 8cmにもなる。国穴

からフラスと樹液をJJI池する。成虫になるのに数年かかる。ジャワでは

カカオの享i虫で、パ キスタンでは秘の舵α′ける′忍〃の重要害虫である。他

に Ce′b"Pe 〃f"imた‘,又J'/≧" 夢幻cの力"な ど力r寄生糊種 として記録 されてい

る。 Come ムノ燭 のだ~"′畠 Ke・remans は北イ ン トとパ キスタンに分布 し、

若いQ′旧に〃も〃'?""〆"の*き“テに穿孔 し、被害部は虫えい状に=彰降する。

激 しい被害では完全に枯死する。ニューシーランドで、この種類をブラ

ックベリーの防除に導入されたが、成虫が果樹の菜を食¥i÷するため中」L

されたこ とかある。 Rs′′oPre焔 鑓 PreoSP‘e??α鞠 saunders はイン ドとス

リランカにいる金属光沢のある銅緑色のタマムシて、体長は約25mm、各

種 広 葉樹 の 新 橋 の樹 皮 を食害 す る。 Acαcm "?〆′c‘?,Sんoノ鯛 川棚 s!o,

残 )の/z/′s 〃?"“r′′!o〃"に被 害 を あ た え る。 P.た班‘os"Fabrlclus は イ ン ト、

図 一 47 Ps}‘opterafastuosa

(体長約25mm)(Beeson より)
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パキスタンから東方の中国まで分布する。成虫は青緑色で金属光沢かあ 

り、体長は20-25nim,A cut/a属 につく。成虫は広葉樹の食菜虫であるか、 

新梢の樹皮を条状あるいはギザギザにかじる。インドでA. nilofico 

A 'cafedw,A 乙ヌ717”加f/aに激しい被害が発生したことかある。 

助henop/era aterrin2a Kerremansはインドとパキスタンに分布する。 

成虫は黒色で体長約10mm。幼虫は衰弱針葉樹の二次性穿孔虫て、加害樹 

はAbies pzndrow, Ce山'1おdeodara, Pznw, guiク,thiiが知られている。卵 

は樹皮の割れ目に産みつけられる。幼虫は不規則な孔道を掘リ、堅く木 

粉をつめる。Trachys ball Gu6rin-Menevlle は西パキスタンでA lhzz危 

lebbeckの 食葉虫として記録されている。T. hico for Kerremansはイント 

に分布し、成虫は暗青色のタマムシで、幼虫・成虫はButea mo加 

spermaの菓を食害する。成虫は葉上面の主として主脈と中脈の接合部 

に1個かノI、卵塊状に産卯する。幼虫は葉の組織内に潜葉する。蛹化は葉 

内でする。南インドては年4 -5 世代で、卯期は約19口、幼虫期は約1 

か月、蛹期は約9 日である。 

(4）コ メ ツキムシ科 Elateridae (check beetles, skip jacks, wire 

worms) 

成虫は微小ないし中庸大、堅く長くやや扇平、黒色、灰色、褐色で鮮 

明な金属光沢のある種類もいる。触角は簡単か鋸歯状か櫛歯状で11節か 

らなる。前胸腹板は後緑中央に1突起があリ中胸腹板の凹に受入れられ 

ている。幼虫はハリガネムシで、普通細長く円筒形、平滑で光沢ある黄 

色ないし赤褐色。腹部第9節は徴歯列の縁をもった背板をもち、キチン 

化した1本または1対の突起か棘をそなえる。成虫は樹木の芽を食害す 

るものが少なくない。幼虫は土中や朽木の中にいて、地下・地IIの種f 

や植物を食害し、あるものは根切虫や穿孔虫、毛虫なとを捕食する。全 

世界から約400属9,000種が知られている0 

Alaus sordidusは インドに生息し、成虫は黒色て密な地衣状の黄色の 

1 94一 

パキスタンから東方の中匡1まで分布する。成虫は青緑色で金属光沢かあ

り、体長は20~25mm 、 Ac"‘霞届 につ く。成虫は広葉樹の食菜虫であ るか、

新梢の樹皮を条状あるいはギザギザにかじる。インドでA.〃′Zo沈 、々

月.ご餅a欲〃,A cy〃'mp左辺〃に 激 し い 被 害 が 発 たした こ とか あ る。

SP彰“oの′〃〆""fgr 川棚 Kerremans はイン ドとパ キスタンに分布 す る。

成虫は黒色で体長約ヱomm。幼虫は衰弱針葉樹の二次性穿孔虫て、加害樹

は Ab?gs pz“ぬ例ひ,Ced れ‘s deod の謬,P′′z〃ふgr乙姉 物 zが 知 られ て い る。 卵

は樹皮の割れ目に産みつけられる。幼虫は不規則な孔道を掘り、堅く水

粉 をつ め る。 四 "c毎 s b覆すGuきrln‐Malevlle は西パ キス タンで A/初霜α

を恥β戒の食葉 虫 として記録 されている。 丁.毎cD/oγKerremans はイン ト

に分 布 し、 成 虫 は暗 青 色 の タマ ム シで、幼 虫 ・成 虫 は最‘feα摺鋼 ひ

もPe““"の葉を食害する。成虫は築上面の主として主脈 と中脈の接合部

に 1個か小卵塊状に産卵する。幼虫は葉の組織内に憎棄する。頼化は葉

内でする。南インドては年 4 ~5 世代で、卵期は約 19ロ、幼虫期は約 1

か月、虫雨期は約 9 ロである。

(4)コ メ ツ キ ム シ科 E1ateridae(check beeties,skip jacks,wlre

Worms)

成虫は微小ないし中庸大、堅く長くやや扇平、黒色、灰色、褐色で鮮

明な金属光沢のある種類もいる。触角は簡単か鋸歯状か櫛歯状で11節か

らなる。前胸腹板は後緑中央に 1突起があり中胸腹仮の世]に受入れられ

ている。幼虫はハリガネムシで、普通細長く円筒形、平滑で光沢ある黄

色ないし赤褐色。腹部第 9節は徴歯列の緑をもった昔板をもち、キチン

化した 1本または 1対の突起か軸をそなえる。成虫は樹木の芽を食害す

るものが少なくない。幼虫は土中や朽木の L1tにいて、地下・地 [;の種 r^

や植物を食害し、あるものは根切虫や穿孔虫、毛虫などを捕食する。全

世界から約400属 9,000種が知られている。

AZmfs s鯖〆冠婚はインドに生息し、成虫は黒色て密な地衣状の黄色の
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斑点をもっている。 5 -8 月に出現し、年I世代てある。卯は辺材穿孔 

虫の人った捌池孔に産みつけられる。幼虫は樹皮ドで穿孔虫の幼虫を抽 

食し、材巾深くのカミキリなどの蝋室に穿入し、蛹や幼虫を食い殺し、 

その中で蛹化する。 

⑤ナガシンクイムシ利 Bostrychidae (false powderpost heetlcs) 

成虫は円筒形，体長20mm以下の巾ー小型種が多いが50mmを越える大型 

称もいる。一般に長く円筒状、褐色ないし黒色。頭部はト口式で前胸背 

に隠れ背面から見えない0 触角は短く10-li節で3節からなる球禅部を 

そなえる。前胸背は粗面あるいは顆粒すけられる。上姐は後方で傾斜し、 

突起をそなえるものがいる。外形がキクイムシに似るが、上唇・娘楯・ 

前頭は間に横皺かあリ、明らかに区別できる。徐節は5節て、第I 節は 

微小。食材性て重要木竹材害虫を多く含み、貯穀害虫もいる。全世界か 

ら約90属700種が知られている0 

Apaル)floflacliiis FabnciusとAterebrans Pallasはガーナで多食性 

の重要害虫である。穿入孔は約lcmの深さで材に人リ、母孔は木織維に 

沿ってつくられる。生立木では田孔は上方に約30cm、幼虫孔は繊紺方向 

に約40cm.直径1 3cmでフラスが密につめられている。蛹室は幼虫孔に 

連らなった卯形て辺材につくられる。 1 世代は約5 か月、ガーナのEu 

'a加/115pめ’cw加造林地で39％の被害がでたことがある。これまでの 

被告樹はルα山”β加加mpaXんya spp , Me/ia co)nJ)osita，チーク， 

Teirnina加 wore 乃ゆんChI加)? SckPt'3助nなどである。経済的に重 

要な被害は後食害で、この食痕は穿人孔か斜で、内樹皮と外力の辺材に 

穿孔し2 , 3 週間で脱出する。穿入孔から樹液が流出し、孔はカルスで 

覆われる。チピタケナガシンクイムシ（Dinoderus minutees Fabi icus) 

は熱帯から温帯各地に生息し、日本にも生息していて竹材に被害をあた 

える。成虫は体長2 3-3 5mm、円筒形、赤褐色ないし黒褐色、前胸背の 

前半部には同心lり状に並んた瓦状突起かある。一見キクイムシに似る。 
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疑「点をもっている。 5~8 月に出現し、テー二1世代てある。卵は辺材穿孔

虫の人ったJ引潮孔に序みつけられる。幼虫は樹皮卜で穿孔虫の幼虫を捕

食し、材中深くのカミキリなどの師事に穿入し、蛾や幼虫を食い殺 し、

そのiいで筋化する。

(5)ナガ シンクイムシ不一 Bostrychidae(false powderpo t beetlcs)

成虫は円筒形、体長20mm以下の中・小型種が多いが50mmを越える大型

種もいる。一般に長く円筒状、褐色ないし黒色。頭部は ト[1式で前胸背

に隠れ皆面から見えない。触角は短くID~11節で 3節からなる球梓部を

そなえる。前胸背は粗1α!あるいは頭粒すけられる。上遡は後方で傾斜し、

突起をそなえるものがいる。外形がキクイムシに似るが、上唇 ・頭株 ・

前頭は間に横飯かあり、明らかに区別できる。徐節は 5節て、第 1節は

微小。食材性て重要木竹村害虫を多く含み、貯穀害虫もいる。全棋界か

ら約90属 700種が知られている。

AD αfe i7207mご膚侍 Fabrlcius と A fのせる'“'?s Pallas は ガ ー ナ で 多 食 性

の重要害虫である。穿入孔は約 lcmの深さで材に人り、母孔は木繊維に

沿ってつくられる。生立木ではずUJLは上方に約30cm、幼虫孔は繊細方向

に約40cm、 -青径1 3cmでフラスが密につめられている。師室は幼虫孔に

連 らなったりの1ヲて辺材につ くられる。 1世代は約 5か月、ガーナのEル

切ら少rmpo かcmpα造林地で39% の被害がでたことがある。これまでの

被害種目まだ′′m も凄む捲卿 か胆の",K ん鱒なz spp ,Mdm の 'izpos′超,チー ク,

卿〃?“m/ノα ?卵フせ〃s7~,“ゆわじん血 “ sc/の採り勿〃などである。経 済的に重

要な被害は後食詩で、この食痕は穿人孔か斜で、内樹皮と外フノの辺材に

穿孔し2、 3週間で脱出する。穿人孔から樹液が流出し、孔はカルスで

覆われる。チピタケナガシンクイムシ (D〃20露座 s 7mm ずれぼ Fablicus)

は熱帯から温帯各地に生息し、日本にも生息しでいてィう材に被害をあた

える。成虫は体長2 3~3 5mm、円筒形、赤褐色ないし黒褐色、前胸背の

前半部には同心円状に並んだ瓦状突起かある。一見キクイムシに似る。
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図-4● タケナガシンクイムシの被害竹 

(Beesonより） 

' ‘
仙
瓶
眠
 

乾燥竹材の重要害虫で、トウ（ラタン）、テリス根も加害し、例外的に 

ジェルトンの乾材についたことがある。成虫は竹材の中に穿孔L、艘雑 

方向に対し直角のI‘孔を掘って産卵する。各種の釧葉、広集樹t4などに 

穿孔することがあるが、そこでは繁殖しない。この虫の加黛は材巾の澱 

粉量と深い関係かある。Db加veokztus Wollastonは前種に類似するか、 

休がやや細長く、前胸背前繰の歯状突起は小さく数が多い。熱帯・亜熱 

帯に分布する。主に広葉樹につく。オオナガシンクイムシ（IIeIem・ 

boshycizus harnalipennes Lesne）は東南アジア、インド、マダガスカ 

ル、中国、日本に分布する。成虫は体長は8.8-15 5-.艮円簡形、黒 

色ないし黒褐色．前胸背の前線は一直線かわすかに凹み、両側にI木の 

大きな歯状突起をそなえる。上規斜面部には強大な1対の突起をそなえ 

る。成虫は丸太や技材の表面から約4cm位の深さに町孔をつくり産卵す 

る。幼虫は田孔から材巾に食入し、孔道は虫糞と木屑を密に砧める。口 
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図 ~48 タケナガシンクイムシの被害竹

(Beeson よ り)

乾燥竹材の重要害虫で、 トウ (ラタン)、テリス根 も加害 し、例外的に

ジェル トンのヰと材についたことがある。成虫は竹材のLPに穿孔し、繊維

方向に対し直角のf豆孔を翻って産卵する。各種の金r葉、広葉樹" などに

穿孔することがあるが、そこでは繁殖しない。この虫のカー1糞は材中の澱

粉量と深い関係がある。D ゎ折り〃の函数5 Wollaston は前種に類似するか、

体がやや細長く、前月句背前縁の歯状突起は小さく数が多い。報酬ト 亜熱

帯 に分布する。 主に彫葉樹 につく。オオナガシンクイムシ (f!gieγひ

彰 srかdzz岱 加川餌かg72mS Lesne) は東南 ア ジア、 イ ン ド、マ ダガスカ

ル、 中国、 日本 に分布する。成虫は体長は 8,8~15 5mm。 長円筒形、黒

色ないし黒褐色。前胸背の前緑は一直線かわすかに凹み、両側に 1本の

大きな歯状突起をそなえる。上超斜面部には強大な 1対の突起をそなえ

る。成虫は丸太や枝材の表面から約 4cm位の深さに!“〒しをつく1)産卵す

る。幼虫は母子Lから材中に食入し、孔道は虫糞と木屑を密に詰める。ロ
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本でラワン剃やコムノキなどの輸人材でつくった家具から4 mm位の円形 

の脱出孔を開けて成虫か脱出してくる。木種に似たH, aequo/is Water 

house は広葉樹材につくか、この種類では体背面に毛かなく、上超斜面 

、 
、 

' '」 

か 

図-49 Heterobostrychus aequalis幼虫（体長約11mm) 

(Beeson より） 

部に2対の突起をそなえる。翫/us/oceros bimaculatus Olivierはキプロ 

スてAcacia りafl”如llaの枝に孔道を掘った記録かあるが、重要な森林 

害虫ではない。Sinoxylon anale Lesne は南アシアに普通のauger bee-

日eで、オーストラリアやニューシーランドに侵入定着している。成虫 

は枯死木、乾燥木の辺材に穿孔産卯し、穿入孔から細粉を掛出する。広 

範囲の樹種につく。成虫は新梢や若い樹幹に食入し、樹幹では縦断面に 

一周した孔道を掘る。世代長は3 か月から数年にわたる。破害樹は枯損 

し易くなるか、枯死する。Acacia b2請Ca,Aあ/2/U procera,Da乃elgm 

tat加ha, El SISSOOの被害か報告されている。S alratum Lesueはイント 

からオーストラリアまでの束洋区に分布し、枯死『I前のものから枯死木 

に穿孔し、幼虫は不規則に食害し、白粉化する。各種の樹木につく。成 

虫は若い幹や新梢を食害し、被害木を枯損させるか、加害部から折損し 

易くさせる。インドでA rtocaゆits hitisittaとSanta/urn albumへの成虫被 

告か記録されている。また最近ペトナムのアカシア造林地て生立木被害 

か発生している。S t)1155U/fl Lesneはインド、パキスタン、 ミャンマー、 

イント支那半島に分布し、枯死木の辺材につく。幼虫孔は不規則で材部 
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本でラワン材やゴムノキなどの輸人材でつくった家具か )4mm 位の円形

の脱出孔を聞けて成虫か脱出してくる。水柿に似たH,解α〃〃/〆s Water

houseは広葉樹材につくか、この種類では体背面に毛かなく、上超斜面

図一 49 Heterobostrychus aequa"s 幼虫 (体長約 1lmm)

(Beeson より)

☆riに 2対の突起 をそなえる。鮎ん7s/ocems 助川に′函数 0hvler はキプ ロ

スてAc"〆" の姓〃の/明彦の枝に孔道を掘った記録かあるが、重要な森林

害虫で はない。 S明り卸われの?"/e Lesne は南ア シアに普通の auger bee‐

tieで、オース トラ リアやニ ュ ソーラン ドに侵入定着 している。成虫

は枯死木、乾燥木の辺材に穿孔産卵し、穿入孔から細粉を排出する。広

範囲の↑封種につく。成虫は新梢や若い糊幹に食人し、横幹では縦断面に

一周した孔蓮を掘る。世代長は 3か月から数年にわたる。被害樹は枯損

し易 くな るか、枯 死 す る。 4c"cm 競感じα,A′る′〃" かのcem,D 覆りの象 "

/"′ヂメm,D s〆ss()('の被害 かれ封もされてい る。 S 〃′'櫛形72 Lesne はイン ド

からオーストラリアまでの東洋区に分布 し、枯死ぜー前のものから枯死木

に穿孔 し、幼虫はイ・規則に食害し、白粉化する。各種の樹木につく。成

虫は若い-粋や新梢を食害し、被害木を祐一兵させるか、加害部から折損し

易 くさせ る。 イン ドで Ark 払のか rs /′′ノ跳ねとS"“函南7′? "ども乙mzへの成虫被

告か記録されている。また最近ベトナムのアカシア造林地て生立木被害

か 発 生 して い る。 S cmss乙柳 ? Lesne は イ ン ド、 パ キス タ ン、 ミャ ンマ ー

イント支iH~半島に分布し、枯死水の辺材につく。幼虫孔は不規則で材部
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を白粉化する。多犯性で成虫は新梢や若い幹に孔道を掘リ、被害木は先 

枯れ症状を起こしたり、加害部から折損する。Slwrea )'obus/aの苗木や 

萌芽新梢への被害が知られている。S. rifco/Re Lesneはアフリカに分 

布し、各樹種の枯死辺材で繁殖する。幼虫孔は不規則て木部を細粉化す 

る。成虫は新梢や若い樹幹に穿孔し、ホツワナのDelona regiaに激し 

い被害が発生している。南アフリカで成虫がAmcla mearn s/iを加害し 

た記録がある。S sudanicurn Lesneはスダン、イント、パキスタンに 

分布し、各樹種の枯死木の辺材で繁殖する。幼虫孔は不規則で木質部を 

細粉化する。成虫は新梢や若い樹幹に穿孔する。インドでAcacia in 

clicaを加害したことがある。また綿を加害することがある。発育期問は 

非常に不規則で、成虫は1年中活動する。S Iransvaa1ense Lesneはア 

フリカに牛息し、生態と被害は前種と同じである。ボツワナてEm叫， 

Ins minn!diik11525への被害があった。 

(6）カミキリムシ利 Cerambycidae (longhorn beetles, longicorn beet 

les, sawyers) 

成虫は小形ないし大形。細長く円筒形か、やや扇牛。触角は普通前頭 

の瘤状突起の上につき長く、多くは体長の2/3以1の長さかあり、推で 

は雌のものよリ長い。脛節に2 木の端距がある。中胸背に発音鑢をそな 

えるものか多い。幼虫は鉄砲虫として知られている。多くは枯れ木を加 

害するが、生立木を加害する種類も少なくない。全世界から約4,000属 

35,000種か知られている。 

Acan tli叩horus ゆinicornis Fabriciusは熱帯アフリカに分布する。多 

食性で通常土着樹種の枯死木につくか、ケニヤではaゅless /15属の不健 

全木に穿孔する。蛹化は寄生樹の辺材でする。成虫は蔓植物の菓を後食 

する。Aeolestlies Izolosericea Fabriciusは東洋区に広く分布し、各種の 

枯死木や倒木につくか、戸iglans a誓la, Moms spp , S/wren robusta 西 

パキスタン）の害虫にされている。成虫は夜行性で樹皮に多数の卵を産 
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を白粉化する。多ろ巳性で成虫は新梢や若い幹に孔道を掘り、被告木は先

枯れ症状を起こしたり、加害部から折損する。S/zoreα ?て)もmm の苗木や

萌芽新梢への被害が知 られている。 S.“垢come Lesne はアフ リカに分

布し、各榊種の枯死辺材で繁殖する。幼虫孔は不規則て木部を細粉化す

る。成虫は新相や若い樹幹に穿孔 し、ボツワナのDeわ〃為γ曙ノ"に激 し

い被害 が発生 している。南アフ リカで成 虫が Amc?" “?〃"γ〃嘘を加害 し

た記録 が あ る。 S 秘吻粥 c2"れ Lesne はスダ ン、 イ ン ト、パ キスタ ンに

分布し、各樹種の枯死木の辺村で繁殖する。幼虫孔は不規則で木質部を

細粉化する。成虫は新不肖や若い糊幹に穿孔する。インドでAmc?‘7 77?

感じαを加害したことがある。また綿を加害することがある。発育期間は

非 常 に ・規則 で、成虫は 1年 中活動 す る。 S′m 那加α/伽彫 Lcsne はア

フリカに牛息し、生態と被害は前種と同じである。ボツワナて及ばαりめ‐

′船 舶′“"/〆7f‘e77s婚へ の 被 害 が あ った。

(6)カ ミキ リム シ料 Cera mbycidae(longhorn beetles,longlcorn beet ‐

les,sawyers)

成虫は小形ないし大形。細長く円筒形か、やや扇斗。触角は普通前頭

の庖状突起の上につき長く、多くは体長の2/3以上の長さかあ 1)、雄で

は=bたのものより長い。鰹節に 2ネの端蹄がある。中胸背に発音飯をそな

えるものか多い。幼虫は鉄砲虫として知られている。多くは枯れ木を加

害するが、生立本を加害する種類 も少なくない。全世界か )約4,{}00属

35,000 種か知 られている。

Acα附加のんoれrs sp粥に併用s Fabricius は熱帯アフ リカに分布す る。多

食性で通常土着糊種の枯死ネにつくか、ケニヤではC′のress栂属の不健

全木に穿孔する。輔化は寄生樹の辺材でする。成虫は蔓植物の集を後食

す る。 Aeo をsf毎 s 卿′oseγzceα Fabrlclus は東洋区に広 く分布 し、各種の

枯死木や倒木 につ くか、乃促/"〃s r昭′α,Moγぞずs spp ,Sん“ m mも那加 (西

パキスタン) の害虫にされている。成虫は夜行性で樹皮に多数の卵を産
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J --5Q .4eo!esthes holosericea (体長約37mm) 

(Beesori より） 

みつりる。幼虫は辺材と樹皮の間で幅広い不規則な孔道を掘リ、その中 

に樹皮片と木片をつめ多量のフラスを掛出する。老熟幼虫は数インチ木 

部に人り、縦方向に蛹室をつくる。バンジャブでは1 世代は31-36か月 

であるか、インドの好条件ートでは1年に短縮される。リンコの若木ては 

1 頭の幼虫の加害で枯れる。Am姉tes tnfasc iota Fabriciusはナ イシェ 

組 
糾一 

房－ 柵
 

ぶ畿ト 

\V \ 

→響擘 v, 
図-51 Ana!eptes trifasciasta 

上左産卵のための巻き枯し（成虫の体長50 -'60mm) 

上右棘基部の卵下‘老熟幼虫（Wafner らより） 
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図一 50 Aeo′esthes ho′osericea( 体長約 37mm)

(Beeson より)

みつける。幼虫は辺材と樹皮の間で幅広い不規則な孔道を掘 り、その中

に{劃皮片と木片をつめ多量のフラスを排出する。老熟幼虫は数インチ木

部に人 1)、縦方向に姉室をつくる。パンジャブでは 1世代は31~36 か月

であるか、インドの好条件-トでは 1年に短縮される。 リンゴの若木ては

1頭の幼 虫の加害で枯れ る。 A′?"をPzes お脆る‘mm Fabrlclus はナイシェ

画 一 51 Ana′eptes trifasciasta

上左 産卵のための巻き枯 L(成虫の体長50~60mm)

上右 ,戯基部の卵 下 r老熟幼虫 (Wafner らより)
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リアとガーナとサバンナ地域に普通に生息し、Bりjnbax costa/am, 

Adansonie digitata, Ceeba pentancina を含むパンヤ科を加害し、ユーカ 

リ類、チークにもつく。成虫は1-2 年生木を巻1'IIIらし、大きな軌の基 

部に小孔をつくり1粒ずつ産卯し、紙様のカプセルて覆う。幼虫は樹皮 

下に穿孔し、木繊組状のフラスを掛出する。ガーナでは老熟幼虫と蛹は 

5 ~6 月と12 - 1 月に見られ、年2 世代である。被害は産卯のための巻 

枯らしによりその下部の側芽が伸び、萌芽状になり枝下高か低くなる。 

また村―損木も発生する。ゴマダラカミキリ（An叩tophorn inalastaca 

Thomson) は東アシアに分布し、日木、朝鮮半島に生息する。広菜樹 

の生立木を加害する。卯は樹幹と枝の割れ目に産卯される。幼虫は樹皮 

下に穿孔した後木部に穿孔し、蛹化する。香港ではCasnarma equt 

set加lit?の害虫で時に幼木を枯らす。台湾ではC s/icな 柑橘類やMo ins 

a/haを加害する。Aplqrod加lon hardwiclaanam Vhiteは北イントとパ 

キスタンでQ2/CYClES incanaを加害する。成虫は金属光沢のある緑色の 

カミキリで、枝の樹皮あるいは樹幹上部に産卯する。幼虫は下方に潜リ 

幅広い孔道をつくる。蛹化は利中で行ない、羽化成虫は三日月形の脱出 

孔をつくる。年1世代。被害の繰り返された被害樹は市'Ii死するか、木材 

として利用できなくなる。Apriona cenerea Chevrolatは灰色のカミキ 

リである。体長は25nm以上あリ、上翅基部に多くの黒色突起をそなえる。 

インドではポプラ、Mm7おat加の害虫にされている。成虫は南西モン 

スーンのころ、新梢の軟らかい樹皮を環状にかじりもIi死させる。卵は生 

枝につくられた小穴に産みつけられる。幼虫は枝や幹の上力や下方に孔 

道を仲し、小径木では根まで達する。排池孔から木屑と樹液を出す。"Ii 

木や小径木では幼虫が1頭つきまれに枯死させるが、被害部から折れ易 

く、被害木は極度に衰弱する。年1 世代。外来ポプラは激しい被害を受 

ける。A german Hopeは灰黄色で体長約25mm.酉パキスタンから台湾 

まての東洋区に広く分布し、果樹害虫として知られている。成虫・幼虫 

ともに多食性で、イントとパキスタンてはA)t0( a?pI/S ?ntegra, AI0)7(5 

- 100ー 

リア とガ ー ナ とサバ ンナ地 域 に普 通 に生 息 し、 Boilぬα1α)s超忽那 ,

A‘加川の?‘g d埋ば緒",CB 透α加川αノ?〆“"を含むパ ンヤ科 を加害 し、ユーカ

リ額、チークにもつく。成虫は 1~2 年生木を巻枯らし、大きな疎の幕

部に小孔をつく1)1粒ずつ産卵し、紙様のカプセルて覆う。幼虫は樹皮

下に穿孔 し、木繊鞘状のフラスを排出する。ガーナでは老熟幼虫と師は

5~ 6月と12~1 月に見られ、4F2 世代である。被害は産卵のための巻

枯らしによりその下部の側芽が伸び、萌芽状になりネ支ド高か低くなる。

また十一;損 木 も発生 す る。 ゴマ ダラカ ミキ リ (Ai20メリ加 川′;?可"smcd

Thomson) は東アシアに分布 し、 R木、朝鮮半島に生息する。広菜樹

の生立木を加害する。卵は樹幹と枝の害11れ目に産卵される。幼虫は樹皮

下 に穿 孔 した後 木 部 に穿孔 し、姉化 す る。香港では CQS′′"′77α eq〃L

s碑妖〆液の害虫で時に幼木を枯らす。台湾ではC S彼奴, 柑橘類やMoms

d/叱 を加害す る。 AP あり所以?〃〃 加川乙ひだ廟(〃〃"“ WilILeは北 イ ン トとパ

キスタンでQ雄冗′!s摺餌“"を加害する。成虫は金属光沢のある緑色の

カミキリで、枝の樹皮あるいは樹幹上部に産卵する。幼虫‘士下方に潜り

幅広い孔通をつくる。蟻化はネイートで行ない、羽化成虫は三日月形の脱出

孔をつくる。IFI世代。被害の蹴り返された被害樹は枯死するか、木材

と して利 用で きな くな る。 Aかわ“"cm のm Chevrolat は灰色のカ ミキ

リである。体長は25mm以上あり、上麹基部に多くの黒色突起をそなえる。

イ ン ドではポプ ラ、肌 oγ′fs q偽口の害 虫 にされてい る。成 虫は南西モ ン

スーンのころ、新柄の軟らかい樹皮を環状にかじり枯死させる。卵は生

枝につくられた小穴に産みつけられる。幼虫は枝や幹の上フJや下方に孔

道を伸し、小径木では根まで達する。羽叩けLから木屑と樹液を出す。-1fず

木や小径木では幼虫が 1頭つきまれに枯死させるが、被害部から折れ易

く、被害木は極度に衰弱する。年 1世f。外来ポプラは激しい被害を受

ける。 A geri粥川 Hope は灰黄色で体長約 25mm、西パ キスタンから台湾

まての東洋1文に広く分布し、果樹害虫として知られている。成虫・幼虫

ともに多食性 で、 イ ン トとパ キス タ ンては Arfα〃mm とiば増川謎効用 s
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al/ia, So/a la/msp611110 を含む多くの樹種を加害する。パキスタンては 

Morus a/baの重要告虫とされている。成虫は3 月からHH まで活動し、 

新梢の軟らかい樹皮をかじリ、環状に剥皮して枯死させることかある。 

卵は樹皮の噛み跡に産みつけられる。幼虫は孔道を樹幹まで伸す。 

ん'es/ohm appintiinator Thomsonはミャンマーからアッサムまで分布 

し、Am110 CCM加1/a,C(15510 声lii后，チーク，為リ10 \り'/ocaipa，その他 

の双子葉樹木の幼木の重要害虫である。成虫はビロウド状の黒色でオレ 

ンシ色の斑紋をそなえている。インドでは南西モンスーンに出現し、日 

中活動して新梢の樹皮を環状に摂食して枯らす。卵は通常当年の小枝あ 

るいは新梢の樹皮につくられた三口月形の産卯痕に産みつけられる。幼 

虫は枝から樹幹の下方に穿孔する。基本的には小径木の穿孔虫で、チー 

クでは10年生以上の木にはつかないという。A i'le叩alies /功6/oult鳶 

Sharpは西パキ スタンとその付近に生息する暗褐色と黒色のムナクホカ 

ミキリの一種でFinns geu'orclianaのご次穿孔虫で根株につくか、哀弱木 

にも穿孔する。蛹室は木部深くにつくられ、成虫は円形の脱出孔をつく 

る。年1 世代で5 月に成虫が出現する。Bat ocera hors/ce/c/i hIopeはヒ 

マラヤ地方とパキスタンに分布し、A/ni凸iuepalensis,Je管/dil' regm 

伽CrC?間incana, Soノびta/u as加Jフ,w の生立木を加害する。B nionitou 

Newmanは イントとインドネシアに分布し、A ult/iocejllia/tTh Ca(/aiflha, 

Ce//wi pen/am/ia,マンゴ，Ochrouna heg0J11(5などの病弱木につく二次 

性穿孔虫である。卯は樹皮の障害部や不健全部に産みつけられる。幼虫 

は木部に穿孔し、排出日からフラスと樹液を出す。大径木では辺材が破 

壊され、枝や小径木では粘死する。B u'oylei Hopeはイント、パキスタ 

ン、 ミャンマーに分布し、マンコの幹に穿孔する二次性害虫である。B 

i'itfoinacitlata DeGeel は東洋区からマダガスカル区に広く分布する、主 

としてFuas, Along施nり属につく。マラヤではDyera costut/a/aの最も重 

要な穿孔性害虫であるか、Acoda spp., A /bた白んb加c/c, Artocarjuns 

torso/a,A integra, Bounhax inα危bancuen, Ce/ha 加n(andra, Da/bergia 
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ば脳 ,S扇LL′〆′榔Pe“〃"を含む多くの亭割種を力謄写する。パキスタンては

Mwffs d偽αの重要害虫とされている。成虫は 3 月からIUI まで活動 し、

精細の軟らかい樹皮をかじり、環状に余り皮して枯死させることかある。

卵は樹皮の噛み跡に産みつけられる。幼虫は札道を推す幹まで伸す。

A γ′s/oわ?ααぬかり尤〃??αた'γ Thomson は ミ ャ ンマ 一 か らア ッサ ム まで分 布

し、 Ad? “"c のけ狗 /海 ,Cαsyq 恥′〆 " チ 柵 ク , 為ばれ .帆‘)cmP α, その 他

の双子葉樹木の幼木の重要害虫である。成虫はビロウドキ大の黒色でオレ

ンシ色の斑紋をそなえている。インドでは南西モンスーンに出現し、 1]

→」活動}して新和与の樹皮を環状に摂食して枯らす。卵は通常当年の小枝あ

るいは新梢の樹皮につくられた三ロ月形の産卵焼に産みつけられる。幼

虫は枝からfゑ韓?の下方に穿孔する。基本的には小径木の穿孔虫で、チー

ク で は 10年 生 以 上 の 木 に は つ か な い とい う。 Ar/′opαをs z′彰殻mrs

sharpは西パキスタンとその付近に生息する暗褐色と黒色のムナクホカ

ミキ リの一種で乃 77z′sge'mm" 〃"の二次穿孔虫で根株 につ くか、衰弱木

にも穿孔する。類室は木部深くにつくられ、成虫は円形の脱出孔をつく

る。 fFI 世代で 5月に成虫が出現する。政敵ノcgm 卿 '新郷汝 1lopeはヒ

マ ラ ヤ 地 方 とパ キ ス タ ン に分 布 し、 A 肋′rふノzep〃≧ei7s7s,ノ′増加 ? ノだg′",

Q 隙 '℃〃s 〃?c"7m,SQ/r. て顔 i硲卿 “m の 生 立 本 を 加 害 す る。 β 77mmfor

Newnlan はイ ン トとイン ドネ シアに分布 し、 A7打た化リム"/馬 c〃‘/‘!“?わ〃,

Ceデ卿 Pe7zZm7ぬ褐 マ ンゴ,oc/z 加川""go かごfふな どの病弱木 につ く二次

平た穿孔虫である。卵は樹皮の1埠筈部や不健全部に産みつけられる。幼虫

は木部に穿孔し、排出Lーからフラスと樹液を出す。大径木では辺材が破

壊され、枝や小径木では枯死する。β 7の′/〆 Hopc はイント、パキスタ

ン、 ミャンマーに分布 し、マ ンコの幹に穿孔す る二次性害虫である。β

rrあ′〃"α山中 1)eGee1は東洋区からマダガスカル区に広 く分有」する、ふ

として凡〈′′s, 川の増舵 7勿団につ く。マラヤでは Dyem c{7sr2′Z"′"の最 も重

要 な穿 孔 性 害 虫 で あ るか、 Ac〃〆"spp.,A 形たたぞ毎肋沈々,A 財ひじ"の′fs

卿 rszf函 ,A カ性egm, β創 jぬα工 摺餌"凸研ぎ"";g,C 馨る〔r Pのみmildγ",D 屈めe熔化も
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SISSOO, nL Iバc/ashm, F gんmain加 コムノキ，Lannea (on)lnande/iea, 

マ ン コ，Moms a/ba, Ochroma /agopas, P /alan us onen ta/is, S /torea 

ro bus概5り'zygiuni C/nfl/nilなどの広葉樹から記録されている。成虫は夜 

行性で細枝や緑色の梢を後食する。卯は被害木の樹皮や活力を失った木 

の樹皮や露出した根の樹皮に噛み跡をつけ1粒すつ産みつりられる。幼 

虫は初め樹皮ドに潜り辺材に大きく不規則な穴をつくる。その後木部深 

くに断面が楕円形の孔道をつくる。柑皮は大きく傷つけられ、ここから 

折れたリ、他の穿孔虫の侵人を促す。材中で蛹化し、楕円杉の脱出孔を 

つくる。インドでは年11~ト代。成虫の羽化脱出は5 -fl月てあるが、赤 

道直ドでは発育は早くなり、世代が重複して成虫発生期は明瞭でない0 

被害樹は枯れることがあるが、普通は衰弱したリ、最終的には他の害虫 

の攻撃を受けることとなる。Ce/osterna scabrator Fabnciusは東洋区の 

西部に分布し、成虫は黒斑のあるカミキリムシである。インドてはA 

図-52 C&osterna scabrator 

（体長約31mm)(Beeson より） 

cacia ni/of teaの害虫として有名であるか、Aca/ac/ia, C'ascia s危)fl ea, 

aisuarina ecjuiset加1/a, Morus a/加,乃f/ieee加bairn 而Ice,乃'osojns 

川/tjlora, P ゆicigern, S /mrm robus加 チーク，Tennina/za c/iebula, 

Z /zjpbus maui utana, その他の広葉樹を食害する。卵は若木の樹皮に産 

みつけられ、幼虫は下方に穿孔し、主として根を傷つける。孔道は清潔 

でフラスを地表面に排出する。若木では1木に1頭か生息する。幼虫は 

9 -10か月、蛹は寄生樹内で15-17日である。年1 世代。成虫は南西モ 

ンスーンの初めころに地表面の少し下から脱出し、夜わ性で樹皮を斑紋 
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szswo,F に‘′s eな豆に", F g/omemf 口, ゴ ム ノ キ , 乙似 me""' 用 〃?"′?〆eノzm,

マ ン コ
、
, ハイoms 棚 ,oc たγ研 '?"/"8‐oめ〃s,P 超 r"“〃s or′eF中山ふ,S んひだα

?のゐ那加 S幻想?m乙cm727"“などの広葉樹から記録されている。成虫は夜

行性で細枝や緑色の柵を後食する。卵は被害木の樹皮や活力を失った木

の樹皮や露出した根の樹皮に噛み跡をつけ 1粒すっ′童みつけられる。幼

虫は初め樹皮卜に滑り辺材に大きく不規則な穴をつくる。その後木部深

くに断面が楕円形の孔道をつくる。樹皮は大きく傷つけられ、ここから

折れたり、他の穿孔虫の侵人を促す。材中で輔化 し、楕 11期ラの脱出孔を

つくる。インドでは年 1世代。成虫の羽化脱出は 5~6 月てあるが、赤

道直ドでは発育は早くなり、世代が重複して成虫発生期は明瞭でない。

被害樹は枯れることがあるが、普通は衰弱したり、最終的には他の害虫

の攻撃 を受けることとなる。 Ceお話の〃"sc〃bm′ひγFabnclus は東洋区の

西部に分布 し、成虫は黒斑のあるカミキリムシである。インドてはA ‐

図 一 52 Ce′ostema scab 「ator

(体長約31mm){Beeson より)

c〃c′"′?zわf′cαの 害 虫 と して 有 名 で あ る か、 A c"‘ec/′′f,C 婚 !〃 馨の粥 α,

C〃s""′′′'′" 幻 "?se断 o靴! 個 oγ‘fs q/6〃,P ′被沈毅 oわ〃〃〃 感′/α ,Pms ゆ′s

月‘/〆 om,P SP′c?g8靭 ,S たor如 ′の加 sf〃, チ ー ク , 滋 朋 卿 ?〃/m c/′効〃/‘z,

Zダリが〃β 'mm ば"774 その他の広葉樹を食害する。卵は若木の樹皮に産

みつけられ、幼虫は下方に穿孔し、主として根を傷つける。孔道は清潔

でフラスを地表面に排出する。若木では 1オ・に 1頭か生息する。幼虫は

9 ~10 か月、姉は寄生樹内で15~17R である。年 1ー払代。成虫は南西モ

ンスーンの初めころに地表面の少し下から脱出し、夜有料で湖皮を斑紋
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状に後食する。環状にかじると新梢は枯れることがある。根兀直径7 -

8 cr11以上の小径木に普通の害虫てあるか、大発生の記録はない。 

Ceres,urn zeylanecurn Whiteは東洋区の西部からボルネオの東方まで分 

布している。マラヤではマホガニーの新梢に穿孔する。C jertcvun, 

Pascoe は Casuanna equiset加leaの新梢に穿孔し、マンゴにもつく。 

Ch励‘01功onバ(anna//es Aurivilliusはケニア、タンサニア、ウカンダに 

普通の力ミキリムシで、Ccゆresslお spp や他の針葉樹の倒木や丸太に穿 

孔する。幼虫は樹皮下に波状の孔道をつくり、その中で蛹化する。C 

hおiなnetaの健全木て は、れ猟や枝打ちによって傷ついた部分から辺材 

に穿孔することかある。C strobi/icola Championは北インドの標高700 

-2,00Gmの地域に生息する。成虫は暗色で白帯のある小さいカミキリ 

ムシで、幼虫はFences roxburglneの球果に穿孔し、種子生産の大きな損 

失 に なっ ている。Diastocera walleclii Hope はイ ン ドてAlbezia 

o而a/esserna と Born加、rrnalabancu;n の新梢を食害する。Dl加flU//Iだ 

ccrwnus hIopeはTeak canker grubと呼ばれ、北イント、東パキスタ 

ン、 ミャンマー、タイに分布する。成虫は灰褐色で、体長は15- 22 iii, 
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j -53 Dihammus cervinus 

左‘成虫（体長約26mm）中‘後食痕 

右食害部の癌腫と脱出孔（Beeson より） 
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状に後食する。環状にかじると新梢は枯れることがある。根元直径 7~

8 cm以」二の小径木に普通の害虫てあるか、大発′[の記録はない。

Ceγβ報ぜ“‘zey虚′〃"" “ White は東洋区の西部か らボルネオの東方 まで分

布 して い る。 マ ラヤ で はマ ホガニーの新稲 に穿孔 す る。 C 無 rf′〃〃'〃

Pascoe は Cds′f"γ〃′"eq 〃概′兎 /′αの新梢 に穿孔 し、 マ ン ゴに もつ く。

C/zわr(汐/のれ!s r""“昭雄 Aurlvilliusはケニア、タンサニア、ウカンダに

普通のカミキリムシで、 C〃カだss?rsspp や他の針葉樹の倒木や丸太に穿

孔する。幼虫は樹皮下に波状の孔道をつくり、その中で蛸化する。 C

′榔ごね?ーにαの健全水ては、釣猟や枝打ちによって傷ついた部分から辺材

に穿孔することかある。C 材′bZ娩〆αChampioil は北インドの標高700

~2,ooom の地域に生息する。成虫は暗色で白常のある小さいカミキリ

ムシで、幼虫はPmm '℃×加増膚zの球果に穿孔 し、種子生産の大きな損

失 に な っ て い る。 D 触針〃認知 wα/皮膚 Hope は イ ン ドて A 肋霜〃

ひ〆oi" 鮎灘〃" と βo〃?ら縦 “m/" るαγ舶 鰯 の 新 梢 を 食 害 す る。 D′/′〃iれ''ms

cげ〃′7′zfsllope は Teak canker gmb と-1乎ばれ、北 イ ン ト、束パ キスタ

ン、 ミャンマー、 タイに分布す る。成虫は灰褐 色で、体長は15~22mm 。

圏 一 53 DihammuS CervlnUS

左 .成虫 (体長約26mm) 中・後食痕

右 食害部の癌腫と脱出孔 (Beeson より)
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本来の寄生樹はCleroden droit であるか、メリナとチークの重要害虫て 

あ リ、A'lhm tO)・dllb h" Amoc ゆh"h凸 m 而mbG D1Wb""ga SOn 

neraltoic/es にもつく。年1 -2 世代。成虫は昼問樹冠内に隠れ、夜間 

に樹皮を不規則にかじリ、細枝や枝を環状に剥皮することかある。また、 

苗.葉柄、新梢も食う。雌は大あごで樹皮に横の傷をつけ1卵すつ産－下 

する。幼虫は初め内肘皮に、後に木部に孔道を掘る。蛹宇の人口を荒い 

木繊組で蓋をして蛹化する。後食痕と幼虫の食痕は大きな癌腫状になる。 

シロアリ、アリの傷1-Iにつく。この害虫の食害により冶癒が遅れること 

か多い。メリナでの幼虫孔はチークよリ短く、堀腫は小さく治癒も甲い。 

木種による被害はチークでは6 -8 年生の若い木に、メリナではそれよ 

り若い木に限定される。これらは被害に刈して免疫になリ、癌腫は徐々 

にi肖える。Hoplocerambyx ゆin iCO)'fliS Newmanの分布は東洋区て南イ 

ントとスリランカを除くフタバガキ利の大然分布地に広く分布する。成 

虫は暗褐色で体長2 - 6 mm、触角の各節の先端には1短刺をそなえる。 

フタハカキ利の'I."死木と倒木の二次性穿孔虫であるが、たまに他の科の 
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図-54 Hopiocerajnbyx spThicornss 

右成虫（体長約5 5mm）蛹室内幼虫と食痕 

(Beeson より） 
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本来の寄生樹は CZB′℃〆伽のり′乙であるか、メリナとチークの重要害虫て

あ り、 A‘〃〃‘' のγd≠◇′′",A7 ガムoce〆′"/崩 じ〃ぬ “由 る Dmb 〃〃葛" ふの

′?em!′〃′能ふに もつ く。年 1~ 2世 代。成 虫は昼間 fili達内に隠れ、夜間

に樹皮を不規則にかじり、綱枝や枝を環状に渦!皮することかある。また、

苗、菜柄、新柄 も食う。雌は大あごで樹皮に横の傷をつけ 1卵すっ産下

する。幼虫は初め内樹皮に、後に木部に孔近を掘る。輔室の人LIを荒い

木繊郡で蓋をして姉化する。後食;良と幼虫の食良は大きな癌腫軌になる。

シロアリ、アリの傷「1につく。この害虫の食害 ;こより治癒が遅れること

か多い。メリナでの幼虫孔はチークより短 く、癌腫は小さく治癒 も1 い。

イ・種による被害はチークでは 6 ~ 8年生の若い木に、メリナではそれよ

り若い木に限定される。これらは被害に刃して免疫になり、鷺順は徐々

に消える。自助′oce'“〃?毎・spzi?ぼりrms Newmall の分布は東洋区て市イ

ントとスリランカを除くフタバガキ料の天然分布地に広く分布する。成

虫は暗褐色で体長 2~6mm 、触角の各節の先端には 1地練りをそなえる。

フタバカキネコの枯死木と倒木の二次札穿孔虫であるが、たまに他の科の

　　　 　　　　　　 　　 　
, - 》、 i
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図 一 54 Ho 〆 oce 「ambyx sp′n-cornis

右・成虫(体長約55mm) 蝿室内幼虫と食痕

(Beeson より)
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丸太も加害する。北イントとパキスタンてはShorea rob,鳶ICの右名告虫 

となっている。またコムノ午ては生立木（周囲75- 130cm)被害かある。 

年1世代。成虫は6月-7月に出現し、者命は数週間。雌は1個休で数 

白個産り“し、 1 卵すつ樹皮に産みつける。大発生時を除き、枯死木、闘 

木、被害木、lbり，0)CS SI/oreneによる菌害木を産卯対象木とする。幼虫 

は初め樹皮ドに、後に辺材から心材まで深く穿孔し、被害木の根兀にフ 

ラスを多量に訓池する。Shorea robastaは本種の激しい被害を受けると 

枯死する。マラヤのサパではフタバガキ科の健全木が攻撃されるが、造 

林樹挿からの記録はない。MegoJ)IS cos/?pei,nis White は北東イントと 

東パキスタンでチークの幼木に穿孔する。マツノマダラカミキリ 

(Monoc/,amns al/ernatus 1-lope）は東アシアに広く分布し、マツノサ 

イセンチュウを媒介する。香港では乃m俗)flassO)lia],“の 若い牛立木を 

加Lし、一次I」穿孔虫かそれに近いものと見られている。また台湾でも 

激しい被害か報告されている。いすれの地域でもマッノザイセンチュウ 

か見つけられている。M (mitmhsDuvwielはカーナ、ナシェリア、ウ 

カンダなと西・巾央アフリカに牛息する。普通Coin bre加d(mdmJl につく 

か、ウカンダてはAiues叩sis CIII?)???を加告し、 またコーヒーについた記 

録かある。幼虫は老熟するまで樹皮に浅い孔道をつくリ、樹皮に伯径約 

5 cuiの円形の穴をあけ、辺材を露出する。蛹室への材人孔は卯形て、オ、 

識組で枠をする。 1 世代4 -5 か月。樹齢とリ「一径に関係なく立木を加害 

し、 17?しい伐採木にもつく。M170J)atOi Fabricusは前種同様の地域に 

分布し、通常各樹種の丸人や枯損木で繁殖する。ウガンダではKhのw 

an/ho tl,ecaの ニ次件穿IL虫てあるが、被害木を歪形化あるいは.1-i'i死させ 

る。冊は樹皮に産卯孔をつくリ産卯する。幼虫は内樹皮に穿孔し、後に 

辺材に不規則な孔道を穿ち蛹化する。卵から成虫まで4 か月かかる。 

M scabiocns QucdeiiIelt は西・中央アフリカに分布し、各種広菓掛の 

丸太や倒木で繁殖する。コンコではMaesop5/5 Cliii)???の幼木に穿孔した 

ことかある。卯は粗皮の割れ目に産下される。幼虫孔は辺材につくられ 
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丸太 も加害す る。北 イン トとパ キスタンては鋤 のせ〃ためごは超の有名′,l説 A

となっている。またゴムノキては生立本 (周囲75~130c 被害かある。

1--1111.代。成虫は 6月~ 7月に出現し、寿命は数週間。崩そは日固体で数

百館)産卵し、 1卵すっキ引及に産みつける。大発生時を除き、枯死木、倒

木、被害木、/)ooのoms 山ひだ鑑による-※程 木を産卵i対象木とする。幼虫

は初め樹皮 1ぐに、後に辺材から心材まで深 く穿孔し、被害イ、の根元にフ

ラスを多量に羽目也する。 崩 m mム〃"〃は本種の激 しい被害を受けると

枯死する。マラヤのサバではフタバガキ科の健全木が攻撃されるが、造

林f宣材奉からの記録はない。屑埋りかふの豆の傷′7癖 Wh1te は北東イントと

東パキスタンでチークの幼木に穿孔する。マツノマダラカ ミキリ

(ハの〃ひc/′‘′i77必 須毎期〃′‘′S Hop は東アシアに広 く分布 し、マツノサ

イセ ンチ ュウを媒介す る。香港では凡〃"s “m雛ひ'“"7m の若 い生 立木 を

力拝んし、一次ィゴ穿孔虫かそれに近いものと見られている。また台湾でも

激しい被害か報告されている。いすれの地域でもマツノザイセンチュウ

か 見 つ け られ て い る。 雌 花 izf;"白s DL・vlvlel は カ ー ナ 、 ナ シ ェ リア 、 ウ

カ ンダなと西 ・中央アフ リカに′F息す る。普通 Com ムセ′ひげβ77‘かが?につ く

か、ウカンダては A乾そe締め鯖 β}mm ぞを細告 し、 またコーヒーについた記

録かある。幼虫は老熟するまで湖皮にi長い孔道をつくり、糊及に贈キ予約

5cmの円形の穴をあげ、辺" を露出する。筋室への材人孔は卵形て、ィ・

満潮-で杵をする。 1世代 4 ~5 か月。樹齢とげず径に関係なくカー木を加害

し、 新 しい伐採木 {こもっ く。財 用ゆ‘zfo/ Fal)rlcu は前種 同様-の地域 に

分布 し、通常各種↑種の丸人やん損木で繁殖する。ウガンダでは′勤め竹

‘!〃′/'〃仇em の二次性穿孔虫てあるが、被害本を歪形化あるいは枯死させ

る。雌はず劇及に産卵]孔をつく11産卵する。幼虫は内樹皮に穿孔し、後に

辺材に不規則な孔道を穿ち鰯化する。卵から成虫まで 4か月かかる。

朋ぶm あり粥s QLmdenfelt は西 ・中央アフ リカに分布 し、各種広葉樹の

丸太や倒木 で繁殖 す る。 コンゴでは脳"βsp然る e〃〃“〃の幼木 に穿孔 した

ことかある。卵は横次の割れ t:1に塵下される。幼虫孔は辺をオにつくられ
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る。被害樹幹はフラスで膨らむ。樹幹を環状に食害した後、深く穿孔し、 

孔道の先端に蛹室をつくる。コンゴでは年1世代。M tuherosus Bates 

はウカンタに生息し、不健全なKhaya an/hothecaに つく二次性穿孔虫 

で、樹幹の基部の内樹皮や辺材部に穿孔する。若い被害木ては歪形の木 

になったり枯死する。Oberea artocaゆi GardnerはイントてArtomゆ1へ 

integraの幼木の新梢に穿孔する。Olenecanゆtus hilobus Fabriciusは東 

洋区に分布し、イントとパキスタンでは林木の害虫とされている。木米 

はF1(1(5属 につくが、Artocaゆus hiパ“な,A m たgm マンゴ，Mor?お 

a/baなどの広集樹にも穿孔する。幼虫は通常枯死木につくが、時に生き 

た枝や細い樹幹にも穿孔する。成虫は昼間緑色の新梢や菓を後食する。 

北インドでは年1世代。成虫は5 月から11月まで不規則に出現するが、 

6 月に多い。Pachya'issus hector Kolbeは熱帯アフリカのタンザニアに 

分布し、A戸c/ia africanaとコーヒーに穿孔し、幼虫は通常成木の内樹 

皮を加害し、最終齢になって辺材や心材に穿孔して蛹化する。蛹室は木 

繊維とドーム状のイi灰質の蓄で閉しられている。Per?ssus daibe,gwe 

卿 図-55 Penssus da!bergiae 

（体長約9 mm)(Beeson より） 

Gardner ま 北 インドに分布し、幼虫はDaibergia sissooの樹皮下と辺材を 

食害し、枯死直後の木、不適地生育木、根の罹病木、食菓虫による被害 

木などに穿孔する。幼虫の穿孔は黒色の樹脂流出によリ判定できる。蛹 

化は辺材でする。通常年1世代てあるか、乾燥材では数年に伸ひる。成 

虫は4 月から11月まで出現し、最盛期は7 ~8 月である。月ocaederus 

ferlig? ll??菖Li nnaeus はスリランカとイントに分布する。成虫は暗褐色 

で体長4 cm。幼虫はAnacai功III?? 0CC?叱ルkの害虫であるか、Boll? bax 
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る。被害樹幹はフラスで膨らむ。樹幹を環状に食害した後、深 く穿孔し、

孔道の先端 に蛸室 をつ くる。 コンゴでは年 1 世代。屑 “あげosrfsBates

はウガンタに生息し、・健全なKゐの似の"んo豹α"につく二次 生穿孔虫

で、樹幹の慕郡の内樹皮や辺材部に穿孔する。若い被害木ては整形の木

にな った り枯死す る。 ober8α僻めαz′か Gardner はイン トて A 可αのか岱

み2fegm の幼木の新和 に穿孔す る。α馴化伽ゆれ!ふ彰あ卿 s Fabrlclus は東

洋区に分布し、イントとパキスタンでは林木の害虫とされている。木米

は 凡 αrs属 に つ くが、 Ar わcαゆ zfsん“溜 た A "?r昭川 マ ン ゴ , ハイの′fs

可成zなどの広葉樹にも穿孔する。幼虫は通常枯死木につくが、1-おこ生き

た枝や細い種轡響こも穿孔する。成虫は昼間緑色の新稲や葉を後食する。

北インドでは年 1世代。成虫は 5月から11月まで不規則に出現するが、

6 月に多い。 Pdcあげ嵐婚 んec′"Kolbe は熱帯アフ リカの タンザニアに

分布 し、 Aた e腐 りrzcの2αとコー ヒー に穿孔 し、幼 虫は通常成木の内樹

皮を加害し、最終齢になって辺材や心材に穿孔して姉化する。幅室は木

繊維 とドーム状の石灰質の斎で閉しられている。子を“ふ出 d覆わe増z雄

図 一 55 Perfssus da′bergiae

(体長約 9 mm)(Beeson より)

Gardner は北 イン ドに分布 し、幼虫はDα/彰 i翌α M~mo の樹皮下 と辺材 を

食害し、枯死直後の木、不適地生育木、根のを罷病木、食菜虫による被害

くなどに穿孔する。幼虫の穿孔は黒色の樹脂流出によ1)判定できる。師

化は辺材でする。通常年 1世代てあるか、乾燥材では数年に仲ひろ。成

虫は 4 月か ら11月 まで出現 し、最盛期 は 7 ~ 8 月である。 P/ocdederzf

た“雄′〃段儒 L1nnaeus はス リランカ とイン トに分布す る。成虫は11音褐色

でイネ長 4cm 。幼 虫は Aimc"? 打〃〃72α czde7′r扇βの害虫であ るか、 Bo〃?粥ズ

ー 106-



Incんbaricetin, B051CC!h5 serraれ Hai'dUIl読危 ptunaれ Lannea 

coroinan庇tim を 含む広葉樹につく。卵は樹幹の鱗片ドや根表面に産み 

つけられる。Anacarcltewiの 15年生造林地に被害が多く、樹皮下食害に 

よリ樹脂流通を阻害して寄生樹を哀弱させ、時に枯死させる。P ohesus 

Gahan は スリランカ、インド、パキスタンから東方中匡はて分布する。 

成虫は褐色で休長4 cm,,各種の倒木につくが、時に樹脂採取傷口のある 

生立木につくことがある。パキスタンではShorea rohusfaの被害木につ 

いた記録かある。幼虫は樹皮下に幅広い不規則な食痕をつくり、生育後 

木部深くに入って蛹化する。蛹室は木繊維と石灰質で内壁が覆われる。 

北インドとパキスタンでは1年1世代、蛹室内で越冬した成虫は3 -4 

H から活動する。P v,rtdipennたHopeはナジェリアとウガンダなどの 

熟帯アフリカに分布する。金属光沢のある青色ないし緑色の士関を持ち、 

体長は2 cm。生きた成木に普通でChiorophora excelsa, ゴムノキ， 

nnninalia superbaなどの広葉樹につく。幼虫は辺材外方に幅広い曲か 

リくねった孔道を掘る。孔道には小さなフラス執出孔を所々につくり、 

内部を清課にしている。老熟幼虫は辺材に穿孔して菱形の蛹室をつくリ、 

多孔質で石灰質の繭をつくる。激しい被害木では幹今体が加害される。 

乃70170I)IIna at ratuin G -melinはインドに生息し、成虫は暗褐色から黒色、 

休長25- 35mm。ノlnacardluln occidentaleの穿孔虫として報告されている。 

乃ton /お‘・mp1/ん川us Batesは北インドとパキスタンに分布する。成虫 

は強固て黒褐色、体長35- 45nnn。幼虫は成熟すると体長が12cm になる。 

広菓樹と引菜樹の木部に穿孔する。切株や朽木につくが、パキスタンで 

はQtWit/Is incaitaの生立木に激しい被害がでたことかある。Fur 

J)/I/'tcel//Is 11/01l危I//IS \Vhiteは北インドとパキスタンに分布し、成虫は 

色彩に変化かあり、黒色あるいは黒色と赤色、体長10-IS olIn,引葉樹と 

広菓樹の枝t4 と辺羽につき、加害樹種としてRflUS gri加hi /とQ'(Crc/Is 

盾な危ルか知られている。年1世代。成虫は4 月と5 月に活動する。酉 

パキスタンではマツ生立木を加害した記録がある。P一‘uachanrta Lev 
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i7と可"叱 れα 777, β(取り可燃 肥れロm, ZZQγのり房々 汝 加 川 2昭 4 乙似" 燭α

の'勿i?"“d覆え"を含む広葉樹につく。卵は{轟博仝の鱗片 fぐや根表面に障み

つけられる。Aim 餌司〃〃〃の15年生造林地に被害が多く、樹皮下食害に

より樹脂流通をlar表して寄 柵を衰弱させ、時に枯死させる。P oをsm

Gahan はスリランカ、インド、パキスタンから東方中国まて分布する。

成虫は褐色で休長 4m・。各種の倒木につくが、時に樹脂採取傷口のある

生立木 につ くことがある。パ キスタンではSたの℃"′のる"諾々 の被害木 につ

いた記録かある。幼虫は樹皮下に幅広い不規則な食痕をつくり、生育後

木部深くに入って姉化する。リ涌室は木繊維と石灰質で内壁が覆われる。

北インドとパキスタンでは 1年 1世代、師室内で越冬した成虫は 3~4

月から活動する。P 〃′“〆あの欄な Hope はナジェリアとウガンダなどの

熱帯アフリカに分布する。金属光沢のある青色ないし緑色の上週を持ち、

体 長 は 2 cm。 生 きた成 木 に 普通 で C屑oデリ加地 鉄作なg ゴム ノ キ,

7をrii?mm′"siのだめαなどの広葉樹につく。幼虫は辺材外方に幅広い曲か

りくねった孔道を掘る。孔道には小さなフラス榊出孔を所々につくり、

i勺部を清潔にしている。老熟幼虫は辺料に穿孔して菱形の師室をつくり、

多孔質で石灰質の繭をつくる。激しい被害木では幹全体が加害される。

Prmノ7のi′i7m m 川棚 '?Gmellllはイン ドに生息 し、成虫は暗 褐色か ら黒色、

鈍く長25~35m1n 。 /17m加川 i〃“7 0ccZdei?′"をの穿孔 虫 として報告 されている。

P'′の?困 じのカメg7mrs Bates は北 イ ン ドとパ キスタ ンに分布す る。成虫

は強1玉1て黒褐色、体長35~45mm 。幼虫は成熟すると体長が12cmになる。

広業種1と針葉樹の木部に穿孔する。切株や朽木につくが、パキスタンで

は Qi′erc′rs加 c"加 の 生 立 木 に激 しい 被害 が で た こ とか あ る。自作

戊′rたei?rrsm の?/(!i7′rs Whlte は北 イ ン ドとパ キスタンに分布 し、成虫は

色彩に変化かあり、黒色あるいは黒色と赤色、体長10~15mnー。岳1菜樹と

広葉欄の枝籾と辺材につき、加害樹種 として丹7msgγ嚇mzi′とQ′′どmfs

dr卿所"か知られている。4FI 世代。成虫は 4月と 5月に活動する。西

パキスタ ンではマ ツ生立水 を加害 した記録がある。 P.w 鑑 /zα"γrα Lev ‐
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'atはキプロスからイントとパキスタンに分布し、パキスタンては 

Pope!,恰 cihataから脱出した記録がある。Rityfidoc/era bowri;rg lYhi te 

はイントに分布する。成虫は赤褐色で黄色の斑点かあリ、体長は2 -

3 cia。幼虫はマンゴの新梢と枝に穿入する。年1 世代。成虫は4 -7 月 

に出現する。幼虫孔は所々にフラスの排出孔をつくり、孔道は椅麗であ 

る。I? simufans \'Yhiteはタイからスラウエシまで分布する。マラヤで 

はマンコの重要害虫てあるが、他の広菜樹も加害する。成虫は夜行性、 

川［は普通細枝に1粒か数粒をまとめて産卵する。幼虫は細枝の中心から 

下力の枝に穿入し、脱出孔を開けた後蛹化する。被害枝は枯死する。シ 

ャワでの世代長は7 -9 かHで世代が重複する。S/hen ta cy/inch'ato 

Fabricius は熱帯アフリカに広く分布する。成虫期にAlear,tesprd,i 

の細枝と樹幹の小径部を加害し、コーヒーやNe)'/Ufll の害虫として知 

られている。雄は細枝あるいは樹幹を環状に剥皮して産卵する。 

S gnsalor Fabris,us はスリランカとインドに分布する。成虫は体長約 

24mm.灰褐色で不規則な褐色と白色斑かあり、樹皮に似ている。AmmI 

feet叩/ifoea, A rto,a rims ottegn, Casuarina eq,oset加lie, Lanitea 

coioniandeliea，マンゴ，MOr/IS aIba などの広巣樹の新梢と若い樹幹を 

加害する。 1 世代は5 -12か月以トかかる。成虫は常時活動しているか、 

7 -8 月に多い0 」皿は生きた新梢や小径の樹幹を帯状にかしリ末端に産 

卯する。幼虫は木部に穿孔し、薄皮部では細かいフラスを出す。成虫は 

円形の脱出孔をつくる。Tetropiwn oreiniiin Gahan は北インドとパキ 

スタンに分布する。成虫は体長10-17mm,暗褐色ないし黒色。Ce'l rigs 

(leo而m,乃tea snuthiana, Pines gril1,/f/Il などの樹皮と木部を加害する。 

不健全木や新しい伐倒木などにつく二次性の穿孔虫である。年l世代て、 

成虫は5 -7 月に出現する。卵は樹皮の割れ目に1卯すつ産みつけられる。 

幼虫はフラスク元かった不規則な孔道を樹皮下に掘る。越冬後水平にM中 

に潜るが、戻ってきて蛹室を樹皮下につくる。Xys/rocera globosa 

Olivcec はマダガスカルからアジア各地を経てハワイまで分布し、プェ 
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latはキプ ロスか らイントとパキスタンに分布 し、パキスタンては

Ropzr/′fs cmロメ"か ら脱出 した記録がある。尺/ヴルメodgm 加 mm ′g‘Whlte

はインド{こ分布する。成虫は赤褐色で黄色の斑点かあり、体長は 2 ~

3c=-。幼虫はマ ンゴの新榊 と枝 に穿入す る。 4FI 世代。成虫は 4 ~7 月

に出現する。幼虫孔は所々にフラスの排出孔をつくり、孔道は約魔であ

る。尺もmm/ の7s White はタイか らスラウエ シまで分布す る。マ ラヤで

はマンコの重要害虫てあるが、他の広葉樹も加害する。成虫は夜キ了性、

雌は普通綱枝に 1粒か数粒をまとめて産卵する。幼虫は織技の中心から

下方の枝に穿入し、脱出孔を開けた後師化する。ネ安善枝は枯死する。シ

ャワでの tIL代長 は 7 ~ 9 か月です佳代が重複す る。 S/たの7!偽 cメノタ7‘/川棚

FabriciLisは熱帯アフリカに広 く分布する。成虫期に A/8解け塔角γ山′

の糸田枝と】す轡仝の小往部を加害 し、コーヒーや Ner〃〃??の害虫として知

られている。雄は細技あるいは樹幹を環状に別皮して産卵する。

Sg “細かγFabrisius はスリランカとインドに分布する。成虫は体長約

24mm、灰褐色で不規則な褐色と白色斑があり、樹皮に似ている。!1ご""〃

　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　 　 　 　　　　　　　

com 〃?の2de/?r‘z,マ ンゴ, 掴 onfs ばら" な どの広葉樹の新梢 と若 い精神仝を

カーr害する。 1世代は 5~12 か月以 かかる。成虫は常時活動しているか、

7 ~8 月に多い。雌は生きた新梢や小径の横幹を帯状にかしリ木端に産

卵する。幼虫は木部に穿孔し、薄皮部では細かいフラスを出す。成虫は

円形 の脱 出孔 をつ くる。 湯川の?〃m orezi7〃“′Gahall は北 イン ドとパ キ

ス タ ンに分布す る。成虫は体長 10~17mm 、暗褐色 ない し黒 色。 Cedγ′!s

c/god";部 P2α‘な jim/乙ノmm,P ′?⑦′fsgr卵′"′〃などの樹皮 と本部 を加害す る。

不健全木や新しい伐倒木などにつく二次性の穿孔虫である。年 1世代て、

成虫は 5~7 月に出現する。卵は樹皮の割れ日に 1卵すつ産みつけられる。

幼虫はフラスの詰った不規則な孔通を朝.皮下に掘る。越冬後水平に秘中

に潜 る が、 戻 っ て きて蝋 室 を才劃皮 下 に つ くる。 Xy 豊川 cem g/()ゎosd

ollvlerはマダガスカルからアジア各地を経てハワイまで分布し、プエ

ー ]08-



ルトルコに侵人定名している。成虫は赤褐色て、金属光沢のある青色か 

緑色の縦帯をそなえている。各種の広菓樹に穿孔するか、加害林木は 

Accicia (Altec //i!, Acrocarpus J)'axin加li/c, Albizia c//inells/s, A faT 

co/an化 A kb/jack, A odorciNssi )no,A ,roce;a,B0?尻）fix fliOルba;'i Citni, 

Xylia 幻而cai加てある。不健全木や被害木につき市IIl木を早める。幼虫 

は寄生樹の樹及ートに孔道をつくり辺材の外部で蛹化する。イントては1 

世代1~2 年で、成虫は常に川現する。 

(7） ミツギリソ’ウムシ Brentidae 

成虫は細長く中形。頭部は前方に長く突出する口吻をもち、その先端 

に大あごをそなえる。触角は多くのものでは各節か幅広くなリ、まれに 

梶棒状になるが、膝状てない。前胸側部は縁取られていない。腹部未端 

は覆われている。第3徐節は集片状て幅広く第4 節は縮小する。多くは 

枯れ木などの木部につくか、抽食性の種類もいる。全世界から約325,鵬 

2300種が知られている。 

Ceル加los /r/s/na/10 は東洋区とオーストラリアに分布する。Ar 

l;caゆ ris in/ag vu, Born hex multi ban cit ?ll, Bulea front/osa, Monnga 

pterj習oゆerma につく。卯は部分的に腐朽した辺材の表面に産みつけ 

られる。食痕は初期は針穴位て、食い進むほど太くなるか、深さは3 イ 

ンチを趣えることはない。Qがiagogus baccatag は東洋区に広く分布し、 

Albizia ado/ atisshna, Ciytocarya iviglitiana, Isonancira 加[ian//ia, 

Mlinasops lit/am/is, Myris/ica anclanimma S /,orea i ohasれ チークに 

穿孔する。雌はナガキクイムシの孔道を利用し、これとは別に孔血を掘 

る。M?cro/raclw//zi(c he;l矛c/cs はイ ントに生息し、Lisaea cilia概 

Sliorea assalli/tf/, S rohi問ルなとにつく。成虫はカミキリの一種（Hop 

んcemii?hYr ゆlflたO)7115 ）の蛹室内に侵入して産卵する。幼虫は外方に 

湾曲した1~2 インチの幼虫孔を掘る。 
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ルトルコにf愛人定着している。成虫は赤褐色て、金属光沢のある青色か

緑色の縦帯をそなえている。各種の広葉樹に穿孔するか、加害林木は

Ac""" L〃f鑑 /〃′,Acm ‘のか岱 方m′m あ あ rs,A/6 ば′〃 ‘/山間 zys,A た /-

Lαね m も A /み 膨承 ,A odo" 〆!』Mmg A わγoLの ", βoi)?わ"× “m′αもごJrzcz"'?,

XJ′/′" 幻ばocmp αてある。不健全木や被告木につき枯木を早める。幼虫

は {丁生樹のキ劃及ードに孔道をつくり辺材の外部で姉化する。イントては 1

世代 1~ 2年で、成虫は常に出現する。

(7) ミツギ リゾウムシ Brentidae

成虫は細長く中形。頭部は前方に長く突出する口吻をもち、その先端÷

に大あごをそなえる。触角は多くのものでは各節か幅広くなり、まれに

祝棒状になるが、'漆状てない。前胸側部は縁取られていない。腹部木端

は覆われている。第 3徐節は菓片状て幅広く第 4節は縮小する。多くは

枯れ木などの木部につくか、捕食性の種類 もいる。全世界か )約32切頑

2,3○0種が知 られている。

Ce知る‘‘′〃ふ /“sかた′カパ は東 洋 区 とオー ス トラ リア に分 布す る。 /ir

rom 中デハ mrggm,Bo “'棚 x m"/" 無 “cz"", 政′7m 方′o'川鍋 ", 屑の?'?g"

〆e′照り材)e加川 につく。卵は部分的に腐朽 した辺材の ミ面に産みつけ

られる。食痕は初期は歩十六位て、食い進むほど太くなるか、深さは 3イ

ンチを越 えるこ とばない。 qZ1ル"#りg′fs b′′cc雄ノ′s は東洋区に広 く分布 し、

月妙ぼた′ "メリノ〃海 山 m,C かおc那加 ノリ虜ねたの '‘′, 点(“?〃'?の“ )かの月山!,

個〃〃〃可)s /z′′o川 /為 屑 yr′sれ餌 α〃〆"〃?‘z〃′m,S/")rm m 肋′sm, チ ー ク に

穿孔する。鵡とにはナガキクイムシの孔道を利用し、これとは別にし通を振

る。 屑に「メノ復誘 引′zm 彰〃チ cm は イ ン ト に 生 島、し、ム 維 m 中橋〃,

S/崩せ"α諾〃〃?′‘〃,Sm 慶ば旬 なとにつ く。成虫はカ ミキ リの一種 (息の‐

/o解離〃′毎Lrsp′m α用 ?′s) の輔室内に侵入 して産卵す る。幼 虫は外方に

湾曲した 1~ 2インチの幼虫孔を振る。
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⑧ソ’ウムシ利 Curculionidae (weevils, snout beetles) 

（概要は食菓性害虫の項参照20頁） 

A inc/odes4りaber Aunvilliusはイント、ノぐキスタン、 ミャンマーに 

生息し、アオイ利に多いが、他の科のものにもつき綿の有名害虫である。 

Born加x maたbaricurn も被害を受ける。雨季の初めに成虫が後食のため 

新梢に小孔をあける。卯は新梢や菜柄に小孔を穿ち産みつけられる。 

幼虫はビス沿いにド方に穿孔する。幼虫孔は空洞で所々に掛池孔かあリ、 

フラスを掛出する。幼虫孔内で蛹化する。成虫・幼虫の食告を受りた新 

梢は加害部から上が枯死し、生長が完全に止るか、幼木では矮形化する。 

年2 世代～ A beangulateおMarshall は熱帯アフリカに分布し、Euca/yp 

ItバaanaldaんflS?Sや チーク造林地の若い新梢を加害する。A ctflch0 nac 

Marshall は東洋区に生息し、細長いゾウムシである。シャワ原産でア 

カネ科に普通でGin chornaの 細枝に穿孔する。マラヤでは成虫かマホガ 

ニーの菓を加害するという。A' haein叩Ie)'as Bohernanは熟弗アフリカ 

に分布し、マラウィではユーカリ類を、ナジェリアてはEucabplus 

ca inaldulensis とチークの新梢を加害する。Aluth/icator Faustは東北 

インド、東パキスタン、 ミャンマーに生息する小さくP］筒形の黒色のソ手 

ウムシてある。メリナとチークの重要害虫で、成虫は若い多汁の新梢、 

士脈と葉柄に小孔をあけ摂食する。雌は新梢に小孔をあけ産卯する。幼 

虫は髄中を下方に穿孔し、排出孔から円筒形の木屑と糞を出して孔道内 

を清潔にしている。蛹化はこの中や古い枝のビス内てする。年1 世代で 

成虫は8 -9 月に出現する。Asubvtilosus Fahraeus は 熱帯 アフリカに 

分布し、ローデシアでは成虫がユーカリ類とFrn m eおの新梢の樹皮を食 

害する。Au/ebb“パ戸‘如most儒vossはインドに分布し、暗褐色の長い 

口吻を持つゾウムシである。成虫はTerininalma rnyrtocarpaの小径木の 

主新梢や若細枝に口吻を深く押し込み摂食する。被害新梢は萎れ、折れ 

る。幼虫は同一樹種の新梢に穿孔する。Ceyptorhynchlおraja Stebbing 

は北イントとパキスタンに生息し、幼虫がPenus :だが功Ilの樹皮－下に孔 
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(8)ゾウムシ不二1 Curculionidae(wcevils,snout beetles)

(概要は食葉性害虫の項参照20頁)

A/czdodes 切先虎 r Aurlvllliusは イ ン ト、パ キスタ ン、 ミャンマー に

生息し、アオイ利に多いが、他の科のものにもつき綿の有名害虫である。

Bo蹴るαt ''?〃とめ"“α‘フフ2も被害を受ける。雨季の初めに成虫が後食のため

新楯に小孔をあげる。卵は新梢や菜柄に小孔を穿ち産みつけられる。

幼虫はピス沿い0ご下方に穿孔する。幼虫孔は空洞で所々に排他孔かあり、

フラスを排出する。幼虫孔内で蛸化する。成虫・幼虫の食害を受けた新

柏は加害部から上が枯死し、生長が完全に」たろか、幼木では籍i杉化する。

年 2 世代。 A,oz"“gzf腐れ侍 Marshall は熱帯アフ リカに分布 し、 &‘似ら夢

な6 mm 郷αとば銑淑蒋 チー ク造林地の若 い新梢 を加害する。 A c閉じ‘zoil"e

Marshall は東洋区に生息し、細長いゾウムシである。シャワ原産でア

カネ科に普通でC賜物の""の細枝に穿孔する。マラヤでは成虫がマホガ

ニーの葉 を加害す るとい う。 A. 卿の“仲毎rzrsBoheman は粘着;アフ リカ

に分 布 し、 マ ラ ウ ィで はユ ー カ リ類 を、 ナ ジ ェ リア て は arm も競ぞ岱

mm 雄山血筋′sとチー クの新柏 を加害す る。 A /〃‘/魔 c冴orFmist は東北

インド、東パキスタン、 ミャンマーに生息する小さく円筒形の黒色のゾ

ウムシてある。メリナとチークの重要害虫で、成虫は若い多汁の新梢、

土脈と粟柄に小孔をあげず冥食する。雌は新柏に小 Lをあげ産卵する。幼

虫は髄中を下方に穿孔し、排出孔から円筒形の木屑と糞を出して孔道内

を清潔にしている。姉化はこのけ1や古い枝のビス内てする。年 1世代で

成 虫は 8~ 9 月に出現する。 A sぬり2‘‘osz燭 Fahraeus は熱帯アフ リカに

分布し、ローデシアでは成虫がユーカリ類とFフ蹴れ?騰の新柏の樹皮を食

害 す る。 A"/〃′の禽岱無 Z′g‘“osとfs Voss はイ ン トに分布 し、暗褐色の 長い

口吻 を持つ ゾウム シである。成虫は gγ榊“?"ムα“zyγzocのめαの小径木の

主新梢や者細枝にロー吻を深く押し込み才美食する。被害新村『は萎れ、折れ

る。幼 虫は同一樹種の新梢 に穿孔する。 Ciつか oγありに/〃は 粥川 Stebbing

は北イントとパキスタンに生息し、幼虫がPziz硲 " 協"ん〃の樹皮下に孔
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道を掘るが、二次性害虫とされている。Desmldoplloru$ /,ebes Fah 

newsは東アシアに分弔iし、各種の広葉樹につくか、アオイ利に多い。 

イントては成虫かBo,nbaL )nalahancum,角,diam加1)1(4 マンゴの若齢 

木の新梢と茎の表皮に引っ掻き傷や穴をあける。助/obincm智ustees 

Faustは北 イントとパキスタンに分布する。成虫は赤褐色で白横帯を持 

ち、口吻の長いゾウムシて、体長は約12mm～木質的には乃mお，grlがI/Ill 

の穿孔虫であるが、Cedrus deodaraと乃cea S1flI/h1a)mにもつく。病弱 

木あるいは雪害や風害を受けた若木の樹皮に産卯する。幼虫は樹幹ート部 

や主根の樹皮下に孔道をつくり、大軍の樹脂を出す。蛹化は寄生樹の根 

の辺材部の蛹主内でする。若木では多数の個体がつき枯死させる。成虫 

は5 -'月に発生し、同樹種の新梢や側枝の軟らかい樹皮を後食する。 

Hypolixus trancat,e/uc Fabi iciusはインドに生息し、木来Alnarantusに 

つくか、Zizyp お,11W/ri/lanaに も穿孔する。成虫は軟らかい葉や新梢 

を食い、新梢、細枝あるいは葉の主脈に小孔をあけて約30卵を産む。幼 

虫は新梢や茎の髄に穿孔し、樹皮下に蛹室をつくリ蛹化する。 1 寄牛木 

に多数の幼虫か寄生し、被害木は矮形化したリ湾曲する。世代長は4 -

7 週間て、世代は重複する。Lixus cwnerunus IくolbeとL ゆill/WU fl//s 

Boheman はナシェリアの高地森林帯に生息し、幼虫は各種生立木の樹 

幹に穿孔する。成虫はCassなsiamea, Casuarhw equzsel加11(1, メリナ、 

チークの若菓を摂食する。Magda/,s himalayana Marshallは北インド 

とパキスタンに牛息し、幼虫は乃：fl/IS rOXbl/lg/l//の 細枝 と新梢に穿孔し、 

哀弱木や不健全木につく二次性穿孔性害虫である。年1世代で成虫は3 

月に発生する。IVJecocoiynlパ/0)功es Chevrolatはケニヤとタンザニア 

に分布し、幼虫はAnacardia)n OCclde)1/aleの樹皮下に孔道を掘リ、木部 

で蛹化する。激しい被害木は枯損する。ケニヤではクロトンの種－fにつ 

くという。Mvoca/anth-a exam/a Boheman は東洋区に分布し、インド 

ではハムシの一種（EslIgInCh !? c/linens司 や他の害虫の被害を受けた 

13mdmca/a/n us str,ctnsやB((In /fl伶a spp を加害する二次性穿孔性告虫 
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通 を掘 るが、二 次 性 害 虫 とされ て い る。 Dg" 〃′‘わがmrm /′露 eも Fab-

ncms は東アシアに分布 し、各種の広葉樹につくか、アオイ村に多い。

イン トては成虫か Bomb αも“?"虚ろのづご≧‘m,KJ 覆海 蝕も'"“〃, マ ンゴの若齢

木の新楯 と茎の表皮に引っ掻 き傷や穴をあげる。甘鯛の′〃ゞ mzg′6ん!s

Faustは北イントとパキスタンに分布する。成虫は赤褐色で臼横帯を持

ち、 口吻の長 いゾウム シて、体 長は約 12mm。不質的には Pm 雛 grの〆′/?‘‘

の穿孔 虫であ るが、 Cα/クzfs deo加地と凸 cm 開閉 /z′mm に もつ く。病弱

木あるいは雪害や風害を受けた若木の樹皮に産卵する。幼虫はキヰ樟ド卜部

や主根の樹皮下に孔道をつくり、大皐の樹脂を出す。師化は寄生樹の根

の辺籾部の蛸室内でする。若木では多数の個体がつき枯死させる。成虫

は 5~7 月に発生し、同樹種の新梢や側枝の軟らかい樹皮を後食する。

月珍物彩悠 か〃72cm′山 rゞ Fab・ic1usはイン ドに生息 し、木来 A'mm 用倦むこ

つくか、Z幼少/徽s i7郡鱈 fzmmにも穿孔する。成虫は軟らかい菜や新楠

を食い、新梢、綱枝あるいは葉の主順に小孔をあげて約30卵を蔑む。幼

虫は新楠や茎の髄に穿孔し、樹皮下に輔室をつくり蝋化する。 1寄牛小

に多数の幼虫が寄生し、被害木は綾形化したり湾曲する。世代長は 4 ~

7 週間 て、 H 代 は蚤 板す る。ム跳 s c伽 zげ "“〃s Kolbe とL 勢力?mm7z′′s

Boheman はナシェリアの高地森林帯に生息し、幼虫は各種生立水のネ産す

幹 に穿孔 す る。 成 虫 は C"ss ね 騨"'“〃",Cq ふ"〃′'2〃 幻粥 s針脆 加 , メ リナ 、

チー クの若葉 をず呉食する。屑昭吻毎 々zタフ2錫の'"〃"Marshall は北 イン ド

とパキスタンに牛息し、幼虫は月報岱 mぇ加増′"′の綱枝と新柄に穿孔 し、

哀弱木や不健全木につく二次性穿孔1生害虫である。4FI世代で成虫は 3

月に発 frす る。』左仰のけれz岱‘のIPβs Chevrolat はケニヤ とタ ンザニア

に分布 し、幼虫はA7似 cの霞め'z occzde夕7中庭の樹皮下に孔道 を掘 -)、木部

で輔化する。激しい被害木は枯損する。ケニヤではクロ ]・ンの種‐fにつ

くとい う。那加似加冠 m exm nね Boheman は東洋 区 に分布 し、イ ン ド

ではハ ム シの一種 (βs‘/g〃?e“〃 c脳燦〃sis) や他の害虫の被害 を受 けた

Peれ〆m α血 m"s smcrl‘~やβの“oifsQ spp を加害 す る二次性 穿孔性 浅 虫

-111-



である。卵は外傷部や他の穿孔虫の孔道に産みつけられ、幼虫は節問に 

縦の孔道を掘る。成虫は2 -b 月まで出現し、 4 月か最盛期である。 

Pagi"12/octバ！ongeclaves Marshallはインドとミャンマーに分布し、マ 

ホガニーと7'oona cifeataの市要害虫てある。成虫は寿命か長く、かな 

り移動し、新梢の樹皮をかじり、樹幹や枝の傷口からしみでる樹脂を摂 

食する。幼虫の加害はTon naでは普通樹幹や枝であるか、マホガニーで 

は卯は根兀の樹皮に1個すつ産みつけられる。幼虫は形成層と辺材に孔 

道を掘り、地際近くに癌腫を形成する。被害若木は巻き粘らされて枯死 

する。蛹化は皮層の蛹室内でする。成虫は円形の脱出孔をつくる。イン 

ドでは年数世代を繰り返し、成虫発牛のピークはない。マラヤとサラワ 

クには同じ生態をもった近縁種がいる。ニセマツノシラホシゾウムシ 

(Shinthosizo )'ufescens Roelofs）は力シミルから北イント、パキスタ 

ン、 ミャンマー、タイを経て日本まで分布する。インドとパキスタンで 

はケシアマツとProxbierg/ni の二次性の穿孔性害虫とされ、火傷木や 

Oonartitoit htinaIhyense菌による被害木によく穿孔する。年数世代を 

繰リ返す。成虫は4 , 6 . 7 -9 月に出現する。越冬は発育途中の各虫 

態で行なう。幼虫は樹皮下罹病組織とその周辺の健康な組織を食う。孔 

道は不規則で赤いフラスを満たしている。Stenoscehs binothfer Mar 

shall は普通倒木につくが、ケニヤてはCiゆressi恰(as!伽m'a，戸mゆ12)7(5 

procein,目ノlddringtonia whytelの生立木を加害することがある。幼虫は 

外傷部の木部に孔道を掘り生息する。幼虫孔は深いので材質を低下させ、 

傷口につく病害虫の侵入を容易にさせる。S podocarpi Marshallはケニ 

ヤの高地に生息し、aゅressus h菖i/antm,戸mゆefl(Spmcera, 乃m酉 

加ta/aの傷口に穿孔する。腐朽していることか加害の前提条件であるが、 

孔道は心羽まで深く貫かれ材質劣化が著しい。乃igonocoんs brach-

manna Faustはアンダマン諸島、インドに分布する0 成虫は体長4 -

5' mnの卯形のゾウムシで、a(tea 2)20220ゆenna, Ougeinia dalbergeoides, 

Iヲerocarpus da話ergirndCSの 新梢を加害する。成虫は新梢に穴をあけ樹 
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である。卵は外傷部や他の穿孔虫の孔道に産みつけられ、幼虫は節間に

縦の孔道を掘る。成虫は 2 ~ 6月まで出現 し、 4月か最盛期である。

Rogzo〆?/oB乙fsあれgに触りぼ Marshall はイ ン ドとミャンマーに分布 し、マ

ホガニーと7boi2" α/m殻の雨要害虫てある。成虫は寿命が長く、かな

り移動し、新梢の樹皮をかじり、樹幹や枝の傷 uからしみでる糊脂を打モ

食する。幼虫の加害は710“〃"では普通樹幹や技であるか、マホガニーで

は卵は根元のキ劇皮に 1個すつ産みつけられる。幼虫は形成層と辺材に孔

項を掘り、地際近くに癌順を形成する。被害若木は巻き枯らされて枯死

する。蝿化は皮層の蛎室内でする。成虫は円形の脱出孔をつくる。イン

ドでは年数世代を繰 り返し、成虫発frのピークはない。マラヤとサラワ

クには同じ生態をもった近縁種がいる。ニセマツノシラホシゾウムシ

(S/〃'てzんoszzひれ虎 scem Roelofs) はカシ ミルか ら北イ ン ト、パ キスタ

ン、 ミャンマー、 タイを経 て 日本 まで分布す る。 イン ドとパ キスタンで

はケシアマツとP γ那加増{〃?の二次性の穿孔 生害虫とされ、火傷木や

Cr(“地階〃〃′ルz′′?〃をwe72泌菌に よる被害木 に よ く穿孔 す る。 年数 世代 を

繰 り返す。成虫は 4、 6、 7~9 月に出現する。越冬は発育途中の各虫

態で行なう。幼虫は樹皮下椛病組織とその周辺の健康な組織を食う。孔

道 は不規則 で赤 いフ ラス を満 た してい る。 S!e“oごeZ′s b‘imd舵 γMar

shallは普 通倒木 につ くが、 ケニヤては C叩だssifs/と鯛殻“にα,月′7?小eれ岱

Pmcem, “々 化/〆"?gzoノ“"whytel の生立木 を加害す ることがある。幼虫は

外傷部の木部に孔道を掘り生息する。幼虫孔は深いので材質を低下させ、

傷口につく病害虫の侵入を容易にさせる。S PDdocのか Marshallはケニ

ヤ の 高 地 に 生 息 し、 0‘P′セss"s ムr班 の粥 ", み′れゆ好雄 かのcem, 脅 '?z′s

pqz〃/"の傷口に穿孔する。腐朽 していることか加害の前提条件であるが、

孔道は心材 まで深 く貫かれネ質劣化が著 しい。郷ぜ伽 oco/′′s bmcね‐

ク'?"ノm β Faust はア ンダマ ン諸島、 イン ドに分布す る。成 虫 は体長 4 ~

m1の卵 形 の ゾ ウ ム シで、 β"彰α“20720speγ川α,0; 増徴“?〃〆殻肥 増‘o′〆es,

脅87αのか′s dαあの謬り′〆gsの新梢を加害する。成虫は新梢に穴をあげ樹
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戒を吸い、ときに環状に後食する。幼虫は新梢に孔道を掘リ、破害枝は 

萎凋落下する。蛹化は十中でする。年数世代を繰リ返す。アンタマン詰 

島では樹高50~ 200cmのP dalbergtoidesの市翌ブ；虫て、 とくに草地やト 

刈りされた造林地に多い。 

(9）ナガキクイムシ利 Platypodidae (ambrosia beetles, shot hoi el s) 

成虫は小形、細長く~リ筒形。黄褐色から赤褐色さらに黒色のものまで 

いる。頭部は前胸とほぽ等幅。 L趨は条溝や点刻列をそなえる。姐はL 

翅先端の斜面部に突起をそなえるものか多く、重要な種類の識別点にな 

っている。脚は長く、徐節の第1節は細長く、それよリ先の節を合せた 

長さに等しいか少し長い。成虫は普通伐採丸太か倒木の剃中に深く穿孔 

し、孔道内にアンブロシア菌を繁殖させ、幼虫はこれを食へて生竹する。 

成虫は巣建造中に削リ取った白粉、細織維状の木屑を穿入孔から胡 Itし、 

これか穿孔発見の目安となる。伐採丸太の重要な害虫て、被害は材中に 

つくられたピンホールや腐朽菌の侵人促進である。 

ソトハナガキクイムシ（Crossotarsus ex/er,zeclenlaf,c, Fairmaire) 

はアフ日カから束洋区を経て太洋州までの熱帯各地に分布し、日本の九 

州と沖縄にもいる。各樹木の不健今木や生丸太に穿孔するか、不通地に 

牛青している立木につき一時的に活力を著しく低下させる。フィジーの 

排水の悪いマホガニー幼齢林で被害が大発生し、良質材牛産の障害にな 

っている。またナタルではAmua flied Ins?lの造林地で乾燥年に被害が 

発生する。一夫一妻性、世代は重複し、年中成虫か発生する。この属の 

種類の食痕はP7aりpus属のそれと全く異なる。すなわち、木の横断面に 

曲った主孔と、老熟幼虫のつくる第2孔道は木に対して縦方向で、蛹室 

が枝状をなし、燭台に似た形になっている。C wa/icedi Thomsonはマ 

ラヤからニューギニアと台湾まての東洋区に分布する。大きく強健なナ 

ガキクイムシで、各樹種の生丸太あるいは非常に哀弱した立木に普通穿 

孔繁殖する。穿人孔の直径は約4n皿で、判池した木屑は細かい破Ilで穿 
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液をー吸い、ときに環状に後食する。幼虫は新梢に札道を掘り、被害枝は

萎凋落下する。師化は十中でする。年数世代を繰り返す。アンタマン諸

島ではキ前島50~2(}ocmのP 血 /加増mdes の市姿奔出て、とくに芋地や ト

刈りされた造林地に多い。

(9)ナガキクイムシをJ platyi〕od1dae(ambrosia beetlcs,shot bo・c1s)

成虫は小形、細長く円筒形。黄褐色から赤褐色さらに黒色のものまで

いる。頭部は前胸とほぼ等幅。- 逓は条溝や点刻列をそなえる。雄は L二

超先端;の斜面部に突起をそなえるものが多く、重要な種類の識別点にな

っている。脚は長く、徐節の第 1節は細長く、それより先の節を合せた

長さに等しいか少し長い。成虫は普通伐採丸太か倒木の村中に深く穿孔

し、孔道内にアンプロシア菌を繁殖させ、幼虫はこれを食へて生育する。

成虫は巣建造中に削り取った白粉、細繊維状の木屑を穿入孔からJjl!1ltし、

これか穿孔発見の目安となる。伐採丸太の重要な害虫て、被害は材中に

つくられたピンホールや腐朽菌の侵人促進である。

ソ トハ ナ ガ キ ク イ ム シ (Cm 滋〆の淑′s eizeγノzedg7乙′"′とo Faーrma1re)

はアフ LI力から東洋区を経て大洋州までの熱帯各地に分布し、Fi本の九

州と沖縄にもいる。各樹木の不雄今木や生丸太に穿孔するか、不通地に

牛青している青木につき一時的に活力を著しく低下させる。フィジーの

排水の悪いマホガニー幼齢林で被害が大発生し、良質材牛産の障害にな

)てい る。 またナ タルでは Amc ′" “?弧加班の造林地で乾燥年に被害が

発生する。一夫一妻性、世代は重複し、年中成虫か発′1;する。この届の

種類の食痕はP腐り変姻属のそれと全く異なる。すなわち、木の横断面に

曲った主孔と、老熟幼虫のつくる第 2孔造は水に対して縦方向で、鯖室

が枝状 をな し、燭 台に似た形 になっている。 C乙m/′"c虜 T1・omson はマ

ラヤからニューギニアと台湾まての東洋区に分布する。大きく強健なナ

ガキクイムシで、各樹種の生丸太あるいは非常に衰弱した立木に普遍穿

孔繁殖する。穿人孔の直径は約 4mmで、排廻した木屑は細かい破片で穿
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入孔の周リに山状に積まれる。寄主特異性はないか、マラヤとジャワで 

はコムノキに多い二次性害虫である。マレイシアでの世代長は約8 週［II] 

で年中成虫が発生し、世代は重複する。Diacaviパ fiurtivus Sampsonは 

インドとパキスタンて、Shorea robiおmのみを寄生樹としている細長い 

訣 

」
～
 

/／ ノ 
－』 

超I躍‘遭」・・」ジ”’ 
図―56 Diacavus furtivus の食痕 

(Beeson より） 

ナガキクイムシである。休長は約4m、体は黒色で黄色のL翅を持ち、 

雄ては上翅先端に鈍い歯をそなえる。雌ては飛翔期に頭部に4 つの明瞭 

な黄色毛房をそなえるが、寄主に穿孔し始めると脱落する。成虫はロ中 

飛翔し、棚が加害木を求め、雄かそれに続く。一夫一妻性。穿人孔は白 

いワックス状の細長い管を出す。食痕は木の横断面に分岐孔をつくリ、 

蛹室は孔道の上下に短く伸びる。 1 世代は約10週間。新成虫の脱出は不 

規則で数か月間統く。本種は二次性害虫で哀弱木、倒木やカミキリムシ 

の一種(Hoplocerambyx ゆmicornlり の被害木やPo加orus shoreaeに 

よる菌害木につく。被害は多数のピンホールや腐朽菌の侵入促進として 

現れる。Diapiおpl召libmus Chapwsは束洋区、オーストラリア、太洋 
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人孔の周りに山 掃こヰ責まれる。寄主特異性はないか、マラヤとジャワで

はゴムノキに多い二次性害虫である。マレイシアでの世代長は約 8週間

で年 中成 虫が発生 し、 世代は重複す る。 D 脇飾り雄 花煎り"もSampson は

イ ン ドとパ キスタンて、 S加 川"γobzfsねのみ を寄生樹 としている細長い

図 囲 56 Diacavus furtivus の 食 痕

(Beeson より)

ナガキクイムシてある。 f木長は約 4mm、体は黒色で黄色のヒ畑を持ち、

雄ては上超先端に鈍い歯をそなえる。勝てば飛期期に頭部に4つの明瞭

な黄色毛房をそなえるが、寄主に穿孔し始めると脱落する。成虫はロ中

飛期 し、雌が加害不を求め、雄かそれに続く。--夫一女性。穿人孔は白

いワックス状の細長い管を出す。食痕は木の横断面に分岐孔をつくり、

輔室は孔迫の-E‐下に短く伸びる。 1世代は約 10週間。新成虫の脱出は不

規則で数か月閥続く。水杯は二次性害虫で衰弱水、倒木やカミキリムシ

の一種 (息oが ocem 〃zる跡 bpz72たの 7"s) の被害 木や Rob カタγ婚 たので僻むこ

よる1約害木につく。被害は多数のピンホールや腐朽菌の侵人促進として

現れ る。功‘中郷 汐無辺mms Chapuls は東洋 医、オース トラ リア、大洋
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州に広く分布している。成虫は小さなナガキクイムシで各種の倒木に穿 

孔し、オーストラリアでは家具用丸太の重要害虫にされている。二次性 

穿孔虫てあるか、マラヤではDyera cash山なの樹脂採取木やカミキリム 

シの一種(Ba加cern r i加macumめ の穿人被害木の優占穿孔虫であるa 

一夫一妻性。加害木にはl『が穿孔し、雌がそれに続く。孔道は木部深く 

に分岐fLを形成し、上下に短い蛹室をつくる。クインスランドでは年1 

世代で、マラヤではそれよリ短いが、世代か重複するため何世代かは不 

明瞭～ Diapus quinqit‘翌)ina/us Chapuis は西アフリカから太洋州まで 

の旧IIト界の熱帯に広く分布する。小さなナガキクイムシでアフリカより 

は東洋区に個体数が多い。小さなナガキクイムシで、通常各種の丸太や 

倒木に穿孔する。いくらか寄生選択性がある。前種同様樹脂採取木やカミ 

キリムシ被害木のDyara costa/ala に普通に見られる。Do/fopygus 

a'uhu19 Sampson はナイシェリアとガーナで Tenninalia siゆciba の生 

立木や伐採丸太に穿孔する。被害木には直径2 mmの丸いピンホールかつ 

くられ、木材にはアンブロシア菌侵入に対する化学反応としてオレンジ 

色の環状のシミか現れる。雄は休長約5.2mm 町ては6 nim、上翅は暗褐 

色。幼虫は最初の4 齢が短く、終齢幼虫は産卵2週間後に見られる。成 

虫は夜7 -10時に飛ひ出し、紫外線ライトに強く誘引される。Flatゆ/ (S 

ciゆ房(tIle Chapuis は東洋区に広く分布する。通常各種広菓樹の伐採さ 

れた丸太や枝羽につくか、被害木や哀弱木にもつくことかある。マラヤ 

のコムノキの被害木に多い。一夫一妻性。初め推が羽に穿孔し、統いて 

飛来してきた棚と交尾したあと雌が先に穿孔産卯する。完成された食痕 

は木の横断面で分岐孔となる。 1 世代は5 ~6 週問。年中繁殖するので 

~」I代か正複し、成虫の脱出期は不規則である。P /1/ntn Schaufuss は 

サハラ砂漠から南のアフリカ各地に広く分布する。各樹種の伐採木や乾 

期に一時的に活力の低ートした立木に穿孔する。ナシェリアのCa,ua; faa 

equisel加h“とユーカJ類の生立木を加害することがある。生態と被害 

は前種に預似する。P mitnivorus Lea はニューギニアから東オースト 
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州に広く分布している。成虫は小さなナガキクイムシで各種の倒木に穿

孔し、オース トラリアでは家具用丸太の重要害虫にされている。二次性

穿孔虫てあるか、マラヤではDye招じ那加郷桜の樹脂採取ネやカミキリム

シの一種 (β餌ocem γ咳附 mm ′α無) の穿 人ネ皮島木の榎 ,li穿孔 虫であ る。

一夫一妻性-。加害木には雄が穿孔 し、雌がそれに続 く。孔道はイ・部課く

に分岐孔を形成し、上-ドに短い師室をつくる。クインスランドでは年 I

Hト代で、マラヤではそれよ -)短いが、世代か重複するため何1IL代かは不

明瞭。勲功婚 卵′77〃‘′e功 "?"/′6 Chapuls は西 アフ リカか ら大洋州 まで

の旧世界の熱し常に広く分布する。小さなナガキクイムシでアフリカより

は東洋区にィ固体数が多い。小さなナガキクイムシで、通常各種の丸太や

倒木に穿孔する。いくらか寄生選択性がある。前種同様樹脂採取木やカミ

キ リム シ被 害木の劫ぞな 御魂"姉" に普通に見 られる。Do方o力誓"s

山′る〃バ Sampson はナ イシェ リア とガーナで 7≧r〃?′77〃/?〃 Mのerαzの生

立木や伐採丸太に穿孔する。被害木には直径 2mmの丸いピンホールかつ

くられ、木材にはアンプロシア菌侵入に対する化学反応としてオレンジ

色の環状の シ ミか現れ る。雄 は錘・長約 5.2mm、雌 ては 6mm 、」-期 は暗褐

色。幼虫は最初の 4齢が短く、終齢幼虫は産卵 2週間後に見られる。成

虫は夜 7 ~10-特に刃鞄ひ出し、紫外線ライトに強く誘引される。P!〃ご}の′岱

鋤かず/""△ Chapuis は東洋区に広 く分布する。通常各種広葉樹の伐採さ

れた丸太や枝材につくか、被害木や衰弱木にもつくことかある。マラヤ

のゴムノキの被害木に多い。一夫一妻性。初め雄が材に穿孔し、続いて

飛来してきた雌と交尾したあと雌が先に穿孔産卵する。完成された食轟き

は木の横断面で分岐孔となる。 1世代は 5~6 週間。年中繁殖するので

世代 か諺復 し、成虫の脱什」-期 はイ・規則である。 P た朋友ブSchaufL1ss は

サハラ砂漠から南のアフリカ各地に広く分布する。各糊種の伐採木や乾

期に一=静内に活力のず氏トした立水に穿孔する。ナシェリアのCの′mm"

β翻意可折〆′" とユーカリ類の‘柊土木を加害することがある。生態と被害

は目i一種 に類似す る。′),o〃〃?/〃ロブzぼ Lea はニ ュ ギニアか ら東オース ト
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ラリアを通ってタスマニアまで分布する。各種の伐倒木、倒木、火傷木 

に穿孔するが、アカシアとユーカリ類によくつく。クインスライトでは 

一時的に活力の低下した果樹に穿孔した記録がある。Prefer/us Schedi 

はガーナ、ケニヤ、ナジェリア、ウガンダなどの熱帯アフリカに生息す 

る。各樹種の倒木に穿孔するが、乾害その他で衰弱した生立木を攻撃す 

ることがあり、ウガンダでAcrocwpe侍lmt加如lzzパの立木被害の発生記 

録がある。Pm加Strohmeyer はマラヤ、ジャワ、スマトラに分布し、 

多くは倒木や伐探木に穿孔するが、乾害その他の衰弱木にもつく。ジャ 

ワではDalbergia let加！iaの生立木被害が記録されている。マラヤでは 

I加em tostilataにつき倒木、被害木、ド手な樹脂採取による衰弱木、あ 

るいはカミキリムシの一種（Batocera nグhmacula回 の被害木などに 

よく穿孔するD 年間を通して繁殖し、世代は重複する。そのため食痕内 

はいつも全ての虫態が見られる。Trac如ostus ghanaenszs Schedlは重 

要輪出材のサンバ（乃功lochiton scleroxylon) の生立木だけにつく重要 

害虫である。成虫は約9 mIllの円筒形で背面は暗謁色。 1 齢幼虫はC字〕彫 

べ 

I ・‘" ：γ， 
I '",,, 

図-57 Trachyostus 帥anaens!sの食痕 

(Wagner らより） 
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ラリアを通ってタスマニアまで分布する。各種の伐倒木、倒木、火傷木

に穿孔するが、アカシアとユーカリ類によくつく。クインスライドでは

一時的に活力の低下した果樹に穿孔した記録がある。Pノセ舜打ゑ′s schedl

はガーナ、ケニヤ、ナ ジェリア、ウガ ンダなどの熱帯アフ リカに生息す

る。各横種の倒木に穿孔するが、乾害その他で衰弱した生立木を攻撃す

ることがあり、ウガンダでAcγocのか岱声艦欄ああ‘sの立木被害の発生記

録 が ある。 P 獲物7 Strohmeycr はマ ラヤ、 ジャワ、スマ トラに分布 し、

多くは倒木や伐採木に穿孔するが、乾害その他の衰弱木にもつく。ジャ

ワではDQ偽の淳"!αrあ #αの生立木被害が記録されている。マラヤでは

口yem のs錫"海につき倒木、被害木、下手な樋川旨採取による衰弱木、あ

るいはカ ミキ リム シの一種 (β鰭ocem 7咳omαc‘‘‘"畝) の被害木 な どに

よく穿孔する。年間を通じて繁殖し、世代は重複する。そのため食痕内

はいつ も全ての虫態 が見 られ る。 Trod 夢偏れ‘s gたα“解“szs schedl は重

要輸出材のサンバ (Tγzがoc霧棚? sc霧リり′◎1)の生立木だけにつく重要

害虫である。成虫は約 9懲倣の円筒形で背面は暗褐色。 1齢幼虫はC字形

亀‐AM.
空-Puoo,
D」Lo′▼0.
' モoo.

図 一 57 丁rachyostusghanaens 迄 の 食 痕

(Wagner らより)
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で活発で7対の擬脚をそなえる。老熟幼虫は円筒形で擬脚はなく、巣内 

に最も多く発兄されるステージである。推か寄生木を選ひ、辺材に深さ 

2 - 4 ciiiの孔道を掘る。数日後雌が孔道にきて交尾する。この時雄は上 

翅の下面と腹部背面を摺リ合わせ高音を出して雌を誘引するという。交 

尾を終えた雌は材中に孔道を掘リ産卵する。幼虫は7齢を経過し、さら 

に孔道を掘る。 5 ~7 フィートの木は激しい被害を受けるか、 1 -3 フ 

ィートの木は被害を受けない。排水の良い林地は低地の湿った林分よリ 

被害か少ない。直径3 mmの穿入孔とそこから出されるフラスによリ被害 

を探知できる。被皆木は普通枯れないが、食痕による物理的障害や腐朽 

菌による材質劣化被害を受ける。 

⑩キクイムシ科 Scolytidae (bark beetles, ambrosia beetles) 

微小ないし小形。円筒形。赤褐色ないし黒色。頭部は前胸背よリはる 

かに小さく、背面からはほとんど見えない。体は疎な剛毛あるいは密な 

鱗毛に覆われる。触角は球桿状をなすロ前胸背は隆起し、密な微小瓦状 

片をそなえる種類が多い。 上翅は通常点刻列をそなえる。キクイムシの 

多くは樹皮下に穿孔する樹皮下キクイムシと材中に巣をつくリアンブロ 

シア菌を食べて生育するアンブロシアキクイムシとがいる。樹皮下、材 

部や種子中に巣（食痕）をつくり、 ‘夫一妻性、一夫数妻性、一夫多妻 

性の亜社会生活を営む。巣建造のため削リ取った木屠は穿人孔から排出 

されるので、これらの虫の加害を知る目安となる。食痕は種によって一 

定しているので、同定の標徴に便われることか多い。 

Chaetopfehus vestiteおMulsant et Reyは地中海地方から西パキスタ 

ンと南西インドまで広く分布し、Piskecea spp に穿孔する。成虫は春に 

脱出し、秋まで新梢と細枝を後食する。その後枝の樹皮下に穿孔し、交 

尾室から2 - 3 Cmの母孔のある双縦孔をつくる。シシリー島ではP/s 

faceaの樹冠の重要害虫にされている。コーヒーキクイムシ（Taph 

m )c/nes u功ae Eggers）は東洋区から日本に分布し、コーヒーの二次 
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で活発で 7対のチ疑脚をそなえる。老熟幼虫は円筒形でテ規脚はなく、巣内

に最も多く発見されるステージである。汐僅か寄生木を選ひ、辺材に深さ

2 ~4cm の孔道を掘る。数 fl後雌が孔道にきて交尾する。この時雄は上

期の下面と腹部背面を摺り合わせ高音を出して雌を誘引するという。交

尾を終えた雌は材中に孔道を掘り産卵する。幼虫は7齢を経過し、さら

に孔道 を掘 る。 5 ~ 7 フ ィー トの木 は激 しい被雪を受けるか、 1~3 フ

ィートの木は被害を受けない。排水の良い林地は低地の湿った*本分より

被害か少ない。直径 3nmの穿人孔とそこから出されるフラスにより被害

を探知できる。被害木は普通枯れないが、食膿による物理的障害や腐朽

菌による材質劣化被害を受ける。

(10)キクイムシ科 Scolytidae(bark beetles,ambrosia beetles)

微小ないし小形。円筒形。赤褐色ないし黒色。頭部は前月句背よりはる

かに小さく、背面からはほとんど兄えない。体は疎な剛毛あるいは密な

鱗毛に覆われる。触角は球梓状をなす。前胸背は隆起し、密な微小瓦状

片をそなえる種類が多い。ヒ遡は通常点刻列をそなえる。キクイムシの

多くは樹皮下に穿孔する樹皮下キクイムシとずみドに巣をつくりアンプロ

シア菌を食べて生育するアンプロシアキクイムシとがいる。樹皮下、材

郡や種子中に巣 (食痕 ) をつくり、一夫一妻性、一夫数妻性、一夫多妻

性のり巨社会生活を営む。巣建造のため削り取った木屑は穿人札から排出

されるので、これらの虫の加害を知る目安となる。食辰は種によって-

定しているので、同定の機徴に使われることか多い。

C/zqefoPfβ/z‘rsむ凝縮縦 Mulsant et Rey は地 中海地 方か ら西パ キス タ

ンと南西インドまで広く分布し、Pi財α“"spp に穿孔する。成虫は春に

脱出し、秋まで新梢と細枝を後食する。その後枝の樹皮-ドに穿孔し、交

尾 室か ら 2 ~ 3cm の母孔 のあ る双縦孔 をつ くる。 シシ リー島ではPな‐

超α"の樹 冠 の 重 要 害 虫 に されて い る。 コー ヒー キク イム シ (71砂た‐

知り'物乙!s co扉ぽ健 Eggers) は東洋区か ら日本 に分布 し、 コー ヒーの二次
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」1舌虫であるが、多食性て各種の双了菓樹木の新梢と細技に穿孔する 

twig borerである。通常落枝につくが、活力の低トした牛立木にも被 

告が発ノ1 する。マラヤでは急に強いI-I射を受UたJnfs,ap"k”マbamm幼 

齢林でかなリの枯損か発生したことがある。 一夫一妻性。食痕は単親孔。 

卵は卯塊として孔道内に産みつけられる。新成虫は通常穿入孔から脱出 

し、 まれに独自の脱出孔をつくる。マラヤでは世代か重複し、常時各虫 

態か見られる。7' lursulus Schedlはボルネオとマラヤに生息する 夫 

－・妻性の細枝の穿孔虫である。マラヤではDり,0加ル)7"5 alo))ia/lCaの移 

植木に穿孔したことがある。習性は前種に似る。払加Cr3/f)ノmhパmmI 

β加nae Stebbingは東洋区原産であるか、マンコの栽培地に広く分布す 

る。イントネシアではマンコと他の数樹挿につき、通常粘死木や枯死」 

Iii」の枝の肘皮下に穿孔するが、マトラスでは生新梢に入った記録がある。 

断は交尾室に卵塊で産卵し、貯化幼虫は個々に尉皮下を食害する。数週 

間で発育し、世代は重複している。H，ゃ0meneinus bI 1)/GulfsEkhhoff 

は東洋区と人洋州に広く分布する。多くの双子菓樹木の新梢と細枝につ 

き多食性である。通常落粘枝や死枝につくか、マラヤでは苗畑や新植造 

林地のCasucn ecu quiset加ha, Diyobalanops a)Vi)lut/w，マホカニーci) 

苗木や移植木を加害する。雌は細枝や新梢の中心に不規則な縦孔を掘り、 

卯塊を産下する。幼虫は孔道内で共同生活し、蛹は孔道内でフラスの栓 

を詰めて一定の問隔で1列に並んでいる。新成虫は穿入孔から脱出する。 

一夫多妻性。紺は者命か短く、個体数か少なく、また飛翻h幻Jがなく普 

通巣から脱畠せす、巣内で姉妹と交尾する。 1 世代は数週間で繁殖を繰 

り返し、世代は重複する。H diniorphees Sched! はマラヤに生息し、A 

CC/C/C aunciela加1)17/Sの新梢や細枝に穿孔し玖命的な被告をあたえる。 

生態は前名とほとんど同じてある。チヒコキクイムシ（II endetus 

\?\Iesi wood）は熱帯、亜熱帯各地に分布し、日木にもノ1 息する。食性は 

多様て乾燥細枝、不健全木の樹皮、キノコ、果柄、乾燥コーヒー豆、キ 

シラミの虫えい、画板、合板、木の表紙などにつく。森林では主に落枝、 
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性害虫であるが、多食甘て各種の双了票樹木の新柏と#1--枝に穿孔する

twlg borerである。通常溶接につ くが、岳力の低下 した牛立木にも被

告が発′1:す る。マ ラヤでは急に強いト嶋 ,ナを受 けた′“fs′"P‘!/ei′?oo〃zm 幼

齢林でかなりのふき,損か発生したことがある。 -夫- 女性:。食痕はけー縦孔。

卵は卯塊として孔道内に産みつけられる。新成虫は通常穿人孔から脱出

し、まれに独自の脱出孔をつくる。マラヤでは"L札か市捜し、常11寺各虫

態か兄 られ る。 71/〃脱げ〃 Schedl はボル ネオ とマ ラヤ に生息す る ‐夫

一 表性の細枝の穿孔虫である。マ ラヤでは劫っのる(承り20Ps "r‘'〃ぞmm の移

植木 に穿孔 したこ とがあ る。習性 は前種 に似 る。 "彫りα"〕/′"/′たg mm ト

ガ舵だ〃βStebb1ngは東洋区原産であるか、マンコの栽培地に広く分布す

る。イントネシアではマンコと他の数種軽重につき、通常枯死木や枯死‐ゴ

前の枝の樹皮下に穿孔するが、マ ドラスでは生新科すに入った記録がある。

==rは交尾室に卵塊で産卵し、堀化幼虫は個々に鮒皮下を食害する。数週

間で発育 し、 11日〔は重複 してい る。 H妙α/′eiだノ“とぼ ム′i72〃〃′△ Richhoff

は東洋1又と人洋州に広く分布する。多くの双子葉樹木の新柄とネロ1枝につ

き多食性である。通常溶枯枝や死枝につくか、マラヤでは椿畑や断れ自造

林 地 の C婚 姻ノ′′留 学fzse′脆 /′",D ′)'の "/僻めのも "'℃m 〃′′c‘ぞ, マ ホ カ ニ ー の

-1-11木や移植木を加害する。雌は細枝や新村~の中心にイ・規則な縦孔を掘り、

卵塊をガヒドする。幼虫は孔道内で共同生活し、蟻は孔道内でフラスの栓

を詰めて一定の間隔で 1列に並んでいる。新成虫は穿入孔から}1態セーする。

--六多女性。雄は寿命か短く、ィ固体数か少なく、またブ炎糊能ノJがなく普

通巣から脱出せす、巣内で玖甫婚、と交尾する。 1世代は数週間で繁殖を繰

り返 し、世代は重複する。月 ゐmmP 殻岱 Schedlはマラヤに生息し、!L

mcm 〃′rr′c沼口頻りrmはの新梢や縄枝に穿孔 し致命的な被告をあたえる。

生態は前者とほとんど同 じてある。チヒコキクイムシ (H e瀬山毎s

Wcslwood) は熱帯、亜熱帯各地に分布し、 u不にも′L息する。食札は

多様て乾燥細枝、不健全 ・の樹皮、キノコ、果柄、乾燥 コー ヒー豆、 キ

シラミの虫えい、画板、合板、木の表紙などにつく。森林では主に諮枝、
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新梢や細枝、移植木を加害し、力カオの苗を粘損させたことかある。マ 

ラヤではDり,obalanop5 aroma/ic乙， マホガニー，チークの苗木や移植木 

の細枝や新梢に穿孔し、かなリの被害を与えている。雌はよく集厳から 

穿孔し、細粉末状のフラスを排出する。食痕は小枝では単縦孔で、太枝 

では樹皮下に不規則な分岐孔をつくる。幼虫は共同生活する。新成虫は 

親のつくった穿人孔から脱出する。－一夫多妻性。雄は個体数が少なく寿 

命が短く、飛翔不能で生れた巣から離れない。若い雌は暗く涼しくなっ 

てから飛翔し、灯火に飛来する。数週間で成虫になリ世代は重複し、成 

虫は常時活動する。Hplパlun-s Westwood は体長1 5 - 2 nm 'の小さなキ 

クイムシで、熱帯アフリカからインドとマラヤに分布する。多食性で 

Cadre/a odorata, Ceiba pentandra, Dryoba/anclos aromatica,マンゴ、 

メリナ、チーク、マホガニー、争On請as nionibin, Termina/la ivoi en 

sic、力カオなどの不健全苗木や細枝につく。 1 世代は3 -S 週間て継 

続して繁殖し、世代は重複する。幼虫は新梢全体に伸ひた孔道内で共同 

生活する。早魅、薬害、傷害で哀弱した苗木に激舌が起き、カーナて 

80％を越える苗畑被害の発生したことがある。ゆs ca//ignゆんis Ger 

mar (= I in/ers/i/ialis Eichhoff) はアメリカ原産てあるが、第二次大 

護響’ ,
 

図-58 Ips !ongifolla の食痕（Beeson より） 
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新柄や細枝、移植木を加害し、カカオの苗を木材キーさせたことかある。マ

ラヤでは D かの "ね'のめsαmm 頑な4 マ ホガニー , チークの iyl木や移植水

の細枝や新刊すに穿孔し、かなりの被害を与えている。ー叫ばよく栄服から

穿孔し、細粉末状のフラスを排出する。食痕は小枝では単縦孔で、大枝

では樹皮-下に不規則な分岐孔をつくる。幼虫は共同生活する。新成虫は

親のつくった穿人孔から脱出する。一夫多妻性。雄は個体数が少なく寿

命が短く、飛期不能で生れた巣から離れない。若い雌は暗く涼しくなっ

てから飛翻し、灯火に飛来する。数週間で成虫になり世代は重複し、成

虫は常時活動す る。 HD 裕辺 ?侍駅′estwood は体 長 1 5~ 2mm の小 さなキ

クイムシで、熱帯アフリカからインドとマラヤに分布する。多食性で

Cg メメe超 od併記ね ,C 似る" わの栃α77〆針α,D り′ob〆"“dos qrの72鰭にα, マ ン ゴ、

メ リナ 、 チ ー ク、 マ ホ ガ ニ ー、 SPoizdz 磯 川の'通痴 ,71好〃〃'?"#" かの 87ト

雑、カカオなどの不健全苗木や細枝につく。 1 世代は 3~ 5週間てね*

続して繁殖し、世代は重複する。幼虫は新ネ~全体に伸びた孔道内で共同

′ヒ宿する。早魅、薬害、傷害で衰弱 した苗木に教書が起き、ガーナて

80% を越える -釣畑被害の発生 したことがある。ゆs c""神竹がms Gel‐

mar( ニヱブ川の瀞/揃お Eichhoff) はアメリカ原産てあるが、第二次大

図一 58 ′ps !ong′fo′iaの食痕 (Beeson よ り)

-119-



戦中に松材についてフィリピンのルソン島に侵入定着し、山火事跡地の 

ケシアマツ林で集団枯損を発生させている。穿入孔は主にj早皮部につく 

られ、流出した樹脂によりピッチチューブができる。食痕は放射状孔で 

交尾室を中心に3 -,-5 本の母孔をつくる。幼虫は母孔から縦に孔道を掘 

って摂食し、先端に蛹室をつくる。I. longifolia Stebbing は イントとパ 

キスタンの標高700-3,000mのヒマラヤ地方に分布し、Abies pin請，to, 

Cednお鹿odara, Thceci smilinana, Pin,昭gerardiana, Pgr巾I/fli, P nn一 

burgh/iなどに穿孔加害する。枯死木や倒木の樹皮下で繁殖するが、生 

息密度か高まるとI7i木や若本を攻撃して枯損させる。一・夫数妻性。樹皮 

下に交尾宇を中心にして約3木の司孔をつくる。幼虫孔の先端に蛹室を 

つくる。標高の高いところでは1年1世代てあるか、低所では4 世代で 

ある。タイには旧北区に広く分布するl sexdenlatiパBoernel とマツノ 

ムツパキクイムシ（I acunzinatz侍Gyllennhall) が生息し、ケシアマツ 

とメルクシマツの樹皮下につく。Ips 属はョーロッパや北アメリカで森 

林害虫として重要な樹皮下キクイムシを多く含む。PhんCOsi)iiパ aide, 

Perris は 南部ョーロッパからキプロス、ケニヤ、タンザニカ、ウガンダ 

などの東アフリカまで分布し、熱帯地方では標高のいくふん高いところ 

に普通で、Ciゆressitsや戸m ゆe ,'i お と近縁属の針葉樹につく樹皮下キクイ 

ムシである。加害樹はCup ressus lusilanica, C , macro caipa, C . tone/osa, 

Jieniperuspelidissima, J /n'ocera, Sequoia wellington ia,刀neja occiden 

Jails, T orienta,lsである。普通は丸太、枯死直後の立木に穿孔するが、 

乾害木、火傷木や（】切yneum Cald加aんやMonoc加etia unicorn is菌 に侵 

された病害木を加害する。成虫は細枝を後食する。一夫一妻性。食痕は 

小さな交尾室から両方向の剃表面に仲ひた縦の母孔と、ここから伸びる 

幼虫孔と蛹室からなる。卵は田孔壁につくられた小孔に1粒ずつ産下さ 

れる。ョーロッパ北部では年1回、南部では2回の発生であるか、熱帯 

アフリカではこれより多くなる。Phloeotrib,だ scarabaeoides Bernard 

は南ョーロッパから北アフリカに分布し、0/ca europaea の 二次性樹皮 
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戦中に松材についてフィリピンのルソン島に侵入定着し、山火事跡地の

ケシアマツ林で集団杜i損を発生させている。穿入孔は主に厚皮部につく

られ、流出した樹脂によりピッチチューブができる。食癌は放射状孔で

交尾室を「ト心に 3~5 本の母孔をつくる。幼虫は母孔から縦に孔道を掘

って打1食し、先端に師室をつ くる。/.あれg帆〆畝 Stebblngはイントとパ

キスタンの標高 700~3,00om の ヒマラヤ地方に分布 し、 Ab だs Pm あかり,

Cedr 那 α8od 研修,Ace α s擁立ん〆α“",Pz 似岱 gem メ汝α“",′〕gz が′似るF ro矛

加増屑ずなどに穿孔加害する。枯死木や倒木のネ削成下で繁殖するが、生

息密度が高まると苗木や若木を攻撃してネ古損させる。一夫数妻性。樹皮

‐ドに交尾室を中心にして約 3木の母子Lをつくる。幼虫孔の先端に姉室を

つくる。標高の高いところでは 1年 1世代てあるか、低所では 4世代で

あ る。 タイには旧北区に広 く分布す る′,照エメβ'⑦′"′7‘s Boerne1 とマツノ

ムツバ キクイム シ (ヱ‘mm “〃破婚 Gyllennhall) が生息 し、ケシアマツ

とメルクシマツの樹皮下につく。炉s届はヨーロッパや北アメリカで森

林害虫として重要な樹皮下キクイムシを多く含む。P粥"('~z""s ""彰′

PerrIsは南部 ヨー ロッパか らキプ ロス、ケニヤ、 タンザニカ、 ウガ ンダ

などの東アフリカまで分布し、熱帯地方では標高のいくふん高いところ

に普通で、 C′のress′‘ぶりばれzperzfsと近緑属 の針葉樹 につ く糊 皮下キクイ

ム シ で あ る。 加 害 樹 は C〃かぜss婚 幽霊如煎じ",C. “?"c幻鯛 物〃,C. 加川 /osα,

た “夢どれfsたα協力ssf'“〃,ノ Procem,Seqzmzq wg//mg ′o722α,7727〃"ocode “‐

′ば内,Torとのz加島である。普通は丸太、枯死直後の立木に穿孔するが、

乾雲木、 火傷木や CD'y概棚 2 cq 前"/eや掴 o'2oc叡山 " 〃mco γm 認 iに侵

された病害木を加害する。成虫は細枝を後食する。一夫一妻性。食1良は

小さな交尾室から両方向の勅表面に伸びた縦の母孔と、ここから伸びる

幼虫孔と鰯室からなる。卵は!勾孔壁につくられた′j・孔に 1粒ずつ産下さ

れる。ヨーロッパ北部では年 1同、南部では 2回の発生であるか、熱帯

アフ リカ で は これより多 くな る。 P腸oeofrz山rs sc〃'"粥 eozdβs Bemard

は南 ヨー ロ ッパ か ら北 アフ リカに分布 し、 0′m B"川の郷 "の二次性樹 皮

-120-



下キクイムシてある。通常折れた枝か不健全の枝で繁殖する。成虫は細 

枝の分岐部、葉柄の基部、花序を後食し、他の二次性病害虫の侵入を促 

進する。年2 -3 世代。一夫一妻性。食痕の交尾室は明瞭、母孔は横に 

つくられる。月加gcues scttus Blandlord は イントとパキスタンのヒマ 

ラヤ地域に分布し，普通Am侍－griりit/i/iの樹皮下に穿孔するか、Cedrus 

deodura, Picea smitinana,Rm バgerardiana, P roxburgh,,にも穿孔する。 

雪、山火事、雷、熊などによる被害木の樹皮下に普通に穿孔する二次」1 

'1虫てあるか、山火事跡地などで生息密度を高めると健全若木を攻撃す 

ることがある。一夫多妻性。巣は枝や小径の樹幹につくられる。食痕は 

放射状孔で、雄は中史の交尾室に住み、そこから放射状に伸びた約5木 

の刊孔に1匹すつの雌が住む。標高2,000mの場所では世代長は約2 か 

月て年4 世代を繰リ返す。乃加Jj)hthorus sainpsoni Stebbrngはインド 

とパキスタンのヒマラヤ地域に生息し、Pin us gnffit/n‘に穿孔する。 

乃り’ogenes sdi/us B1andford やPo加rゅ/?us fliajO)' Stebbing などと共に 

雪害木、火傷木、乾燥害木、獣害木などの樹皮下につく二次性の穿孔虫 

である。一夫多妻性。食痕は放射状孔である。Pbbgnゆhl恰 majoi 

Stebbing はインドとパキスタンのヒマラヤ地域の標高約3,000m以上に 

分布する。 この属のキクイムシは複眼が上下に二分する。Cedrus 

deodaiaと乃tea sinitluanaの樹皮下で繁殖しPm,背即切mliにとくに多 

く、Rり'0g」enes sc//usやその他のキクイムシと共同加害する。火傷木や 

他の被害木につく二次性穿孔虫であるが、健全な若木に大量攻撃するこ 

ともある。一夫多妻‘目二。食痕は中央の交尾室から3 -S 木の母孔が放射 

状に伸びる。それぞれの母孔には1頭ずつの雌が生息している。幼虫孔 

は樹皮下に伸び、先端に蛹室をつくる。中標高の所では春の成虫の出現 

は4 月からで, 世代長は7 -10週間、年4 回の発生である。Potyg 

rap/ms tEn? Stebbingはインドとパキスタンのヒマラヤ地帯に分布し、 

乃n/IS g17ff/ti//Fに最も多く、A b/es 功ectab,iis, Cednバ庇odam,Pcea 

snutinana の樹皮下で繁殖する。Pむ0genes scitiお，P01y1it?ph/Ismajoγや 
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下キクイムシてある。通常折れた枝か不健全の枝で繁殖する。成虫は細

枝の分-岐部、栄何の基部、花序を後食し、他の二次性病害虫の侵入を促

進す る。年 2 ~3 世代。一夫一妻性。食痕の交尾室は 11月1際、母孔は横 に

つ くられ る。 P砂 oge"然もczfzfsB1andford はイ ン トとパ キスタンの ヒマ

ラヤ地域 に分布 し, 普通 P‘72"sg‐“扉蕩々 "の樹 皮下に穿孔す るか、 Cedγzfs

deo""' “,Pice α s7727ごね粥72口,月 形は gem フロメの 2‘7,P 知ズ加 増 /〃‘に も穿 孔 す る。

雪、山火事、雷、熊などによる被害木の樹皮下に普通に穿孔する二次1牛

乳虫てあるか、山火事跡地などで生息密度を高めると健全若木を攻撃す

ることがある。一夫多妻性。巣は枝や小径の樹幹につくられる。食痕は

放射状孔で、雄は中央の交尾室に住み、そこから放射状に伸びた約 5オ・

の燭孔に 1匹すっの雌が住む。標高2,ooom の場所では世代長は約 2か

月て年 4 世代を繰 り返す。P物妙ねf肋γ縦 縞“2P切ればStebb・ngはインド

とパキスタンのヒマラヤ地域に生息 し、錫粥‘sgγ扉z豹"に穿孔する。

Pありgeれes sdr‘‘s B1andford や Poも翌招か7zfsm りor stebbing な どと共 に

雪害木、火傷木、乾燥害木、獣害木などの樹皮下につく二次性の穿孔虫

で あ る。‐一夫 多妻 性。 食 癌 は放 射 状 孔 で あ る。 PDらg7俊P化‘s '??"卸 r

Stebblngはインドとパキスタンのヒマラヤ地域の標高約3,00om 以上に

分布す る。 この属のキクイムシは複眼が上下に二分する。Ce露 z′s

走り〆";" とPにm s'izダル′の7αの樹 皮下 で繁殖 しP加婚 g7坊抜けに と くに多

く、Pぬ′ogのzesscmfsやその他のキクイムシと共同加害する。火傷木や

他の被害木につく「次性穿孔虫であるが、健全な若木に大量攻撃するこ

ともある。一夫多妻性。食痕は中央の交尾室から 3~5 水の母孔が放射

状に伸びる。それぞれの母孔には 1頭ずつの雌が生息している。幼虫孔

は樹皮下に伸び、先端に鰯室をつくる。中標高の所では春の成虫の出現

は 4 月 か らで , 世代長 は 7 ~10 週間、年 4 回の 発生 で あ る。 Po加g‐

′碍りた那 加7〃 Stebbing はイン ドとパ キスタンの ヒマ ラヤ地帯 に分布 し、

月′msg"# ぜ/?〃に 最 も多 く、 A 弱es 妙にねる汝s,C 司れ‘s deo叱 7〃,Pzcm

別け豹mm の樹 皮下で繁殖す る。自ら′oge“es scz数s,Poも翌mめゐ′′s m ののや
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その他のキクイムシと共に生息する二次性のキクイムシであるか、P 

2)10)0γよりは少し遅れて穿孔する。一夫多妻性。巣は枝よりも樹幹につ 

くられることが多く、食痕は前種のものに似る。PbノJig)岫li/is lienclu 

Stebbitig は西パキスタンの山地に生息し、Pin/IS gerardia noの樹皮下キ 

クイムシである。暑い乾季て活力の低下したマツに大量攻撃し枯死木を 

発生させる。一夫多妻性。食痕は樹皮下の木部表面の交尾室から縦に伸 

びた2 -4 本の母孔と蛹生て終わる幼虫孔からなる。年数世代を繰リ返 

し、越冬は幼虫と成虫態で行う。5ccケbJp危り，l応属は熱帯アフリカ、マ 

ダガスカル、東洋区、日木に分布する。約40種が知られている一夫一妻 

性のアンブロシアキクイムシである。食痕は木の横断面で分岐した孔道 

を掘リ、幼虫はその孔道の上下に個室をつくり、そのなかて生長してそ 

のまま蛹化する。赤道地方では年を通じて繁殖し、世代は重複し、いつ 

も各虫態か見られる。落枝、病害枝、小径の樹幹などに穿孔繁殖する。 

ー般に寄i二選択かないか、マラヤ、サラワク、タイに生息するS. born 

あ’ciniパBrowne はフタバガキ科を好み穿孔する。生立木をはとんど加 

z l y 

■ 
十 

図-59 Scolytoplatypus siwaikensis 

左食痕右幼虫室内での発育（Beeson よリ） 

害しないか、S eutornoi'des Blandfordはイントネシアでコムノキ健全木 

についたことかある。Scolybiパmajor Stebbingはイントとバキスタン 

のヒマラヤに分布し、Ce diiバ deo‘なmの倒木や不健全の樹皮下に穿孔 

する。しかし餌か豊富になると生息密度を高め、若木への枯損被害を発 

生させる。ー夫ー妻性。樹幹と枝に穿孔し、母孔は縦1木。個々の幼虫 

孔は蛹室て終わる。好条刊 ドでは約10週間で親になり、年4 回の発牛。 
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その他のキクイムシと共に生息する二次性のキクイムシであるか、P

〃?似αよりは少し遅れて穿孔する。一夫多妻性。巣は枝よりも樹幹につ

くられることが多 食痕は前種のものに似る。Po収奪ロメ2′fs“のに膚

Stebbing は西パ キスタンの山地に生息 し、′フ海胆 津留 'mm2 αの樹皮下キ

クイムシである。暑い乾季て活力の1止下したマツに大量攻撃し枯死木を

発生させる。一夫多妻性。食痕は樹皮下の木部表面の交尾室から縦に伸

びた 2~4 本の母孔と師室て終わる幼虫孔からなる。年数世代を繰り返

し、越冬は幼虫と成虫態で行う。Sのろ'Zop腐り変悠属は熱帯アフリカ、マ

ダガスカル、東洋区、日木に分布する。約40種が知られている一夫一妻

性のアンプロシアキクイムシである。食痕は木の横1折面で分岐した孔道

を掘 り、幼虫はその孔道の上 下に個室をつくり、そのなかて生長してそ

のまま師化する。赤道地方では年を通じて繁殖 し、世代は重複し、いつ

も各虫態か兄られる。洛枝、病害枝、小径の樹 -:-↑などに穿孔繁殖する。

一般 に寄 主選択かないか、マ ラヤ、サ ラワク、 タイに生息す るS.卿 7作

物rmzfs Browne はフタバガキ科を好み穿孔する。生立木をほとんど加

図 一 59 Sco′ytop′atypus s′wa′kensis

左 食痕 右 幼虫室内での発育 (Beeson より)

害 しないか、S e用の〃oばdes B1andford はイ ン トネシアでゴムノキ健全木

につ いた こ とかあ る。 Scoあれ鰐 '〃qior stebbing はイ ン トとパ キスタン

のヒマラヤに分析 し、Cedms deo加地の倒木やイ・健全の樹皮下に穿孔

する。しかし毎日か豊富になると生息密度を高め、若木への村“餅残害を発

生させる。一大一妻性。樹幹と枝に穿孔し、母孔は縦 1本。個々の幼虫

孔は蛸室て終わる。好条例′下では約10週間で親になり、年 4回の薬年。
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l -SQ Sphaerotrypes siwaIikenss 

成虫（体長約33mm)(Beeson より） 
潟『 

助haerotrypes szwabkensis Stebbingはイント、ノぐキスタン、 ミャンマ 

ーに生息する樹皮ドキクイムシて、Sho sea mbusmと同属の樹種につく。 

とくにカミキリムシの一種（I-Joplocerambyx ゆln?co, n司 による被害 

木やPb加ores slioreaeによる菌害木に穿孔し止めをさす。中部インドで 

は連続して繁殖し、世代が重複する。最小世代長は6 ~7 週間である。 

一夫一弘竹。食痕は長さS emの単縦孔で個々の幼虫孔は交尾主で終わる。 

X 〕鹿bones属 とその近緑のキクイムシは極端な一大多妻性のアンブロシ 

アキクイムシて材部に巣をつくる。雄は個休数か非常に少なく、短命、 

休か軟弱で後超は退化し、飛翔能力がなく、通常生れた巣から離れない。 

町［成虫は羽化した巣内で交尾受精し、単独で営巣繁殖する。X 

(lestruens Blandfordはマラヤ、サラワク、パプア、ソロモン諸島、フ 

、 

、 

図ー引 Xy!ebonis destruens の食痕（日eeson より） 
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図 一 60 Sphaerot 「ypes siwalikensis

成虫(体長約33mm)(Beeson より)

SP 徹 虜〃力めβS sw 郷ぞたのzszs stebb ・ng は イ ン ド、 パ キ ス タ ン、 ミャ ンマ

ーに生息する位i皮下キクイムシて、S′2リノ郡 'の彰嬉 と同嵐の樹種につく。

とくにカ ミキ リム シの一種 (品物わ"'〃'"01ぼり′7zzcのノ?〆s) に よる被害

木やPoもの伊関 靴のme による菌省木に穿孔し止めをさす。中部インドで

は連続 して繁殖し、世代が重複する。最小世代長は 6 ~7 週間である。

一大一ませ。食ま1走は長さ 5cmの単縦孔で個々の幼虫孔は交尾室で終わる。

X閉めoms属 とその近緑のキクイムシは極端な一大多妻性のアンプロシ

アキクイムシて材部に巣をつくる。雄は個体数か非常に少なく、短命、

体か軟弱で後畑は退化し、飛期能力がなく、通常生れた巣から翻れない。

雌成虫は羽化 した東内で交尾受精し、単独で営巣繁殖する。X

ぬ "γ〃の7s B1andford はマ ラヤ、サ ラワク、パプ ア、 ソロモ ン諸島、フ

図 一 61 Xy′ebo「us destruens の食 痕 (Beeson よ り )
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ィシーに分布し、通常各樹種の倒木や丸太に穿孔する。食痕は木の横断 

面につくられた分岐孔て共同孔はない。孔道は横断孔で連絡しているこ 

とかある。年問を通して繁殖し、世代は重複し、成虫は常時活動する。 

シャワの乾期が短いか、あるいはない地力ではチークの重要害虫になっ 

ている。x ルJり7'gincus Fabricius は熱帯・iIIl熱帯各地に普通に生息す 

る。各樹種の倒木やt'iタヒ木に穿孔する。ウガンダとブラジルではコム採 

取木を攻撃した記録かある。食痕は不規則な分岐孔を木の1縦断面につ 

くるが、共同孔を形成しない。年を通して繁殖し、世代は重複する。雌 

成虫は常時穿孔し、時に生立木を攻撃することがある。X, hjiaieus 

Schedl はフィシーに生息するアンブロシアキクイムシである。木来双 

子菓樹木の小径の樹幹や技に穿孔するが、マホカニーの活着前の幼木が 

攻撃され、とくに生長期に植林された林に被告が多い。xカ'oflic(IlUs 

山chhoff は 東洋区と太洋州に広く分布する。各種の双r樹木の伐採木、 

H 汐L木や－ー時的に不健康になった小径木のMt幹や枝につく。トウコマや 

茶の我培地の有名害虫で、A lbノzw Jo/ca/aria, GrovE/eu robus加 メリプ二 

&hICたhera oleosaの生立木に穿孔した記録がある。世代長はスリラン 

カては6週間、マラヤでは5週間である。X gravidus Bland拓川 はイン 

ドとバキスタンに分布する。小径の樹幹と枝材て繁殖する頑強なアンブ 

ロシアキクイムシてある。木の横断面に分岐孔をつくリ、 1 -2 木の縦 

孔をつくることか多い。普通丸太あるいは枯死直前の枝材に穿孔するか、 

パキスタンではマホガニーの幼齢木を加害した記録かある。X.per 

d 

図-62 Xyleborus perforans の食痕（Beeson より） 
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ィシ- に分布し、通常各横林の倒木や丸太に穿孔する。食痕は木の横断

面につくられた分岐孔て共 }i7拝しはない。孔道は横断孔で連絡しているこ

とかある。ィHfliを通して繁殖 し、世 f は重複し、成虫は常時活動する。

シャワの乾期が短いか、あるいはない地方ではチークの市要害虫になっ

てい る。 X た“′増加 e脂 FabriciLtsは熱帯 ・軸熱帯 各地 に普通に生 息す

る。各ォ皇援軍の倒木や枯死木に穿孔する。ウガンダとブラジルではゴム係

取木を攻撃した記録かある。食痕は不規則な分岐孔を木の 1縦断面につ

くるが、共同孔を形成しない。年を通じて繁殖 し、世代は重複する。雌

成虫は常時穿孔 し、時に生立木を攻撃することがある。×,毎〆"'′m

schedlはフィシーに生息するアンプロシアキクイムシである。木来双

子葉樹木の小径のキ討幹や枝に穿孔するが、マホガニーの活着前の幼不が

攻撃 され、とくに′た長期に植林された林に被告が多い。×万mm 餌硲

E1chhoffは東洋区と大洋州に広く分析する。各種の双子横木の伐採木、

枯死ホベ』「1寺的に不健康になった小径木の樹÷今や枝につく。 トウゴマや

茶の栽培地の有名害虫で、 A/か〃" 超を"加川 ,G7で雑物〃 iobz拙超 メ リナ ,

Sc溺愛c/mm 〆の班の生立木に穿孔 した記録がある。 t旦代長はスリラン

カて は 6週間、マ ラヤ では 5週間 である。又 g′"〃/偽rsB1alldford はイン

ドとパキスタンに分布する。小径の樹幹と枝材て繁殖する頑強なアンプ

ロシアキクイムシてある。木の横断面に分岐孔をつくり、 1~2 本の縦

孔をつくることか多い。普通丸太あるいは枯死直前の枝材に穿孔するか、

パキスタンではマホガニーの幼齢木を加害 した記録かある。×.Per

図 一 62 Xyfeborus perforans の食 痕 (Beeson よ り )
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p1111(5 Wollastonは熱帯共通種で、寄主選択性か広く、101)秤以Lの加 

害樹種が知られている。 5 cm以上の枝材や樹幹に穿孔する。通常新しい 

伐採木、切り枝、IIIi死木、製材品につくか、哀弱木、病虫lI；木やコム採 

取木も加害する。 一部の地方では砂糖キピやココアのマイナー害虫とさ 

れている。食痕は木の横断面に不規則な分岐孔をつくるか、支同孔はな 

く、縦孔でつながれる。年問を通して繁殖発育し、世代は市複する。 

X s/In//is Ferrariは太洋州から東洋区さらに熱帯アフリカまて広く分布 

する。各樹種の倒木や不健全木の枝や樹幹に穿孔牛活するか、樹皮に外 

傷のある健全木、樹脂採」I又コムノキなどにも穿孔する。食瓜は不規則な 

分岐孔で共同孔を欠き、主に横断面－1につくられる。年を通して繁殖し、 

世代は市複する。為/osanclnIs (lb/iゆbOides Schedlはフィシーに分布し、 

各樹種の細枝や新梢につくか、［1蔭のマホカニー幼齢追林木に激しい被 

告の発生した記録かある。x (irqua(us Sampsonはスリランカに分布し、 

双子菓樹木の寺旧枝や落枝や倒木の枝に穿孔する二次性穿孔虫であるか、 

時にクスノキ生立木の樹冠の枝を攻撃する。シイノコキクイムシ（x 

co,npacti昭Eichhoff) は西アフリカから熟帯地域を通ってハワイ、フロ 

リダまで分布し、日本にも牛息している。双イ菓樹木の新梢、枝に穿孔 

繁殖するか、普通は枯死直前あるいは切断枝材の二次性穿孔虫である。 

コーヒー、カカオ、アホガトの害虫として〕」~られ、時に苗畑や新植造林 

地の若い樹木を加’書する。Me/ia azeda; ac/iや マホカニーに激しい被害 

か発牛したことかある。またアフリカてはAlIごommJII /1m(Ii eajia 

E ;ita;idrop/i,-agania if/lie, Oc/ii'oina fagiゆ115の幼齢林での被害記録かあ 

る。サクキクイムシ（X. crassa(sca/us iVlotschUlsky）はアフリカから 

太洋州までの熱帯各地と日木にも分布している。非常に広範囲な樹種の 

小径の樹幹と枝材に穿孔繁殖するが、時に大径の樹幹にもつく。普通落 

枝、切断枝、あるいは枯死直前の枝につくか、カーナのAmoImm 

minca/iaや Khaya ivole,isisの 新植 造林地 の 全植林木か被名を受け枯死 

したことがある。食痕は単純な分岐孔を横断面につくる。小径木では嶺 
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た′m′もWollaston は熱帯共通種 で、寄圭選択制-か広 く、 100ず-砂 A IIの加

害樹種が知られている。 5cm以」-の枝秘や独断とに穿孔する。通常新しい

伐採木、切り枝、枯死本、製材品につくか、衰弱木、病 11ゞ;IT木やゴム採

取木もjnr書する。 一部の地方では砂糖キビやココアのマイナー害虫とさ

れている。食痕は木の横断面に不規則な分岐孔をつくるか、iuI-HLはな・

く、縦札でつながれる。年間を通 して繁殖発育し、世人は市復する。

xs 〃i?′/′s1 errar1は大洋州から東洋区‐さらに熱零すアフリカまて広 く分布

する。各樹種の倒木や不健全木の枝やネを居中に穿孔qもするか、f封及に外

傷のある健全木、樹脂採取ゴムノキなどにも穿孔する。食庇ば不親1!-」な

分岐孔で共同札を欠き、-Eに横 1新川i-Lにつくられる。年を通して繁殖 し、

世代は市復す る。又繋osαimr′rsの“夢中縦隊 Schedit まフ ィシーに分布 し、

各樹種の細枝や新村『につくか、日蔭のマホカニー幼辞1合造林木に激しい被

害の発生 した記録か ある。 X 翻りごてαf′ずs samp9on は ス リランカに分布 し、

双子葉樹木の細伎や落枝や倒木の枝に穿孔する二次性穿孔虫であるか、

時にクスノキ生前水の*可冠の枝を攻撃する。シイノコキクイムシ (又

com ぞcf?fsE・cl・hoff) は西アフ リカか ら熱帯地域 を通 ってハワイ、フロ

リダまで分布し、 rl本にもノヒ息している。双子葉樹木の新梢、枝に穿孔

繁殖するか、普通は枯死直前あるいは切断枝材の二次件穿孔虫である。

コーヒー、カカオ、アホガドの害虫として知られ、時に?古畑1や新キー百造林

地 の若 い糊木 を加害す る。脳 e/′〃‘zged"′"‘/′やマ ホガニーに激 しいヂ皮,L

か発生 したことかある。 またアフ リカては 4デぼり′′〃だ" ん/〃似βαノ?〃,

E〃如′ののか/〃“耳"“′〃〃′′セ,0ご/〃の〃?〃 Z"g(〉か′sの幼齢林 での被害記録かあ

る。サ クキクイム シ (又 .cmswrsc 川船 Motsch も1lsky) はアフ リカか ら

ヌ・汗州までの熱帯各地とR水にも分布している。非常に広範囲なそ酎種の

小径の{ゑ庫仝と技杉に穿孔繁殖するが、時に大径の種村1仝にもつく。普通落

枝、切 断 枝、 あ るい は枯 死 直 前 の枝 につ くか、 ガーナの Aifもo〃“?efr

賜の“どの2〃やに加盟 ?ひげ勿ws の新柏造林地の全植林木か彼fもを受け枯死

したことがある。食痕は単純な分岐札を横断面につくる 小径木では横
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孔を掘リ、老幼虫は不規則な幼虫室をつくる。年中繁殖を繰り返し、世 

代は重復し、成虫は常時活動している。xdiscolor Blandlordは スリラ 

ンカ、インド、パキスタン、マラヤに分布し、新梢、細枝、小枝で繁殖 

する。普通は中lli死直前の枝や切断枝材に穿孔する二次性害吐にある、シ 

ャワ、スマトラではコーヒーの、バキスタンではMesu“ル/Teaの害虫と 

されている。またインドとスリランカではChioroxylon swietenea, クス 

ノキ，Gre villea robiおlet, Toona cihataの不健全な枝を攻撃したことか 

ある。 

2 ）ハエ目（双翅目）D中tera (flies,gnats,midges,mosquitoes) 

（概要は虫えい害虫の項参照156頁） 

(1）ミバェ利 Trypetidae (fruit flies) 

成虫は小形ないし中型。翅には明瞭な斑紋がある。頭部は半球形で短 

い。額は幅広く、下額眼縁剛毛は眼縁に近く位置する。鬚剛毛はない。 

触角は短く垂下し、触角剛毛は背縁基部の方に生し、無毛か有毛。複眼 

は大きく青色の光沢をそなえる。翅は大形て普通濃色の斑紋をそなえる。 

Sill！前縁脈は末端近くで鋭く前方に曲リ、基生と臀室か存在する。脚は中 

庸の長さ。腹部は普通4 -S 節、産卯管は数節からなリキチン化して突 

出する。幼虫は前方に細まリ、後力で裁断されたウジムシ型。前気門は 

14-36の葉片からなリ、後気門は尾端に3個で、左右各不平わに横列す 

る。食性は多様で、菊科植物の花頭に寄生するもの、葉に潜人するもの、 

虫えいや小枝に食入するもの、種子莢・種子・ナッツの殻内に生息する 

もの、果実や野菜類に食入するものなどであるが、森林害虫としてはタ 

ケノコにつく種類か知られている。全世界から約70属4,000種が知られ 

ている。 

Chaetellzpsis paradoxa はインドで、Banibusa berman teaと他の種類 

のタケノコに被害をあたえる。モンスーンの成長期初めに節の外側に穿 
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孔を掘り、老幼虫は不規則な幼虫室をつくる。年中繁殖を繰り返し、世

代は重複し、成虫は常時活動している。又 dis乙o/“ B1andlordはスリラ

ンカ、 イン ド、パキスタン、マ ラヤに分布 し、新梢、綱枝、小枝で繁殖

する。普通は枯死直前の枝や切断枝材に穿孔する:次性害虫てある、シ

ャワ、スマ トラではコー ヒーの、パ キスタンでは脳 ewm た rrm の害虫 と

されている。 またイン ドとス リランカでは C/2′pro梯′/‘'i7sw迄rei?m, クス

ノキ,Gre 〃‘′‘e"γの !fsfq, oの7α c中破"の不健 全 な枝 を攻撃 したことか

あ る。

2) ハ エ 目 (双 麹 目 ) D-ptera(f--es,gnats,m-dges,mosqu-toes)

(概要は虫えい害虫の項参照156頁)

(1)ミバエ不一 Trypetidae(frult files)

成虫は小形ないし中型。矧には明瞭な斑紋がある。頭部は半球形で短

い。額は幅広 く、下額眼緑欄毛は眼緑に近く位置する。髪剛毛はない。

触角は短く軍下し、触角剛毛は背縁基部の方に生し、無毛か石毛。複眼

は大きく青色の光沢をそなえる。逓は大形て普通膿色の斑紋をそなえる。

1--i前縁脈は末端近くで鋭く前方に田川、基室と腎室か存在-する。脚は中

庸の長さ。腹部は普通 4 ~5 節、産卵管は数節からなりキチン化 して突

出する。幼虫は前方に細まり、後方で裁断されたウジムシ!玉ii。前気門は

14~36 の葉片からなり、後気門は尾端に 3個で、左右各不平行に横列す

る。食性は多様で、菊料植物の花頭に寄生するもの、粟に椿人するもの、

虫えいや小枝に食入するもの、種子英・種子 ・ナッツの殻内に‘L息する

もの、果実や野菜類に食入するものなどであるが、森林害虫としてはタ

ケノコにつく種類か知られている。全世界から約70属 4,000種が知られ

て い る。

C棚可e‘/?お !s Pの俊加工"は イ ン ドで、月α排卵溜 卿 mm77 た"と他の種類

のタケノコに被告をあたえる。モンスーンの成長期初めに節の外側に穿
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孔する。推は体長約6 mm, Chelyopliom cemlitina Bezzi はイントとパ 

キスタンに分布し、幼虫はピンク色を帯ひた灰色で DendiOtd/fJfl7US 

strictiパ、とくに Olethreietes 加lctgra)flni“に食われたタケノコの軟ら 

かい組織を完全に食う。東パキスタンの竹の重嬰害虫てある。C s/nato 

Fi oggattは南インドとスリランカに分布し、Balbusa Ut砲(1? ?Sと 

Dendrocata,nus sine/itsの新梢につく。幼虫は緑色のタケノコに孔道を 

掘り、軟らかい組織を完全に食う。 

3 ）チョウ目（鱗翅目）Lepicloptera （概要は食菓竹活虫の項参flfi24頁） 

(1）コウモリガ科 Hepialidae （帥ost moths,swift moths) 

成虫は中型で太く有毛。暗色ないし鮮明色。頭部は小さく右毛、触角 

は短く数珠状、推ではしばしば櫛歯状になる、単眼は欠くか痕跡的で毛 

の下に隠れる。ロ器は痕跡的でほとんど食物を取らない。 下唇鬚は小さ 

い。脚は弱く距棟を欠き、推の後脚は大きな毛房をそなえる。埋はやや 

細長く、瞥脈は退化し、超垂は細長く翅棟を欠く。腹部は長く人型。幼 

虫は円筒形で多少皺ずけられ、白色または黄色味を帯ひるか、あるいは 

暗色、褐色の小瘤から剛毛が生じ、頭部は長いか球状で2列に並んだ3 

個の単眼をそなえる。胸脚は3対、腹脚は尾脚を含めて5 対。世界から 

約80属600種が知られ、南半球とくにオーストラリアに多い。成虫は飛 

翔しながら卯を地上にまき散らす。幼虫は1年性や多年性の草木や木木 

植物の根‘茎・幹・枝に穿孔する。農林業の重要害虫を含んでいる。 

Sahyadrassus nuilabaricus Moore はインドに分布する。成虫の翅の 

開帳は5 '-10cmで前翅は灰色ないし褐色でいくらか斑になり白色斑紋を 

そなえる。後翅は灰色。静止時は垂直にぶら下がり、萎れた菓に擬態す 

る。老熟幼虫は体長7 -' 8 cmになり、円筒形で黄色。頭部は半球形、黒 

色て織かある。チーク、ユーカリの害虫であるが、雑食性でA cue/a 

A bali/on , Ri u/el/a, &tllicarpa, ('ass/a, Ga.sua i/na, Glerodendron, Con/ia. 
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孔 す る。雄 は体 長約 6mm 。 Cん均′oの/zの "ce' ロなれ′7"Bezzi はイン トとパ

キスタンに分布 し、幼虫はピンク色を帯ひた灰色で Deノ?ゐo惚加 '?〃s

s′γ′貌岱 、 と くに 0腹か似"es 加 川gmm “?" に食われたタケノコの軟 ら

かい組織を完全に食う。東パキスタンの竹の重要害虫てある。C S加須α

Fioggatt は 南 イ ン ド とス リラ ン カ に分 布 し、β伽てbff溜 りrf毎m′sと

De′mm ご〆mm 岱 山・cれ‘ふの新柏 につ く。幼虫は緑 色の タケ ノコにぞいれを

掘 り、軟らかい組織を完全に食う。

3) チョウ目(隣縄目)Lepidoptera( 概要は食菓竹富 虫の項参照24頁)

(1)コウモ リガネキ H ep・alidae(ghost moths,swift lnotlls)

成虫は中型で太く有毛。暗色ないし鮮明色。頭部は小さく石毛、触角

は短く数珠状、雄ではしばuま櫛歯状になる、単眼は欠くか痕跡的で毛

の下に隠れる。口器は痕跡的でほとんど食物を取らない。下唇括は小さ

い。間1は弱く蹄疎を欠き、雄の後脚は大きな毛房をそなえる。超はやや

細長く、啓脈は退化し、迎垂は細長く想卵巣を欠く。腹部は長くj、型i。幼

虫は円筒形で多少鋤ずけられ、白色または黄色味を帯びるか、あるいは

-暗色、褐色の小癒から剛毛が生じ、頭部は長いか球 大で 2列に並んだ 3

個の単眼をそなえる。」胸脚は 3対、腹脚は尾脚を含めて5対。世界から

約80属 600種が知られ、南半球とくにオース トラリアに多い。成虫は鴬

期しながら卵を地上にまき散らす。幼虫は 1年俸や多今池◆の草本や木水

植物の根 ・茎・幹・枝に穿孔する。農林業の重要害虫を含んでいる。

S煽げ"メブ〃$と蛾“娘勿るα77α侍 Moore はイ ン ドに分布す る。成 りの畑 の

開帳は 5 ~1ocm で前趨は灰色ないし褐色でいくらか班になり白色斑紋を

そなえる。後趨は灰色。静止時は垂直にぶら下がり、萎れた葉に擬態す

る。老熟幼虫は体長 7~8cm になり、円筒形で黄色。頭部は半球形、黒

色 て鰻か あ る。 チーク、ユ ー カ リの害 虫で あ るが、雑食性 で Am 畝ぞ,

A 加 彬ひ爺,β“庇 おα,Cα肋 m′力α,Cqss 畝 ,GdM" ガブ2α、G/em 諺 〃‘/γo",Co γd′",
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図-63 Sahyadrassus malabaricus 

上幼虫（体長約6 4mm）下成虫（開張約1,2mm) 

(Beeson より） 

F1iciu,n, Gmelina, Greww,のrocorj)ui, Lage is! roemia, Lantana., 

Macorange, Mallotus, Ocimum, Rosa, Sapenc/us, So/anon,, Strobilanthes, 

Tre,na, Zizyp???おなどの幹や茎に穿孔する。年1 世代で成虫は5 -6 月 

に出現し、雌は飛翔中に多数の卵を産卯する。若幼虫は適当な寄生木の 

幹や茎に穿孔し、上先端の曲った長い円筒形の孔道をつくる。時に根の 

力に降下することもある。幼虫はこの孔道を単に隠れ場所とし、穿人孔 

付近の辺材を加害し、癌睡状の傷をつけ、木や樹皮屑および虫糞を組糸 

で綴り、食害部を覆っている。蛹化は幼虫孔の終点で行う。 1 -12cm径 

の茎が被害を受けやすい。大きな木では幼虫孔が短く辺材部て終わり傷 

は治癒されるが、幼木では加害部から折損することがある。オーストラ 

リアのZeんりゆ加ste（・IりリScott は東ニューサウスワレスでユーカリ類を、 

Aenetus lignivorus Lew一はユーか’類、Acacia, Lan/oneを、A et 

onus ScottはAcrnena, G /ochic/ion などを加害する。この科の乃7cたm式コ 

A 加2?加das ル勿i/nt/naysは根切虫のように土中に生息し、ユーカリ類 

の根を外部から食害する。 
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図 一 63 Sahyadrassus ma′abancus

上 幼虫(体長約 64mm) 下 成虫(開張約7,2mm)

(Beeson よ り)

島 α々′〃“,G タフ解//ノ24,G ノゼヱ班α,G タフりの 珍 〃ゞ , 乙なぎ〃なお沙〃';』超 L";" の 2α,

屑似 "焔 72go,窺1郷あれfs,oc 加賀"〆?,Rosq,S αかク死Zz!s,So超メ〃‘′iz,掛川わz加川九es,

の′e''?",教みめん?侍などの幹や茎に穿孔する。年 1世代で成虫は 5 ~6 月

に出現し、雌は飛畑中に多数の卵を産卵する。者幼虫は適当な寄生木の

幹や茎に穿孔 し、上先端の曲った長い円筒形の孔道をつくる。="こそ長の

力に降下することもある。幼虫はこの孔道を単に隠れ場所とし、穿人孔

付近の辺材を加害し、癌腫状の傷をつけ、木や樹皮層および虫糞を絹糸

で綴 り、食害部を覆っている。姉化は幼虫孔の終点で行う。 1~12cm 径

の基が被害を受けやすい。大きな木では幼虫孔が短く辺材部て終わり傷

は治癒されるが、幼木では加害部から折損することがある。オーストラ

リアの Zeわかめ名 sねじり′′Scott は東 ニ ューサ ウスワ レスでユーカ リ類 を、

Ae72 貌 揺 /埋粥 卵γ鷹 Lew. は ユ ー カ リ類 、 A α沼 口,乙α“′"77αを、 A 肌‐

〃??"s Scott は Ac“?e7′",G/ocルメダデo71な どを加害す る。 この利の Trにfe7i"や

月無〃☆"〆錦 忽ケメ海抜だβ〈Fは根切虫のように土中に生息し、ユーカリ類

の根を外部から食害する。
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(2）ボクトウカ科 Cossidac (carpenter moths) 

成虫は中型ないし大型。翅は開帳35- 180mm,灰色または褐色の斑紋 

をそなえるが、鮮明色の後翅を持った種類もいる。口吻と小』思鬚は微小 

か退化する。甲眼はほとんど退化する。前脚艦節には葉状片がある。前 

翅は径脈と翅軌をそなえる。幼虫は多少扇平、帯黄白色ないし紅色、背 

面には暗色紋をそなえる。頭部と前胸背はキチン化する。大腮は大きく 

強固。擬脚は5 文」で鉤爪は円く 2 組に配列される。世界から約100属 

1,000種か知られ、温帯から熱帯に広く分布する。成虫は夜行性で、幼 

虫は生きた樹木の木部や草本植物に穿孔加害する。 

Eulopleonoiw, obeseお (Karsh）はナイ シェ リア、 ガーナで乃ゆー 

んcleelon Scたn11三］’ん”の若木の木部に深い孔道を掘る。成虫は体長約3 cm 

で透明の翅をそなえる。被害木は樹幹の幼虫孔からフラスの混じった褐 

色の樹液を排出する。樹液の排出は年巾みられるが1 -4 月に多い。 

Xyleedes cerainica Walkelはビーホール・ボーラー（bee一hole borer) 

として知られるチーク造林地の重要害虫で、材巾につくられる幼虫孔に 

より制仙を著しく低下させる。ドアバンガ（Dmbanga sonhjerattoedas), 

助at/ic庇acanepan u/ak，メリナにもつく。ミャンマーから東はニュー 

ギニア、北はフィリピンまでの東洋区や東パキスタンに分布する。成虫 

は翅の開帳8 ~ 16cmの細い翅の褐色大型のガ。幼虫は体長6 ~ 7 cmに達 

し、ピンクと白の横帯を持ち、前胸背は粗面。成虫の寿命は短い。 1 雌 

は50,000卯以上を産ドする。樹皮の割れ目に産みつけられた卯は10 - 20 

日で析化する。若幼虫は絹糸で垂下し風によって分散し、適当な寄生木 

の樹皮に達すると絹糸で被覆物をつくリ、その下方で樹皮と外部の辺材 

をかじり、木部の内」方に穿孔する。幼虫孔の直径は約25mm、長さは 

25cmに達する。幼虫は木部を摂食せす、穿入孔の傷痕につくられてくる 

新しい皮を食する。幼虫期は1・～2 年で、穿人孔を絹糸で閉じ、孔道の 

－上端に淡色または赤褐色の絹糸で栓をして蛹化する。 2 -3 週間後蛹は 

うごめきながら穿人孔から樹皮外部に体の半分を乗り出して羽化する。 
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(2)ボク トウカ科 Cossldac(carpenter moths)

成虫は中型ないし大型。細は開帳35~180m 眼、灰色または褐色の斑紋

をそなえるが、解明色の後超を持った種類もいる。口吻と小腸繋は微小

か退化する。単眼はほとんど退化する。前脚服飾には葉状片がある。前

期は径脈と遡索或{をそなえる。幼虫は多少扇平、帯黄白色ないし紅色、背

面には暗色紋をそなえる。頭部と前胸背はキチン化する。大鵬は大きく

強国。蝦脚は 5対で傘句爪は円く2組に配列される。世界から約100属

1,000種か知られ、温帯から熱帯に広 く分布する。成虫は夜行性で、幼

虫は生きた樹木の本部や草イ・植物に穿孔加害する。

砂′/〃の脳〃α始 め e立侍 (Karsh) は ナ イ シ ェ リア、 ガ ー ナ で rγ中‐

お物‘/o72緒おり卸/o“の若木の木部に深い孔道を掘る。成虫は体長約 3cm

で透明の矧をそなえる。被害木は糊幹の幼虫孔からフラスの混じった褐

色の樹液を排出する。樹液の排出は年中みられるが 1~ 4月に多い。

XJ'/e′‘/es c87謬川元" Walke1 は ビー ホール ・ポー ラ ー (bee~hole borer)

として知られるチーク造林地の重要害虫で、科 rhにつくられる幼虫孔に

より柄 価 を著 しく低 下 させ る。 ドアバ ンガ (Dz"z卿 72gzzsの2ノzの"′≧の〆BS),

Spdrnode α cの lapαmf 迄奴, メ リナ に もつ く。 ミャ ンマ ー か ら東 は ニ ュー

ギニア、北はフィリピンまでの東洋区や東パキスタンに分布する。成虫

は矧の開帳 8 ~16cm の細い迦の褐色大型のガ。幼虫は体長 6 ~ 7cmに達

し、ピンクと白の横常を持ち、前胸背は粗面。成虫の寿命は短い。 1雌

は50,000卵以上を産 ドする。樹皮の割れ日に産みつけられた卵は10~20

日で糖化する。者幼虫は絹糸で垂ードし風によって分散し、適当な寄生木

のー劃皮に達すると絹糸で被覆物をつくり、その下方で樹皮と外部の辺材

をかじ1)、木部の - 上方に穿孔する。幼虫孔の直径は約 25nim、長さは

25cmに達する。幼虫は木部を摂食せす、穿入孔の傷痕につくられてくる

新 しい皮を食する。幼虫期は 1~ 2年で、穿人孔を絹糸で閉じ、孔道の

」端に淡色または赤褐色の絹糸で栓をして師化する。 2 ~ 3週間後師は

うごめきながら穿人孔から樹皮外部に体の半分を乗り出して羽化する。
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ヤンマーでは年甫量1, 800 -- 2, 800mmの所に被害が多く、1,400以ドある 

いは3, 700mm以 上のところは通常被害が軽いという。タイではチーク造 

林地の重要害虫で、現在日木の研究者の協力を得て精力的に研究巾であ 

る。同属のX ,enona LeGuillonは木種に類似し、スリランカ、インド、 

東部ヤンマー、中国、ジャワから記録されている。幼虫I引暗いピンク色で 

タカヤサンの他各種のCasseaの樹幹に孔道をつくる。 1 世代は約18 -30 

か月で、成虫は年問を通じて常に羽化脱出する。雌成虫の寿命は短く、 

樹皮の割れ目に約60,000卵を産む。幼虫孔の壁面は黒すむ。この種類は 

庭園害虫で加害木を枯損させることもある。アフリカに生息するX 

nebnlosa Donovan はマメ利樹木の枝や小径の幹に穿孔する。被害木は 

4)1損あるいは屈曲したリ、木によっては枯死することもある。Cassea gmndis 

と同属の庭園樹に被害が多い。ウガンダのAcrocarjn鳶p'axin加lu応の造 

林地ては潜在的な重要害虫とされている。その他にxboた山ivali 

Rothschild はオーストラリアてユーカリ類を、X capens?s Walkerは東 

部・由部アフリカで各種のCassiaの小径木の幹に穿孔する。この若齢幼 

虫は寄生木の地面近くを巻粘し状に形成層と辺材を食害し、枯損させる 

こともある。タンサニアのタガヤサン造林地で大被害が発生したことが 

ある。Zeuzera eqクl'ae Metnerはスラウエシ、イント、マラヤ、サハ、 

サラワク、パプア・ニューギニアに分布する。成虫の翅の開帳は35-

45mm,白色で黒色の斑紋と条紋をそなえる。幼虫は体長4 cmに達する。 

頭部と前胸の背面は褐色、胴部の背面は赤味を、腹面は黄味を帯びる。 

コーヒーの幹や枝の穿孔性害虫として有名てあるか、マホガニー、ユー 

カリ類、チーク、Al/new, Cassia, Casnarina, C /rn/erasな，Cennarnomnin, 

Rendersea, Grey沼ea, Lagers lroeenia, Me/rn, Ocleroma, Perecopsis, 

Plecocarines, San/alum, Schletchera, Tenninalia, Toonaな どの樹種にも 

穿孔加‘IIする。雌成虫は小径の幹や枝の樹皮上に産卵する。孵化幼虫は 

絹糸て遮蔽物をつくるが、しばしばそこから出て風によってかなリの距 

剛まで分散する。このときの死亡率は高い。幼虫は内樹皮に穿孔し、長 

-130ー 

ヤ ンマーでは年雨量 L800~2,8Domm の所 に被害が 多 く、 1,400以 ドあ る

いは 3,700mm 以 -Lの ところは通常被害が軽い という。タイではチーク造

林地の重要害虫で、現在日本の研究者の協力を得て精力的に研究中であ

る。同属 の xpg 将のm LeGuillollは水種 に類似 し、ス リランカ、 イン ド、

東部ヤンマー、中園、ジャワから記録されている。幼虫は暗いピンク色で

タガヤサンの他各種のC口ssmの樹幹に孔道をつくる。 1世代は約 18~30

か月で、成虫は年間を通じて常に羽化脱出する。雌成虫の寿命は短く、

樹皮の割れ目に約60,000卵を産む。幼虫孔の壁面は黒すむ。この種類は

庭園害虫で加害木を楠損させることもある。アフリカに生息するX

i・必須om Donovan はマメ料樹木の枝や小径の卓今に穿孔する。被害木は

折損あるいは屈曲したり、木によっては枯死することもある。 C"ss‘"gmizdfs

と同属の庭園樹に被害が多い。ウガンダのAcγαのか榔方惚℃加齢′‘〃もの造

林 地 て は潜在的 な重要害虫 とされている。その他に又加霜山r〃〆′

Rothschlld はオース トラ リアてユーカ リ類 を、又 mp 雛 s?s Walker は東

部 ・誘一部アフリカで各種の Cqssねの小桜木の幹に穿孔する。この若齢幼

虫は寄生木の地面近くを巻枯し状に形成層と辺材を食害し、キー;損させる

こともある。タンサニアのタガヤサン造林地で大被害が発生したことが

あ る。 Z8′だの汀ご舛施肥 Nietner は ス ラ ウエ シ、 イ ン ト、 マ ラヤ、 サバ 、

サラワク、パプア ・ニューギニアに分布する。成虫の細の開帳は35~

45mm、白色で黒色の斑紋と条紋をそなえる。幼虫は体長 4cmに達する。

頭部と前胸の背面は褐色、胴部の背面は赤明くを、腹面は黄瞬くを帯びる。

コーヒーの幹や枝の穿孔性害虫として有名てあるか、マホガニー、ユー

カ リ類 、 チ ー ク、 A′67z‘α,C餌覇α,C 硲〃〃r‘〃α,C/z〃た川鞭α,C′72“〃′〃omm 〃,

F md のsm, Gre 〆/をα, 乙"ge なか○の7ばα, 九グeZ2α,( たねγo′“",FencD お 途,

P′e′ocのか !s,S"′""/〃''・,&/‘Zezc加 地 ,71好〃2加須ね , の〃"な どの 樹 種 に も

穿孔加古する。雌成虫は小径の幹や枝の樹皮上に産卵する。醇化幼虫は

縦糸て遮蔽物をつくるが、しばしばそこから出て風によってかなりの肺

寓ーfまで分散する。このときの死亡率は高い。幼虫は内樹皮に穿孔し、長
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い不規則な孔道をつくる。これは帯状に巻いたり、根部の皮まて降りる 

ことかある。食害部から黄色や赤色のコム状のペレットを刊準する。老 

熟幼虫は薄い皮を残した円形の脱出孔を形成したあと、孔道内で荒いH 

の繭中で蛹化する。インドては1世代4 -s か月。本種は苗畑や若齢造 

林地の正要害虫である。マレーシアではカメレレ造林地で致命的な激害 

を受けた記録かある。ゴマフポクトウ（Z mie/tistrigata Moore) は日 

木にも分布する果掛（カキ、ナシ、 リンゴ、クリ、ピワなど）の害虫で、 

熱帯てはインド、パキスタンに分布し、広葉樹たけでなく引菓樹も加害 

する。成虫の翅の開帳は雌で約50mm,隷で35mm。灰色で翅に黒褐色の斑 

紋を多数散布する。幼虫は初め淡黄色、老熟すると体長55mmになリ、頭 

部は黒褐色、胴部は紫赤色。幼虫は枝や幼木の幹の「Il心付近に頁直に孔 

道を掘リ、これよリ直角に横の孔道を掘る。外部に開孔する孔道内で木 

屑を綴って蛹化する。蛹は羽化の前に体の半身を樹皮外に乗リ出す。 

(3）シンクイガ科 Carposinidae 

成虫は小型。頭毛は滑らかか粗い。毛隆はなく、 H 吻は鱗毛で覆われ 

ない。通常単眼を欠く。触角の基部には櫛状の毛はなく、雄ては各節に 

長い織毛かある。小』思鬚は通常1節で徴小、下辱鬚は3節て前方へ水平 

に仲ひる。前坦は総すけられ、径脈の各支脈は自山、第5 径脈は翅項を 

越えて終わる。後坦は閉じた中央室をそなえ、第1, 2 両中脈を欠く。 

幼虫は生立木の樹皮、果実、あるいは虫えいに穿孔し、上壊巾、樹皮の 

中や制れ日に繭をつくリ蛹化する。成虫は昼間樹幹に静止している。ハ 

ワイ、オーストラリア、ニューシーラントに挿類が多く、オーストラリ 

アでは南部の広菓樹林に多い。全世界から約25属200種か知られている。 

Ron dea属の黒色種は樹皮の焼けた幹の色に類似し、保護色となって 

いる。B itigella Neww の幼虫はユーカリ樹幹のコウモリカ（Acne/吋 

被‘占による潰瘍部の少し」部に穿孔する。イントの』iei idare/us repro加Ia 

はEngenea jatiebolanaやオリーブの果実を、Al scyrodec Meynckは 
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い不規則な孔道をつくる。これは帯状に巻いたり、服部の皮まて降りる

ことかある。食害部から黄色や赤色のゴム状のペレットを剃れ1{する。老

熟幼虫は薄い皮を残した円形の脱出孔を形成したあと、孔道内で荒い目

の繭中で蝿化する。インドては 1担代 4 ~5 か月。本職は音訓nや若齢 ja

林地の所要害虫である。マレーシアではカメレレ造林地で致命的な激害

を受 けた記録 かある。 ゴマフ ポク トウ (Z “‘‘′肋材γ姿"如 Moor は R

本にも分布する果樹 (カキ、ナシ、リンゴ、クリ、ビワなど) の害虫で、

熱帯てはインド、パキスタンに分布し、広葉樹たけでなく針葉樹 も力甘寿

する。成虫の遡の開帳は雌で約50nm、雛で35mm。灰色で遡に黒褐色の斑

紋を多数散布する。幼虫は初め淡黄色、老熟すると休長55mmになり、頭

部は黒褐色、i胸部は紫赤色。幼虫は枝や幼木の幹の中心付近に頁直に孔

道を掘り、これよりー互角に横の孔道を掘る。外部に開札する札達内で木

屑を綴って鮒化する。軸は羽化の前に体の半身を樹皮外に乗り出す。

(3)シンクイガモト Carposl-・ldae

成虫は小型。頭毛は滑らかか粗い。毛隆はなく、 =吻は鱗毛で覆われ

ない。通常単眼を欠く。触角の基部には櫛状の毛はなく、左キー.ては各節に

」い繊毛かある。小iL思繋は通常 1節で微小、下唇髪は3節て前方へ水平

にィ~もひる。前週は総すけちれ、径脈の各支脈は自由、第 5径脈は畑頂を

越えて終わる。後遡は閉じた中央室をそなえ、第 1、 2同 ih脈を欠く。

幼虫はごEil木の樹皮、果実、あるいは虫えいに穿孔し、上壊中、樹皮の

中や割れ 1」に繭をつくり師化する。成虫は昼間樹幹に静止 している。ノ・

ワイ、 オース トラ リア、ニュー シーラン トに種類が多 く、オース トラ リ

アでは南部の広葉樹林に多い。全世界から約25届 200種か知られている。

βo〃〆′"属の黒色種は樹皮の焼けた幹の色に類似し、保護色となって

いる。β 〃壌e故ぞNewnl の幼虫はユーカ リ糊幹のコウモ リ力 (Ae“e/′

被告4こよる武揚部の少し一割;に穿孔する。イントのみ左山海rc/′?~氾Pγの〃′"

は 成増e川"mm るo′"〃〃や オ リー ブの果 実 を、脳 sのりてフ花 Meyrtck は
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Zezyplu侍,nauritianaや ZJ町ub“の果実に食入する。 

(4）メムシガ科 Argyresthiidae 

スガ利に近縁で亜科にされることもあるが、前・後翅ともに先端が尖 

がっている。静止時は頭部を下け後部を上ける。全世界から2属約100 

種が知られている。 

A 摺ryresth,a joIi/aura Meyricic はインドとパキスタンでPirn昭i,o1 

bmghii の新梢に潜る"まつのしんくいむし”の一種である。オースト 

ラリアのC)曾mograptu.s scribuた M ayrtc Ic は樹皮の滑らかなEuca/iptiパ 

加UCIlんm,E rntcranthaの生きた皮に潜り、走り書き様の食痕を残す。 
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図-64 0gmograptusの食痕 

(csIR0よ り） 

一132一 

為zyP粥fs“z"〃r能伽αや Z ノ燭"棚 の果実に食入す る。

(4)メムシガ科 Argyresthiidae

スガ不一に近縁で並科にされることもあるが、前・後遡ともに先端が尖

がっている。静止=縞湖頚部を下げ後部を上げる。全世界から 2届約100

種が知られている。

A7gyresf"≧" わが躍如 Meyrick は イ ン ドとパ キス タ ンで鳥 '?鵜 川A‐

加増勉〆の新梢 に潜 る いまつの しん くいむ し" の一種である。オ柵ス ト

ラ リアの 0g〃・08'ロ弱 "s sc“卿匁 Mayrlck は樹 皮の滑 らかな税に"妙 f′fs

pqzfc扉om,E 那加僚緩ん4の生きた皮に潜り、走り書き様の食痕を残す。
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図一 64 0gmograptus の食痕

(CsーRO より)
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(5）スカシバガ科 Sesiidae (clearwing moths) 

成虫は小型か中型で細長い。黒色か暗藍色で赤色や黄色紋をもち、金 

属的虹彩をそなえる種類もいる。翅は一部に鱗毛がなく透明になる種類 

が多い。頭部は通常滑らかて、毛隆かあるかまたは欠く。単眼はある。 

触角は基部に櫛状の毛を欠き、末端の方に太まり、先端は尖がる。口吻 

は良く発達し、細く鱗片に覆われない。小腮髪は痕跡的で直線状。 ト唇 

は尖かりト力に曲っている。脚は長く、後脚の脛節は長い鱗毛、毛房、 

距軌から生じた剛毛をそなえている。超は細長く、一部分透明となリ、 

特に後翅は翅縁以外が透明となる。翅軌は簡単ぐ腹部は滑らかに密な鱗 

片と毛に覆われる。卯は扇平な楕円形で網目状の彫刻をそなえ、樹幹や 

枝に産下される。幼虫は円筒形で白色か淡色、滞木や樹木の樹幹、根、 

枝などに穿孔し、樹皮下で生活する。成虫は昼間活動し、色彩・飛翔行 

動ともにハチに似る。分布は広く、全世界から約50属L000種以上か知 

られている。 

Aegena wnmatia(リbnM1S Mooie は北イントとパキスタンにおいて 

11ゆit/us Ciゆhintica の緑色の幹に穿孔する。 

(6）ヒロバキバカ科 Xyloryctidae （概要は食葉性害虫の項参照35頁） 

オーストラリアのC加toゾ,Imga mbescens Low はAcaceaの樹幹に穿 

孔し、穿入孔は絹糸で蓋をし、孔道内に葉を引きずリ込み摂食する。し 

かし同属のC ))lelanostigi)1a Wall はA cat/aに多く、柑橘、イチジクそ 

の他の果樹など各種の樹木の樹皮を摂食し、環状に判皮することもある。 

Te/ecrates laettoretta Walkerはオーストラリアのユーカリの内樹皮に 

クモの巣状の食痕をつくリ加害する。また、Uaucha hunieralis Walk 

Crの幼虫は樹皮徴片と絹糸の食痕をつくリ、A llg0ph0/fl と樹皮の滑らか 

なユーカJ類の樹皮表面を食害する。 
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◎スカシバガ料 Seslidae(clearwlng moths)

成虫は小型か中型で細長い。黒色か階藍色で赤色や黄色紋をもち、金

属的虹彩をそなえる種類もいる。恕は一部に鱗毛がなく透明になる種類

が多い。頭部は通常清らかて、毛隣かあるかまたは欠く。単眼はある。

触角は基部に稲状の毛を欠き、末端の方に太まり、先端は尖がる。L」吻

は良く発達し、細く鱗片に覆われない。小一嫌疑は痕跡的で直線秋。1唇

は尖かり 力に1由っている。脚は長く、後脳1の腰節は長い鱗毛、毛房、

隊疎から生じた剛毛をそなえている。想は細長く、一部分透明となり、

特に後遡は矧緑以外が透明となる。班敷は簡単。腹部は滑らかに密な鱗

片と毛に覆われる。卵は扇平な楕円形で網目状の彫刻をそなえ、櫛幹や

枝に産-ドされる。幼虫は円筒形で白色か淡色、f藤木や樹木のキタナ幹、根、

枝などに穿孔し、樹皮下で生活する。成虫は昼間活動し、色彩・飛期行

動ともにハチに似る。分布は広く、全世界から約50属 1,000種以上か知

られている。

Aegerm の“''?α【manor' “7s Moole は 北 イ ン トとパ キ ス タ ン に お い て

/)op〃/"s 徽 Pゐ川ガαzの緑色の幹に穿孔する。

(6)ヒロバキバカ科 Xyloryctldae( 概要は食菓性害虫の項参照35頁)

オース トラ リアの Cり桝 oめ加 gz7“のesc877SLOW, は Ar〃cm の桂村仝に穿

孔し、穿入孔は絹糸で蓋をし、孔垣内に葉を引きずり込みすぎモ食する。し

か し同局 の C 'i′eZ"'70豆智 '2"Wall は Acαcm に多 く、柑橘、イチ ジクそ

の他の果樹など各種の樹木の樹皮を摂食し、環状に集り皮することもある。

e/βロメ BS Zqg≠‘ひγ〆/"Walker はオース トラ リアのユ ーカ リの内樹皮 に

クモの巣状 の食痕 をつ くり加害す る。 また、 Uβ"該 "/?′r''雄司 ?ふWalk ‐

erの幼虫は樹皮微片と絹糸の食痕をつくり、A‐77gop初 '鑓と樹皮の滑らか

なユーカリ類の樹皮表面を食害する。
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⑦マルハキバカ利 Gelechiはae （概要は食菓性早，虫の項参照36貝） 

Tbnicu nit'加111)11(1 VValkerはアンダマン群島、セイロン、イント、 

パキスタンに生息し、苗畑や新植造林地てBoinbax ma/ahancumの新梢 
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図-65 Tonica niviferana 

上“幼虫（体長約24mm）下左‘成虫（開張3 2mm) 

(Beeson より） 

に穿孔する重要害虫でSeinul shoot bornerと呼ばれている。成虫の超 

の聞帳は35~ 40mm、前翅は白く暗色の功紋をそなえる。後翅は黄色。幼 

虫は体長25mmになリ、樹黄色で黒色紋をそなえる。若幼虫は菓腋に穿孔 

し、絹糸で覆う。被害新梢は中空になリ虫糞とヤニて黒色の塊をつくる。 

蛹化は菓上や茎で行う。北イントでは成虫は年2回3 -5 月と7 -]0月 

に発生する。越冬は樹幹基部の樹皮トで行い、そこで輔化する。 

(8）コウシュガ科Metarbclidae (Indarbe1idae) 

成虫の体は長く頑丈0 頭部は小さく、単眼と毛降はない。Iii吻と小聡 

鬚を欠く。後翅の亜前緑脈と第1径脈の合脈は巾室を越え、径分脈から 

印れ、第2 肘脈を欠く。ポクトウガ利に似るか、翅脈は少ない。16属約 

100種が知られ、ェチオピア区と東洋区に分布する。 

Indarbe/a quad; inotata Walker はインド、パキスタン、マラヤ、サ 
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{7}マルハキバカ科 Gelech11dae(概要は食東性il,虫の項参照36Ft)

費 m‘m m 〃舵 m 〃‘! Walker は ア ン ダマ ン群 島、 セ イ ロ ン、 イ ン ト、

パ キスタ ンに生息 し、“痴11や新植造林地て Bomb 偶 〃?"/の〃“czfmの新梢

図 一 65Tonica nMferana

上・幼虫(体長約24mm) 下左 .成虫(開張32mm)

(Beeson より)

に穿孔 す る重要害虫でSemul shoot bnrner と11乎ばれてい る。成 虫の超

の開帳は35~40 醐ー、前地は白く-1音色の斑紋をそなえる。後超は黄色。幼

虫は体長25mmになり、樽黄色で黒色紋をそなえる。者幼虫は菓一廉に穿孔

し、絹糸で覆う。被害新楢は中空にな 1)虫糞とヤニて黒色の塊をつくる。

姉化は東上や茎で行う。北イントでは成虫は年 2 1u13 ~5 月と 7~10 月

に発生する。越冬はネAI幹基部の樹皮 卜で行い、そこで蛸化する。

(8)コウシュガ科 Metarbehdae( 工ndarbelidae)

成虫の体は長く頑丈。頭部は小さく、単眼と毛降はない。′二!吻と小』膿

紫を欠く。後想の疎前緑脈と第 1径脈の合脈は中室を越え、件分脈から

細れ、第 2ルー脈を欠く。ボクトウガネコに似るか、迎脈は少ない。16届約

100種が知られ、エチオピア区と東洋区に分布する。

左?‘〆"γ彰毎 ‘々′"ゐ′フ7ofqなぞ Valker は イ ン ド、 パ キ ス タ ン、 マ ラヤ、 サ
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図-66 lndarbela quadrinotau の食痕 

(Beeson より〉 

バなど東洋区に広く分布する。成虫は開張35-50mm、前翅には錆びた赤 

紋の列をそなえる。幼虫は3 5-50,rnnになり、平滑で体節に角質の黒色 

斑をそなえる。双F葉植物の樹皮の外組織を食害し、材中に穿孔する。 

Acacea catechu, Albezia chinenses, A 血(catarea, Ap rocera,Ar加 

cciplバin tegra, ('asuarina equeset加1/a，メリナ，Lagersiroentea ゆecma, 

マンゴ，Saman ea sainan，身z）習i/tin ciimt fl/i，チーク，Te rite, na/ta 

myreoca功α,Tsie,perha,Xytia xyloca功aなどの寄生樹種か知られて 

いる。インドでは年1世代で、成虫は5月と7月に出現する。卯期は9 

-11日、幼虫は7 月から翌年の4 月まで見られる。蛹期は21-31日であ 

るか、ミャンマーでは年2 世代を繰り返す。成虫は短命で、蔵卵数は約 

2,000個。卵は樹幹や枝の樹皮上に15 -25個あて産卯する。珊化幼虫は 

木部に－卜方に向いた短い孔道を掘って日中の隠れ場所とし、ここからフ 

ラスを組糸でつくったトンネルを延ぱし、この下でかなりの面積の樹皮 

を夜間に食害する。激しい被害では外樹皮か大きく食害される。蛹化は 

木部の孔道内でする。被害を受けた樹木は枯死しないが、活力は低下す 

る。I teti'aoneg Mooreはインド、パキスタン、マラヤなどの束洋区に 

分布し、前種の亜種にする学者もいる。従って習性も前種に似ている。 

A nacareleuni occide”危k,Casuarina aqulset加lea, Euca加1,おclegliゆ危， 
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図一 66 ′ndarbe′aquadrinotata の食痕

(Beeson より)

バなど束洋区に広く分布する。成虫は間張35~50mm 、前期には錆びた赤

紋の列をそなえる。幼虫は3 5~50mn になり、平沼で体節に角質の黒色

斑をそなえる。双子葉植物の樹皮の外組織を食害し、栃中に穿孔する。

Ac αcm ‘αfe嘘 ",A ‘る?烈α cflz夕?鮒 郡 ,A 危 /c雄αγ20,A ‐Pmcem, A 打ひ

じのかずs zmeg ′認 C硲乙r"〃“" β平衡 碑脆 卿 ,メリナ、L〃ge′s‘?鑑 “〃" 鯵 ecおもα,

マ ン ゴ ,S の 7"加 数 s"'" の 7, 幼′親部′rm cm'22 〃", チ ー ク ,7 Term ′ノなぞ方々

myrzoc の力α,T s‘fppe透α,X〕'′?"×)′′ocα鴨〃な どの寄生樹種か知 られて

いる。インドでは年 1世代で、成虫は 5月と 7月に出現する。卵期は 9

~1I F1、幼虫は 7月から翌年の 4月まで見られる。蛸期は21~31R であ

るか、ミャンマーでは年 2 世代を繰り返す。成虫は短命で、蔵卵数は約

2,000個。卵はず前幹や枝の樹皮上に15~25 個あて産卵する。“"?化幼虫は

木部に下方に向いた短い孔道を掘って日中の隠れ場所とし、ここからフ

ラスを絹糸でつくったトンネルを延ばし、この下でかなりの面積の樹皮

を夜間に食害する。激しい被害では外樹皮か大きく食害される。師化は

木部の孔道内でする。被害を受けた樹木は枯死しないが、活力は低下す

る。 / ′eご'"伽 バ Moore はイン ド、パ キスタン、マ ラヤなどの東洋区に

分布し、前種の亜種にする学者もいる。従って習性 も肖ず一種に似ている。

A 加 m "〃'z 鑑 c郷鋼 /"ね Cα班 "′洲 口 町 "2Sg獅磯 α,E" 蝕もめ組s d昭 /′の超
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図-61 Indarbela tetraonrs 

上幼虫（体長約63mm）下成虫（開張約4 0mm) 

(8eesonよ り） 

マンコ、mms aIW ノ7a/iiiii,sm7e)2勿縄乃Jigzim;a ,;in,m 幼Urea) itbUS島 

みz」,glit))) C1II))flhl?, 1ennniaha al7mla, T myi/om加, 乙ref功I菖 

ma"17 tiana などの加害樹種が知られている。1. /heiuam Hampsonはイ 

ントに分布し、茶やマンゴの樹皮を加害する。習性はI quath tijokita 

Walkerに類似す る。 

(9）マドガ科 Thyrididae (概要は食葉性害虫の項参照41真） 

Tridesniodes rain iculata Warren は英名を emire shoot borelとい 

い、 ナイシェリア、 ガーナの苗畑や造林地の1'eiii il/aha iVOIIIISISク） 

、しんくいむし'I である。成虫は開張18~22mm～翅は白色で横染をそな 

え、暗褐色の不規則な線があるが、前翅の外力近くに明瞭な線か認めら 

れる。若幼虫は乳白色で新梢先端に穿孔する。幼虫は新梢内の組織を食 

い、穿入孔から褐色のフラスを掛出する。成長すると小さな新梢から大 

きな新梢の節間部に直径4 - 8 momで長さ50cc｝の孔道をつくる。老熱幼虫 

は体長約15mm、乳白色から淡褐色で淡赤色や青色を帯びることかある。 

1 世代は1-3 か月で世代は重複する。 
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図 一 67fndarbe ′a tetraonfs

上 幼虫(体長約63mm) 下 ,成虫 (開張約40mm)

(Beeson より)

マ ン コ、ハグクフ?′s 扉わ巧 た物1〃A?′‘s oノ877勿/23 月御津!〃〃〃!)〃“'〃′‘も S加 川〃川棚 MS

励 み皆川 '〃 cz!mmzi, eγ川 z“""" 似フ粥川 ,T my γ〃'"ゆ ",Z ′乙蹄舟 fs

〃7α〃川脚 74 な どの加害樹種 が知 られてい る。〃 /?emの27 Halllpson はイ

ントに分布 し、茶やマンゴの楓皮を加害する。習性:はヱタ〃"〆?〃?α"′〃

Walker に類似する。

(9)マドガ科 Thyrididae(概要は食菜1生害虫の項参照41頁)

Trぎdesiiリダes′"“?′c!′超如 Warren は 英 名 を emlreshoot borc1 とい

い、 ナ イ シェ リア、 ガ ーナの苗畑や 造林地の 7を“〃〃?""〃 mo′の"ぞsび)

・しんくいむし" である。成虫は闇張 18~22mm 。燭は『一色で横楽をそな

え、暗褐色の不規則な線があるが、前組の外力近くに明11歳な線か認めら

れる。若幼虫は乳白色で新楠先端に穿孔する。幼虫は新柄『内の組織を食

い、穿入孔から褐色のフラスを排出する。成長すると小さな新楠から大

きな新着ラの節間部に直径 4~8mm で長さ50cmの孔道をつくる。老熟幼虫

は体長約 15mm、乳白色から淡褐色で淡赤色や青色を帯びることかある。

1世代は 1~3 か月で世代は重複する。
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図-88 丁ridesmodes ramicutata 

上幼虫（体長約bUmm）下左 蛹下右 成虫（開張約2 0mm) 

(Wagner らより） 

⑩メイガ科 Pyralidae (webworrns, leaftiers)（概要は食葉刊害虫の 

項参照43頁） 

Jimり'CI F? am 加i/a I-lamps はケシアマツの新梢に穿孔する”まつの 

しんくいむしタで、フィリピンや市アシアから記録されている。モモノ 

コマタラノメイガ（Conogethes punct勇,'al,s Guenee, Yellow peach 

moth）は東アシアの熱帯から温帯に広く分布し、オーストラリアから 

太洋州まて広がる。マンコ、ケシアマツ、チーク、クワ属を含む単イ 

集‘双イ葉植物の樹幹、新梢、花、果実、種子,新芽、太い葉柄、大き 

な菓の主脈なとに穿孔する。成虫は開張24 -32m、橙黄色で前・後翅に 

黒斑かある。幼虫は体長20mmに達し、赤褐色で黒痛の斑点をそなえる。 

白色繭をつくる。シャワては海抜高1, 750m以Lの高所まで見られる。 
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園 -68 丁rfdesmodes ramicuiata

上 ,幼虫(体長約50mm) 下左 ,蝿 下右 成虫(開張約20mm)

(Wagner らより)

(ID)〆 イガオコ Pyralldae(webworms,leaftlers)( 概要 は食葉 1′1害虫の

項参照43頁)

D のびcかm m 海 //"トlamps, はケ シアマ ツの新橘 に穿孔す る いまつの

しんくいむし夕で、フィリピンや南アシアから記録されている。モモノ

コマ タラ ノメ イガ (Cm のg樹海 s pz!ブヱc′宛′認 2s Guenee,Yellow peach

moth) は東アシアの熱帯か )温帯に広 く分布 し、オース トラリアか )

大洋州 まて広が る。マ ンコ、ケ シアマ ツ、チー ク、 クワ属 を含む単子

粟 o双『葉植物のキ虚棒字、新梢、花、果実、種子、新芽、太い葉柄、大き

な葉の主脈などに穿孔する。成虫は開張24~32mm 、櫨黄色で前・後期に

黒斑かある。幼虫は体長20mmに達し、赤褐色で黒痛の斑点をそなえる。

白色菌をつくる。シャワては海抜高1,750m 以上の高所まで兄られる。
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インドではI年3 世代。卯は小さな卵塊状で食樹の各部に産みつけられ 

る。孵化幼虫は直ちに内部組織に穿孔し、絹糸をつけたフラスを排出す 

る。種子では1頭で数個を加害する。各地て害虫としてあまり重要でな 

いようてあるが、インド、ミャンマー、ジャワではチーク林の害虫であ 

る。幼虫は主軸の新梢を枯らし、新芽や若葉の主脈の基部に穿孔する。 

新梢や果実に人ると絹糸のついたフラスを出す。Dio?yctna ahlele//a 

Dews ci SchiffermullerはD, abietivore！たを異名とし、 日本での和名 

はマツマダラメイガで、インドでの俗名はChalgoza cone-borei,英名 

はpine knot-horn moth、米名はspruce cone-wormである。北アメ 

リカ、ョーロッパ、中部・北部アジアに分布し、ヒマラヤでは海抜高 

2,000-3,000rn地域に普通に生息する。幼虫はモミ属、マツ属、 トガサ 

ワラ属なと針葉樹の新梢や球果に穿孔に加害する。球果害虫としての被 

告か多い。 1 年1世代。成虫は灰色で晩夏に出現し、卯は若い球果や新 

梢表面に産みつけられる。幼虫は赤または緑色昧を帯び、頭部と前胸の 

硬皮板は褐色で、樹体内部に穿孔して樹脂の混じったフラスを掛出する。 

この状態のまま越冬し、翌春さらに摂食を続け、新梢の孔道内や落下球 

果から脱出して土中で紙状の絹糸繭をつくり、その内で蛹化する。 

Cり’pbodes eaesahs Walker (=Margaronia caesahs)はイント、バキ 

スタンに分布し、A rlocaゆlIs属の新梢や果実に穿孔し、A inlegraの重 

要害虫である。若幼虫は主脈や新芽に穿孔するが、後に新梢の髄に穿孔 

し、輔化はこの中で行う。]LJyp ゆy(a grandella Zellerはアメリ力のマホ 

カニーの右名なしんくいむし（mahogay shoot borer）で、フロリダ、 

メキシコからブラジル、ペルーまで分布する。マホガニー、セドレラ、 

Khaya seizega陀nsたの他ほとんどのセンダン科の植物の新梢に穿孔する。 

1 年に少なくとも2世代繰り返すようであるが、世代が重複し、いつも 

発育の諸段階の虫体が見られる。卵は通常若い緑色で活力のある新梢に 

産みつけられることが多いが、寄生樹のどこにでも産トされる。幼虫は 

新梢の髄部に縦の孔道をつくリ、その中で蛹化する。同一樹種の果実や 
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インドでは 111二3世代。卵は小さな卵塊状で食湖の各部に産みつけられ

る。“醇化幼虫は直ちに内部組織に穿孔し、絹糸をつけたフラスを排出す

る。種子では 1頭で数個を力甘者する。各地て害虫としてあまり重要でな

いようてあるが、イン ド、 ミャンマー、 ジャワではチーク林の害虫であ

る。幼虫は主軸の新梢を枯らし、新芽や若葉の主脈の基部に穿孔する。

新楠や果実に人ると絹糸のついたフラスを出す。D′o'“か‘""み昭司!α

Denls eL Schlffermuller は D. の溺れのぞ"αを異名 と し、 ロ本 での和 名

はマ ツマ ダラメイガで、イン ドでの俗名はChalgoza cone‐bo re1、英 名

は P illc knot-horn moth 、 米 名 は spruce col・e-worm で あ る。 北 ア メ

リカ、 ヨー ロッパ、中部 ・北部 ア ジアに分 布 し、 ヒマ ラヤでは海抜高

2,ooo~3,0ooln 地域 に普通に生息す る。幼虫はモ ミ属、マツ届、 トガサ

ワラ届など針葉樹の新梢や球果に穿孔に加害する。球果害虫としでの被

告か多い。 1年 1世代。成虫は灰色で晩夏に出現し、卵は若い球果や新

和与表面に産みつけられる。幼虫は赤または緑色-床を帯び、頭部と前胸の

硬皮板は褐色で、樹体内部に穿孔して樹脂の混じったフラスを排出する。

この状態のまま越冬し、翌春さらに摂食を続け、新梢の孔道内や落下球

果から脱出しで土中で弧状の絹糸繭をつくり、その内で鰯化する。

Gろめ卿 des 加 es"′!s Wa= くer(= 朋α増のり鱒α m 偽"/′s) は イ ン ド、パ キ

スタンに分布し、Aγわm の〃嘱 の新梢や果実に穿孔し、A ノ“/増m の重

要害虫である。若幼虫は主脈や新芽に穿孔するが、後に新梢の髄に穿孔

し、鮪化 はこの中で行 う。 "沙 s夢〆"gm7z 礎 ""Zeller はアメ リカのマホ

カニーの有 名な しん くいむ し (mahogay shoot bcrer) で、フロ リダ、

メキシコか らブラジル、ペルー まで分布す る。マホガニー、セ ドレラ、

/てゐ呼ぼse72g那加2謎 の他ほとんどのセンダン科の植物の新梢に穿孔する。

1年に少なくとも2世代繰り返すようであるが、1旦代が重複し、いつも

発育の諸段階の虫体が見られる。卵は通常若い緑色で活力のある新柄に

産みつけられることが多いが、寄生樹のどこにでも産-ドされる。幼虫は

新柄の髄玄開こ縦の孔道をつくり、その中で姉化する。同一樹種の果実や
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樹皮もまた食害する。通常2年牛以上の明るいところの立木に被告が多 

い。寄生樹はまれに枯死するか、新梢がIIii死するために被害部から分岐 

したリ向形になったり、永久にいしけた木になる。助,si勿'a robusta 

Moore (=H pagoc/el危Ragonot) は~日世界の熱帯から亜熱‘拝はで分 

布する。英名はmahogany shoot borer, red Cedar tip moth. toon 

shoot-borer てある。成虫の開張は26-42mrnて、雌は雄よリ大きい。前 

翅は黒線と斑点を持った褐色で、後翅は淡色で半透明。幼虫は4 -6 齢 

で老熟し、休長は30mmになる。色彩は変化があり始め紅色であるが生長 

すると淡青色に変リ、黒色で剛毛のある斑点からなる5縦列を片側にそ 

なえる。基木的にはセンダン科につき、Cedrela mexicana, C odora慨 

Chloroxylon swieten ia, Chu/trasia mha (arts,En /androphragma an 

golense, E altk Khの'a spp , Lovoa tnchtlzoi庇＆マホカニー，Toona 

aast;ョ！is, z ciliaれ T serrataが加害樹として知られている。センダン 

科以外にアンダマン群島ではチーク、マラヤではFag inca力agransと 

Fhndexsia bray!の'ana、 ソロモン諸島ではAlhizia spp , Pometea pin 

na/aか加害樹として知られている。雌は数百粒の白色卵を菓、新梢あ 

るいは加害樹の他の多汁部分に産卵する。幼虫は普通新梢の髄に孔道を 

つくリ食害するが、花や果実にもつき、新梢では髄部に縦の孔道を、果 

実では不規則な孔道をつくり食害する。花では絹糸の荒い網を花庁につ 

くり食害する。また激しい被害では樹皮をかじリ樹液を漏出させる。 1 

頭の幼虫は老熟するまでに新梢や果実を1個以上食害する。蛹化は新梢 

中の幼虫孔や寄生樹以外の保護された部分で営繭してわう。インドの世 

代長は季節により長短かあリ1 --6 か月である。越冬は4 齢幼虫で行う。 

赤道下では年間を通して発育し、 2 か月以内て成虫になリ、世代は重複 

している。カーナでは年6 - 9 Iiト代であるが、乾期は休眠するらしくサ 

バンナ地域で3 -5 世代少なくなる。被害は他種のものと混同される可 

能性か高いが、センタン利植物の重要害虫である。加害樹種の内、 

Cedrela spp., C /ia/u-asia mbit切-is,Kliava ivorens喝Lovoa tric/ultoides, 
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湖皮もまた食害する。通常 2年′1:以上の明るいところの-立木に被告が多

い。寄生樹はまれに枯死するか、新梢が枯死するために被害部か )分岐

した り奇形になったり、永久にいじけた木になる。"〕褒め函γobmm

Moore (= 甘 P"godg""Ragonot) は 1日担界の熱帯から亜熱帯まで分

布 す る。 英 名 は mahogany shoot bore red Cedar tll)moth 、 toon

shoot→〕orerてある。成虫の開張 は26~42mm て、雌 は雄 よ り大 きい。 H1」

遡は黒線と斑点を持った褐色で、後期は淡色で半透明。幼虫は 4 ~6 齢

で老熟し、伸長は30mnlになる。色彩は変化があり始め紅色であるが生長

すると淡青色に変り、黒色で剛毛のある斑点からなる5縦列を片側にそ

な える。基本的 にはセ ンダン科 につ き、 Cedre 超 "7e zm舵α,Codo?m α,

C 屑のり卸 /oノ? 灘卵切餅′α, Cぬ"左7復s〆" ′"慶ば"γ格, お形 "“ぬりP加餐夢“""77 ‐

go/e7?se,E とrれ庭,K/ ′〃)′"spp, 乙o脚 " かに座 Zmzdes マ ホ ガ ニ ー , oo“"

α"緒川 //s 71 α/≧"′",T ser難解が加害樹 として知 られでいる。セ ンダン

科 以外 にア ンダマ ン群 島で はチーク、マ ラヤでは Fdgmm 方zzgmm と

肘“?花 なれr かの′′eyの ?"、 ソ ロ モ ン 諸 島 で は AZわ溜′" spp,P の77erz" 〆〃-

7′α′〃か加害樹 として知られでいる。雌は数百粒の白色卵を葉、新榊あ

るいは加害樹の他の多孫影おこ産卵する。幼虫は習う兎新村亨の髄に孔道を

つくり食害するが、花や果実にもつき、新本肖では艶部に縦の孔道を、果

実ではイ・規則な孔道をつくり食害する。花では絹糸の荒い網を花庁につ

くり食筈する。また激しい被害では樹皮をかじり樹液を漏出させる。 1

頭の幼虫は老熟するまでに新相や果実を 1個以上食害する。鰯化は新村『

中の幼虫孔や寄生樹以外の保護された部分で営繭しでをJう。インドの世

代長は季節により長短かあり 1~6 か月である。越冬は 4齢幼虫で行う。

赤道下では年間を通じで発育し、 2か月以内て成虫になり、世代は重複

しでいる。カーナでは年 6~9 世代であるが、乾期は休眠するらしくサ

バンナ地域で 3~5 世代少なくなる。被害は他種のものと混同される可

能性か高いが、センタン科植物の重要害虫である。加害樹種の内、

Ced だな sPP.,C ん"短刀s′"′"も“/"γzs,′"′"yα zの′℃;⑦豆s L 口レ○αかばね泊り′"gs,
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マホガニー、7lJono SPP に被害が多く、各地で日光の良く当たる場所 

に生えた若い兀気な木に被害か激しいか、日蔭の木では被害か少ない。 

加害樹はまれに桔死する。被害が軽ければ正常に生長を統けるか、激し 

い被害ては新身が破壊されるので、幹か分岐したリ曲ったり、あるいは 

生長が囲害される。木種はToon“の種子にもつき、種子生産に顕著な 

被害かある。またニューサウスウェルスとクインスラントに侵入定着し、 

7bm1(1 (1?昭/01お造林地の害虫になっている。スリランカでは標高1,700 

n:iまてのT00)1(1 sen冒m 造林地に実質的な被害かある。ガーナとナイシ 

エリアではKhの呪 と Loooo の造林阻害要囚になリ、特に北部で被害 

か激しい。マラヤとボルネオの赤道地域ではマホガニーの樹高5 rnのも 

のに被害か激しい。本種は前種のH gmndelなとともにマホガニー造林 

地の最も激しい害虫で過去の被害例からも、この虫に対してなんらかの 

ヌ」策を講しておかないと致命的な被害を受け、造林は失敗に終る。施業 

法を含めた被害回避法の研究が強く望まれる。Jocrna inalefico 

Meyrick はイントで4 月から8 月までLagers/roemia speciosa や1をγ 

ininalia tonle)ltosa の葉を食害し、土中で絹糸の繭をつくリ蛹化する。 

Lan,o, to adap/ella WalkerはインドでShorea robi鳶toの種子に潜り、 

図-69 Lamoria adaptel!a 

幼虫（Beeson より） 

その中で蛹化する。成虫は7 -8 月に羽化する。Leucotodes a功0)10然 

Guen6e はアフリカから南アジアまで広く分布し、成虫は口色で前翅に 

赤褐色と黒の斑点をそなえる。幼虫は成熟すると］5 --20nimに達し、赤色。 

ナス科植物の告虫で、その他各種の果実、新梢や柔らかい茎に穿孔する。 

マンコの新梢を加害した記録がある。卵は寄生樹の菓や新梢に産下され、 

茎や葉を綴り、あるいは土壤巾で繭をつくリ蛹化する。 1 年に3 世代を 

繰リ返す。 
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マ ホガニー、 71oo“〃 spp に被害が 多 く、各地で LI兆の良 く当たる場所

に生えた若いフ亡気な木に被害か激しいか、 H蔭の木では被害か少ない。

加害樹はまれに枯死する。被害が軽ければ正常に生長を続けるか、激し

い被害ては新芽が破壊されるので、幹か分岐したり曲ったり、あるいは

生長が阻害される。木樋は 7次班αの種子にもつき、粒子生産に顕著▲な

被害かある。 またニューサウスウェルス とクインスラン トに侵 入定着 し、

7ゎのm m雌雄な造林地の害虫になっている。スリランカでは標高 1,700

111まての T(mm ′sβ“可α造林地 に実質的な被害かある。ガーナ とナイシ

ェリアでは K/′燭耽 と乙翻りαの造林阻害要因になり、特に北部で被害

か激 しい。マラヤとボルネオの赤道地域ではマホガニーの樹高 5m のも

のに被害か激しい。本種は前種のH,gm れde/超とともにマホガニー造林

地の最も激しい害虫で過去の被害例からも、この虫に対してなんらかの

対策を満しておかないと致命的な被害を受け、造林は失敗に終る。施業

法 を含 め た被害 回避法 の研究が強 く望 まれる。知 mm ′“〆坊 cα

Meyrick はイ ン トで 4 月か ら 8 月 まで乙"ge's′roe〃?‘"spec おs〃や g

崩れ?α加 foii7eizrosαの葉を食害 し、土 中で絹糸の繭 をつ くり蟻化する。

ム mm"" 〃〆〃Pze〃"Walker はイ ン ドで Sんo彬αれ〕飯館超の種 了4こ潜 り、

図 一 69 」amoria adapte"a

幼虫 (Beeson より)

その中で蟻化す る。成 虫は 7 ~ 8 月に羽化す る。乙e?ず‘modes oの o'm"s

Guenee はアフリカから南アジアまで広く分布し、成虫はロ色で前超に

赤褐色と黒の斑点をそなえる。幼虫は成熟すると15~20nm に達し、満、色。

ナスォー植物の害虫で、その他各種の果実、新村『や柔らかい茎に穿孔する。

マンコの新刊当を加害した記録がある。卵は寄生樹の葉や新梢に産下され、

茎や葉を綴り、あるいは土壌「11で繭をつくり蛇行化する。 1年に 3 世代を

繰り返す。
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4）ハチ目（膜翅目）Hyrnenoptera （概要は食菜‘n 害虫の項参照87頁） 

(1）キハチ科Sincidae (wood wasps) 

大形。成虫は陰色あるいは鮮lり］色で金属光沢をそなえる。体は長く円 

筒形。頭部は大きく細い頸部をそなえる。触角は糸状で多数節からなり、 

長さは体長の約半分。腹部は胸部との着生部で広くくびれない。姐は細 

長く部分的に曇色になることがある。産卯管は長く林状て先端は鈍い。 

卯は樹皮下か木部中に産人される。幼虫は淡色で円筒形、 S字形に曲リ、 

各節には擬環節をそなえる。頭部は太く、胸脚はかなり退化し、腹部の 

尾端にはI突起をそなえる。幼虫は菌と共生する。全世界に9 属約100 

種か知られている。 

&fl?X 2))功eriahs の 成虫は金属光沢のある青色と赤褐色で毛か生え、 

体長は約3m。 ヒマラヤでAbies webbiana, Cedri背deodara, Pzcea 

morenda などの引菓樹につく。雌の産卵管は18mmで厚い樹皮でも木部 

に産卵できる。幼虫は木部に深く潜り、孔迫には木粉を密に詰める。老 

熟幼虫は3 mmに達し、円筒形でフード付きの前胸を持ち、胸脚は退化す 

る。腹部末端は暗色の刺のある突起に終わっている。幼虫期間はほIま1 

年、表面近くの幼虫孔先端で蛹化する。 5 -6 )」に直径1 ciiiの円形の孔 

を開けて脱出する。 

(2）クビナガキバチ科Xiphydriidae 

成虫の体は円筒形で細長いか、後方にわすかに太まリ、尾端で細まる。 

触角は複眼の上方に着生する。前胸は前力に円錐状、前胸背は長い預部 

となる。前翅の径室は分割される。全世界から22属約90種か知られてい 

る。 

泊I）あ’dna her,たenteはベンガルでI九,ブたera p2 fl as の内部に孔道を掘 

リ、 S 月に脱出する。 
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4) ハチ目 (膜趣目)Hymenoptera( 概要は食菓“害虫のけー参照87頁)

(1)キバチ科 Sir・cidae(wood wa ps)

大形。成虫は陰色あるいは鮮明色で金属光沢をそなえる。f本は長く円

筒形。頭部は大きく細い頚部をそなえる。触角は糸大で多数節からなり、

長さは体長の約半分。腹部は胸部との着生部で広くくびれない。想は細

長く部分的に曇色になることがある。産卵管は長く棒状て先端÷は鈍い。

卵は樹皮下か木部中に孫人される。幼虫は淡色で円筒形、Sラ:形に曲り、

各節には擬環節をそなえる。頭部は太く、胸脚はかなり退化し、腹部の

尼端には 1突起をそなえる。幼虫は1割と共乙!:する。全ftL界に 9属約100

種か知られている。

Szi燃 初zpeγz"‘zsの成虫は金属 光沢の ある青色 と請、褐色で毛か′たえ、

体 長 は 約 3 mm。 ヒ マ ラ ヤ で Abzes 乙Uebあの2α,Ced γぞfs deodd 欄 ,P"m

iizo“"〆" などの多1葉樹につ く。雌の産卵管は18mmで厚い樹皮でも木部

に産卵できる。幼虫は木部に深く椿ー)、孔道には木粉を密にnデ,める。老

熟幼虫は 3mmに達し、円筒形でフート付きの前胸を持ち、胸腺=ごま選化す

る。腹部末端は=音色の刺のある突起に終わっている。幼虫期間はほぼ 1

年、表面近 くの幼虫孔先端で師化する。 5 ~ 6月に直径 lcmの円形の札

を開けて脱出する。

(2)クビナガキバチ禾+ ×lphydrlldae

成虫の体は円筒形で細長いか、後方にわすかに大まり、尾端で細まる。

触角は複眼の上方に着生する。前胸は前ノjに円錐状、前胸背は長い頚部

となる。前超の径室は分割きれる。全世界から22届約90種か知られてい

る 。

又ゆ毎αばα /2夢中β′てzだはベ ンガルで息e川棚ロル mcs の内部 に孔道 を掘

り、 5月に脱出する。

-141-



(3）コシブトハナハチ科Anthophoridae (carpenter bees) 

成虫は巾形ないし大形、密毛に覆われ、黒色または金属光沢の暗監色 

あるいは緑色て、帯白色または黄色の軟毛をそなえる。頭部は大きく横 

形。触角は膝状で短い。脚は太く毛か多い。翅は細長く曇色で'hi光を持 

つことがある。前翅には長い径室と3肘室をそなえる。木材や空洞のあ 

る茎に営巣する。全世界から約170属以ト4,000種か知られている。 

クマバチの－4重（Xyloc"a (?CS/i(C/i2S) は北アフリカからイントに分 

布する。成虫は体長約2 2cm,雌は黒色で胸部には長い光沢のある黄色 

毛をそなえ、推では精彩を欠いた黄色の短毛をそなえるか、胸部のもの 

は長くなる。枯死木や建物の建材に孔道を掘る。幼虫室は粘着」1の唾破 

と細かい木粉の況合物てI個すつ区切られ、その中に直径ほほlcalの食 

物塊と1卯がある。山小屋のタルキや柱あるいは竹材などに営巣する。 

X なtゆCsは体が幅広く、成虫の体長は約3cm,黒色でやや光沢かあり、 

翅は金属光沢のある青緑て紫色の反射光がある。イントの暖地では11月 

から3 )」まで不活発て、寒地ではこの期間かより長くなる。越冬は木材、 

竹、ョシ内のIL道で行う。木材につくられた孔道はI自立したU や梁では 

下方に曲リ水平の杜ではいすれかの方向に曲る。 主孔は2 -6 年の分岐 

孔を持ち、長さは5 -1Dm,］て、直径2 cmてある0 孔道はIリ筒形で分離し 

た部屋を持ち、その間はくひれる。個室の先端には植物に花粉を加えて 

貯蔵し、 1 卵を産みつけている。個室は壁面から削リ取った細木粉を唾 

液で固め仕切られている。卵は暖期に6 -?日で蔚化する。幼虫は貯蔵 

餌を摂食し、約3週間で蛹化する。I 世代は約6週間て、年4 世代を繰 

リ返す。加告樹種はA inoora ioa/IicIii,, Giu flCiflOfli ((1)? gla,1dil/施fl(fli, 

Gee!mfoona , J)ysoxyhim hamilton;,, Eugenic )ambo/ana, Teuinnialia 

chebuな である。 
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◎ コ シブ 1・ハ ナ ハ チ科 A1・thophorldae(carpenter bee

成虫は中形ないし大形、密毛に覆われ、黒色または金属光沢のn宵鼠色

あるいは緑色て、帯白色または黄色の‐軟毛をそなえる。頭部は大きく横

形。触角は--秦状で短い。脚は にく毛か多い。麹は細長く曇色で脚光を持

つことがある。前燭には長い径室と 3肘室をそなえる。木材や空洞のあ

る茎に営巣する。全世界から約170属以 i14,000種か知られている。

クマバ チの一種 (Xy/ocop" 解 s′〃"i?s) は北ア フ リ力か らイン 1・に分

布する。成虫は体友約2 2cm、雌は黒色で胸部には長い光沢のある黄色

毛をそなえ、雄では精彩を欠いた黄色の忽毛をそなえるか、胸部のもの

は長くなる。枯死木や建物の建材に孔道を掘る。幼虫室は粘着性の-球戯

と細かい木粉の混合物て 1個すつ区切られ、その中に道径ほほ lcmの食

物塊と 1卵がある。 -」-小屋のタルキや柱あるいは竹材などに営巣する。

X‘〆ゆeふは体が幅広 く、成虫の体長は約 3cm、黒色でやや光沢かあり、

糊は金属光沢のある青緑て紫色の反射光がある。イントの暖地では1IFi

から 3月までイ・活発て、寒地ではこの期間かより長くなる。越冬は木材、

竹、ヨシ内の孔道で行う。木材につくられた孔道は直音.したネ1や柴では

下方に由り水手の社ではいすれかの方向に辿る。すJL は 2~ 6年の分岐

孔を持ち、長さは 5~1ocm て、直径 2cmてある。孔道は円筒形で分閉廷し

た部屋を持ち、その間はくびれる。個室の先端には植物に花粉を加えて

貯蔵 し、 1卵を産みつけている。個室は壁画から削り取った細木粉を1唾

液で因め仕切られている。切りは暖期に 6~7 日で糖化する。幼虫は貯蔵

額を摂食し、約 3週間で堀化する。 1坦代は約 6週間て、年 4世代を繰

り返 す。 加 害 樹 種 は A' 肋 の協そり"/′羽 山 ,Cm 〃‘!′izmm ′〃z gをぞ77‘/z!/施 〃′〃?,

Cedre 霧 中Dim,Dy ふり卸 /"“?方留用 /f(万m E乙塚ei?′"ノ"賜わo/"賜ろ 7セmm2"/?"

c座り〃/" である。
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4．吸収性害虫 

1 ）力メムシ目（半翅目）Hemiptera (Bugs) 

徴小ないし大型。卵形または長形、しばしば扁平。頭部は自山で一般 

に前日式で下冂式のものもいる。口器はセミの口吻のように引状で吸収 

に適応した形態となる。触角は2 -10節。複眼は大型、翅は1対（カイ 

ガラムシの雄）ないし2対で欠くものもいる。前翅はカメムシ亜目では 

一般に半翅鞘と呼ばれるように基部が厚化し、末端は膜質となる。ョコ 

バイ亜目では全体が膜質となる。脚は歩行あるいはそれたけでなく、跳 

躍、開掘、捕獲、逝泳に適応するが、一部のカイガラムシ類では欠く。 

徐節は1 -3 節。腹部は2 -10節で、第1節はほとんど退化する。雄の 

カイガラムシ類は尾毛をそなえる。食植性と捕食性、陸棲と水棲と生息 

範囲は広い。昆虫の中で直接あるいは間接的に人類に最も関係が深く多 

くの重要害虫がいる。植物に対しては汁液を吸収し哀弱させるたけでな 

く、刺し傷から各種の病原菌を媒介する種類がいる。ョコハイlij目の種 

類ではダニのように繁殖力が強く、そのため被害も著しい。漸進変態を 

とるロ 

1 -i ）ョコバイ亜科（同翅亜目）Hornoptera 

(1）アワフキムシ科Aphrophoridae (Iroghoppers, spittle bugs ) 

甲眼は2個または欠く。触角鞭状部は太い基部と細い棟毛部からなる。 

後脚は基節か円錯形で側方に広がらず、脛節は円筒状で1 -2 木の軌と 

先方に徴軌群をそなえる。跳躍できる。全種が食牽画性で一般に若虫は泡 

または唖液に包まれて生息する。コガシラアワフキ科を含む広義のアワ 

フキムシ科(Cercopidae) は全世界から約330属2,300種が知られてい 
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4。吸収性害虫

1) カメムシ目 (半紐目)Hem-ptera(Bug

微小ないし大型。卵形または長形、しばしば周平。頭部は白山で-一般

に前 Liitで--ぐn式のものもいる。 n器はセミの口吻のように岳1状で吸」1又

に適応した形態となる。触角は 2~10 節。複眼は大型、紐は 1対 (ガイ

ガラムシの雄) ないし2対で欠くものもいる。前紐はカメムシ亜目では

一般に半遡鞘 と呼ばれるように基部が厚化し、木端は'晩質となる。ヨコ

バイぼEEIでは全体が!膜質となる。脚は歩行あるいはそれたけでなく、跳

躍、聞挿そ、捕獲、遊泳に適応するが、一部のカイガラムシ類では欠く。

徐節は 1~ 3節。腹部は 2~10 節で、第 1節はほとんど退化する。雄の

カイガラムシ類は尾毛をそなえる。食植性と捕食性、陸棲と水棲と生息

範囲は広い。昆虫の中で直接あるいは間接的に人類に最も関係が深く多

くの重要苦虫がいる。植物に対しては汁液を-吸収し衰弱させるだけでな

く、刺し傷から各種の病原菌を媒介する種類がいる。ヨコバイ亘11月の種

類ではダニのように繁殖力が強く、そのため被害も著 しい。漸進変態を

とる。

1ー 1) ヨコパイ藁科 (同麹亜 目)Homoptera

(1)アワフキムシ科 A phrophoridae(froghoppers,sp1ttle bugs )

単眼は 2個または欠く。触角靴状部は太い基部と細い疎毛部からなる。

後脚は基節か円錐形で限り方に広がらず、輝節は円筒状で 1~2 木の疎と

先方に徴妹群をそなえる。跳躍できる。全種が食植性で一般に静虫は泡

またはー唖液に包まれて生息する。コガシラアワフキ料を含む広義のアワ

フキムシ科 (Cerぐopidae) は全世界から約330届 2,300種が知られてい
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る。熱帯に種類か多い。 

C'osmocan'a re/ala Distant の成虫はiSniar.頭部と前胸背は赤黄色、 

前翅は青黒で赤紋がある。インドやパキスタンでArtocaipas in leg 

pグbha の新梢や果実を加害し、南イントでは重要害虫にされている。 

なお、この木の新梢と葉にはClovia lineaticollis Motsehuiskyかつく。 

Beesoniella sylvestns の成虫は体長6 arm てピャクダンにつく。 

/ 

図-10 Seesoniefla syivestris 

成虫（体長約6 mm)(F3eeson より） 

Maeliaeiりm plam/iae Distantは体長12mm、小楯板は曲った大きな突起 

となリ腹部を越えて後方に伸びる。 イ ンドに生息し、ZIZ)彡hIバ 

niaunteana の新梢、葉や花の組織中に産卵する。存虫は新梢や葉柄に 

定着し、旺門から透明な泡状の液を出してプラスチック様の管をつくり、 

この中て生活する。P/ye/us grossus Fabncius はガーナて、Sesbania 
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Ptyelus grossus 

左 コ口ニー右．成虫（体長約l8mm) 

(Wagne「 らより） 
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る。熱帯に種類か多い。

Coy 陀ひじ硝化 川毎如 D1s[ant の成 虫は 15佃、頭部 と前胸 背は赤黄 色、

前遡は青黒で赤紋がある。イン ドやパキスタンでArわmm ′fs mfeg

rあ卿 の新不肖や果実を加害し、南インドでは重要害虫にされている。

なお、 この木の新梢 と葉にはα御畝 毎?徴 Z′"‘応 Motschulsky かつ く。

Beesome ‘腐 りぼりes庁zsの 成 虫 は 体 長 6 m--て ビ ャ ク ダ ン に つ く。

図 一 70 Beesoniefia syivestris

成虫(体長約 6mm)(Beeson より)

掴"橋〃eror‘zp 市摺れαe Distant は体長 12mB、小橋板 は RIト)た大 きな突起

とな り腹 部 を越 えて後 方に伸び る。 イ ン ドに生息、し、為幼少′′〃s

77z破戒ぎのせαの新梢、葉や花の組織中に産卵する。仔虫は新梢や菜柄に

定着し、虹門から透明な泡状の液を出してプラスチック様の管をつくり、

こ の 一1て 生 活 す る。 P か8た始 gγos跳 s FabrlciL 遮 は ガ -…ナ て、 Sesb‘7izm

図 一 71 PtyefusgrossUs

左 ,コロニー 右 ,成虫 (体長約 18mm)

(Wagner らより)
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grandcflora に普通の市要害虫で、乾期初期に多い。仔虫は20 -40頭か 

集った0 泡のコロニーを単木に1 -3 個つくる。インドにはチークの葉 

に寄生するPljyniatostellm (Iesc/laniJ〕s, Lethierry とPり'eliお nebulus 

Tui tonか知られている。 

(2）コガシラアワフキムシ利 Cercopidae (spittle bugs) 

アワフキムシ科に似るが、次の点で区別できる。前胸背は大型で頭部 

より幅広く、触角上方に厚化した片状縁を持ち、複眼問の前線は直線か 

またはわすかに湾曲し、前側縁は後側縁と等長か長く、額は末端に膨れ 

るなどで区別できる。甘蔗のバイラス病を媒介するTomaspis sac 

clwnna Distantかいる。 

(3）セミ E Cicadidae (cicadas) 

大型種。単眼は3個て複眼間に三角形に位置し、口吻は長く明らかに 

頭部からIlじ、触角は棘毛状。前脚腿節は太い。普通雄は腹部腹面基部 

によく発連した鼓膜器官をそなえる。雌は大きな産卵管をそなえる。雌 

は雄の鳴戸に誘致される。卵は枝の組織の中に列状に産下される。仔虫 

は淡色、右歯の開掘脚を持ち、地巾で植物の根を摂食する。成虫の吸汁 

痕が材質劣化の原囚になることかある。全世界から140属約1,500種か知 

られている。 

Pa ha vi'a casya加a Distantはカシミルの針葉樹林でCe請is deodara や 

ョーロッパトウヒなどの小枝や幹に産卵するが、高密度寄牛の小径木は 

産卵の傷痕によリキlII死することがある。 

(4）ツノセ’ミ利 Mernbrscidae (treelioppers) 

前胸背は大きく後方に長く伸び棟、鈎、癌などの突起かあり奇妙な形 

態をしている。跳躍できる。触角は複眼の前方下から生し、多数節から 

なる。単眼は2個。後脚基節は横長。菓や枝に群棲あるいは列棲し吸汁 
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gmノば前の惚に普通の市要害虫で、乾期初期に多い。仔虫は20~40 頭か

集 った。泡の コロニーを単木 に 1~3 個つ くる。インドにはチークの葉

に 寄 生 す る P勿り川 !o財疎ん‘z ぬ scゐ"“ゆs? Lethlerry と P1yβ/′rs 77gか‘‘瓜

Tu・ton か知 られている。

(2)コガシラアワフキムシ科 Cercopldae(spittle bug

アワフキムシ科に似るが、次の点で区別できる。前胸背は大型で頭部

より幅広く、触角上方に厚化した片状緑を持ち、複眼間の前線は直線か

またはわすかに湾曲し、前側緑は後ィ"騎乗と等長か長く、額は末端に膨れ

るな どで区別できる。‐甘薦のバイラス病を媒介する 伽m字zss"ひ

じ勿αmm D1stant か い る。

(3)セ ミ不;十C1cadidae(clcadas)

大型種。単眼は 3個て複眼間に三角形に位置し、口吻は長く明らかに

頭部から4 じ、触角は疎毛状。前脚腿節は太い。普通雄は腹部腹面慕部

によく発達した鼓膜器官をそなえる。雌は大きな産卵管をそなえる。雌

は雄のEIgjもに誘致される。切りは枝の組織の中に列状むこ産下される。仔虫

は淡色、右商の間堀田1を持ち、地中で植物の根を摂食する。成虫の吸汁

痕が材質劣化の原囚になることかある。全世界から14(}属約1,500種か知

られている。

比7化 “"ごαsyのαβD1stant はカシ ミルの針葉樹林で Ce〆′fs dβodの" や

ヨーロッパ トウヒなどの小枝や幹に産卵するが、高密度寄生の小キ老木は

産卵の傷痕により枯死することがある。

(4)ツノゼ ミ科 M en・brscldae(treehoppers)

前胸背は大きく後方に長く伸び蜘、懲り、癌などの突起かあり奇妙な形

態をしている。跳躍できる。触角は複眼の前方下から生じ、多数節から

なる。単眼は 2個。後」田1基節は横長。葉や枝に群棲あるいは列棲し吸汁
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する。蜜を分泌しアリと共生する種類もいる。花柄につくと開花結実を 

阻害することもあるが、一般に被害は微弱である。全世界から約320属 

約2,400種が記録されている。 

0xyr/wchts tarandiお Fabricius は大型（7 -10mm）でアフリカ、南 

アシアに分布し、Cassia siarnea, Albizia, Acacia, Da/bergia, Prosopis 

などの双子葉植物の新梢で吸汁する。成虫は新梢に矢筈模様の切れ目を 

つくり産卵する。被害枝は萎れたり枯れる。仔虫と成虫は蜜を分泌し、 

アリと共生する。北インドでは年5世代。本属には木種以外に材木を加 

害する数種が記録されている。0teonotus oneenteパWalker はイント、 

スリランカで各種の双子菜植物の葉上で生活するが、ピャクダンに9 -

3 月に多く寄生することがある。0 sp はガーナでTerimna/za ivoren-
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図-12 0t:onotus sp 

左 コ口ニー 中‘仔虫右成虫（Wagne「 らより） 

sisの苗木の新梢に発生する。Gengain mixta Buckton はSJunea 515S00 

の当年枝で吸汁する。Coccosterpl2us tuberculate留Motschulsky は南イ 

ンドとスリランカに分布し、 ビャクダン、Albizた，Barnngtonea, 

Eeythroxj吻it などの新梢で吸汁する。卵は新梢の表皮を傷つlナタリ状に 

産トされる。アリと共生し、南インドでは年3 世代以！トを繰リ返す。 
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する。蜜を分泌しアリと共生する種類もいる。花柄につくと開花結実を

阻害することもあるが、一般に被害は微弱である。全世界から約320属

約2,400種が記録されている。

Qq'γ加 cを?s初 m・d‘fs Fabrlclus は大型 (7 ~1omm) でアフ リカ、南

ア シア に分 布 し、 C餌綿α sz‘z“2eα,A 必然 α,Am 〆",D α/彰増 zα,Pmsopfs

などの双子葉植物の新梢で吸キトする。成虫は新楯に矢筈模様の切れロを

つくり産卵する。被害枝は萎れたり枯れる。仔虫と成虫は蜜を分泌し、

アリと共生する。北インドでは年 5世代。本属には木種以外に材木を加

害 す る数種 が 記録 されてい る。αβ伽 oれ‘s o'2の惚れ侍 Walker はイ ン ト、

スリランカで各種の双子葉植物の菜上で生活するが、ビャクダンに 9 ~

3 月に多 く寄生す ることがある。 o sp はガーナで 71"〃??'?α卿 ?のγの抄

図 一 72 0tlonotus sp ・

左 コロニー 中 :仔虫 右 成虫 (Wagner らより)

s捲の苗木の新梢 に発生す る。 Gの苔の惚 m?緒α Buckton は Sルの eαふるふりo

の 当年枝で吸汁 す る。 Coccosfeゆね郷 なあげα"破婚 Motschulsky は南イ

ン ド と ス リ ラ ン カ に分 布 し、 ビ ャ ク ダ ン、 AZ脱げα, βα“?'?淳の"",

&っ′すわり卸ゎ〃などの新梢で吸汁する。卵は新梢の表皮を傷つけ列状に

産下される。アリと共生し、南インドでは年 3 阻代以上を繰り返す。

-146-



(5）オオョコパイ科Tettigellidae 

小型、細長い。触角は毛状て複眼間前方に生する。甲眼は2稚L 後脚 

の脛節は2軌列をそなえる。前翅は少し硬化し光沢ある色彩をそなえる。 

横歩きや跳躍てきる。全て食植性で口吻を刺し込み吸汁する。病気を媒 

介するものがいる。 

⑥ミミズク科Ledridae 

前科に似るが、触角は複眼から離れ上方に生じ、頭部前方は薄く葉片 

状で下面がしばしば凹む。人型種もいる。食植性で吸汁性。 

(7）ョコハイ科C1cade!lidae (leafhoppers) 

小型で細く、単眼は頭項の縁か頭項と顔との境に位置する。腫節は角 

張らず、後脚では歯や棟列を欠く。前胸背と小楯板は簡単。食植性、I吸 

汁性て病気を媒介する種類もいる。前2科（(5)(6)） とともにョコバイー上 

科(Cicadelloiclea) に属し、全世界から約1,500属20,000種が知られて 

いる。 

Pekeloceplwla 管rilinea Walker はスリランカ、イント、 ミャンマ 

ーに分布し、双子菜樹木の菜で吸汁し、ビャクダンに普通、常に各態の 

J 

I j-J3 PetaIocephaia nigrthnea 

左雌成虫（体長9 '-'lSmm）中‘仔虫（体長7 ~8 mm) 

右，樹皮の卵(Beeson より） 

一147一 

(5)オオヨコバイ科 Tett・gellidae

小型、細長い。触角は毛状て複眼間前方に生ずる。単眼は 2個。後脚

の腰節は 2卵陳列をそなえる。前遡は少し硬化し光沢ある色彩をそなえる。

横歩きや跳躍てきる。全て食植性で口吻を刺し込み吸汁する。病気を媒

介するものがいる。

(6)ミミズク科 Ledrldae

前科に似るが、触角は複眼から離縁L上方に生じ、頭部前方は薄く葉片

状で下面がしばしば凹む。人型種もいる。食槌性で吸H性:。

(7)ヨコバ イ科 C1cadellidae(leafhopper

小型で細く、単眼は頭頂の愚か頭頂と顔との境に位置する。腫節は角

張らず、後脚では歯や鮫列を欠く。前胸背と小楯板は簡単。食植性、吸

汁性て病気を媒介する種類もいる。前 2料 ((5)(6))とともにヨコバイ上

科 (C1cadelloldea)に属 し、全世界から約 1,500嵐 20,000種が知られて

い る。

PerdoceP 殻マ奴・gzgr"*e α Wrall(er は ス リラ ンカ、 イ ン ド、 ミャ ンマ

ーに分布し、双子葉樹木の菜で吸キトし、ビャクダンに普通、常に各態の

5‐ , 卵

図 一 73 Peta′ocepha ′a nigr山nea

友 雌成虫(体長 9~13mm) 中 .仔虫(体長 7~8mm)

右 ;樹皮の卵 (Beeson より)
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ものか見られ、 2~4 月、 8 ~1(現 に個体数が多い。成虫は新梢で吸汁

し、そこに 7~ 9卵を産下する。 1端の抱卵数は約 120切り。準FA仔虫は風

に飛ばされて分散 し、葉で吸汁する。南インドでは年 3世代。激しい被

告木はスパイク病様の寿状となって新柏か萎れて枯れるか、枯死を免れ

た新和iiは短く天狗粟状になる。 3年生木は 3か月で、苗木や幼木では速

や かにキー1Iれ る。ノ編も′rs′7mm!s Lethierry は各種 の双 「東樹木 の吸収性

害虫で南インドてはビャクタンに普通に見られる。4F3 世代、 7~9 月

に成虫か多い。ビャクダン・スパイク病のマイコプラズマを媒介する昆

虫として知られている。椛病木は葉が丈がり小さくなり、枯死するか枝

が分岐 して大狗巣」入になる。 Acropo “"w 可膨れ K1rlくaldy は南イ ン ド

の ビ ャ ク ダ ンや Cm7f た′〃“?,Prey 〆o卿 ml,Web87 復, 為 zyp無 !s な どの 双

子葉樹木る凄普通で、被告を受けたビャクダンは綾小化し、葉は房状にな

る。 イン トでは疑わcけど“‘ばたり7櫛形 Lethierry とヱ cもめβ可な Lethlerry

がマンコの害虫として知られている。前者は小形のヨコパイで灰褐色、

夜行性で花柄、業柄、小枝に産卵する。成虫は花や葉で吸;一′する。発育

は 早 く、 好 条イ′FT{ で は 2 週 間 で卵 か ら成 虫 にな る。 Ledrops?s r′の‐

m′mm 市中 Laidjaw はイ ン トで Acqcm じ師edm の新梢 に解か る。成虫

は 11~13n1m 、仔 虫 は扇平でカイガラムシに似 る。脳ひoれ!""/b′′??〔!cm〃/"

Distant はイントてヒャクダンの新和与につき、年中いるが 5~ 7月に特

に多い。成虫の体長は 5 ~6mm 。激 しい被害木はスパイク病症状になる。

図 一 74Moonia aibimaculata

左 .雌成虫 右 雄成虫(体長 5~6mm)

(Beeson より)
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(8）ピワハゴロモ科（シタベニハゴロモ科）Fulgoridae (lantern flies) 

小型ないし大型。美麗な色彩の種が多い。頭部は丸いか突出する。触 

角は3節で複眼の下から生じ、 1 糸をそなえる。単眼は普通2個で複眼 

の下が近くの穴にある。後脚艦節には棘をそなえる。全世界から約120 

属700種が知られている。亜熱帯と熱帯に種類が多い。食植性。 

(9）ヒロズアシブトウンカ科Eurybrachidae 

シタベニハゴロモ科に似るが、非常に幅広い前頭を持つことで区別で 

きる。日本には生息しないが、オーストラリア区、東洋区、ェチオピア 

区に多く、31属180種が知られている。 

オーストラリアに生息するPaりbmchys spp．はユーカリ類の株に産 

卵し、仔虫は木に登り吸汁する。Eurybrachys 勿men tosa Fabricius は 

インドとパキスタンにいて、各種の双子葉植物の葉や新梢に止り吸汁す 

る。 1世代は約119日で、卵は葉や新梢に白綿を被った卵形の卵塊とし 

て産下される。ビャクダンにもつき、激害木では葉が落ち新梢力畔古れる。 

⑩ハゴロモ科Ricaniidae 

中庸の大きさ。頭部は幅広く前胸背よりわずかに狭く、中胸背は大形 

で背面に隆起する。翅は大きく、多くの翅脈があり、前翅の前縁部には 

横脈をそなえる。後脚深節の第1節は短い。全世界から14属360種が知 

られ、熱帯に種類が多い。吸汁性。 

Rican.た ルnestra加Fabriaius はインドに分布し、ピャクダンなどの 

双子葉植物の多汁部分で吸汁する。卵は新梢に産み込まれる。仔虫は白 

緑色で尾部に1対の綿状刷毛をそなえている。 

(11）アオバハゴロモ科Flatidae 

頭部は狭い。中胸背は大形。翅は静止時には屋根状にほとんど垂直に 

畳まれる。亜熱帯、熱帯に多い。食植性で吸汁する。全世界から212属 
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(8)ビワハ ゴロモ科 (シタベニハ ゴロモ科 )Fulgo 「idae(lantern flies)

小型ないし大型。美麗な色彩の種が多い。頭部は丸いか突出する。触

角は3節で複眼の下から生じ、 1糸をそなえる。単眼は普通 2個で複眼

の下が近くの穴にある。後膿1肥≦節には疎をそなえる。全世界から約120

届700種が知られている。亜熱帯と熱帯に種類が多い。食植性。

(9)ヒロズアシプ トウンカ科 Eurybrachidae

シタベニハゴロモ科に似るが、非常に幅広い前頭を持つことで区別で

きる。 FI本には生息しないが、オース トラリア区、東洋区、エチオピア

区に多く、31属 180種が知られている。

オース トラリアに生息するP如かb報じ妙s spp. はユーカリ類の株に産

卵 し、仔虫は木 に登 り吸汁す る。段のみ削ご/りぼか '?ei7′osα Fal)ricius は

インドとパキスタンにいて、各種の双子葉植物の葉や新梢に止り吸キトす

る。 1世代は約119日で、卵は葉や新梢に白綿を被った卵形の卵塊とし

て産下される。ビャクダンにもつき、激害木では葉が落ち新不肖が枯れる。

(lo)ハ ゴロモ科 Ricaniidae

中庸の大きさ。頭部は幅広く前胸背よりわずかに狭く、中胸背は大形

で背面に隆起する。超は大きく、多くの遡脈があり、前想の前緑部には

横脈をそなえる。後脚徐節の第 1節は短い。全世界から14属360種が知

られ、熱帯に種類が多い。吸汁性。

尺′cm2畝たれ郎Zmm Fabriaiusはインドに分布 し、ビャクダンなどの

双子葉植物の多汁部分で吸汁する。卵は新梢に産み込まれる。仔虫は白

緑色で尾部に 1対の綿状刷毛をそなえている。

(11)アオパハゴロモ科 F1atidae

頭部は狭い。中胸背は大形。遡は静止=序には屋根状にほとんど垂直に

畳まれる。亜熱帯、熱帯に多い。食植性で吸キートする。全世界から212届
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約1,000種が知られている。 

Fla危ルγrugaなFabricius はインドとパキスタンに分布する淡緑色 

のハゴロモで双子葉植物につき多食性で、ピャクダンやチークにつく。 

成虫は新梢に傷をつけ産卵する。南インドでは年3世代、 7 -8 月に多 

い。Salurnたma,苫indlia Gu6rin-M己neville は、インドとパキスタンに 

分布し、竹やビャクダンその他の樹木につき、樹皮や新梢に傷をつけ1 

卵ずつ産下する。産卵部位は膨らむ。仔虫は白緑色で後方にオレンジ色 

と緑色の、側方には白色の縦帯があり、後方には白色綿状の刷毛を1対 

そなえる。 

(1 キジラミ科Psyllidae (jumping plantlices, suckers) 

成虫はセミを小さくした形状で、跳躍する。頭項は額と明らかに区分 

され 単眼は普通3個。口吻は3節で脚の基節間に伸びる。後脚は跳躍 

に適する。翅は膜質で少数の翅脈がある。前翅の径脈、中脈、肘脈はい 

ずれも分岐する。仔虫は毛、蟻質に被われる種類が多い。葉、新梢、花、 

蕾に群生して吸汁するが、虫えいをつくるものもいる。全世界から約 

150属1,300種が知られている。 

Diclidophlebia eastopi VondracekとD. harri.soni Osianyaはナイ-7 

》
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t 1-75 Diclidophiebia eastopi 

左：被害葉 中：仔虫 右：成虫（体長約2.7 mm) 

(wagner らより） 
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約 1,000種が知られている。

FZ餌αたγれ蝦ほ如 Fabricius はインドとパキスタンに分布する淡緑色

のハゴロモで双 ‐葉植物につき多食性で、ビャクダンやチークにつく。

成虫は新梢に傷をつけ産卵する。南インドでは年 3世代、 7~8 月に多

い。 Sq夕げ72禽テ“"増加 e‘如 Guをrin‐M きnevilleは、 イン ドとパ キスタンに

分布 し、竹やビャクダンその他の樹木につき、樹皮や新梢に傷をつけ 1

卵ずつ産下する。産卵部位は膨らむ。仔虫は白緑色で後方にオレンジ色

と緑色の、ィ則方にはFI色の縦帯があり、後方には白色綿状の刷毛を 1対

そなえる。

(1のキジラミ科 Psyllidae (jumping plantlices,sucker

‐成虫はセミを小さくした形状で、跳躍する。頭頂は額と明らかに区分

きれ、単眼は普通 3個。□吻は 3節で脚の基節間に伸びる。後脚は跳躍

に適する。超は膜質で少数の遡脈がある。前週の径脈、中脈、肘脈はい

ずれも分岐する。仔虫は毛、蝋質に被われる種類が多い。葉、新梢、花、

奮に群生して吸汁するが、虫えいをつくるものもいる。全世界から約

150属 1,300種が知られている。

Dた′〆〆のた誇る加 数s‘op!Vondracek とD. 卿“禽o露 osianya はナイジ

図一 75 Dic′idoph′ebia eastop ー

左 :被害葉 中 :仔虫 右 :成虫 (体長約2,7mm)

(wagner らより)
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エリア、ガーナ、象牙海岸で7ソゆんchiton scienゆ（Yb れに普通の害虫で 

ある。卵は淡白色、円筒形、0.4mm長。D. eastoj,i は主脈に産卵し、特 

周日葉の葉柄近くに多く、若葉にも産むが、D. har,・isoniで は若葉の葉 

縁に多く産む。仔虫は透明な蟻物質に覆われ、 1 コロニーに10-20個体 

がいる。 5齢を経過する。成虫はセミに似て体長約2.5mm、透明で金属 

的であるが、D．加rrisoniは黄～褐色。 1世代は3 -4 週問。苗畑で被 

害が多く、被害葉は葉縁が巻き込み黄変あるいは掲変し、激しい被害木 

は先枯れ、歪曲、萌芽状になる。Heteropsytla cubana Crawfordはギン 

×ノ 

図-76 左：キジラミ科成虫（CSIROよ り） 

右： Heteropsylla cubana 

上：前翅 下：後翅(Brown & Hodkinson より） 

ネム類の有名な害虫で、原産地は中米であるが、大洋州、東南アジア、 

南アジア、アフリカに分布を広げ、沖縄にも侵入している。台風が分散 

を助けたとの説がある。インドネシアでは生物防除にテントウムシを利 

用している。Cerotrioza sp．はインドでS/iaルa robus加の新梢の葉表先 

端の主脈に虫えいをつくる。モンスーン期に多い。Euphaler1バ vit/atus 

Crawford はインドとパキスタンでCassなノistuムにつく。越冬卵は樹皮 
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ェリア、ガーナ、象牙海岸で万物わc雇わ〃 sc‘8〆ゆ卸‘〃〃に普通の害虫で

あ る。卵 は淡 白色、円筒形、 0.4mm 長。 D.8"sfoか は主脈 に産卵 し、特

に旧葉の葉柄近 くに多く、若葉にも産むが、丑 徹 rγなom では若葉の柴

緑に多く産む。仔虫は透明な轍物質に覆われ、 1コロニーに10~20ィ固体

がいる。 5齢を経過する。成虫はセミに似て体長約2.5mm、透明で金属

的であるが、D. 卿“なo矧ごま黄 ~ 褐色。 1世代は 3~4 週間。苗畑で被

害が多く、被害葉は葉縁が巻き込み黄変あるいは褐変し、激しい被害木

は先枯れ、歪曲、萌芽状になる。品効e知り卸物 α‘卿72αCrawford はギン

　　　　　　　
　　　　　
、、 .

ミ＼き

図 一 76 左 :キジラミ科成虫(CS-ROより)
右 :Hete 「opsy"acubana

上 :前麹 下 :後麹 (Brown&Hodkinson より)

ネム類の有名な害虫で、原産地は中米であるが、大洋州、東南アジア、

南アジア、アフリカに分布を広げ、沖縄にも侵入している。台風が分散

を助けたとの説がある。インドネシアでは生物防除にテントウムシを利

用 してい る。 C8〆蘭州ozα sp. はイン ドで 隊m 柁zz'℃無 s加 の新梢の葉表先

端の主脈 に虫えいをつ くる。モ ンスー ン期 に多い。 E7の/m/好雄 〃摺餌′rs

Crawford はインドとパキスタンで Cqss如月s無為につ く。越冬卵は樹皮
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の割れ目に産みつけられ、孵化仔虫は葉上に定着し、蜜と蝋物質を分泌 

する。 5 -8 月に4世代を繰リ返す。越冬卵以外の卵は葉、葉柄、芽に 

産みつけられる。被害葉は萎れるか天狗巣状になる。Megatrioza hir-

suルCrawford はインドに広く分布し、Ter,ninaiiaにつく。年2世代。 

卵は11月に寄生の樹皮に産下され、翌春孵化した仔虫は若葉に移動し、 

7月に成虫になる。この成虫は新梢や葉に産卵し、11月に再び新成虫が 

現れ、越冬卵を産む。仔虫は葉の縁を主脈に達するまで巻き込み、この 

中で生活する。この部分は膨らみピンク色か藤色になる。Trioza ノlet・ 

cheri Crawford はインドで7切'rn加aha tomenosa の害虫であるが、メ 

リナ、T.a承ma, Trewたnudiflora にもつく。卵は寄生の葉に1個ま 

たは卵塊で産下する。仔虫は葉上に白い密毛をもった小さな虫えいをつ 

くる。年多世代で虫えい内の仔虫で越冬する。苗畑での被害が問題にな 

る。この他にインドではPaurocep加Ia, Pauropsyhla, Phac叩ternが林木 

に寄 生する。 

⑩コナジラミ科 Aleyrodidae (Whitef lies) 

体は甚だ小さく1 - 3 mmで軟弱。成虫は白色を帯びた微蟻粉に覆われ 

るが、形態はキジラミに類似している。頭頂は額から区分されない。口 

吻は強く3節で頭の下面後方から生ずる。触角は普通7節でよく発達し 

ている。翅は2対ともに平らかわずかに屋根型に畳まれる。前翅は幅広 

く簡単な1翅脈をそなえる。卵は柄を持ち、軟らかい葉に輪状または一 

面に産下される。 1 齢仔虫は動くが、脱皮後は脚と触角を失う。仔虫は 

軟弱稲平な楕円形で蝋物質や綿に覆われるものが多く、カイガラムシに 

類似する。 

A leurocanthus nzangiferae Quaintance et Bakerはマンゴの葉上で 

吸汁する。本種以外のAんurocanthiバ やLa玩giella は竹につく。D' 

C伽‘rodes cirtri Ashmead は世界的な柑橘害虫であるが、センダンにも 

つく。 
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の割れ目に産みつけられ、号醇化仔虫は葉」二に定着し、蜜と蟻物質を分泌

する。 5~8 月に 4世代を繰 り返す。越冬卵以外の卵は葉、葉柄、芽に

産みつけられる。被害葉は萎れるか天狗巣状になる。肌増"かめ組 んケー

躍如 Crawford はイ ン ドに広 く分 布 し、 emzメフ?"{なにつ く。年 2世 代。

卵は11月に寄生の樹皮に産下され、翌春階化した仔虫は若葉に移動し、

7月に成虫になる。この成虫は新楠や葉に産卵し、11月に再び新成虫が

現れ、越冬卵を産む。仔虫は葉の緑を主脈に達するまで巻き込み、この

中で生活する。この部分は膨 らみピンク色か藤色になる。万海如 月錫‐

c〆zゼガ Crawford はイン ドで 718m2!“" な rome“osαの害虫であるが、 メ

リナ、 r. のブ““α,7 1だ w如 mm 扉 om に もつ く。卵 は寄生の葉に 1個 ま

たは卵塊で産下する。仔虫は葉上に白い密毛をもった小さな虫えいをつ

くる。年多世代で虫えい内の仔虫で越冬する。苗畑での被害が問題にな

る。 この他 にイン ドでは月α乙ぼりcゆ卿毎 月〃〃mpsy′超,錫 ?αcop毎鰯 が林木

に寄生する。

(1めコナジラミ科 Aieyrodidae(Whiteflies)

体は甚だ小さく1~3mm で軟弱。成虫は目色を帯びた微蝋粉に覆われ

るが、形態はキジラミに類似 している。頭頂は額から区分されない。 n

吻は強く3節で頭の下面後方から生ずる。触角は普通 7節でよく発達し

ている。地は 2対ともに平らかわずかに屋根型に畳まれる。前週は幅広

く簡単な 1遡脈をそなえる。卵は柄を持ち、軟らかい葉に輪状または一

面に産下される。 1齢仔虫は動くが、脱皮後は脚と触角を失う。仔虫は

軟弱周平な楕円形で蟻物質や綿に覆われるものが多く、カイガラムシに

類似する。

A@ 〃りm 川棚 s“2のぼ前 meQuaintance etBaker はマ ンゴの葉上 で

吸 汁 す る。 本種 以 外 の A‘gzぼり舶用 /ms や L"〆izg′〆如は竹 につ く。 DZ‐

“粥川霞s cかわすAs粥彫琢力ま÷世界的な柑橘害虫であるが、センダンにも

つ く。
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山）カサアブラムシ科 Adelgidae 

微小な無翅と有翅のアブラムシで、体は軟らかく楕円形、環節は明瞭 

でない。白色の綿状の糸や塊に覆われている。体の各環節の背面には1 

-2 横列の蝋板をそなえる。頭部は両側に3個の偽単眼をそなえる。脚 

は変化があり、徐節は小さく末端節には1 -2 本の爪がある。雌は産卵 

管を持っている。有翅虫は複眼と3個の単眼をそなえる。多型の昆虫で、 

有翅虫と無翅虫、単性虫と有性虫の各組合せがあり、複雑な生活史をも 

っている。松柏類の針葉。小枝や虫えい内に生息する。 8属50種が主と 

して」ヒ三ド球の温帯にいるが、オーストラリア、ニュージーランドに侵入 

定着した種類もいる。 

A 虚なes abた'/spiceae Stebbingは北インドとパキスタンに生息し、 

Picea smithたmをー次寄主にAbたtesp玩drow を二次寄生とする。越冬 

した幹母は先端の芽の基部に産卵する。仔虫は未開の針葉の基部や近く 

の枝で吸汁し、この場所に長さ約3 cm、緑色で成熟すると深紫色の球果 

状の虫えいを形成する。夏以降に有翅虫が虫えいから飛立ちモモにつき、 

綿状の蝋に覆われた無翅の単性生殖虫で数世代を繰り返す。トウヒの被 

害は激しく、被害木の成長はほとんど止る。被害モミは針葉が曲ったり、 

ヤニで東ねられる。 

（旧アブラムシ科 Aphididae (a加i山, plantlices) ! 

微小ないし小形。無翅あるいは有麹。触角は剛毛状で3 -6 節からな 

る。単眼は有翅虫で3個。口吻はよく発達し3 -4 節で長く、刺針はは 

なはだ長い。胸部は有翅虫では良く発達し1対の側瘤をそなえるが、無 

翅虫ではいくぶん腹部に癒着する。趣は分散型と一部の有翅虫の雄にあ 

り、普通屋根型かまれに平らに畳まれる。前翅は体と同じか長く、薄く 

透明か部分的に曇りわずかな翅脈を持っている。後翅は小形で翅脈も少 

ない。脚は細く有毛のものが多い。徐節は普通2節で爪は1対で得盤は 

ない。腹部の環節は不明瞭で、一般に蝋腺、背瘤、側瘤、毛や剛毛があ 
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(14)カサアブラムシ科 Adelgidae

微小な無麹と有地のアブラムシで、体は軟らかぐ楕円形、環節は1明瞭

でない。白色の綿状の糸や塊に覆われている。体の各票節の背而には 1

~2 横列の嫌板をそなえる。頭部は両側に3個の偽単眼をそなえる。脚

は変化があり、徐節は小さく末端節には 1~2 本の爪がある。雌は産卵

管を持っている。有理虫は複眼と 3個の単眼をそなえる。多型の昆虫で、

有遡虫と無想虫、単性虫と有性虫の各組合せがあり、複雑な生活史をも

っている。松柏類の針葉。小枝や虫えい内に生息する。 8属50種が主と

して北半球の温帯にいるが、オース トラリア、ニュージーランドに侵入

定着した種類 もいる。

Ade忽esの慶応汐に敵βStebbingは北イン ドとパキスタンに生息し、

脅cm 瀞贈物なれ〃を一次寄主にA板efgs〆〃のり乙ひを二次寄生とする。越冬

した幹母は先端の芽の基部に産卵する。仔虫は未開の針葉の慕部や近く

の枝で吸il・し、この場所に長さ約 3cm、緑色で成熟すると深紫色の球果

状の虫えいを形成する。夏以降に有遡虫が虫えいから飛立ちモモにつき、

綿状の蟻に覆われた無遡の単性生殖虫で数世代を繰り返す。トウヒの被

害は激しく、被害木の成長はほとんど止る。被害モミは針葉が曲ったり、

ヤニで束ねられる。

(鴎アブラムシ科 Aphididae (aphids,plantlices)

微小ないし小形。無地あるいは有地。触角は剛毛状で 3~6 節からな

る。単眼は有期虫で 3個。 u吻はよく発達し3~4 節で長 く、刺針はは

なはだ長い。胸部は有遡虫では良く発達し1対のイ則癌をそなえるが、無

期虫ではいくぶん腹部に癒着する。紐は分散型と一部の有遡虫の雄にあ

り、普通屋根型かまれに平らに畳まれる。前迎は体と同じか長く、薄く

透明か部分的に曇りわずかな遡脈を持っている。後超は小形で遡脈も少

ない。脚は細く有毛のものが多い。徐節は普通 2節で爪は 1対で裸盤は

ない。腹部の環節は不明瞭で、一般に蝋腺、背癌、ィ則糟、毛や剛毛があ
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り、角状管をそなえるものと欠くものとがある。この科もカサアブラム 

シと同様に複雑な生活史を持っている。全世界から350属3,500種が知ら 

れている。 

ハゼアブラムシ（Toxop彪ra odinae Van der Goot）はインドでは 

A naca rd/urn occiden加kの害虫でBischofis, Lannea, Sap/urn，マンゴ 

のほか各種の樹木の花序、枝や新梢で吸汁する。 ミカンクロアブラムシ 

(T. citricidus Kirkaldy）は南米を除く熱帯、亜熱帯各地に分布し、 

柑橘につきバイラス病を媒介する。まれに材木も加害し、ケニヤで苗畑 

のMaesopSた em訊iiの成長を阻害したことがある。コミカンアブラムシ 

(z aurantli Boyer de Foncolombe ）は熱帯から温帯各地に分布し、 

茶と柑橘類の害虫であるが、Celtis （花）,D21berg/a sおsoo,め2,gmm 

（小枝）,Flacourtia ramonたhi（新梢）,Mesua ルγrea（新梢）につ 

く。Baizongia pおtaciae Linnaeusはョーロッノぐ、アフリカ、インドに 

分布し、Pis忽Cな加tege,ガmaの若葉に長さ12-25cmの角状の虫えいを 

つくり、この中に白綿に覆われた1,000頭ほどの虫が入っている。乾燥 

した虫えいは薬用にも供せられる。モモアカアブラムシ（Myzz摺per-

sicae Suizer）は各地でモモに被害をあたえ、インドでは農作物やDal-

be,g彪S-issoo を含む樹木につき、多くのバイラス病を媒介する。 

Prociphilus m たheliae LambersはMichelia charn加ca の葉を巻き吸汁 

する。 

(1 ワタフキカイガラムシ科Margaroididae (gaiant coccids) 

雌は大型で円く、環節は明瞭、蝋に覆われている。複眼を欠くか偽眼 

をそなえる。脚は良く発達したものから消失したものまでいる。前脚は 

非常に大型で開掘脚になる。徐節は1-2 節。全世界から約50属250種 

が知られている。 

Drosic加 Sたbb1夢Green は日本のオオワラジカイガラムシに類似し、 

インドとパキスタンに分布する。マンゴとShorea robustaの害虫でAca-
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1)、角状管をそなえるものと欠くものとがある。この科もカサアブラム

シと同様に複雑な生活史を持っている。全世界から350属 3,500種が知ら

れている。

ハゼアブラムシ ( 伽ゆfgm o仏物α8Van der Goot) はインドでは

Amm'dim'2 0α緩靴′α‘gの 害 虫 で βおc無声 s, 乙の雛鍵 , 激 励““②,マ ン ゴ

のほか各種の樹木の花序、枝や新梢で吸汁する。ミカンクロアブラムシ

(r, ばかicidzfsKirkaldy) は南米を除 く熱帯、亜熱帯各地に分布 し、

柑橘につきバイラス病を媒介する。まれに材木も加害し、ケニヤで苗畑

の屑"esopsな gmimf の成長を阻害したことがある。コミカンアブラムシ

(丁."z‘mm ぎぼBoyer de Foncolombe ) は熱帯から温帯各地に分布し、

茶と柑橘 類の害 虫であるが、CeZ雄 (花 ),D 扇を増中 sissoo,Sツリ恋′てm

(小枝 ),F 加com同α 'mm “たねZ(新梢 ), 肌嫌脇花γ′m( 新梢) につ

く。β"迄の増加 かお如c如B Linnaeus は ヨー ロッパ、ア フ リカ、 イン ドに

分布 し、脅s超じ忽 "@′増勿“''?αの若葉に長さ12~25cm の角状の虫えいを

つ くり、この中に白綿に覆われた1,000頭ほどの虫が入っている。乾燥

した虫えいは薬用にも供せ られる。モモアカアブラムシ (MJ班ぼ Per

sなα8 sulzer) は各地でモモに被害をあたえ、インドでは農作物やDメー

bg堰忽 s鰯 oo を含 む樹木 につ き、多 くのバ イラス病 を媒介する。

Pmc 小脳Z縦 7〃た桜加 e Lambers は財たね〆如 c彰 '噂α鯛 の葉を巻き吸汁

す る。

(1のワタフキカイガラムシ科 Margaroididae(gaiant coccids)

雌には大型で円く、環節は明瞭、蝋に覆われている。複眼を欠くか偽眼

をそなえる。脚は良く発達したものから消失したものまでいる。前脚は

非常に大型で開堀脚になる。徐節は 1~2 節。全世界から約50属250種

が知られている。

Dms 北加 sfe姉 Z'嵯ぎGreenは日本のオオワラジカイガラムシに類似 し、

インドとパキスタンに分布する。マンゴとS物だzz〆物那加の害虫でAGQ‐
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cia,A chras,A乃たた，A rtocaゆl賀，BWea, C ゅressus,Ficus,カ哲たns, 

Mimz雄ops,Morus,P7ngam瓦jケosop島，2i2ツ，husなどにもつく。雌成 

虫は楕円形、体長は14~ 17mmの大型種で白粉に覆われる。卵は落葉中に 

卵莢として産みつけられる。雌仔虫は樹冠に這い上がり、葉、新梢、小 

枝で吸汁する。有翅の雄は赤と褐色で目は突出している。交尾した雌は 

地上に降り産卵したあと死ぬ。大量の蜜を分泌するので、煤病を併発す 

る。激しく被害を受けた樹木は新梢や小枝が枯死し、若木では奇形にな 

る。a mangiferae Green はインドとパキスタンに生息し、マンゴに 

多く、Shorea robus慨A ,勿caゆus, Ficus などにもつく。雌成虫は落 

葉層に産卵する。仔虫は下木で吸汁するが、後に雌は木に登る。 

⑩フクpカイガラムシ科 Eriococcidae (eriococcid mealy-bugs, 

gall-like cocci山） 

タマカイガラムシとも呼ばれ、雌成虫は楕円形、球形、半円形。表面 

は多様で軟らかいか皮革質または堅く、平滑か点刻をそなえるか，粉か 

綿様の蝋に覆われている。体環節はかなり明瞭なものから欠く種類まで 

ある。触角は痕跡的なものから6節からなるものまである。口吻は小さ 

く2節。脚を欠くものから正常に発達したものまでいる。臀片は普通欠 

く。雄成虫は偽単眼を5対そなえ、尾糸は2本、短い尾棘突起を1本そ 

なえる。全世界から約50属350種が知られている。 

En（ルocci昭araucariae Marshallはオーストラリア原産種であるが、 

熱帯、温帯に分布を広げた。各種のAraucaria につき吸汁する。雌は長 

卵形で黄色、細かい白か黄色の鞘の中にいる。雄は微小で白色の有翅虫 

である。蜜を排池するので煤病を併発させる。ケニヤで若木に群がり時 

に成長を低下させたり枯死させる重要害虫にされている。F. corたcells 

Maskell はユーカJ類の葉と小枝につき、雌成虫は薄く堅い白あるいは 

赤褐色の袋に入っている。煤病を併発する。激しい被害では落葉と被害 

部の枯死を生じ、幼木では枯れることもある。 
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c鶴 A 物 ms,A ‘る銘な ,A γわcの勿熔, β2胸 α,Cz 夢 セsszは, 霧 α娼, ル増加“s,

肌 i'mβo声 , 朋“格 ,P の噂α粥加,Prosqpag 教甥の棚 sなどに もつ く。雌成

虫は楕円形、体長は14~17mm の大型種で白粉に覆われる。卵は落葉中に

卵葵として産みつけられる。雌仔虫は樹冠に這い上がり、葉、新梢、小

枝で吸汁する。有理の嫌は赤と褐色で目は突出している。交尾した雌は

地上に降り産卵したあと死ぬ。大量の蜜を分泌するので、煤病を併発す

る。激しく被害を受けた樹木は新梢や小枝が枯死し、若木では奇形にな

る。 D.' “α72g脆 me Green はイ ン ドとパ キス タンに生息 し、マ ンゴに

多 く、 Sぬの惣α知る2娼加,A 〆わcのめ郡 , 野北郷 な どに もつ く。雌成虫は落

葉層に産卵する。仔虫は下木で吸汁するが、後に雌は木に登る。

(1のフ ク ロ カ イ ガ ラ ム シ科 Eriococcidae(eriococcid mealy-bugs,

gall-like coccids)

タマカイガラムシとも呼ばれ、雌成虫は楕円形、球形、半円形。表面

は多様で軟らかいか皮革質または堅く、平滑か点刻をそなえるか,粉か

綿様の蟻に覆われている。体環節はかなり明瞭なものから欠く種類まで

ある。触角は痕跡的なものから6節からなるものまである。口吻は小さ

く2節。脚を欠くものから正常に発達したものまでいる。皆片は普通欠

く。雄成虫は偽単眼を5対そなえ、尾糸は 2本、短い尾煉突起を1本そ

なえる。全世界から約50属 350種が知られている。

& あの cczfsの寵みにαγ如B Marshall はオース トラ リア原産種 であ るが、

熱帯、温帯に分布を広げた。各種のAm" 餌γな につき吸汁する。雌は長

卵形で黄色、細かい白か黄色の鞘の中にいる。雄は微小で白色の有地虫

である。蜜を排撤するので煤病を併発させる。ケニヤで若木に群がり時

に成長を低下させたり枯死させる重要害虫にされている。E. のγ加cの嬬

Maskellはユーカリ類の葉と小枝につき、雌成虫は薄く堅い白あるいは

赤褐色の袋に入っている。煤病を併発する。激しい被害では落葉と被害

部の枯死を生じ、幼木では枯れることもある。
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⑩コナカイガラムシ科 Pseudococcidae (mealy bugs) 

長楕円形。体は軟らかく、環節は明瞭で粉状か綿状の蝋で覆われ、こ 

れらはイ制則や後方で糸状に長くなっている。雌はよく発達した脚をそな 

える。触角は欠くか9 節からなる。全世界から約180属1,100種が知られ 

ている。 

Planococcoides 河atensおLaing はガーナでswollen shoot diseaseの 

媒介虫で、カカオに最も普通なコナカイガラムシである。チーク」 

Anacardiurn, Cass彪，Ceiba, Ficus, Khaya, L叩hira, Sterculia, 

Tarnarion漉胃，Term玩ahaなどの葉と果実で吸汁する。この虫はアリ 

‘グ 蕊 

白 

熱
 

働
 

疹一 

図-11 Planococcoides njalensis 

左：雌成虫（体長約2.1mm）右：雄成虫 

(Kaishoven より） 

と共生し、食害部はカートン・セルターによって覆われ、また倒木から 

生立木に運ばれる。I航flOCOCCUS citri Rossoは熟帯、亜熱帯各地に分布 

し、柑橘、カカオ、コーヒーの害虫であるが、ゴムノキ，Acacia, Al-

bizた，Anacardium, C'eiba, Nesogordonお，Stercuhia, Term加aha な 

どの葉にもつく。体は卵形で、黄色ないし金褐色で薄い蝋に覆われ、側 

方に糸状の房をそなえる。加害された新芽は葉がちじれ奇形となる。 
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(1めコナカイガラムシ科 Pseudococcidae(mealy bugs)

長楕円形。体は軟らかく、環節は明瞭で粉状か綿状の蝦で覆われ、こ

れらは体側や後方で糸状に長くなっている。雌はよく発達した脚をそな

える。触角は欠くか 9節からなる。全世界から約180属1,100種が知られ

て い る。

P如タmcoccofd 鉛 幼α膨れsas Laing はガーナで swollenshoot disease の

媒介虫で、カカオに最 も普通なコナカイガラムシである。チーク ,

A77αcαれ方z"“,C 広範ね ,CB 効α,Ficz 岱,K 湾α1yα,Lo めあの龍,s 彫れク〆鷲 ,

のの“僻め“dz儒,7 1のり煽れα‘如などの葉と果実で吸汁する。この虫はアリ

S
.
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ザ′′ /fr. 一“ー

　 　 　　　 　　　　

図 一 77 P′anococcoides n ja′ensis

左 :雌成虫(体長約2.7mm) 右 :雄成虫

alshoven より)

と共生 し、食害部はカー トン・セルターによって覆われ、また倒木から

生立木に運ばれる。P加"oのccz岱 di“ Rosso は熱帯、亜熱帯各地に分布

し、柑橘、 カカオ、 コー ヒーの害虫であるが、 ゴムノキ,Ac 解熱 A ‘

厩幼α,A""c の億“'“,CB 論",MBsogiodo" 声,S 卿 沈毅α, 質のラフメタ筋‘ね な

どの葉にもつく。体は卵形で、黄色ないし金褐色で薄い蟻に覆われ、ィ則

方に糸状の房をそなえる。加害された新芽は葉がちじれ奇形となる。
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L1-7B Pltinococcus citri 

（体長約2. 9mm)(Kalshoven より） 

⑩カタカイガラムシ科 Coccidae (soft scales, scale insects) 

世代を通じ活動的であるが、まれに終齢で寄主に固着する。雌成虫は 

長楕円形で扁平かまたは半球形あるいは球形。体表面は革質で堅く平滑 

かあるいは粗面で蛾に覆われるものや裸体のものなど多様である。体環 

節は不明瞭。触角は欠くか小形あるいは7 -8 節。目は1対の偽単眼か 

らなる。口吻は短い。脚は欠いたり存在する。雄成虫は無翅か有麹で、 

偽単眼の数はまちまちである。尾突起は短く先端は尖らない。全世界か 

ら約90属1,000種が知られている。 

Coccl鳶 eん,2galtおSignoret は熱帯から温帯までと分布は広く、細長 

いカイガラムシでAcacia,Aibizた，Casua2軌α，Platan:バ，Ziyphl酋な 

ど多くの双子葉樹木につき吸汁する。C. virWis Greenは熱帯共通種で、 

コーヒー、柑橘、その他の永年作物の害虫であるが、ゴムノキ、マンゴ， 

7とbebuia つく。介殻は緑で扁平な卵形。ヒラタカタカイガラムシ 

(C.izesperidum Linnaeus）は全世界に広く分布し、特に温室に多い。 

多食性で各種の双子葉樹木と針葉樹につく。ルピーロウムシ（Cero-

plastes rubens Maskell）は熱帯東洋の原産種であるカ、 各地に侵入定着 

し、現在では世界共通種になっている。雌成虫は堅い小豆色の蟻で厚く 

覆われ、 4 -5m 。日本では果樹、緑化木など各種の樹木の葉面と小枝 
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図 一 78 P′anococcus citr;

(体長約2,9mm)(Kalshoven より)

(剛力タカイガラムシ科 Coccidae(soft scales,scale insects)

世代を通じ活動的であるが、まれに終齢で寄主に固着する。雌成虫は

長楕円形で周平かまたは半球形あるいは球形。体表面は革質で堅く平滑

かあるいは粗面で蛾に覆われるものや裸体のものなど多様である。体環

節は不明瞭。触角は欠くか小形あるいは 7~8 節。日は 1対の偽単眼か

らなる。 n吻は短い。脚は欠いたり存在する。雄成虫は無麹か有遡で、

偽単眼の数はまちまちである。尾突起は短く先端は尖らない。全世界か

ら約90属 1,000種が知られている。

Coccz揺 e加増雌雄 Signore日ま熱帯から温帯までと分布は広 く、細長

いカイガ ラム シで Ac"cm,AZ ろ"海,Cqs とrのす"",PZQ 如れ鷹 , 方砂のん〃sな

ど多くの双子葉樹木につき吸汁する。 C. 〃/“〆な Greenは熱帯共通種で、

コーヒー、柑橘、その他の永年作物の害虫であるが、ゴムノキ、マンゴ ,

7Zzわe卿なにつ く。介殻は緑で扇平な卵形。 ヒラタカタカイガラムシ

(C.庇助勢Zdzf'72Linnaeus) は全世界に広 く分布 し、特に温室に多い。

多食性で各種の双子葉樹木 と針葉樹につ く。ルビーロウムシ (Cのひ

P如縞BSγ≧あの?s Masken) は熱帯東洋の原産種であるが、各地に侵入定着

し、現在では世界共通種になっている。雌成虫は堅い小豆色の蟻で厚 く

覆われ、 4~5mm 。日本では果樹、緑化木など各種の樹木の葉面と′」・枝
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に寄生し、煤病を併発し被害は大きい。熱帯林でマンゴ、タラップ、 

Gin nam.omwn zeylanicwn につく。Eucaかinmた応fesselaliパ Signoret 

は多食性のカキカイガラムシで熱帯に分布し、各種の樹木の葉の裏面で 

吸汁する。 雌成虫の介殻は暗褐色、卵形で3 mm。マンゴ、ココヤシ、 

Syzygium cum加航 Gin namomum zeylanたurn が寄生として知られて 

いる。煤病を併発させる。A‘ん加mia ma功m Green はインド、ノぐキ 

スタン、マラヤから知られる大形のワタカイガラムシでAza或rachta 

玩dica、マンゴ、Morus alba, Zizyphu.s mauritiana につき、マラヤで 

は苗畑と幼齢造林地のゴムノキの重要害虫にされている。卵は白綿リボ 

ン状の卵莢に600- 900個産みつけられる。若仔虫は葉と新梢に群がる。 

煤病を併発する。ミドリワタカイガラムシ（P.1,sidii Mar山all ）は東 

洋の熱帯地域原産であるが、熟帯、亜熱帯に広く分布している。多食性 

で、柑橘類、コーヒーなどの永年作物、A rtocaip'U鳶 、マンゴ、ピャク 

ダン、A魂rasなど多くの樹木や灌木の葉、若枝、果実について吸汁す 

る。蜜を分布し煤病を併発する。雌成虫は楕円形で体長約4m、黄褐色 

ないし緑黄褐色で背面中央部に白粉をそなえる。Saissetia n智ra Niel・ 

ner は熱帯共通種で、マンゴ、チーク、 ゴムノキ、7初712玩alia, 

肋acardiurn, Galophyルrn, Ceiba, Ficus, Mon侃 Ulrnl応などの新 

梢や葉につき吸汁する。蜜を排出して煤病を併発させ、被害新梢はしば 

しば枯死する。マラヤでは苗畑と幼齢造林地の重要害虫になっている。 

S. coβ乞ae Walker は熱帯、亜熱帯各地に生息し、多食性で材木はビャ 

クダン、Term玩aIiaの葉と小枝につく。雌成虫は丸屋根形、黄褐色で 

光沢がある。Beesonia dひterocarpiはミャンマーでDゆterocaipIお 

加bercu なtus の 新梢に菊の花様の虫えいをつくる。この花弁にあたる根 

元の木化した中にそれぞれ3齢幼虫が入っている。雌成虫は膨れ、球形 

ないし卵形で長さ6 -l0imn、後方の表面に堅くキチン化し、前方は無色 

の膜状で後に暗色化して堅くなる。触角や口器を欠く。この特殊な形態 

によりカブラカイガラムシ科（Beesoniidae) に含められることがある。 
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に寄生 し、煤病を併発 し被害は大きい。熱帯林でマンゴ、タラップ、

C!“7247720'mm7 zの加 川 c"'“ に つ く。 Ezfm リリ'加須‘rs′esseぬれずs signoret

は多食性のカキカイガラムシで熱帯に分布し、各種の樹木の葉の裏面で

吸 fl・す る。雌成 虫の介殻 は暗 褐色、卵形 で 3mm 。マ ンゴ、 ココヤ シ、

Sッ瑚g!2‘“2 α′削効力,C! 〃""伽の“燭'2 2の'超川鍋荊 が寄生 と して知 られて

い る。煤病 を併 発 させ る。凸ぼり′72僻超 '“"霜772α Green はイ ン ド、パ キ

スタン、マラヤか ら知 られる大形のワタカイガラムシでAzα霞'徽cん加

初の鯛、マ ンゴ、肌の似s d 卿 , 為をヌめ廟娼 mm げ′f如“αにつ き、マ ラヤで

は苗畑と幼齢造林地のゴムノキの重要害虫にされている。卵は白綿リボ

ン状の卵葵に600~900 個産みつけられる。若仔虫は葉と新榊に群がる。

煤病を併発する。 ミドリワタカイガラムシ (P.Ps畝ZメMarshall ) は東

洋の熱帯地域原産であるが、熱帯、亜熱帯に広く分布している。多食性

で、柑橘類、 コー ヒーな どの永年作物、 Aγ/oGのめ腐侍 、マ ンゴ、 ビャク

ダン、Ac廟硲など多くの樹木や灘木の葉、砦枝、果実について吸汁す

る。蜜を分布し煤病を併発する。雌成虫は楕円形で体長約 4mm、黄褐色

ないし緑黄褐色で背面中央部に白粉をそなえる。S"〆ssg腐 れ窄惣 Niel‐

ner は 熱 帯 共 通 種 で、 マ ン ゴ、 チ ー ク、 ゴ ム ノ キ、 好′i““"‘な ,

A77"cm 霞〃“2,QZZO か毎 猿〃'@,Ce め", 疑 似 s, 媛 or婚 , びZ“z〃s な ど の 新

不肖や葉につき吸汁する。蜜を排出して煤病を併発させ、被害新梢はしば

しば枯死する。マラヤでは苗畑と幼齢造林地の重要害虫になっている。

S.c 切先αe Walker は熱帯、亜熱帯各地に生息し、多食性で材木はビャ

クダン、 71eγ772!72雄〆αの葉と小枝につ く。=竣成虫は丸屋根形、黄褐色で

光 沢 が あ る。β8esmzな 遊動のり餌 7カ月 ま ミ ャ ンマ ー で D中郷のcm かは

なめβ'℃〃毎な岱の新梢に菊の花様の虫えいをつくる。この花弁にあたる根

元の木化した中にそれぞれ 3齢幼虫が入っている。雌成虫は膨れ、球形

ないし卵形で長さ 6~1omm 、後方の表面に堅くキチン化し、前方は無色

の膜状で後に暗色化して堅くなる。触角や□器を欠く。この特殊な形態

によりカブラカイガラムシ科 (Beesoniidae) に含められることがある。
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IJ-19 Beesonia dipterocarpi 

左：虫痩右： 3齢雌（Beeson より） 

⑩フサカイガラムシ科 Asterolecaniidae (pit scales) 

小形、長楕円形で環節は不明瞭、総状か塊状の蝋物質に覆われている。 

口吻は短く1節。複眼はなく、脚は痕跡的かまたは欠く。臀片は普通に 

存在する。全世界から23属200種が知られている。 

タケフサカイガラムシ（Asteroんcanium 加mbusae Boisduval）は熱 

帯、亜熱帯に広く分布し、各種の竹の稈と稈鞘に寄生し、地際に多いが、 

密度が高くなると葉にも寄生する。介殻は広楕円形、長さ2 -2.5uun. 

背面はやや膨らむ。 

(21）マルカイガラムシ Diaspididae (armored scales) 

体は小形で単一の介殻の下に隠されているか、上面の強靭な介殻と下 

面の薄い介殻の中に入っている。介殻の形はまちまちで円形、長形、線 

状、蠣介殻状で、背面は平坦か隆起したり円錐形のものまであり、表面 

は平滑であったり隆起線をそなえるものもいる。色彩は白色、灰色、黄 

色、褐色、暗褐色、黒色など変化が多い。雄の介殻は小さく盤状か長形 

で淡色である。雌成虫の体環節は不明瞭で腹部の多くの環節は癒合し臀 

板を形成する。L 触角は欠くか痕跡的で、複眼と脚はなく、口吻は短い。 
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図 一 79 Beesonia dipterocarp;

左 :虫痩 右 :3 齢雌 (Beeson より)

@のフサカイガラムシ科 Asterolecaniidae(pit scales)

小形、長楕円形で環節は不明瞭、総状か塊状の蝋物質に覆われている。

ロ吻は短く1節。複眼はなく、脚は痕跡的かまたは欠く。腎片は普通に

存在する。全世界から23属 200種が知られている。

タケフサカイガラムシ (As彰m をcα鰭“'"彰雛彰燭"B Boisduval) は熱

帯、亜熱帯に広く分布し、各種の竹の稗と稗鞘に寄生し、地際に多いが、

密度が高くなると葉にも寄生する。介殻は広楕円形、長さ 2~2 ‐5mm、

背面はやや膨らむ。

御マルカイガラムシ Diaspididae (armored scales)

体は小形で単一の介殻の下に隠されているか、上面の強靭な介殻と下

面の薄い介殻の中に入っている。介殻の形はまちまちで円形、長形、線

状、螺介殻状で、背面は平坦か隆起したり円錐形のものまであり、表面

は平滑であったり隆起線をそなえるものもいる。色彩は白色、灰色、黄

色、褐色、暗褐色、黒色など変化が多い。雄の介殻は小さく盤状か長形

で淡色である。雌成虫の体環節は不明瞭で腹部の多くの環節は癒合し瞥

板を形成する。触角は欠くか痕跡的で、複眼と脚はなく、ロ吻は短い。
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雄は微小、無翅または有翅。触角はよく発達する。 3対の偽単眼がある。 

尾糸は2本、尾突起は細長い。全世界から約350属1,500種が知られてい 

る。 

ツバキマルカイガラムシ（Iたmiberlesた rapax Comstok ）はアフリ 

カ、アジア、オーストラリア、ョーロッパに生息し、果実害虫として各 

地で被害をあたえていて、Michelia C加m加ca, Ac‘にIa, Aieu安es, 

Ci・marnomurn, Grevillea, L ゆtos/iernum, S乞：h軌us, Ulnzus などの樹 

木にも寄生する。蜜を分布せず煤病ではない。ウスイロマルカイガラム 

シ（A功iodo加destruc加r Signort）は熱帯各地に生息し、ココナツ、 

バナナ、柑橘などの農作物の害虫であるが、マンゴ、Syzygiwn、 ゴム 

ノキ、クスノキの葉にも寄生する。葉の裏に密集した虫は黄色の斑点に 

見える。雌虫は介殻の下に産卵する。孵化幼虫は少し移動するか、風に 

よって他樹に分散する。雄は有翅である。Aonidieida orienta論 

New虻eadはアフリカからマラヤまでの熱帯各地に分布し、多食性で柑 

橘害虫として知られている。介殻は扁平でほぽ円筒形、直径1.6mm、黄 

色ないし赤褐色。マホガニー、Daibergia s漏oo, Cassia siamea,ビャク 

ダン、Butea, Chんγoxylon, Cocos, Cordia, Melia, Schんichera, 

Tanwrindus, Zizyphus、その他の各種灌木や小径庭園木の樹幹や枝に 

寄生し、時に葉、果実、種子にもつく。被害樹の葉は落ち枝の先から枯 

れて成長が阻害されるが、幼木では枯死する。 

1 -2 )力メムシ亜目（異翅亜目）Heteroptera 

(1）ツチカメムシ科 Cydnidae (Cydnid bugs, burrower bugs, ground 

bugs) 

小型ないし中庸の大きさ。触角は5節。口吻は4 節で短い。半翅鞘は 

腹部を完全に覆い、革質部はほIま三角形で不透明。前・中脚は開掘に適 

した形態となる。地上棲の種類もあるが土中や植物の根際などに生息す 
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雄は微小、無紐または有理。触角はよく発達する。 3対の偽単眼がある。

尾糸は 2本、尾突起は細長い。全世界から約350属 1,500種が知られてい

る。

ツバキマルカイガラムシ (月の〃あげをs忽 m声鷲 Comstok) はアフリ

カ、ア ジア、オース トラ リア、 ヨーロッパに生息 し、果実害虫 として各

地 で 被 害 を あ た え て い て、財た々 〆如 cたの叩α娘 ,A rcαc1α,A!2" “加s,

α粥 m“?の欄‘“2,G だ〆彼α, 乙ゆわゆ勿朋"“2, 能力翻せ岱, 調伽鷹 な どの樹

木にも寄生する。蜜を分布せず煤病ではない。ウスイロマルカイガラム

シ (A功おdo‘2‘s desf'・‘c≠oγ Signort) は熱 帯 各地 に生 息 し、 ココナ ツ、

バナナ、柑橘などの農作物の害虫であるが、マンゴ、$町郡βmz、ゴム

ノキ、クスノキの葉にも寄生する。葉の裏に密集した虫は黄色の斑点に

見える。雌虫は介殻の下に産卵する。購化幼虫は少し移動するか、風に

よ っ て 他樹 に分 散 す る。 雄 は有理 である。Ao'?〆〆‘〆如 or彩れ如熊

Newstead はアフリカからマラヤまでの熱帯各地に分布し、多食性で柑

橘害虫として知られている。介殻は周平でほぼ円筒形、直径 1.6mm、黄

色ない し赤褐色。マホガニー、 D認鰹増加 s嵐 oo,C"ss 敵 s忽mB", ビャク

ダ ン、 β"毎α, C秘のり幼'わ", Cocos, Cord 海, 崩ダe′敵, Sc触媒じたの協,

7姿“?"ずみ2感侍,履籾め卿岱、その他の各種潅木や小径庭園木の樹幹や枝に

寄生し、11都こ葉、果実、種子にもつく。被害樹の葉は落ち枝の先から枯

れて成長が阻害されるが、幼木では枯死する。

1ー 2) カメムシ亜目 (異迎亜目)Heteropter a

(1)ツチ カメムシ科 Cy(inidae(Cydnid bugs,burrower bugs,groulld

bugs)

小型ないし中庸の大きさ。触角は 5節。ロ吻は 4節で短い。半麹鞘は

腹部を完全に覆い、革質部はほぼ三角形で不透明。前・中脚は開掘に適

した形態となる。地上棲の種類もあるが土中や植物の機際などに生息す
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るものが多い。普通黒色であるが褐色や黒藍色で光沢の強い種類がいる。 

全世界から71属300種が知られ、熟帯に多い。 

Stibaroか儘 moなmli岱Schiodte が Crate・va roxgurghiiの葉上で吸汁す 

る。 

(2）キンカメムシ科 Scuteller這ae (Scuhtellerid bugs, shield bugs, 

shield-backed bugs) 

小型から大型。楯形ないし長形。小楯板は大きく腹部と翅の大部分を 

覆う。光沢の強い黒色、褐色、灰色、緑色、藍色、赤色、紫色などで特 

異な斑紋を形成し、いずれも美麗種である。頭部は小型、触角は5節。 

口吻は長く4 節。翅は静止の時には大型の小楯板の下に置かれ革質部の 

前縁のみ現われる。ー般に植物に寄食し、雌虫は卵と若虫を保護する。 

全世界から約100属400種が知られている。 

Ch;ysocoris sfollii WolffはEucalyptus carnalduたnsた，Conbretunz 

quadrang“彪reの葉や新梢で吸汁する。Solenosたthium rubropuncta飢ni 

はLagerstroemた ゆeciosaの新梢を害する。 

(3)カメムシ科 Pentatomidae (Pentatomid bugs,血ield bugs, stink 

bugs) 

中庸ないし大型、幅広い卵形ないし楯形。頭は小さくほぼ三角形。触 

角はよく発達し5節でまれに4節。前胸背は大きく三角形、基部で最大 

幅、側方にしばしば角をそなえる。翅はよく発達し、半超鞘は楔状部を 

欠き膜質部には革質部後端に平行に走る脈から多数の縦脈がでる。脚の 

爪の褥盤はよく発達している。小楯板は大形であるが腹部全体を覆うこ 

とはない。この科は植物の分布地に広く生息し、全世界から約400属 

5,000種が知られ、熱帯に多い。食草性と肉食性がある。野菜類、禾本 

科作物、豆類、果樹などの害虫を含む。またクチブトカメムシ類の様に 

鱗翅目幼虫や小昆虫を捕食する天敵虫もいる。 
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るものが多い。普通黒色であるが褐色や黒藍色で光沢の強い種類がいる。

全世界から71届 300種が知られ、熱帯に多い。

SZZ卿知り"s 7れo名か鑓岱 Schiodteが Cm 紬加 m蕉gm 部2ますの薬上で吸…一▲す

る。

(2)キ ンカ メム シ科 Scutelleridae(Scuhtellerid bugs,shield bugs,

shield-backed bugs)

小型から大型。楯形ないし長形。小楯板は大きく腹部と遡の大部分を

覆う。光沢の強い黒色、褐色、灰色、緑色、藍色、赤色、紫色などで特

異な斑紋を形成し、いずれも美麗種である。頭部は小型、触角は 5節。

口吻は長く4節。遡は静止の時には大型の小楯板の下に置かれ革質部の

前緑のみ現われる。・一般に植物に寄食し、雌虫は卵と若虫を保護する。

全世界から約100属400種が知られている。

Cねびsocoγ禽 繁o"〆〆Wolf 日ま及ばα収め′娼 cm枠破け"を7鎧お,C の'2b7可加 2

ダ""〆m72g" 如だの葉や新梢で吸汁す る。 So‘8"osfeZZz"‘加 溜ろフの声桝 cfq"〃"

は Lqge なカリのれ勿 ゆβdosαの新梢 を害する。

(3)カ メム シ科 Pentatomidae(Pentatomid bugs,shield bugs,stink

bug

中庸ないし大型、幅広い卵形ないし楯形。頭は小さくほぼ三角形。触

角はよく発達し5節でまれに 4節。前胸背は大きく三角形、基部で最大

幅、1則方にしばしば角をそなえる。麹はよく発達し、半遡鞘は襖状部を

欠き膜質部には革質脅"後端に平行に走る脈から多数の縦脈がでる。脚の

爪の標盤はよく発達している。小楯板は大形であるが腹部全体を覆うこ

とはない。この科は植物の分布地に広く生息し、全世界から約400属

5,000種が知られ、熱帯に多い。食草性と肉食性がある。野菜類、禾本

科作物、豆類、果樹などの害虫を含む。またクチブトカメムシ類の様に

鱗迎目幼虫や小昆虫を捕食する天敵虫もいる。
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Strackた crucigera Hahn はCrateva roxburgkiiの葉を、Piezodorus 

mbrofasciati昭Fabricius は Accicia mmgiurn の葉を、Tessarotoma 

javanh鮒 Thunberg はButea monosperma と＆hleichem frlYuRa の新 

梢を害する。 

(4）ヘリカメムシ科Coreidae (Coreid bugs, squash bugs, leaf・footed 

bugs) 

小型ないし大型で各種の形状であるが、いくぶん長形。一般に鈍色で 

あるが熱帯の種類は鮮明色である。体表面は堅い。触角は太く4 節。半 

翅鞘は革質部、爪状部と膜質部からなり膜質部には多数の翅脈がある。 

種類により後脚の腿節や腫節が著しく大きくなることがある。ほとんど 

の種類は草食性で重要作物害虫がいる。全世界に約450属1,800種が記録 

され、熱帯に種類が多い。 

An妙locnemおp加Sなna Fabricius の成虫は暗褐色で体長25mm～腿節 

が膨らみ雄では強い歯をそなえる。 1齢仔虫はアリに、 2齢ではカマキ 

、ー一~ 

こコ に 

つ ぐ 

つ こ 
o 、 

図-80 ,4noplocnemis phasiana 

左：仔虫中：雄成虫右：雌成虫（体長約2 2mm) 

低a島haven より） 
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SZ'郷 /物 c粥 c噌em Hahn は C7縫誇加 mぷ加増 /"〆の 葉 を、乃 ezoぼりγ凋

γ“あり塘 scれなは Fabricius は A 鯛 c彰 粥の増す"“⑦の 葉 を、 劣gss"'のゎ'〃"

忽肥れば郷 Thunberg は βzば如 朔oれoゆの洲αと 靴溺愛魂 gm かけz卿〃の新

梢を害する。

(4)ヘ リカ メム シ科 Coreidae(Coreid bugs,squash bugs,leaf‐footed

bugs)

小型ないし大型で各種の形状であるが、いくぶん長形。一般に鈍色で

あるが熱帯の種類は鮮明色である。体表面は堅い。触角は太く4節。半

迦鞘は革質部、爪状部と!陵質部からなり膜質部には多数の遡脈がある。

種類により後脚の腿節や雁節が著しく大きくなることがある。ほとんど

の種類は草食性で重要作物害虫がいる。全世界に約450属1,800種が記録

され、熱帯に種類が多い。

A"op あ伽 e“2ZSゑゐ僻忽〃"Fabricius の成虫は暗褐色で体長25mm。腿節

が膨らみ雄では強い歯をそなえる。 1齢仔虫はアリに、 2齢ではカマキ

図 一 80 Anoplocnemis phasiana

左:仔虫 中:雄成虫 右:雌成虫(体長約22mm)

(Ka-shovenより)
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リに似る。インドとパキスタンからジャワ、チーモルに分布し、各種植 

物の新梢・葉の液汁を吸い萎らせる。造林木ではチーク、A cac加man-

glum, Acrocaゆus fraxin加lius, Aegle marm 勿＆ Lannea coroman-

delica, Michelina c加mpaca, Lagerstroenzおspeciosa, Cassた声飢たなど 

を加害する。熱帯アフリカに分布するA. cmりゆesはAcac句Cass楓 

Khaya ，マンゴ、ユーカリ類、チークにつく。一般に被害は無視できる 

が、マラウイの激害木は生長量が低ドし、1 年生木では枯死したことが 

ある。Petilia caicar DallasはCasearia の葉を、Physomertお grOssゆes 

Fabricius は Acac臨niangium, Xylia xyんcaゆa, Thyrsostachys oliveri, 

Dendrocaたmi摺spp.,Bzmbusa arundinaceaの、Lゆ切1asj）おsemた0勿γ 

Jacoby はEuca加tus camaldulensおの新梢や葉で吸汁する。 

蝋 

」
繊
栽
W
“島 

、 

”跏 
'iw （体長約2 1mm) (Kalshoven より） 

(5）ナガカメムシ科 Lygaeidae (Lygaeid bugs, chinch bugs) 

小型から中庸の大きさ、長楕円形。触角は4節。口吻は4 節p 前脚は 

ときに捕獲脚となる。 半翅鞘は長い爪状部をそなえ、 膜質部は少数の縦 

脈をそなえる。一般に草食性であるが、肉食性のものもいる。全世界か 

ら476属約3,000種が記録されている。 

(6）ホシカメムシ科 Pyrrhocoridae (Pyrrhocotid bugs, red bugs, 

fire bugs) 

中庸ないし大型。暗色または鮮明色。触角は太く4節。口吻は長く4 
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リに似る。インドとパキスタンからジャワ、チーモルに分布 し、各種植

物 の新梢 ・葉の液汁 を吸い萎 らせ る。造林木ではチーク、 A 鯛 cね '72αれ‐

卵加 2,AcmG αゆ船 方α暖"効 "硲 ,A 軽 忽 伽僻 加 eZos,.乙α粥 28α の 鰯 m れ‐

dB靴α,M た彰 "〃α c卿“物α餌,乙αgの勤mB 粥禽ゆ沈め欄,C 餌s如月s愈血 など

を加害す る。熱帯アフリカに分布する A.c“'りめgsはA似cgs,C娠sれ

Kん卸α,マンゴ、ユーカリ類、チークにつ く。一般に被害は無視できる

が、マラウイの激害木は生長量が低下し、 1年生木では枯死したことが

あ る。 Pe概ね m たαγ Dallas は C硲 e附加の葉 を、 Pゆ sの"8れ岱 gmss ゆgs

Fabricius は Amc な “筋"gi"?“, ;〆加工γわc切り仏 Z乾期なos超c姦ツs oZあのぜ,

De 〃〆'のcα加'722俗 spp.,Bzz “2虎燭α α〆“"燐 "αα惣の 、 L ゆ わ加防 毒 sの〃たひわγ

Jacoby は一靴にα愈のれ熔c醐 2ddz‘‘e〃sZsの新柏や葉で吸汁する。

図 一 81 Physomerusgross ′Pes

(体長約27mm)(Kalshovenより)

(5)ナガカメムシ科 Lygaeidae (Lygaeid bugs,chinch bugs)

小型から中庸の大きさ、長楕円形。触角は 4節。口吻は 4節。前脚は

ときに捕獲脚となる。半迦鞘は長い爪状部をそなえ、膜質部は少数の縦

脈をそなえる。一般に草食性であるが、肉食性のものもいる。全世界か

ら476届約 3,000種が記録されている。

(6)ホ シ カ メ ム シ科 Pyrrhocoridae (Pyrrhocorid bugs,red bugs,

fire bug

中庸ないし大型。暗色または鮮明色。触角は太く4節。ロ吻は長く4
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節。翅は腹部末端を越えて延び、膜質部は2個の基室をそなえる。綿や 

その他の作物害虫を含み、世界各地に分布し、38属約300種が記録され 

ている。 

Dysderci岱 cmlgulati省Faレicius はインドとパキスタンからマラヤを 

経てオーストラリア区に分布し、Bombax ?na1thaガcumに集まり吸汁す 

る。Dsゆerstitios蹴's Fabriciusはアフリカに生息し、Cass加Sなmea~ 

ーカJ類、メリナ、チークにつく。 

(7）グンバイムシ科 Tingidae (Tingids, lace bugs) 

体は小さく扁平、頭部と前胸背ならびに半翅鞘は網目状になる。仔虫 

では棘をそなえることがある。触角は短く4節。口吻は短く4 節。前胸 

背は側方に拡がる。半翅鞘は腹部と等幅か著しく幅広となる。徐節は2 

節、褥盤を欠く。すべて草食性で葉裏で吸汁する。全世界から235属約 

L800種が記録されている。メリナにTingis beesoni Drakeがつく。 

2 ）アザミウマ目 Thysanoptera (thrips) 

体は細長い紡錘形。体長は0.5-10.0mmの小形。淡黄色か暗褐色ない 

し黒色。体表面は硬く、微細な皺や突起があり、縞状や網目状などの模 

様がある。頭部は下方が後方に向い、口器は前脚基節近くに位置する。 

触角は一般に数珠状で短く、静止時には前方に伸し、 4 -9 節からなる。 

口器は針状の口針になり、口錐と呼ばれる円錐形の鞘によって保持され 

る。これを植物体内に突き刺し汁液を吸収する。翅は細長く、翅脈の多 

くは退化し、周縁に房状の長縁毛をそなえる。長翅、短翅、無翅型があ 

る。徐節は1-2 節からなり、爪は椀型の節片に変化し、内部に膜質の 

胞嚢を畳み込んでいる。胞嚢の表面から滑り止めの粘着状の分泌液を出 

す。腹部は長く後方に細まり10節からなり、11節は痕跡的になる。熱帯 

から寒帯、水辺から砂漠までの広い生活圏を持っているが、熱帯に種類 
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節。週は腹部末端を越えて延び、膜質部は 2個の基室をそなえる。綿や

その他の作物害虫を含み、世界各地に分布し、38属約300種が記録され

て い る。

D跳ばe冗zfs ci7ば"如克岱 Fabricius はイ ン ドとパ キスタンか らマ ラヤ を

経てオース トラリア区に分布 し、βo“26伽 mα如卿“錫伽に集まり吸汁す

る。 D.s噂 87slすごfoszfsFabricius はアフ リカに生息 し、 C硲s如 郡伽 2節 ,ユ

ー カ リ類 、 メ リナ 、 チ ー ク につ く。

(7)グンバイムシ科 Tingidae(Tingids,lace bugs)

体は小さく扇平、頭部と前胸背ならびに半遡鞘は網目状になる。仔虫

では疎をそなえることがある。触角は短く4節。ロ吻は短く4節。前胸

背はイ則方に拡がる。半遡鞘は腹部と等幅か著しく幅広となる。徐節は 2

節、裾盤を欠く。すべて草食性で葉裏で吸汁する。全世界から235属約

1,800種が記録されている。メリナに“72g禽彰榔o鰭 Drake がつ く。

2) アザミウマ目 Thysanoptera(thrips)

体は細長い紡錘形。体長は0.5~10.o 脚の小形。淡黄色か暗褐色ない

し黒色。体表面は硬く、微細な鞍や突起があり、縞状や網目状などの模

様がある。頭部は下方が後方に向い、ロ器は前脚基節近くに位置する。

触角は一般に数珠状で短 く、静止時には前方に伸 し、 4~9 節からなる。

ロ器は針状のロ針になり、ロ錠と呼ばれる円錐形の鞘によって保持され

る。これを植物体内に突き刺し汁液を吸収する。麹は細長く、趨脈の多

くは退化し、周縁に房状の長縁毛をそなえる。長迎、短超、無趨型があ

る。徐節は 1~2 節からなり、爪は椀型の節片に変化し、内部に膜質の

胞嚢を畳み込んでいる。胞嚢の表面から滑り止めの粘着状の分泌液を出

す。腹部は長く後方に細まり10節からなり、11節は痕跡的になる。熱帯

から寒帯、水辺から砂漠までの広い生活圏を持っているが、熱帯に種類
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が豊富である。 

アザミウマ類は食植性の種類が多く、草本、木本植物の葉、花、若葉 

や果実の汁を吸収し、根部を加害するものもいる。加害を受けた部分は 

口針による傷と注入された唾液とにより周辺部が褐変する。産卵は植物 

組織を切り裂き1粒ずつ行う。孵化幼虫は直ちに摂食する。クダアザミ 

ウマ類では葉縁を巻き込んだり筒状の単純な虫えいをつくるものがいる。 

菌類、藻類、蘚苔類、朽木などを食餌とする種類もいる。一部のアザミ 

ウマ類にはダニ、カイガラムシ、アブラムシ、コナジラミなどの小節足 

動物の昆虫類の卵を食う天敵虫がいる。 

(1）アザミウマ科 Thripidae 

体は多少扇平、翅はいくぶん細長く先端に尖る。下方に湾曲した産卵 

管をそなえる。全世界から約200属1,500種が知られている。 

Rhゆiplwrothrips cruentatus Hoodはgrape-vine thrips と呼ばれて 

インドに広く分布し、ブドウ以外にも多く樹木を加害する。1雌は50卯 

以上に葉に産下し、 4 -6 日孵化し、幼虫期は11-25日で葉の裏面で吸 

汁する。 1 世代は14-33日で年5 -8 世代を繰リ返す。Isonenmthrips 

az信加傭Bagnはオーストラリアのユーカリ類の花に普通に見られる。 

(2）クダアザミウマ科 Phlaeothripidae 

翅には短毛がなく、翅脈を欠くか短く退化した縦脈をそなえる。腹部 

末端節は管状、産卵管を欠く。 

オーストラリアではアカシア類の葉に虫えいをつくるKIa而thrips 

spp．の他に月・oggattothr,s や Rho加んthripoides 属のものがA casたspp. 

につくと報告されている。 
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が豊富である。

アザミウマ類は食植性の種類が多く、草本、木本植物の葉、花、若葉

や果実の汁を吸収し、根部を加害するものもいる。加害を受けた部分は

口針による傷と注入された唾液とにより周辺部が褐変する。産卵は植物

組織を切り裂き1粒ずつ行う。駆化幼虫は直ちに摂食する。クダアザミ

ウマ類では葉縁を巻き込んだり筒状の単純な虫えいをつくるものがいる。

菌類、藻類、赫苔類、朽木などを食餌とする種類 もいる。一部のアザミ

ウマ類にはダニ、カイガラムシ、アブラムシ、コナジラミなどの小節足

動物の昆虫類の卵を食う天敵虫がいる。

(1)アザミウマ科 Thripidae

体は多少扇平、麹はいくぶん細長く先端に尖る。下方に湾曲した産卵

管をそなえる。全世界から約200属 1,500種が知られている。

Rためめたom が27ゆ s c“!鋤 伽 "s Hood は grape‐vine thrips と呼 ばれ て

インドに広く分布し、ブドウ以外にも多く樹木を加害する。 1雌は50卵

以上に葉に産下し、 4~6 R膳化 し、幼虫期は11~25 日で葉の裏面で吸

汁する。 1世代は14~33 日で年 5~8 世代を繰 り返す。鳶o〃e“'碑☆γめs

僻め徐偽 Bagn はオーストラリアのユーカリ類の花に普通に見られる。

(2)クダアザミウマ科 Phlaeothripidae

遡には短毛がなく、遡脈を欠くか短く退化した縦脈をそなえる。腹部

末端節は管状、産卵管を欠く。

オース トラリアではアカシア類の葉に虫えいをつくる K如〆o豹'ゆs

spp.の他 に局のg郡 #o豹'ゆsや 尺たop"‘o"zγめメdes属 の ものが Ams な spp.

につくと報告されている。
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5 ．虫えい害虫 

1 ）力メムシ目（半翅目）Hemiptera（概要は吸収性害虫の項参照143頁） 

(1）キジラミ科 Psyllidae （概要は吸収性害虫の項参照150頁） 

Phytolyrna lata Walker で代表するこの属の種類は熟帯アフリカに 

広く分布し、Chんγ0phora xce亙1 とC. rgiaの造林木の葉と細枝につ 

く虫えい害虫である。卵は乳白色で0.27mm長、新梢や葉に列状に産みつ 

けられる。孵化幼虫は植物上を這い回り、葉の組織に穿入し虫えいを形 

成する。主脈のものは球形ないし卵形で、茎や新梢のものは楕円形にな 

る。 これらの被害は苗畑と若齢造林地に多い。P/tacopteron len-

tiqinosunl はインドでSc)ル記hera I,かiga に虫えいをつくる。 

2 〉コウチュウ目（甲虫目、鞘翅目）Coleoptera （概要は食葉性害虫 

の項参照12頁） 

(1）ゾウムシ科 Cul・culionidae (weevils, snout beetles)（概要は食葉 

性害虫の項参照21頁） 

Pac勿onyx quadridens Chevrolat はインドに生息し、Bidea mono-

功er'naに虫えいをつくる。卵は生きた細枝の樹皮に産卵する。幼虫は 

組織中に穿孔し、刺激された細枝はスミルナ系イチジク様に膨らむ。虫 

えいの先端には数葉の葉柄か1枚の葉をつけ、内部には楕円形の幼虫の 

いる小室がある。 

3 ）ハエ目（双翅目）Diptera (flies, gnats, midges, mosquitoes) 

微小ないし中形。完全変態。成虫は頭部がド口式、細い頸によって胸 

部につながり自由。触角は種々な形で簡単か、触角剛毛をそなえる。複 
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5. 虫えい害虫

1) カメムシ目(半縄目)Hemiptera(概要は吸収性害虫の項参照143頁)

(1)キジラミ科 Psyllidae (概要は吸収性害虫の項参照150頁)

弾けわら靴α /"′〃Walker で代表するこの属の種類は熱帯アフリカに

広 く分布 し、α婦omp 加地 概α鳶" とC. だg前の造林木の葉と細枝につ

く虫えい害虫である。卵は乳白色で0‐27mm長、新柏や葉に列状に産みつ

けられる。暦化幼虫は植物上を這い回り、葉の組織に穿入し虫えいを形

成する。主脈のものは球形ないし卵形で、茎や新梢のものは楕円形にな

る。 これ らの被害 は苗畑 と若齢造林地 に多い。謬′解ゆ′87り〃 /e77

1名物oszf'72はインドでScf庇えたの惚おりz想αに虫えいをつくる。

2) コウチュウ目 (甲虫目、鞘迎目)Coleoptera( 概要は食葉性害虫

の項参照12頁)

(1)ゾウムシ科 Curculionidae (weevils,snout beetles)( 概要 は食葉

性害虫の項参照21頁)

月僻め切りα q〃"〆'詔 g7お Chevrolat はイ ン ドに生息 し、及ばe"''?0770‐

ゆer“m に虫えいをつくる。卵は生きた細枝の樹皮に産卵する。幼虫は

組織中に穿孔し、刺激された細枝はスミルナ系イチジク様に膨らむ。虫

えいの先端には数葉の薬柄か 1枚の葉をつけ、内部には楕円形の幼虫の

いる小室がある。

3) ハエ 目 (双迎 目)Diptera(flies,gnats,midges,mosquitoes)

微小ないし中形。完全変態。成虫は頭部力r下口式、細い顕によって胸

部につながり自由。触角は種々な形で簡単か、触角剛毛をそなえる。複
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眼は大形。l 前翅は膜室で良く発達し、後翅は平均梶となる。無翅の種類 

もいる。脚は短いか、はなはだ長い。徐節は5 節、 1 対の爪と褥盤とそ 

の間に1個の爪間盤をそなえる。幼虫は普通円筒形か紡錐形。頭部はな 

いものが多い。口器は不明瞭。脚はない。食性には食植性、捕食性、寄 

生性、共生性、吸血性などがある。 

(1）タマバェ科 Cecidomyidae (gall-mi館es) 

微小ないし小形。成虫は軟弱で細い。頭部は小さい。複眼は円いか腎 

臓形。口吻は短い。小腮鬚は1 -4 節。触角は細長く数珠状で10 -36節、 

環毛輪をそなえ、雄は環糸をそなえる。翅は幅広く、微毛をそなえ、無 

色透明か時に斑紋をそなえる。 3 -5 本の縦脈をそなえる。脚は細長く、 

脛節は距棘を欠く。産卵管は伸縮自在か突出する。」幼虫は白色、黄色、 

橙黄色ないしは赤色、紡錘形か後部裁断形で、胸部にはキチン化した胸 

骨をそなえる。蛹は繭か殻内にいるづ幼虫の生活様式は多様で捕食性・ 

食腐物性・食植食性とがあり、植物を摂食するものには、茎・花・果 

物・その他の部分で自由に生活するもの、巻葉性のもの、他昆虫の虫え 

いに寄生するもの、花‘葉・茎・根に虫えいをつくるものなどがいる。 

全世界から約600属4,000種が知られている。 

A ゆhonむha lantanae (lantana gall-midge) は夜行性の小さい灰色 

のハエで、Lan加加a amlea加の花芽に産卵管を挿し込み産卵する。幼虫 

は花粉とその近くの組織を摂食し、一方に膨れた大きな蕾状の虫えいを 

つくり、その中で蛹化する。被害花は結実しない。主に西ガーツとイン 

ド南部の丘陵地域に被害が発生する。A. t宛hocecidar ion Mani はイ 

ンドに分布し、Acacia he寡Cop hiんea の葉の羽片の二次葉軸に直径3 mmの 

毛の生えた球形の虫えいをつくる。Cecidoinyたdaitai Maniはインドに 

生息し、Ae:ghe IncirmeんSの葉片に単房の虫えいをつくる。Cecidonり,たl 

んcrataevae ManiはインドでCra加evalぞlig10saの 新葉に直径5 -15mm 

の大きさの黄緑色ないし青白色の不規則な球形あるいは洋梨形の虫えい 
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眼は大形。前週は膜室で良く発達し、後超は平均梶となる。無遡の種類

もいる。脚は短いか、はなはだ長い。徐節は 5節、 1対の爪と裾盤とそ

の間に 1個の爪間盤をそなえる。幼虫は普通円筒形か紡錐形。頭部はな

いものが多い。口器は不明瞭。脚はない。食性には食植性、捕食性、寄

生性、共生性、吸血性などがある。

(1)タマバエ科 Cecidomyidae(gall-nlidges)

微小ないし小形。成虫は軟弱で細い。頭部は小さい。複眼は円いか腎

臓形。口吻は短い。小聡鵜は 1~4 節。触角は細長く数珠状で10~36 節、

環毛輪をそなえ、雄は環糸をそなえる。麹は幅広く、微毛をそなえ、無

色透明か時に斑紋をそなえる。 3~5 本の縦脈をそなえる。脚は細長く、

腿節は距嫁を欠く。産卵管は伸縮自在か突出する。幼虫は白色、黄色、

檀黄色ないしは赤色、紡錘形か後部裁断形で、胸部にはキチン化した胸

骨をそなえる。輔は菌か殻内にいる。幼虫の生活様式は多様で捕食性・

食腐物性 ・食植食性 とがあり、植物を摂食するものには、茎 ・花・果

物・その他の部分で自由に生活するもの、巻葉性のもの、他昆虫の虫え

いに寄生するもの、花 ・葉 ・茎 ・根に虫えいをつくるものなどがいる。

全世界から約600属 4,000種が知られている。

Aゆ脳 "の Z忽 卿 2超れ"8(lantana gall-nlidge)は夜行性の小さい灰色

のハエで、乙の2ね"α"cz‘をα加の花芽に産卵管を挿し込み産卵する。幼虫

は花粉とその近くの組織を摂食し、一方に膨れた大きな藷状の虫えいを

つくり、その中で輔化する。被害花は結実しない。主に西ガーツとイン

ド南部の丘陵地域に被害が発生する。A, お北肋 c雑然"デマ〃"Mani はイ

ンドに分布し、Acdc如 彰腐りあわeαの葉の羽片の二次葉軸に直径 3mmの

毛の生えた球形の虫えいをつくる。 C沈溺の'夢幻〆雄超f Mani はインドに

生息 し、 A 増加 '"解 ?縫わsの葉片に単房の虫えいをつ くる。 C沈溺o“リゼメー

如 cm ね勿鯛 Mani はイン ドで Cm 畝8ジαブセZを〆鮎αの新菜 に直径 5~15mm

の大きさの黄緑色ないし青白色の不規則な球形あるいは洋梨形の虫えい
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をつくる。葉芽に産卵し、幼虫は2 -3 日で孵化する。虫えい内での幼 

虫期は約2週間で、赤色の老熟幼虫は地上に落下し、土中に入り輔化す 

る。南インドでは年数世代を繰り返す。MIcrodゆlosお pongamたe 

Maniはダニと共生し、Pongam記pinnaなの羽葉の上而に緑色、空洞、 

ポリプ様の虫えいをつくる。インドでは年1世代。4むriconiyな ponー 

gamiae Mani は南インドに生息し、Pongan2ia p訊na/aの軟らかい新梢、 

葉軸や主脈に産卵し、幼虫は上下に穿孔する。虫えいは木質で裂開せず 

直径1 - 2 cmで多少球形であるが変異が多い。初め緑色あるいは黄褐色 

で無毛であるが、刺や点刻をそなえるようになる。表皮の直下で蛹化し、 

4 -5 日で羽化脱出する。年2 世代。Neolasioがera crataevae Maniは 

インドでCrataeva relなjosaの花を加害する。卵は若い花芽に産下され、 

1 -2 日で孵化する。虫えいは木質で直径2 - 3 cmの球形、先端は平坦 

で基部は奇妙な形をし、非裂開、黄緑色か黄褐色で赤禍色の斑点をそな 

える。虫えい部の花ぴらと雄蘂は発育せず、小さな緑葉が現れる。幼虫 

は2 カ月以上経過し、虫えい内で蛹化する。年1世代。0dinad切losお 

odinae Mani はインドとパキスタンの標高2,000m以上のヒマラヤ地方 

のLan nea coroman庇licaにつぐ。食入部の葉脈と葉軸の皮層は腫れあ 

一＝, 

航
滋
鵬
 

、 

図ー02 マツの新梢のタマバエ 

左。中 虫えい右成虫（開張約6.5mm) 

(Beeson より） 
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をつくる。葉芽に産卵 し、幼虫は 2~3 日で購化する。虫えい内での幼

虫期は約 2週間で、赤色の老熟幼虫は地上に落下し、土中に入り蛸化す

る。南 イ ン ドで は年数世代 を繰 り返す。脳中り"夢/osな Po〃郡〃'‘〆"〃

Mani はダニ と共生 し、 Rの?郡z観ぜeP′〃7mm の羽葉の上 面に緑 色、空洞、

ポ リプ様の虫えいをつ くる。インドでは年 1世代。 Myrたのめ血汐の

那加2忽8 Mani は南 イン ドに生息 し、Pmzgm'2 な め“?“"′"の軟 らかい新柄、

葉軸や主脈に産卵し、幼虫は上下に穿孔する。虫えいは木質で裂闇せず

直径 1~2cm で多少球形であるが変異が多い。初め緑色あるいは黄褐色

で無毛であるが、“iりや点刻をそなえるようになる。表皮の菌"ぐで師化し、

4 ~ 5 日で羽化脱出する。年 2世代。亙gomsメり卿〃の可〃の"e Mani は

インドで Cm/"e 隙フセ僻まosαの花を加害する。卵は若い花芽に産下され、

1~2 臼でり醇化する。虫えいば木質で直径 2~3cm の球形、先端は平坦

で基部は奇妙な形をし、非裂開、黄緑色か黄褐色で赤褐色の斑点をそな

える。虫えい部の花びらと雄薬は発育せず、小さな緑葉が現れる。幼虫

は 2 ヵ月以上経過 し、虫えい内で輔化する。年 1世代。 0の〃""多めsな

りd′“"e Mani はインドとパキスタンの標高2,ooom 以上のヒマラヤ地方

のL"“〃〃αcom 欄の煽ぎ‘Zm につく。食入部の葉脈と薬軸の皮層は腫れあ

'. ,‐
. ---

図一82 マツの新梢のタマバエ

左・中 :虫えい 右 :成虫 (開張約 6,5mm)

(Beeson より)
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がる。 1 世代は約16日。Pine bud gall-nuidge （学名不詳）はインド 

で月flUS ルngifoliaの新梢の先端にバラの花あるいは球果様の虫えいを 

つくる。卵は未成熟芽の鱗片の軸に産みつけられる。新梢の生長は阻害 

される。針葉は厚い小さい鱗片に変り、堅い緑色の球果状の構造に変え 

られる。秋に虫えいは長さ2.5cmになり、11月に鱗片が離れ、外・下方 

に曲る。幼虫は黄色、成熟すると体長約5.6mmになり、虫えいから出て 

近くの新梢に這って行き、新梢や鱗片の基部で営繭孵蛹化する。 

Schizomyia acac危e Maniはインドに生息し、Acacなたuc叩hloeaの軟 

らかい曹に産卵する。 3日後に孵化した幼虫は羽片の小葉の間で樹液を 

吸う。小葉は基部近くで膨らみ癒合し、密な褐色の綿毛のある虫えいを 

形成する。蛹化前の幼虫は脱出孔をつくる。年2世代を繰り返す。 

Teak stem gall-midge （学名不詳）はインドのチークの新梢につき、 

繊 尋i 廊 尋Fコ 

i . 奉‘し 

図-83 チークの軸につくられた虫えい 

（直径33mm) (Beeson より） 

直径5 - 7 cmの茎を包むような球形の多室の虫えいを形成する。 1 化性。 

成虫は寄生樹が活動し始める春に出現する。この害虫は成育不良のチー 

ク林や中央インドの造林地で激しい被害をあたえる。 
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がる。 1世代は約 16F-。 Pine bud gall‐midge (学名不詳) はインド

でPimfs /oナ増加脳 の新梢の先端にバラの花あるいは球果様の虫えいを

つくる。卵は未成熟芽の鱗片の軸に産みつけられる。新梢の生長は阻害

される。針葉は厚い小さい鱗片に変り、堅い緑色の球果状の構造に変え

られる。秋に虫えいは長さ2.5cmになり、 11月に鱗片が離れ、外 ・下方

に曲る。幼虫は黄色、成熟すると体長約 5.6mmになり、虫えいから出て

近 くの新梢に這って行き、新梢や鱗片の基部で営繭層姉化する。

S物"の砂液αc肥前βMani はインドに生息 し、A餌c遊廓に物賜o錆の軟

らかい奮に産卵する。 3日後に膳化した幼虫は羽片の小柴の間で樹液を

吸う。小葉は基部近くで膨らみ癒合し、密な褐色の綿毛のある虫えいを

形成する。輔化前の幼虫は脱出孔をつくる。年 2世代を繰り返す。

Teak stem gall‐midge( 学名不詳) はインドのチークの新村当につき、

図一83 チークの軸につくられた虫えい

(直径 33mm)(Beeson より)

直径 5~7cm の茎を包むような球形の多室の虫えいを形成する。 1化性。

成虫は寄生樹が活動し始める春に出現する。この害虫は成育不良のチー

ク林や中央インドの造林地で激しい被害をあたえる。
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6 ．球果・種子の害虫 

1 ）コウチュウ目（甲虫目、鞘翅目）Coleoptera （概要は食葉性害虫 

の項参照12頁） 

(1）シバンムシ科 Anobiidae (deathwatch beetles, droug-store 

beetle) 

成虫は微小ないし小形で短く円筒形。頭部は下口式で前胸背板の下に 

隠れる。触角は鋸歯状、櫛歯状ないし梶棒状で末端の3節が大形となリ 

自由。徐節は5節。幼虫はジムシ形で腹側へC字形に曲る。全世界から 

約140属約2,000種が知られている。 

タバコシバンムシLasioder,na sen密orne Fabricius は世界各地に分 

布し、各地のタバコや葉巻の重要害虫で、タバコの葉が収穫された直後 

に産卵する。幼虫期間は5 -6 か月である。阿片、タマリック（ウコン 

粉末）、植物標本、アスターやチークなどの貯蔵種子にもつく。 

(2）マメゾウムシ科 Bruchidae (seed beetles, pulse beetles) 

成虫は小形、卵形、上翅は短く、腹部尾端の背板が後方に現れる。体 

は堅く、鱗毛に覆われる。体色は褐色、灰色、黒色で白色が混じる。頭 

部は下口式、触角は複眼の前方から生じ、梶棒状、鋸歯状か櫛歯状。前 

胸背は長さより幅広く三角形に近い。脚は短〈、後脚腿節は太く、縁歯 

をそなえる種類もいる。上超は平滑か線条をそなえ、毛や鱗毛に覆われ 

る。幼虫は過変態で、I 齢では良く発達した脚と有歯の胸板をそなえ、 

寄主に穿入すると脚を一部または完全に失いジムシ型となる。多くは豆 

科植物の種子を加害するが、椰子の実につく種類もいる。全世界から約 

60属1,500種が知られている。 

エンドウマメゾウムシ（Bruchuspたorum Linnaeus）は世界各地に分布 
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6. 球果 ・種子の害虫

1) コウチュウ目 (甲虫目、鞘細目)Coleoptera( 概要は食葉性害虫

の項参照12頁)

(1)シ バ ン ム シ 科 Anobiidae (deathwatch beetles,droug ‐store

beetle)

成虫は微小ないし小形で短く円筒形。頭部は下ロ式で前胸背板の下に

隠れる。触角は鋸歯状、櫛歯状ないし梶棒状で末端の 3節が大形となり

白山。徐節は 5節。幼虫はジムシ形で腹側へ C字形に曲る。全世界から

約 140属約2,000種が知られている。

タバ コシバ ンム シ L価海庇“""s ““““28 Fabricius は世界各地 に分

布し、各地のタバコや葉巻の重要害虫で、タバコの葉が収穫された直後

に産卵する。幼虫期間は 5~6 か月である。阿片、タマ リック (ウコン

粉末)、植物標本、アスターやチークなどの貯蔵種子にもつく。

(2)マメゾウム シ科 Bruchidae (seed beetles,pulse beetles)

成虫は小形、卵形、上想は短 く、腹部尾端の背板が後方に現れる。体

は堅く、鱗毛に覆われる。体色は粥・色、灰色、黒色で白色が混じる。頭

部は下口式、触角は複眼の前方から生じ、梶棒状、鋸歯状か櫛歯状。前

胸背は長さより幅広く三角形に近い。脚は短く、後脚腿節は太く、緑歯

をそなえる種類もいる。上遡は平滑か線条をそなえ、毛や燐毛に覆われ

る。幼虫は過変態で、 1齢では良く発達した脚と右歯の胸板をそなえ、

寄主に穿入すると脚を一部または完全に失いジムシ型となる。多くは豆

料植物の種-了・を加害するが、柳子の実につく種類 もいる。全世界から約

60属 1,500種が知られている。

エンドウマメゾウムシ(劫 1に初おかZsoγ娼72Linnaeus)は世界各地に分布
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し、エンドウマメの大害虫で、樹木では豆科植物の種子につく。インド 

ではAlbizたleb加読，Cassた ノistu瓦Dalbergia STSSOO を加害する。卵 

は莢の表面に産みつけられる。若幼虫は直接種子に穿孔する。 

Bn‘魂idius uberati鳶Fa血aeusはインドでAcacなmodesta, A ルizた 

arnara,A.Icbbcck, A .procera, Prosopお戸dilb raの種子害虫として記 

録されている。8 baudoni CaillolはケニアでAcaca niloticaの種子害 

虫として知られている。Caかedon gonagnz Fabriciusはインドとパキ 

スタンで豆科植物の最も重要な種子害虫とされている。Aとacた 

nilotica, Albizたたbbec瓦Cassia auriculata,C 声加仇IケOs叩おル辱 

ん,i, P .ゆた如ra, Tarna元,1庇鳶 訊dicaなどの種子を加害した記録があ 

る。卵は莢や種子上に産みつけられる。幼虫は種子内部を食い、堅い絹 

糸の卵形の繭内で蛹化する。インドでは常時各虫態のものが見られ、世 

代は重複している。貯蔵豆は毎年繰り返し加害される。ナジェリアでは 

グランドナッツの害虫でもある。 

(3）ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae (fungus weevils) 

成虫は小形ないし中形。口吻は短く幅広い。触角は糸状、数珠状ない 

し棍棒状で、膝状にはならない。前胸背は多くは後方に幅広くなる。上 

翅は短く、後方に腹部が現れる。徐節第4 節は小さく葉片状の第3節に 

包まれている。枯れ木、朽木やキノコにつき、種子を加害する種類もい 

る。全世界から約330属2,700種が知られている。 

A raecerus JasciculatiおDegeer はインド、パキスタン、マラヤなど 

東洋区に分布し、熱帯地域の重要貯蔵種子害虫で特に豆科植物が多い。 

肥料木（Tephrosia)の莢、コーヒーやココア豆の他Artocaipus hir-

su加，Cassなspp,, Ceiba pen Ian山'a, Leucaena glauca, Term玩cilia 

catappaなどの他多くの樹種から記録されている。被害は木についてい 

るころから始まり、貯蔵時まで続く。東洋の熟帯での世代長は普通7週間、 

幼虫期間は4 週間であり、世代は重複する。A. sutura僑Bohemanは 
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し、エンドウマメの大害虫で、樹木では豆科植物の種子につく。インド

で は A 坊銘わ /goo沈々,Cqss 敵 方s粥如,Dn あのgm sなsoo を加害す る。卵

は葵の表面に産みつけちれる。若幼虫は直接種子に穿孔する。

β粥 c/zid′zfs 噂 e'破婚 Famaeus は イ ン ドで Acαc彰 '720dgs幻 ,A 防彦如

α''?"m,A. ‘ゆる8洗 ,A. かのcの協,乃りsのおノ獲物 '復の種 子害 虫 として記

録されている。β,加2雌ひ諺 Caillolはケニアで A節餌 欄‘調おαの種子害

虫として知られている。 Gのγe血“gio“"gm Fabriciusはインドとパキ

ス タ ンで豆科植物の最 も重要 な種 子害虫とされている。Ac僻魚

'粥 oZ!m,A ‘顔貌α /e肋沈々 C娠s忽 ""γたば雌α,C. 元帥血 ,Pmsqp 声ブメび

わ'惚,P. 撃た壱の寵,7 7の“研ぎ72d那 加〆たαなどの種子を加害 した記録があ

る。卵はすぎや種子上に産みつけられる。幼虫は種子内部を食い、堅い絹

糸の卵形の繭内で蛎化する。インドでは常時各虫態のものが見られ、世

代は重複している。貯蔵豆は毎年繰り返し加害される。ナジェリアでは

グランドナッツの害虫でもある。

(3)ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae (fungus weevils)

成虫は小形ないし中形。ロ吻は短 く幅広い。触角は糸状、数珠状ない

し梶棒状で、膝状にはならない。前胸背は多くは後方に幅広くなる。上

地は短く、後方に腹部が現れる。徐節第 4節は小さく葉片状の第 3節に

包まれている。枯れ木、朽木やキノコにつき、種了・を加害する種類もい

る。全世界から約330属 2,700種が知られている。

A'セcc好雄 忽 sc覆面な郎 Degeer は イ ン ド、パ キスタ ン、 マ ラヤ な ど

東洋区に分布し、熱帯地域の重要貯蔵種子害虫で特に豆科植物が多い。

肥料木 (71ゆん'のs!") の英、 コー ヒーや ココア豆 の他 Aγわ倣ゆ硲 廠r

sz‘/",C 々s細α sPP,, CB!0 αかの2他72d?惚,Le ‘‘C"872"g 北郷‘m, “柳力如為為

c鱗ゆぬαなどの他多くの樹種から記録されている。被害は木についてい

るころから始まり、貯蔵時まで続く。東洋の熱帯での世代長は普通 7週間、

幼虫期間は 4週間であり、世代は重複する。A.sz‘i‘′'獄な Boheman は
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インドとパキスタンに分布し、幼虫は多食性の種子害虫でAcacia 加 

dica, A ルun /es prdii, Aza或racli加玩dica, Ficus glornerataなどにつ 

く。生態は前種に類似する。加害は寒期を除き年中統き春と秋に顕著で 

あるが、被害貯殻に再度加害しない。Autotropたmodes/a Jordan はイ 

ンドとパキスタンに分布し、各種樹種の乾燥細枝につくが、パキスタンで 

はAlbizた類の英や豆につく。 

(4）ゾウムシ科 Curculionidae (weevils, snout beetles) 

（概要は食葉性害虫の項参照21頁） 

Alcidodes nudiusculus Ha証はマラヤに生息し、成虫・幼虫ともに 

Rzlaquiu,n gut加の種子を加害する。かってマラヤからジャワに送られた 

種子に激害があったという，A. porrectirostnis Marshall は長卵形の黒 

色のゾウムシで体長は8 -9.5mm～戸glans regia の未熟果実の害虫で時 

に蕾も食う。成虫は石の下、樹皮の割れ目や他の被覆物中で冬眠する。 

卵は春と初夏に若い生育中の果実の果皮に小孔をあけ、 1 果に数粒あて 

産みつけられる。幼虫は核果を食い、食い屑と糞で黒塊にする。被害果実 

は形が歪んだり落果となる。卵から成虫まで6 - 9 週間であるカ、年1世 

代である。ノlpion.帥a邦aensおVoss とA. nithonomiodes Voss はガー 

父 
図-84 Apion ghanaensis 成虫（体長約35mm) 

(Waguer らより） 
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イン ドとパキスタンに分布 し、幼虫は多食性の種子害虫でAc艦忽 !ル

市銀 ,AZez ′“/どs ルフゼデズ,Az αメデフ惚cたね 肋霞 cα, 霧毅熔 gZo'72g'〃′"な ど に つ

く。生態は前種に類似する。加害は寒期を除き年中続き春と秋に顕著で

あるが、被害貯毅に再度加害 しない。Aはわかりめ禽“20αgsmJordan はイ

ンドとパキスタンに分布し、各種樹種の乾燥細枝につくが、パキスタンで

はAあたね 類の葵や豆につく。

(4)ゾウムシ科 Curculionidae (weevils,snout beetles)

(概要は食葉性害虫の項参照21頁)

A を畝oゐ s "〃中郡c〃‘zば Haaf はマ ラヤ に生 息 し、成 虫 ・幼 虫 ともに

月α履q‘ば"“? g"〃" の種子を加害する。かってマラヤからジャワに送られた

種子に激害があったという。A.Po γだczims妙な Marshall は長卵形の黒

色のゾウムシで体長は 8~9.5mm 。力増加“s 'zg海 の未熟果実の害虫で時

に藷も食う。成虫は石の下、樹皮の割れ目や他の被覆物中で冬眠する。

卵は春と初夏に若い生育中の果実の果皮に小孔をあげ、 1果に数粒あて

産みつけられる。幼虫は核果を食い、食い屑と糞で黒塊にする。被害果実

は形が歪んだり落果となる。卵から成虫まで 6~9 週間であるが、年 1世

代 で あ る。 A顔の7 g/m" 僻 m な Voss と A, 形物o%のmodes Voss はガー

図一 84 Apion ghanaensis 成虫 (体長約 35mm)

(Waguer らより)
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ナで7ソiplochiton sciero災yんnを加害する。成虫は黒色で淡褐色の斑な毛 

をそなえる。雌の体長は3 mmで口吻は1.5mm。幼虫は黄白色で体長は約 

3 mmになる。果実に口吻で小孔をあけ産卵する。数幼虫が1果につく。 

1世代は20-30日、実のつく時期に3 -4 世代を繰リ返す。被害果は果 

皮の黒斑、脱出孔、虫糞によって発見できる。C加torhynchlバ 戸なid寄 

Fabricius はインドからボルネオまでの東洋区に分布し，マンゴの害虫 

で種子と未熟果実の果肉に穿孔する。世代長はインドでは3週間、ジャ 

ワでは5 -7 週間である。C. niangiferae Fabricius は熱帯アフリカか 

ら東方はハワイ、オーストラリアまで分布するマンゴのゾウムシである。 

成虫の寿命は長く、餌や水なしでも数力月間生存できる。若い果実に1 

粒ずつ産卵する。幼虫は果実と種子に穿孔する。蛹化は通常種子の子葉 

部の凹みでする。 1果実に数頭寄生し、食用部と種子に害をあたえる。 

Dicranognat/ins nebulosus Redtenbacher はインドとパキスタンに分 

布し、幼虫はQnercus 加canaのドングリに穿孔する。成虫は7 -8 月 

に羽化する。ガーナのMenechamus sp，はM' discrepans Faust 近縁の 

ゾウムシでGuarea cedrataの果実を害する。成虫の体長は3 - 4 mmで約 

im皿の口吻をそなえる。体は暗褐色で全体に褐色毛をそなえる。各上超 

に10本の縦条をそなえる。幼虫は黄色で3 - 4 mmに成長する。 1 世代は 

4 週間で、各世代は重複する。新成虫は蛹室で2 -3 日後食してから脱 

出する。果実に穴をあけ産卵する。被害は貯蔵種子まで続くが、十分乾 

燥した種子に産卵しない。Pagiophんens IongiclavたMarshal】 はイン 

ドとミャンマーに分布し、センダン科につきマホガニーとToona 

cilia加 の重要害虫である。成虫は寿命が長くかなりの距離を移動し、 

新梢の樹皮をかみ、樹幹や枝の外傷部から流出する樹液をなめる。 

1bona では幼虫が樹幹や枝に寄生するが、マホガニーでは地表部近く 

の樹幹に1粒ずつ産卵し、幼虫は形成層と辺材の間に孔道を掘る。この 

部分は癌腫環となる。若木では巻枯らされて普通枯死する。インドでは 

年数世代を繰り返す。なお、本種に類似した未同定種がマラヤとサラワ 
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ナで 拝のわびはめ“ sc卿の紗わ〃を加害する。成虫は黒色で淡褐色の斑な毛

をそなえる。雌の体長は 3mmでロ吻は1.5mm。幼虫は黄白色で体長は約

3mmになる。果実に口吻で小孔をあげ産卵する。数幼虫が 1果につく。

1世代は20~30 日、実のつく時期に 3~4 世代を繰り返す。被害果は果

皮の黒斑、脱出孔、虫糞によって発見できる。 C'かわ7あり2承継 万省ブ山侍

Fabricius はインドからボルネオまでの東洋区に分布し, マンゴの害虫

で種子と未熟果実の果肉に穿孔する。世代長はインドでは 3週間、ジャ

ワでは 5~7 週間である。 C. “2α〃蜜先鞭e Fabricius は熱帯アフ リカか

ら東方はハワイ、オース トラリアまで分布するマンゴのゾウムシである。

成虫の寿命は長く、餌や水なしでも数カ月間生存できる。若い果実に 1

粒ずつ産卵する。幼虫は果実と種子に穿孔する。輔化は通常種子の子葉

部の凹みでする。 1果実に数頭寄生し、食用部と種子に害をあたえる。

D卿復れo暫解放る‘s "80zfわ郡婚 Redtenbacher はイ ン ドとパ キスタ ンに分

布 し、幼虫はQ〃〃だ!岱粥cの2αの ドングリに穿孔する。成虫は 7~8 月

に羽化す る。ガーナのハ吃驚物αm 婚 sp,は M.d なのぞめα郡 Faust 近縁の

ゾウムシでGzfαだα"の復如の果実を害する。成虫の体長は 3~4mm で約

lmmの口吻をそなえる。体は暗褐色で全体に褐色毛をそなえる。各」;恕

に10本の縦条をそなえる。幼虫は黄色で 3~4mm に成長する。 1世代は

4週間で、各世代は重複する。新成虫は鰯室で 2~3 日後食してから脱

出する。果実に穴をあげ産卵する。被害は貯蔵種子まで続くが、 -う}乾

燥 した種子に産卵 しない。月α恋opため段‘s‘o'増になりな Marshan はイン

ドと ミャ ンマ ー に分 布 し、 セ ン ダ ン科 につ きマ ホガニ ー と oozm

c"′"加の重要害虫である。成虫は寿命が長くかなりの距離を移動し、

新梢の樹皮をかみ、樹幹や枝の外傷部から流出する樹液をなめる。

71切れ" では幼虫が樹幹や枝に寄生するが、マホガニーでは地表部近 く

の樹幹に 1粒ずつ産卵し、幼虫は形成層と辺材の間に孔道を掘る。この

部分は癌腫環となる。若木では巻枯らされて普通枯死する。インドでは

年数世代を繰り返す。なお、本種に類似した末同定種がマラヤとサラワ
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クに普通にいて同じ習性をする。Sitoph離恰 gdandiurn Marshallは北イ 

ンドとパキスタンに生息し、Quercus spp．のドングリの重要害虫であ 

る。卵は杯状部の上の若いドングリに産卵する。若幼虫は組織中に穿孔 

するが、老幼虫は基部にいる。 1種子中に多数寄生する。食害種子の基 

部近くの外方に楕円形の蛹室をつくり、その中で蛹化する。成虫は3 -

6月まで活動する。年2世代以上繰り返す。越冬は落下ドングリ内です 

る。S. rugicollis Casey はインドとパキスタンに分布し、黒色のゾウ 

ムシで、幼虫はPりb,allhたん,lgfo1ia, Shorea robusta, Syzygiurn curn加U 

などの種子に穿孔する。 

(5）キクイムシ科 Scolytidae （概要は穿孔性害虫の孔参照 110頁） 

Poecilips ルliax Eggers は印度洋の東部沿岸地域から東方はマシャル 

群島まで広く分布する。マングローブ林に普通である。本来は胎生種子 

のマングローブの苗木の胚軸につくが、その他の果実にもつく。これは 

樹上についているとき、あるいは土に定着した後に加害するものでなく、 

潮の満ち引きで冠水する地面に乗り上げた種子につく。一夫多妻性。雄 

は個体数が少なく、体が小さく、寿命が短く、飛翔できない。雌は生ま 

れた巣内で交尾した後脱出する。巣は不規則な穴と孔道からなり、雌は 

小さな卵魂を産む。年を通じて繁殖し、世代は重複する。マングローブ 

造林地の重要害虫である。P.gedeani岱 Eggersはマラヤとサラワクに 

分布し、フタバガキ科とブナ科の種子に好んで穿孔する。成虫は各種の 

丸太や倒木に穿孔するが繁殖しない。樹上にある種子や果実には穿孔せ 

ず、落下すると直ちに攻撃する。雌は小さな不規則な孔道を掘り、卵塊 

を産みつける。親虫と幼虫は孔道を広げ、孔道を掘りながら摂食する。 

胚はしばしば加害され、種子は完全に枯死するか弱い苗木となる。世代 

長は4 週間たらずである。適当な寄主があれば年問を通して繁殖を統け 

るため、世代は重複し、常に各虫態が見られる。ー夫多妻性。雄は個体 

数が少なく、体が小さく、短命で普通巣外に山ることはなく、生まれた 
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クに普通にいて同じ習性をする。SZfopた遊ぼ g如“diif′'zMarshall は北イ

ンドとパキスタンに生息し、Q"の鎚‘s spp.の ドングリの重要害虫であ

る。卵は杯状部の上の若いドングリに産卵する。若幼虫は組織中に穿孔

するが、老幼虫は基部にいる。 1種子中に多数寄生する。食害種子の基

部近 くの外方に楕円形の師室をつ くり、その中で輔化する。成虫は 3~

6月まで活動する。年 2世代以上繰 1)返す。越冬は落下ドングリ内です

る。S. “増たo‘′′s Casey はインドとパキスタンに分布 し、黒色のゾウ

ムシで、幼虫はFoも′α‘豹如 加増的 脳 , 瀞期徽 'り卿 s如, 勧町g‘z!′72 cmmm2

などの種子に穿孔する。

(5)キクイムシ科 Scolytidae(概要は穿孔性害虫の孔参照 110頁)

Roeむ〆/小s危/如ギEggers は印度洋の東部沿岸地域から東方はマシャル

群島まで広く分布する。マングローブ林に普通である。本来は胎生種子

のマングローブの苗木の豚串-"につくが、その他の果実にもつ く。これは

樹上についているとき、あるいは土に定着 した後に加害するものでなく、

潮の満ち引きで冠水する地面に乗り上げた種子につく。一夫多妻性。雄

は個体数が少なく、体が小さく、寿命が短 く、飛糊できない。雌は生ま

れた巣内で交尾した後脱出する。巣は不規則な穴と孔道からなり、雌は

小さな卵魂を産む。年を通じて繁殖 し、世代は重複する。マングローブ

造林地の重要害虫である。P.gad 数期燈 Eggersはマラヤとサラワクに

分布し、フタバガキ科とブナ料の種子に好んで穿孔する。成虫は各種の

丸太や倒木に穿孔するが繁殖しない。樹上にある種子や果実には穿孔せ

ず、落下すると直ちに攻撃する。雌は小さな不規則な孔道を掘り、卵塊

を産みつける。親虫と幼虫は孔道を広げ、孔道を掘 1)ながら摂食する。

雁はしばしば加害され、種子は完全に枯死するか弱い苗木となる。世代

長は 4週間たらずである。適当な寄主があれば年間を通して繁殖を続け

るため、世代は重複し、常に各虫態が見られる。一夫多妻性。左IEは個体

数が少なく、体が小さく、短命で普通巣外に出ることはなく、生まれた
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巣内で姉妹と交尾する。サラワクではSizorea gysbe,富iana の重要害虫 

である。P.加puanus Eggersはインド、マラヤ、サバ、サラワク、パ 

プアなどに分布する。大きく堅い木質あるいは皮質の種子内で繁殖する。 

樹上の種子果実には穿孔せず、落下すると直ちに攻撃する。雌成虫は大 

きな落葉の葉柄にもつく。習性は前種に類似し、個体数は少ないが、 

Shorea gysbe,むた,20 や他のフタバガキ科の種子害虫として重要である。 

2 ）チョウ目（鱗翅目）Lepidoptera （概要は食葉性害虫の項参照24頁） 

(1）メイガ科 Pyralidae （概要は食葉性害虫の項参照43頁） 

モモノゴマダラノメイガ(Conogethes punci加'V旅Guen飼（詳細 

は穿孔性害虫の項129頁参照）はマンゴ、ケシアマツ、チーク、クワ属 

を含む単子葉・双子葉樹木の各部に穿孔するが、ミャンマーでチーク種 

子の約70％が被害を受け、種子生産量が著しく低下したことがある。 

3 ）ハエ目（双翅目）Diptera （概要は虫えい害虫の項参照166頁） 

(1）ノ、モグリバェ科 Agromyzidae (leaf miners) 

成虫は微小ないし小形。黒色または帯黄色。頭部の口縁外角に髭剛毛 

がある。触角は垂下し、刺毛は有毛か無毛、基節は幅より短い。複眼は 

大形。後単眼剛毛は先へ開く。胸部には腹側剛毛がある。脚は短い。翅 

は中庸大、基部肘脈室は閉じる。雌の第8 腹節は角質化して体内に引き 

込まれない。成虫はどこにでも生息し、幼虫の多くは潜葉性であるが、 

形成層や種子につく種類もいる。全世界から約30属1,800種が知られて 

いる。 

0ph加rn.ya lan lanceは黒色の小さなハエで、翅の開張は6 mm~ Lan-

tana aculeataの緑色、褐色、黒色の果実1個当たり1卵を産卵する。卵 

は約1 miiiで、暖期には1-2 日で孵化する。幼虫は黄色で、果肉を食い 
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栄内で姉妹 と交尾する。サラワクではS/′oだ"部嘘 grな血〃" の重要害虫

で あ る。 P.P" の〃"'7zfs Eggers は イ ン ド、マ ラヤ 、 サ バ 、 サ ラ ワ ク、 パ

プアなどに分布する。大きく堅い木質あるいは皮質の種子内で繁殖する。

樹上の種子果実には穿孔せず、落下すると直ちに攻撃する。雌成虫は大

きな落葉の柴柄にもつく。習性は前種に類似し、個体数は少ないが、

Sルリだαのめβ“s卿 2"や他のフタバガキネ三1・の種子害虫として重要である。

2) チョウ目(鱗細目)Lepidoptera (概要は食葉性害虫の項参照24頁)

(1)メイガ科 Pyralidae (概要は食葉性害虫の項参照43頁)

モモ ノゴマ ダラノメイガ (Co夕20821/′esp 〃'2cf舵 7可な Guenee)( 詳細

は穿孔性害虫の項 129頁参照) はマンゴ、ケシアマツ、チーク、クワ属

を含む単子葉 ・双子葉樹木の各部に穿孔するが、ミャンマーでチーク種

子の約70%が被害を受け、種子生産量が著しく低下したことがある。

3) ハエ目(双細目)Diptera( 概要は虫えい害虫の項参照166頁)

(1)ハモグ リバエ科 Agromyzidae (leaf miners)

成虫は微小ないし小形。黒色または帯黄色。頭音1~のu緑外角に髭剛毛

がある。触角は垂下し、刺毛は有毛か無毛、基節は幅より短い。複眼は

大形。後単眼剛毛は先へ開く。胸部には腹側剛毛がある。脚は短い。迎

は中庸大、基部“寸脈室は閉じる。雌の第 8腹節は角質化して体内に引き

込まれない。成虫はどこにでも生息し、幼虫の多くは潜葉性であるが、

形成層や種子につく種類 もいる。全世界から約30属 1,800種が知られて

い る。

OP膚捌け" 加川 mme は黒 色 の小 さなハエで、遡 の開張 は 6mm 。 L"〃-

超'?"健雄倣加の緑色、褐色、黒色の果実 1個当たり1卵を産卵する。卵

は約 lmmで、暖期には 1~2 日で脂化する。幼虫は黄色で、果肉を食い
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時に種子に穿孔し、老熟すると2, 5mmに達する。．果皮の内側、果皮と仁 

との間で蛹化する。ランタナの実は被害初期に果皮が白あるいは淡色の 

斑紋ができ、後に萎み落下する。北インドでは年21世代を繰り返すこと 

が可能である。 
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時に種子に穿孔 し、老熟すると2.5mmに達する。果皮の内側、果皮と仁

との間で蟻化する。ランタナの実は被害初期に果皮が白あるいは淡色の

斑紋ができ、後に萎み落下する。北インドでは年21世代を繰り返すこと

が可能である。
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1．食根性害虫（夜盗虫を含む） 

1 ）コウチュウ目（甲虫目、鞘翅目）Coleop肥ra （概要は食葉性害虫 

の項参照12頁） 

(1）コガネムシ科 Scarabaeidae （概要は食葉性害虫の項参照12頁） 

A 而retus versutus Haroldはインドとモーリシャス島では幼虫が土中 

で根を加害する苗畑害虫にされている。A加gonたco,伽cea Weter-

house の幼虫は典型的な根切虫で土中にいて各種の植物の根を食う。 

スリランカでは苗畑の重要害虫である。Bra km軌a coriacea Hopeはイ 

ンドのヒマラヤ地方とパキスタンに分布し、成虫は各種の林木や灌木を 

加害し、茶樹の害虫である。幼虫は土中で生活し、針葉樹の根切虫とし 

て記録されている。Granida a訪Osparsa Moserは北インドとパキスタ 

ンに分布する。幼虫は苗畑の根切虫でCedrus deodamとP1mパ即切ithii 

に被害がある。 2年に1世代。幼虫は5 -6 月に活動する。Hiかot-

rogus holosericeus Redtenbacherは北インドとパキスタンの草地に普通 

で根を食うが、ヒマラヤ地域でCedriパdeodaraとPinus roxburgh嘉の苗 

畑に被害がある。H0んtrickた 玩termedia Brenskeはインドに生息し、 

幼虫は典型的な根切虫で土中に住み根を食う。大食漢で4 -5 年生のス 

ギ造林木を枯らしたこともある。成虫は各種林木の葉を加害する。H. 

伽？gゆennおBlanchard は北インドとパキスタンの標高700-2,500mの 

地域に生息する。成虫はQ'uercz△ 加canaの葉を食い、卯は土中に産み 

つけられる。幼虫は根を食い苗畑のCedrus deodara に被害がある。H. 

proble,natica Brenske はインドと東バキスタンに分布し、成虫は双子 

葉樹木の葉を食うが、幼虫は根切虫でShorea robus加の造林地で被害を 

あたえる。H. serraた Fabriciusはインドにいる根切虫である。成虫は 

各種の双子葉樹木の葉を食い庭木と砂糖キピの害虫であるが、農作物に 
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7. 食根性害虫 (夜盗虫を含む)

1) コウチュウ目 (甲虫目、鞘細目)Coleoptera( 概要は食葉性害虫

の項参照12頁)

(1)コガネムシ科 Scarabaeidae( 概要は食葉性害虫の項参照12頁)

Ado 柁“侍りのs湯郷 Harold はインドとモーリシャス島では幼虫が土中

で根 を加害す る苗畑害虫にされている。Ap増醐叡 c解放解αWeter‐

house の幼虫は典型的な根切虫で土中にいて各種の植物の根を食う。

スリランカでは苗畑の重要害虫である。Bm ん“"〃αの“"""Hope はイ

ンドのヒマラヤ地方とパキスタンに分布し、成虫は各種の林木や潅木を

加害し、茶樹の害虫である。幼虫は土中で生活し、針葉樹の根切虫とし

て記録されている。 Cm"〆〆" 錫おりのsαMoser は北インドとパキスタ

ンに分布する。幼虫は苗畑の根切虫でCad71侍吃o血 m と月筋燈 g7・姉1劫“

に被害がある。 2年に 1世代。幼虫は 5 ~ 6月に活動する。猛砂防‐

mg 鷹 化ねsのice婚 Redtenbacher は北インドとパキスタンの草地に普通

で根を食うが、ヒマラヤ地域で Ceメメzfs幽o加地と乃m侍 '口吻z〃g効!の苗

畑に被害がある。嵐o‘o嫡流加すれず酬削gd加 Brenske はインドに生息し、

幼虫は典型的な根切虫で土中に住み根を食う。大食漢で 4~5 年生のス

ギ造林木を枯らしたこともある。成虫は各種林木の葉を加害する。旦.

あれgの蹴れ禽 B1anchard は北インドとパキスタンの標高700~2,500m の

地域に生息する。成虫はQ‘‘〃“崩ぜ粥α“"の葉を食い、卵は土中に産み

つけられる。幼虫は根を食い苗畑の Ceあせ侍〆の〆"'謬に被害がある。甘.

P〆防毒''z鑑定αBrenske はインドと東パキスタンに分布 し、成虫は双子

葉樹木の葉を食うが、幼虫は根切虫でS肋〃"'℃彰娼如の造林地で被害を

あたえる。材.s好′僚加 Fabriciusはインドにいる根切虫である。成虫は

各種の双イ‐葉樹木の葉を食い庭木と砂糖キビの害虫であるが、農作物に
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接した若いチーク林に被害が発生する。卵は普通草地や雑草地の土中に 

産みつけられ、年1世代。H0pI詠advena Brenske は北インドとパキ 

スタンに普通の根切虫で、ヒマラヤ地方では苗畑の一般的な害虫である。 

Lachnosterna biden加加Burmei此er は東洋区に分布する。幼虫は土中 

にいて普通豆科植物の根を食うが、餌の少ないときにはゴムノキの根も 

食う。マラヤではしばしばゴムノキの若造林地に被害が発生し、若木は 

枯損することがある。 1世代は1年。幼虫は5月から10月まで食害し、 

土中で蛹化する。軽い砂質土壊の所を好み、激しいジャングルに近接し 

たところで起きる。成虫は各種の双子葉樹木の葉を食うが、被害は問題 

にならない。LeucopholおpinguむBurmeister はインドやスリランカな 

どの造林地の害虫で、成虫は各種の双子葉樹木の葉を加害し、幼虫は苗 

畑でクスノキ類、ゴムノキの根を加害し、土中の土莢内で蛹化する。こ 

の属には他にL. nummicudens Newman, L . rorida Weber, L . h歯・ 

論Brenske がマラヤでゴムノキを加害する。Rhinypiた訊dica Bur-

meister はインドに分布し、成虫は食葉性で、幼虫は白色のジムシで土 

中で根を加害し、Daibergia sissooとShorea ro加slaの苗木と成木を加害 

したことがある。 

(2）ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae (darking beetles) 

成虫は小形ないし大形、形状は変化に富む。体は堅い。多くは黒色、 

汚色、赤褐色で、中には斑紋をそなえたり、金属光沢をもつ種類もいる。 

触角は腹部の下部から生じ、短く11節からなり、簡単に棍棒状あるいは 

数珠状。徐節は前・中脚では5節、後脚では4 節からなる。上翅は腹部 

を覆い、多くは中央で癒合している。幼虫は円筒状でキチン化するか革 

質。色彩は白色、黄色、褐色である。尾端に2年の尾状突起をそなえて 

いる。成虫の多くは夜行性で、植物質を食べるものが多く、中には穿孔 

虫を捕食する種類がいる。枯れ木、朽木、キノコ、土や砂の中などに生 

息する。全世界から約1,700属18,000種が知られている。 
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接した若いチーク林に被害が発生する。卵は普通草地や雑草地の土中に

産みつけられ、年 1世代。風物‘れα劇 e7m Brenske は北インドとパキ

スタンに普通の根切虫で、ヒマラヤ地方ではi哲畑の一般的な害虫である。

ム2免れosfg“?" 弱震"如如 Burmeister は東洋区に分布する。幼虫は土中

にいて普通豆科植物の根を食うが、餌の少ないときにはゴムノキの根 も

食う。マラヤではしばしばゴムノキの若造林地に被害が発生し、若木は

メ古損することがある。 lflt代は 1年。幼虫は5月から10月まで食害し、

土中で輔化する。軽い砂質土壌の所を好み、激 しいジャングルに近接し

たところで起きる。成虫は各種の双子葉樹木の葉を食うが、被害は問題

にな らない。 Lezfcqpねo‘fsメブ増z‘fs Burmeister はイン ドやス リランカな

どの造林地の害虫で、成虫は各種の双子葉樹木の葉を加害し、幼虫は苗

畑でクスノキ類、ゴムノキの根を加害 し、土中の土葵内で輔化する。こ

の 属 に は 他 に L.'2z 〃m'2 た〃吻 郷 Newman, 乙 ,〆ひγ′〆" 沢rebe 乙 .f′肉‐

筋 Brenske がマラヤでゴムノキを加害する。尺厄刈め筋α物凄cαBur‐

meisterはインドに分布し、成虫は食葉性で、幼虫は白色のジムシで土

中で根を加害 し、口蛇あの習わ s禽sooとSたo7協zzm友騰忽の苗木と成木を加害

したことがある。

(2)ゴ ミムシダマ シ科 Tenebrionidae (darking beetles)

成虫は小形ないし大形、形状は変化に富む。体は堅い。多くは黒色、

汚色、赤褐色で、中には斑紋をそなえたり、金属光沢をもつ種類 もいる。

触角は腹部の下部から生じ、短く11節からなり、簡単に梶棒状あるいは

数珠状。徐節は前 ・中脚では 5節、後脚では 4節からなる。上地は腹部

を覆い、多くは中央で癒合している。幼虫は円筒状でキチン化するか革

質。色彩は白色、黄色、褐色である。尾端に 2年の尾状突起をそなえて

いる。成虫の多くは夜行性で、植物質を食べるものが多く、中には穿孔

虫を捕食する種類がいる。枯れ木、朽木、キノコ、土や砂の中などに生

息する。全世界から約 1,700属 18,000種が知られている。
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Go'wcephaiurn depressum Fabrたjusは東洋区に分布する。成虫は暗 

黒色。幼虫は円筒形で光沢があり、黄褐色、土中と朽木に生息し、腐廃 

物と細根を摂食する。成虫は群飛する。インドではDaiberg彪.sissooの 

他、コーヒー、砂糖キビ、タバコなどの根を加害する。G.pルnatum 

Walker は前種と同様な生態をしているカ、 幼虫がShorea robus加と 

均ha xyんca'pa の播種直後の幼根を食害し、苗畑のMonおaIba の苗木 

の根に激しい被害を与えたことがある。 

⑧ゾウムシ科 Curculionidae (weevils, snout beetles)（概要は食葉 

性害虫の項参照21頁） 

Cyrtepお切nius ルcundus Redtenbacher は北インドとパキスタンに生 

息し、幼虫は土中にいて根を加害する。苗畑でCedrus deodara に被害 

が発生する。成虫は食葉性で、幼虫の食根性のものにはA,nbly焼訊z蒔 

poricohhis Sch6nherr, G ゆhたerinuspannosl総Marshall, C .ルC加錦ae 

Mar山all,助iso nius んcerta,』むhlocenパ m 虚cinzz胃飢latus Faustであ 

り、詳細は食葉性害虫の項に記述されている。 

2 ）チョウ目（鱗翅目）Lepidoptera （概要は食葉性害虫の項参照23頁） 

(1）ヤガ科 N octuidae （概要は食葉性害虫の項参照75頁） 

タマナヤガ（Agro薦如iんnHu加agel）は移動性があり、コスモポ 

、－ ふー一 
ど， , 

●中 

, 

t 1-65 Agrotis ipsilon 

上：幼虫（体長4 0mm）下：成虫（開張約3 9mm) 

(Beeson より） 
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Go72oc呼んα卿'"〆ゆだssz‘m Fabricius は東洋区 に分布す る。成虫は暗

黒色。幼虫は円筒形で光沢があり、黄褐色、土中と朽木に生息し、腐廃

物と細根を摂食する。成虫は群飛する。インドではD覆るβ増加 s白めoの

他、 コー ヒー、砂糖 キビ、 タバ コな どの根 を加害す る。 G.P 超“"Zz‘“⑦

Walker は前種 と同様な生態をしているが、幼虫が彫2の翠α〆o卿sねと

X脚な卸Zocのめαの播種直後の幼根を食害 し、苗畑の脳の乞岱α偽αの苗木

の根に激しい被害を与えたことがある。

◎ ゾウムシ科 Curculionidae (weevils,snout beetles)( 概要は食葉

性害虫の項参照21頁)

q'だり盗め“2郡 元【翻れα雄 Redtenbacher は北インドとパキスタンに生

息し、幼虫は土中にいて根を加害する。苗畑で C8471fsdeo〆"焔に被害

が発生する。成虫は食葉性で、幼虫の食根性のものにはA“ゆかテ溺れ2岱

如 ““‘碇 Sch61・herr,q の粥α“"婚 力α"72osz岱 Marshall,C, 彰αの2αe

Marshall,EP 声の72z郎忽αγ如,朋〆わcg“‘s z‘〃dgci粥卿婚姻超れ俗 Faust であ

り、詳細は食葉性害虫の項に記述されている。

2)チョウ目(鱗麹目)Lepidoptera(概要は食葉性害虫の項参照23頁)

(1)ヤガ科 Noctuidae (概要は食葉性害虫の項参照75頁)

タマナヤガ (Ag〆碑なめ櫛‘o〃 Hufnagel) は移動性があり、コスモポ

　　　　　　　　　. ー
‐

. .

図 -85 Agrotis ipsi′on

上 :幼虫 (体長 48mm) 下 :成虫 (開張約 39mm)

(Beeson より)
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リタンで農作物や材木を加害する。Dark sword grass moth, black 

cutworm, greasy cutwormなどの英名がある。成虫は長く細い褐色と 

黒色の前翅を持ち、開張は約40-50mm。後翅は淡色である。幼虫は生長 

すると体長約35mmになり、体には非常に短い毛が生え、土色で白と黒の 

斑点があり、いくらかの大きい穎粒をそなえる。驚くと体をC字に曲げ 

る。綿、 トウモロコシ、タバコ、各種の野菜の有名な害虫で、苗畑と幼 

齢造林地ではCedrus deodara，ラジアータマツを初めとして各種のマ 

ツ類を加害する夜盗虫である。北インドとパキスタンでは1世代5 *9 

週間で年数世代を繰り返す。越冬は蛹でする。夜行性。落葉層、石ある 

いは下層植物などの生えたやや湿った所に小群状に産卵する。幼虫は昼 

間土中に潜み、夜間若苗木を地面部から切断したり、あるいは曹や葉を 

取りさる。もし新鮮な食物がない場合には乾いた落葉を食ったり、肉食 

性になったり、共食いすることもある。蛹化は土中でする。Agro誌 

segetum Schiffermtillerはアジア、ョーロッパ、アフリカに広く分布し、 

Turnip moth やblack cutwornl などの英名がある。成虫は開張約 

40mm、褐色の前翅と淡色の後趨を持っている。幼虫は成熟すると約30mm 

に達し、汚れた灰褐色で灰緑色の線がある。各種の農作物や苗畑の幼木 

を加害する。ョーロッパでは年1世代で、成虫は夏に出現する。幼虫の 

食害は晩夏と蛹化前の春期である。しかしマラウィやインドでは一世代 

は8 -10週間、卵期間は4 ~8 日、幼虫期間は27-33日、蛹期間は19-

22日で、年数世代を繰り返す。成虫は夜行性で果汁を吸う。雌は地面や 

植物上に1個ずつ産卵する。産卵数は多いもので約1,000個である。幼 

虫は畳間土中に隠れ、夜聞苗木の地際部から切断する。蛹化は土葵内です 

る。Emm radians Guen6eはオーストラリアに広く分布し、被害の最 

も激しい夜盗虫であり、大木の葉も摂食することがある。年数世代を繰 

り返す。卵は塊状でどこにでも産みつけられる。幼虫は夜間活動する。 

蛹化は土中の土莢中でする。ニューサウスワレスでは苗畑に普通でラジ 

アータマツ、Iなeu山t-s智叱zmenziesii, その他各種の苗木を加害する。ク 
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リタンで農作物や材木を加害する。Dark swordgrass moth, black

cutworm,greasy cutworm などの英名がある。成虫は長 く細い褐色 と

黒色の前遡を持ち、間張は約40~50mm 。後期は淡色である。幼虫は生長

すると体長約35mmになり、体には非常に短い毛が生え、土色で白と黒の

斑点があり、いくらかの大きい願粒をそなえる。驚くと体をC字に曲げ

る。綿、 トウモロコシ、タバコ、各種の野菜の有名な害虫で、苗畑と幼

齢造林地ではCeばれ熔庇o加川, ラジアータマツを初めとして各種のマ

ツ類を加害する夜盗虫である。北インドとパキスタンでは 1世代 5~9

週間で年数世代を繰り返す。越冬は輔でする。夜行性。落葉層、石ある

いは下層植物などの生えたやや湿った所に小群状に産卵する。幼虫は昼

間土中に潜み、夜間若苗木を地面部から切断したり、あるいは奮や葉を

取りさる。もし新鮮な食物がない場合には乾いた落葉を食ったり、肉食

性 になった り、共食いすることもある。輔化は土中でする。A夢α禽

s増 eた〃% Schiffermuller はアジア、 ヨーロッパ、アフ リカに広 く分布 し、

Turnip moth や black cutworm などの英名がある。成虫は開張約

40mm、褐色の前遡 と淡色の後期を持っている。幼虫は成熟すると約30mm

に達し、汚れた灰褐色で灰緑色の線がある。各種の農作物や苗畑の幼木

を加害する。ヨーロッパでは年 1世代で、成虫は夏に出現する。幼虫の

食害は晩夏と蛸化前の春期である。しかしマラウィやインドでは- 世代

は 8~10 週間、卵期間は 4~8 日、幼虫期間は27~33 日、踊期間は19~

22Rで、年数世代を繰り返す。成虫は夜行性で果汁を1吸う。雌は地面や

植物上に 1個ずつ産卵する。産卵数は多いもので約 1,000個である。幼

虫は昼間土中に隠ばL 夜間苗木の地際部から切断する。鋪化は土葵内です

る。 E粥 o"' 〃〆〆の?s Guenee はオース トラ リアに広 く分布 し、被害の最

も激しい夜盗虫であり、大木の葉も摂食することがある。年数世代を繰

り返す。卵は塊状でどこにでも産みつけられる。幼虫は夜間活動する。

姉化は土中の土英中でする。ニューサウスワレスでは苗畑に普通でラジ

アータマ ツ、比・ezdoなz懲α伽靴 2iesZZ,その他各種の苗木 を加害す る。 ク
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インスランドではAraucaria spp，とPinl摺spp．が被害を受けやすいと 

いう。1ケodenia littorl傭Boisduval はエチオピア区、マダガスカル区 

に分布し、ョーロッパ南部にも生息する。成虫は灰色と白色。開張約 

3.5mm。幼虫はシャクトリムシ様、多食性。ェジプトでは綿の重要害虫 

とされている。苗畑の夜盗虫でCup ressi鳶lustitanica, Eucalyptus 

saligna, Maes叩Sおem軌嘉，召mお加Su切密，P．加如ens/s，ユーかJ 

類などの苗木を加害する。熱帯では年中加害し、エジプトでは年7世代 

を繰リ返す。 

3 ）ハチ目（膜翅目）Hymenoptera （概要は食葉性害虫の項参照87頁） 

(1）アリ科 Formicidae (ant)（概要は食葉性害虫の項参照88頁） 

Doりlus or/en加us Westwood (root-eating ant）はインド、スリラ 

ンカ、パキスタンに分布する。土中のかなりの深さに営巣する。根の軟 

らかい部分を食い、被害樹は萎れ枯死することがある。インドとパキス 

タンでは苗畑で被害をあたえている。 
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インスランドではAm 鑑の畝 spp,と乃m 儒 spp.が被害を受けやすいと

いう。 P〆ode欄α励めmZfs Boisduval はエチオ ピア区、マ ダガスカル区

に分布し、ヨーロッパ南部にも生息する。成虫は灰色と白色。開張約

3.5mm。幼虫はシャクトリムシ様、多食性。エジプ トでは綿の重要害虫

とされ て い る。 苗畑 の夜盗 虫で Cのだs秘侍′硲瓦如"おα,飯にα神 棚s

s郷を 72α, 朋αesoのs禽 e牌ぎ"#, 月 72z儒 粥躍 如危 ,P. ゐ〆ゆ 872s鳶,ユ ー カ リ

類などの苗木を加害する。熱帯では年中加害し、エジプトでは年 7世代

を繰り返す。

3) ハチ目(膜迎目)Hymenoptera( 概要は食葉性害虫の項参照87頁)

(1)アリ科 Formicidae(ant)( 概要は食葉性害虫の項参照88頁)

D の彰 "s oγ彩れ加Zお帆′estwood(root-eating ant) はイン ド、ス リラ

ンカ、パキスタンに分布する。土中のかなりの深さに営巣する。根の軟

らかい部分を食い、被害樹は萎れ枯死することがある。インドとパキス

タンでは苗畑で被害をあたえている。
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8 ．湿材害虫 

1 ）シロアリ目（等翅目）Isoptera (termites) 

小形ないし中型。体は軟らかく淡色。頭部は自由に動き著しくキチン 

化する。口器は咀嚼型であるが、兵蟻では痕跡的となる。大あごは大き 

さや形状に変化がある。触角は数珠状で長短変化に富む。前胸は自由で 

頭部より小さい。脚は太短く、 4 -5 節の徐節と2本の爪をそなえる。 

無翅、短翅、有翅の虫がいる。有翅虫の前翅は後翅と形状や翅脈が同じ 

である。尾毛は短く簡単であるが、 2 -8 節からなるものもいる。 

シロアリはゴキプリに近い下等昆虫であるが、高等昆虫のアリ、ミツ 

バチのように社会生活を営み、次のような階級がある。 

職蟻はコロニー中で最も個体数の多い階級で巣の建造、修理、清掃、 

餌の採取、運搬、生殖階級・兵蟻・幼虫の給餌や世話などの労務をたず 

さわっている。そのため木材、樹木、苗木などを食い直接被害をあたえ 

る。職蟻には2種類あり、幼虫から非生殖階級のーつとして分化し、副 

生殖虫や兵蟻などの階級に分化できない真の職蟻と、幼虫期の翅芽の発 

達する前段階で成長が止り、副生殖虫や兵蟻になる能力を持った擬職蟻 

がある。擬職蟻は下等なシロアリに見られる。 

兵蟻はコロニーを外敵から守る役割をする。個体数は発達したコロニ 

ーでは2 -S 3 ％を占める。頭部は種類の特徴が現れ、同定の標徴として 

用いられる。 

生殖虫は女王または王で胸部背面に2対の翅根を持ち生殖をつかさど 

る階級でコロニーの創設、繁殖、種族の維持を任務としている。 

副生殖虫は副女王と副王で幼虫から有翅虫に発達する過程のものであ 

る。女王や王が傷ついたり死亡したりすると生殖腺が発達して生殖虫の 

代りをする。有翅芽ニンフから発達したものは短翅型副生殖虫で、無翅 

芽ニンフや擬職蟻から発達した翅芽を欠くものは無翅型副生殖虫と呼ん 
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8 . 湿材害虫

1) シロアリ目 (等縄目)ーsoptera(termites)

小形ないし中型。体は軟らかく淡色。頭部は自由に動き著しくキチン

化する。 rl器は肌幅型であるが、兵蟻では痕跡的となる。大あごは大き

さや形状に変化がある。触角は数珠状で長短変化に富む。前胸は自由で

頭部より小さい。脚は太短 く、 4~5 節の徐節と 2木の爪をそなえる。

無紐、短遡、有組の虫がいる。有迎虫の前遡は後恕と形状や遡脈が同じ

である。尾毛は短 く簡単であるが、 2~8 節からなるものもいる。

シロアリはゴキブリに近い下等昆虫であるが、高等昆虫のアリ、ミツ

バチのように社会生活を営み、次のような階級がある。

職蟻はコロニー中で最も個体数の多い階級で巣の建造、修理、清掃、

餌の採取、運搬、生殖階級・兵嬢・幼虫の給餌や世話などの労務をたず

さわっている。そのため木材、樹木、苗木などを食い直接被害をあたえ

る。職蟻には 2種類あり、幼虫から非生殖階級の一つとして分化し、副

生殖虫や兵蟻などの階級に分化できない真の職蟻と、幼虫期の遡芽の発

達する前段階で成長が止り、副生殖虫や兵蟻になる能力を持った擬職蟻

がある。擬職蟻は下等なシロアリに見られる。

兵燐はコロニーを外敵から守る役割をする。個体数は発達 したコロニ

ーでは 2 ~ 3% を占める。頭部は種類の特徴が現れ、同定の襟徴として

用いられる。

生殖虫は女王または王で胸部背面に 2対の遡根を持ち生殖をつかさど

る階級でコロニーの創設、繁殖、種族の維持を任務としている。

副生殖虫は副女王と副王で幼虫から有地虫に発達する過程のものであ

る。女王や王が傷ついたり死亡したりすると生殖腺が発達して生殖虫の

代りをする。有遡芽ニンフから発達したものは短遡型副生殖虫で、無想

芽ニンフや機職蟻から発達した迎芽を欠くものは無想型副生殖虫と呼ん
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でいる。 

ニンフは完全変態の蛹に相当する時期で、後期には翅芽が発達する。 

有翅虫はニンフの翅が仲びて正常な変態を完了したもので、コロニーが 

ある程度発達すると有翅虫の群飛がおこなわれる。群飛は種類によって 

一定し、温度、湿度、光、風などの気象条件の好適な時期と時刻にする。 

有翅虫は女王と王で群飛のあと翅を落とし雌雄番になって営巣する。シ 

ロアリの女王はアリの女王と違って1回の交尾で貯精することができず、 

王と一緒に生活し、度々交尾する。 

日本のシロアリは体が白色であるが、熱帯のシロアリは褐色ないし黒 

色の種類が多くアリと間違いやすい。しかし次の区別点で識別できる。 

アリは卵→幼虫→蛹→成虫と完全変態し、幼虫は成虫と全く違ったウジ 

ムシ状で、群飛交尾後雄は死に雌だけで営巣し母性中心の社会生活を営 

んでいる。シロアリでは蛹期がなく、卵→幼虫→成虫と不完全変態する 

ため、幼虫は成虫と同じ体形で歩行する。また群飛後に翅を落として雌 

雄1対で営巣し両性中心の杜会生活を営んでいる。成虫の外部形態では 

シロアリの触角は数珠状、胸部と腹部は等幅でくびれないが、アリの雌 

では第1節が長く、くの字形であり、腹部の基部は細まり強くくびれる。 

有趨虫の翅はシロアリでは前・後翅がほぽ同形同大で飛翅時に各翅を別 

個に動かすが、アリでは前翅が後翅より大きく両方一緒に動かして飛ぶ。 

シロアリの既知種は2,000余種で熱帯起源であり、熱帯・亜熱帯に種 

類・個体数共に多く、温帯まで分布する。越冬休眠を獲得していないの 

で寒地や熱帯の高地にはほとんど分布していない。これらは土中、地表、 

樹木の幹の中、樹皮、根株、倒木、蔓植物などに巣をつくる。森林では 

地下に巣が多く、特に大木の根元に多い。巣の原始的なものは湿気のあ 

る朽木や丸太の中、乾燥木材中につくられる。地中に巣をつくる 

Rhカzoたrmes やC0p切たrmes 属などでは通路である蟻道を巣外に伸し、 

建築物の上層や樹上高くまで行動範囲を広げている。オーストラリアや 

アフリカのシロアリでは地上に蟻塔をつくるものがある。これは地下の 
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でいる。

ニンフは完全変態の姉に相当する時期で、後期には遡芽が発達する。

有遡虫はニンフの遡が伸びて正常な変態を完了したもので、コロニーが

ある程度発達すると有地虫の群飛がおこなわれる。群升をは種類によって

一定し、温度、湿度、光、風などの気象条件の好適な時期と時刻にする。

有遡虫は女王と王で群頚せのあと迎を落とし雌雄番になって営巣する。シ

ロアリの女王はアリの女王と違って 1回の交尾で貯精することができず、

王と一緒に生活し、度々交尾する。

EI本のシロアリは体が白色であるが、熱帯のシロアリは褐色ないし黒

色の種類が多くアリと間違いやすい。しかし次の区別点で識別できる。

アリは卵→幼虫→輔→成虫と完全変態し、幼虫は成虫と全く違 )たウジ

ムシ状で、群引を交尾後雄は死に雌だけで営巣し母性中心の社会生活を営

んでいる。シロアリでは輔期がなく、卵→幼虫→成虫と不完全変態する

ため、幼虫は成虫と同じ体形で歩行する。また群飛後に超を落として雌

雄 1対で営巣し両性中心の社会生活を営んでいる。成虫の外部形態では

シロアリの触角は数珠状、胸部と腹部は等幅でくびれないが、アリの雌

では第 1節が長く、くの字形であり、腹部の基部は細まり強くくびれる。

有遡虫の想はシロアリでは前・後迎がほぼ同形同大で引を遡時に各遡を別

個に動かすが、アリでは前遡が後週より大きく両方一緒に動かして飛ぶ。

シロアリの既知種は2,000余種で熱帯起源であり、熱帯 ・亜熱帯に種

類・個体数共に多く、温帯まで分布する。越冬休眠を獲得していないの

で寒地や熱帯の高地にはほとんど分布していない。これらは土 rh、地表、

樹木の幹の「11、樹皮、根株、倒木、蔓植物などに巣をつくる。森林では

地下に巣が多く、特に大木の根元に多い。巣の原始的なものは湿気のあ

る朽木や丸太の中、乾燥木材中につくられる。地中に巣をつくる

たた≧720加川esや Copわfの粥鎧 属などでは通路である蟻道を巣外に伸 し、

建築物の上層や樹上高くまで行動範囲を広げている。オーストラリアや

アフリカのシロアリでは地上に蟻塔をつくるものがある。これは地下の
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巣を堀った土でつくられたものである。外壁、通路と王台は土、木屑、 

睡液、排池物で堅く固着されている。しかし多くの地中棲のシロアリは 

蟻塔をつくらないか小さな突起に終わっている。樹上につくられた巣は 

細かく砕かれた木質でつくられ、多くは地中の巣と蟻道で連絡されてい 

る。 

全ての種は食植性で寄生選択性がなく、多くのものは落葉、落枝、倒 

木、木材などを食い、また、これらを用いて巣の中で菌を栽培している。 

森林内の地上ではシロアリは光や風を嫌うため蟻道をつくり通路として 

いる。そのためあまり目につかないが、個体数は土壊動物としてアリと 

共に最も優占し、その現存量はマレー半島で24 -' 26kg/haという報告 
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I J-86 Coptotermes acinaciformis 

左：有翅生殖虫右上：職蟻右下：兵蟻 

(CsIRO より） 
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巣を堀った土でつくられたものである。外壁、通路と王台は土、木屑、

唾液、排進物で堅く固着されている。しかし多くの地中棲のシロアリは

蟻塔をつくらないか小さな突起に終わっている。樹上につくられた巣は

細かく砕かれた木質でつくられ、多くは地中の巣と蟻道で連絡されてい

る 。

全ての種は食植性で寄生選択性がなく、多くのものは落葉、落枝、倒

木、木材などを食い、また、これらを用いて巣の中で菌を栽培している。

森林内の地上ではシロアリは光や風を嫌うため蟻道をつくり通路として

いる。そのためあまり目につかないが、個体数は土壌動物としてアリと

共に最 も優占し、その現存量はマレ一半島で24~26kg/ha という報告

A - B

L 2.5mm ・

f; .
もt ,＼,.

C
　 　 　
　　 　 　

,! -.!

t ＼ ◆‐ な

図 一 86 Coptote 「mes acinaciformis

左:有迎生殖虫 右上 :職蟻 右下:兵蟻

(CsIRO より)
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がある。このような多数の個体が森林の物質循環の分解者として重要な 

動きをしているが、中には生立木の根や樹皮をかじったり、大径木の幹 

に巣をつくり、内部を空洞にして材質を劣化させたり風倒の原因になっ 

ている。シロアリ被害はマレー半島で手入れの悪いゴム林に被害が多く、 

一般に在来種より導入樹種の方が被害を受けやすく、また単純林の方が 

混交林より被害が大きくなるといわれでいる。ガーナでは生立木加害種 

は木の主幹あるいはそれの地表面付近を加害し、また若木をかじる。在 

来樹種では生理的な異常木、死んだ心材あるいは老齢過熟木につくが、 

導入外国樹種では早成樹種や若木を攻撃し、造林阻害害虫になっでいる。 

(1）レイビシロアリ科 Kalotermitidae 

乾材や湿材中に生活する原始的なシロアリで、小形ないし比較的大型、 

額腺と頭楯の中央線を欠く。擬職蟻である。この科は21属約300種が知 

られている。 

日本のサツマシロアリはこれに属する。ニュージーランドにいる 

Kaん&rmes brouni FroggattとK．玩su励'is Walker は建築物の害虫 

として有名であるが、生立木の心材にも巣をづくる。またNea伽'nies 

tectonae Dammermanはジャワのチーク植林地に90%以上の激害をあ 

たえたという。 

図-8l Neotermes tectonae 

兵蟻頭部（Kaishoven より） 
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図 一 87 Neotermes teCtonae

兵蟻 頭部 (Kalshovenより)
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(2）シロアリ科 Terrnitidae 

地下に巣をつくる。有翅虫の翅は網目状で縁と腹面に毛を生ずる。テ 

ングシロアリの兵蟻は頭が口吻状に伸び敵を防ぐため液体をふリかける。 

高等なシロアリで、全世界から181種約1,500種が知られている。 

ツカシロアリとキノコを栽培するキノコシロアリの一部の種類は大き 

な塚をつくる。0dontoたrmes parvideれs Holmgren et I-Io1rngren は 

インドとパキスタン、ミャンマー、ヒマラヤに分布し、塚をつくること 

があり、S/2orea robusな，Pinus 双フxburghii などの樹皮をかじリ枯死さ 

せたり、インドのチーク造林地で30％以上の枯損木を発生させたことが 

あ る。 西アフ リ カでM acrotermitinae の I'九C7りたrmes hel読osi岱 

Smeathman, M . na彪lensおHaviland, Pseudacan 統0たrines miii彪7密 

Hagen は生立木を加害し、Ancおtroたrmes cavithorax Sjostedt と 

Amitermes evunc加r Silvestri はガーナの乾燥地域のユーカJ類造林 

地の害虫である。 

o c) 

L I-B8 Macrotermes natalensis 

職蟻頭部（Roonwal らより） 

(3）ミゾガシラシロアリ科 Rhinotermitidae 

ー般に小形。巣は地下につくるが湿材中につくる種類もいる。有翅虫 

の翅は網目脈を持ち、縁毛を欠く。13属約180種が知られ、日本で被害 

の多いイエシロアリとヤマトシロアリがこの科に属する。 

Coptotermes ac玩ac加nflおFroggatt はオーストラリアの重要害虫で 
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(2)シロアリ科 Termitidae

地下に巣をつくる。有麹虫の遡は網目状で緑と腹面に毛を生ずる。テ

ングシロアリの兵蟻は頭がロ吻状に伸び敵を防ぐため液体をふりかける。

高等なシロアリで、全世界から181種約 1,500種が知られている。

ツカシロアリとキノコを栽培するキノコシロアリの一部の種類は大き

な塚 をつ くる。 odひれZo棚 ?72gSPαメメ吃 "sHolmgren et Holmgren は

イン ドとパキスタン、 ミャンマー、 ヒマラヤに分布 し、塚 をつ くること

があり、Sたのセα知る凋如,PZ72"s mズ加増ね"などの樹皮をかじり枯死さ

せたり、インドのチーク造林地で30% 以上の枯損木を発生させたことが

あ る。 西 ア フ リ カ で Macrotermitinae の ハ勿のり柁γmgs 毎嬢のs郷

Smeathman, 財 . れαね Zの7sfs Haviland,Ps β〃承!似〃が2熊 8“;?es '〃"〆如“s

Hagen は 生 立 木 を 加 害 し、 A'に鳶わり加悦 es cα災銃の枕・Sjostedt と

Am 物 r加es e〃"れ巧んγSilvestri はガーナの乾燥地域のユ ーカ リ類造林

地の害虫である。

図 一 88 Macrotermes nata′ensis

職蟻頭部 (Roonwaーらより)

(3)ミゾガシラシロアリ科 Rhinotermitidae

一般に小形。巣は地下につくるが湿材中につくる種類もいる。有迎虫

の迎は網目脈を持ち、緑毛を欠く。13属約180種が知られ、日本で被害

の多いイエシロアリとヤマ トシロアリがこの科に属する。

COP お泡γ772esの !72僻坑のり〃な Froggatt はオース トラ リアの重要害虫で
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フィジー、ニュージーランドに侵入定着している。家屋だけでなく砂糖 

キビや生立木も加害し、Euca b,tusphula元Sやラジアータマツの造林木 

の根や株を食い幹に穴をあける。蟻道は巣から50cmも伸び、西オースト 

ラリアで林木の75％以上の被害があったという。C. Cmりを,1α読“S 

Flolmgramは東南アジアに広く分布し、ゴムノキ、A訪た危、メリナ、 

ユーカJ類、カJピアマツ、メルクシマツやインドネシアではチークな 

どの造林地で加害した記録がある。巣は丸太、根株、根につくられ、樹 

皮や幹の心材を加害するため被害木は風害を受けやすい。C, Sjoesたdti 

Holmgr は西アフリカで造林地の害虫になっている。これら以外にもこ 

の属には造林地の害虫が多い。 
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9．防除法 

害虫はある一定の生息密度以上になったときに初めて被害を発現させ 

る。したがって害虫防除は害虫を全滅させることが目的でなく、被害を 

発現させないような生息密度に誘導または維持管理することにある。防 

除には害虫発生の抑制と被害の回避をねらった予防と発生時の殺虫処理 

を目的とした駆除がある。 

防除法には直接的な機械的防除法、物理的防除法、化学的防除法があ 

り、間接的防除法として林業的防除法、生物的防除法がある。 

1 ）機械的防除法 

(1）捕殺法 

素手あるいは器具をもちいて害虫をとらえ殺す方法で一見非科学的で 

あるが、種類によって、また発生状況によっては最適であることが少な 

くない。大型の成虫、幼虫の捕殺はもちろんであるが、卵塊状に産卵す 

るドクガ科、カレハガ科など、群棲する幼虫を巣ごとあるいは枝葉ごと 

除去する。枝葉に群棲するアブラムシ、カイガラムシをすり潰すことも 

容易である。毒毛を持ち群棲するケムシには棒の先にアルコールや石油 

を滲み込ませたボロ布に火をつけ焼殺するとかぶれることなく駆除でき 

る。 

(2）刺殺法 

コウモリガなどの穿孔虫の穿入孔から針金などを刺し込み刺殺する。 

被害木が少なく単木処理できるときには有効である。 

(3）打落法 

ケムシ、シャクトリムシ、コガネムシ成虫など急激に木を叩くと落下 
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するので、落下虫を踏み殺す。 

(4）誘殺法 

夜間灯火に飛来する害虫を誘殺する方法は古くから実施されている。 

最近は青色蛍光燈やブラックライトの光源の周囲の格子に徴弱高圧電流 

を流し、飛来した昆虫を感電死させる電撃殺虫器なども市販されている。 

餌木誘引法は穿孔虫を集めるために伐採丸太を餌木にして誘引穿孔させ 

て焼却する方法が実施されてきた。餌木に殺虫剤を散布し飛来虫を誘殺 

する毒餌木法もある。ヘロモン、カイロモンなどの化学物質をもちいた 

誘引器がある。松くい虫用誘引器は市販され実用に使われている。誘引 

器には追突板に当たった虫が落下し物理的には捕獲できるもの、粘着板 

を用いるものがあり、また誘引器と設置場所周辺の木に殺虫剤を散布し、 

近くに飛来した虫を殺虫する試験も試みられている。 

潜伏場所を入為的につくり誘致誘殺する方法は虫の習性を巧に利用し 

たもので、日本では、マツカレハの越冬場所として秋にマツ樹幹に藁を 

巻き、冬期中にはずし潜んでいる虫もろとも焼却する。また、スギカミ 

キリの成虫がスギの樹皮割れ目に潜む習性を利用して、樹幹に粘着物質 

や薬剤をつけた紙バンドを樹幹に巻きつけ、その中に入ってくる成虫を 

捕殺する。 

(5)遮断法 

ビニール、粘着物などを樹幹へ環状につけ、樹上に這いあがるのを妨 

ぐ。他に袋、網、障壁、明溝なども遮断物に用いられる。 

2 ）物理的防除法 

温度、光、電気、音波、放射線によって害虫を防除する方法であるが、 

樹木害虫ではまだ実用になるものはない。 
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3 ）化学的防除法 

農薬の1種の殺虫剤を使用する防除法である。殺虫剤は次のように分 

類される。 

(1）殺虫剤の種類 

①消化中毒剤 

害虫の消化管の中に入って中毒させるもので、食餌に付着させて摂食 

させる。主に咀嚼型あるいは舐食型のチョウ目の幼虫、バッタ目、コウ 

チュウ目などの駆除に使用させる。 

②接触殺虫剤 

散布された薬剤が体表面をとおり体内に侵入死亡させる。除虫菊剤、 

ニコチン剤、アルカj剤、マシン油剤、有機塩素剤、有機燐剤、カーバ 

メート剤、合成ピレスロイドなどである。 

③燻蒸剤 

薬剤をガス状にして気門から呼吸系に侵入死亡させる。燻蒸に手間が 

かかるが、駆除効果が高く植物検疫の丸太害虫やマツノマダラカミキリ 

などの侵入地で完全駆除を目的として臭気メチル、NCSなどのビーニ 

ル燻蒸が実施されている。 

④浸透殺虫剤 

樹木の根、葉、樹幹などに薬剤を処理し、樹体内の各所に浸透させて 

摂食する害虫を殺す。吸収性害虫を対象にした土壊処理剤としてダイシ 

ストン粒剤、ェカチンTD剤、アンチオ粒剤などがある。主な作用は巾 

毒であるが、接触毒のこともある。吸収性害虫や穿孔性害虫に有効で、 

天敵虫を直接殺さない特徴があるが、高木では殺虫成分が上部に十分上 

がらないことが多く、灌木や幼齢木などの低木に用いられる。 

⑤補助剤 

殺虫剤の効果を十分発揮させ、また施用者の安全性を高めるために添 
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チュウ目などの駆除に使用させる。

②接触殺虫剤

‐散布された薬剤が体表面をとおり体内に侵入死亡させる。除虫菊剤、

ニコチン剤、アルカリ剤、マシン油斉-1、有機塩素剤、有機燐剤、カーバ

メー ト剤、合成ピレスロイドなどである。

③煙蒸剤

薬剤をガス状にして気門から呼吸系に侵入死亡させる。澱蒸に手間が

かかるが、駆除効果が高く植物検疫の丸太害虫やマツノマダラカミキリ

などの侵入地で完全駆除を目的として臭気メチル、 NCS などのビーニ

ル煙蒸が実施されている。

④浸透殺虫剤

樹木の根、葉、樹幹などに薬剤を処理し、樹体内の各所に浸透させて

摂食する害虫を殺す。吸収性害虫を対象にした土壌処理剤としてダイシ

ス トン粒剤、エカチンTD 剤、アンチオ粒剤などがある。主な作用は中

毒であるが、接触毒のこともある。吸収性害虫や穿孔性害虫に有効で、

天敵虫を直接殺さない特徴があるが、高木では殺虫成分が上部に十分上

がらないことが多く、灘木や幼齢木などの低木に用いられる。

⑥補助剤

殺虫剤の効果を十分発揮させ、また施用者の安全性を高めるために添
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加する物質で、乳化剤、担体、展粁剤、共IJ剤などがある。 

⑥誘引剤 

昆虫の信り・物質のフェロモンや食餌起源の誘引物質などを捕虫器や料i 

着板と組合せて誘引捕殺する。ディスパルアーはマイマイガの性ヘロモ 

ンで雄成虫を大量捕獲できる。松くい虫川に安息香酸、オイゲノール、 

テレピン油、 2 -ビネンを成分とするホドロン、1'-74E、 マダラコール 

が市販されている0 またコスカシバの性フェロモン（チェリトルア）を 

野外に設置して、雄の雌に対する定位を妨げ、交1rを阻害する交信提乱 

剤がある。 

⑦忌避剤 

'II『虫をII的の餌には近づけないようにする薬剤である。蚊の忌避剤、 

ヒルのサルチル酸メチルはよく使われている。マツノマダラカミキリに 

対しユーカリオイルが忌避効果があるとされている。 

⑧不妊剤 

生殖器の発育や生殖細胞に阻害を起こさせ、卵や精了－の生殖能JJをな 

くし、増殖をおさえる。樹木’Iリ虫ではまだ研究されていない。 

⑨脱皮阻‘，I下剤 

',lf虫を直に殺すのでなく、発fiや生殖を抑制して虫密度を低ドさせる 

制虫剤の】種である。キチン合成阻害剤としてチョウII幼虫に使われる 

ジフルベンズロンがある0 

(2)殺虫剤の剤型 

剤型には次のものがある。 

①液剤：水溶性の殺虫成分を水に溶かせて使川する。 

②水和剤：水に溶解しない殺虫成分を担体に混合して水中に懸濁させ 

て散布する。 

O 乳剤：水に溶解しない殺虫成分を溶媒に溶かし、乳化剤をくわえ水 

中に分散させて散布する。 

o 
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カー1する物質で、乳化剤、机体、展着剤、共ノJ剤な・どがある。

⑥誘引剤

昆虫の信号物質のフェロモンや食餌起源の誘引物質などを捕虫器や粘

着板と組合せて誘引捕殺する。ディスパルアーはマイマイガの1γ!ミヘロモ

ンで雄成虫を大漁捕獲できる。松 くい虫用に安息香酸、オイゲノール、

テ レピン油、 2 一ビネン‐を成分 とす るホ ドロン、 T‐74E 、マ ダラコール

が市販されている。またコスカシバの性フェロモン (チェリトルア) を

野外に設置して、雄の雌に対する定位を妨げ、交尾をB1r,ー≠する交信柵乱

剤がある。

⑦忌避剤

害虫を 1怖く」の餌には近づけないようにする薬剤である。蚊の忌避剤、

ヒルのサルチル酸メチルはよく使われている。マツノマダラカミキリに

対しユーカリオイルが忌避効果があるとされている。

⑧不妊剤

′断れ;器の発育や′断蜘ーー胞に-~lr,1}:を起こさせ、卵や精「・の′1{殖ずiEノ」をな

くし、増殖をおさえる。樹木害虫ではまだ研究されていない。

⑨脱皮皿′,ー済-」

′,掌りLを直に殺すのでなく、発育や生殖を抑制して虫密度を低ドさせる

制虫剤の 1種である。キチン合成"lr,ー新リとしてチョウ11幼虫に使われる

ジフルベンズロンがある。

(2)殺虫剤の剤型

剤型には次のものがある。

①液剤 :水溶性の殺虫成分を水に溶かせて使用する。

②水和荊 :水に溶解しない殺虫成分を加俸に混合して水-11に懸濁させ

て散布する。

③乳剤 :ノkに溶解しない殺虫成分を溶媒に溶かし、乳化剤をくわえ水

中に分散させて散布する。
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④油剤：殺虫成分をケロシンなどの油に溶かして散布する。 

⑤粉剤：殺虫成分に増量剤としてタルク、カオリン、ペントナイト、 

珪藻土、消石灰、石膏などが加えられる。溶剤にくらべ固着性が劣 

るが、水を必要としない。 

⑥粒剤：粉剤より粒子が大きい 

いる。 

⑦煉煙剤：殺虫成分を煙霧状にして流す方法で、微粒子で長く空中に 

浮遊する。労力が省けるが、効果はいかに巧く煙を流すかにかかっ 

ている。そのため早朝やタ方の上昇気流のない無風時に発煙する。 

⑧燻蒸剤：気化しやすい液体などを用いて毒ガスを発生させる。テン 

ト、容器、室内など密閉されるところや土壌中で実施される。使用 

にあたってはガス漏れなど危被害防止に注意する。 

⑨ェアゾル剤：耐圧容器に入れられた蓄圧充填物で、内容物が霧状に 

噴出する。家庭庭園木など小規模な害虫防除に便利である。 

⑩マィクロカプセル剤：殺虫成分をゼラチンやアラビアゴムなどの高 

分子膜で被覆した製剤で、放出調飾、揮散分解防止、毒性の軽減な 

どの特徴を具備させている。 

⑩ペース．ト剤または塗布剤：農薬を糊状にした製剤で樹皮に直接塗布 

する。 

(297-1,680 )。手まき散粒機を用 

(3）殺虫剤の安定性 

殺虫剤は害虫の防除を目的としたものであるが、害虫以外に全く無害 

とはいえない。人間始め温血動物に対する毒性としては急性毒性、慢性 

毒性、遺伝的影響が問題になる。経口急性毒性のLD（半数致死薬量） 

値が30mg/kg（約量／体重）以下のものを毒物、50-300mg/kg程度の 

ものを劇物、300mg/kg以上の ものを普通物としている。経皮毒性では 

100mg/kg以下を毒物、 100 -1,000mg/kgを劇物に、吸入毒性はLD, 

1 hr（吸入1時間の半数致死薬量）200ppm以下を毒物、200-2,000 
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④油剤 :殺虫成分をケロシンなどの油に溶かして散布する。

⑤粉剤 :殺虫成分に増量剤としてタルク、カオリン、ペントナイト、

珪藻土、消石灰、石膏などが加えられる。溶剤にくらべ固着性が劣

るが、水を必要としない。

⑥粒剤 :粉剤より粒子が大きい (297~1,680〆)。手まき散粒機を用

い る。

⑦煙煙剤 :殺虫成分を煙霧状にして流す方法で、微粒子で長く空中に

浮遊する。労力が省けるが、効果はいかに巧く煙を流すかにかかっ

ている。そのため早朝や夕方の上昇気流のない無風時に発煙する。

⑧煙蒸剤 :気化しやすい液体などを用いて毒ガスを発生させる。テン

ト、容器、室内など密閉されるところや土壌中で実施される。使用

にあたってはガス漏れなど危被害防.Lヒに注意する。

⑨エアゾル剤 :耐圧容器に入れられた蓄圧充填物で、内容物が霧状に

噴出する。家庭庭園木など小規模な害虫防除に便利である。

⑲マイクロカプセル剤 :殺虫成分をゼラチンやアラビアゴムなどの高

分子膜で被覆した製剤で、放出調節、禅散分解防止、毒性の軽減な

どの特徴を具備させている。

⑪ペースト剤または塗布剤 :農業を糊状にした製剤で樹皮に直接塗布

す る 。 ,

(3)殺虫剤の安定性

殺虫剤は害虫の防除を目的としたものであるが、害虫以外に全く無害

とはいえない。人間始め温血動物に対する毒性としては急性毒性、慢性

毒性、遺伝的影響が問題になる。経ロ急性毒性のLD( 半数致死薬量)

値が30mg/kg( 約量/ 体重) 以下のものを毒物、50~300mg/kg 程度の

ものを壕-1物、300mg/1くg以上のものを普通物としている。経皮毒性では

loomg/kg 以下を毒物、100 ~1,00omg/kg を劇物に、吸入毒性はLD 、

l hr( 吸入 1時間の半数致死薬量)200ppm 以下を毒物、200~2,000
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ppmを劇物としている。 

食品中に含まれる残留農薬は各種の実験結果から、一生涯摂取したと 

しても障害の認められない量に百分の1ないし数百分の1の安全係数に 

乗じて、 1 日最大摂取量または1日許容摂取量（ADI）とされている。 

これは人間の体重1庵当たり1日の薬量ffl で表され、日本では平均体重 

の50庵を乗じたものを人体1日許容摂取量としており、この値の範囲内 

で残留農薬の最大値が農作物ごとに決められている。 

適用対象物に対する薬害は使用濃度の2倍以上の処理で確認されてい 

る。 

水生動物に対する影響については原体と製剤についてコイおよびミジ 

ンコを用い、それぞれTLm (処理後48時間の半数致死濃度）で示され 

ている。毒性についてはA-Dに区分され、日本では次のような使用の 

規制が行われている。 

A :コイ（体長5 cm前後）に対しTLm lOppm以上、ミジンコに対し 

0.5 ppm以上で通常の使用法で魚介類に影響がないもの。 

B ：コイに対し0. 5 -10ppm以上、 もしくはコイlOppm以上 でもミジン 

コに対して毒性が強く0. 5pprn以下のもの、通常の使用法では魚介類 

への影響は少ないが、一時に広範囲に使用する場合には十分注意する。 

なお、Bのうち魚毒性B一2は注意が必要である。 

C：コイに対し0. 5ppm以下のもの。散布薬剤が河川・湖沼・海域およ 

び養殖池に飛散または流入するおそれのある場所では使用しない。こ 

れら以外の場所でも一時に広範囲に使用しない。散布に使用した器具 

や容器を洗浄した水、残りの薬液、使用後の薬ビンや空袋は河川など 

に流さず、地下水が汚染する恐れのない場所を選び土中に埋没するな 

ど安全な方法で処理する。 

D ：指定農薬(PCP除草剤、ベンゾエピン、デニス）。使用禁止地域で 

は使用しない。また、使用制限の処置をとられている地域での使用条 

件に従う。 
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ppm を劇物としている。

食品中に含まれる残留農薬は各種の実験結果から、一生涯摂取したと

しても障害の認められない量に百分の 1ないし数百分の 1の安全係数に

乗じて、 1日最大摂取量または 1日許容摂取量 (ADI) とされている。

これは人間の体重 1庭当たり1日の薬量砲で表され、日本では平均体重

の50kgを乗じたものを人体 I R許容摂取量としており、この値の範囲内

で残留農薬の最大値が農作物ごとに決められている。

適用対象物に対する薬害は使用濃度の 2倍以上の処理で確認されてい

る。

水生動物に対する影響については原体と製剤についてコイおよびミジ

ンコを用い、それぞれTLm( 処理後48時間の半数致死濃度) で示され

ている。毒性についてはA~D に区分され、日本では次のような使用の

規制が行われている。

A: コイ (体長 5cm前後) に対 しTLm loppm 以上、ミジンコに対 し

0,5ppm 以上で通常の使用法で魚介類に影響がないもの。

B: コイに対 し0.5~1oppm 以上、もしくはコイ1oppm 以上でもミジン

コに対 して毒性が強 く0.5ppm 以下のもの、通常の使用法では魚介類

への影響は少ないが、一時に広範囲に使用する場合には十分注意する。

なお、 Bのうち魚毒性B‐2は注意が必要である。

C: コイに対 し0.5ppm 以下のもの。散布薬剤が河川 ・湖沼 ・海域およ

び養殖池に飛散または流入するおそれのある場所では使用しない。こ

れら以外の場所でも一時に広範囲に使用しない。散布に使用した器具

や容器を洗浄した水、残りの薬液、使用後の薬ビンや空袋は河川など

に流さず、地下水が汚染する恐れのない場所を選び土中に埋没するな

ど安全な方法で処理する。

D: 指定農薬 CP 除草剤、ペンゾエビン、デニス)。使用禁止地域で

は使用しない。また、使用制限の処置をとられている地域での使用条

件に従う。
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(4）殺虫剤の使川方法 

殺虫剤の市販形態は液体、III寸体、ガス体などである。施川方法は茎葉 

散布、土壌施川、樹幹散1'Iiで、これらの施川には剤型により、散粉法、 

散粒法、噴霧法、ミスト法、スブリンクラ法、フォームスプレー法、燃 

煙法、激注法、浸漬法、塗抹法、毒餌法、樹幹注人法、バンド法などが 

とられる。 

散布にあたって農薬に添付されているラベルを良く読み、薬剤の性質 

を知リ、使川Lの注意’ド項を守る。体調の悪いときの使川は避けるが、 

使川にあたってマスク、手袋、保護衣を着川する。薬剤に直接触れたリ 

吸人しないように風Lから散布し、人家、家畜、魚、ミツバチ、カイコ 

などへの飛散がないように注意する。防除効果をLげるとともに薬害を 

避けるため、希釈倍率や使川量を！．〕：リ、・暑いII中の散fliはひかえる。希 

釈は清水を使い、汚水・海水・硬水・アルカリ性のものは避ける。乳剤 

はよく振った原液とI- -1.1I I.I IJp,(の水を人れてよく撹拝し、所定の水を徐々に加 

える。水和剤は所定の粉木に少」Itの水を加えて糊状にしてから、所定の 

水を加えてよく撹」’トする。 

散布後には農薬の浮遊がおさまリ、薬剤が乾くまで不用意に立人った 

リ触らないようにする。使川後の農薬や空容器は十分に注意して保管ま 

たは処理する。散布後はシャワーなどで体をよく洗う。 

(5)適川薬剤 

食葉刊:リ虫に対して、チョウII幼虫の駆除にはディプテレックス、ス 

ミチオン、バイジット、デナボン、サリチオン、カルホス、エルサン、 

バダン、I)DV Pなどの乳剤、水和剤、粉剤などが害虫の種類に応じて川 

いられる。綴った葉、テント、ミノなどの中に生息する種類については 

薬が内部に人り難く、効果が落ちるのでj」・念に散布する必要がある。ー・ 

般に大きくなった幼虫よリI7齢幼虫期に散41iすると効果が高まる。した 

がってII 'JUJ発兄I-III・期駆除が望まれる。コガネムシ、ハムシなどの食葉性 
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(4)殺虫剤の使用〃?」;

殺虫剤の市販形態は液体、固体、ガス体などである。施川ノノテ』ミは裟集

散布、二1二壊施用、榊幹散布で、これらの施用には荊型により、散粉法、

散粒法、噴霧法、 ミス ト法、スプ リンクラ法、フォームスプ レー法、煙

煙法、補注法、浸al浸そ、塗抹法、ー!柳辞表、樹*?;主人法、バンド濯ぐなどが

とられる。

散布にあたって農薬に添付されているラベルを良く,読み、薬剤の性質

を知り、使 ilil・‐の注意 .klltを守る。体調の悪いときの使用は避けるが、

仙川にあたってマスク、手袋、保 ,獲衣を着用する。薬剤に直接触れたり

-牧人しないように風ー二から散布し、人家、家畜、IQ、 ミツバチ、カイコ

などへの飛散がないように注意する。防除効果を lifるとともに薬′,1ヂを

避けるため、希釈倍率や使用燕を守り、暑い=中の散布はひかえる。希

釈は清水を使い、汚水 ・海水・硬水 ・アルカリ性のものは避ける。乳剤

はよく振った原液と同i-ミ:の水を人れてよく撹律し、所定の水を徐々に加

える。水利1剤は所定の粉木に少ふたの水を加えて糊状にしてから、所定の

水を加えてよく槌十′ドする。

散布後には農薬の浮遊がおさまり、薬剤が乾くまで不用意にfた人った

り触らないようにする。使川後の農薬や空容器は‐1・分に注意して保管ま

たは処理する。散布後はシャワーなどで体をよく洗う。

◎適川薬剤

食柴1′ドーデ虫に対して、チョウ 11幼虫の駆除にはディプテレックス、ス

ミチ オ ン、 バ イ ジ ッ ト、 デ ナ ポ ン、 サ リチ オ ン、 カル ホ ス、 エル サ ン、

バダン、1)1)VI)などの乳剤、水和荊、粉剤などカリー:虫の種類に応 じて用

いられる。綴った柴、テント、 ミノなどの中に′1也、する種類については

薬が内部に人り難く、効果が落ちるので丹念に散布する必要がある。一

般に大きくなった幼虫より若齢幼虫期に散布すると効果が高まる。した

がってーーリ91発見-.-LJEJI駆除が望まれる。コガネムシ、ハムシなどの食葉性

-194-



コウチュウ類の防除にはスミチオン、デナボン、ディブテレックス、オ 

ルトランなどの粉剤、水和剤、乳剤を散布する。ハバチ類の防除にはデ 

ナポン、スミチオン、DDV I〕などの粉剤、乳剤、水和剤の散411が実施さ 

れる。 

穿孔性害虫は木の内部で生活しているので外部に露畠して食害する‘書 

虫にくらべて防除が難しい。一般に衰弱木に寄生する穿孔虫の被‘Jfトり避 

には、基本的には樹木を衰弱させないように健全に管理するとliii時に、 

穿孔虫密度を低ドさせるための被害木、被害丸太などの繁殖源の除去、 

あるいは成虫穿孔時期に松くい虫川駆除剤などを散4iする。コウモリガ 

やボクトウガなどの穿孔性ガ類の駆除は殺虫剤を穿人孔から注人したリ、 

針金を穿人孔から刺し込み殺す。、しんくいむしクの駆除は成虫発生期 

に聯化幼虫をねらいスミチオンなどの殺虫剤を散布する。あるいは被‘書 

新梢を勇定焼却し虫密度を低ドさせる。健全な広葉樹につくカミキリム 

シ類の防除には、被害が小規模であるならばダイアジノン、スミチオン、 

DDVP乳削の濃厚液を穿人孔から注入し、バテや粘土などで栓をして燃 

蒸したり、産卵期に樹幹にスミチオン乳剤などの濃厚液を散布する。ま 

た産りI,'が長期にわたる種類では、サッチュウコートなどを樹幹に塗布す 

ると長期の防除効果がえられる。産卵部位に紙などを巻き物理的に産卵 

を回避する方法もある。穿孔性’IIf虫全体についていえることであるが、 

樹木の植栽にあたっては適地適木を念頭におき、樹種を選定し健全に育 

成する必要がある。成虫を捕殺する方法としては一部の種類についてフ 

エロモンやカイロモンを川いた誘引捕殺剤がある。 

吸収性‘‘リilLにたいして、グンバイムシ類の防除薬剤はマラソン、ダイ 

アジノン、I)I)VP、エルサンなどが適している。アザミウマIIの防除薬 

剤としてDDVI'、マラソン、スミチオンが川いられるが、発生回数が多 

いので繰リ返し散布する必要がある。アフーラムシ川の殺虫剤にエストッ 

クス、キルバール、エカチン、サヒゾンなどがあリ、スミチオン、マラ 

ソン、I)DVI>.デナボンなども使川できる。増殖期には数回散布するこ 
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コウチュウ類の防除にはス ミチオン、デナボン、デ ィプテレックス、オ

ル トランなどの粉剤、水相剤、乳剤を散布する。ハパチ類の防除にはデ

ナポン、スミチオン、DDVP などの粉剤、乳剤、水和斉11の散布が実施さ

れ る。

穿孔性害虫ぱ木の内部で′に活しているので外部に露出して食害する害

虫にくらべて防除が難しい。一般に衰弱水に寄′1{する穿孔虫の被′,lfl-ー1避

には、基本的には撞ず木を衰弱させないように健全に管理すると11ii時に、

穿孔虫密度を1氏 -ゞさせるための被害木、被害丸太などの繁殖源の除去、

あるいは成虫穿孔11寺期に松くい虫川駆除剤などを散布する。コウモリガ

やボクトウガなどの穿孔性ガ類の駆除は殺虫剤を穿人孔かられ三人したり、

針金を穿人孔から刺し込み殺す。・しんくいむし" の駆除は成虫発′1{周一

に号暦化幼虫をねらいスミチオンなどの殺虫剤を散布する。あるいは被′,li:

新friを弱定焼却し虫密度を低ドさせる。健全な広葉樹につくカミキリム

シ類の防除には、被害が小規模であるならばダイアジノン、スミチオン、

DDVP 乳剤の濃厚液を穿人札から注入し、パテや粘上などで栓をして燃

蒸したり、産卵期に樹;ー~ヤにスミチオン乳剤などの濃i'!"蔓を散布する。ま

た産卵が長期にわたる種類では、サッチュウコートなどを榊幹に塗布す

ると長期の防除効果がえられる。産卵部位に紙などを巻き物理的に産卵

を11--避する方法 もある。穿孔rlr摩りも全体についていえることであるが、

樹木の植栽にあたっては適地適水を念頭におき、滋種を選定し健全に育

成する必要がある。成虫を捕殺するノ/浸そとしては一部の種類についてフ

ェロモンやカイロモンを川いた言秀引捕殺剤がある。

吸」IX灯り;:虫にたいして、グンバイムシ類の防除薬剤はマラソン、ダイ

アジノン、1)1)VP、エルサンなどが適している。アザミウマ 1ーの防除薬

剤としてDDVP 、マラソン、スミチオンが用いられるが、発′ドトー1数が多

いので繰 り返 し散布する必要がある。アブラムシ用の殺虫剤にエストッ

クス、キルバール、エカチン、サ ヒゾンなどがあ り、ス ミチオ ン、マフ

ソン、DDVI) 、デナポンなども使用できる。増殖期には数回散布するこ
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とが必要である。また低木では浸透性殺虫剤のジメトエート、エカチン 

などで土壊処理する。カイガラムシ類の防除はコナカイガラムシ類やワ 

ラジカイガラムシ類のように自由に動き回る虫ではサリチオン、スミチ 

オン、スプラサイド、ダイアジノンなどで容易に殺虫できるが、すでに 

定着して堅い介殻を被った虫では普通の殺虫剤散布では虫体まで浸透し 

ないので効果が低い。機械油乳剤は顕著な効果があるが、薬害を避ける 

ため希釈倍率や散布時期に注意する必要がある。定着前の幼虫は殺虫剤 

に弱くスミチオン、ベスタン、DDVP.力ウホウ、デナポンなどで殺虫 

することができる。カイガラムシ類は通風の良くない所に発生しやすい 

ので、枝葉の剪定により風通しを良くして予防する。 

虫えい形成害虫に対しては、虫えい中で虫が生活するので防除は容易 

でない。成虫の発生産卵時期に薬剤を散布するか、被害部を剪定焼却す 

ることになるが、浸透性の高いェストックス、エカチン、オルトランの 

乳剤を散布するといくらか効果がある。 

食根性害虫の防除法はダイアジノン、 

土壌にすき込む。 

シロアリの防除は日本ではホキシム、 

使われている。かってはBUG. DDT、クロルデンが使われ顕著な効果 

があった。発展途上国でもこれら塩素系殺虫剤の使用を禁止している国 

も多くなったが、現在かりに使える国であっても環境汚染の意味から日 

本人は使うべきでない。日本では硼素硼酸系の薬を注入した防虫処理材 

が市販されている。耐蟻性樹種としてチーク、広葉杉、カヤ、イヌマキ 

などが知られている。 

4 ）生物的防除法 

バイジットなどの粒剤、粉剤を 

スミチオン、クロルピリホスが 

害虫の繁殖を抑制する環境抵抗の重要なものに天敵の働きがある。生 

物的防除法はこの天敵を保護利用して害虫を防除する方法で、環境汚染 
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とが必要である。また低木では浸透性殺虫剤のジメトエート、エカチン

などで土壌処理する。カイガラムシ類の防除はコナカイガラムシ類やワ

ラジカイガラムシ類のように自由に動き回る虫ではサ リチオン、スミチ

オン、スプラサイド、ダイアジノンなどで容易に殺虫できるが、すでに

定着して堅い介殻を被った虫では普通の殺虫剤散布では虫体まで浸透し

ないので効果が低い。機械油乳剤は顕著な効果があるが、薬害を避ける

ため希釈倍率や散布時期に注意する必要がある。定着前の幼虫は殺虫剤

に弱くスミチオン、ベスタン、DDVP 、カウホウ、デナポンなどで殺虫

することができる。カイガラムシ類は通風の良くない所に発生しやすい

ので、枝葉の勢定により風通しを良くして予防する。

虫えい形成害虫に対しては、虫えい中で虫が生活するので防除は容易

でない。成虫の発生産卵時期に薬剤を散布するか、被害部を勢定焼却す

ることになるが、浸透性の高いエス トックス、エカチン、オル トランの

乳剤を散布するといくらか効果がある。

食根性害虫の防除法はダイアジノン、パイジットなどの粒剤、粉剤を

土壌にすき込む。

シロアリの防除は日本ではホキシム、スミチオン、クロルピリホスが

使われている。かってはBHC 、DDT 、クロルデンが使われ顕著な効果

があった。発展途上国でもこれら塩素系殺虫剤の使用を禁止している国

も多くなったが、現在かりに使える国であっても環境汚染の意味から日

本人は使うべきでない。日本では棚紫棚酸系の薬を注入した防虫処理材

が市販されている。耐蟻性樹種としてチーク、広葉杉、カヤ、イヌマキ

などが知られている。

4) 生物的防除法

害虫の繁殖を抑制する環境抵抗の重要なものに天敵の働きがある。生

物的防除法はこの天敵を保護利用して害虫を防除する方法で、環境汚染
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の問題がなく、人畜無害で天敵自体自己増殖するので効果が持続的であ 

るなどの特徴をもっている。 

天敵利用の歴史は古いが、カルフォルニアにおけるオーストラリア原 

産のベダリアテントウによるイセリアカイガラムシ駆除の大成功を契機 

に、世界各地の天敵による害虫駆除の試みが相次いで行われた。熱帯地 

域でアルピジアのキジラミに対しこのテントウムシが用いられているよ 

うである。しかし、天敵による防除は万能ではなく失敗例も多い。天敵 

虫利用には在来種の天敵を保護あるはい増殖放虫する方法と有力な天敵 

を他から移輸入放虫する方法がある。 

(1）天敵の種類 

天敵防除に用いられる種類は捕食虫と捕食寄生虫の食虫性昆虫、寄生 

性線虫、病原微生物が多い。 

①捕食虫 

捕食虫は独自に餌を探し、生存期間に1頭以上の餌を食べる。コウチ 

ュウ目（テントウムシ、ハネカクシ、オサムシなど）、ハチ目（アリな 

ど）、 カメムシ目（ハナカメムシ、メクラカメムシなど）、カゲロウ目 

（クサカゲロウなど）、ハエ目（ヒラタアブなど）が利用されたことが 

ある。一般に各種の昆虫を捕食し、多食性のものが多い。 

②捕食寄生虫 

幼虫期に昆虫に寄生して生育し、最後には寄主を殺す寄生蜂や寄生蝿 

などである。ハチ目（ヒメバチ、コバチ、クロバチ、ツチバチなど）、 

ハエ目（ヤドリバエほか）に多い。内部捕食寄生虫と外部捕食寄生虫が 

ある。寄主特異性が強く単食性や寡食性の種類が多い。日本ではマツカ 

レハの蛹寄生蜂のマツケムシクロマユバチが九州で、スギノアカネトラ 

カミキリの寄生蜂のクロアリガタバチが和歌山、秋田で試験が行われた 

ことがある。ルビーロウムシのルビーアカヤドリコバチは各地のミカン 

栽培地に移出放虫され顕著な効果がえられた。 
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の問題がなく、人畜無害で天敵自体自己増殖するので効果が持続的であ

るなどの特徴をもっている。

天敵利用の歴史は古いが、カルフォルニアにおけるオーストラリア原

産のべダリアテントウによるイセリアカイガラムシ駆除の大成功を契機

に、世界各地の天敵による害虫駆除の試みが相次いで行われた。熱帯地

域でアルビジアのキジラミに対しこのテントウムシが用いられているよ

うである。しかし、天敵による防除は万能ではなく失敗例も多い。天敵

虫利用には在来種の天敵を保護あるはい増殖放虫する方法と有力な天敵

を他から移輸入放虫する方法がある。

(1)天敵の種類

天敵防除に用いられる種類は捕食虫と捕食寄生虫の食虫性昆虫、寄生

性線虫、病原微生物が多い。

①捕食虫

捕食虫は独自に餌を探し、生存期間に 1頭以上の餌を食べる。コウチ

ュウ目 (テントウムシ、ハネカクシ、オサムシなど)、ハチ日 (アリな

ど)、カメムシ目 (ハナカメムシ、メクラカメムシなど)、カゲロウ日

(クサカゲロウなど)、ハエ目 (ヒラタアブなど) が利用されたことが

ある。一般に各種の昆虫を捕食し、多食性のものが多い。

②捕食寄生虫

幼虫期に昆虫に寄生して生育し、最後には寄主を殺す寄生蜂や寄生蝿

な どで あ る。ハチ 目 (ヒメバチ、 コバチ、 クロバチ、 ツチバチな ど)、

ハエ目 (ヤドリバエほか) に多い。内部捕食寄生虫と外部捕食寄生虫が

ある。寄主特異性が強く単食性や寡食性の種類が多い。・日本ではマツカ

レハの嫡寄生蜂のマツケムシクロマユバチが九州で、スギノアカネ トラ

カミキリの寄生蜂のクロアリガタパチが和歌山、秋田で試験が行われた

ことがある。ルビーロウムシのルビーアカヤ ドリコバチは各地のミカン

栽培地に移出放虫され顕著な効果がえられた。
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O 寄生性線虫 

II /E、半寄生、寄生などの種類がある。生物防除試験として'I
'll.畑でス 

タイナネマが使川されて注I Iされている。 

④病原微生物 

昆虫の伝染性の病気の病原体はウイルス、リケッチア、細菌、マイコ 

ブラズマ、糸状菌、原生動物などである。これらの中にはカイコに対し 

て病原性を発揮するものがあるので養蚕地では特に注意する必要がある。 

a ウイルス病はほlま体全体をおかす核多角体病と中腸皮膜に限られ 

る細胞質多質体病がある。マイマイガとハラアカマイマイの核多角体病 

ウイルスは有効な犬敵である。マツカレハの巾腸細胞質多jり体病ウイル 

スには製剤品があリ、実川化されている。 

I)細菌ではバチルスの病原性が強い。芽胞細菌(Bacillus lluo軌－ 

Iプ‘?flSis)の産生結，IIII年素やこれとり川り抱を含んだ製剤が登録許IIIされて 

いる。 

C 糸状菌は死亡した昆虫の体が硬くなるので硬化病とよばれる。黄 

りI:I病菌（ノ?ca,ivcria bassたm）はマツカレハやコガネムシ幼虫の防除に 

古くから利川されている。また、マツの穿孔虫のl種のキイロコキクイ 

ムシに黄彊病菌を付着させて放虫し、樹皮ド内のマツノマダラカミキリ 

幼虫に感染死亡させようとする試験が行われ、新しい天敵利川法として 

その効果が期待されている。 

o 

5 ）林業的防除法 

これは耕種的防除法ともいわれ、次の点に留意する。 

(I）常時監視を怠らず、 II,・期発兄I.111・期駆除を念頭に置き対応する。 

(2）ノE物相を複雑にするため異齢多樹種にする。ただし病気も含め中問寄 

Eの植栽は避ける。この逆の同齢単一樹種の林は虫害が発生しやすい 
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③寄生性線虫

」VI{、、lr寄生、寄′1{などの種類がある。′1:物防除試験として苗畑でス

タイナネマが使用されて注11されている。

④病原徴′に物

昆虫の伝染性の病気の病原体はウイルス、リケッチア、細菌、マイコ

プラズマ、糸状菌、原′に動物などである。これらの---にはカイコに対し

て病原性を発揮するものがあるので養蚕地では特に注意する必要がある。

a ウイルス病はほぼ体全体をおかす核多角体病と-1リ揚皮膜に限られ

る細胞質多質体病がある。マイマイガとハラアカマイマイの核多角体病

ウイルスは有効な大敵である。マツカレハの中腸細胞質多角体病ウイル

スには製剤品があり、実用化されている。

b 細閑ではバチルスの病原性が強い。芽胞細菌 (β鑑′/☆fs "〃α′'7-

#忽那大)のが終生牽′端粛ii素やこれと′-÷芽胞を含んだ製剤が登録許"「されて

い る。

c 糸状菌は死亡した昆虫の体が硬くなるので硬化病とよばれる。≠-r

~眼病 -均 (核維〃ひげ海わ‘附加“〃) はマツカレハやコガネムシ幼虫の 1防除に

,lrくから利用されている。また、マツの穿孔虫の 1種のキイロコキクイ

ムシに黄膿ま病 -均を付着させて放りLし、樹皮ド内のマツノマダラカミキリ

幼虫に感染死亡させようとする試験が行われ、新しい天敵利用法として

その効果が期待モされている。

5) 林業的防除法

これは耕種的防除法ともいわれ、次の点に留意する。

(1)?卿5た監視を怠らず、早期発見.早期駆除を念頭に置き対応する。

(2)′k物相を複雑にするため異齢多樹種にする。ただし病気も含め-1ー間器

iミの植栽は避ける。この逆の11嫌合iH--・樹種の林はりご,1執りき生しやすい
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傾向がある。 

(3）枯死木には穿孔性害虫が繁殖している可能性が高いので、他樹に移ら 

ないうちに焼却するか薬剤散布する。風倒木や山火事火傷木について 

も同様に早期に処理する。 

(4）乾燥害などで衰弱し穿孔虫被害を受けそうな樹木には濯水し樹勢を回 

復させる。 

(5）枯木や衰弱木を伐採整理する衛生伐は穿孔虫被害の防止法として実行 

されることがある。 

⑥植栽樹種は虫害の少ない樹種あるいは品種を選定する。一般に郷土樹 

種は導入樹種よリ抵抗が強く、またその土地に適した樹種は強健に生 

育し、害虫も比較的少なく、虫害に対して抵抗力があリ、かりに食害 

されても補償能力が強い。 

⑦適当な剪定や枝打ちは樹木の成長に及Iます影響だけでなく、通風をよ 

くし、また陽光の入射を良好にし、カイガラムシ類やアブラムシ類の 

被害を回避することができる。除・間伐も同様な効果がえられるが、 

穿孔性害虫の加害対象になる被圧衰弱木を除去し、被圧木の発生を防 

止できる。 
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傾向がある。

(3)枯死木には穿孔性害虫が繁殖している可能性が高いので、他樹に移ら

ないうちに焼却するか薬剤散布する。風倒木や山火事火傷木について

も同様に早.期に処理する。

(4)乾燥害などで衰弱し穿孔虫被害を受けそうな樹木にはi潅水し樹勢を回

復させる。

(5)枯木や衰弱木を伐採整理する衛生伐は穿孔虫被害の防止法として実行

されることがある。

(6)植栽樹種は虫害の少ない樹種あるいは品種を選定する。一般に郷土樹

種は導入樹種より抵抗が強く、またその土地に適した樹極は強健に生

育し、害虫も比較的少なく、虫害に対して抵抗力があり、かりに食害

されても補償能力が強い。

(7)適当な勇定や枝打ちは樹木の成長に及ぼす影響だけでなく、通風をよ

くし、また陽光の入射を良好にし、カイガラムシ類やアブラムシ類の

被害を回避することができる。除・間伐も同様な効果がえられるが、

穿孔性害虫の加害対象になる被圧衰弱木を除去し、被圧木の発生を防

止できる。
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用語解説 

亜前縁脈：翅の前縁脈に平行に走り前縁脈の終わる以前に翅緑に達して 

いる縦の翅脈。 （図一91, 92、 108)。 

前前室：前縁直後の室。 

糸状：糸に類似した。触角などによく用いられる。 

咽喉板：頭部裏面あるいは下面の下唇後基節に連続する骨板で頭部の後 

縁まで伸びる。 （図- 107右） 

咽喉縫合線：左右両咽喉板を縫合する線。 （図-107左）。 

羽毛状：羽毛に類似した。ガの触角によく見られる。 

縁毛：翅などの縁にある翅膜と同じ面に密に生じている毛。 

縁紋：翅の径脈の末端あるいは中央近くの前縁上にある不透明な斑紋。 

(L i-91) ~ 

大あご：大腮ともいい、顎の第1対のもので、咀嚼性昆虫では太く大き 

い歯状をなす。 （図一89下、107)~ 

王台：シロアリの女王と王との住む大形の室。 

横脈：翅の縦走翅脈間あるいはそれらの支脈間にある短い多少横になっ 

ている翅脈。 

開張：翅が十分に広げられたときの最も幅広い（通常両翅頂）ところで 

の両翅の幅。 

下額眼縁剛毛：ハェの頭頂剛毛の直前すなわち額の両側にある剛毛を額 

眼縁剛毛と呼び、その中の下方のもの。 （図-103 、額眼縁剛 

毛の下のもの）。 

額：前頭のことで、前蓋縁の枝の間に横たわる頭部の不対の節片。頭部 

の上前部で、普通頭蓋板と頭楯との間の節片あるいはその部分。 

角状管：アブラムシの腹部末端から生ずる一般に短い鈍端の角状の突出 

器。密滴を分泌せず蝋質の防御用の液体を出す。（図一91)~ 

額腺：シロアリの兵蟻の頭部の皮下にある中央の大きな1腺。額孔で開 
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用語解説

亜前緑脈 :超の前緑脈に平行に走り前緑脈の終わる以前に麹縁に達して

いる縦の趣脈。 (図‐91、92、 108)。

前前室 :前緑直後の室。

糸状 :糸に類似した。触角などによく用いられる。

咽喉板 :頭部裏面あるいは下面の下唇後基節に連続する骨板で頭部の後

緑まで伸びる。 (図-107右)

咽喉縫合線 :左右両咽喉板を縫合する線。 (図一107左)。

羽毛状 :羽毛に類似した。ガの触角によく見られる。

縁毛 :超などの縁にある麹膜と同じ面に密に生じている毛。

縁紋 :麹の径脈の末端あるいは中央近くの前縁上にある不透明な斑紋。

(図一91) 。

大あご :大腿ともいい、顎の第 1対のもので、唄噌性昆虫では太く大き

い歯状をなす。 (図一89下、 107)。

王台 :シロアリの女王と王との住む大形の室。

横脈 :超の縦走麹脈間あるいはそれらの支脈間にある短い多少横になっ

ている麹脈。

開張 ;恕が十分に広げられたときの最も幅広い (通常両麹頂)ところで

の両遡の幅。

下額眼縁剛毛 :ハエの頭頂剛毛の直前すなわち額の両側にある剛毛を額

眼緑剛毛と呼び、その中の下方のもの。 (図-103 、額眼縁剛

毛の下のもの) 。

額 :前頭のことで、前蓋縁の枝の間に横たわる頭部の不対の節片。頭部

の上前部で、普通頭蓋板と頭楯との間の節片あるいはその部分。

角状管 :アブラムシの腹部末端から生ずる一般に短い鈍端の角状の突出

器。密滴を分泌せず蝦質の防御用の液体を出す。 (図 -91)。

額腺 :シロアリの兵蟻の頭部の皮下にある中央の大きな 1腺。額孔で開
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口し、乳状の分泌液を出す。 

革質部：カメムシ類の半翅鞘の翅底に近い革質の部分で、基部から膜質 

部までに伸びる。 

下口式：頭部の前面が垂直で口が下方に向いている形。 

下唇鬚：咀嚼性昆虫の口部の第3対にあたり、その床を形成している複 

合物を下唇と呼び、ここから生ずる鬚で、 1~4 節からなる。 

（図一107左）。 

過変態：齢の正常な数より多数の齢期を経過する型。すなわち成熟幼虫 

にそれまでの幼虫と違った形態のある変態。 

環糸：多くのタマバェ類の触角環節に輪状あるいはよじれた糸で螺旋状 

に配列されている。 （図一104)。 

完全変態：後胚子発育中に最後の幼虫齢と成虫の間に蛹期間をもった変 

態。 

幹母：アプラムシ類で、越冬卵から春に生じた無翅胎生の単性生殖を行 

う雌虫。 

眼帽：チョウ目のある種に存在し、触角基節にある帽子状の鱗片房。 

環毛輪：多くのタマバェ類の触角にある輪状の環糸（図-104)。 

擬環節：ハバチの幼虫などに見られるように、胸部や腹部環節に皺があ 

り、小環節のように見える。（図-10の。 

擬脚：脚のように使っている各種の突起や付属器で、チョウ目やハバチ 

類の幼虫などの腹部下面に見られる肉質で無節の脚、腹脚とも 

いう。（図-98. 99、 100の腹脚）。 

基室：チョウ目の翅の中央の基部にある翅脈でつくられた室。 （図-93 

のB）。 

擬職蟻：職蟻に似た無翅の蟻であるが、生殖可能な蟻。 

基節：脚の体に最も近い第1環節。前脚のものを前基節、中脚のものを 

中基節、後脚のものを後基節という。 （図一89)~ 

擬態：動物が他の動植物体や無生物体に似た色彩や形あるいは姿勢をも 

-202ー 

ロし、乳状の分泌液を出す。

革質部 :カメムシ類の半恕鞘の麹底に近い革質の部分で、基部から膜質

部までに伸びる。

下口式 :頭部の前面が垂直で口が下方に向いている形。

下唇髪 :岨幅性昆虫の口部の第 3対にあたり、その床を形成している複

合物を下唇と呼び、ここから生ずる援で、 1~4 節からなる。

(図 -107左 )。

過変態 :齢の正常な数より多数の齢期を経過する型。すなわち成熟幼虫

にそれまでの幼虫と違った形態のある変態。

環糸 :多くのタマバエ類の触角環節に輪状あるいはよじれた糸で螺旋状

に配列されている。 (図‐104)。

完全変態 :後雁子発育中に最後の幼虫齢と成虫の間に踊期間をもった変

態。

幹母 :アブラムシ類で、越冬卵から春に生じた無趣胎生の単性生殖を行

う雌虫。

眼帽 :チョウ目のある種に存在し、触角基節にある帽子状の鱗片房。

環毛輪 :多くのタマバエ類の触角にある輪状の環糸 (図一104)。

擬環節 :ハバチの幼虫などに見られるように、胸部や腹部環節に椴があ

り、小環節のように見える。 (図 -100)。

擬脚 :脚のように使っている各種の突起や付属器で、チョウ目やハバチ

類の幼虫などの腹部下面に見られる肉質で無節の脚、腹脚とも

いう。 (図一98、99、 100の腹脚 )。

基室 :チョウ目の麹の中央の基部にある麹脈でつくられた室。 (図 -93

の B)。

擬職蟻 :職蟻に似た無麹の蟻であるが、生殖可能な蟻。

基節 ;脚の体に最も近い第 1環節。前脚のものを前基節、中脚のものを

中基節、後脚のものを後基節という。 (図-89)。

擬態 :動物が他の動植物体や無生物体に似た色彩や形あるいは姿勢をも
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つこと0 

胸脚：胸部から生じている脚。 （図-98, 100)。 

胸骨：タマバェ類の幼虫の口の後方下側にある角質のいくぶん長い突起。 

距刺：普通脚の脛節にあり、太く硬い可動な環節をそなえた刺毛。 

鋸歯状：鋸の歯のようなギザギザの形。触角などの形によく使われる。 

(図-102)。 

径室：翅の径脈と中脈との間の部分で、しばしば分割されている。（図 

-93のRI '--R2)~ 

楔状部：カメムシ類の半翅鞘の縁状部末端の小さな三角形の部分。 （図 

-94)~ 

脛節：胸脚の第4環節で、腿節と附節の間にある。 （図一89)~ 

脛部：頭部と前胸との環節間にある柔軟な部分。いわゆる首。 

径分脈：翅の径脈から分岐している翅脈。 

径脈：翅の亜前縁脈の後方にある第3縦脈で、なおこの脈から分岐して 

いる支脈を前方から第1～第5径脈と呼ぶ。 （図-108)。 

鉤器：トビムシ類の腹部第3節にあり、跳躍器を腹面に折畳む役目をす 

る。保器ともいう。 （図190）。 

口器：口部の上唇、大あご（大腮）、小あご（小腮）、下唇と付属器な 

どを総括したもの。 

後基節：後脚の基節。 

後気門：腹部末端にある気門、ガガンボやカの幼虫に見られる。 

後胸：胸部の第3環節。 

鉤爪：腹脚の末端にある種々な配列の微小な鋭い鉤。これでものにすが 

り付くことができる。 （図-99, 101)。 

後単眼剛毛：ハェ目の頭頂の直下で単眼瘤の後方に生じている1対の剛 

毛。 

肛部：翅の磐脈によって支えられている後方部。 

口吻：各種の延長した口器構造をいう。 （図-97)~ 
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つ こと。

胸脚 :胸部から生 じている脚。 (図一98、 100)。

胸骨 :タマバエ類の幼虫の口の後方下側にある角質のいくぶん長い突起。

距刺 :普通脚の鰹節にあり、太く硬い可動な環節をそなえた刺毛。

鋸歯状 :鋸の歯のようなギザギザの形。触角などの形によく使われる。

(図一102)。

径室 :趣の径脈と中脈との間の部分で、しばしば分割されている。 (図

一 93の R-~R2) 。

襖状部 :カメムシ類の半趨鞘の緑状部末端の小さな三角形の部分。 (図

-94) 。

鰹節 :胸脚の第 4環節で、腿節と附節の間にある。 (図一89)。

腰部 :頭部と前胸との環節間にある柔軟な部分。いわゆる首。

径分脈 :趣の径脈から分岐している麹脈。

径脈 :迎の亜前縁脈の後方にある第 3縦脈で、なおこの脈から分岐して

いる支脈を前方から第 1~ 第 5径脈と呼ぶ。 (図一108)。

釣器 :トビムシ類の腹部第 3節にあり、跳躍器を腹面に折畳む役目をす

る。保器ともいう。 (図一90)。

口器 :口部の上唇、大あご (大腿)、小あご (小腺)、下唇と付属器な

どを総括したもの。

後基節 :後脚の基節。

後気門 :腹部末端にある気門、ガガンボや力の幼虫に見られる。

後胸 :胸部の第 3環節。

鈎爪 :腹脚の末端にある種々な配列の微小な鋭い釣。これでものにすが

り付 くことができる。 (図 -99 、 101)。

後単眼剛毛 :ハエ目の頭頂の直下で単眼癌の後方に生じている 1対の剛

毛。

虹部 :超の啓脈によって支えられている後方部。

口吻 :各種の延長した口器構造をいう。 (図 -97)。
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肛門板：カイガラムシ類にある肛門を上から覆っている1板で、原始的 

第11背板である。 

鰓状：コガネムシ類などの触角で、数個の薄板あるいは葉状面から構成 

されている棍棒部の状態をいう。 

又状躍器：トビムシ類の腹部第4節または第5腹板にある又状の跳躍器 

(E I-90)~ 

翅芽：幼虫の組織細胞胚で、これから成虫の翅が起生する。 

髭剛毛：ハェ目の頭部髭角（頭楯の上方両側で中央の方に出ている角） 

にある長い1剛毛。 （図-102)。 

翅刺：多くのチョウ目の後翅の基部にある剛毛で前翅の下に突出し、飛 

翔の際に前後両翅を結合する。（図-109)~ 

櫛歯状：触角で櫛歯のように深い切れ目のある状態。触角によく見られ 

る。（図-102)。 

翅鞘：コウチュウ目の革質またはキチン質的前翅で、後翅を覆い、静止 

の際に左右のものが中央で一直線に会合する。上翅ともいう。 

（図一89)~ 

膝状：ゾウムシ類に見られるような触角で、柄節が直線でそれより先の 

梗節から屈折して、あたかも膝のようになっているもの。 （図 

-102)~ 

具角：アゲハチョウ類の幼虫の頸叉のように通常体内に引き込まれてい 

て、驚くと突出し、多量の揮発性の分泌物を発散する。 

翅脈：翅膜を支持し、かつ硬くしているキチン質の棒状構造をいう。 

(I 1-108 、 109)。 

縦脈：翅の基部から翅を通して長く正常に延びているすべての翅脈をい 

う。 

数珠状：触角などで数珠状に連結した状態で、連鎖状ともいう。 （図ー 

102)。 

小腮：咀嚼性昆虫の顎の第2対をいう。（図-89、 107)。 
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虹門板 :カイガラムシ類にある虹門を上から覆っている 1板で、原始的

第11背板である。

螺状 :コガネムシ類などの触角で、数個の薄板あるいは葉状面から構成

されている根棒部の状態をいう。

又状躍器 :トビムシ類の腹部第4節または第5腹板にある又状の跳躍器

(図 -90) 。

麹芽 :幼虫の組織細胞膝で、これから成虫の麹が起生する。

髭剛毛 :ハエ目の頭部髭角 (頭楯の上方両側で中央の方に出ている角)

にある長い 1剛毛。 (図 -102) 。

麹刺 :多くのチョウ目の後超の基部にある剛毛で前趣の下に突出し、飛

期の際に前後両麹を結合する。 (1※1-109)。

櫛歯状 :触角で櫛歯のように深い切れ目のある状態。触角によく見られ

る。 (図 -102) 。

麹鞘 :コウチュウ目の革質またはキチン質的前麹で、後麹を覆い、静止

の際に左右のものが中央で一直線に会合する。上超ともいう。

(図 -89) 。

膝状 :ゾウムシ類に見られるような触角で、柄節が直線でそれより先の

梗節から屈折して、あたかも膝のようになっているもの。 (図

-102) 。

臭角 :アゲハチョウ類の幼虫の頭叉のように通常体内に引き込まれてい

て、驚くと突出し、多量の揮発性の分泌物を発散する。

麹脈 :超膜を支持し、かつ硬くしているキチン質の棒状構造をいう。

(図一108 、 109)。

縦脈 :趣の基部から麹を通して長く正常に延びているすべての麹脈をい

つ o

数珠状 :触角などで数珠状に連結した状態で、連鎖状ともいう。 (図-

102)。

小聴 :岨P爵性昆虫の顎の第 2対をいう。 (図一89、107)。
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小腮鬚：小腮にある1 -'7節からなる感覚器。 （図- 107)~ 

小楯板：楯板と後背板およひ後小楯板との間で中胸背板の後方の多くは 

三角形の部分で、コウチュウやカメムシ類とでは上翅基部の間 

に重なっている楔形のものである。 （図- 89)~ 

触角剛毛：ハェの触角末端の毛状部。 （図一102)。 

職蟻：社会性昆虫の生殖に不適当な雌虫で、造巣と子孫の保育と群の防 

衛をする。 （図一86右上）。 

褥盤：爪間盤ともいい、脚の附節の爪の間にある突起。 （図-105)。 

生殖腺：卵巣や睾丸の胚子的基原。 

生殖虫：社会性昆虫の女王や王などの生殖をつかさどる虫。 （図-86左）。 

前縁脈：翅の主な第1翅脈。 

前基節：前脚の第1節。 

前気門：ハエの幼虫にある胸部の気門。 

前胸：胸部の第1すなわち最前部の節。 （図一89)~ 

前胸気門：胸部の第1対の気門のことで、本来中胸のものが前方に移動 

したものである。 

前口式：頭部が体の縦軸に沿いロ部が前方に位置しているものをいう。 

穿入孔：穿孔性害虫で樹木などに穿入した穴。 

潜葉性：葉の上下両表皮の間の組織に穿孔し、この中で摂食生活する。 

双櫛状：触角などで両側が櫛の歯状になったもの。 

爪状部：カメムシ類の革質部の内側の狭い部分。 

側気門式：腹部の大部分の節に機能的な気門を持っていること。 

腿節；脚の第3環節で、転節と脛節の間にある。 （図-89、 106)。 

単眼：数珠玉状のIレンズからなる単独の目。 （図-103)。 

端距：チョウ目の脛節の末端下面などにある距刺をいう。 

短吻：短い口吻。 

中央室：翅の基部から中央の方に延ぴている大形の室。 （図-93の 

D1一3)~ 

-205-

小膿顎 :小膿にある 1~7 節からなる感覚器。 (図一107)。

小楯板 :楯板と後背板およひ後小楯板との間で中胸背板の後方の多くは

三角形の部分で、コウチュウやカメムシ類とでは上麹基部の間

に重なっている桜形のものである。 (図一89)。

触角剛毛 :ハエの触角末端の毛状部。 (図-102)。

職蟻 :社会性昆虫の生殖に不適当な雌虫で、造巣と子孫の保育と群の防

衛をする。 (図一86右上 )。

樗盤 :爪間盤ともいい、脚の附節の爪の間にある突起。 (図-105)。

生殖腺 :卵巣や筆丸の魅子的基原。

生殖虫 :社会性昆虫の女王や王などの生殖をつかさどる虫。 (図-86左)。

前緑脈 :超の主な第 1麹脈。

前基節 :前脚の第 1節。

前気門 :ハエの幼虫にある胸部の気門。

前胸 :胸部の第 1すなわち最前部の節。 (図-89)。

前胸気門 :胸部の第 1対の気門のことで、本来中胸のものが前方に移動

したものである。

前口式 :頭部が体の縦軸に沿い口部が前方に位置しているものをいう。

穿入孔 :穿孔性害虫で樹木などに穿入した穴。

潜葉性 :葉の上下両表皮の間の組織に穿孔し、この中で摂食生活する。

双櫛状 :触角などで両側が櫛の歯状になったもの。

爪状部 :カメムシ類の革質部の内側の狭い部分。

側気門式 :腹部の大部分の節に機能的な気門を持っていること。

腿節 :脚の第 3環節で、転節と鰹節の間にある。 (図一89、106)。

単眼 :数珠玉状の 1レンズからなる単独の目。 (図一103)6

端距 :チョウ目の鰹節の末端下面などにある距刺をいう。

短吻 :短い口吻。

中央室 :趣の基部から中央の方に延びている大形の室。 (図-93の

D ー-3) 。

-205-



中基節：中脚の第1節。 

中胸：胸部の第2環節、翅のあるものでは前翅がつく。 

中胸腹板：中胸の下面すなわち腹板。 

中室：翅の大体中央部にある室。 （図一93のM, 108)。 

肘室：肘脈と臀脈との間の室。 （図-93のCI -3)~ 

中脈：翅の第4 縦脈。（図-108)~ 

肘脈：翅の中脈と臀脈の間にある翅脈（図-108)。 

跳躍器：トビムシ類の第4 腹節から生じたほぼ又状の跳躍付属器。又状 

器ともいう。 （図-90)~ 

臀室：磐脈間の室。肛室ともいう。 

磐板：アブラムシ類では第10腹板をいう。チョウ目では腹部末端節の背 

面にある楯状の部分。肛板ともいう。 

臀片：カイガラムシの肛孔を覆う三角形の弁状の突起。 

臀脈：翅の肘脈の下にある不分岐の縦脈。 （図-108)~ 

頭楯：頭部の額の下で前方に上唇がついている部分。 （図-103)~ 

頭頂：複眼と額と後頭との間の頭部の頂上にあたる部分。 

ニンフ：若虫。不完全変態昆虫の幼虫。シロアリ類では幼虫後期の多少 

翅芽が外部に現れたもの。 

排泄孔：穿孔虫が樹皮下で食害中に排泄物を出すための樹皮に作った穴。 

背線：チョウ目幼虫の背面中央にある縦線。 （図-98)~ 

半翅鞘：カメムシ類の前翅で基方が硬化し、末端の1/3 -'1/4 が膜 

質となった翅。 

尾脚：チョウ目幼虫の第10腹節下面にある1対の擬脚。 （図198）。 

尾糸：腹部末端にある長い糸状突起。 

尾節板：腹部末端節背面にある1小板。 

尾突起：幼虫の末端にある固定または可動の突起。 

尾毛：腹部末端にある長い糸状突起または剛毛。 

不完全変態：幼時からすでに翅や外部生殖器の原基が外部に現れており、 
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中基節 :中脚の第 1節。

中胸 :胸部の第 2環節、趣のあるものでは前麹がつく。

中胸腹板 :中胸の下面すなわち腹板。

中室 :麹の大体中央部にある室。 (図 -93 のM 、 108)。

肘室 :肘脈と瞥脈との間の室。 (図一93の C,‐3)。

中脈 :麹の第 4縦脈。 (図 -108)。

肘脈 :麹の中脈と瞥脈の間にある麹脈 (図一108)。

跳躍器 :トビムシ類の第 4腹節から生じたほぼ又状の跳躍付属器。又状

器ともいう。 (図一90)。

啓室 :啓脈間の室。虹室ともいう。

啓板 :アブラムシ類では第10腹板をいう。チョウ目では腹部末端節の背

面にある楯状の部分。虹板ともいう。

唇片 :カイガラムシの虹孔を覆う三角形の弁状の突起。

啓脈 :麹の肘脈の下にある不分岐の縦脈。 (図-108)。

頭楯 :頭部の額の下で前方に上唇がついている部分。 (図-103)。

頭頂 :複眼と額と後頭との間の頭部の頂上にあたる部分。

ニンフ :若虫。不完全変態昆虫の幼虫。シロアリ類では幼虫後期の多少

麹芽が外部に現れたもの。

排池孔 :穿孔虫が樹皮下で食害中に排世物を出すための樹皮に作った穴。

背線 :チョウ目幼虫の背面中央にある縦線。 (図一98)。

半麹鞘 :カメムシ類の前麹で基方が硬化し、末端の 1/3~1/4 が膜

質となった麹。

尾脚 :チョウ目幼虫の第10腹節下面にある 1対の擬脚。 (図-98)。

尾糸 :腹部末端にある長い糸状突起。

尾節板 :腹部末端節背面にある1小板。

尾突起 :幼虫の末端にある固定または可動の突起。

尾毛 :腹部末端にある長い糸状突起または剛毛。

不完全変態 :幼時からすでに麹や外部生殖器の原基が外部に現れており、
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それが脱皮ごとに次第に発達して成虫になる。完全変態昆虫に 

見られるような静止状態の蛹期間がない。 

腹脚：腹部の移動に使用される擬脚。（図一98、 99, 10の。 

腹管：トビムシ類における腹部第1腹板から下方に突出した太い円筒状 

の嚢。 （図一90)~ 

複眼：頭部の両側に各1個ずつあって、多数の小眼から構成されている 

視覚器官。 （図-89、 103、 107)。 

覆翅：カメムシ目などの革質や角質の前翅をこのように呼ぶ。 

副生殖虫：生殖虫が死亡または除かれた場合、有翅虫になる前の発育段 

階で生殖線が成熟してこれに置き換わったものである。 

腹面：体の下面。上面の背面に対する語。 

附節：脚の腫節先端に付着する末端節で、 1 --5節からなり先端に爪、 

褥盤ときに爪間板をそなえる。 （図一89、 106)。 

フラス：穿孔虫類の樹体内に穿入するときに排出する虫糞と木屑で、穿 

入孔から排泄されたり、食痕内に充満する。 

柄節：触角の第1節目。 

縁取り：平たい縁部によって縁ずけられた縁をそなえること。 

鞭状：ムチ状の形で触角などに使われる。 

胞嚢：アザミウマ類の鮒節先端にある突出した嚢～附節胞ともいう。静 

止時には附節内に弓は込まれているが、歩行時には外方に突出 

し、いかなる場所でも歩行を可能にする。 （図一106)。 

保器：保体あるいは鉤器ともいう。トビムシ目の腹部第3節にある鉤。 

跳躍器の支え。 （図一90)~ 

髭（鬚）剛毛：高等なハエの鬚角にある長くかつ強い前下方に向いている 

1剛毛。これを腹面に折畳んでいる。 （図一103)。 

母孔：キクイムシ類で親が産卵のために堀った孔道。 

膜状部：カメムシ類の前翅後方の膜質部。 

毛隆：チョウ目の頭部複眼間上にある有毛小突起。 

一207ー 

それが脱皮ごとに次第に発達して成虫になる。完全変態昆虫に

見られるような静止状態の蝿期間がない。

腹脚 :腹部の移動に使用される擬脚。 (図一98、99、100)。

腹管 :トビムシ類における腹部第 1腹板から下方に突出した太い円筒状

の嚢。 (図一90)。

複眼 :頭部の両側に各 1個ずつあって、多数の小眼から構成されている

視覚器官。 (図一89、 103、 107)。

覆趨 :カメムシ目などの革質や角質の前麹をこのように呼ぶ。

副生殖虫 :生殖虫が死亡または除かれた場合、有趣虫になる前の発育段

階で生殖線が成熟してこれに置き換わったものである。

腹面 :体の下面。上面の背面に対する語。

鮒節 :脚の鰹節先端に付着する末端節で、 1~5 節からなり先端に爪、

樗盤ときに爪間板をそなえる。 (図 -89 、 106)。

フラス :穿孔虫類の樹体内に穿入するときに排出する虫糞と木屑で、穿

入孔から排池されたり、食痕内に充満する。

柄節 :触角の第 1節目。

縁取り :平たい緑部によって緑ずけられた縁をそなえること。

鞭状 :ムチ状の形で触角などに使われる。

胞嚢 :アザミウマ類の附節先端にある突出した姿。蹄節胞ともいう。静

止時には鮒節内に引き込まれているが、歩行時には外方に突出

し、いかなる場所でも歩行を可能にする。 (図-106)。

保器 :保体あるいは釣器ともいう。トビムシ目の腹部第 3節にある鈎。

跳躍器の支え。 (図一9の。

髭(髪)剛毛 :高等なハエの髪角にある長くかつ強い前下方に向いている

1剛毛。これを腹面に折畳んでいる。 (図 -103) 。

母孔 :キクイムシ類で親が産卵のために堀った孔道。

膜状部 :カメムシ類の前麹後方の膜質部。

毛隆 :チョウ目の頭部複眼間上にある有毛小突起。

-207-



有柄：細い柄あるいは脛によって付着している。1柄上に置かれている 

こと。 

蛹室：蛹化するために作った室で、成虫になるまでこの中で過す。 

幼虫孔：穿孔虫の幼虫が堀った孔道。 

幼虫室：主として穿孔虫の幼虫のいる室。 

裸蛹：付属器と脚とが外皮によって癒合されていない蛹。 

卵莢：卵子塊が全体が一緒になって包含される袋あるいは被覆物。 

鱗毛：体壁や翅の扁平な鱗状の単細胞生成物で種々の形態をとる。剛毛 

の変形物。 

蝋板：ョコバイ亜目の背面にある蝋腺の開口部を飾っているキチン啓板 

で、縦列に対象的に配置されている。蝋腺は普通粉状か密な毛 

房状の線を生殖排出する。 
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有柄 :細い柄あるいは鰹によって付着している。 1柄上に置かれている

こと。

輔室 :輔化するために作った室で、成虫になるまでこの中で過す。

幼虫孔 :穿孔虫の幼虫が掘った孔道。

幼虫室 :主として穿孔虫の幼虫のいる室。

裸類 :付属器と脚とが外皮によって癒合されていない嫡。

卵英 :卵子塊が全体が一緒になって包含される袋あるいは被覆物。

鱗毛 :体壁や麹の扇平な鱗状の単細胞生成物で種 の々形態をとる。剛毛

の変形物。

蝦板 :ヨコバイ亜目の背面にある蝋腺の開口部を飾っているキチン啓板

で、縦列に対象的に配置されている。蝋腺は普通粉状か密な毛

房状の線を生殖排出する。
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第-径脈

径分脈

中室 第1中脈
第2中孫

第3中脈

第 第 1聾脈

豪農
図一108 チョウ目の細脈

第5径脈
第1中脈
第2中脈

キ多 寡潔

図一109 メイガの迎脈

-212 一

恕刺



検 索 表 

成虫の目への検索表 

1．良く発達した翅か痕跡的な翅をそなえる 2 

無翅、または不明瞭で小さい痕跡的な翅をそなえる 11 

2.翅は1対、後翅は平均棍となる 3 

翅は2対 4 

3‘腹部は末端に2本の糸状の尾突起をそなえる 

カメムシ目（半趨目）の一部 

 ハエ目（双翅目） 腹部は尾突起を欠く 

4，前翅と後翅は構造を異にし、前翅は厚く革質か角質で、後翅は膜質 

 5 

前翅と後翅はほぽ同じ構造でいずれも膜質 7 

5．前翅の基部は厚化し、しばしば不透明となリ、末端は膜質。口器は 

吸収に適した針あるいは管状 カメムシ目の一一部 

前翅は一様の組織からなる。ロ器は咀嚼型 6 

6．前翅は堅い角質か革質で鞘想lとなり、翅脈を欠き、後翅を被覆する 

 コウチュウ目の一部 

前翅は革質か羊革紙質、網目状の翅脈をもち、後翅は前翅の下に扇 

子状に畳まれる  バッタ目（直翅目） 

7. ft節末端節は附節胞に終わり、発達した爪を欠く。翅は非常に細長 

く、長い縁毛を持つ アザミウマ目の一部 

鮒節末端節はよく発達した爪をそなえる。翅は幅広く、長い縁毛を 

欠く、長い縁毛を持つときには（小ガ類）表面が鱗片に覆われる・・・8 

8.翅は全面か少なくとも部分的に鱗片に覆われる。口器は通常コイル 

状の管となる チョウ目（鱗翅目）の一部 

翅は透明か微毛に覆われ、鱗片を欠く 9 

9．口器は頭の基部下面から生じ吸収に適した有節の管状の口吻となり、 

前脚の基部間に仲びる カメムシ目の―部 

口器は咀嚼型で咬みかつ咀嚼に適し、頭部の前方あるいは下面に位 
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検 索 表
成虫の目への検索表

1. 良く発達した趨か痕跡的な細をそなえる…………………………… 2

無迎、または不明瞭で小さい痕跡的な遡をそなえる………………11

2. 想は 1対、後迎は平均梶 となる……………………………………… 3

翻は 2対………………………………………………………………… 4

3. 腹部は末端に 2本の糸状の尾突起をそなえる…………………………

………………………………………………カメムシ日 (半地目) の一部

腹部は尾突起を欠く…………………………………ハエ目 (双迎目)

4. 前麹と後麹は構造を異にし、前超は厚く革質か角質で、後遡は膜質

……………………………………………………………………………… 5

前麹と後迎はほぼ同じ構造でいずれも膜質………………………… 7

5. 前週の基部は厚化し、しばしば不透明となり、末端は膜質。口器は

吸収に適した針あるいは管状…………………………カメムシ目の一部

前遡は一様の組織からなる。ロ器は岨噌型………………………… 6

6. 前週は堅い角質か革質で鞘漣1となり、麹脈を欠き、後想を被覆する

……・…… .…… -……………………・……… -……・・コウチュウ 目の一部

前麹は革質か羊革紙質、網目状の超脈をもち、後超は前期の下に扇

子状に畳まれる ………………………………………バッタ目 (直遡目)

7. 鮒節末端節は鮒節胞に終わり、発達した爪を欠く。遡は非常に細長

く、長い縁毛を持つ…………………………………アザミウマ目の一斉ー;

附節末端節はよく発達した爪をそなえる。遡は幅広く、長い緑毛を

欠く、長い縁毛を持つときには (小ガ類)表面が鱗片に覆われる… 8

8. 迎は全面か少なくとも部分的に鱗片に覆われる。口器は通常コイル

状の管となる…………………………………チョウ目 (麟恕目) の一部

趨は透明か微毛に覆われ、鱗片を欠く……………………………… 9

9. 口器は頭の基部下面から生じ吸収に適した有節の管状の口吻となり、

前脚の基部間に伸びる…………………………………カメムシ目の一部

口器は唄唱型で咳みかつ岨喝に適し、頭部の前方あるいは下面に位
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置する 

10.附節は4 節からなり、前翅は後翅とほぽ等大 

 シロアリ目（等翅目）の一部 

附節は5節からなり、前翅は後翅より長く大きい 

 ハチ目（膜翅目）の一部 

I '‘ 口器は咀嚼型 12 

口器は吸収型で針状か管状 17 

12，口器は頭の中に引き込むことができ、末端は常に現われる。通常腹 

部に跳躍器を持ち、跳躍する ・ トピムシ目 

口器は自由で頭の中に引き込まれない。腹部には跳躍器を持たない 

 13 

13．腹部は基部で細まりくびれる ハチ目の一部 

腹部はくびれない 14 

14，後脚の腿節は膨大し、跳躍に適応する 

後脚は正常で跳躍のため特化しない 15 

15．尾毛をそなえる 16 

尾毛を欠く。体はよく武装され、触角は普通11節 

 コウチュウ目のー部 

バッタ目の一部 16.踏節は5節。体は長く棒状かまたは扇平で葉状 

踏節は4節。体は棒状でも葉状でもなくほぽ円筒形 

バッタ目の一部 

 シロアリ目一音β 

17.鮒節の末端は爪を欠き附節胞となる アザミウマ目の一部 

附節の末端はよく発達した爪をそなえる カメムシ目の一部 

バッタ目成虫の科への検索表 

1 ，体は細長く棒状か扇平で葉状。前胸は短い。後翅は跳躍のため膨大 

しない。附節は5節 ナナフシ科 

体は棒状でも葉状でもない。前胸は中庸の大きさ。後脚の腿節は跳 

躍に適し膨大する。鮒節は4 節以下 2 

2．前脚の座節は幅広く掘削に適した形となる。附節は1 -3 節からな 
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置する………………………………………………………………………10

10, 附節は 4節からなり、前週は後迎 とほぼ等大…………………………

………………………………………………シロアリ目 (等縄目) の一部

鮒節は 5節からなり、前超は後迎より長く大きい……………………

……………………………………………………ハチ目 (膜遡目) の一部

11. ロ器は1脱帽型……………………………………………………………12

ロ器は吸収型で針状か管状……………………………………………17

12‘ロ器は頭の中に引き込むことができ、末端は常に現われる。通常腹

部に跳躍器を持ち、跳躍する…………………………………トピムシ目

ロ器は自由で頭の中に引き込まれない。腹部には跳躍器を持たない

………………………………………………………………………………13

13.腹部は基部で細まりくびれる……………………………ハチ目の一部

腹部はくびれない………………………………………………………14

14,後脚の腿節は膨大し、跳躍に適応する………………バッタ目の一部

後脚は正常で跳躍のため特化しない…………………………………15

15. 尾毛 をそなえる…………………………………………………………16

尾毛を欠 く。体はよく武装され、触角は普通 11節……………………

…………………………………………………………コウチユウ目の一部

16,鮒節は 5節。体は長く棒状かまたは扇平で葉状……バッタ目の一部

鮒節は 4・節。体は棒状でも葉状でもなくほぼ円筒形…………………

………………………………………………………………シロアリ目一部

17,断節の末端は爪を欠き鮒節胞となる……………アザミウマ目の一部

鮒節の末端はよく発達した爪をそなえる…………カメムシ目の一部

バッタ目成虫の科への検索表

1, 体は細長く棒状か扇平で葉状。前胸は短い。後迎は跳躍のため膨大

しない。鮒節は 5節……………………………………………ナナフシ科

体は棒状でも葉状でもない。前胸は中庸の大きさ。後脚の腿節は跳

躍に適し膨大する。附節は 4節以下…………………………………… 2

2. 前脚の鰹節は幅広く掘削に適した形となる。附節は 1~3 節からな
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る。産卵管は短く突出しない 

前脚の脛節は幅広くならない。踏節は2 -4 節からなる 3 

3.触角は体より短く、30節以下で普通線状、まれに棍棒状または鋸歯 

状。聴器のあるときには腹部の基部近くに位置し、一部あるいは全部 

が翅の基部で覆われる。産卵管は短い ノ寸ッタ科 

触角は体よリ長いか等長、30節以上で非常に細長い。聴器のあると 

きには前脚の脛節基部近くに位置する。産卵管は長い 4 

4 .附節は3節以下、産卯管は通常細長く針状 コオロギ科 

少なくとも中・後脚の附節は4 節からなる。産卵管は通常長く剣状 

か鎌状 キリギリス科 

シロアリ目の兵蟻による科への検索表 

1 .頭部は前方に額腺をそなえ、複眼を欠くかまたは微かに認められる 

 2 

頭部は額腺を欠き、複眼は白色またはまれに着色した徴小眼による 

斑紋となる。大あごはしばしば強大な歯をそなえる 

 レイビシロアリ科 

2．前胸背は鞍形、前方に明瞭な葉片をそなえ、頭部は鼻状に伸び、大 

あごに歯をそなえる シロアリ科 

前胸背は扇平、前方に葉片を欠き、頭部は鼻状に伸びず、大あごに 

は歯をそなえない 

アザミウマ目の科への検索表 

1 ．腹部末端節は雄では幅広く丸まり、雌では円錐形。雌は通常鋸状の 

産卵管をそなえる。翅には翅脈があり、前翅には翅端に達する1 -2 

本の縦脈をそなえる アザミウマ科 

腹部末端節は両性とも管状。雌は特別な産卵管を欠くか、短い。翅 

端に達しない1縦脈をそなえる クダアザミウマ科 
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る。産卵管 は短 く突 ,.."しない………………………………………ケ ラネミ÷

前脚1の腫節は幅広 くならない。定付節は 2~4 節からなる………… 3

3. 触角は体より短く、30節以下で普通線状、まれに梶棒状または鋸歯

状。聴器のあるときには腹部の基部近くに位置し、一部あるいは全部

が麹の基部で覆われる。産卵管は短しー………………………・バッタ料.

触角は体より長いか等長、30節以上で非常に細長い。聴器のあると

きには前脚の腰節基部近 くに位置する。産卵管は長しー……………・4

4,# 付節は 3節以下、産卵管は通常細長 く針状………………コオロギ科

少なくとも中・後脚の鮒節は 4節からなる。産卵管は通常長く剣状

か鎌状…………………………………………………………キリギリス科

シロアリ目の兵蟻による科への検索表

1. 頭部は前方に額腺をそなえ、複眼を欠くかまたは微かに認められる

……………………………………………………………………………… 2

頭部は額腺を欠き、複眼は白色またはまれに着色した微小眼による

斑紋となる。大あごはしばしば強大な歯をそなえる……………………

""" …… "………………………………………………・レイピシロア リ科

2, 前胸背は鞍形、前方に明瞭な葉片をそなえ、頭部は鼻状に伸び、大

あごに歯をそなえる‐‐…………… -…………………………・シロアリ料

前胸背は扇平、前方に葉片を欠き、頭部は鼻状に伸びず、大あごに

は歯をそなえない…………………………………ミゾガシラシロアリ料

アザミウマ目の科への検索表

1. 腹部末端節は雄では幅広く丸まり、雌では円錐形。雄は通常鋸状の

産卵管をそなえる。麹には麹脈があり、前縄には遡端に達する 1~2

本の縦脈をそなえる…………………………………………アザミウマ科

腹部末端節は両性とも管状。雌は特別な産卵管を欠くか、短い。細

端に達しない 1縦脈をそなえる………………………クダアザミウマ科
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カメムシ目の亜目への検索 

1 ，口吻の基部は普通前脚の基部に接する。喉部は短いか膜質。前胸背 

は小形。翅は通常前・後翅共に同質で、背面へ屋根形に畳まれている。 

附節は1節か3節（アワフキムシ、セミ、ツノゼミ、ョコバイ、ウン 

カ、ハゴロモ、キジラミ、コナジラミ、アブラムシ、カイガラムシ） 

 ョコバイ亜目 

口吻の基部は普通前脚の基部に接しない。喉部はよく発達し長い0 

前胸背は大形。前翅の基部は厚化し末端は膜質となり、後翅は膜質で 

静止時には共に背面へ扁平に重なりあって置かれる。附節は普通3節 

（カメムシ、グンバイムシ） ・  ・・・・ー カメムシ亜目 

カメムシ亜目の科への検索 

1 .触角は4節からなる 

触角は5節からなる 

2．前翅は外見上多少レース状でその小網目室は普通中央が膜質となる。 

体は網目状の彫刻を付し前胸節はほとんど小楯板に覆われる。単眼を 

欠く。鮒節は2節 グンバイムシ科 

前翅と体は網目状でない。前胸背は普通小楯板に覆われない、覆わ 

れる場合には単眼をそなえるか鮒節は3節 

3．爪は基部に褥盤を欠く。口吻は3節からなる メクラカメムシ科 

爪は常に褥盤をそなえる。口吻は一般に4節からなる 4 

4．前翅の膜質部はしばしば癒合した多数の縦脈をそなえる。単眼をそ 

なえる ・ ヘリカメムシ科 

前翅の膜質部には普通少数の翅脈をそなえる． 多数の分岐脈をそな 

える場合には単眼がない 5 

5．単眼をそなえる。上翅の膜質部は6本以下（普通4 -S 本）の主縦 

脈をそなえる ・ ナガカメムシ科 

単眼を欠く。上翅の膜質部は7本以上の主縦脈をそなえる 

 ホシカメムシ科 

6．腫節は強い棘をそなえる。中・後基節は先端に密な堅い毛の房をそ 

なえる 
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カメムシ目の亜目への検索

1. ロ吻の基部は普通前脚の基部に接する。喉部は短いか膜質。前胸背

は小形。麹は通常前・後遡共に同質で、背面へ屋根形に畳まれている。

断節は 1節か 3節 (アワフキムシ、セミ、ツノゼ ミ、ヨコバイ、ウン

カ、ハ ゴロモ、 キジラ ミ、 コナ ジラ ミ、 アブ ラム シ、 カイガ ラム シ )

……………… .… -……… -…………………… -…………・・ヨコバイ亜目
、

.

ロ吻の基部は普通前脚の基部に接しない。喉部はよく発達し長い。

前胸背は大形。前週の基部は厚化し末端は膿質となり、後迎は膜質で

静止時には共に背面へ周平に重なりあって置かれる。鮒節は普通 3節

(カメムシ、グンバイムシ)…………………………………カメムシ亜 目

カメムシ亜目の科への検索

1. 触角は 4節からなる……-… -…… ""………………………………・2

触角は 5節からなる…………………………………………………… 6

2. 前趨は外見上多少レース状でその小綱目室は普通中央が膜質となる。

体は網目状の彫刻を付し前胸節はほとんど小楯板に覆われる。単眼を

欠 く。鮒節は 2節…………………………………………グンバイ,ムシ科

前週と体は網目状でない。前胸背は普通小楯板に覆われない、覆わ

れる場合には単眼をそなえるか附節は 3節…………………………… 3

3, 爪は基部に裾盤を欠く。ロ吻は 3節からなる……メクラカメムシ科

爪は常に裾盤をそなえる。ロ吻は一般に 4節からなる…………… 4

4. 前週の膜質部はしばしば癒合した多数の縦脈をそなえる。単眼をそ

なえる………………………………………………………ヘリカメムシ科

前組の膜質部には普通少数の遡脈をそなえる。多数の分岐脈をそな

える場合には単眼がなしー……………………………………………….0

5. 単眼をそなえる。上超の膜質部は 6本以下 (普通 4~5 本) の主縦

脈をそなえる=……………………………………………・ナガカメムシ科

単眼を欠く。上遡の膜質部は 7本以上の主縦脈をそなえる…………

………………………………………………………………ホシカメムシ科

6. 雁節は強い糠をそなえる。中・後基節は先端に密な堅い毛の房をそ

なえる………………………………………………………ツチカメムシ科
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腫節は無棘か弱い棘をそなえる。中・後基節は先端に密な堅い毛の 

房がない 7 

7．小楯板は非常に大きく、U字形に後方に延び腹部背面の大部分を覆 

う。前超の革質部の不透明部は末端の方に著しく狭まる 

キンカメムシ科 

小楯板はほとんど常に後方に狭まり多少三角形。前翅の革質部の不 

透明部分は亜三角形で末端に幅広くなる カメムシ科 

ョコパイ亜目の科への検索表 

1．口吻の頭部の基部から生じ、鮒節は少なくとも中・後脚で3節。触 

角は非常に短く、末端に刺毛をそなえる。活発な自由生活者。頚吻類 

（アワフキムシ類、セミ、ツノゼミ、ミミズク、ョコバイ類、ハゴロ 

モ類、ウンカ類）  2 

口吻は前脚基節間から生ずるが、一部の雄のカイガラムシとアブラ 

ムシでは欠くものもいる。附節は2 または1節。触角は普通よく発達 

し糸状で末端刺毛を欠く。不活発か定着して動かない。腹吻群（キジ 

ラミ、コナジラミ、アブラムシ類、カイガラムシ類）  11 

2 .単眼は頭項の複眼間か、頭部の前縁あるいは前頭上に位置する。肩 

板を欠く。各中脚の基節は短く、左右近接し、.後脚の基節は可動。前 

翅の啓脈は互いにほぽ平行した2本か‘1本 3 

単眼は複眼の下か、その近く（普通頬の凹み）に位置する。肩板は 

鱗片状で、前翅の基部と前胸背の側面との間に存在する。各中脚の基 

節は長く、左右相離れ、後脚の基節は後胸と癒合して動かない。前翅 

は通常2本の臀脈を持ち、それらは末端で連らなりY字状となる。ノ、 

ゴロモ類、ウンカ類 9 

3.単眼は3個で頭頂に相接して存在する。褥盤（脚の爪間盤）を欠く。 

後脚で跳躍しない。雄は腹部の基部両側に発音器をそなえる。大型種 

が多く、仔虫は土中で生活する セミ科 

単眼は2 まれに3個かあるいは欠く。舞盤は大形。後脚で跳躍する 

が、発音器はない 4 
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鰹節は無嫁か弱い疎をそなえる。‘fi・後基節は先端に密な堅い毛の

房がない…………………………………………………………………… 7

7. 小楯板は非常に大きく、U字形に後方に延び腹部背面の大部分を覆

う。前週の革質部の不透明部は末端の方に著しく狭まる………………

………………………………………………・……………"キンカメムシ科

小楯板はほとんど常に後方に狭まり多少三角形。前遡の革質部の不

透明部分は亜三角形で末端に幅広くなる……………………カメムシ希ト

ヨコバイ亜目の科への検索表

1, 口吻の頭部の基部から生じ、附節は少なくとも中・後脚で 3節。触

角は非常に短く、末端に刺毛をそなえる。活発な自由生活者。願吻類

(ア ワフ キム シ類、 セ ミ、 ツ ノゼ ミ、 ミミズ ク、 ヨコバ イ類 、ハ ゴロ

モ類、ウンカ類) ………………………………………………………… 2

口吻は前脚基節間から生ずるが、一部の雄のカイガラムシとアブラ

ムシでは欠くものもいる。鮒節は 2または 1節。触角は普通よく発達

し糸状で末端刺毛を欠く。不活発か定着して動かない。i腹吻群 (キジ

ラ ミ、 コナ ジラ ミ、 アブ ラム シ類、 カイガ ラム シ類 ) ……………… 11

2. 単眼は頭頂の複眼間か、頭部の前緑あるいは前頭上に位置する。肩

板を欠く。各中脚の基節は短く、左右近接し、後脚の基節は可動。前

紐の腎脈は互いにほぼ平行・した 2本か 1本………………‐‐………… 3

単眼は複眼の下か、その近く (普通頗の凹み) に位置する。肩板は

鱗片状で、前週の基部と前胸背の側面との間に存在する。各中脚の基

節は長く、左右相離れ、後脚の基節は後胸と癒合して動かない。前恕

は通常 2本の瞥脈を持ち、それらは末端で連らなりY字状となる。ノ・

ゴロモ類、ウンカ類……………………………………………………… 9

3. 単眼は 3個で頭頂に相接して存在する。栂盤 (脚の爪間盤) を欠く。

後脚で跳躍しない。雄は腹部の基部両側に発音器をそなえる。大型種

が多く、仔虫は土中で生活する……………………………………セミ科

単眼は 2まれに 3個かあるいは欠く。標盤は大形。後脚で跳躍する

が、発音器ぱなしー………………………………………………………・4
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4．前胸はしばしば大きくなる。前胸背は腹部の基部を越えて頭巾状あ 

るいは種々な形状の突起となって後方に伸び小楯板を多少覆ったり、 

腹部に達するか、あるいは単に隆起するたげで突起を欠く 

 ツノゼミ科 

前胸は異常に大きくならない。前胸背は腹部の基部を越えて後方に 

伸びない 5 

5．後脚の基節は横に長く、後胸腹板の側方に張り出す。各脚のJI 節は 

隆起条と2刺毛列をそなえる 6 

後脚の基節は短く円錐形で側方に張り出さない。各脚の腫節は円筒 

形で滑らか。後脚の』‘節は普通1 -2本の強大な棘と末端に微刺群を 

そなえる。仔虫は一般に茎に泡をつけその中で生息する 8 

6．前頭の上方は顕著に高まって突出し、その後方部は頭部上面の大部 

分である冠部の後方に位置し、頭部の前面からは見えない 7 

前頭の上部は高まらず、ときに狭い縁部として現れる。単眼は前面 

より見える ョコバイ科 

7.前頭の側縫合線は冠部の前縁を越えて単眼の位置近くまで連統して 

伸びる オオョコバイ科 

前頭の側縫合線は冠部の前縁を越えて延長するか、冠部の前縁を越 

えて消失する 

8．前胸背の前縁は複眼間で直線となるか、またはわずかに湾曲する。 

前胸背は普通強大で頭部よりはるかに幅広く、その前側緑は後側縁と 

等長かあるいはより長い。前頭は普通前方に多少張り出し、頭部は触 

角の上方に厚い葉状方の緑をそなえる コガシラアワフキ科 

前胸背の前縁は複眼問で顕著に湾曲しているか角張る。前胸背はあ 

まり大きくなく、一般に頭部より幅広くなく、前側縁は後側縁よりは 

るかに短い。頭部は基部で膨らみ、その上方の隆起縁は厚くも葉片状 

にもならない アワフキ科 

9.後脚の第2附節はあまり小さくなく、その先端は直線に裁断される 

か湾入し小棘列をそなえる シタベニハゴロモ科 

後脚の第2附節は小さいか非常に小さく、先端は円いか尖がり、棘 
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4, 前胸はしばしば大きくなる。前胸背は腹部の基部を越えて頭巾状あ

るいは種々な形状の突起となって後方に伸び小楯板を多少覆ったり、

腹部に達するか、あるいは単に隆起するたげで突起を欠く……………

……………………………………………………………………ツノゼミ科

前胸は異常に大きくならない。前胸背は腹部の基部を越えて後方に

伸びなし一………………………-………………………………………-5

5. 後脚の基節は横に長く、後胸腹板の側方に張り出す。各脚の鰹節は

隆起条と2刺毛列をそなえる…………………………………………… 6

後脚の基節は短く円錐形です則方に張り出さない。各脚の脚節は円筒

形で滑らか。後脚のi駆節は普通 1~2 本の強大な嫁と末端に徴刺群を

そなえる。仔虫は一般に茎に泡をつけその中で生息する…………… 8

6, 前頭の上方は顕著に高まって突出し、その後方部は頭部上面の大部

分である冠部の後方に位置し、頭部の前面からは見えなし←………・7

前頭の上部は高まらず、ときに狭い緑部として現れる。単眼は前面

より見える…・""………………………………………………・ヨコバイ科

7. 前頭のィ則縫合線は冠部の前緑を越えて単眼の位置近くまで連続して

伸びる…………‐‐………………………… -……………・オオヨコバイ科

前頭のィ則縫合線は冠部の前緑を越えて延長するか、冠部の前緑を越

えて消失する…………"………………………………………・ミミズク科

8, 前胸背の前縁は複眼間で直線となるか、またはわずかに湾曲する。

前胸背は普通強大で頭部よりはるかに幅広く、その前側縁は後側緑と

等長かあるいはより長い。前頭は普通前方に多少張り出し、頭部は触

角の上方に厚い葉状方の緑をそなえる……………コガシラアワフキ科

前胸背の前緑は複眼間で顕著に湾曲しているか角張る。前胸背はあ

まり大きくなく、一般に頭部より幅広くなく、前側緑は後側緑よりは

るかに短い。頭部は基部で膨らみ、その上方の隆起緑は厚くも葉片状

に もな らない………………………・・…‐‐………・・…・………・ア ワフキ科

9, 後脚の第 2附節はあまり小さくなく、その先端は直線に裁断される

か湾入し小練列をそなえる…………………………シタベニハゴロモ科

後脚の第 2濯付節は小さいか非常に小さく、先端は円いか尖がり、疎
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を欠くか、棘があっても両側に1棘だけをそなえる 10 

10．後脚の第2附節は小さくなく、両側に各1棘をそなかる 

 アオバハゴロモ科 

後脚の第2附節は小さく、棘を欠く ハゴロモ科 

u ．各脚の附節は2節で時に第1節は退化する。爪は1対。雌雄ともに 

翅は2対で静止時には背面上に屋根型に保たれる 12 

各脚の鮒節は通常1節。爪はI個。雌は無翅でときに脚を欠き、若 

齢期以外は植物に固着し動かない。雄は通常前翅のみを持ち静止した 

ときには背面上に重ねる。カイガラムシ類 15 

12，細長い脚を持ち跳躍しない。前・後両翅ともに弱々しい膜質で透明 

か白色不透明。触角は3 -.-- 7節 ’ 13 

成虫は太く．、よく発達した腿節を持ち跳躍する。前脚は後朋はり多 

少とも堅く、いくらか革質化している。触角は長く普通10節 

 キジラミ科 

13．両翅はほぽ同じ大きさで普通不透明で帯白色であるが、煤色で斑点 

や帯により斑になるものもいる。各脚の附節は同じ長さの2節からな 

り、葉状か棘状の褥盤をそなえる。体翅ともに白粉に覆われる 

 コナジラミ科・ 

後脚は前翅より小さい。両翅は無色透明で、ときに有色。各脚の鮒 

節の基節はときに退化し、褥盤はほとんど退化する 14 

14．前翅縁紋の先端部分は第1径脈によって後縁が境され、末端のやや 

内方で径分脈が分岐する。普通管状管をそなえる。両性世代の雌は卵 

生で、夏の単性・世代の雌では胎生 アプラムシ科 

前翅縁紋の先端部の後方は径脈と径分脈が合併した脈によって境さ 

れ、径分脈は径脈から分岐しない。角状管はない。いずれの雌も卯生 

 カサアブラムシ科 

15．成長の全期間を通じて腹部気門は存在し、雄成虫は普通複眼をそな 

える ワタフキカイガラムシ科 

成長の全期間を通じて腹部気門はない。雄成虫は個眼の集団からな 

る複眼を欠く 16 
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を欠 くか、勲があっても両側に 1顛だけをそなえる…………………10

10. 後脚の第 2路節は小さくなく、両側に各 1娩をそなかろ……………

……………-…………………………………-………・・アオバハゴロモ科

後脚の第 2鮒節は小さく、嫌を欠く………………………ハゴロモ科

11.各脚の附節は 2節で時に第 1節は退化する。爪は 1対。雌雄ともに

趨は 2対で静止時には背面上に屋根型に保たれる……………………12

各脚の鮒節は通常 1節。爪は 1個。雌は無迎でときに脚を欠き、若

齢期以外は植物に固着し動かない。雄は通常前週のみを持ち静止した

ときには背面上に重ねる。カイガラムシ類……………………………15

12.細長い脚を持ち跳躍しない。前・後両遡ともに弱々しい膜質で透明

か白色不透明。触角は 3~7 節……:…………………………………・・13

成虫は太く.、よく発達した腿節を持ち跳躍する。前脚は後脚より多

少とも堅 く、いくらか革質化 している。触角は長く普通 10節…………

…………………………………………………… .…・…………・キジラミ科

13.両遡はほぼ同じ大きさで普通不透明で帯白色であるが、煤色で斑点

や帯により斑になるものもいる。各脚の鮒節は同じ長さの 2節からな

り、葉状か煉状の裾盤をそなえる。体迎ともに白粉に覆われる………

…………………………………………………………………コナジラミネ斗

後脚は前遡より小さい。両遡は無色透明で、ときに有色。各脚の鮒

節の基節はときに退化し、標盤はほとんど退化する…………………14

14.前週縁紋の先端部分は第 1径脈によって後縁が境され、末端のやや

内方で径分脈が分岐する。普通管状管をそなえる。両性世代の雌は卵

生で、夏の単性世代の雌では胎生…………………………アブラムシ矛斗

前麹緑紋の先端部の後方は径脈と径分脈が合併した脈によって境さ

れ、径分脈は径脈から分岐しない。角状管はない。いずれの雌も卵生

…………………………………………………-…・・…・・カサアブラムシ科

15,成長の全期間を通じて腹部気門は存在し、雄成虫は普通複眼をそな

える………………………………………………ワタフキカイガラムシ科

成長の全期間を通じて腹部気門はない。雄成虫は個眼の集団からな

る複眼を欠く………………………………………………………………16
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16．雌と若虫の腹部は前方の腹節と区別できる複合尾節に終り、肛門の 

開口部は簡単。体は薄い楯状の介殻に覆われる…マルカイガラムシ科 

雌と若虫の腹部は後方数節が癒合して尾節を形成しない。肛門は棘 

をそなえることが多い。体は介殻に覆われない 17 

17．雌は腹部の尾端に割れ目（肛腺）をそなえ、肛門はキチン化した肛 

板の1対で包まれる。若虫もまた割れ目を持ち、その両側は1個の顕 

著な剛毛のある小片か小板で境される。蝋腺は8字形に対をなさない 

 カタカイガラムシ科 

雌の腹部の尾端は中央で割れない。もし外観上割れ目があり弁状に 

なっている場合には若干の蝋腺が8字形に対をなして分布する 18 

18.蝋腺はおおよそ8字形に対をなして分布し、普通列状に並ぶ 

 フサカイガラムシ科 

蝋腺は8字形に対をなして配列しない 19 

19．背面裂口、腹面中央円板、および三角形蝋腺を持つ。剛毛と三角形 

蝋腺の集合した蝋座がある コナカイガラムシ科 

背面裂口、腹面中央円板、および三角形蝋腺、蝋座を欠く 20 

20，腹部末端は突出して1対の腹弁を形成する。管状蛾腺がある場合に 

は体の腹面に散在する。肛門の周辺には普通蛾腺と剛毛がある 

 フクロカイガラムシ科 

腹部末端は突出しない。管状蟻腺は腹部の亜周縁帯に配列される。 

肛門の周縁には蟻腺も剛毛もない タマカイガラムシ科 

コウチュウ目の科への検索表 

1 .触角の先端3 -8 節は各節が内側に著しく突出して左右不相称な球 

棍部となり、通常解状になる。前脚基節は非常に大きく、強く横位あ 

るいは円錐形や前胸腹板に突出し、小転節は隠れ、腹部の外見上の第 

1 腹節の前側方に前節の側片が認められる。成虫は食葉性害虫、幼虫 

は食根性害虫 コガネムシ科 

触角は左右相称、かりに鰓状になっても球棍部は8節以上の節から 

なる。前脚基節は小さいが露出した小転節をそなえる。腹部の外見上 
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16.雌と若虫の腹部は前方の腹節と区別できる複合尾節に終り、虹門の

開ロ部は簡単。体は薄い楯状の介殻に覆われる…マルカイガラムシ科

雌と若虫の腹部は後方数節が癒合して尾節を形成しない。虹門は戯

をそなえることが多い。体は介殻に覆われない………………………17

17.雌は腹部の尾端に割れ目 (旺腺) をそなえ、虹門はキチン化した延

板の 1対で包まれる。若虫もまた割れ目を持ち、その両側は 1個の顕

著な剛毛のある小片か小板で境される。蛾腺は 8字形に対をなさない

…………………………………………………………カタカイガラムシ科

雌の腹部の尾端は中央で割れない。もし外観上割れ目があり弁状に

なっている場合には若干の蝋腺が 8字形に対をなして分布する……18

18.蝋腺はおおよそ 8字形に対をなして分布し、普通列状に並ぶ………

……………………………………=“……“…………フサカイガラムシ科

蝋腺は 8字形に対をなして配列しない………………………………19

19.背面裂口、腹面中央円板、および三角形嫌腺を持つ。剛毛と三角形

蝋腺の集合した蟻座がある…………………………コナカイガラムシ科

背面裂ロ、腹面中央円板、および三角形蝋腺、蝋座を欠 く………20

20.腹部末端は突出して 1対の腹弁を形成する。管状蝋腺がある場合に

は体の腹面に散在する。虹門の周辺には普通蝋腺と剛毛がある………

………………………………………………………フクロカイガラムシ科

腹部末端は突出しない。管状蝋腺は腹部の亜周緑帯に配列される。

虹門の周縁には蝋腺も剛毛もない…………………タマカイガラムシ科

コウチュウ目の科への検索表

1. 触角の先端 3~8 節は各節が内側に著しく突出して左右不相称な球

根部となり、通常螺状になる。前脚基節は非常に大きく、強く横位あ

るいは円錐形や前胸腹板に突出し、・転節は隠れ、腹部の外見上の第

1腹節の前側方に前節の{則片が認められる。成虫は食葉性害虫、幼虫

は食根性害虫…………………………………………………コガネムシ科

触角は左右相称、かりに解状になっても胡冴昆部は 8節以上の節から

なる。前脚基節は小さいが露出した小転節をそなえる。腹部の外見上
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の第1節の前側方には前節の側片がない 2 

2．後脚の基節は後面がえぐられて腿節がはまり込む。触角は糸状、鋸 

歯状、櫛歯状などであるが、球棍状をなすことはほとんどない。前脚 

の基節窩は外側と内側が開く 3 

後脚の基節は後面がえぐられないか、えぐられた場合には触角は球 

桿状にならない。前脚の基節窩は外側か内側が部分的か完全に閉じる 

 5 

3 .腹部の外見上の第3と4腹板は癒合する 4 

腹部の外見上の第3と4 腹板は癒合しない。穿孔性害虫 

 クシヒゲムシ科 

4 .後胸腹板には通常横溝がある。横溝を欠くか不明瞭な場合には前胸 

腹板突起が中胸腹板を完全に区分して、先端は後胸腹板に達する。腹 

部の外見上の第1と第2腹板は癒合し、境界線は部分的に消失する。 

第1 -4 附節は多少とも下方に張リ出す。成虫はひっくり返されても 

跳ねない。穿孔性害虫、小形種の一部は食葉性害虫 タマムシ科 

後胸腹板には横溝を欠く。前胸腹板突起が後胸腹板に達することは 

ない。腹部の外見上の第1と2腹節腹板の境界線を完全。附節の基方 

4 節は通常下方に張り出さない。ベニコメツキ類を除き生きた成虫を 

裏返すと跳ね上がる。ー部の成虫が食葉性害虫、幼虫は食根性害虫・・・ 

 コメツキムシ科 

5．前脚の基節は通常多少突出し、全附節は5節。後翅の基節はしばし 

ば後縁がえぐられる 6 

前脚の基節は突出しないが、突出する場合には附節は前・中脚では 

5節、後脚では4節か、隠5節。後脚の基節は後縁がえぐれない…7 

6‘転節は腿節と直角に接統する。後脚の基節はえぐられる。触角は互 

に近接して前頭につくが、密着した球桿部を形成することはまれ。乾 

材害虫、種子害虫 シバンムシ科 

転節は腿節と斜に接統する。後脚基節はえぐられない。触角は互に 

離れて複眼の前につき、末端2 -3 節は球桿状となる 

 ナガシンクイムシ科 
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の第 1節の前側方には前節の{則片がない……………………………… 2

2. 後脚の基節は後面がえぐられて腿節がはまり込む。触角は糸状、鋸

歯状、櫛歯状などであるが、球根状をなすことはほとんどない。前脚

の基節宿は外側と内側が開く…………………………………………… 3

後脚の基節は後面がえぐられないか、えぐられた場合には触角は球

梓状にならない。前脚の基節腐は外側か内側が部分的か完全に閉じる

…………………………………………………"、………………………… 5

3. 腹部の外見上の第 3と4腹板は癒合する…………………………… 4

腹部の外見上の第 3と4腹板は癒合しない。穿孔性害虫……………

…ー……………………………………………… --- ……・クシヒゲムシ科

4, 後胸腹板には通常横溝がある。横溝を欠くか不明瞭な場合には前胸

膜板突起が中胸腹板を完全に区分して、先端は後胸腹板に達する。腹

部の外見上の第 1と第 2腹板は癒合し、境界線は部分的に消失する。

第 1~4 附節は多少とも下方に張り出す。成虫はひっくり返されても

跳ねない。穿孔性害虫、小形種の一部は食葉性害虫………タマムシ科

後胸腹板には横溝を欠く。前胸腹板突起が後胸腹板に達することは

ない。腹部の外見上の第 1と2腹節腹板の境界線を完全。蹄節の基方

4節は通常下方に張り出さない。ベニコメツキ類を除き生きた成虫を

裏返すと跳ね上がる。一部の成虫が食葉性害虫、幼虫は食根性害虫…

………………… … -………… .……… -… .… -- ………・・コメツキム シ科

5. 前脚の基節は通常多少突出し、全鮒節は 5節。後細の基節はしばし

ば後緑がえぐられる……………………………………………………… 6

前脚の基節は突出しないが、突出する場合には断節は前・中脚では

5節、後脚では 4節か、隠 5節。後脚の基節は後縁がえぐれない… 7

6. 転節は腿節と直角に接続する。後脚の基節はえぐられる。触角は互

に近接して前頭につくが、密着した球梓部を形成することはまれ。乾

材害虫、種子害虫……………………………………………シバンムシ科

転節は腿節と斜に接続する。後脚基節はえぐられない。触角は互に

離れて複眼の前につき、末端 2~3 節は球梓状となる…………………

…………………………………………………………ナガシンクイムシ科
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7.附節は通常5節が明瞭で、隠5節ではなく、もし隠5節の場合には 

頭部に咽喉板があり、触角の末端3節が球桿状になる 8 

附節は通常5節で第4 節が非常に小さく、幅広い第3にはまり込ん 

で一見4 節に見える。もし第4 節が露出する場合には頭部の咽喉縫合 

線は1本か、頭部に口吻がある 9 

8．各脚の鮒節は全て5節からなり、基節は多少とも突出する。腹部は 

外見上6 -7 節。触角は短く、多少とも鋸歯状。穿孔性害虫 

 ツツシンクイムシ科 

各脚の附節は通常全て5節ではない。 5節の場合には各脚の基節は 

突出しない。触角は糸状か、球桿状でまれに鋸歯状になることがある。 

腹部は通常5節からなリ、小さな第6節が現れることがある。食根性 

害虫、その他の習性の場合は被害が問題にならない。 

 ゴミムシダマシ科 

9．下辱は前基節、基節、亜基節の3部分からなる。頭部は口吻状に伸 

長せず、触角を収める溝はない。咽喉板は正常で、咽喉線は1対。触 

角には球桿部がないか、あるいは少なくとも末端3節が球桿部を形成 

しない 10 

下唇は基節と亜基節が癒合し、前基節と後基節の2 部分からなる。 

頭部は通常多少なりとも吻状に伸長し、多くは触角を収める溝がある。 

咽喉板は通常退化し、咽喉線は1本。触角は通常球桿部をもつ 12 

10.触角は多くの場合、体長の2/3 以上の長さがあり、通常前頭の痩 

起の上につく。全脚のii 節には2本の端距がある。穿孔性害虫 

 カミキリムシ科 

触角は通常体長の2 /3 より短く、痛起上につくことはまれ。腫節 

の端距はないか、あっても 本 11 

11.複眼は頭部の腹面に著しく拡張し、前縁は深くえぐられる。後脚腿 

節は扁平に広がり下方に歯状突起がある。前胸背側縁になる稜状の縁 

取りは顕著。尾節板は露出する。種子害虫 マメゾウムシ科 

複眼は頭部の腹面に著しく拡張しない。後脚腿節は通常単純で丸く 

膨れることがある。前胸背の側縁は縁取られない。尾節板はほとんど 
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7. 鮒節は通常 5節が明瞭で、隠 5節ではなく、もし隠 5節の場合には

頭部に咽 11僕板があり、触角の末端 3節が球梓状になる……………… 8

鮒節は通常 5節で第 4節が非常に小さく、幅広い第 3にはまり込ん

で一見 4節に見える。もし第 4節が露出する場合には頭部の咽喉縫合

線は 1本か、頭部に口吻がある………………………………………… 9

8. 各脚の附節は全て 5節からなり、基節は多少とも突出する。腹部は

外見上 6~7 節。触角は短 く、多少とも鋸歯状。穿孔性害虫…………

………… .・… -…… .“…… .…………………………・ツツシンクイムシ科

各脚の鮒節は通常全て 5節ではない。 5節の場合には各脚の基節は

突出しない。触角は糸状か、球棒状でまれに鋸歯状になることがある。

腹部は通常 5節からなり、小さな第 6節が現れることがある。食根性

害虫、その他の習性の場合は被害が問題にならない。…………………

……………………………………………………………ゴミムシダマシ科

9. 下唇は前基節、基節、亜基節の 3部分からなる。頭部は口吻状に伸

長せず、触角を収める溝はない。咽喉板は正常で、-咽喉線は 1対。触

角には球梓部がないか、あるいは少なくとも末端 3節が球梓部を形成

しない………・・……………… =“"………………“……………………・・10

下唇は基節と亜基節が癒合し、前基節と後基節の 2部分からなる。

頭部は通常多少なりとも吻状に伸長し、多くは触角を収める溝がある。

咽喉板は通常退化し、咽喉線は 1本。触角は通常球停部をもつ……12

10,触角は多くの場合、体長の 2/3 以上の長さがあり、通常前頭の腐

起の上につく。全脚の脚節には 2本の端距がある。穿孔性害虫………

…………… -………………………………………………・カミキリムシ科

触角は通常体長の 2/3 より短く、癌起上につくことはまれ。1躍節

の端距はないか、あっても一本…………………………………………11

11.複眼は頭部の腹面に著しく拡張し、前縁は深くえぐられる。後脚腿

節は周平に広がり下方に歯状突起がある。前胸背側緑になる稜状の緑

取りは顕著。尾節板は露出する。種子害虫……………マメゾウムシ科

複眼は頭部の腹面に著しく拡張しない。後顧1腿節は通常単純で丸く

膨れることがある。前胸背の側緑は縁取られない。尾節板はほとんど
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露出しない。食葉性害虫、一部の幼虫は食根性害虫 ハムシ科 

12，上唇は明瞭に認められる。小』思鬚は正常で曲げることができるっ種 

子害虫 ・ ‘・ヒゲナガゾウムシ科 

上唇は頭楯と癒合し認められない。小腮鬚は短く曲がらない 13 

13．口吻の下面には咽頭縫合線に連続する下口縫合線があり、これは内 

部の幅広い幕状骨に接続する。大あごには基部関節面がなく、縦長の 

溝がある。口吻はほとんど発達せず、体は円筒形のものが多い 14 

口吻の下面には咽頭縫合線に連統する下口縫合線がなく、内部の幕 

状骨は幅狭い。大あごには通常基部に関節面があり、機溝を欠く…15 

14.附節の第1節はそれより先の節の和より長い。体は円筒形。後胸腹 

板は長い。穿孔性害虫 ナガキクイムシ科 

附節の第1節はそれより先の節の和より明らかに短い。体は長卵形 

ないし円筒形。後胸腹板はそれほど長くない。穿孔性害虫、種子害虫 

 キクイムシ科 

15.腹部は少なくとも外見上の第1-4 腹板が同じように関節接合する。 

食葉性害虫 オトシブミ科 

腹部は外見上の第1-2 腹板が癒合し、第3 -5 腹板は関節接合す 

る 16 

16.触角は通常折れ曲らず通常球桿部はない。下唇髪は前基節の内側の 

深い凹みにつく。穿孔性害虫 

触角は通常くの字形に折れ曲り、球桿部をそなえる。下唇鬚は前基 

節内側の深い凹みにつがない。食葉性害虫、穿孔性害虫、食根陛害虫、 

種子害虫、まれに虫えい害虫 ゾウムシ科 

ハエ目成虫の科への検索表 

1 .触角は胸部より長い。触角は相等しい節からなる。体形は蚊に似る 

 タマバェ科 

触角は短く、基部3節が大きく、これに細長い刺毛がつく。体形は 

ハエに似る 2 

2 .前縁脈は亜前縁脈端の1箇所で切れ込む ハモグリバェ科 

-223ー 

露出しない。食葉性害虫、一部の幼虫は食根性害虫…………ハムシ科

12.上唇は明瞭に認められる。小腺媛は正常で曲げることができる。種

子害虫…………………………………………………ヒゲナガゾウムシ科

上唇は頭楯と癒合し認められない。小聡援は短く曲がらなしー…・13

13. 口吻の下面には咽頭縫合線に連続する下ロ縫合線があり、これは内

部の幅広い幕状骨に接続する。大あごには基部関節面がなく、縦長の

溝がある。ロ吻はほとんど発達せず、体は円筒形のものが多い……14

ロ吻の下面には咽頭縫合線に連続する下口縫合線がなく、内部の幕

状骨は幅狭い。大あごには通常基部に関節面があり、機溝を欠く…15

14,鮒節の第 1節はそれより先の節の和より長い。体は円筒形。後胸腹

板は長い。穿孔性害虫…………………………………ナガキクイムシ科

鮒節の第 1節はそれより先の節の和より明らかに短い。体は長卵形

ないし円筒形。後胸腹板はそれほど長くない。穿孔性害虫、種子害虫

………………………………………“……・………-………・キクイムシ科

15.腹部は少なくとも外見上の第 1~4 腹板が同じように関節接合する。

食葉性害虫……………………………………………………オトシプミ科

腹部は外見上の第 1~2 腹板が癒合し、第 3~5 腹板は関節接合す

る……………………………………………………………………………16

16.触角は通常折れ曲らず通常球梓部はない。下唇髪は前基節の内側の

深い凹みにつく。穿孔性害虫………………………ミツギリゾウムシ科

触角は通常くの字形に折れ曲り、球梓部をそなえる。下唇髪は前基

節内側の深い凹みにつかない。食葉性害虫、穿孔性害虫、食根性害虫、

種子害虫、まれに虫えい害虫…………………………………ゾウムシ科

ハエ目成虫の科への検索表
.

・

1. 触角は胸部より長い。触角は相等しい節からなる。体形は敷に似る

……………………………………………………………………タマバエ科

触角は短く、基部 3節が大きく、これに細長い刺毛がつく。体形は

ハエに似る…………………………・"……・…………… "……………… 2

2, 前緑脈は亜前緑脈端の 1箇所で切れ込む……………ハモグリバ工科
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前縁脈は亜前緑脈端と肩横脈付近の2 箇所で切れ込む ミバェ科 

チョウ目成虫の科への検索表 

I ．前翅と後脚の翅脈は互に類似する。後翅は臀脈を除き10本以上の翅 

脈がいずれも翅縁に達する。前超は後縁基部に翅垂をそなえる。交尾 

口と産卵口が前後に近接する。幼虫は樹幹に穿孔する…コウモリガ科 

前翅と後脚の脈相は異なる。後翅は臀脈を除き8本以下の翅脈が翅 

縁に達する。前翅は後緑基部に超垂を欠く。交尾口は第8腹節に、産 

卵口は第9 ~8 腹節にあり、前後にかなリ離れている 2 

2 .触角は先端か、先端の少し手前で膨れるが、櫛歯状突起はなく、顕 

著な配列した毛を欠く。後翅は前縁基部に翅棘を欠く。静止時には翅 

を立てることが多い。チョウ類 3 

触角は先端で膨れず種々に変形する。通常後翅は前縁基部に翅棘を 

そなえる。静止時には翅を屋根形か水平に保つものが多い。ガ類…7 

3 .触角は基部が互いに広く離れ、末端が鉤状に曲る種類が多い。前翅 

の径脈は5分岐し中室から別個に生じている セセリチョウ科 

触角は基部が互いに近接し、末端が太く丸くなるが鈎状にはならな 

い。前翅の第4径脈と第5径脈は有柄…… 4 

4 ．前脚經節には葉状片があり、 2叉しない1対の爪がある。前超基部 

には短い第3腎脈があり、その末端は翅の内縁に向う。大形のチョウ 

 アゲハチョウ科 

前脚脛節には葉状片を欠き、 2叉した1対の爪をそなえる。前翅基 

部には第3 臀脈があっても末端は翅の内縁に向わず、第1+2 臀脈に 

平行して消失するか、または結合する。中形または小形のチョウ・・・5 

5．前脚は雌雄ともに変形せず、中・後脚と同じく爪は1対で各々が2 

叉する シロチョウ科 

前脚は普通雌雄異形で、雄または雌雄のものが変形する。中・後脚 

の爪は2 叉しない 6 

6．複眼の内縁は湾入し、触角基部に接する 

複眼の内縁は湾入し、触角基部から離れている マダラチョウ科 
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前緑脈は亜前緑脈端と肩横脈付近の 2箇所で切れ込む……ミバエ科

チョウ目成虫の科への検索表

1. 前期と後脚の細脈は互に類似する。後趣は腎脈を除き10本以上の遡

脈がいずれも迎緑に達する。前想は後緑基部に細垂をそなえる。交尾

口と産卵口が前後に近接する。幼虫は樹幹に穿孔する…コウモリガ科

前麹と後燭1の脈相は異なる。後遡は啓脈を除き8本以下の紐脈が地

縁に達する。前理は後縁基部に捌垂を欠く。交尾口は第 8腹節に、産

卵口は第 9~8 腹節にあり、前後にかな り離れている……………… 2

2. 触角は先端か、先端の少し手前で膨れるが、櫛歯状突起はなく、顕

著な配列した毛を欠く。後期は前緑基部に迎練を欠く。静止時には遡

を立てることが多い。チョウ類………………………………………… 3

触角は先端で膨れず種々に変形する。通常後期は前緑基部に遡触を

そなえる。静止時には遡を屋根形か水平に保つものが多い。ガ類… 7

3. 触角は基部が互いに広く離れ、末端が釣状に曲る種類が多い。前週

の径脈は 5分岐し中室から別個に生じている…………セセリチョウ科

触角は基部が互いに近接し、末端が太く丸くなるが釣状にはならな

い。前週の第 4径脈と第 5径脈は有柄………………………………… 4

4. 前脚鰹節には葉状片があり、 2叉しない 1対の爪がある。前紐基部

には短い第 3腎脈があり、その末端は迎の内縁に向う。大形のチョウ

………………………… -………-………………………・・アゲハチョウ科

前脚歴節には葉状片を欠き、 2叉した 1対の爪をそなえる。前迎基

部には第 3腎脈があっても末端は麹の内縁に向わず、第 1十 2瞥脈に

平行して消失するか、または結合する。中形または小形のチョウ… 5

5. 前脚は雌雄ともに変形せず、中・後脚と同じく爪は 1対で各々が 2

叉する…‐‐……………………………………………………シロチョウ科

前脚は普通雌雄異形で、雄または雌雄のものが変形する。.キー・後脚

の爪は 2叉しない……………………………………………………・…・・6

6. 複眼の内縁は湾入し、触角基部に接する……………シジミチョウ科

複眼の内縁は湾入し、触角基部から離れている……マダラチョウ科

-224-



7.翅は正常で飛翔の機能をそなえる 8 

姐を欠くか、または前翅か後姐だけが退化し、飛翔の機能を欠く・・・ 

 35 

8 . 巾脈とその2本の分脈は完全で中央室に明瞭に存在する。前・後翅 

には第2肘脈をそなえ、径脈には小室がある。幼虫は枝・樹幹に穿孔 

する ポクトウガ科 

中脈とその2 本の分脈は不完全であるか、完全な時には前翅に小室 

を欠く 9 

9 .麹は大形で、超脈は原始的、後翅の亜前縁脈と径脈は普通中央室に 

沿い結合する 10 

翅は大形か小形で、よく発達した翅脈をそなえ、後翅の亜前縁脈と 

径脈は中央室を越えて癒合しないか、まれに癒合している 13 

10．前翅は径室をそなえる。超棘を欠く。頭部は毛隆起部を欠く‘幼虫 

は木室部に穿孔する コウシュガ科 

前翅は径室を欠く。無翅虫を除き翅棘をそなえる。幼虫は通常食葉 

性で、ミノムシの一部では花や樹皮を摂食する 11 

11．前翅の第1件脈は1横脈で結合するか、末端の手前で癒合している。 

幼虫はミノや簡巣の中で生活する ミノガ科 

前翅の第1啓脈と第2臀脈は結合せず、末端でも癒合しないか、あ 

るいは第1腎脈を欠く 12 

12．単眼をそなえる。口吻をよく発達する。頭部には毛隆起部をそなえ 

る。畳行性のものが多い マダラガ科 

単眼を欠く。口吻は著しく退化する。頭部には毛隆起部を欠く。幼虫 

は毒棘を持つものが多い イラガ科 

13.翅は堅く細い鱗片を持ち、大きな臀部をそなえる 14 

翅は軟らかい鱗片を装い、小さな臀部をそなえる 15 

14．後翅肘脈は管状脈として、少なくとも外縁部に存在する…メイガ科 

後翅肘脈は欠くか、あっても痕跡的で管状にならない マドガ科 

15.体は頑丈で長く、紡錘形で太く、活発に強飛する。前翅は第1啓脈 

をそなえる スズメガ科 
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7. 紐は正常で飛棚の機能をそなえる…………………………………… 8

遡を欠くか、または前趨か後恕だけが退化し、引せ棚の機能を欠く…

………………………………………………………………………………35

8,rll脈とその 2本の分脈は完全で中央室に明瞭に存在する。前・後遡

には第 2肘脈をそなえ、径脈には小室がある。幼虫は枝・樹幹に穿孔

す る・…・… -……………………・………… -………………・・ボク トウガ科

中脈とその 2本の分脈は不完全であるか、完全な時には前超に小室

を欠 く… --……………………………………………………・・…"……・9

9, 紐は大形で、遡脈は原始的、後遡の亜前緑脈と径脈は普通中央室に

沿い結合する……………………………………・…・……………………・10

迎は大形か小形で、よく発達した麹脈をそなえ、後趨の亜前縁脈と

径脈は中央室を越えて癒合しないか、まれに癒合している…………13

10.前細は径室をそなえる。棚嫌を欠く。頭部は毛隆起部を欠く。幼虫

は木室部に穿孔する…………………………………………コウシュガ料

前遡は径室を欠く。無理虫を除き迎練をそなえる。幼虫は通常食葉

性で、ミノムシの一部では花や樹皮を摂食する………………………11

11.前超の第 1腎脈は 1横脈で結合するか、末端の手前で癒合している。

幼虫はミノや筒巣の中で生活する……………………‐‐………ミノガ科

前遡の第 1瞥脈と第 2腎脈は結合せず、末端でも癒合しないか、あ

るいは第 1腎脈を欠く……………………………………………………12

12,単眼をそなえる。□吻をよく発達する。頭部には毛隆起部をそなえ

る。昼行性のものが多い………………………………………マダラガ科

単眼を欠く。 n吻は著しく退化する。頭部には毛隆一趣部を欠く。幼虫

は毒練を持つものが多しー………-………………………"……イラガ科

13, 麹は堅 く細い鱗片を持ち、大きな腎部をそなえる…………………14

遡は軟らかい鱗片を装い、小さな腎部をそなえる…………………15

14,後迎肘脈は管状脈として、少なくとも外縁部に存在する…〆イガネ斗

後麹肘脈は欠くか、あっても痕跡的で管状にならない……マドガ利・

15.体は頑丈で長く、紡錘形で太く、活発に強飛する。前遡は第 1腎脈

をそなえる……………-…………………………… -………・・スズメガ科
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体は細長く、紡錘形でない 16 

16.前超は通常第1瞥脈をそなえる。もし欠く時には翅がはなはだ狭い 

 17 

前超の第1臀脈は痕跡的かまたは欠く 30 

17.頭部は通常滑らか 18 

頭部は通常粗面 25 

18．径脈の分脈は普通4本とも存在し前緑に達する。後脚腫節は通常粗 

毛をそなえる ’ 19 

径脈の分脈は全く存在しない。第5径脈がある時には前縁に伸びる。 

後脚服節を通常滑らか 20 

19.翅には第1轡脈があリ、少なくとも翅縁部に存在する 

 マルハキバガ科 

前・後翅はいずれにも第1臀脈を欠く キバガ科 

20.翅は翅縁と翅脈を除き大部分が透明で鱗片を欠く。後翅の亜前縁脈 

は不明瞭。一見ハチに似る スカシバガ科 

翅は前面鱗毛に覆われ、後翅の亜前縁脈は明瞭 21 

21．後翅は幅広くよく発達した磐部を持ち、末端は丸まった梯形となる 

か、あるいは末端の下方でいくぶん凹み、しばしば縁毛よリ幅広くな 

る。翅脈はほlま完金 22 

後翅は磐部が発達せず、細い槍形で尖がるか線状で縁毛より幅広く 

ない。翅脈の多くは退化する 24 

22.後翅径脈と第1中脈とは互いに接近しているか結合し、あるいは幹 

脈をそなえる ヒロバキバガ科 

後翅径脈と第1中脈とは基部においてよく離れ、少なくとも翅緑に 

おける隔たりの半分ぐらいは互に離れる 23 

23．単眼は一般に大形で顕著。小腮鬚は小さく不明瞭 

 ハマキモドキガ科 

単眼ははなはだ小さいか、または欠く。小JJ 鬚は通常長く、前向き、 

上向き、時に内方に曲り3 --4 節からなるが、小さく1節のことがあ 

る スガ科 
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体は細長 く、紡錘形でなしー…………………………………………・16

16.前紐は通常第 1轡脈をそなえる。もし欠く時には細がはなはだ狭い

………………………………………………………………………………17

前超の第 1轡脈は痕跡的かまたは欠く………………………………30

17, 頭部は通常滑らか………………………………………………………18

頭部は通常粗面…………………………………………………………25

18.径脈の分脈は普通 4本とも存在し前緑に達する。後脚脚節は通常粗

毛をそなえる………………………………………………………………19

径脈の分脈は全く存在しない。第 5径脈がある時には前緑に伸びる。

後脚騨節を通常滑らか……………………………………………………20

19. 迎には第 1腎脈があ 1)、少なくとも理緑部に存在する………………

………………………………………………………………マルハキバガ矛斗

前・後迦はいずれにも第 1瞥脈を欠く………………………キバガ科

20.遡は紐緑と細脈を除き大部分が透明で鱗片を欠く。後紐の亜前緑脈

は不明瞭。一見ハチに似る…………………………………スカシバガ科

超は前面鱗毛に覆われ、後遡の亜前緑脈は明瞭……………………21

21.後遡は幅広くよく発達した腎部を持ち、末端は丸まった梯形となる

か、あるいは末端の下方でいくぶん凹み、しばしば緑毛より幅広くな

る。超脈はほぼ完全………………………………………………………22

後遡は瞥部が発達せず、細い槍形で尖がるか線状で緑‐毛より幅広く

ない。遡脈の多くは退化する……………………………………………24

22.後迎径脈と第 1中脈とは互いに接近しているか結合し、あるいは幹

脈をそなえる……・・………………………………………・ヒロバキバガ料

後週径脈と第 1中脈とは基部においてよく離れ、少なくとも地縁に

おける隔たりの半分ぐらいは互に離れる………………………………23

23. 単眼は一般に大形で顕著。小腺援は小さく不明瞭……………………

……………………………………………………………ハマキモ ドキガ矛SI.

単眼ははなはだ小さいか、または欠く。小隠髪は通常長く、前向き、

上向き、時に内方に曲り3~4 節からなるが、小さく1節のことがあ

る・……………………………………………………………………・・スガ科

-226-



24．後脚脛節の中央と先端には輪生棘を、後脚鮒節の各節先端近くには 

輪生棘をそなえる マイコガ科 

後脚JI 節と附節には輪生棘がなく、後脚樫節には滑らかな長毛をそ 

なえる メムシガ科 

25.後翅径脈と第1中脈とは分離する。鬚はしばしば畳まれている‘''26 

後翅径脈と第1中脈とは一般に接近しているか共同の幹脈となる。 

鬚は三角形かあるいは突出している ・ 28 

26.翅は鳥翅状に深く割れる。前翅は2ないし4本に、後翅は3本に裂 

ける。脚は細長い・ 

翅は完全で割れない。脚の長さは中庸である 27 

27.触角の基節は大形になり、下面は凹み眼帽を形成する 

 ハモグリガ科 

触角の基節は眼帽を形成せず、時に鱗片の房かまたは刺毛櫛をそな 

える 

28.後翅は第1中脈を径分脈とともにそなえる。もし第1中脈がない場 

合には後翅の外縁が多少凹む 29 

後翅は第1中脈と第2中脈を欠き、径分脈だけが伸び、外縁は凹ま 

ない 

29．前翅第2肘脈は中室の3 /4 以内からでる・ 

前翅第2肘脈は中室の3 /4 を越えたところからでる 

 ホソハマキガ科 

30．腹部腹面の基部にはキチン室のよく発達した鼓膜または蓋片をそな 

える シャクガ科 

腹部には鼓膜または蓋片をそなえない 31 

31.後胸後側板の節片上には鼓膜または蓋片がある 32 

後胸後側板には鼓膜または蓋片を欠く 35 

32．前翅第2中脈は中室末端の中央またはその前からでる。肘脈は3本 

ある－ ・ シャチホコガ科 

前翅第2中脈は中室の中央の後からでる。肘脈は4 本に見える…昭 

33.後翅の亜前縁脈と径分脈は基部近くから分離しているか中室を越え 

 ハマキガ科 
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24.後脚腰節の中央と先端には輪生嫁を、後脚附節の各節先端近くには

輪生嫌をそなえる………………………………………………マイコガ料

後脚腫節と鮒節には輪生嫁がなく、後脚腫節には滑らかな長毛をそ

なえる……………………………………………………………〆ムシガ科

25.後遡径脈と第 1中脈とは分離する。蟹はしばしば畳まれている…26

後遡径脈と第 1中脈とは一般に接近しているか共同の幹脈となる。

媛は三角形かあるいは突出している……………………………………28

26,迎は鳥遡状に深く割れる。前麹は 2ないし4本に、後期は 3本に裂

ける。脚は細長い…………………………………………・;…・トリバガ科

週は完全で割れない。脚の長さは中庸である………………………27

27, 触角の基節は大形になり、下面は凹み眼帽を形成する.………………

…… -…………………… -……………… .…………………・ハモグリガ科

触角の基節は眼帽を形成せず、時に鱗片の房かまたは刺毛櫛をそな

える…………………………・……-…………・……… "…………ホソガ科

28.後遡は第 1中脈を径分脈とともにそなえる。もし第 1中脈がない場

合には後期の外縁が多少凹む……………………………………………29

後遡は第 1中脈と第 2中脈を欠き、径分脈だけが伸び、外縁は凹ま

ない……………………………………………………………シンクイガ科

29, 前週第 2月寸脈は中室の 3/4 以内からでる………………ハマキガ科

前週第 2月寸脈は中室の 3/4 を越えたところからでる………………

………………………………………………………………ホソハマキガ科

30,腹部腹面の基部にはキチン室のよく発達した鼓膜または蓋片をそな

える…………………………-…………………………………・シャクガ科

腹部には鼓膜または蓋片をそなえない………………………………31・

31.後胸後側板の節片上には鼓膜または蓋片がある……………………32

後胸後側板には鼓膜または蓋片を欠く………………………………35

32.前週第 2中脈は中室末端の中央またはその前からでる。肘脈は 3本

ある………………………"………………………………・シャチホコガ科

前期第 2中脈は中室の中央の後からでる。月寸脈は 4本に見える…33

33.後迎の亜前緑脈と径分脈は基部近くから分離しているか中室を越え
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て癒合し、基部近くで結合する時には癒合部が中室中央まで達してい 

ない 34 

後翅の亜前縁脈と径分脈とは中室の中央近くか、または中室を越え 

てたところまで癒合し、時に小さく基室を持つものもある 

 ヒトリガ科 

34．単眼をそなえる。後超l第2中脈は時に弱いか、まれに欠き、第1中 

脈は独立するか、または径分脈と非常に短い有柄となる。亜前縁脈と 

径脈とからなる基室ははなはだ小さく中室の1/6 より短い…ヤガ科 

単眼を欠く。後翅第2中脈は他の脈と同様に強く、第1中脈は径分 

脈と有柄を持ち、基室は中室の長さの1/flより長い ドクガ科 

35．前・後趣の第2中脈は第1より第3中脈の近くからでる 

 カレハガ科 

前・後翅の第2中脈は第Iより第3中脈の近くからでることはない 

 36 

36．後超には1本の臀脈がある ヤママユガ科 

後翅には2本の臀脈がある 37 

37.翅韓はよく発達し、後翅の長さの1/5 より長い オピガ科 

翅棘は痕跡的か、またはない カイコガ科 

38．脚は退化し、その機能を持たない。雌成虫は少なくとも産卵後まで 

蓑や巣筒から離れない 

脚は正常に発達する。幼虫が蓑や巣筒で生活する場合には、雌成虫 

は正常に蛹の殻や幼虫の巣筒を破りでてくる 39 

39．下唇髪は上向し、末端節は曲リ、細長く鋭い。口吻をそなえ、その 

基部は鱗粉に覆われる。短翅型で特に後翅は短い マルハキバガ科 

下唇鬚はそのようでない。口吻は痕跡的か欠く。前・後翅ともに退 

化するか、または欠く 40 

40.頭部には毛隆起がある。退化想lには重なり合った鱗粉と直立した鱗 

毛をそなえるか、または腹部が長い剛毛で覆われる シャクガ科 

頭部には毛隆起がない。痕跡的な翅と腹部は重なり合った鱗粉か軟 

毛に覆われるが直立した剛毛を欠く 41 
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て癒合し、基部近くで結合する--寺には癒合部が中室中央まで達してい

なし ………………………………………………………………………・34

後恕の亜前縁脈と径分脈とは中室の中央近くか、または中室を越え

てたところまで癒合 し、時に小さく基室を持つ ものもある……………

……………………………………………………………………ヒトリガ科

34. 単眼をそなえる。後遡第 2中脈は時に弱いか、まれに欠き、第 1中

脈は独立するか、または径分脈と非常に短い有柄となる。亜前緑脈と

径脈とからなる基室ははなはだ小さく中室の 1/6 より短い…ヤガ科

単眼を欠く。後趨第 2 7脈は他の脈と同様に強く、第 1中脈は径分

脈 と有柄を持ち、基室は中室の長さの 1/6 より長しー…… .ドクガ科

35. 前 ・後紐の第 2中脈は第 1より第 3中脈の近 くからでる……………

……………………………………………………………………カレハガ科

前・後細の第 2中脈は第 1より第 3中脈の近くからでることはない

………………………………………………………………………………36

36.後期には 1本の唇脈がある………………………………ヤママユガ科

後遡には 2本の轡脈がある……………………………………………37

37. 細触はよく発達 し、後遡の長さの 1/5 より長い…………オビガネsl.

迎糠は痕跡的か、またはない………………………………カイコガ科

38.脚は退化し、その機能を持たない。雌成虫は少なくとも産卵後まで

蓑や巣筒から離れない……………………………………………ミノガ科

脚は正常に発達する。幼虫が蓑や巣筒で生活する場合には、雌成虫

は正常に輔の殻や幼虫の巣筒を破りでてくる…………………………39

39. 下唇援は上向し、末端節は-由り、細長く鋭い。口吻をそなえ、その

基部は鱗粉に覆われる。短恕型で特に後週は短い……マルハキバガ科

下唇婚はそのようでない。口吻は痕跡的か欠く。前・後遡ともに退

化するか、または欠 く……………………………………………………40

40.頭部には毛隆起がある。退化紐には重なり合った鱗粉と直立した燐

毛をそなえるか、または腹部が長い剛毛で覆われる………シャクガ科

頭部には毛隆起がない。痕跡的な超と腹部は重なり合った鱗粉か軟

毛に覆われるが直立した剛毛を欠く……………………………………41
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41．体はかなリまばらな鱗毛に覆われる ミノガ科 

体は長い密な軟毛に覆われる ドクガ科 

チョウ目幼虫の主要科への検索表 

1 ，腹部には腹脚をそなえる 2 

腹部には腹脚を欠く 28 

2．腹部は末端の尾脚を含めて、 1 -3 対の腹脚をそなえる 3 

腹部は尾脚を含めて、 5対の腹脚をそなえる 4 

3 .腹脚先端下方にある爪は単列で数個からなる ヤガ科 

腹脚の爪は2 -3 列に並ぶ。ショクトリムシ シャクガ科 

4 ，腹部末端節の背面には長い角状突起をそなえる スズメガ科 

腹部末端節は角状突起を欠く 5 

5 .頭部と腹部の間は明瞭に収縮する セセリチョウ科 

頭部と腹部の間は収縮しない 6 

6．刺激をあたえると前胸背面から黄色ないし赤色のY字形の香気を出 

す角を突出する アゲハチョウ科 

このような香気角はない 7 

7．体表には肉状突起をそなえる 8 

体表には肉状突起を欠く 9 

8．尾脚には非常に縮小するか、または欠く シャチホコガ科 

尾脚は他の腹脚と同じか、これらより大きい タテハチョウ科 

9．体表には短い棘を持った明瞭な突起をそなえる。普通大形のケムシ 

で美しい色彩を持っている ヤママユガ科 

体表には短い棘を持った突起を欠く 10 

10．体表には棘のある剛毛をそなえる 11 

体表には棘のある剛毛をそなえない － 13 

11．体表の棘に触れると痛みまたは痒みを感ずる 12 

体表の棘に触れると痛みまたは痒みを感じない タテハチョウ科 

12．腹部には明瞭な腹脚をそなえる ドクガ科 

腹部には吸盤状をなした不明瞭な腹脚をそなえる イラガ科 
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41. 体はかな・)まばらな鱗毛に覆われる…………………………ミノガ科

体は長い密な軟毛に覆われる…………………………………ドクガ科

チョウ目幼虫の主要科への検索表

1, 腹部には腹脚をそなえる………………………………………………2

腹部には腹脚を欠く……………………………………………………28

2. 腹部は末端の尾脚を含めて、 1~3 対の腹脚をそなえる………… 3

腹部は尾脚を含めて、 5対の腹脚をそなえる……………………… 4

3. 腹脚先端下方にある爪は単列で数個からなる…………………ヤガ科

腹脚の爪は 2~3 列に並ぶ。ショクトリムシ……………シャクガ科

4. 腹部末端節の背面には長い角状突起をそなえる…………スズメガ科

腹部末端節は角状突起を欠く………………………………………… 5

5. 頭部と腹部の間は明瞭に収縮する……………………セセリチョウ科

頭部と腹部の間は収縮しなしー………………………………………・6

6. 刺激をあたえると前胸背面から黄色ないし赤色のY字形の香気を出

す角を突出する……………………………………………アゲハチョウ科

このような香気角はない……………………………………………… 7

7. 体表には肉状突起をそなえる………………………………………… 8

体表には肉状突起を欠く……………………………………………… 9

8. 尾脚には非常に縮小するか、または欠 く……………シャチホコガ科

尾脚は他の腹脚と同じか、これらより大きい………タテハチョウ科

9, 体表には短い鮫を持った明瞭な突起をそなえる。普通大形のケムシ

で美しい色彩を持っている…………………………………ヤママユガ料

体表には短い疎を持った突起を欠く…………………………………10

10. 体表には疎のある剛毛をそなえる……………………………………11

体表には顛のある剛毛をそなえない…………………………………13

11. 体表の糠に触れると痛みまたは樺みを感ずる………………………12

体表の隷に触れると痛みまたは洋みを感じなしー…・タテハチョウ科

12. 腹部には明瞭な腹脚をそなえる……………………………… ドクガ科

腹部には吸盤状をなした不明瞭な腹脚をそなえる…………イラガ科
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13．体表は剛毛に覆われる 14 

体表は無毛ないし不明瞭な剛毛をそなえる 19 

14．体表の剛毛は疎 シャチホコガ科 

体表の剛毛は密 15 

15．体毛は房状あるいは束状 16 

体毛は房状にも束状にもならない 18 

16．腹部背面の毛房は胸部の毛と同様 ドクガ科 

腹部には毛房をそなえない 17 

17.頭部には通常第2次剛毛（不要の散在した剛毛）をそなえる 

 ヒトリガ科 

頭部には第2次剛毛を欠く ヤガ科 

18．腹脚の絢爪は1列に並ぶ ヒトリガ科およびヤガ科 

腹脚の鈎爪は2列に並ぶ カレハガ科 

19．老熟幼虫の体は小さく2.5cm以下、黄色ないし緑色。葉を重ねた中 

で生活したり、茎の中にも入る メイガ科 

老熟幼虫の体は大きく2.5cm以上  20 

20．緑色ないし青色の毛虫で、体表はピロード状 シロチョウ科 

体色は上記とは異なり、体表面はビロード状でない 21 

21，毛虫はしばしば地表に這っている ヤガ科 

通常樹内か樹上にいて地表を歩行しない 22 

22．材部に穿孔する（新梢、球果に穿孔するシンクイムシを除く）…23 

材部に穿孔せずその他の習性をする 25 

23.腹脚の鈎爪は1列に並ぶ コウモリガ科 

腹脚の鈎爪は2列に並ぶ 24 

24．額は長く、頭項までの長さの2 /3 まで伸ぴる スカシバガ科 

額は短く、頭項までの長さの1/3 まで伸びる ボクトウガ科 

25．蓑の中に入って生活する 26 

蓑の中に入っていない 27 

26.蓑は葉、小枝などの小片に包まれる。普通大形種 ミノガ科 

蓑は葉の小片、絹糸、澱粉などで作られる。小形種…ツツミノガ科 
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13. 体表は剛毛に覆われる………………………………………………… 14

体表は無毛ないし不明瞭な剛毛をそなえる…………………………19

14.体表の剛毛は疎…………………………………………シャチホコガ科

体表の剛毛は密…………………………………………………………15

15. 体毛は房状あるいは束状……………………………………………… 16

体毛は房状にも束状にもならなし一…………………………………・18

16.腹部背面の毛房は胸部の毛と同様……………………………ドクガ科

腹部には毛房をそなえない……………………………………………17

17.頭部には通常第 2次剛毛 (不要の散在した剛毛) をそなえる………

…………………………………………………………………ヒトリガネJ←

頭部には第 2次剛毛を欠く………………………………………ヤガ科

18. 腹脚の鈎爪は 1列に並ぶ…………………‐‐ヒトリガ科およびヤガ科

腹脚の釣爪は 2列に並ぶ…‐‐………………………………カレハガ科

19,老熟幼虫の体は小さく2.5cm以下、黄色ないし緑色。葉を重ねた中

で生活したり、茎の中にも入る…………………………………〆イガ科

老熟幼虫の体は大きく2.5cm以上 ……………………………………20

20. 緑色ないし音色の毛虫で、体表はビロード状…………シロチョウ科

体色は 1・記とは異なり、体表面はビロード状でない………………21

21,毛虫はしばしば地表に這っている………………………………ヤガ科

通常樹内か樹上にいて地表を歩行しない……………………………22

22.材部に穿孔する (新梢、球果に穿孔するシンクイムシを除く) …23

材部に穿孔せずその他の習性をする…………………………………25

23, 腹脚の釣爪は 1列に並ぶ…………………………………コウモリガ科

腹脚の釣爪は 2列に並ぶ………………………………………………24

24, 額は長 く、頭頂までの長さの 2/3 まで伸びる………スカシパガ科

額は短く、頭頂までの長さの 1/3 まで伸びる………ボクトウガ科

25. 蓑の中に入って生活する………………………………………………26

蓑の中に入っていない……………………………‐‐…………………27

26, 蓑は葉、小枝などの小片に包まれる。普通大形種…………ミノガ科

蓑は葉の小片、絹糸、澱粉などで作られる。小形種…ツッミノガ科
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27．葉の中に穿入し生活する潜葉虫（ハモグリガ）  キバガ科 

葉巻虫、巣虫、種子や新梢の穿孔虫 ハマキガ上科 

28．潜葉虫 

食葉虫 ・ 29 

29.頭部は小さく普通前胸に引き込まれる シジミチョウ科 

頭部は中庸の大きさで、前胸の中に深く入らない イラガ科 

ハチ目成虫の科への検索表 

1 .腹部は胸部と幅広く接統し、腹部の第1と2節間はくびれない。胸 

部の気門は2対6 幼虫は通常胸脚と腹脚がある 2 

腹部の第1と2節間は深くくびれる。胸部の気門は3対。幼虫は無 

脚 

4 

2，左右の両頬部は後頭孔の後方で相接しない。前脚腫節距は2本ある 

 ハバチ科 

左右の両頬部は後頭孔の後方で相接する。前脚脛節の2本目の距は 

小さいか、またはこれを欠く 3 

3 .頸部の節片は幅より長さが大きい。雌の腹部末端節には角状の突起 

がない。小腮鬚は4 -7 節、下唇鬚は3 -4 節。前胸はU字形。中胸 

背板は横線がある。翅脈は完全で前縁室に横脈がある 

 クビナガキバチ科 

頸部の節片は長さより幅が大きい。雌の腹部末端節には角状の突起 

がある。小腮鬚は1節、下唇鬚は2 -3 節。前胸前面と後縁が凹む。 

中胸背には1対の斜の溝がある。前超の前縁室に横脈がない 

 キバチ科 

4 .翅がある 5 

翅がない アリ科（無翅虫） 

5 .前胸背板の両側は後方に伸び肩板まで達するが、胸部前方の気門を 

覆うことはない  アリ科（有翅虫） 

前胸背板の両側は肩板までのびないが、下方は伸長して胸部前方気 

門を覆う 6 
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27. 葉の中に穿入 し生活する潜葉虫 (ハモグ リガ ) …′………・・キバガ科

葉巻虫、巣虫、種子や新梢の穿孔虫……………………ハマキガ上科

28.潜葉虫……………………………………………………………ホソガ科

食葉虫……………………………………………………………………29

29, 頭部は小さく普通前胸に引き込まれる………………シジミチ ョウ科

頭部は中庸の大きさで、前胸の中に深く入らない…………イラガ科

ハチ目成虫の科への検索表

1. 腹部は胸部と幅広く接続し、腹部の第 1と2節間はくびれない。胸

部の気門は 2対。幼虫は通常胸脚と腹脚がある……………………… 2

腹部の第 1と2節間は深くくびれる。胸部の気門は 3対。幼虫は無

脚…………………………………………………………………………… 4

2. 左右の両類部は後頭孔の後方で相接しない。前脚雁節距は 2本ある

………………………………………………………………………ハパチ科

左右の両類部は後頭孔の後方で相接する。前脚鰹節の 2本目の距は

小さいか、またはこれを欠く…………………………………………… 3

3. 頚部の節片は幅より長さが大きい。雌の腹部末端節には角状の突起

がない。小膿婿は4~7 節、下唇援は3~4 節。前胸はU字形。中胸

背板は横線がある。迎脈は完全で前縁室に横脈がある…………………

……………………・……………………………………・・クビナガキバチ科

頚部の節片は長さより幅が大きい。雌の腹部末端節には角状の突起

がある。小腺撰は 1節、下唇髪は 2~3 節。前胸前面と後緑が凹む。

中胸背には 1対の斜の溝がある。前週の前緑室に横脈がない…………

………………………………………………………………………キバチ科

4. 趣がある………………………………………………………………… 5

迎がない ………………………………………………アリ科 (無想虫)

5. 前胸背板の両側は後方に伸び肩板まで達するが、胸部前方の気門を

覆うことはない …………………………………………アリ科 (有迎虫)

前胸背板の両側は肩板までのびないが、下方は伸長して胸部前方気

門を覆う…………………………………………………………………… 6
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6．上唇は幅より長さが大きい。触角下の縦走皺合線は触角挿入部の外 

緑部の方向に走る。前翅は肘室が2個 ハキリバチ科 

上唇は長さより幅が大きい。触角下の縦走縫合線は触角挿入部の内 

縁部の方向に走る。前翅は肘室が3個 コシブトハナバチ科 
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6. 上唇は幅より長さが大きい。触角下の縦走骸合線は触角挿入部の外

縁部の方向に走る。前週は肘室が 2個……………………ハキリパチ科

上唇は長さより幅が大きい。触角下の縦走縫合線は触角挿入部の内

縁部の方向に走る。前週は肘室が 3個……………コシプトノ・ナバチ科
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森林害虫名索引 

Abantたdes た如飢thics鳶 128 

A can娩叩hors岱功玩たornお  98 

Acan統叩りche re加ieri 28 

Achaea lienardi  79 

Achero解ha たchesお（クロメンガタスズメ）  66 

Sりlr  67 

Adens ゆidesnia 27 

Acrnaeodera aui施ra  92 

siたtゆennむ  92 

Ac庇emarginelia  36 

Acrididae （バッタ科）  10 

A crocerc叩S たc加たIた  33 

term訊aliae  33 

Acro加na wal,keガ 148 

Actias sekne  65 

Addaea trirnerona鷹 42 

A 庇なes abたt劫たeae  153 

Adelgidae （カサアブラムシ科） 153 

Adorets岱bimarg加atiお 13 

ca取訊osz鳶  13 

duvauce万  13 

lasiopygus  13 

たtirosti密 13 

nゆh元tics鳶  13 

Vのsl‘た鳶  13, 177 

Adoxop勿espmatana  25 

Aegenia omnatiaeformお 133 

AenetiおIなnんorus  128 
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森林害虫名索引
Ab α72""〆es なるツメばれ放たz馬… … … … … … … … … … … … … … … … … 128

Acαれ豹oのねo〆服 紗物化oγ72お …………………………………………98

月cm鰭ね一物切にた8 7霞“2好ぼ……………………………………………… 28

Acねαぞα‘彩れの淫ぎ………………………………………………………79

Ac脳知鰯如如c厳粛 (クロメンガタスズメ) ………………………66

s伊iX ……………・‐……………………………………………・67

Ac‘の禽可野欲郊粥α………………………………………………………27

Ac朔α8o(左m 伽 ?新em ………………………………………………92

s乾物 e““Zs……………………………………………………92

Ac “" 劇吻αzgg72可如 …………………………………………………… 36

Acrididae( バ ツタネヨ‐) … … … … … … … … … … … … … … … … … … .O

Aのりc締切のs‘"““Z郷如 ………………………………………………33

彰γmメタ娘Z如e ……………………………………………………33

Aののりのm w錫実効婆……………………………………………………148

Ac瓦αs se誇れβ ………………………………………………………… 65

Ad 〆"azzおZ伽の }“"互s ………………………………………………… 42

Adg 姿盗め〆鑑まゆ化β解 ………………………………………………153

Adelgidae( カサアブラムシ科 )…………………………………… 153

AαoだZzfs錠加α貿g粥餌z館……………………………………………… 13

cd増加os淵 ……………………………………………………13

4彩りα乙に8" ………………………………………………………13

如立物虫卵嬬 ……………………………………………………13

郷助けs云“s………………………………………………………13

勲功カメZficz岱 …………………………………………………… 13

抄8符"左fs ………………………………………………… 13,177

Aばo覚りめカタ{郊 P““"如“α ……………………………………………… 25

A増の血 の〃'〃αZ如斬o若粥禽……………………………………………133

AB" 磯郎′増煽りo“郎 …………………………………………………128
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exinius 128 

Aeoたn/lies sag“たta  36 

A eolesthes hoんsericea  98 

Ae統olix flavibasa傭  43 

Agガhお叩Uルntiお  92 

viridiss初nI's 92 

Agromyzidae （ハモグリバェ科）  175 

Agnルra bas訊0彪彪  43 

Agrotおゆsiんn（タマナヤガ） 179 

segetum  180 

A た召s sordidz岱  94 

Alcidodes (クraber  110 

b初zguたtus 110 

C玩chonae  110 

加em叩terus  110 

ルdifica勿γ  110 

mdii鳶CUh鳶  172 

p orrectirostris・ 172 

Sなbvi！んSi鳶  110 

A leurocanthus  152 

mang加rae 152 

meyrodidae（コナジラミ科） 152 

AIt/ia nivea  40 

AItica corusca  16 

cyanea  16 

Amb加吃玩us poricollお  21, 179 

んniternies evunc罪γ  186 

A msacta たc/inca  78 

んialeptes tri,tCSCた彪  99 

An妙he ye冗a/a  69 
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8児Z“2Zfs・"" ・・".・・・・“・… ・… ・・… … ・・… … … … … ・・・… … … .… ・128

Aeo如“豹gs sαg"如如 …………………………………………………36

4βo‘gs豹gs虐o′osg“" α ……………………………………………… 98

Ae豹o麻 自助溶解α娩 …………………………………………………43

4g ガム侍 o脚‘誇死ね婚 ……………………………………………………92

卵“〆Zs櫛“2錫巻……………………………………………………92

Agromyzidae( ハモグ リバエ科 ) ………………………………… 175

4gγ鱗87僚友zsf"o卿加 ………………………………………………… 43

Ag の臨 めs効 72(タマナヤガ)………………………………………179

sage 如テ“ … -"… .・… … … … … … … … … … … … … … … … … .180

A 如"s so〆〆殻zfs ……………………………………………………… 94

A‘“の露s"嫌防げ ……………………………………………………110

6ね72gz‘如Z"s…………………………………………………… 110

ばれcたoれαe …………………………………………………… 110

忽28772の彩れ侍 ………………………………………………… 110

′z‘〆齢cαZoγ…………………………………………………… 110

"z‘ぬz婚じ“"熔 ………………………………………………… 172

pのりHに於てフ"“s………………………………………………… 172

s関る“"偲娘s……………………………………………………110

4Zezぼりcα"Z初婚 ……………………………………………………… 152

粥鯛 g於 me ……………………………………………………152

A1eyrodidae( コナ ジ ラ ミ科 )… … … … … … … … … … … … … … … 152

A‘豹捻れかeα ……… .‐………………………………………………・40

Aなにαcの・侍cα ………………………………………………………16

Cyα728α .・" “ .".".""". … … .・… … .". … … … … … … … … ・16

A 伽 6か カメ"郷 P鯖 Zco椴 s … … … … … -… … … … … … =…・… …・21,179

A 加偽 物 2gse〃z‘““柁γ ……………………………………………… 186

4772sαc如 如c物2gq …………………………………………………… 78

A""/李鷲siγ1後鯖如如 …………………………………………………99

A72qz物 e 鍔 72α加 ……………………………………………………… 69
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Anarsた idioptila 37 

meたfl叩kC加  37 

Irなl功忽  37 

sagitた庇  37 

AnCおtrotermes cavi統orax  186 

Anobiidae （シバンムシ科）  170 

Anornaル 14 

ルrruグnea 14 

granum 14 

nitiduた 14 

Anomおβava  79 

leona 79 

sabulifera  79 

An叩んcnemおCurvゆes  163 

phas彪na  162 

A21叩lophora malasたca（ゴマダラカミキリ）  100 

AIi琉eraea pゆhた  65 

royたi 65 

An統叩hiたaegyp /たca  35 

Anthophoridae （コシブトハナバチ科）  142 

Anthribidae （ヒゲナガゾウムシ科） 171 

Antitrygodes  55 

cuneilinea  55 

Anna I,幼haenoides  80 

A onidielた02たnia僑  160 

Apate nionachus 95 

terebrans  95 

Aphididae （アブラムシ科）  153 

Aphrodisiuin hardwickianu2n  100 

Aphrophoridae （アワフキムシ科）  143 
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A72のs超ご洗わめれ履………………………………………………………37

'れe如?仰がgc如 …………………………………………………37

かを収め如 ………………………………………………………37

sαgfi加川α………………………………………………………37

A72cなおりZeγ粥es cα“物om 謬 ………………………………………… 186

Anobiidae( シバ ンムシ科 ) ……………………………………… 170

4%o 榊α如 ………………………………………………………………14

ル“似夢"如………………………………………………………14

gク寵72““2.・" ““・・・・・・・・・・・・・・・・・… … … … … … … … … … … … … ・,14

れiii〆"如…………………………………………………………14

A加加ZS月αm …………………………………………………………79

彰o72"……………………………………………………………79

sα無産施'復 ……………………………………………………79

4720弱oc“e削禽伽かゆ榔 ……………………………………………163

P脅僻如72α ……………………………………………………162

A れ(珍物 >加 川 “2α如観如G口 (ゴマ ダ ラカ ミキ リ) … … … … … … … … 10O

Aれ鹸の復eαPQ少々 忽 ……………………………………………………65

,′の'‘eZ…………………………………………………………… 65

A72豹oぬ廟如αeg努め『如餌 ……………………………………………… 35

Aj・thophoridae( コ シプ トハ ナバ チ科 ) … … … … … … … … … … 142

A hthribidae( ヒゲナガゾウムシ科 )……………………………… 171

472ZiかつgodBS ………………………………………………………… 55

α伽β"加8α ……………………………………………………55

A72"αかゆカ解れoZdgs …………………………………………………80

40 れ/戒彰′わ の彩れ如/大 ……………………………………………… 160

A汐α彰 772の2αc卿焔……………………………………………………… 95

(の移るm77s ………………………………………………………95

Aphididae( アブラムシ科 ) ……………………………………… 153

AP 毎リメお目′鎚んの感りたたね粥‘観 …………………………………… 10O

Aphrophoridae( ア ワ フ キム シ科 ) … … … … … … … … … … … … 143
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Apあngんznaensお 172 

ni琉onom勿des  172 

Apoden鳶bおtrio后た鳶 20 

s'issu  20 

tranqueba7宛zお 20 

Ap ogonなcoriacea  177 

Ap叩勿ha chんγopたra  16 

sulca彪  16 

Apl初na c加erea  100 

germaガ  100 

A raecerus戸ZSCたUたtus 171 

Stお加γa僑 171 

Archips micaceanus  26 

occidenta鷹  26 

Arctiidae （ヒトリガ科）  77 

A 智y7ぞsthたi叩leura 132 

Argyresthiidae （メムシガ科）  132 

A 焼叩aたamczntes  54 

atrax 54 

A7九叩ahits tibe彪flits 101 

A7密tobたapproximator  101 

Ascotお seルnaria 55 

selenaria irnpara彪 56 

recゆrocarea 56 

A 功ho冗むha たntanae  167 

trichocecidaru7n 167 

A 功勿dotus destructor（ウスイロマルカイガラムシ） 160 

Asterolecaniidae （フサカイガラムシ科）  159 

Astertルcaniurn barnbusae（タケフサカイガラムシ） 159 

Atn'zetonychusperegrinus 22 
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APZO"g 勇mれα872s禽…………………………………………………… 172

72鷲勇めれの“省odes … … … … … … … … … … "… … … … … … …・172

AP0d 冴凝ろ禽Z“o如ご婚…………………………………………………20

s鵜艶‘……………………………………………川……川……20

籾口7242燭るα“"俳………………………………………………・・20

APOgto" 如 cの惚 cm ………………………………………………… 177

APOめた〆淑 c郷ののめ詑焔 ………………………………………………16

s"をα如 “……………………………………・"……・………… 16

AP “o72ααれeだα …………………………………………………… 100

geわ吻α" ………………………………………………………10O

A 焔gcg“侍方燭cた“ねれ岱………………………………………………171

s"隊郷メメお………………………………………………………171

A覚え多s伽たり""" 澱 …………………………………………………26

0ccギdB児友ばお …………………………………………………… 26

Arctiidae( ヒ トリガ科 ) ……………………………………………77

A'g明彫sご免如わが8鐸勉…………………………………………………132

Argyresthiidae( メ ム シガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 132

Aγ勿oめα如α“娘72蛇s …………………………………………………… 54

α云劣復匁 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・“・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・“・・・・・・・・・" ・・・“・・・・・・・54

A‐後 oカメゑ岱おろ8超“瀦 ………………………………………………… 10I

Aγおわるねαのめ〆鵬劫H協Zoγ …………………………………………… 10I

Asc防蝕輝彦“α細α………………………………………………………55

sgを“α“"f粥少の暇加……………………………………………56

'健かαα“α……………………………………………………56

A 物姦o72メツZ遊 如飽超""≧……………………………………………… 167

存立力ocg α (ばα〆似加納“"・・・・・・・・・… … … ・… … … … ・・… … … " … ・・167

A 助力(わ粥s 吃 sz打にわγ (ウスイロマルカイガラムシ)…………… 160

Asterolecaniidae( フサ カ イ ガ ラム シ科 ) … … … … … … … … … 159

A 材em をcの"“粥 卿“2虜岱αe( タケフサカイガラムシ)…………… 159

A おれβわれ汐c彰鯖力8〆馨“すればs… … … … … …・・… … … … … … … …・…・・・22
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A tractocerus emaiginatus 91 

AI忽cus atlas  65 

Attelabidae （オトシブミ科）  19 

AtたvaルbrickIた・ 34 

加stulelた 34 

AuたC叩horapveicollむ 16 

AUルrches miliaris 11 

ん‘ル切bius戸‘liginostパ 

Autoba angul加ra  80 

silicula  80 

AUルtrois modesta  172 

Badamた excたmat勿flむ 50 

Baたongia pおたciae  145 

Batocera horsfieldi  

numitor  101 

roylei  

rufomacu危加 101, 115, 116 

Beesoniella 砂lvestris  144 

Beeso”た dipterocaゅi  158 

Beesonidae （カブラカイガラムシ科）  158 

Belippa たlea冗a  40 

Berala庇 similis  59 

Bombotelia ルcosatrix 81 

Bombycidae （カイコガ科）  64 

Bondia  131 

nigelた 131 

Bostra vibたa傭  43 

Bostrychidae （ナガシンクイムシ科） 95 

Brachyrnelたnゆhantidis  34 

Brac勿trypes portentosus  9 
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Af“zzcわ ce'7fs e雛αブぎ粥αZ娼 - … … … … … … … … … … … … … … … …・9I

Aごねα塔の如s …………………………………………………………65

Attelabidae( オ トシブ ミ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 19

Af希勿α知ろ“cig肋………………………………………………………34

声ば""‘〆如………………………………………………………34

A多血 Copあの復元形eicα館 ………………………………………………16

A" 加賀亥耀 伽"加“s……………………………………………………1I

AZ‘彰加鋭"sルメ増加 oszfs……………………………………………… 11O

AZ吻彰αれg7ばち危惣 ……………………………………………………80

siZた"超 …………………………………………………………80

A 雄oわりぬお加odes加 ………………………………………………… 172

8α〆研削如 のヒC超“2のめ72Zs……………………………………………… 50

βα鷲o“g如 PZSねc履e ………………………………………………… 145

βαZocgm 肋 '帆彰媛1 ………………………………………………… 101

72z‘加滋の一 ……………………………………………………・101

フリツ‘“ …………………………………………………………101

溜め m 解“勿加……………………………………… 101,115,116

β総帥 72迄′な りかβsi癌s ……………………………………………… 144

β8as伽 如 dめZemcαゆ i ……………………………………………… 158

Beesol唖dae( カブラカイガラムシ科 ) …………………………… 158

β8勧めα如‘〃"“" ………………………………………………………40

βem 如dB影粥"禽………………………………………………………59

βo粥彰蛇筋 力cos煽れ沈…………………………………………………81

Bombycidae( カイコガ科 ) …………………………………………64

β072〆如 ………………………………………………………………131

72を〆如…………………………………………………………131

βosお惚劣る北〆お ………………………………………………………43

Bostrychidae( ナ ガ シ ンク イム シ科 )… … … … … … … … … …‐‐… 95

βたに為ツ“zの海 物珍忽次ぎ飼お……………………………………………34

β?竃cカメ理のβSP の海れわsz侍 …………………………………………… 9
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Brahm加a coriacea  l77 

BYen銃た  35 

Brentidae （ミツギリゾウムシ科） 109 

Bruchidae （マメゾウムシ科）  170 

Bruchidius baudoni 170 

uberatus  171 

Bruchus pおoruni（エンドウマメゾウムシ） 

BzにC“たtrix crateracma 31 

mendi2x 

Buprestidae （タマムシ科）  92 

Buzura supptressaria 56 

Calliptamiおita万Cl's  

Cabpゆル leaya冗a  16 

Cabptibia tetratypa 33 

thym妙んznes  33 

Capnodis milia 密  92 

Carea anguたた  81 

chルγostigma  81 

Carposinidae （シンクイガ科）  131 

Cayedon gonagra  171 

Catopsilia crocaた  52 

jlorelia  52 

pomona 52 

勿ran統e  52 

Cecidornyia dattai 167 

Cecidomyidae （タマバェ科） 167 

Cecidomyiella crataevae  167 

Cebosterna scabrator 102 

Cephaboserica 読omsoni 

Cephonodes 勿las  67 
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β'惚加算ズ“"" “αceα ………………………………………………… 177

Bだ72物な ………………………………………………………………35

Brentidae( ミツ ギ リゾ ウム シ科 )… … … … … … … … … … … … … 109

Bruc1 匝dae( ÷マメ ゾ ウ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 170

βγ“cた蔵忽s bの‘〆の22………………………………………………… 170

沈みの協力婚………………………………………………………171

β“ば無将かぜ切れ〃“ (エ ン ドウマメゾウムシ)……………………… 171

β"α"幽かな cmiemc 粥α………………………………………………31

“zの2〆αw…………………………………………………………31

Buprestidae( タマムシ科 ) …………………………………………92

βz‘2zの惚 szのぬわせ磯辺〆如 ………………………………………………… 56

Gα‘◎如““婚物産αs …………………………………………………1I

C郷o勲功如友αッα“α……………………………………………………16

G郷o励まZ迄彰Zmありα……………………………………………………33

劫ツ粥のめ乃α72es ………………………………………………… 33

CQP“od2S“z"危γ葛 …………………………………………………… 92

G似座惣α“g"如超 ………………………………………………………81

物‘omsZ を“zα …………………………………………………81

Carposinidae( シ ン ク イ ガ 科 ) … …・…・… … …・… … … … … " …・131

Cのγedo72 g0724g名総 ………………………………………………… 171

CQわり繁‘2q c兜)鉱毒 …………………………………………………… 52

月o7認超 …………………………………………………………52

ゑの昭雄72"… …・・… "…・… … …・…・… … "・… …・・… … … … … … 52

P野復れ肋e ………………………………………………………52

Cedd の“ツ遊 ばの Zヒメ… … … …・・…・…・…・・…・… … …・… … … … …・… 167

Cecido1myidae( タマ バ 工科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 167

Cedd の削げ彰"□ の嘘お彫りαe … … …・… … … …・・… … … … … … … … … 167

CgZos 彰γ72α sGα6m わγ… … … … … … …・・… … … … … … …・・… … …・・1()2

C効力αあse“cα放o牌so鰭……………………………………………… 14

Cゆんひ720〆es毎如s ……………………………………………………67
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pたits  68 

Cerambycidae （カミキリムシ科）  98 

Cercopidae （コガシラアワフキムシ科）  143, 145 

Ceresiumルrtivum  103 

zeyたnたurn 103 

Cerobates t,密IrたIiお 109 

CeroplasたS rubens（ルピーロウムシ） 157 

Cerotrioza sp. 

Chaetellipsおparadoxa 126 

Chaetolルlius vestitus  117 

Chaicidoptera appensalis  43 

strarn玩a僑  43 

Charaxes a訪emones 55 

ルbた鳶 55 

p0加ena  55 

Cheり叩hora ceratitina 127 

stria彪 127 

Che切meaた妙icata  40 

Chilasa clytia  50 

Chんγop/ion岱caninatus  103 

strobilicoた 103 

Ch,ysobo琉ris gardneri 93 

Chrysochroa bたolor  93 

Ch )'socraspeda oleania  56 

Chrysocoris sto薦i 161 

Civysomeた chんrm2a 17 

kenたe  17 

Chrysomeridae （ハムシ科） 15 

Cib庇たルnIh玩α 88 

Cicadellidae （ョコノぐイ科） 147 
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pzc′娼……………………………………………………………68

Cerambycidae( カ ミキ リム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … 98

Cercopidae( コガ シ ラア ワフ キム シ科 ) … … … … … … … … 143,145

Cのセs粥粥ル中り"?“ …………………………………………………103

zeツ如"た"粉z…………………………………………………… 103

Ce知る畝es f'容かねれ侍………………………………………………… 109

Cのり〆αs彰s rubens( ル ビーロ ウム シ )… … … … … … … … … … … … 157

Geれフ云“ozαsp・ ……………………………………………………… 151

C卿ぎ掴め s声ゑの惚ぬ第α………………………………………………126

C疲形わめ海蝕凝り総務f・裕 ………………………………………………117

cカメcZ〆○のZem α力めe“sα偽 …………………………………………… 43

sわ鑓“2粥のお ……………………………………………………43

Cたの俊洋esqcねα,符の鷲s ………………………………………………… 55

勉励嬬……………………………………………………………55

卿夢舵伽 ………………………………………………………55

C脳かo少々 om cem 鳶肋2α……………………………………………… 127

s‘“"如…………………………………………………………127

C比のり粥gfi加αめたα超 …………………………………………………40

C殻‘僻αc夢前 …………………………………………………………50

c秘oクのめたo71fscα““諺浴 …………………………………………… 103

sおりる立たo超……………………………………………………103

C力か sobメカγお gizz“zZ“e“ … … … … … … … … … … … … … … … … … … 93

Cあり馬ocゐ〆oα脱coわγ ………………………………………………… 93

Cぬプアsocフ療¥)edα o‘eα“α … … … … … … … … … … … "… … … … … … .56

Cたりzsocの杏 跡o"# …………………………………………………… 161

Cあげsの彫琢如じため“"α…………………………………………………17

なe“〆αI2………………………………………………………… 17

Chryso1meridae( ハ ム シ科 )… … … … … … … … … … … … … … … … 15

αろ庇如メの“/zZ“α………………………………………………………88

Cicadellidae( ヨ コパ イ科 )… … … … … … … … … … … … … … … … 147
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Cicadelloidea  147 

Cicadidae （セミ科） 145 

Cleora acacれria 56 

Clitea pたた  17 

CルVたlineaticollis  144 

Coccidae （カタカイガラムシ科）  157 

Coccosたゆhus 加bem‘た11お 146 

Coccus elongatl信 

liesperidum （ヒラタカタカイガラムシ）  157 

viridis 157 

Cochylidae （ホソハマキカ科） 27 

Coeたenomeno鹿ra eたeidis  17 

Colasposoma aspera飢ni  17 

downesi 17 

玩Sたbile  17 

semicos勿加m  17 

villosum  17 

Coleoptera （コウチュウ目）  12, 91, 166, 170, 177 

Collembola（トビムシ目）  8 

Conogethes punct加ralis 137,175 

Cop勿termes  183 

ac玩ac加rmお  184, 186 

curvなn at/i us  187 

sjoestedti  187 

Coraebus dorsa僑  93 

Coreidae （ヘリカメムシ科）  162 

Cosmoca九 reたた 144 

Cossidae （ボクトウガ科）  129 

Creatonotus transiens  78 

Crossotarsus ex彪me庇n彪bus（ソトハナガキクイムシ）  113 
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Cicadell 。idea … … … … 川 … … … … … … … … … … … … … … … … 147

Cica説dae( セ ミ科 )………………………………………………… 145

C誇り?枕αcαc如“α……………………………………………………… 56

C‘ぜ解α力ic如 ……………………………………………………………17

Cわり前‘〆“eの〆の "お ………………………………………………… 144

Coccidae( カタカイガラムシ科 ) ………………………………… 157

Coccos 彰ゆたろ燈 力め8フ℃‘‘′捻れ俗 … … … … … …‐… … … … … … … … … "146

Cocc"s 争わ72g晒 zfs … … … … … … … … .… … … … … … … … … … … =157

膨ゆのゾdZ〃“ (ヒラタカタカイガラムシ) ………………… 157

リギク,ばお………………………………………………………… 157

idae( ホンハマ キカ科 )……………………………………… 27Cochylidae ホ ンハ マ カ・・ご … … … … … … … … … … … … … … … 27

Cog如e“o伽8れodの健 8迄鑑ばZs ………………………………………… 17

Co如砂 osom αqspe地加悦 …………………………………………… 17

ααり“esz… … … … … … … … … … … ...,… … … … … … … … .… .17

加 s責め孝彦 … … ‐・‐-- ・‐・・‐… … … ・… … … … … … … "" ・・‐-- ‐・・17

se,っぽたりs加古調772 ・・・・・・・・・・・・・-・・."."" … ・・・・・・・・“・・・‐‐・.‐= … “… ・・17

ひ" めs"?" ,...,...,..,..,...""..,....."..,...". “....,...,...".",. ・17

tera( コ ウ チ ュ ウ 目 ) … … … … … … … … 12,91,166,170,177

bola( トビム シ目) ………………………………………… 8

Coleoptera

Colle]mーbola

co"o 騨 肋 gs Pzf7?αびわ協偽 … … … … … … … … … … … … … … … 137,175

CoぬおZeγmes ………………………………………………………… 183

αc粥α巧先物“fs ………………………………………… 184,186

C彰一容“の勿侍…………………………………………………187

夢oasiadli …………………………………………………… 187

Come ろ"s dの略:〆Zs …………………………………………………… 93

Coreidae( ヘ リカメムシ科 ) ……………………………………… 162

Cos'"oGα霜αフセ如如…………………………………………………… 144

Cossidae( ボク トウガ科 ) ………………………………………… 129

Cだのり72顕彰婚綱協72s花7zs ……………………………………………… 78

Cms 那加鴛閑 釧彰γ粥吃れ如"婚 (ソ トハナガキクイムシ) ……… 113
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wailacei  113 

ayptocepha加Sル1応tul,岱  17 

hectinus  17 

seheste庇i  17 

t;;たngularis  17 

C ;：ゆtophaga rubescens  133 

meたnosUgma  133 

のpto?勿nchus カ考idus  173 

mangi/erae  173 

raja  110 

a ：功to銃elea ceruina  29 

crameガ 29 

加no或  28 

rougeoti 29 

variegata  29 

Curcul ionidae （ゾウムシ科）   21, 110, 166, 172, 179 

aIsたたraptaria  57 

Cydnidae （ツチカメムシ科）  160 

Gyphagogus buccatus  109 

（みゆIiたenm侍pannosiお  22 

tectonae  22 

のrtan飯acris 811CC玩cIa  11 

のntepistomus戸i'cundus  179 

Disychira dd乃ergれe 71 

georgたna 72 

gnルi  72 

horsfieldi  72 

nendosa  72 

Strなa危  73 

De加suriぞcIa麓  44 

-241ー 

wαZなに“ ………………………………………………………113

C“財叱りた郷開放濯ごz汝侶 ……………………………………………17

庵ecii節ろfs ……………………………………………………… 17

seたBSねのZ………………………………………………………17

かね瞬ぎ"超γ声……………………………………………………17

C役のめのたα罫α '似るescβ72s … … … … … … … … … … … … … … … … … 133

7“8如720sZ名物α ……………………………………………… 133

C貌めわγ勿れ物z岱序を畝娼 ……………………………………………173

加伽 g洗 me …………………………………………………173

,謬E7α… “"… … … .・… … … … … … … … … … … … … … … … … 11O

C攻めめ豹g彰α解かす“" …………………………………………………29

0龍錆Ze“ "".".・………………………………………………… 29

ノばれo戒 …………………………………………………………28

符"geo"…………………………………………………………29

りαγ沼野な如 ………………………………………………………29

Curculionidae( ゾ ウム シ科 ) … … … … … … 21,110,166,172,179

C那加如留め如γ如 ………………………………………………………57

Cydnidae( ツチカメムシ科 ) ……………………………………… 160

C努め乃α8o卿揺ろ"cc似忽s ……………………………………………… 109

Cつめ力ice“""s 力α鷲雑os娼 ……………………………………………… 22

recZoれ"e ………………………………………………………22

C“′如れ豹αcγZsszにじま"c如 … … … … … … … … … … … … … … … … … 1I

Cym2 ぬ冠の脇硲ノ2rc"“由雄 …………………………………………… 179

0次汐c彰?龍〆煽る87翌超e ………………………………………………… 71

ge0劣g2の2α.・……………………………………………………・72

g〆○詑Z …………………………………………………………72

んo7顕彰姫!………………………………………………………72

7728れαos" ……………………………………………………… 72

群“容α如 ………………………………………………………73

Deらαsαγフセc加‘禽 ……………………………………………………… 44
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Deilephiたnerii  68 

Deporaus margina加  20 

marginellus 21 

Dereodus加ilinosus  22 

功arsus 22 

ルsmeocraera varia  69 

Desmidophorus hebes  111 

D たcavusルrtんus  114 

Diacrisia ob伽ua  78 

Diapromo功ha balteata  18 

palたns  18 

飢rcica  18 

D たl'uspusillimus  114 

Dapus qu玩quespinatus  114 

Diaspididae （マルカイガラムシ科）  159 

Diastocera zUa落chi  103 

D たhomeris eridantお 37 

D たたurodes citri  152 

Diclidophkb彪eastopi  150,151 

harrisoni 150, 151 

D たnm 0gn a坑召s nebU勿sus  173 

Diんimmus cerl玩割S  103 

D 加oderus minutus  95 

b加veoたtiお  96 

D あrhabda lusca  18 

D あ,yctria abたたha  138 

abたtivorella  138 

rubel庖  137 

Diptera （ハエ目） 126, 166, 175 

Dociss忽urus moroccaniお  11 
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D鑑定め肋如 "8打2 ………………………………………………………68

Dゆの咽z婚粥α“gZ""ね婚 ………………………………………………20

伽α“gi“〆≧撚;……………………………………………………21

D のセo〆2凋 po"〆“osz燈 ………………………………………………… 22

ゆα鷲閑 …………………………………………………………22

Des伽 goc竹雄“ロリα"" …………………………………………………69

D8s粥緩oめ姦o兜倦た2るes ……………………………………………… 11I

D如c卿閑ル〆"“閑 ……-…………………………………………….114

D如c71s海 oる霧の媛 ……………………………………………………78

Dための雛のめたαるの彰α如 ………………………………………………18

か〆彪72s…………………………………………………………18

加〆℃〆Gα…………………………………………………………18

D如め凋め閑濯ぎ伽婚 …………………………………………………114

D 如汐"sq 郷"q"eゆ Zれα勿s …………………………………………… 114

Diaspididae ぐマルカイガラムシ科 )……………………………… 159

上厳格Zocgm 捗'"‘‘2cあす … … … … … … … … …・… … … … … … … …・・… 103

乙)たねα昭雄門歯 e“〆の微震… … … …・・・…・・… … … … … … … … … … … … ,37

工)icを“フリメes cメカヴ … …・・… … "… … … … … … …・“・・… … … … … … 152

D たZ溺ゆれ彫ろ如 8餌ゎ〆 ………………………………………… 150,151

あのγおり"〆………………………………………………… 150,151

上方c煎れQ』g“α劫“s 728る"わs“$・・… … … … … … … … … … … … … … …・173

D 効吻粥燦z熔解劣りz“"s ……………………………………………… 103

D勿odeれ閑 伽物霧"s …………………………………………………95

ふめひの彰海婚……………………………………………………96

DZO“叱26仏α勿scα……………………………………………………… 18

DZOかαγ吻α屍8Ze‘如 …………………………………………………138

α弱Bigのα形‘加 … … … … … … … … … … … … … … … …・・:… … 138

?似ろ〆如 ………………………………………………………137

Diptera( ハ エ 目 )."" … … … … ・… … ・・… - … … ・… … …・126,166,175

Doc なs如““榔 粥omcc αれ関 …………………………………………… 11
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Doliopygus dubius  115 

Do,y lzお03たn彪鷹  181 

Drosicha sたbbingi 154 

mangiferae 154 

Dudusa nobi僑  70 

Dysderciお cmgUたtl鳶  164 

Sゆerstitiosu.s  164 

Ectropis bhurmitra 57 

庇odarae  57 

矧ateridae （コメツキムシ科）  94 

Epermeniidae （ササベリガ科）  38 

鼻庇erura pUんer“たn勿 70 

励imaゆtis philocoma  39 

鼻腐ornus たcerta 22 

即紗a'密tortuosa傭  81 

Eriboea a挽arnas  55 

Eriococcidae （フクロカイガラムシ科）  155 

乃勿Cocciバ のm(Ca,たe  155 

Co,伽cezお  155 

Estなmena ch玩ensお  18, 111 

Ethrnたsystematica 34 

Eucalymnati侍たsseたtus  158 

Euch,ys叩s pandava  54 

Eulophonotus obesus  129 

Euphaたγus vittatus  151 

Eiゅroc諦bゆunctapex  73 

ノCSCた彪 73 

カnterna  73 

guttaた  73 

latifascれ  73 
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Do′foの曳郡偲ば“鋭閑 ………………………………………………… 115

上おか彦侍○がeれ加ZZS ………………………………………………… 181

Dn)s化;Zqs定める畝gi…………………………………………………… 154

粥αれ郡施mB ……………………………………………………154

Dz‘破婚α“o鰯ZZS ………………………………………………………70

七)ツsdのq 岱“"g“わ"婚 ……………………………………………… 164

s“めの鰯訪ね窮侍…………………………………………………164

五わかりめおろあ"“削ぎim …………………………………………………… 57

はgodα名αe ………………………………………………………57

E1ateridae( コメツキムシ科 ) ……………………………………… 94

Epermeniidae( ササベ リガ科 ) …………………………………… 38

β物健作‘如か“‘り好〆β“加………………………………………………70

β逆粥卿のZZSP肋あの'呪α ………………………………………………39

βめisoク碗z熔 如cの伽………………………………………………………22

βめなめαγお Zo〆Z“osα稔 ……………………………… }………………・81

Eγするoezzの物の牌婚 …………………………………………………… 55

Eriococcidae( フ ク ロカ イ ガ ラム シ科 ) … … … … … … … … … … 155

β“ococc"s の""cαγmB ……………………………………………… 155

CO“αC8Z燈 …………………………………………………… 155

EsfZ8me" α c脳 "の2szs … … … … … … … … … … … … … … … … … 18,111

互助粥如馴sZBヂ"α鳶餌……………………………………………………34

E卿αか〃"の婚 姻 se加云硲 ……………………………………………158

E錫c知りsoめsPα“〆"“α ………………………………………………… 54

E “わめ姦o720粥 sob βsz獅 … … … … … … … … … … … … … … … … … … 129

E閉めたαをテ似s 諺緒の"s ………………………………………………… 151

E物 mc腐るか‘"α呼欲 ………………………………………………73

履sc加加…………………………………………………………73

乃祢加算α ………………………………………………………73

g錫ZZO加 …………………………………………………………73

如塚硲ci吻 ………………………………………………………73
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paradoxa  73 

Sc玩tillans 74 

Siゆhurescens  74 

たrfll玩a僑  74 

励'guncuた  74 

Eupselia  36 

Eiゅたroたルbた  62 

gem加α彪 62 

unda加  62 

Eupterotidae （オビガ科） 62 

Eurema bなnda（タイワンキチョウ）  53 

hecabe  53 

h. con飢berna活  53 

Eurybrachidae （ヒロズアシブトウンカ科）  149 

EUッbrachys tomentosa  149 

Euxoa radians  180 

Flatidae （アオバハゴロモ科）  149 

F た忽ルγruga忽 150 

Fodina stoた 81 

Formicidae（アリ科）  88, 181 

Froggatto 琉 rips  165 

Fulgoridae （ピワハゴロモ科，シタベニハゴロモ）  149 

Gaたrucida ru/iたns  18 

（売zrgara m 翫加  146 

Gelasma gonたγた  58 

Gelechiidae （マルハキバガ科）  36, 134 

Geometridae （シャクガ科） 55 

（抗zura sceptica  81 

Glyphipterigidae （ハマキモドキガ科）  35 

Glyphodes bた0あγ  44 
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ゑの謬〆o妬zz………………………………………………………73

scば"!"傷“s……………………………………………………… 74

sz‘め如陀sc貌 s …………………………………………………74

Ze“例メ"〆ゐ ……………………………………………………74

鱗zgz‘“c“如 ……………………………………………………74

Ezゆs愛如 ………………………………………………………………36

βz桝 em彰危痴α ………………………………………………………62

gの“≠“α如 ………………………………………………………62

z‘"〆α加 …………………………………………………………62

EuPterotidae( オ ビガ科 )…………………………………………… 62

励‘陀伽α 6如“吻 (タイ ワンキチ ョウ )……………………………… 53

たeCα68 …………………………………………………………53

左,の 72加彰“72餌Zs ……………………………………………… 53

Eurybrachidae( ヒロズ ア シブ トウ ンカ科 ) … … … … … … … … 149

Ez‘から'惚cんツs わ加e“わsα …………………………………………… 149

E猛沈oq md 如“s ………………………………………………………180

F1atidae( アオバハ ゴロモ科 ) …………………………………… 149

F履如た“偽卿α如 ………………………………………………………150

Fo磯彰"sfo如……………………………………………………………81

Formicidae( ア リ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … 88,181

Fm顔葱頭fメカ刈りs………………………………………………………165

Fulgoridae( ピ ワハ ゴロ モ科 , シ タベ ニ ハ ゴ ロモ ) … … … … … 149

G湖誇れf“〆α '%#な"s ………………………………………………… 18

Gの耳α“zz加療如 ………………………………………………………146

金 2如s雛αg072加川α …………………………………………………… 58

Gelechiidae ぐマル ハ キバ ガ科 ) … … … … … … … … … … … … 36,134

Geometridae( シヤクガ科 )………………………………………… 55

G勿m暇 s僻めZicα ………………………………………………………81

G1yphipterigidae( ハ マ キ モ ドキガ科 ) … … … … … … … … … … … 35

G収めたodgs 6Zco‘oγ ……………………………………………………44
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caesa僑  138 

pyんalむ 44 

sboた！ia  44 

syc伽a  44 

Gonocephaんm depressum  179 

pia加a加m  179 

Gonodontおdeli乞z  58 

Gracillariidae （ホソガ科）  32 

Grammodes geometrica 82 

stolida  82 

Granida albosparsa  177 

Graphんm agamemnon 51 

sa功edon  51 

Gryllidae （コオロギ科）  9 

G ?ylん勿ゆa africana  10 

Gryllotalpidae （ケラ）  10 

Heliodinidae （マイコガ科） 35 

Helio統is armなera 82 

Hem訪erlesたrap ax（ツバキマルカイガラムシ） 160 

Hemiptera （カメムシ亜目）  143, 166 

Hemithea cos勘unctata 58 

Henicolabus discolor  21 

I-Iepia1idae （コウモリガ科）  127 

Hesperiidae （セセリチョウ科）  49 

Heterobosi?ychus hamatゆennお（オオナガシンクイムシ）  96 

aequa僑 97 

Heteropsylla cubana 151 

H eteroptera（カメムシ亜目）  160 

Hierogbp Ii lおbanたn 11 

Hieromantお joxysた  35 
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cqesdお ………………………………………………………138

女少わ〆な…………………………………………………………44

szo如‘如 …………………………………………………………44

SEyα“α ,."".". ・..・“" “"".".".",. ・・". ・・-・・・・・・・・・・・・・" ・" ・・・・・44

Go720c 砂左"‘";間 〆砂れ2ss粥碗 … … … … … … … … … … … … … … … … 179

P如"の"粥 ……………………………………………………179

Goれodo72f声 "〆" …………………………………………………… 58

Gracillariidae( ホ ソ ガ 科 ) … … … … … "="" …・… …・,… … … … ,32

Gmm 納めdes geの粥βかたα………………………………………………82

sfo友仏α …………………………………………………………82

Cm‘“〆α〆彰ご房彰なα…………………………………………………177

Cm め霧溺れα罫の昭雄7“れoれ………………………………………………51

sのめedo"- ……………………………………………………“51

Gryludae( コオロギ科 ) …………………………………………… 9

Cフメお勉めα勾回m“α …………………………………………………1O

Gryllotalpidae( ケ ラ ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1O

Heliodinidae( マ イ コガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … 35

嵐8/Zo肋禽の労2zggm …………………………………………………… 82

品の吻あげをs2姿焔め鯛 (・ソバ キマルカイガラムシ)………………… 160

Heーmiptera( カ メ ム シ亜 目 ) … … … … … … … … … … … … … 143,166

嵐e朔効能α cos物 z‘"c如如 ……………………………………………… 58

石彫72叱りねる乙fs d〆Scoあげ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 21

Hepialidae( コ ウモ リガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 127

Hesperiidae( セ セ リチ ョウ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 49

届eZe〆ひもo瀞γ物船 彰粥α物 靴吻 s( オオナガシンクイムシ) ……… 96

αeq似〆Zs…………………………………………………………97

ムnez87のめりZ如 似ろα“"………………………………………………… 151

Heteroptera( カ メ ム シ亜 目 ) … … … … … … … … … … … … … … 160

Hi迄〆増収鰯〃岱るα“如72………………………………………………… 11

猛海〆の碗α72fなめ%少sね ………………………………………………… 35
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Hi加tro即ls hoあse庇elお 177 

Hipparchus j7av功on彪ria 58 

HoルIrたhた玩termedia  177 

longipennお  14,177 

probルmatica  14,177 

serrata  14, 177 

Homona coffearia  26 

1-lomoptera （ョコバイ亜科）  143 

H0pha advena  178 

H0pルceram勿x 功inたornお  104 ,114,123 

Hyaん功iたたuconeurehla  27 

Iカbたea puera ・ 47 

Hylobius angustus 111 

Hymenoptera （ハチ目）  87, 141, 181 

Hypatima spa統ota 38 

Hypena たonica論  84 

puera 83 

子bpertropha 36 

Hypocala rostrata  84 

功加cryphahiおmal箸加7仇ze  118 

H 功omeces squamosus  22 

Iみp0統enemiおbirmani鳶 118 

dimoゆhus  118 

em或ti摺（チビコキクイムシ） 118 

pusihlus  119 

助加1加is trunca加lus  

Hyps2勿たgran鹿ha 138, 140 

加godehla 139 

robusta  139 

Idbcen摺 a読加soni  148 
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猛ぎか所知翌"sた餌os好まce“s …………………………………………… 177

屈めのα冗た閑元αり前知“如ばα……………………………………………58

五あわ云“c無畝物彰“"8(おα …………………………………………… 177

わ72gゆeれれお……………………………………………… 14,177

か瑠)"引例脇ZZGα … … … … … … … … … … … … … … … … … 14,177

se“謬如 …………………………………………………… 14,177

品o粥鯛αの嫌eの如 ……………………………………………………26

Homoptera( ヨ コバ イ亜 科 )" … … - … … -" … … … … … … … …・143

石わめZ如 αぼりe72α … … … … … … … … … … … … … … … … …・・… … …・178

嵐物 わcβ如粥勿 % 功ば物 c餅 〃禽 … … … … … … … … … … … … 104,114,123

石かαわ塀“超 Ze““ 728""〆遊 …………………………………………… 27

圧yる加数 Pz‘em … … … -…・… … …・…・… -… …・… … ---- … … … -47

王手γ‘○6Z郷sα%g認覇閑…………………………………………………… 11I

Hymenoptera( ハ チ 目 ) … … … … … … … … … … … … … 87,141,181

圧父めのま'""ゆのぬo如……………………………………………………38

仔望めe72αたo"た〆お ……………………………………………………84

P雄粥……………………………………………………………83

仔努め8“?リカカα……………………………………………………………36

月男〉oGα加川sfm如 ……………………………………………………84

仔“ oc'“彰‘硲 伽禦ぎ於 'セ解 ………………………………………118

" かの吻eCass郷焔例os粥 …m …………………………………………22

圧妙 o乾e“e粥躍る霜溺αれ郷……………………………………………118

露伽oゆ姦閑 ……………………………………………………118

8粥伽"婚 (チビコキクイムシ)……………………………… 118

か閑"勿s ………………………………………………………119

月努めo蕗謬郷わ乞伽cα粥Z郷 ………………………………………………111

仔卿 sめッ如 g陥れ〆湯勿…………………………………………… 138,140

かα翌リメ郷如………………………………………………………139

7のる"s加 ………………………………………………………139

1雄ocβ〆関 α鋳物 soれz ………………………………………………… 148
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Cbゅea僑 

Idionycha excisa 

玩山rbeルquadrinotata  134 

letrao％お  135 

坑eivora  135 

Indomias creたceus 23 

ゆs calligraphiお 119 

玩tersEitia諦  119 

longibEla  119 

sexden 加 /lお  119 

acum伽a/us（マツノムツパキクイムシ）  120 

ムoneuro銃,ゆs austra僑  165 

Isoptera （シロアリ目）  182 

ムtriamおcrauropa  38 

ルcara malefica   140 

Jassus 訊dicus  l48 

Kaんたrmes brouni  185 

加suた元s  185 

Kalotermitidae （レイビシロアリ科）  185 

Klado 統,ゆsspp.  165 

K0phene nioorei 30 

snelleni 30 

La疏nosたrna bidenta加  178 

Laelia 力acた  74 

Laingielたz  l-52 

Lamida ca功on施ra  45 

Lamoria a凌ゆtella  140 

L amp ides boeticus （ウラナミシジミ）  54 

Lamprosema Iaたritia僑 44 

Lasiocampidae （カレハガ科） 59 
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〆“鯵〆お………………………………………………………148

ムメわれツメ彰 e%c禽α………………………………………………………15

1"幽か虎ねダ"ロメ“72α如如 ………・………………・・………………… 134

解放銘o72声 …………………………………………………… 135

肋e物の総 ……・…………………=……………………………135

Zれ〆の72加s cフセ加""s …………………………………………………… 23

肋sc〆‘をmp 似郎………………………………………………………119

粥彰貧g熔化遊客 ……・・・………………………………… "……・119

‘o"8斬り′如 …………………………………………………… 119

se%〆eれ如れfs ………………………………………………… 119

α粥焔友破婚 (マツノムツバキクイムシ) ……………………… 120

おo"8粥り劫窪めsα婚Zm館 ……………………………………………165

1soptera( シロア リ目) ……… … … …… … ……… ……・…・182

左ご“α"郡の似‘知のα ……………………………………………………38

お cα棚 加〆疏 cα ……………………………………………………・140

ス僻s閑 初雄c娼 ………………………………………………………148

K郷ofeγ粥凝あり"“≠…………………………………………………185

Z“s"如γな ……………………………………………………185

Kalotermitidae( レイ ビ シ ロア リ矛斗) … … … … … … … … … … … 185

そて如dot力窪めssPP. …………………………………………………… 165

k oぬれe728例のク増す……………………………………………………… 30

, s72αを72f………………………………………………………… 30

Lqc 兎72osZe〆72α諺〆のz如如 … … … … … … … … … … … … … … … … … 178

乙α〆加声αd如 …………………………………………………………74

乙諺"gをZ加 ……………………………………………………………152

Lの碗幼αGα湾o“びわ復 …………………………………………………45

Lα削り“αα幽妙Ze‘如 ………………………………………………… 140

LのれP綿綴る解放服 (ウラナミシジミ)………………………………54

Lの"め旬sの“αねZ8“錦餌な………………………………………………44

Lasiocampidae( カレハガ科 )……………………………………… 59
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Lasわdernia serricorne（タバコシノぐンムシ）  170 

Lebeda nobi后 59 

Ledridae（ミミズク科）  147 

LedropSおrubromacuた忽  148 

Lepidoptera （チョウ目）  24, 127, 175, 179 

L ゆγ0pi鳶aurovittatus  23 

ch7ysoch勿rus  23 

危teralお  23 

L ゆtotaspis semicolor  163 

Le琉ed,ッpetお  55 

Leuc玩0des 0功onalむ  140 

Leucoma ochripes  74 

Leuc叩ho僑numrnたU庇nS  15, 178 

p inguis  15, 178 

rorida  15, 178 

tristis  15, 178 

Lelに叩tera 功henognゆ加  31 

Lirnacodidae （イラガ科） 40 

Lithocolle論e叩hanes  33 

あch'ysお  33 

1ル玩a  33 

vii曾Uた加 33 

Lixus camerunus  111 

s 玩初ianus  111 

Locus彪 m なratoiた 11 

Locus彪na pardalina  11 

Lycaenidae （シジミチョウ科）  53 

Lygaeidae （ナガカメムシ科）  163 

勿mantria ampた  75 

bivitta忽  75 
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乙簾 Zo吻〆"惚 彫γ“のγ"e( タバ コシバ ンムシ) …………………… 170

Lebgdq れo虚とお…………………………………………………………59

Ledridae( ミミズク科 ) …………………………………………… 147

Le ぬりのs声 ?似あり772αczfね如 … … … … … … … … … … … … … … … … 148

Lepidoptera ぐチ ョ ウ 目 ) … … … … … … … … … … … 24,127,175,179

Lq おりz岱α"“り筋頭惚岱 ………………………………………………23

じ海かsocため?似s ………………………………………………… 23

‘のe釘〆な ………………………………………………………23

Lゅわ加砂 Zssg削ぎのめγ ……………………………………………… 163

L引力e dリカ窃盗…………………………………………………………55

L8z に物 odes oγ6072α‘Zs … … … … … … … … … … … … … … … … … … 140

Le αcの“ααあれ【めes … … … … … … … … … … … … … … … … … … …‐・・74

LB 綿のめ力o廃 れ隣り"核 czd β7zs‐… … … … … … … … … … … … …・・15,178

〆“g"お ……………… .………・‐……………………… 15,178

m “〆" ……………………………………………………15,178

f名声fな …………………………………………………… 15,178

Le"co鰯 g7暇撃たeれqg締め加 …………………………………………… 31

Limacodidae( イラガ科 )…………………………………………… 40

L効力oc可を焔 のカカα72es ……………………………………………… 33

わ cルクツsZS … … … …・… … … … … … …・・・… … … … … … … …・・33

“““α ……‐‐…………………………………………………‐33

卵zg"如超………………………………………………………33

L沈溺s comeフ留錫婚 …………………………………………………… 111

砂すれ鰯2α班鷹 …………………………………………………111

乙oc那加加増粥Zor前……………………………………………………1I

Loc婚姻“"PαrzZ婚姻α………………………………………………… 1I

Lycaenidae( シジミチ ョウ科 ) …………………………………… 53

Lygaeidae( ナガカメムシ科 ) …………………………………… 163

L卵塊α72『角如の脚力如 ……………………………………………………75

ろ力舞わ如 ………………………………………………………75
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malhura  75 

叫fiisca彪 75 

Lymantriidae （ドクガ科）  71 

Lymexylonidae （ツツシンクイムシ科）  911 

Lyonetiidae （ハモグリガ科） 

Macalla Ca功on弟ra  45 

Machaerota pたniliae  

Macro たrmes bellicosus  186 

na加ルnsお  186 

Macrotermitinae  186 

Magda傭 hima如ana   111 

Malacosoma 加dica  60 

Manatha aethiopS  30 

Margaroididae （ワタフキカイガラムシ科） 

Ma管aronたcaesa僑  138 

Massゆha aおolu加僑 45 

Matapa a庇  50 

Mecoco か flu's 伽ゆes  

Megachile an琉rac玩a  90 

ノvon加論  89 

Megachilidae （ハキリバチ科）  89 

』たgatrioza hirsuta  152 

』たgopおcos節enれお  ・ 105 

Membrscidae（ツノゼミ科）  145 

Menecんznzus disc,ぞpans l73 

sp.  173 

Me戒larchお reprobata  

scyrodes  

Mes叩latys cincta  18 

Metarbelidae （コウシュウガ科）  134 
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mの姦卿協………………………………………………………75

0塚船舶紅………………………………………………………75

Lymantriidae( ドクガ科 ) …………………………………………71

Ly]mexylonidae( ツ ツ シ ンク イ ム シ科 ) … … … … … … … … … … 9I

Lyonetiidae( ハ モ グ リカ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 31

肌α鰯肋 cのわれ舵焔 …………………………………………………45

脳敵〆畝のり加ゑ如“訪ねe ………………………………………………144

Ad αcm ね貧酬姥s b〆 "coszfs … …・・… … “・… …・・… …・・・… …・・… … … 186

れの友Z友打sお … … … … … … …・・‐… …・‐… … … … … …・・… …・・186

M[acrotermitinae … … … … …‐‐… -… … …‐‐… … … … … … " … "186

個α翌ば郷声肋粥α如gyα"α ……………………………………………… 11I

A4αなにosの "α“扇ぎcα ……………………………………………………・・・60

皮毎72磁力αα8励まoのs …………………………………………………… 30

Margaroididae( ワ タ フ キ カ イガ ラム シ科 ) … … … … … … … … 154

脳『の罫の川"海 c口鉛"館 ………………………………………………138

M 餌seめゐααる卸島‘幻灯s ………………………………………………… 45

肋な他力αの海 …………………………………………………………50

肌βcom かれz岱わγ中郷 ………………………………………………111

脳『eg"c疑彰ほれ施m “れα ………………………………………………90

おり#忽偽 ……………………………………‐‐………………89

Megachilidae( ハキ リバチ科 ) …………………………………… 89

α露窓な存命zα厩熔解超 …………………………………………………152

Mego のお cos物 8れ"な ……………………………………………… 105

Membrscidae( ツノゼ ミ科 ) ……………………………………… 145

崩『の2鑑力α“協侍〆おば琴)の7s…………………………………………… 173

SP. ……“.・…………………………………………………・・173

崩ダ8“〆の七あお 7低めれ)卿一如 …………………………………………… 131

sc切りメes ……………………………………………………………131

崩res(ゆ如夢scメタに超 …………………………………………………… 18

Metarbelidae( コウ シ ュ ウ ガ科 ) … … … … … … … … … … … … … 134
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Metharmostおasapんzuた  33 

M たrodipんSおponganiたe  168 

Microtracheルus beneficus  109 

Mirnastra cyanura 18 

Mimeた戸‘lTidiv#mた  15 

Monochaml鳶 a/tern a/i侍  105 

centra僑 105 

riisba勿γ  105 

scab勿Sl岱 105 

tube rosus 105 

Monolep彪 khasたnsお 18 

んngi忽,sた 18 

orien 勿僑 18 

MoonたalbimacuたIa  148 

Myllocen背 m 庇cimp us/i‘厄tus 23, 179 

Myocalandra exarata  111 

Myricomyia pongamiae  168 

Myzus persicae（モモアカアブラムシ） 154 

Natada velutina  40 

Neocerura Ii加rala 70 

Neolasiopたra crataevae  168 

Ne妙heosたexcurvafa 70 

Neotermes tec加nae  185 

N 功Ii叩teryx 焼odobasa僑 45 

N ゆ論九mbah  55 

Noctuidae （ヤガ科）・ 79, 179 

N0madac7密 Sゆた,7りrascた彪  11 

Noorda fessa僑  45 

N0n鳶uma加,anica  64 

Notodontidae （シャチホコガ科）  69 
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丹乾 物の mosz な α糎リルα“超 ・・・・… … …・・… … …・・・… ・・・・・・・… … … … "33

ハイ如け〆あわs禽卿“揮α伽如8 …………………………………………168

α万cm『夕謬c桜族瀦 乾留諺.c"s…………………………………………109

ハイカ刀αsi7偽 り腐れの 謬 … … …・・… … … "・… …・“"・… … … …・… …・・…・18

媛ぎ粥8如月‘懲戒〆伽加 ………………………………………………15

β‘の 2oc左α“22燈 α立er72αれ燭 … -… … … … … … … … … … … … … … … .105

α刀Zm‘ゐ………………………………………………………105

“始め飾りγ………………………………………………………105

sG"弱osz餌……………………………………………………… 105

虚心のり締岱………………………………………………………105

脳わ72αゆねたんと:zsie"s禽………………………………………………… 18

わ72gすね鴛禽………………………………………………………18

0γ彩れ如ZZS………………………………………………………18

崩わo“" 餌弱粥αcz‘如如 ………………………………………………148

川砂‘わ解“鱒 “ク24eci粥ぬ婚 姻加数 9… … … … … … … … … … … … … 23,179

ルものcα忽“ゐ彰 錦牧フ謬超 ………………………・"…………………… 111

叱りrたの碗ツ如 Poれgの"如8 …………………………………………… 168

媛災 zfspの鱒cog( モモアカアブラムシ)…………………………… 154

八広超〆" 泥々 f"“α………………………………………………………40

人をocg“"復‘すね猪口加 …………………………………………………… 70

MB〆硲あり詑焔 cm 加効α8 ……………………………………………168

Mのめ膨os加錦賜物α超…………………………………………………70

人をoZer粥錦 蛇cわ"α8 ………………………………………………… 185

Mゆた◇の解甥% 物odひろ鯖郷な……………………………………………45

配り館魚侃卿ん ………・…………………………………………… 5

Noctuidae( ヤ ガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … 79,179

Mo鯛α血 c'issゆ彰粥痴sc如如 …………………………………………1I

Mo錆びαたss"鷺 ………………………………………………………45

Mo ればz‘粥α虐卿れたα …………………………………………………64

Notodontidae( シャチホコガ科 ) ………………………………… 69
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Nymphalidae （タテハチョウ科）  54 

0berea artoca功1  106 

0cinara Sなnzfera  64 

varians 64 

0dinadiplosis odinae  l(iS 

Odontodes aleuca  84 

0dototermes parvidens  186 

0ecophoridae （マルハキバガ科）  36 

0ec叩如Iた  88 

smargdm2a 88 

館;nograptus scribuた 

Oiketicoides sた,ガC0な  30 

0伽ecamp tiおbilobus  106 

0ocassida cruenた  18 

加diblmdd  l8 

のh勿myたたn加”ae  175 

のhrida hirsuta  18 

0rgyたba,sa論  76 

m 翫れ 76 

postica  76 

加rbata  77 

0rtんzga  45 

mangi/乞rae  45 

焼odoplila  45 

0rthoptera （バッタ目）  8 

ot加notus oneratiお  146 

sp.  14(i 

Oxyrha魂お加randus  

Pzchydis翫ls hec切γ  106 

Pac勿onyx quadridens 166 
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Nymphalidae( タテハチ ョウ科 ) ………………………………… 54

068 だααγZocの顔 …………………………………………………… 106

0ci'2の〃s壱〃洗 m ……………………………………………………64

りα??""S … ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・64

0霞れα〆あわsお od物α8 ………………………………………………168

0〆の好odes αをzにα ……………………………………………………84

0〆○お蛇““8SPαγ卿dg“s …………………………………………… 186

0ecophoridae( マルハキバガ科 ) ………………………………… 36

08のめた〆ね ……………………………………………………………88

s粥じの復習ダル2α…………………………………………………… 88

0卵 '仰ぎ地力為fssば湯"如 ……………………………………………… 132

0涌のたメメassをγ川の超 ………………………………………………30

0を“BGの“ぬれfs屍ある‘岱 ……………………………………………… 106

0ocqssa〆" の似eれ如 …………………………………………………… 18

ゑばどろ""〆" ……………………………………………………18

0汐ため“zy前 加“畝“αe ……………………………………………… 175

0めた“〆" 厳格z‘加 ………………………………………………………18

07gツなり‘踏破な…………………………………………………………76

'?・衣加……………………………………………………………76

力osおm …………………………………………………………76

f煽るα如 …………………………………………………………77

07蔽娘耳zz ………………………………………………………………45

mのば舵 me ……………………………………………………45

7角o〆oメデな ……………………………………………………45

0rth。ptera( バ ツタ目) …………………………………………… 8

0『めれoれ婚 o728名α"【s … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 146

SP. ……………………………………………………………146

0%ツメカαcね鳶 ね“αテ2‘ね岱 … … … … … … … … … … … … … … … … … … 146

RQC允ツメなsz岱ん,ecfoγ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 106

Fbc 姦少o72jα qzfqメパメg72s… … … … … … … … … … … … … … … … … … 166
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Paecles subapたa傭 84 

Pagi助hloeus longたた晴 

Paharia casyapae  

R ゆila 加icos彪僑 

112, 173 

145 

 45 

margina加 46 

vertumna論 46 

RZn鹿sma quenavadi 84 

Rzpilio 庇moルuS 51 

Papilionidae （アゲハチョウ科）  50 

Pzrasa ananii  41 

he功罪ra  41 

lepida  41 

Paurocゆhaた 152 

Rzurop砂ha  152 

Peltotrachelus a乃us  24 

pubes 24 

Pentatomidae （カメムシ科） 161 

Perina nuda  77 

Pレissus dalbergたe  106 

Pe彪勿Cゆ加たnigril玩ea  147 

Petihia calcar 163 

Phac妙teron  152 

たntiginosuni 166 

Phakra raya  70 

Phasmatida （ナナフシ目）  11 

Phauda flammans  39 

Philudora laeta  60 

Phaeothripidae （クタアザミウマ科）  165 

Pj面eos玩us aubei  120 

Ph勿eotribus sara加eoides  120 
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月αβclas s"窮めZcdお ……………………………………………………84

升zz影 oめため勿褐 わ 72gれおり肉 … … … … … … … … … … … … … … … 112,173

月口廟〆αα裂かαめαg ……………………………………………………145

升α珍物 勿鷲cos加危 ……………………………………………………45

粥αzg物α如………………………………………………………46

ひg崎“粥"〆お……ー……………………………………………“46

月捻れ〆郎粥αq“@""リロ霧…………………………………………………84

月zz〆‘io dの吻oを2凋………………………………………………………51

Papilionidae( ア ゲ ハ チ ョウ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 50

βα"おαα"αれzz………………………………………………………………41

毎効能m ………………………………………………………41

‘qお冴α …………………………………………………………41

升α“ラなに…ゆたα加………………………………………………………… 152

月αzぼり盛り‘加 …………………………………………………………152

月覆わお口c姦eね侍〆鱗婚 …………………………………………………24

か“るgs……………………………………………………………24

Pentatomidae( 力 メ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 161

Fe““α““〆α …………………………………………………………77

月8“Zssz偲ばα‘彰 zgねe ………………………………………………… 106

Pe如‘叱り卿ねれをm 加数 ……………………………………………147

PeZズ‘吻 G口にzzγ………………………………………………………… 163

P版Zco少彰知れ …………………………………………………………152

を郷をまれosz粥 ………………………………………………・・166

FたαZの復名ロツzz ………………………………………………………… 70

Phasmatida( ナナフシ目) ………………………………………… 1I

P彰“如 月の聡伽α“s ……………………………………………………39

P肋為〆の咽如e如 ………………………………………………………60

Phaeothripidae( ク タ アザ ミウマ科 ) … … … … … … … … … … … 165

Fためgo彩れzfsα"る多 ………………………………………………… 120

P 跨わeoz刈ろ"ss α名zz6αeoi〆es … … … … … … … … … … … … … … … … 120
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Phorma pゆon 

Phycodes radia彪 

Phyllocnおtおcit rella  

citronymp ん7 

Phymateus kazschi 

Phymatosたtha deschampsi 

Physomerus grossipes  

Phytoかma たfri  

Phytoscaphus trianguた1密 

Pieridae （シロチョウ科） 

Piezodo l貿s rubrofascたtus  

P1んcrocおmilz,玩a僑 

Pine bud gall-midge  

Pingasa 読勿nz 

γl'gmana 

Pi(mea aureoた論 

flavofim b,た加 

P1ち'ogenes scitus  

Pii3)叩h統orus sampsoni  

Panococcoides 毎alensお 

cilガ 

Platybrachys spp. 

Platypodidae （ナガキクイムシ科） 

Platypria andrewesi  

Plo typtilia pustillidactyな 

Platypus cupuたtus  

h玩tzi  

omnivori翡 

refertus  

ye琉i  

42 

35 

33 

33 

11 

145 

163 

166 

 24 

 51 

162 

 46 

169 

58 

58 

46 

46 

121 

121 

156 

156 

149 

113 

19 

49 

115 

115 

115 

115 

115 
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F跨o貧り増α力軽め"…………………………………………………………42

Pメ夢codes md 加超………………………………………………………35

P跨〆わcね禽Zfsαご陀′な ………………………………………………… 33

メカのれツ伽めたα……………………………………………………33

P昇ゆ粥αZe“Es鳥α2scたば… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1I

P隆明碗αZo綿e詰彰仏escたの秘めsf………………………………………… 145

P砂 sの秘eれ鱒 gmss めes ……………………………………………… 163

P毎如か解α如加 ………………………………………………………166

P跨卿os蝕め姦婚 かね“g2‘如'禽 ………………………………………… 24

Pieridae( シロチ ョウ科 )…………………………………………… 51

Pを幼魚坪撚 れ‘あり兎袈に如ご澱 …………………………………………162

PZ‘ocmc 声朔メf劣れ〆お ………………………………………………… 46

Pine bud gall‐midge … … … … … … … …・・・… “… … … … … … …・169

只靴耳osα cため“ロ… … … …・…・・… … …・・… …・・…・・… … … … …・・… …・58

れば Z%α77α … …‐… … .‐‐… " … ."" … … …‐… … … …・…・… …・58

F め 728α αm 官oね云2鱒 … ‐… … … … … ・‐‐… … ‐・・… “… ・・・“・"・・… … ・・・・・46

刀剣(虎加る'危如 …………………………………………………46

錫かoge72es sメカ熔 …………………………………………………… 121

P物叩膚加れ岱sm協力so諺 ……………………………………………121

P如“ococc鱗des"〆"を“sお…………………………………………… 156

α古“ … … .‐‐… … ‐‐‐… … …‐." … ‐… …‐‐.“‐… … … … … …‐156

Pわかるmcカツsspp. …………………………………………………… 149

P1atypodidae( ナ ガ キ ク イム シ科 ) … … … … … … … … … … … … 113

P加収め“"α"〆舵wesi …………………………………………………19

P加鮫かぎ‘如力船云濯ぎ〆解かね ……………………………………………49

P如収め"s czゆ郷如云鄭 ………………………………………………… 115

筋 " 友 Z …・・… … …‐…・…・・… … …・…‐… … … … " … ・…・‐…・・115

の“72ZZjo冗婚…………………………………………………… 115

柁秀'悔岱 ………………………………………………………115

りe肋 雀 ‐… ・… "・… ・… …・…・… …・… … …・・… … … …・・… …・・115
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Plec叩たra reノ7exa  84 

Pleuropり奴baiteata（クロスジキンノメイガ）  47 

Plocaederus ferrug加eiお  106 

obesus  107 

viridipennむ  107 

Plzお忽chakites  85 

limbirena  85 

litura 85 

o,密んzlcea 85 

Podoniた quatuordeciゆunctata  19 

PoecilipsルIlax  174 

gedeanus 174 

papuanus 175 

Pりlygraphiおmaj0 r  ・ 121, 122 

p訊i  121 

trenchi  122 

P0 lyi吻chl鳶  68 

pygarga  68 

尻lineati怨  68 

1フ，切nomma atra飢,Ii  107 

Prioniおco,加たntz鳶  107 

IケjolルrapUflCゆennお  19 

Procゆhilus micheliae  154 

1ケoden彪 littora僑  181 

Protoたchた  38 

Psa僑pennatuた 77 

Pseudacanthoたrmes militaris 186 

凡eudaicおtrisp玩ana  58 

Psei‘庇クdna rufoflava  86 

Pseudococcidae （コナカイガラムシ科）  156 
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PZecゆ fem フセ列嫁zz …………………………………………………… 84

PZBZ"℃のか" 鯛 なe餌α (ク ロス ジ キ ンノ メ イ ガ ) … … … … … … … … 47

PZome 彼〃揺た“雄メ欄婚 ……………………………………………106

0彰sz婚…………………………………………………………107

災γ緩めeれ"本 …………………………………………………107

PZZ侍れじたα化ZZ8s ……………………………………………………… 85

‘ズ削る≧だ“" "…………………………………………………・85

′すれ"惚……………………………………………………………85

0γたね聡Zceα… … … … … … … …・… … … …・… …・・・… … … … …・85

Rodo “"" 夕"のぼりァ仏eci7れ亥閉じkz加 … … … … … … … … … … … … … … 19

Poem 幼s危 "解 ………………………………………………………174

ggde αれzfs.‘… … … … … … … … .… … … … … … … … … … … … 174

Pαか倣m婚………………………………………………………175

Pz7らg7の たz岱 m 呼 oγ … … … …・-… … … … … … … … … … … …・121,122

P〆“ ……………………………………………………………121

わ宅卿cカメ ………………………………………………………122

Po収めかc卿 s ……………………………………………………………68

の轡な,惣ZZ ………………………………………………………68

お宅彦耀eの多岱 ……………………………………………………68

PrZの2の欄'娘の焔粥粥 ………………………………………………107

P 婦omfs coゆ z‘‘e72加s … … … … … … … … … … … … … … … … … … 107

P雑OPtの惚力""c砂 e"“禽 ……………………………………………… 19

Pr僻めた効硲 伽北海滋 e ………………………………………………154

Fメリメのzずα励め"都Zお ………………………………………………… 181

Pmzo‘に乾すα……………………………………………………………38

Psd ゐPeれ“"粥な………………………………………………………77

Rse;‘〆"cαれ肋 ozeγ粥 BS 粥濯ぎ忽〆Zs… … … … … … … … … … … … … … … 186

Psg"〆αた癖畑なめZれの血 ………………………………………………58

Psezfぬかd〃" “{夫列αジα ………………………………………………86

Pseudococcidae( コナ カ イ ガ ラム シ科 ) … … … … … … … … … … 156
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凡ilogramma menゆhron  69 

凡iloptera cupreospkndens  93 

ルstuosa 93 

Psychidae （ミノガ科）  27 

Psyllidae （キジラミ科） 

Pteroma plagiophieps 

Pterophoridae （トリバガ科） 

Ptoch叩勿le togaた 

費〕尼h岱grossl背  144 

nebulus  145 

Pi‘ん玩aガa maxima  158 

加idii   158 

んpuricenus mon加flZ4S  

wachanrui  

Pyralidae （メイガ科）  43, 137, 175 

乃raus彪加mbucivora  

coclesa僑  47 

machoera僑 47 

Pyrrhocoridae （ホシカメムシ科）  163 

Rhesala imparata  86 

Rh玩0たrmes  

Rhinotermitidae （ミソガシラシロアリ科う 186 

Rh玩yptた訊漉ca  178 

Rhipiceridae （クシヒゲムシ科） 

Rhipiphorothrips cruentatus  

Rho山neura n'iyrsusa薦  42 

nyrtaea  42 

Rh叩aん読ゆoides  165 

R 勿nchites contrisた紐S  21 

R 勿tido庇ra bowringi 108 
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P締め翠川加'“"'“8熱珍あの" …………………………………………69

Rs′わがの惚αのフセ企め忽“〆8れs …………………………………………93

表郷“のき辺…………………………………………………………93

Psychidae( ミノガ科 ) ……………………………………………… 27

Psyllidae( キ ジ ラ ミ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 150,166

P看切りテ,mP 如砦あのたねIPs…………………………………………………30

Pterophoridae( トリバ ガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 49

Pzoc左oめゐ〆βわgzz加 …………………………………………………… 59

PZye卿sgms 鎚搭 ……………………………………………………… 144

72eozf為岱 ……………………………………………………… 145

月解かi7鶴崎α“娘#溺α…………………………………………………158

が !〆“……………………………………………………………158

月のかげZαmrs 伽o"紅潮燈……………………………………………107

wqぴz47"?" …………………………………………………… 107

Pyralidae( メ イ ガ 科 ) … … … … … … …‐‐ … … … … … … 43,137,175

P明龍似s如わ"“ぬ"メジの協 ………………………………………………47

code鯛偽 ………………………………………………………47

772αcた○の復‘お……………………………………………………47

Pyrrhocoridae(, ホ シ カ メム シ科 ) … … … … … … … … … … … … 163

尺庇班如 "“めα焔な ……………………………………………………86

尺売物研げ7"es…………………………………………………………183

Rhinotermitidae( ミソガ シ ラ シ ロア リ科 )… … … … … … … … … 186

尺庵加盟斑如メタ2dたα ……………………………………………………178

Rhipiceridae( ク シ ヒゲ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 91

尺ため彰卿 'α姦γめsc〆z‘e〃加云閑 ……………………………………… 165

尺左odo728z‘川 畑z明鰯岱〆禽 …………………………………………… 42

772ツメねeα ……………………………………………………… 42

尺ん物餌〆燈凋めo!〆es ………………………………………………… 165

尺勿“2物立esc伽 Z“s超克fs ……………………………………………21

尺弄り"〆odem oozU“れgご……………………………………………… 108
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sirnulans l08 

Rican たルnestraた 149 

Ricaniidae （ハゴロモ科）  149 

Riso加0房trucた 86 

Rusicada かivida 86 

Sa勿adrassus ,nalabaricus  127 

Saissetia coffeae  

nなra  158 

Saんrnむmarginelた 150 

＆読lS加S 69 

illゾerna鷹  69 

scotti 69 

Saturniidae （ヤママユガ科）  64 

Scarabaeidae （コガネムシ科） 

Schおtocera gregaria  

Schおtoceros bimacuんtus  97 

Schizonり彪acacたe  169 

Schizonycha rificollis  

Scolytidae （キクイムシ科） 

Scoりtop奴,加s  122 

加m勿C加us 122 

et‘加,noides  122 

Scolytus major  122 

Scutelleridae （キンカメムシ科）  161 

Selepa ceたお  86 

Semあthisa emeパaria 59 

jidonなた  59 

pんVたta 59 

stren れた元z 59 

Sesiidae （スカシバガ科） 133 
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si粥"ね'2s……………………………………………………… 108

尺化α〃加た“esfm加……………………………………………………149

Ricaniidae( ハ ゴ ロモ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … 149

尺おひるαobsおzに加………………………………………………………86

舵 rsic雌αル加数 ……………………………………‐‐………………86

Sαたツαd“"ssz婚夕"αねる研究 z婚 … … … … … … … … … … … … … … … … 127

紘ゐsefiαのがeqe …………………………………………………… 158

722gフ謬 ………………………………………………………… 158

S"Z" “2鳶 “娘 7gi潔 e/な … … “… … … … … … … … … … … … … … … …・150

Sα如功gst………………………………………………………………・・69

友兎'〆“"偽 ……………………………………………………69

scoffぎ…………………………………………………………… 69

Saturniidae( ヤママユガ科 ) ……………………………………… 64

Scarabaeidae( コガ ネ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … 12,117

Sc庵鳶わcemg だ罫α“α …………………………………………………1I

Sdzなめcems る露“"%綿花疑似s …………………………………………… 97

Sdz 立oi72yzααcααα8 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 169

S物彦o脚所α"卵co疑お ………………………………………………15

Scolytidae( キ ク イム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … 117,174

Scoかわがα朝め硲 ………………………………………………………122

あの"り c物“s‐……………………………………‐……………・122

8"たの2o省〆gs ………………………………… "……………・122

Scoゆれ婚姻の“ ………………………………………………………122

Scutelleridae( キ ンカ メ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … 161

こうle/ゅ α α "な … …‐" “… … … … … "‐‐… … "‐‐“"‐‐… … " … … … "‐86

Siのれメo物おαの呪解なα打α…・・… "…・… … … … … … … … … … … … … …・59

万の "如加 ………………………………………………………59

〆““勿如…………………………………………………………59

s力謬れ如ね禰α……………………………………………………59

Sesiidae( スカ シバガ科 )………………………………………… 133
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Shirahosizo rufescens  112 

Sinoxyん解anaた  97 

afra/uni  97 

crassum  97 

rl(/icorne  98 

sudanたurn  98 

transvaaknse  98 

Sirex・impe庇Iお 141 

Siricidae （キバチ科）  141 

Sitop hiius glandiurn  174 

rugicollis 174 

Sminthuridae （マルトビムシ科）  8 

Soルn叩S雷gem玩ala  89 

＆ルnosた！h飢rn rubr〕か(flC忽turn  161 

幼haeroケ功es siwaliたensお  123 

幼hell妙たra aた,Prima 94 

争iルno/a macrope忽na  27 

Spingidae （スズメガ科）  66 

Stauropl鳶alterni昏 70 

Stegasta variana 38 

Stenadonなradた店  71 

Stenosce論binodifer  112 

加doca?p1  112 

Stheniasりlindrator 108 

grisa加γ  108 

Stibaroj)1鳶molginlお  161 

Strachた crucなera 162 

Stぞb勿ルdorsa僑 60 

siva  60 

St repsたrates holotゆhras  27 
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S杓わ惚卿 si姿o〆咳escの鮎 ……………………………………………… 112

Sぼれ○先〆○"""" ′e … … … … … .… … … … … … … … … … … … … … …・・97

αかねば"“2 ‐‐.‐". ‐… .… … .‐...‐‐‐..‐...‐.‐… … .‐‐...‐‐."...... ‐..・.97

G名ZZSS“'“ "".=. “… ・" … ・・・・・・" ・・・“・・・・・・・" ・・… ・・… ・・・・・・・・・・・・97

無声化の勿e ………………………………………………………98

sz‘〆"“たz"" ……………………………………………………98

ね寵“sジαα‘“zse ………………………………………………… 98

Sお像薯ゐ性力eれ七猛禽……………………………………………………… 141

Siricidae( キパチ科 ) ……………………………………………… 141

SZため厳存娼g加"露"“⑦ ……………………………………………… 174

〆雄rたo"禽………………………………………………………174

Sminthuridae ぐマル トピムシ科 ) ………………………………… 8

s扇の70力sな耳切れ物α紅 …………………………………………………89

So 彪れOSI鑑脳 "テれ れ!ありめz“に!綴れ"“ … … … … … … … … … … … … … 161

Sリルロのりfフつめess2 妙〆デたの2s禽 … … … … … … … … … … … … … … … … 123

Sめ姦e72噂 Zem 研げγ溺れ ………………………………………………・・94

s納めね〆"“?"のりの変如“" ……………………………………………… 27

Spingidae( スズメ力柴ト) ……………………………………………66

S加:““声婚αなげれ7,fs…………………………………………………… 70

S燈苔婚姻ひzz門脇72"……………………………………………………… 38

S解“"αo72如 ?龍直りZな ………………………………………………… 71

sZe“oscg始 めあのd競お ……………………………………………… 112

力odocのめズ …………………………………………………… 112

S物の1たおりメカ24劣り加γ………………………………………………… 108

g“賜わγ………………………………………………………108

勘ぎみのりめz岱 'れoを効"ば ……………………………………………… 161

S1mcたね "?に聡の復……………………………………………………162

Siだろ‘ore doコ雅雄お……………………………………………………… 60

瀞ひ" ……………………………………………………………60

鎌形IPSZcm彰sんoわゑゆた'惚s …………………………………………… 27
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rim f/iた  27 

&rigl玩asdi/a,た 43 

&Iana COflC()んγ  61 

みlepfa balteata（クロスジキンノメイガ）  47 

山roga加  48 

たina僑  49 

Tanymecus circumdatus  24 

h鋤ida 24 

Taphroychus cqffeae（コーヒーキクイムシ）  117 

hi rs at us  118 

Teak stem gall-midge  169 

Teたcrates たetioル1た  133 

Teゆhusa improvida  38 

myrica庇1/a 38 

p奴yphracta 38 

Tenebrionidae （ゴミムダマシ科）  178 

Tenthredinidae （ハバチ科） 87 

Termitidae （シロアリ科）  186 

Tessarotomaルvan詠s  162 

Tetropたon oreinum  108 

Tettigellidae （オオョコバイ科）  147 

Tettigoniidae （キリギリス科）  9 

Theretra nessus  69 

Thu7)somerus gたbosus  24 

刀iosea cana  41 

S玩ensお 41 

triparti/a  41 

Thripidae （アザミウマ科） 165 

Thyrididae （マドガ科）  42, 136 

Thysanoptera （アザミウマ科） 164 
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〆/′所たね …………………………………………………………27

Sお省力;msd 加ブ海………………………………………………………43

sr媛“αじo“cひね γ ..… … … … … … ...…‐… … … … … … … .… … … … .・61

SLy定め如 卿肋α如 (クロスジキンノメイガ ) ………………………… 47

メゼ知野α如 … …・・・…・・… -- ・・・・… … "… … … … … … … … … … 48

ねf“〆 76 … … … … … … … …・"… … … … …・・・… … … … … … … 49

71α72ツ紹z8α‘s c銘じ粥惚ば燭錫s … … … … … … …・… … … … …・・… … … … 24

あおり幼α…………………………………………………………24

7T物産飾り物雄 剣先αe( コー ヒーキクイムシ)…………………… 117

あす鴛媒 "s …・・… … …・‐… … …・・… … … … … … … … …・・… …・118

Teak stem gall-midge ・・・… ・… … … ・・…・・… … ・… … … …‘… … ・・169

71e‘に mzes 毎軽めだZ如 ……………………………………………… 133

eあれz燭αま粥力知ジメメα ………………………………………………… 38

侃ツメズcの海‘如……………………………………………………38

P如収め膚謬じ加……………………………………………………38

Tenebrionidae( ゴ ミム ダマ シ科 ) … … … … … … … … … … … … 178

Tenthredinidae( ハバチ科 )………………………………………… 87

Termitidae( シ ロア リ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … 186

71essα知わ伽α知りα霧z嬬 ……………………………………………… 162

Ze加りぬれ‘創 の例刀"伽 ………………………………………………108

Tettigellidae( オ オ ョ コバ イ科 ) … … … … … … … … … … … … … 147

Tettigoniidae( キ リギ リス科 ) … … … … … … … … … … … … … … 9

Zze打のれ口 728ssz符 ………………………………………………………69

雷乾物 sの聡の似sg 誇るosz燈 ………………………………………………24

z跨ひ彫αcα"" …………………………………………………………41

彩れ8"SZS'"… ".………………………………………………… 41

f“めα〆灼加 ………………………………………………………41

Thripidae( アザ ミウマ科 )………………………………………… 165

Thyrididae( マ ドガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 42,136

Thysanoptera( アザ ミウマ科 )…………………………………… 164
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Tingidae （グンバイムシ科）  164 

Tingis beesoni  164 

7むche,たcompta  32 

p彪,-mica  32 

Tomaspis saccha'伽a  145 

Tonica niv加rana 134 

Tortricidae （ハマキガ科）  25 

7bx叩lera aurant嘉（コミカンアブラムシ）  154 

C論'icidl鳶 （ミカンアブラムシ）  154 

odinae （ハゼアブラムシ）  154 

乃'abaたVおhnou  61 

lambaurni 62 

Trac如lep idia fructicassielル  49 

乃ac如osilおghanaensお  116 

乃achys 加ii  94 

bico勿γ  94 

乃安lena 128 

乃idesmodes ramたIiたIa  136 

Trなonocol?鳶braclzmanae  112 

乃ioza jietche元 152 

Typan叩hora semihyalina  39 

Trypetidae （ミバェ科）  126 

Uzucha humera鷹 133 

Virachola むocrates  54 

Westerman nたcoe僑な,?a 87 

Xanthodes transversa 87 

Xiphydriidae （クビナガキバチ科）  141 

Xip如(1)たheritierae 141 

均ieborus  123 

desiruens- 123 
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Tingidae( グンパ イムシ科 ) ……………………………………… 164

71貌gなウeesoねブ……………………………………………………… 164

7為じ姦のゞαcの7ゆ超 ……………………………………………………32

P如“協定口 ………………………………………………………32

7107晩婚 Piss αccル似せ72α … … … … … … … … … … … … … … … … … … 145

71072Zm “翻弄わ復72"…………………………………………………… 134

Tortricidae( ノ・マ キ ガ科 ) ・'… … … … … … … … … … … … … … …・25

賓o寛o脚の惚似‘mm ぎf( コミカンアブラムシ) ……………………… 154

αかたぎ吻郎 (ミカンアブ ラムシ) …………………………… 154

odz,mg( ハゼアブラムシ) ………………………………… 154

宅地ろα如ひなた720“ …………………………………………………… 61

如焔乙るα"γ722……………………………………………………… 62

隻闇〆け卿"〆如乃7に‘ず姫鱒迄‘如 ………………………………………49

締にカツoszzfs g白攻72α8"sお … … … … … … … … … … … … … … … … … 116

フ認じカツs od 省 …… "…………………………………………………・94

脱coわγ………………………………………・・………………・94

7T髭c1β“" ……………………………………………………………… 128

筈〆北海smodes m 加たはね忽 …………………………………………… 136

7T〆忽 o'2ocoZzfs 鰯ロ物 粥αmB … … … … … … … … … … … … … … … … 112
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おわりに 

熱帯地域の昆虫は、最も基礎となる分類学的な研究が非常に遅れてお 

り、昆虫収集マニアの対象となるチョウ類、ガ類、コウチュウ類などの 

大形美麗昆虫と農林業に著しい被害を与える害虫あるいは衛生害虫など 

一部の害虫について知られている程度である。そのためこれら以外の種 

類の同定が難しく、研究上の大きな支障になっている。 

森林昆虫学は、前世紀からドイツを中心にしてョーロッバで発達し、 

今世紀の中ごろからカナダとアメリカで著しく発達をとげた。日本では 

今世紀になってから日本人の研究者により研究され始めた。このような 

事情から森林害虫は世界的にみて温帯から寒帯にかけて研究され、主と 

して針葉樹の害虫について深く調べられてきた。 

先進国の森林昆虫学の歴史を振りかえると、まず第一段階は分類学的 

な研究に始まり、これと平行して第二段階のバイロジーの研究に進み、 

その研究の中から第三段階の害虫の弱点を突いたり、習性を上手に利用 

した新防除法なり被害回避法が発見され、さらに総合防除法へと研究が 

進展してきている。しかし、熟帯林の森林害虫ではまだこの第一段階で、 

名前の明らかにされていない害虫が多く、ー部の重要害虫について生活 

史が少し調べられた程度である。この状態を日本に例をとるとョーロッ 

パより渡来した昆虫採集家によって持ち帰られた標本に基づき新種とし 

て世界に紹介されていた明治末期に当たり、百年の遅れがあると云って 

も過言ではない。事実、現地の研究者は害虫を取っても名前を調べる図 

鑑類すら無く、そのため分類学的な協力を強く要望している。また、種 

名が不明なため研究発表の意欲も削がれるように見受けられる。このよ 

うな熱帯の森林昆虫学の遅れの理由は、熱帯の森林生態系が甚だ複雑で、 

そこに生息する昆虫も種類が豊富でかつ多彩であること、現地人に活動 

的な森林昆虫学者がほとんど皆無であることが大きな原因となっている。 

害虫防除にあたって、一般から要求されるのは第三段階の研究あるい 
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は成果であるが、ここまでに達するには第一段階、第二段階の地味な基 

礎研究の成果として発展してくるものであリ、熱帯林ではまず、基本的 

な問題を解明しておく必要がある。現在、造林地が拡大されつつあリ、 

先に植栽された木は樹齢が進み、早くも成林を阻害する害虫や材質を劣 

化させる害虫が発生し問題化している。そして多くの造林地は、温帯で 

も生態系が不安定で害虫の大発生の起こリやすい単純一斉造林地である 

ため虫害に対して危険性が強い。適地に植えられた造林木は旺盛な成 

長と被害に対する治癒力が強いからといって決して安心はできない。 

分類学については、特定の群について不十分ながら専門誌に発表さ 

れているのみで、莫大な種類を含む熟帯林の害虫相の全貌を知るには 

未だ長年月を必要とする。また、分類するには特定種とその近縁種を 

含むまとまった標本を必要とするため、地の利をえた現地入の自主的 

採集調査を必要とする。そのためには現地研究者の昆虫学的な知識の 

レベルアップを図るべく技術指導していかねばならない。また、分類 

学的な研究は現地で簡単にできるものではなく、専門の分類学者の協 

力をえたリ、長時問を必要とする種類が少なくない。現在一部の国で 

実施している悪質な昆虫採集者を対象にした昆虫標本の持出し禁止は 

分類学研究進行上の大きな支障となっていて、将来同定に必要な害虫 

類とその近縁の種類については対象外として緩和していかないと分類 

学の発展は期待できない。 

新しく導入される樹種については、本来生息していた単に森林生態 

系の一員であった昆虫が新しい餌場あるいは生息環境として住みつき、 

害虫化する可能性が強い。一部の造林樹種では過去に発生した害虫被 

害を再度発生させないように、樹種選択あるいは造林計画を立てる上 

で十分留意しなければいけない。同時に不幸にして発生した害虫につ 

いては今後の参考になるような詳しい記録を残しておくことも大切で 

ある。さらにフィリピンのマツ、オーストラリアのマツのキクイムシ 

類のような侵入大害虫をつくらないために先進国で実施しているよう 
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な植物検疫制度を確立させ、侵入害虫の定着を未然に阻止する必要があ 

る 

今回のマニュアルでは限られた紙面で熱帯各地域の森林害虫について 

記述したので個々の害虫については不十分な解説になった。将来、今後 

の研究結果を加えた地域毎の害虫を対象に書き改めた詳細なものが印刷 

されることを期待し筆を置く。 

な植物検疫制度を確立させ、侵入害虫の定着を未然に阻Lヒする必要があ

る 。

今回のマニュアルでは限られた紙面で熱帯各地域の森林害虫について

記述したので個 の々害虫については不十分な解説になった。将来、今後

の研究結果を加えた地域毎の害虫を対象に書き改めた詳細なものが印刷

されることを期待し筆を置く。
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